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論文 ？共淹 主義 教蓰 について』 を 執， する 金 日 成 首相 

(第 六 草 第 4 節 参照) 


降 仙 製鋼所を 现地指 沿す る 企 H 成 首相 


(第 七贲第 3 節 参照) 


の 人の なかに 知れ わたり、. 以前 口に 出せなかった その 名 
がいつ しか 公然と 語られる ょぅになり、 その 人となりの 
全ぼぅ を 知る 機会を 心待ちにして W た。 

革命と いう 複雑で 困難な 大事 業を なしとげ るには、 必 
ず 偉大な 指導/者を 必要と する ことは 歴史の 教える ところ 
であるが、 朝鮮の 「奇跡」 を 知る には、 金 日 成 首相を は 
なれて 考える ことができない。 


『金 日 成 伝』 が 読者の 間に 急速に ひろま •ってい る 事実 
は、 日本人の なかに こうした 認識が 深まっ ている ことの 
あらわれと いえよう。 

二十世紀 における 卓越した 指導者で ある 金 日 成 首相の 
半世紀の 記録を、 伝記と して 日本で 出贩 した ことの 意義 
が大 である ことは、 社会党 委員長 成 田 知 巳 氏、 総評 議長 
堀 井利 勝 氏、 日朝 協会 会長 長 野 国 助 氏、 立命 館 大学 名誉 
総長 末 川 博 氏、 日本学術会議 会員 宗像誠 也 氏、 東京 教育 
大学教授 家 永三郎 氏を はじめ 多くの 各界 人士が、. こぞっ 
てこの 本の 推せん 者と なった ことから も 十分 うかがわれ 
る 0 

それ ばかりでなく 数多くの 人が 推せん 文を 書き、 新聞、 
雑誌に それぞれ 書評を 書いた ◊それは ひとえに、 金 田 一 
京 助 氏が のべた ように 「朝鮮 民族. の 英雄で ある ばかりで 
なく、 世界的 政治家で ある 金 日 成 元帥」 にたいする 讃辞 
であった。 

法 政 大学 元 総長 谷川微 三 氏は、 「戦争 中、 なぞの 人物と 
して さまざまの うわさを 聞いて おり、 戦後、 輝かしい 存 
在と して 表面に 立ち あらわれた 金 日 成 首相に、 私は 大き 
な 関心を いだいて いる」 と 前 おきして つぎの よ、 •っに 語つ 
ている。 


<2> 


「伝記の 巻頭の 写真 や、 絵を 抨 見して 感じた ことは、 
金 日 成 首相が 少年の 頃から 実に りっぱな 風ぼう を もって 
いたと いう ことて ある。 金 日 成 首相が 少年の 日から その 
人間的 資質の 偉大 さを 物語る りっぱな 風ぼう を もってい 
たこと に 私は 感銘を うけずに はいられない」 

また 東京大学 教授 高 橋 幸八郎 氏は つぎの ょ、 •っに のべて 
いる。 

「『金 日 成 伝』 に のべられ ている ことがらは、 朝鮮の 
りっぱな 生きた 経済 史 ではない かと 思う。 『金 日 成 伝』 
を 読んで 私が 得た 金 日 成将： 車の 印象と いうのは きわめて 
純粋で あると いう ことで ある。 この 純粋 さが 本来の 意味 
での 革命の、 創造的な 革命と いう ものの 内容では ないか 
と® う」 

金 日 成 首相に 直接 会った ことの ある 衆議院議員 帆 足 計 
氏は •つぎのょうに 語っ た。 

「先年 お 目に かかった 金 日 成 首相の 第一印象は、 若々 
しく おおらかな 風格と いう ことで あった。 官僚 的な とこ 
ろが すこしも なく、 そして 何より 感心し， たことは、 その 
施策が 何事に つけても きわめて 実際的な ことであった。 
首相は 中央に とどまる こと 少く 、始終 地方を 駆け 廻つ て 
直下に 人民の 生活の なかに 入り、 またい つも 人民の 先頭 


に 立って 困難の 打開に 体当りで 努力して いるので ある。 
この 書は たんに 金 日 成 首相の 伝記と して 有益な だけでは 
なく、 若い 朝鮮民主主義人民共和国が 風雪を ついて 前進 
した 苦難と 成長の 歴史と しても 興味 ふかく 有益な ものと 
思う」 

軍事 ■評論家の 高橋甫 氏は、 日本平 和 委員会 発行の 『平 
和 運動』 四 号に こう 書いて いる。 

「私自身、 襟を 正し、 涙と 感嘆と を もって、 くりかえ 
し 全巻を 味読した。 日本国民の 若い 世代に とって、. この 
本は、 民族の 独立とは どのような もので あり、 どのよう 
にして それは かちとり、 どのように 守らなければ ならな 
いかを 教えて いる、 深刻な 教科書で あると 思う ◊抗日 遊 
撃 13 争は、 金 日 成 将軍と いう、 めったに 世に 現われない、 
愛国者で あり、 英雄で あり、 政治的、 m 事 的 天才で ある 
指導者を えたから、 輝かしい 勝利を 実現す る ことができ 
たといっても 過言では ない。 一度の 敗北に もめげ ず、 七 
転び 八 起き、 名声を 馳 せた 軍事 指導者は、 この 世に 少い。 
しかし'  文字通り 百戦百勝 という 軍事 指導者は ほんとう 
の 軍事的 天才と いうの ほかは なく、 それは、 軍事的 天才 
というよりも 政治的 指導の 天才. というべ きものな のか も 
しれない。 私の 調査した かぎりでは、 金 日 成 将軍は、 そ 


く？〉 


のよう な 稀 有な 政治的 指導、 取唞 的 指導の 天才の 一人で 
あった。 志 速く、 主 休 性を 堅持して、 百戦百勝、 鋼鉄の 
ような 強靱 さを 発 # しつつ、 朝鮮人 民の 先頭に たつ、 た 
ぐい まれな 指導 老企日 成 将軍の 健 閼を 祈って 筆 ^ おく」 

また映画『チョンリマ』抛影のため数年前、朝鮮民主 
主義 人民 共和国に 滞在した ことの ある 映_監 督山 本薩夫 
氏は、 「 r 金 日 成 伝』 を 読んで はじめて、 あの 当時 強烈な 
印象と 感動を うけた" チョン リマ" の奋 跡の 源が わかっ 
た ◊抗日 武装 關争の 時期の 政治的 経験と 業績、 たたかい 
を 通じてつ ちかわれた 主体 思想と 不屈の 閟志 がい まに う 
けつ がれ、 開花して いるの だ」 と 語った。 

宗教家で ある ilJf 水 寺教 ^ 部 K の 福 岡 粘 ffl 氏は、 「天、 一 
人の 英傑を この 世に 送る や、 逃ぶ に 時と 処を もってする」 
とのべながら つぎのように： f:i ってい る。 

「いまや アジアを 初め 全世界には、 W 族 独立と 解放の 
關争 がほうは いとして 起って いるが'  金 日 成 lvf +ll は# に 
朝鮮 民族 四千 万の 導きの 太陽で あるの みならず、 これら 
独立と 解放を 熱願して いる 諸 民族の 師表と なって いるの 
である。 『金 日 成 伝』 は 雄なる 事実の 羅列で なく、 祖国 
と 民族への 限りない 愛を、 文字 どおり 死を 賭して 貫いて 
きた 民族の 救世主にたい する 美しい 一大 詩編で ある」 


『金 日 成 伝 』 はこの ように、 一：： 一大な 感動と 反響を よび 
なから いつそう 広く 読まれて いる。 

胱史に 火き な id 跡を のこす 人物で ある 金 日 成 首相の 云 
記を 発行す る ことは、 n: 本人に とつて 非常に 大事な こと 
であ リ使命 でも あると 思う。 

S- ;..: 剖 ^ ::: 部の 御 愛読を 乞う 次 ® である。 

(K) 

珍 『金 日 成 伝』 出版に よせる 

駐日 各国 外交官の こえ 

〇余： U 成 首相の 革命 岡 争の 過程は、 たたかう 世界の 人 
K が 必ず 研究すべき 歴史で あり、 教枓歡 である。 私は こ 
んご金 日 成 tt 相の： H ifti が スペィン語'  英語 その他の II の 
ことばに n 十く 翻訳され 、出版され て fr 国人 . K の 間に 広く 
膂 及され る ことを のぞむ。 (駐 R キユー パ 大使 マヌエル 
•ク エル ボ •メンデス 氏) 

〇金日 成 tt 相は 朝鮮が 生んだ ^ 越した 偉大な 指導者で 
ある ことを 私は 知つ ている。 なぜかと いうと、 金 日 成 首 
相は 朝鮮人 民を 指導して〃 世界 最強" を 豪語して いた ア 


ぐ 〇 


メリ カの 鼻柱を へし 折つ たから だ。 (アルジェリアの 一 
外交官) 

〇金日 成 首相は 朝鮮人 民の 偉大な 指導者で ある ばかり 
でな く、 世界の 人民の 卓越した 指導者で ある。 ィラク 人 
民は 金 日 成 首相に 深い 敬意を 払って いる。 私は 日本語は 
得手では ない が 『金 日 成 伝』 を I 冊 買っ た。 じっぐ りと 
読む つもり だ。 (ィラクの I 外交官) 

— いずれも 六月 二十 三日 束 京 椿 山荘で 開かれた 『金 日 成 伝』 
出版 記念 会に て— 

<#> 新聞 雑誌の 書評から 

評論家 藤 島 宇内 

◊日本では 一般に、 第二次大戦で 米軍を、 中国の 革命 
運動の ために 日本 軍国主義が 敗北した といぅ 認識は ある 
が、 朝鮮の 革命運動に 敗北した といぅ 認識は ほとんどな 
い。 そのこと が、 現代に おいても 日本人. の 朝鮮に 対する 
蔑視 観を 是正で きない 一つの 理由と なつて いる。 本書に 
よ. つて 朝鮮の 革命運動が 日本に 紹介され る ことは、 日本 
人の 朝鮮 観を 是正す る 上の ブラスに もなる と 思われる。 

(東京 新聞. 五月 十九 日) 


大学教授 家 永 三 郎 

◊私たちは、 日本の 官憲の 苛烈な 弾圧の もとでつ づけ 
られた 朝鮮の 人び との 解放を 求める たたかいに ついても、 
ほとんど 知る ことなく 過して きた。 日本人の 知識の こう 
した 重大な 盲点が、 朝鮮 解放 後 四 分の 一世紀ち かくを へ 
た 今日まで、 私たちが 朝鮮に ついて 正しく 理解し 判断す 
るのを 妨げる 大きな 条件と なって いたのでは なかっ たろ 
うか。… 今回 新刊の r 金 日 成 伝』 にょり、 いっそう その 
経過を いきいきと 読みと る ことができる のは、 右に 述べ 
てきた ょうな 日本人の W 点を 抛め る 役 削を はたす ものと 
してき わめて 意味 深い ものが あると いわなければ ならな 
い。  (朝日 新 lif] .五月 :: 十日) 


朝鮮 問題 研究家 川 越 敬 三 
◊金 日 成の 名は 誰でも 知っていながら'  その 人物に つ 
いては ほとんど 知っていない のが 日本の 現実な ので ぁる。 
本書は そぅした 隣国の 最高 指苒 者に ついて 書かれた 最初 
の 本格的な 伝記で ぁる。… 朝鮮 問題が 日本の われわれに 
とって ますます 身近 かな ffi 要 問題に なって きている こん 
にち、 朝鮮 労働党の 理論 や 政策の. 源流を 本書に ょって 探 


る ことは ^ 義のあ る ことであろう。 

(図 谍 新聞 * 11:- 月 二十 ! Al H) 

則 際 政治学 ^ 畑 田 重 夫 

◊この 本は、 個人の 伝記には ちがいない が、 !»■] 時に 解 
放前の朝鮮、すなわち旧：11本帝囯主義の植厌地1乂妃下の 
朝鮮の 歴史、 とりわけ 朝鮮人 民の 解放 闘争 史 でも あり、 
革命； 31 動 史 でも ある。  (週刊 読書人. 六月 九日) 

o tt 伝吳を 子 想し、 あるいは 通読で きないので はない 
かと 思っ ていた。… その 叙述が ハナに つく か •と 思う とま 
ったく 逆で、 強い 感動を 与える 力を 持っ ている。… この 
木の 一番の おもしろさは、 革命的 英雄とは いかなる 存在 
であるかに ついて、 いやおうなしに 読者を 感銘させる と 
ころに ある。  (週刊 読売 •五月 三十日 号) 

◊米軍 偵察機を 撃墜して、 大きな 緊張 感を もたらして 
いる 一方の 朝鮮。 その 国の ィニシアチブを とる たしかな 
巨人‘ •金 日 成の おさな かりし ころの 生いたち から、 祖国 
凱旋までの 半生 記 ◊読後、 胸に くる ものは 社会主義への 
情熱と 勇気 か。  (アサ ヒ 芸能 •五月 一日 号) 


令 愛読者 力— ドから 

〇 『金 H 成； Hj を 新聞， U; 吿で M つけ、 -, -!'■ 速 興味深く 読 
みました。 私は：. 几 il:>5 州 ■通 化 省 臨 江 奶： a 松に 於て、 昭和 
十ニ ー ニ十 -¥ 一、七〇〇町歩にわたる，！^給鹿場を |1': :7 1<: と 
して 経営して おりました。 金 日 成 将ボの 小は'  深い ^- % 
の 念を 常に： g いて おりました。 金 ^ ^ の 人となりは fi: ^ 
からよ く 聞いて •いました。 物資の 供給 もして あげた 1 -IV が 
有りました。 企 司令の 紳士的な 人物の 一端を 記 怡 して お 
ります。 金 首 tlj の 御 健康と 御 # 斗を 祈って 止みません。 
南北 統合の 為に。 (W 根 県 益 田 市 火 字 姒 -J- ィ ニニ 叫报 地 
一七 楠 孝 雄) 

〇私は 一九二 〇 年よ リ終戦 迄、 間 . ft ft 能 井で 生活し ま 
したので、 金 日 成 首 fll のぅ わさは よくき きました。 日本 
軍 警が血 まなこで さがし 求め、 遂に * たさな かった ので 
ほんとぅに 幸いでした。 金 日 成 首相は 火 f® 人であります。 
この 本は 私の 希望で 息子に 買って 賞い ました。 昼夜兼行 
で 一巻を よみ 終りました。 感無量です。 (大阪府 吹 田 市 
津 雲台 C- I 19 I 206 川原と よ) 
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四た び 共和国を 訪問して 

畑 中 政 春 


このたびの 朝鮮民主主義人民共和国 訪問を 通じて、 私 
が もっ とも 強烈な 印象を うけた のは、 全国 土が まさに 鉄 
壁の 要さい と 化し、 全人 民が 武装し、 アメリカ 帝国 主我 
の 陸、 海、 ^ 、 いずれからの 攻撃が あっても、 ただちに 
これを 撃破 するとい う 強固な 決意に 燃えながら、 I 人 ひ 
とりが それぞれの 部署に ついている という ことでした。 

金 日 成 首相は すでに I 九 六 二 年、 こんにちの 情勢を 予 
見して'  経済 建設と 国防 建設を 並進す る 路線を とってき 
ました。 そして 六 六 年 I 〇 月の 朝鮮 労働党 代衷者 会議で 
さ ^ • に それを 強調し、 着々 と 経済 建設を すすめる I 方、 
•軍隊の 幹部 化、 現代化、 全人 民の 武装 化、 全国の 要さい 


化の ために 力を そそいで 自衛の 軍事 路線を つらぬい てき 
ました。 

朝鮮を めぐる 情勢は 周知の ように、 米 スパィ 機の 撃墜 
事件で 最高 度の 緊張に 達しました。 日本では 一触即発の 
戦争の 危機を 感じた 人 も すくなくありません。 

しかし I 昨年 訪問した 時の ような、 農場 や 工場な どで 
の 軍事訓練 も みられず、 平壤 市内を 行進す る 労農 赤衛隊 
の 姿 も みられませんでした。 

夕 ぐれの 平壌には 大同 江に ボ—卜 を 浮かべたり、 公園 
の ベンチで 楽しく 語らう 若者たち や 観劇に 行く 市民の 姿 
が みられ、 万端の 準備 態勢を ととのえた 自信と、 ゆとり 
ある しずけさが うかがえました。 

このように 祖国 防衛を 完ぺきに しながら も、 社会 主 装 
建設で 着々 と 成果を おさめ、 人民の 生活は 日々 に 向上し 
ています。 いま 朝鮮の 経済成長率は 16 〜 17 パ— セント。 
他の 社会主義 国が 8 パ— セントぐ らい。 日本では 高度 成 
ft を 誇っても、 せいぜい 10 パ— セントです。 

五 力 年 計画 当時の 30 〜 40 パー セントの 成長率に くらべ 
れば 、たしかに 落ちて VV るが、 多額の 予算を 国防費. に ま 
わして、 なお 16 〜 17 パー セントの 発展 速度は 大 へんな こ 
とで、 緊張 激化の たびに 一 部の 人び との もち 出す 経済 不. 
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■振 うんぬんの 言葉を、 この 数字が 吹きと ばす でしよう。 

金 日 成 首相は、 「われわれは 七 力 年 計画で 予定され たと 
おり'  いま 工場の 建 13: を大 々的に すすめて いる。 50 万キ 
.口の 火力発電所 も 建設した。 ことし 中に 農村では 13 万世 
带の 住宅を 建設す る」 と 語っ ていました.。 

朝鮮人 民は、 金 日 成 首相を 中心とする 朝鮮 労働党の ま 
わりに 堅く 団結して おり、 人民との 間は 一枚岩の ように 
寸分の すき 間 もぁりません。 

金 日 成 首相は 明るく 若々 しく、 エネルギッシュに どこ 
へで もで かけて いって、 人民と つねに 接し、 建設 現場を 
ひとつひとつ 指導し ます ◊首相の こういう くだけた 明る 
さと 若さが 国 全体には つらつ とした 空気を かもしだす 源 
になっ ている のです。 

金 日 成 首相は、 社会主義 建設の 道を た ゆみな く 前進す 
る 朝鮮人 民の 団結の シンボルな のです。 

朝鮮人 民との 友好を はかって いくとき、 朝鮮の 解放の 
歴史を よく 知リ '朝鮮人 民が 敬愛して やまない 金 日 成 首 
相と 人民との つ. ながり を 正しく 理解し なければ ならない 
と 思います。 

六月 二日、 朝 9 時から 2 時間 40 分 間、 私は 首相に お 会 
いしました。 


金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国 主雜の 朝鮮での 軍事 挑発 
反対、 安保 破棄. 沖繩 即時 全面 返還、 南 朝鮮での ファ ッ 
シヨ 弾圧に 反対す る 日本人 民の たたかいに 敬意を 表し、 
日本に 帰つ たらみ なさん にょろ しく お伝え 願いたい との 
ことでした。 

金 日 成 首相は、 会談の なかで 日朝 両国 人民が 団結して、 
大局 的な 立場から アメ リガ 帝国主義に 反対して たたかぅ 
ことが、 いまほど 切実に 要求され ている ときはない と 強 
調し ました。 

私は 日朝 協会の 仕事の 重大 さとと もに、 責任の m さを 
感じずに はおれませんでした。 

訪朝 中、 私の 健康に、 こまかく 気を 配って くださっ た 
金 日 成 首相に 深く 感謝して おリ ます。 

S) 

== 編集部 だょり —mi 

『金 日 成 伝 J 第二 部を、 朝鮮 民主々 義人 民 共和国の 創建 
二十 一. 周年の 記念日までに、 読者の 皆様に おとどけでき 
ますこと を、 当社と しまして は 大変 喜し く' また 誇ら ■し 
く 思って います。 本書の 第一 部は 物凄い 反響でした。 第三. 
部は 来年 二月 初 句に 皆様に ■おとどけ する 予定です。 (H) 
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< 第： 二 部 V 


は じめ に 


ば じめ に 

ながい 歳月に わたって、 国の 内外から あらゆる 苦難を へて きた わが 民族は、 悲運につつ まれた 祖国と 人民を 救い 
だす 卓越した 指導者を 心の底から 待ち のぞんで いました。 

とくに 祖国が 日本 帝国主義の 植民地に 転落し、 人民の 運命が 生死 存亡の 危機に さらされて いたと き、 それは もっ 
ともさし せまっ た 民族的な 渴望 となって いました。 

太陽 や 月 さえ 光を 失った 民族 受難の 時代に、 この 民族 あげての 願望を になって あらわれた 人 こそ、 まさしく 絶世 
の 愛国者で あり、 民族的 英雄で あり、 百戦百勝の 鋼鉄の 統帥 者で あり、 国際 共産主義 運動と 労働運動の すぐれた 指 
導 者の ひとりで ある 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相 その 人だった のです。 

万景 台の 貧しい 農家に 生まれた 金 日 成 首相は、 十四 歳のと き'  早く も 祖国と 人民の ために 一身を ささげる ことを 
決心し、 たたかいの 道に つきすすんだ のちは、 偉大な 抗日 武装 闘争の 旗 じる しの もと、 祖宗の 山 —— 白 頭 霊峰に 祖 
国光 復の 烽火を 高く あげ、 三千 里の 山河に 解放の 曙光を 照らし、 朝鮮人 民を 英雄的な 救国 闘争へ とふる いたた せま 
した。 

年老いた ものから 子どもに いたる すべての 世代は、 金 日 成 将軍の 名に はげまされて 暗たんた る 日々 にも 生きる 力 
と 希望を 燃やし、 その 名を 胸に ひめて は 不倶戴天の 敵 日本 帝国主義との たたかいに 決起し ました。 そして 朝鮮人 民 
は、 一九 三〇 年代から 金 日 成 将軍を 偉大な 領袖と してむ かえる ことにょって、 指導者にたい する 歴史的な 渴望 をみ 
たす ことができた のであります。 
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は じめ に 


白 頭. のけ わしい 山々、 高く そびえた 峰々 を 十五 星霜に わたって 踏み わけ、 日本 帝国主義 侵略者を うちやぶって、 
ついに 祖国を 救った 金 日 成 将軍は、 たたかいの 砲火に く すん •た 赤旗を 高く かかげ、 解放され た 祖国、 歓呼に どよめ 
く 人民の もとへ と 凱旋し ました。 

金 日 成 将軍に よって 指導され た 偉大な 抗日 武装 闘争と、 金 日 成 将軍の 祖国 凱旋は、 まさに 朝鮮 民族の もっとも 大 
きな 栄光で あり、 もっとも 大きな しあわせであった のです。 

将軍は、 祖国 凱旋 後 も、 ながい 歳月に わたる 疲れを いやす いとま もな く、 祖国の 地に 自由で 富強な 人民の 楽園を 
築き、 アメリカ 帝国主義 者の 南 朝鮮 占領に よって 二つに わかれた 祖国を 統一す るた めの 全 民族的な 闘争を 組織 指導 
しました。 

金 日 成 将軍は、 解放 後、 新しい 祖国 建設の 大綱を さ L しめし、 マルクス. レ—- ーン 主義の 党と 人民の 主権を うち 
たて、 反帝 反 封建 民主主義 革命を 輝かしく 遂行し、 真の 人民 武力を 創建し、 共和国 北半 部を 強力な 民主 基地に 築き 
あげました。 

アメリカ 帝国主義 者が 戦争を 挑発した ときには、 祖国の 運命を 一身に にない、 天才 的な 戦略 戦術と 卓越した 指導 
によっ て、 世界 「最強」 を 豪語す る アメリカ 帝国主義 者を 惨敗の どん底に つきおとし、 朝鮮人 民の 偉大な 勝利を か 
ちとり ました。 

金 日 成 首相は、 戦後 もっともみ じかい 期間に 祖国の 地から 灰の 山と 瓦磔を 一掃し、 社会主義 革命と 社会主義 建設 
を 輝かしい 勝利へ と 導いて ふたたび 全世界を 驚嘆 させ、 革命を た ゆみな く、 また、 かつて だれ ひとりと して 歩んだ 
ことのない 道へ と 疾風の ごとく 前進 させて きました。 

将軍は 革命と 建設のう えで、 だれも 解く ことので きなかった 複雑な 問題を もっとも 正しく 独創的に 解明す る こと 
によって、 朝鮮人 民を いっそう 輝かしい 勝利の 01 へと ふるいたたせました。 
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は じめ に 


首枏 はまた、 アメリヵ 帝国主義 とそ <0' 手先 どもを 一搔 する ための 南軏蛘 人民の 革命 »1 争と" 祖国 疣 1 0' た 办の全 
朝鮮人 民の 闘争を 勝利へ と 導き、 国際 共産主義 運動の 傑出した 指導者と して 世界 革命の 発展に 大きな 寄与を しまし 
た。 

闘争の 道に 第一歩を しるした そのと きから、 じつに 四十 余 年に わたるな がい 歳月を へて こんにちに いたる 金 日 成 
首相の 革命 活動の 過程 —— 、それは 朝鮮人 民にたい する 熱烈な 愛と 献身的な 服務の 歴史で あり、 民族の 敵との 血ぬ 
られた 闘争の 歴史で あり、 たえまの ない はげしい 革命と 創造の 歴史で あり、 輝かしい 勝利の 歴史であります。 

わが 民族の 歴史は 五 千年の ながき におよ びます が、 金 日 成 首相の ように 科学的な 革命 理論と 卓越した 指導力を も 
ち、 さらに 気高く 美しい 徳性を かねそなえた 指導者を いただいた 例は かつてありませんで し. た。 

また わたしたちは、 金 日 成 首相の ように 生死の 瀬戸際から 民族を 救いだ し、 たくましい 革命的 展開 力で 前人未到 
の 道を 切り ひらき、 た ゆみな く 前進しながら 祖国と 人民を 繁栄と 勝利の 道へ りっ ばに 導いた 指導者を ほかに 知り ま 
せん。 

だから こそ、 すべての 朝鮮人 民は 大きな 誇りを もち、 金 日 成 首相を 民族の 太陽と して、 人民の 偉大な 領袖と して 
あおいで おり、 広 はんな 世界の 人民 も •国際 革命運動に つくした 金 日 成 首相の 巨大な 貢献に よって、 世界 革命運動 
の 卓越した 指導者と して 金 日 成 首相を 心から 尊敬して いるので あります。 

このような 指導者を 推戴して いるから こそ、 アメリヵ 帝国主義の 支配の もとで あらゆる 苦痛を なめてい る 南 朝鮮 
の 同胞 も、 心から 金 日 成 首相を あおぎみ、 ひたすら、 統一され た 祖国で 宰 福に 暮らす その 日の ため. に 力強く 生きぬ 
き、 勇敢に たたかって いるので す。 

この 本は、 金 日 成 首相の 伝記 第二 部 (第一 部は 金 日 成 将軍の 幼年時代と 初期 革命 活動、 そして 抗日 武装 闘争を. おもな 内容 
としてい. る) であります。 ■ここには 金 日 成 首相の 祖国 凱旋からは じ まり、 平和的な 建設 期、 偉大な 祖国 解放 戦争の 
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.時期、 戦後の 復旧 建設と 社会主義 基礎 建設の 時期、 そして 社会主義の 高峰を きわめ、 祖国 統一の 大事 変を 主動的に 
むかえる ためにた たかう 現在までの 首相の 卓越した 戦略 戦術と 偉大な 導き、 高邁な 徳性な どの 重要な 内容が おさめ 
られ ています。 

しかし、 このように 複雑で ぼう 大な 内容を 一冊の 本に 体系的に まとめる という ことは、 きわめて むずかしい 仕事 
でした。 筆者 自身、. ほう 大な 内容に 圧倒され、 迷路に おちいった こと も 一度 や 二度ではありません し、 また 深い 理 
論 的な 問題と 劇的で 深刻な 場面に いたっては、 自分の 無能と 力不足を なげいた こと もし ばし ばでした。 また 先へ す 
すむ につれ、 高い 峰々 が 蒼 空に そびえたち、 探求 すれば する ほどは てし ない 世界が ひろがって ゆく ようでした。 し 
たがって、 そのな かから 基本的な もの. を えらびだして 書く だけで も、 研究 不足の 筆者に とっては 力に あまる 仕事 だ 
った のです。 

しかし、 広 はんな 人び とが 将軍の 伝記を 切実に もとめて いる 事実を 思い、 およばずながら もこれ を 世に だす こと 
にしました。 今後 さらに 研究を かさね、 いっそう 完全な ものにして いきたいと 考えて おります。 

わたしは この 本を 出版す る 機会を かり、 祖国の 統一と かぎりない 繁栄、 人民の 輝かしい 未来と 幸福の ために、 四 
千万 鮮朝 人民の 敬愛す る 指導者 金 日 成 首相の ご 健康と 長寿を 心から 祈る ものであります。 

一九 六 八 年 八月 
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はじめに 

第一章 新しい 民主 朝鮮 創建の 第一歩 

1 祖国 建設の 大綱を しめして . 

2  マルクス ♦レ— ニ ン 主義 党の 創建 . 

3  二十 年ぶりの 帰郷 . 

第二 章 民主 革命の 陣頭に たって ……： 

1 大衆を 革命 一路に . 

2 青年の なかで . 

3 最初の 人民 政権の 誕生 . 

4  土地は 農民に、 工場は 労働者に . 

5 党を 強大な 大衆 的 政党へ . 

6 みずから 手に した 建設の シャベル . 

第三 章 社会主義 革命の 大道を ひらく 

1 革命を 新しい 段階へ . 

2 革命 発展の 新たな 転換め ざし . 

3 自立 経済の 遠大な 構想 . 


350  337  337  327  310  295  278  261 243  224  213  213  200 189 177 164 


4 新しい 民族 文化の 創造へ . 

5 不敗の 革命 武力 —— 朝鮮 人民軍の 誕生 . 

6 南北 連 席 会 _ . . . 

.7 朝鮮民主主義人民共和国の 創建 . 

第 四 章 アメリヵ 帝国主義を 撃滅した 鋼鉄の 統帥 者… 

1 祖国の 運命を 一身に にない . 

2 侵略者を 撃破し 一路 南へ/. . 

3 試練に たえ、 新たな 打撃戦へ . 

4 人民と 戦士の なかで . . . . 

5 陣地 防御 戦、 一、 二 一一 高地 戦闘 . 

6 勝利の ために、 未来の ために…. . 

7  アメリヵ 帝国主義 者は ひざ まづ いた . 

8 卓越した 指導と 偉大な 軍事戦略の 勝利 . 

第五 章 すべてを 戦後 人民 経済の 復旧と 発展の ために 

1 社会主義 基礎 建設の 独創的 路線 . 

2 きびしい 復旧 建設の たたかい . 
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3 民主 首都の 建設者と ともに . 

4 主体性を 確立す るた めに . 

第 六 章 社会主義 革命の 歴史的 勝利 

1 社会主義 革命の 勝利の ために . 

2 農業 協同 化への 近道 . 

3  「ともに 共産主義 社会へ すすもぅ」 ：… 
4 すべての 人び とを 一つの 大家 庭に . 

第 七 章 朝鮮を 千里 馬の 国に . 

1 きびしい 試練を へて . 

2 世界を 驚嘆 させた 千里 馬の 大 進軍 . 

3 降 仙の 労働者と ともに . 

付録 

金 日 成 首相の 主要 活動 年表 

(一九 一二 年 四月〜 一九 五 七 年 十二月) 

朝鮮 全図 . 

訳者 あとがき . 
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第一章 新しい 民主 朝鮮 創建の 第一歩 

1 祖国 建設の 大綱を しめして 

苛烈を きわめた 第二次世界大戦は、 一九 四 五 年 八月 十五 日、 日本 帝国主義の 無条件 降服を もって その 幕を とじ 
た。 

朝鮮は 解放され た。 現代史に おける もっとも 悲劇的な 受難 者であった 朝鮮人 民は、 三十 六 年間に わたる 日本 帝国 
主義の 植民地 支配の 鎖を たち 切り、 自由な 新時代を むかえた。 

これは 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 将軍の 指導の もとにた たかって きた 朝鮮の 共産主義者た ちの 輝 •かしい 勝利で 
あり、 朝鮮人 民の もっとも 栄光に みちた 民族的 勝利であった。 

金 日 成 将軍の 指導の もとに 十五 星霜の ながい 歳月を 英雄的に たたかい、 日本 帝国主義 侵略軍を 撃破し つづけて き 
た 朝鮮人 民 革命軍の 各 部隊は、 日本 帝国主義にたい する 最後の 掃討 戦に 参戦した。 このた たかいで 朝鮮人 民 革命軍 
は、 終局 的に 敵を 撃滅して 民族的 慶事を もたらし、 英雄的な 抗日 武装 闘争の 歴史的 勝利を かざった ので ある。 

ながいあいだ この 地で 銃剣を ふりかざし、 暴虐の かぎりを つくして きた 日本 帝国主義 侵略者は、 時代の 激流に お 
しなが される 落 粟の ょぅに、 朝鮮人 民の ぅらみの 涙に みたされた 玄海灘 のはる かかな たに 追い やられた。 これが 侵 
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略 者の 末路で あり、 運命であった。 

解放の よろこびにつつ まれた 朝鮮人 民は WC 呼の 声を あげ、 手を とりあって 踊った* 

遠く 各地に 散って いた 人び とは、 ひたすら 故郷への 道を いそいだ。 みじめな 流浪の 生活と 異国での 暮らしから、 
徴兵と 徴用から、 すべての 受難 者たち が 帰って きた。 あちこちの 村々 や 家々 で、 浮き雲の ように 散り ぢりに なって 
いた 家族との 感激 的な 再会の 場面が くりひろげられた。 

すべてが 急変した。 

人び との 境遇は 一夜に して かわった。 きのうまでは 侵略者の 奴隸 として、 また その 奴隸の 運命を 背負って 生まれ 
た わが 子に 乳房を ふくませて は 涙に くれていた 母親たち も、 いまは 幸福と 希望につつ まれた 母親に 生れ かわったの 
である。 

人民は 奴隸の 境遇から 解き放 たれ、 血のに じむよう な 思いで 待ち のぞんで いた 自由を かちとり、 圧迫と 搾取の な 
い 新しい 社会を 建設す る 輝かしい 道へ すすむ ことにな つた。 

第二次世界大戦 後の 内外 情勢は、 民族的 独立と 新しい 社会の 建設を めざす 朝鮮人 民に とって 有利に かわって いっ 

た。 

国際 舞台に おける 政治 勢力の 配置 も 根本的に かわった。 ドィッ、 ィタリア、 日本の 敗北に よって 帝国主義 陣営の 
力が 全般的に 弱まった 反面、 民主主義と 社会主義の 陣営が 世界的な 規模で 形成され た。 

植民地、 半 植民地 従属国 家に おいては 民族 解放 運動が 燎 原の 火の ように 燃え ひろがり、 一部の 植民地 人民は 隸属 
の 鎖を たち 切って 民族的 独立を かちとった。 

資本の 鎖に しばられて いた 西ョ ー n ッ パと アジアの 諸国に おいても、 共産党を 先頭と する 勤. 労 人民の 民主主義 的 
運動が 大衆 的に 力強く 展開され た。 
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多くの 植民地を 失い、 その 政治的 領域を いちじるしくせば めら れた 帝国主義 陣営は、 大きな 危機に 見 まわれた。 
とのことは、 帝国主義 者が 世界を 意の ままに 動かして いた 時代は すでにす ぎ 去り、 歴史の 創造者で ある 人民の もと 
める 道に むかって すすんで いる ことを はっきり しめす もの-であった。 

こうした 世界情勢の 動きは、 そのまま 朝鮮に も 反映され た。 

朝鮮人 民の 革命的 気勢は きわめて 高かった。 

日本 帝国主義の あらゆる 機関に 石が なげこまれ、 かれらの 手先、 民族 反逆者、 地主、 買 弁 資本家、 反動 官僚 ども 
は、 日の あたる 場所を 避け、 逃げ道を もとめて さまよわなければ ならなかった。 

春風が. 芽ぶ くのを うながす ように、 解放は 大衆の 政治的 めざめを もたらした。 いたるところで 演説 会 や 演芸 公演 
が ひらかれ、 さまざまな 大衆 団体が つくられて いった。 

侵略者の 滅亡と 民族の 解放と いう、 いいつくせない 歓喜と 激動のう ずに よって、 朝鮮の 山河は 炎の るつぼ さなが 
らに わきかえった。 これは 暗黒の 世界を でて 光明の 岸辺に たった 人民が、 時代の 大 転換を その 胸で 感じと り、 その 
目で たしかめる 歴史的な 瞬間であった。 

この 意義深い 瞬間、 全 朝鮮人 民の 心は、 十五 星霜に わたって 日本 帝国主義の 百万の 大軍 とたた かい、 ついに 敵を 
うちたおして 祖国を 解放した 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 金 日 成 将軍の もとには せた。 

解放を むかえた 三千 万 朝鮮人 民は 声を かぎりに 、「金 日 成 将軍 万歳 / 」 を 叫び、 すべての 人び とがな つかしい 領 
袖を むかえる そのと きを 胸 ときめかせて 待ちの そんだ。 

金 日 成 将軍 —— 、その 名は まさに 朝鮮 民族の 太陽であった。 三千 里 朝鮮の 山河を 圧殺し ようとした 日本 帝国主義 
の. 悪法と 流血の 弾圧 も、 深く とざされた 暗黒と 林立す る 銃剣 も、 金 日 成 将軍が かざす 蘇生と 救いの 光明を さえぎる 
ことは できなかった。 
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人民は 日本 帝国主義の さげすみに さいなまれ、 抑圧に 苦しみながら も、 白 頭の 峻嶺を のりこえ、 侵略者を 容赦な 
くう ちく だく 金 日 成 将軍の 活躍に はげまされ、 青く しげる 竹の ょうに まっすぐな 心を もって 敵と たたかって いくこ 
とがで きたので ある。 

由緒 ある K ^s がの w-t 家の 家に 生まれた 将軍は、 十四 歳のと きすで に、 祖国を 解放す るまでは 故郷の 土を 二度と 
踏むまい と 決心して 単身 WI 緑 江を わたり、 遠くけ わしいた たかいの 道に 第一歩を 踏み いれた。 

そして 早く も 十五 歳の 若さで 最初の 革命 組織で ある E; •仁 (打倒 帝国主義 同盟) を 組織し、 以後 朝鮮 共産主義 青年 
同盟を はじめ 各種の 反日 革命 組織の 創建者、 指導者と して、 青年 学生運動の すぐれた 指導者と して、 あるときは 地 
下で、 あるときは 合法的には げしい 革命 闘争を くりひろげた。 

このた たかいの 過程には、 留置場 や 刑務所で 囹圄の 生活を おくるな ど、 きびしい 試練の 日々 も 多かった。 しかし 
日本 帝国主義の 鉄窓 も 銃剣 も、 祖国の 光復 をめ ざす 将軍の 大きな 志を くじく ことは できなかった。 

一九 三〇 年の 春、 1 M の 監獄を でた 将軍は、 本格的な 武装 闘争を 準備す るた めに 農民 大衆の なかにはい り、 以前 
にもまして 力強く 反日 地下 闘争を くりひろげた。 

このと きから すでに 将軍は、 広 はんな 人民が あおぎみる 指導者と して 歴史の 舞台に 登場した のであった。 

たたかいは 苦難に みちて いた。 世の なかは 荒れ狂い、 歳月は 苛酷を きわめた。 

日本 帝国主義は 大陸 侵略に やっきと なり、 朝鮮人 民にたい する 野蛮な 弾圧を ますます 強化して きた。 いたる とこ 
ろで 血が 流された。 

朝鮮は 一つの 巨大な 監獄であった。 一時は 闘士を 自称して いた 連中 も おじ 気づき、 愛国を 時代錯誤で あるとう そ 
ぶきながら 日本 帝国主義の まえに ひれふし、 自称 「共産主義者」 たち も 変節して 民族を 裏切った。 

時代は まさに 惨たん たる ものであった が、 金 日 成 将軍は 祖国の ために 一身を ささげる ことを かたく 決意し、 偉大 
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な 革命の 赤旗を 高く かかげた ので ある。 

金 日 成 将軍は 一九 三〇 年の 初頭に、 反日 民族 解放 闘争を その 最高の 段階で ある 偉大な 武装 闘争へ と 発展 させた。 
これは 朝鮮の 革命 史に もたらされた 偉大な 転換であった。 

二十 一歳の 若さで 将軍は、 敵の きびしい 弾圧に もめげ ず 抗日 遊撃隊を 創建し、 その 指導者と して、 全 アジアの 支 
配を もくろむ 日本 帝国主義の 大 軍との 英雄的な 闘争に たちあがった。 

将軍は 白 頭 山を 中心とする 広大な 密林と 山野に おいて、 十五 年と いうな がい 歳月に わたり 数千、 数万 回 も、 日本 
帝国主義 侵略軍を、 まるで 秋の 枯草 のようにな ぎた おした。 

飢えに 苦しむ とき も、 真冬の 吹雪に さいなまれ ると きも、 そして また 雲霞の ように おしよせる 敵との 激戦の さな 
かで も、 かたとき も 忘れる ことので きなかった のは 踏みに じられ た 祖国で あり、 必ずや 解放せ ずには おかない 祖国 
の 未来で あり、 人民が 国の あるじと なる 新しい 社会であった。 

祖国と 人民にたい する 炎の ような 愛が あった からこ そ、 将軍は 水火 千里の 試練に たえる ことができた ので あり、 
天才 的な 戦略 戦術を もって 敵の 大軍を 手玉にと り、 滅亡へ と 追い やる ことができた ので ある。 

だから こそ 人民は、 将軍を 天地の 造化を 意の ままに する 天が 生んだ 統帥 者と あおいだ ので ある。 このた たかいの 
過程で 将軍は、 解放 後の 朝鮮に 創建すべき マルクス •レ ー -1 ン 主義 党の 組織的 思想 的 土台を 準備し、 反日 民族 統一 
戦線 体で ある 祖国 光復会 を 創建して、 その 周囲に 各界 各層の 人民を はばひろく 結集 させた のであった。 

織烈で 多方面 的な、 そして 深刻な 政治 闘争を ふくむ 将軍の 偉大な 抗日 武装 闘争は、 日本 帝国主義を ほろ •ほし、 祖 
国を 解放す る ことによ って 歴史的な 大勝 利を 達成した。 

歴史的な 勝利を おさめた 金 日 成 将軍は、 解放され た 祖国へ、 1 ひたすら そのために 身を ささげて きた 祖国へ、 
民族の 太陽と して 戦友たち とともに 堂々 と 凱旋した。 
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金 日 成 将軍の 祖国 凱旋は、 じつに 二十 年と いう 革命の 嵐と 鮮血に いろどられた 歳月を へて 達成され たので あり、 
これは 将軍の 革命 闘争の 輝かしい 勝利で あり、 同時に、 朝鮮の 共産主義者と 人民の、 反日 祖国 光復の 偉大な 勝利で 
も あった。 

祖国の 地を 踏んだ 将軍は、 うるわしい 祖国の 山河を 感無量の 面 持で ながめた。 このと きの 将軍の 胸中を 去来した 
感激と よろこびは、 ことばでは 到底い いつく せない ものであった にちがいない。 どんなに か 愛しつ づけて きたなつ 
かしい 祖国であった ろう / 肌を つきさす 寒風の もとで 草の かゆを すすりなが ら十 何年 もの あいだ 慕いつ づけて き 
た 祖国/ 何千 何 万 回に も およぶ 戦闘と、 はてしなく つづく 数十 万里の 行軍を へて たどりつく ことので きた その 祖 
国 / 

それが 苦難と たたかいの 日々 であった だけに、 血は かぎりなく 流され、 犠牲 も 多かった。 

熱烈な 愛国の 闘士であった 両親と 叔父、 そして また 弟 も、 祖国 光復 をめ ざすた たかいに その 生涯を ささげた。 

いかに 多くの 抗日の 戦友が、 侵略者との はげしいた たかいで 英雄的な 最後を とげた ことか。 

将軍は、 こうした すべての 革命 戦士たち の 鮮血に じむ うらみと 念願を はたして 凱旋した のであった。 

将軍は. 祖国の 土を 手に かたくに ぎりし め、 感激につつ まれて いた 戦友に むかって いった。 

「同志 諸君、 われわれは ついに 祖国へ 帰って きたの だ / 」 

あらゆる 勝利が 詩的に 集約され たこと ばであった。 

戦友たち はかた くだき あって 踊った。 どの 顔 も 涙に ぬれていた。 しかし、 かれらは 泣いて いたのでは なく、 心の. 
底からの よろこびに うち ふるえて い； たのであった。 

金 日 成 将軍と その 統率 下に あった 朝鮮人 民 革命軍は、 人民. の 熱狂 的な 歓迎を うけた。 

人民は、 たたかいに 勝利して 凱旋して きた 朝鮮の 誇りで ある 革命 闘士たち に 花束を 贈り、 かたく だきあった。 そ 
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して、 やがて その 抱擁は 踊りに かわって いった。 

将軍と 革命軍の ゆく いたるところで、 全人 民が 声を かぎりに 「金 日 成 将軍 万歳 / 」 、「朝鮮 独立 万歳 / 」 を 叫び、 
熱狂して むかえた。 

しかし、 あまりに も 謙虚な 金 日 成 将軍は、 栄誉 も 歓迎 も かたく 辞退した。 

将軍は 自分の 名を まえに ださず、 つねにつつ ましく 戦友たち の あいだにた つていた。 そして ピョンヤンに おちつ 
いたのち も、 祖国 凱旋を 公表し な 


かった。 

しかし 人民には、 すべてを よみ 
とる 聡明な 天賦の 目が そなわって 
いるもの である。 

金 日 成 将軍が 凱旋した というう 


わさは、 たちまち 全国に ひろがっ 
た。 そして 白 頭 山から 漢拏山 (済 
州 島に ある 朝鮮の 名山の I つ) にい 
たる 朝鮮の すべての 山河、 すべて 
の 人民が 一つに とけあい、 声を 一 
つに して、 抗日 武装 闘争の 統帥 者 
であり、 民族の 傑出した 英雄で あ 
り、 解放 朝鮮を 導く 英明な 領袖で 
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ある 金 日 成 将軍の 凱旋を 熱烈に 歓迎した。 

しかし、 金 日 成 将軍は 歓迎の 場に 姿を 見せようと はしなかった。 

偉勲を 誇る ことよりも、 富強な 自主 独立国 家の 建設に 心を はせ る 金 日 成 将軍は、 苦しぐ けわしかった 抗日 闘争の 
疲れを いやす いとま もな く、 新しい 朝鮮の 建設に 没頭した。 

なさなければ ならない 仕事は、 文字 どおり 山積して いた。 

まず 激動す る 内外の 政治 情勢 や、 祖国の 具体的な 実情を 科学的に 分析し なければ ならなかった し、 当面する 数多 
くの 問題を 処理しながら、 朝鮮 革命の 大綱を 具体化し なければ ならなかった。 

国を 新しくつ くると いう ことは、 なみ 大抵の ことではなかった。 

将軍は まず 国内の 実情を 具体的に 分柝 し、 人民を 結集して 新しい 祖国 建設に ふるいたたせる ために、 祖国 凱旋の 
その 日から、 金 I、 安吉 同志を はじめ、 数多くの 抗日 闘士たち を 元 山、 威 興、 吉 州、 恵 山、 茂 山、 清津 、鉄 原、 
t 州、 南 浦、 江界 、新義 州な どの 各地へ 派遣した。 

将軍は 同志たち を 派遣す るに あたって、 人民の なかで おこなうべき 活動に ついて、 あらかじめ つぎの ような 方向 
を あたえた。 

すなわち、 党 組織と 人民委員 会を 組織す る こと。 すでに これらの 組織が つくられ ている 地方では、 それを さらに 
強化して 社会 団体を 組織し、 各界 各層の 大衆を これに 結集させる こと。 また 日本 帝国主義の 所有物であった 産業、 
銀行、 工場、 企業 所な どを 接収して 反動 どもが これを 破壊で きないよう にし、 民 兵隊、 保安 隊 、警備隊な ど、 人民 
武装 隊を 組織して 政権 機関、 生産 機関 および 人民の 生命と 財産を 守り、 正常な 生活と 生産 活動を 保障す る こと。 さ 
らに各 学校を 復興し、 日本 帝国主義の 奴隸 教育を 撤廃して 早急に 民族 教育を 実施す る こと。 そして 日本 帝国主義の 
残滓を 清算 するとと もに、 その 手先を 処断し、 放送、 新聞、 雑誌な ど、 各種の 宣伝 手段を 掌握して 日本 帝国主義の 
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侵略的 本質を 暴露し、 すべてを 自力で 解決す る こと" などであった'* 

このように 将軍の 思索と 活動は、 すでに 政治、 経済、 文化の あらゆる 領域に くまなく およんで いった* 

金 日 成 将軍は 早く も 祖国 凱旋の 途上に おいて 要旨 つぎのように 語った。 

「同志たち は、 …… すべて 重要な 任務を 担当し、 遂行し なければ ならない。 朝鮮の 情勢は きわめて 複雑で ある。 

一時は 革命運動に くわわりながら 日本 帝国主義に 投降した 変節 者 も いれば、 歴史的に 分派 活動 だけに ふけっていた 
連中 もい る。 また 日本 帝国主義に こびへ つらい、 その 忠実な 手先と なった ような もの もい る。 それに、 日本 帝国 主 
義が 三十 六 年 もの あいだ わが 人民を 圧迫した ため 帝国主義的 残滓が 多くの こって いる。 これらは、 われわれが 革命 
を 遂行す るう えで 反革命 的な 作用を およぼす。 人を 識別で きる ようで なければ ならない。 

われわれは、 人民 大衆の ために 革命を つづけなければ ならない。 そのためには 人民 大衆を 結束 させなければ なら 

ない。 人民 大衆には 誠意を つくさなければ ならない . 。人民の なかには いって 宣伝活動を おこない、 人民 大衆 

から 学ばなければ ならない。 とくに、 青年たち に 愛国心を 鼓吹す る 活動を 積極的に おこない、 かれらが 祖国 建設に 
たちあがる ようにし なければ ならない。 すべての 人び とを 総動員し、 解放され た 祖国を 一日 も 早く 富強な 国家に し 
なければ ならない …… 。 

われわれの 革命は、 まだ 終って いない 。すでに 達成した ことよりも、 さらに 大きな 課題が のこって いる。 警戒心 
を 高めて 活動し なければ ならない …… 」 

この ことばは 同志たち の 行動の 指針と なった。 

将軍は 多忙な 日々 にもつね に 人民と と 4. にす ごし、 かれらと ともに 生活しながら、 国の 前途に ついて 熱心に 語り 
あった。 

将軍には 官邸 もなかった。 将軍は 抗日の 戦友たち とともに 合宿 生活を おくって いた。 
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合宿所には 連日の ように 労働者 や 農民、 政治家、 科学者、 芸術家 や 技術者、 宗教家な ど、 各界 各層の 人び とがた 
ずね てきた。 

将軍は かれらと 寝食を ともに しながら、 熱心に 討論 もした。 将軍は 国内 情勢を たずねる かれらに 正しい 認識を あ 
たえ、 朝鮮が すすむべき 道を 明確に さししめしながら、 真の 愛国者で ある 共産主義者に したがい、 朝鮮 革命を 完遂 
して こそ 幸福な 前途が ひらかれ るの だとい う 確信を あたえた。 

同志たち は 将軍に、 故郷を たずねる よう 何回と なくす すめた。 しかし 将軍は いつも 微笑を うかべる だけで、 別れ 
てからす でに 二十 年に もなる 故郷を たずねようと はしなかった。 祖国 建設の 焦眉の 問題を さしおいて、 個人的な こ 
とで 時間を さくこと を 好まなかった ので ある。 

十月 初旬の ある 日の ことであった。 

金 日 成 将軍は 副官を ともなって 降 仙 製鋼所に むかった。 副官は 子どもの ように よろこんだ。 ゆく 先が 万景 台の 方 
向な ので、 今度 こそは 心の ふるさと —— 万景 台に おともで きる もの だと 思った。 

多忙な 日々 を おくって いた 将軍は、 ピョンヤンに 凱旋して からすで に 半月 以上 もす ごしながら、 数日 前にな って 
やっと、 普通 江の 対岸に 住む 母方の 叔父 (康竜 錫 先生) に 副官を つうじて、 近く 帰る という ことづてを つたえた だげ 
で、 指呼の あいだにある 故郷を たずねる ことは すっかり 忘れて いたかのよう であった。 

疾走す る 車の 窓からは、 万景 台に つづく 初秋の 田畑 や、 緑の 松に 美しく おおわれた 山な みが、 ひと 目で 見 わたさ 
れた。 

窓 ごしに 目をやる 将軍の 感慨 深 気な 顔には、 明るい 微笑が ただよって いた。 

将軍は 興奮した 語調で いった。 

「むかし もい まも、 ふるさとの UJ 河は いい もの だ / . j 
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反日 抗軟の 行軍の 途上で も、 たき 火の まわりで も、 隊員たち に 祖国の 象徴と して 語って きかせた ふるさと であ っ 
た。 

やがて、 車は 万景 台に むかう 別れ道に さしかかった。 将軍は 車から おりる と、 万景 台の 方を 指さしながら 副官に 
ぃった。 

「あそこが 万景 台です。 いいと ころです よ。 わたしの かわりに 、ちょっと よって くれません か。 きっと 気に いる 
でしょう . J 

副官は、 どう こたえて よい かわからなかった。 瞬間、 それまでの 大きな 期待が 失望に かわった。 

かれは 無言の まま、 哀願す るよう に 将軍の 顔を 見つめる だけであった。 

しかし 金 日 成 将軍は、 深い 追憶の 微笑を うかべて いた。 

r …… 二十 年ぶりに 見る ふるさとです …… 。たずねて ゆけば 年老いた わたしの 祖父母に 会える はずです。 よろし 
くつた えてく ださい。 それから、 国が 解放され たの だから、 もうす ぐ わたし も 帰って くるだろう といって くださ 
い。 これからは 住みよ い 世の なかになる だろうと いう こと も、 ついでに 申し あげて …… 。では 明日の 朝、 ここで お 
ちあい ましよう」 

将軍は、 夢 多き 少年 時代の 思い出が 刻み こまれた 山な みを しばらくな がめ ていたが、 そのまま ゆっくりと 車の 方 
へ 足を はこんだ。 

心 もとな くな った 副官は、 うるんだ 目を しばたた きながら 懇願す るよう にいった。 

「ちょっと だけで も、 およりに なられて は …… 」 

「いや、 つぎの 機会に しまし ょう」 

将軍は、 わかって ほしいと いうよう な 微笑を うかべて、 降 仙 製鋼所へ と 車を 走らせた。 
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ふるさとの 家を たずね、 二十 年を 一日の ごとく 待ち こがれて いる 祖父母に 再会したい 気持は、 人一倍 強かった に 
ちがいない。 だが その まえに、 祖国 建設に たちあがった 労働者たち と 会わなければ ならなかった し、 がれら に 力と 
勇気を あたえなければ ならなかった。 

こうして 将軍は、 祖国 建設の 偉業の ために、 ふるさとを 目前に しながら も 素通りした のであった。 

副官は 遠ざかって いく 将軍の 後 姿を 見つめながら、 こうつぶ やくの だった。 

「偉大な お 方 だ …… 」 

金 日 成 将軍は 工場、 企業 所、 学校、 機関 や 農村な どを 足しげ くたず ね、 労働者、 農民、 事務員、 青年 学生、 ィン 
テリたち に 前途を 明らかにし、 かれらの 生活の すみずみまで 気を くばり、 勇気を あたえた。 

将軍は 各方 面に わたって 多忙な 活動を おこないながら、 解放され た 祖国の 進路を さししめす 朝鮮 革命の 大綱を 具 
体 化する ことに 心血を そそいだ。 

将軍は なにょり もまず、 全般的な 政治 情勢を 深く 分析す る ことから はじめた。 

解放され た 朝鮮人 民の 建国への 熱意は、 火を 吐く 噴火山の ょうであった。 

全国に 共産党の 組織が つくられ、 積極的な 活動が くりひろげられた。 

人民 大衆は 共産主義者た ちの 指導の もとに、 各地で 日本 帝国主義の 諸 機関を うちこわし、 自己の 地方 主権 機関で 
ある 人民委員 会を 組織して 新しい 制度、 新しい 生活を 築く ためにたち あがった。 

各界 各層の 愛国 的 人民は 自由に 政治 活動を 展開した。 各 人民委員 会は 共産主義者た ちの 指導の もとに、 その 任務 
を りっぱに 遂行して いった。 

労働者たち は 日本 帝国主義が 所有して いた 工場、 企業 所な どを 值接 管理し、 農民は 地主の 圧迫と 搾取に 反対して 
犢極 的に たちあがった。 
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反動 勢力は 人民 大衆の 革命的な 気勢に おさえられ、 頭を もたげる こと さえで きなかった。 かれらは 人民の 目を 避 
けて 生きの びようと 必死に もがいて いた。 

しかし 情勢は 決してな まや さしくはなかった。 別の 面から 見る と 内外の 情勢は きわめて 複雑で あり、 朝鮮人 民の 
建国 闘争の 前途には 数多くの 難関が よこたわって いた。 

第二次世界大戦 後、 世界 反動の 頭目と なった アメリカ 帝国主義 者は 世界制覇の 野望を 燃やし、 多くの 国々 や 地域 
を隸 属させ、 新たな 戦争の 準備を すすめるな ど、 凶悪な 侵略 政策を 強行す るた めに 血 まなこに なって いた。 こうし 
て アメリカ 帝国主義は、 国際的 革命 勢力と 全世界 人民の 共通の 敵と なった。 

とくに、 解放され た 朝鮮の 南半 部の 地域を 占領した アメリカ 帝国主義は、 朝鮮 全土を 植民地に し、 アジア 大陸 侵 
略の 基地に しようと 植民地 軍事基地 化 政策を 強引に おしすすめた。 

アメリカ 侵略者たち は、 南 朝鮮に 侵入した その 日から 日本 帝国主義の あとを つぎ、 悪らつな 植民地 支配者と して 
君臨した。 かれらは 暴虐 無類の 軍政を しき、 人民み ずから 組織した 人民委員 会を 強制的に 解散 させた。 

アメリカ 帝国主義は、 かつて 日本 帝国主義が 占有して いた 財産を 横領した ばかりでなく、 必要な もの すべてを 意 
のま まに 手中にした。 こうして 朝鮮人 民は、 世界 反動の 頭目で ある アメリカ 帝国主義と 国内で 直接 対決す る ことと 
なった。 

アメリカ 帝国主義は 朝鮮人 民の 不倶戴天の 敵で あり、 朝鮮 革命の もっとも 凶悪な 敵と なった。 

アメリカ 帝国主義 侵略者は、 なりを ひそめて いた 反動 勢力を かき 集め、 植民地 隸属化 政策を 実施す るた めの 支柱 
として かれらを 利用した。 

また 北朝鮮の 悪質 地主 や隸属 資本家、 親日 分子、 民族 反逆者、 悪質 官僚な ども 南 朝鮮に のがれて 反動 勢力と 野合 
した。 海外に いた 反動 勢力 も 少なからず 南 朝鮮には いりこんだ。 
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南 朝鮮に 集結した 反 i 力は アメリカ 帝国主義 侵略 勢力の 案内 者、 手先と なって 人民を 弾圧し、 すすんで 侵略者 
の 専横と 略奪行為に 協力した。 

北朝鮮で も、 これに 期待を かけた 反動 勢力が みにくい 策動を つづけた。 そのうえ 内外で、 いわゆる 「共産主義 運 
動」 や 「民族主義 運動」 にたず さわって いたと いう 自称 「愛国者」 や 「指導者」 たちが、 情勢の 把握は もちろん、 
これと いった 政治 理念 もな しに、 ただ 地位 だけに ありつこうと 血 まなこに なって いた。 

かれらは、 建国 闘争に たちあが うた 人民 大衆を 組織して 祖国 建設に 力を つくす かわりに、 自分の 名を 売り、 自分 
を 支持す る 人び とを 周囲に 集める ために 汲々 としていた。 そして、 かれらのう ちの ある ものは 人民委員 会の 指導 的 
地位に もぐりこみ、 陰に陽に 人民の 建国 事業を 妨害した。 

これに くわえて、 朴憲 永を はじめと する 分派 分子たち が 情勢を さらに 混乱 させた。 

当時の 南 朝鮮の 情勢は、 共産主義者たち が 党を 組織し、 団結させる ことので きる すべての 愛国 勢力で 統一戦線を 
結成し、 はばひろい 人民 大衆を 結集して 合法 闘争と 地下 闘争を たくみに むすびつけ、 アメリカ 帝国主義と 右翼 反動 
勢力に 積極的な 打撃を あたえる ことを 要求して いた。 

しかし 朴憲永 一派は、 かえって アメリカ 帝国主義 侵略者を 「解放 者/ 「援助 者」 であると 宣伝して アメリカ 帝国 
主義にたい する 幻想を ふりまき、 党の 指導 権を にぎる ための 派閥 あらそいに のみ 没頭した。 そして かれらは、 アメ 
リカ 帝国主義の 忠僕で ある 李承晩を、 ブルジ ョア 共和国で ある、 いわゆる 「人民 共和国」 の 大統領に おしたてょう 
とは かり、 はばひろい 民主主義 勢力の 統一戦線の かわりに、 アメリカ 帝国主義の 手先 李承晩が となえる、 いわゆる 
「大同団結」 のス P 1 ガンに 呼応し さえした。 

さらに 一部の 連中は、 民主 革命の 段階を とびこえて、 ただちに プ II レ タリア 独裁 政権を うちたて、 一挙に 社会 主 
義 革命を 遂行すべき であると 主張した。 
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あらゆる 群小 勢力が たがいに 対立し、 政治的 濁流と なって うずを まき、 巷間には 反動的な 「政見」 がみち あ ふ 
れ 、これが 南 朝鮮の 情勢を さらに 複雑な ものにした。 

こうした 情勢が つづけば、 解放され たばかりの 祖国の 前途は またもや 暗雲に とざされ、 朝鮮 民族は ふたたび のろ 
うべき 悲劇に 見 まわれた* J とであろう。 

じつに、 民族の 幸福と 不幸が 決定され る 歴史的な 瞬間であった。 したがって 情勢は、 正確な 路線と 人民 大衆を 正 
しく 導く ことを 切実に もとめて いた。 

しかし、 複雑な 情勢を 正確に 洞察して 遠い 未来まで 見と おし、 朝鮮 革命の 唯一に して 正確な 路線を うちだす とい 
うことは、 だれに でもで きる ことではなかった。 

解放 後の 朝鮮 革命の 前途には、 歴史的に ひきつがれて きた 後進 性、 複雑にから みあった 政治 勢力と 社会 階級 的 関 
係、 アメリヵ 帝国主義の 南 朝鮮 占領と それにと もな う 南北の 分裂な ど、 複雑な 諸問題が 無数に ょこたわって いた。 

これらす ベての 問題を 正確に 分析し、 革命の 正しい 道を 切り ひらく ことは、 長期の 革命 闘争に おいて 独創的で 豊 
富な 経験を 蓄積し、 熱烈な 愛国心と 確固と した マルクス •レ—  - 1 ン 主義 的 主 見を もつ、 革命の 卓越した 指導者で あ 
る 金 日 成 将軍に ょっての み 可能であった。 

だから こそ 朝鮮人 民は、 解放 直後、 金 日 成 将軍が 一日 も 早く 革命の 陣頭に たって 混乱した 情勢を ただす ことを 待 
ち のぞみ、 自己の 無力を 嘆く 南北の 政治家たち もまた、 金 日 成 将軍が できるだけ 早く 民族の 宿願を かなえて くれる 
ことを 強く もとめて いたのであった。 

そうした ある 日、 金 日 成 将軍は 人づ てに、 ソゥルに いた 呂運亨 から 一通の 手紙を うけとった。 その 手紙には、 混 
乱した 南 朝鮮の 情勢を 嘆き、 これを 収拾す る ことができる のは 金 日 成 将軍を おいて ほかにな く、 将軍が 一日 も 早く 
ソゥルに きて 混乱した 事態を 収拾 L、 祖国を 正しい 道に 導いて ほしいと いう 内容が したためて あった。 
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将軍は、 こうした 要請を 許憲 先生 や 他の 多くの 人士から もうけ とった。 

将軍は これらにたい する 返信の なかで、 アメリヵ 帝国主義の 南 朝鮮 占領に ょって 国土が 分 断され ている ため、 ソ 
ゥルには ゆけない ことを くわしく 説明し、 同志たち がた がいに 手を とりあって たたかうょう にはげ ました。 

朝鮮人 民の 期待を 一身に 集めた 金 日 成 将軍は、 内外の 情勢を 科学的に 洞察し、 解放され た 朝鮮を 民主主義 的な 新 
しい 国家に 建設す るた めの 朝鮮 革命の 大綱を 具体化す る ことに 心血を そそいだ。 

解放され た 朝鮮は どの 道を すすむべき か？ 革命の 当面の 課題は なに か？ 南北に 分 断され ている 条件の もと 
で、 革命を どう 推進すべき か？ 

将軍の 思索は こうした 問題に 集中され た。 

将軍は、 早く も 一九 三〇 年代に マルクス •レ ー ニン 主義を わが国の 現実に 創造的に 適用して 発展 させ、 朝鮮 革命 
の 性格と 任務、 同盟 者と 闘争 対象な ど、 戦略 戦術 上の 諸 原則を 明確に 規定した 祖国 光復 会の 十大 綱領を 提示し、 こ 
うした 問題に 正確な 回答を あたえて いた。 

将軍は、 みずから 作成した 祖国 光復 会十大 綱領を 解放され た 朝鮮の 実情と 新たな 情勢に 照らして 発展 させて ゆく 
ため、 日夜を わかたず 努力した。 

将軍の 質素な 事務室には、 夜 ふけまで あかりが ともって いた。 将軍は 全 朝鮮が 眠りに ついた 夜 ふけに も、 朝鮮 革 
命の 大綱を 具体化す るた めに 全般的な 内外 情勢を 深く 分析した。 ときには 工場 や 農村を たずね、 労働者 や 農民と く 
ったくな く 話を かわし、 人民の 要求と 生活 状況を しらべ、 かれらに もたらすべき 未来を 構想した。 

こうした 探求の 過程を へて、 朝鮮 革命の 大綱は 具体化され ていった。 

金 日 成 将軍は、 朝鮮は 必ず 圧迫と 搾取の ない 社会主義、 共産主義 社会を 建設す る 道に すすまなければ ならない と 
考えた。 
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1 祖国 建設の 大綱を しめして 


しかし 将軍は、 わが国が ながいあいだ 日本 帝国主義に 束縛され、 資本主義 的 発展が 抑制され ていたた め、 非常に 
多くの 封建的な 要素を のこした 植民地 社会の ままで ある ことを 考慮し、 当面、 反帝 反 封建的 民主主義 革命を 遂行し 
なければ ならない と 判断した。 

そして この 革命は、 これまでの ブルジ ョア 革命とは 異なり、 その 発展 過程で、 社会主義 革命の 段階に ひきつづき 
移行す る ことを 前提と する 人民 民主主義 革命で なければ ならない と 考えた。 

将軍は、 朝鮮 革命は ただこの 道を すすむ ことにょっての み、 共産主義者の 最高の 目的で あり、 人類の 気高い 理想 
である 社会主義、 共産主義 社会を 建設す る ことができる とみな したので ある。 

こうした 判断に もとづいて、 金 日 成 将軍は 広 はんな 人民 大衆を 共産主義者の まわりに かたく 団結 させ、 帝国主義 
の 残存 勢力と 封建 勢力に 反対す る 民主主義 革命を 徹底的に おこない、 統一的な 民主主義 独立国 家の 建設の ためにた 
たかう ことが 共産主義者の 当面の 任務で あると した。 そして 帝国主義 残存 勢力と 封建 勢力に 反対し、 民主主義 革命 
を 完遂す るた めには、 必ず 労働者階級の 指導の もとに 反帝 反 封建 民主主義 革命に 利害関係の ある 広は んな 農民と 愛 
国 的 知識人、 また 民族的 良心を もつ 民族 資本家まで ふくめた 民主主義 民族 統一戦線を 形成し、 それに もとづいて 労 
働 者 階級が 導く 人民 政権で ある 民主主義 人民 共和国 樹立の 課題を 明示した。 

しかし この 革命 課題は、 アメリカ 帝国主義の 南 朝鮮 占領に ょって、 きわめて 複雑な 様相を おびざる をえなかった。 

長期に わた 〇 て 帝国主義と たたかい、 朝鮮 革命を 指導して きた 金 日 成 将軍は、 帝国主義 者の 侵略的 本性は 絶対に 
かわらない もので あり、 とくに その 頭目で ある アメリカ 帝国主義 者の 侵略 性と 略奪 性は、 他の いかなる 帝国主義 者 
にもまして 凶悪で ある ことを 見ぬ いていた。 

金 日 成 将軍は、 アメリカ 帝国主義が 南 朝鮮を 占領して いる 条件の もとでの 朝鮮 革命は、 長期的で、 しかも 困難 か 
つ 複雑な ものになる であろうと 科学的に 判断し、 そのため 朝鮮 革命は、 やむをえず 一定の 時期まで 南北の 異なった 
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環境の もとで、 異なった 闘争 形式です すめる ほかは ない と 考えた。 

こうして 金 日 成 将軍は、 アメリカ 帝国主義に 反対して 民族的 統一と 独立を 達成す るた めの 闘争を おしすすめな が 
ら 、ま t すでに 解放され た 北朝鮮で 革命を 急速に 推進し、 朝鮮 革命の 強力な 基地を つくる ための 民主 基地 創設 路 
線を 提起した ので ある。 

北半 部に おける 民主 基地 創設の 基本 問題は、 北半 部に おいて 革命と 建設を 強力に すすめながら、 まず 第一に、 マ 
ルクス •レ ー -1 ン 主義 党を 創建して 強化 発展 させ、 その 周囲に 労働者、 農民を はじめと する 各界 各層の 大衆を かたく 
結集し、 北半 部を 単一 的な 革命 勢力に かえる ことで あり、 第二には、 強力な 自立 的 民族 経済を 創設す る ことによって 
革命の 終局 的 勝利の ための 物質的 土台を しっかりと かためる ことで あり、 第三には、 革命の 獲得 物を 武力で 防衛し、 
敵の いかなる 侵略的 挑発 策動を も 一撃の もとにう ちく  •たくことの できる 軍事力を ととのえる こと、 などであった。 

これは 金 日 成 将軍の 偉大な 主体 思想の 実現 —— すなわち、 政治に おける 自主、 経済に おける 自立、 国防に おける 
自衛の 原則を 北半 部で 実現す る ことを 意味した。 

これは アメリカ 帝国主義の 侵略 政策に 対処して、 解放され た 北朝鮮に 強力な 革命 基 g を 築き、 これに もとづいて 
朝鮮人 民み ずからの 力で アメリカ 帝国主義を 南 朝鮮から 追いだ し、 祖国の 統一と 革命の 終局 的 勝利を 成功裏に 保障 
しようと いう 徹底した 主体的 路線で あり、 反帝 反米に 徹した 革命的な 戦略 的 路線であった。 

これは また、 祖国が 二分され た 条件の もとで 革命を 成功裏に 遂行し、 その 終局 的 勝利を 保障す るた めの、 もっと 
も 正しい 道を さししめした 独創的です ぐれた 路線であった。 

当時、 世界の 多くの 国々 は、 第二次世界大戦で アメリカが 反 ファッショ 「連合国」 の 一員であった ことから、 アメ 
リカ 帝国主義にたい して 誤った 幻想を いだいて いた。 また 少なからぬ 人び とは、 朝鮮人 民の 運命が 諸 大国に よって 
決定され る ものである かの ように 考えて いた。 
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2  マルクス* レーニン 主義 党の 創建 


しかし、 金 日 成 将軍は 天才 的な 慧眼を もって アメリヵ 帝国主義の 侵略的 正体を 見ぬ き、 自力 更生の 原則から、 朝 
鮮 人民の 主体的な 力量で 革命の 勝利を 達成す る 確固たる 方針を 提起した のであった。 

それと 同時に 金 日 成 将軍は、 祖国の 統一と 朝鮮 革命の 終局 的 勝利の ためには、 三大 革命 勢力 I すなわち 北半 部 
の 革命 勢力と、 南半 部の 革命 勢力と、 国際的な 革命 勢力を 強化し なければ ならない ことを 明らかにした。  „ 

金 日 成 将軍が さししめした 天才 的な 朝鮮 革命の 大綱 1 すなわち 社会主義 革命へ 移行す る ことを 前提と する 反帝 
反 封建 民主主義 革命の 遂行、 民主主義 人民 共和国の 創建 路線、 革命的な 民主 基地 創設 路線には、 まさに 解放され た 
朝鮮の 進路と 未来の 姿が 燦然と 輝き、 アメリヵ 帝国主義と 反動 勢力の 破滅が 合法 則 的に 運命 づけら れ ていたの であ 
る。 

このょぅに、 解放 直後の 混乱 期に あって、 朝鮮 革命の 唯一に して 正当な 大綱を 明らかにした 金 日 成 将軍は、 人民 
大衆を その 実践へ とふる いたた せながら 朝鮮 革命を 力強く 前進 させて いった。 

金 日 成 将軍が さししめした 革命の 大綱は、 将軍の 革命 思想が 具現され た 朝鮮 革命の 指針であった し、 朝鮮人 民を 
栄光と 勝利に 導く 革命の 赤い 旗であった。 

2  マルクス •レ— ニン 主義 党の 創建 

金 日 成 将軍は、 解放され た 朝鮮の 現実に 適応した 革命の 大綱を 具体化す るかた わら、 マルクス •レ—, ー  ン 主義 党 
を 創建し、 大衆を 党の まわりに 結集させる ことにょって、 革命の 主体的 力量を 強化す る 問題に 全力を つくした。 

これらは すべて 歴史的な 意義を もつ 課題で あり、 いずれも 緊急を 要する もの. はかりで あった。 

一般的に、 すでに 勝利した 外国の 革命の 場合は、 革命 闘争の 初期に 党が 創建され、 労働者階級は 権力 奪取の 闘争 
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過程で 大衆を 基本的に 獲得す るの がふつ うであった。 この場合には 労働者階級は 革命が 勝利した のち、 ただちに 新 
しい 社会を 建設す るた たかいに 全力を かたむける ことができた ので ある。 

しかし、 解放 後の わが国に おいては 事情が 異なって いた。 朝鮮の 労働者階級は、 統一的な マルクス •レ ー -1 ン主 
義党を もたない ままに 民族的 解放を むかえた ため、 広 はんな 大衆を 獲得して 組織す る 問題が 未解決の ままで あっ 
た。 だからといって、 新しい 社会 建設を あとまわしに する こと もで きなかった。 これは これとして 切実な 問題で あ 

った。 

朝鮮 革命の こうした 特殊性を 分析した 金 日 成 将軍は、 まず 党を 創建し、 大衆を その まわりに 結束させる と 同時に、 
新しい 社会 建設を もと どこ おりなく 推進 するとい う 構想を たて、 その実 現へ と 人民 大衆を ふるいたたせた。 複雑で 
困難な 諸問題を 同時に 解決して ゆく ことは 容易ではなかった。 しかし、 そうで あれば ある ほど 金 日 成 将軍は、 たた 
かう ことへの 誇りを 新たに する のであった。 

将軍は、 このと きも 革命 課題の 遂行 順序を 正しく さだめ、 中心の 環を とらえて そこに 力を 集中し、 その 環を 解く 
ことによって 複雑にから みあった 革命 課題 全般を 解決 するとい う、 伝統的な 活動 方法を もちいた。 

金 日 成 将軍は 革命の あらゆる 戦線に 力を そそぎながら、 なにより もまず マルクス •レ— ニ ン 主義 党の 創建に 心血 
を そそいだ。 

党 創建は 緊急を 要した し、 これは 共産主義者と 労働者階級が 真っ先に 解決し なければ ならない 革命 課題であった。 
労働者階級と 勤労大衆は、 すぐれた 指導者を もち、 その 指導者の 思想を 実現す る 革命的な 党を 組織して こそ、 勝 
利を おさめる ことができる ので ある。 

とくに 解放 直後の わが国の 複雑な 情勢は、 マルクス •レ— ニン 主義 党の 創建を いっそう 切実に 要求して いた。 
解放と 同時に、 全国 各地では 共産党の 諸 組織が 結成され たばかりで なく、 ブルジ ョァ 民族主義 者たち の 政党 運動 
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もは げしく 展開され た* 

アメリヵ 帝国主義に よって 占領され た 南 朝鮮に おいては、 親日 •親米 派、 民族 反逆者 どもの 反動的な 諸政 党が 出 
現した。 

これら 雑多な 諸政 党は、 それぞれが みにくい 目的を 美辞麗句で おおった 政治 綱領を かかげて、 人民 大衆を 集めよ 
うと やっき になっ ていた。 労働者階級を はじめと する 勤労 人民は 分裂の 危機に さらされ ていた。 

じっに、 統一的な マルクス •レ-ニン-^ 義党の 創建い かんは、 勤労大衆の 分裂を 阻止し、 かれらを 民主 朝鮮 建設 
のた めの 革命 e 側に 獲得で きる かどう かとい う 問題と して_ された 朝鮮 革命の 運命に かかわる 蒙 的な 問題で あ 

った。 

金 日 成 将軍は、 一九 三〇 年代の 抗日 武装 闘争の 時期に 蓄積した 党 創建の 組織的 思想 的 準備に もとづいて 党 創建 活 
動を すすめながら、 解放 後の 情勢を 具体的に 分析して、 党 創建の 明確な 方針を うちたてた。 

将軍は まず、 長期の 革命 攀 において 震され、 洗練され た 共産主義者を 中核に、 各地 方で 結成され た 共産党 諸 
組織を 統一的に 毚し 、唯一 的な 指導 体系を うちたてる ことによ って 統一的な 党を っくりあげる ことを 票した。 

これは 党を 創建す るた めに、 かってみ ずから 準備， た 土台と 解放 後 Q 情勢を 科学的に 打算して たてられた もっ と 
も 正確な 方針であった。 

金 日 成 将軍は 抗日 武装 闘争の 炎の なかです すめて きた 党 創建の 準備 活動を っうじて、 党 創建の 確固たる 中核 隊列 
を 育成した。 この 中核 隊列は 解放 後、 各地 方で 分散 的に 組織され た 共産党の 諸 組織を 結集して 統一的な マルクス • 
レー ニン 主義 党を 創建し うる 強固な 土台と なった。 

したがっ て 統一的な 党は、 すでに 準備され た 共産主義 中核 隊列を 骨幹と して、 各地 方の 共産党 諸 組織を 統一的に 
結集し、 唯 | の 指導 体系を うちたてさえ すれば 創建され る ことになるので あった。 
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もちろん 各地 方の 共産党 諸 組織には、 点検され ていない 人び とが 少なくなかった。 解放と 同時に、 それまで 国内 
各地で 地下 闘争を おこなって いた 人び とや 出獄した 人び と、 また 海外で 活動して いた 人び とが 一時に 集まって き 
た。 ところが、 かつて 統一的な 党がなかった ために、 かれらが どんな 人たち なのかを 十分に 知る すべがなかった。 
”か れら のなかには 組織的な 党 生活を へて 点検され、 鍛練され た 幹部が 少なかった。 その 大部分は 党 組織、 思想 活 
動にたい する 理論的 および 実践的 知識と 経験 もなかった し、 情勢 も 正確に 把握で きない まま、 地方 主義 的 習性に そ 
まって 各地 方に 分散して 活動して いた 人たち であった。 

しかし 金 日 成 将軍は、 早急に 党を 創建し なければ ならない 緊迫した 情勢の もとで、 かれらを まず 入党 させて 教育 
し、 訓練しながら 実際の 闘争を つうじて 点検し なければ ならない と 教えた。 

将軍は、 アメリカ 帝国主義が 南 朝鮮を 占領して いる 条件の もとでは、 党の 中央 機関を あらゆる 面で 有利な 北朝鮮 
におかなければ ならない と 考えた。 これは 北朝鮮に 有利な 条件が 生まれた ことを 利用して 南北 朝鮮の 共産主義者を 
かたく 団結 させ、 すみやかに 統一的で 強力な マルクス •レ ー ニン 主義 党を 創建す る ことと、 北半 部に おいて 革命を 
急速に 発展させる ことを 考慮に いれた からであった。 

統一的な 党 創建の ための 金 日 成 将軍の 方針は、 当時の 革命 情勢 下に おいて 唯一に して 正確な ものであった。 

金 日 成 将軍は、 党 創建の ために 多くの 難関を 克服し なければ ならなかった。 なによりも アメリカ 帝国主義の 破壊 
策動、 とくに 共産主義 隊列に もぐりこんだ 分派 分子ら の 分裂 策動を うちくだかなければ ならなかった。 

南 朝鮮を 占領した アメリカ 帝国主義は 革命 勢力を 弾圧し、 あらゆる 反動 勢力を かき 集めながら、 これを 自己の 植 
民 地 隸属化 政策の 支柱と して 民主 勢力と 対立 させた。 

アメリカ 帝国主義を 後楯 にした 地主、 買 弁 資本家、 親日. 親米 分子な どの 反動 勢力は、 人民 大衆を あざむいて 自 
派の 勢力下に おき、 民主 勢力を 分裂、 弱化 させようと たくらんだ。 
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かれらは とくに、 南北の 分裂と 共産主義 隊列 内の 分派 分子を 利用して、 共産主義 隊列の 統一と 共産党の 創建を 阻 
止しようと 策動した。 

そのうえ、 共産主義 隊列 内に もぐりこんだ 出世 欲に かられた 分派 分子が 分裂 策動を おこなった。 

かつて 無 原則的な 派閥 あらそいに よって、 革命運動には かり 知れない 害毒を およぼした 「 MI . L1 
派」、 「ソウル •上海 派 J など 各種の 分派 分子は、 その 罪過が まだ 十分に 暑 露され ていない g に 乗じて、 うわべでは 
熱烈な 共産主義者 や 愛国者を よそおい、 かげ^ j まわって はみ にくい 分派 勢力の 拡大に 狂奔した。 

分派 分子の 策動は ソウルで もっ とも 露骨に おこなわれて いた。 かつて 派閥 あらそい によっ て 朝鮮® 共産 _^義 運動 
を 破壊して きた 分派 分子は、 解放を むかえる や ソウルに 集中し、 各自が 自分勝手に 共産党の 看板を かかげ、 ふたた 
び 派閥 あらそいに 明け暮れた。 

「M*L 派」 を 中心とする 革命の 裏切り者 や 堕落 分子たち は 「長 安 派」 なる ものを 震し、 「共産党」 を偺 称し 

創 た。 

の 

1  以前す でに 革命に 背を むけ、 日本 帝国主義と アメリヵ 帝国主義の スパィに なりさがった 扑憲 永は、 その 正体を か 

姓 くして 「火曜 派」 分子と 裏切り者を かき 集め、 術策を ろうして ひそかに、 いわゆる 「朝醉 共産党 中央」 なる ものを 

___  でっちあげ、 各地に その 追随 者を さしむけた。 

•  1/ 北朝鮮に おいても、 分派 分子 や 地方 割拠 主義者たち は、 各地で その 分派 的 地盤を つくる ために 血 まなこ こ よって 

パ ぃ た。  ，: 

^  金 日 成 将軍は、 アメリヵ 帝国主義と 国内 反動 勢力の 破壊 策動 粉砕の たたかいを すすめながら、 とくに 分派 分子の 

2 分裂 策動を 克服し、 共産主義者の 統一を 達成す るた めに 全力を かたむけた。 金 日 成 将軍の 原則的な 闘争に よって、 
分派 分子は 大きな 打撃を うけた。 
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しかし、 革命よりは 党の 「指導 権」 をに ぎる ことに 熱心な アメリヵ 帝国主義 者の スパィ 朴憲永 一派と、 北半 部で 
暗躍して いた 分派 分子は、 分派 的 術策で ねつ 造した いわゆる 「ソゥル 中央」 を あくまでも 固執した。 かれらは 「ソ 
ゥル だけは 絶対に ゆずれない」 とわめ きながら、 金 日 成 将軍が 提起した 賢明で 正当な 方針に 反対し つづけた。 

こうした 複雑な 事態を のりこえ、 一日 も 早く 統一的な 党を 創建す るた めには、 特別な 対策が 講じられなければ な 
らな かった。 

金 日 成 将軍は、 各地に 分散して 組織され ていた 党の 諸 組織を 統一し、 すでに 準備して あった 党の 政治 路線を 効果 
的に 遂行で きる 強力な 中央 指導 機関と して、 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会を 創設す る 方針を うちだした。 つまり、 
この 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会を 創設して こそ、 あらゆる 策動 分子 や 分派 分子たち の 分裂 策動にたい して 組織的 
な 打搫を あたえる ことができ、 北朝鮮の 各 級 党 組織を 統一的に 指導す る ことが 可能であった からで ある。 

また これに よって、 南 朝鮮の 党 活動を も 正しく 指導で きる 土台を 築く ことができた。 

じつに 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会 創設に かんする 将軍の 方針は、 当時の 情勢 下に おいて、 共産党の 全般的 活動 
とわが 国の 革命を 成功裏に 指導す る 中央 指導 機関を 遅滞な く 組織で きる もっとも 賢明な 方針であった。 

将軍は、 多くの 地方 党 組織の 中核 幹部 やその 他の 関係者と 会い、 かれらに 複雑な 内外の 情勢 や、 共産主義者に 課 
せられた 基本 任務と 革命的 党の 創建 方針の 正当性、 党 創建を 妨害す る 分派 分子の 分裂 策動な どに ついて 具体的に 説 
明した。 と 同時に、 各地 方に 革命の 戦友たち を 派遣し、 地方 党 組織と 共産主義者の 活動を 積極的に 援助す るよう 指 
示した。 

各地に 派遣され た 共 i 義者の 中核は、 抗日 武装 闘争の 時期に 体得した すぐれた 活動 方法を 生かし、 大衆の なか 
には いって 積極的な 政治 活動を 展開した。 かれらは 金 日 成 将軍の 指示 どおり、 大衆の なかで、 朝鮮 革命を 遂行す る 
ためには 共産主義者の 指導の もとにす ベての 反帝 反 封建 勢力を 結集 させなければ ならない と 力説した。 
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金 日 成 将軍は また、 大衆を 共産主義者の まわりに 結集させる ため、 先進 的な 労働者 や 農民、 勤労 ィンテリ や 青年 
学生たち のなかで 広 はんな 大衆 政治 工作を くりひろげた。 

金 日 成 将軍と 各地に 派遣され た 共産主義者の 中核の 精力 的な 活動に よって、 労働者階級を はじめと する 勤労大衆 
は 急速に めざめ、 共産党 諸 組織 も 認識を 新たに して 党 創建に 積極的に たちあがった。 

将軍の 党 創建に ついての 方針は、 共産主義者 や 先進 的 労働者、 人民 大衆から 積極的に 支持され た。 

これに もとづいて 将軍は 一九 四 五 年 十月 五日、 ピョンヤンに おいて 北朝鮮 各地の 党の 代表を 招集し、 党 創建の た 
めの 準備 会議を ひらいた。 

こ. の会讓 でも 分派 分子ら はみ にくい 正体を さらけだした。 

かれらは、 いわゆる 「ソゥル 中央」 を 支持し、 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会の 創設に 反対した〇 

これにたい して 金 日 成 将軍は 強力な 打撃を くわえる I 方、 かれらの 誤った 立場を ただす ために 忍耐強く かれらを 
さとした。 

将軍の 雅量と 抱擁 力、 整然とした 理論の まえに、 分派 分子ら はどうす る こと もで きなかった。 

金 日 成 将軍は、 はげしい 思想 闘争を へて 十月 十日、 ついに 党 創建を めざす 歴史的な 北朝鮮 五 道 (当時は、 行政区画 
が 平安 南、 北 道、 咸鏡 南、 北 道、 黄海 道の 五 道と なって いた) の 党 責任者 および 熱誠 者 大会を ひらいた。 

北朝鮮 五 道 党 責任者 および 熱誠 者 大会には 七十 余 名の 代表が 参加した が、 その 構成 メンバー はき わめて 複雑で あ. 
った。 この 大会には もちろん、 かつて 日本 帝国主義と 最後まで 屈せずに たたかって きた 堅実な 革命家 や 先進 的な 労 
働 者 出身の 党 熱誠 者たち が 参加した が、 逆に 朝鮮 革命と 労働運動に 大きな 害毒を およ. ほした 分派 分子、 地方 割拠 主 
義者も 少なからず 参加して いた。 この ことは、 大会が 複雑で 困難な 過程を へる だろうと いう ことを あらかじめ しめ 
していた。 
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大会の 任務は、 金 日 成 将軍が 祖国に 凱旋した のち 作成した 革命の 大綱で ある 党の 政治 路線と 組織 路線を 採択し、 
統一的 中央 指導 機関と して 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会を 創設す る ことであった。 

金 日 成 将軍は この 大会で、 党 組織 問題に かんする 報告を おこなった。 将軍は この 報告の なかで、 北朝鮮 共産党 中 
央 組織 委員会の 創設 方針と 党の 政治 路線、 組織 路線を 提示した。 

分派 分子ら が 左右 両翼の 日和見主義 的 主張を かかげ、 革命 隊列を 混乱 させようと していた 情勢の もとで、 党の 政 
治 路線を 正確に 規定す る ことは とくに 重要な 意義を もっていた。 

金 日 成 将軍は 報告で 解放 後の 政治 情勢を 正確に 分析し、 祖国 光復 会の 綱領に 規定され た 諸 原則を 解放 後の 情勢に 
そくして 具体化した 人民 民主主義 革命 路線と、 その 遂行 方法を 明確に しめした。 

大会は 将軍が 提起した 政治 路線を そのまま 承認し、 民主主義 人民 共和国 創建の ための 四大 当面 課題を 採択した。 
四大 当面 課題は つぎの ような ものであった。 

一、  愛国 的、 民主 _的な 各 政党と 各派を もうらす る 民主主義 的 民族 統 I 戦線を 形成す る ことによって、 広 はん 
な 愛国 的 民主 勢力を 結集し、 わが 民族の 完全 自主 独立を 保障す る 民主主義 人民 共和国の 創建に 努力す る こと。 

二、  民主主義 的 建国 運動に おける もっとも 大きな 障害物で ある 日本 帝国主義の 残存 勢力と 国際 反動の 手先、 その 
他 あらゆる 反動 分子を 徹底的に 清算す る ことによって、 わが 民族の 民主主義 的 発展を 順調に 保障す る こと。 

三、  統一的な 全 朝鮮 民主主義 臨時政府を 樹立す るた め、 まず 各地 方に 真の 人民の 政権で ある 人民委員 会を 組織 
し、 すべての 民主主義 的 改革を 実施して、 日本 帝国主義が 破壊した 工場、 企業 所 および 全人 民 経済を 復旧し、 
人民の 物質 文化 生活水準を 向上させる ことによって、 民主主義 独立国 家 建設の 基本的 土台を 築く こと。 

四、  以上の すべての 課題を 達成す るた めに 党を さらに 拡大 強化し、 各界 各層の 大衆を 組織して、 かれらを 党の ま fc. 
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りに 結集させる ための 社会 団体の 活動を 強力に 推進す る こと" 

こうした 革命 任務は、 わが国に かもしだされた 特殊な 政治 情勢の ために、 革命が 南北に おいて 同時に 遂行で きな 
い 条件の もとで、 金 日 成 将軍の 革命的 民主 基地 創設 路線と 切りは なして 考える ことは できなかった。 

したがって 大会で 採択され た 党の 政治 路線は、 民主 基地 創設 路線と 不可分に むすびついて いた。 

将軍は つぎのように 語った。 

「解放 直後、 わが 党は 北朝鮮に おいて 民主 改革を 徹底的に おこない、 民主 建設を 促進させる ことによって、 やが 
て 朝鮮 民族を 完全に 解放し、 朝鮮を 富強な 自主 独立国 家に つくりあげる ための 確固たる 民主 基地を 北朝鮮に 創設す 
る ことを 基本的な 政治 路線で あると 規定し ました」 

金 日 成 将軍が 発表した、 富強な 民主主義 人民 共和国を 創建して 北半 部に 革命的 民主 基地を 創設 するとい う 政治 路 
線は、 抗日 武装 闘争の 時期に 明らかにした 人民 革命 政府 路線と 革命 根拠地 創設 路線を、 解放され た わが国の 新しい 
情勢に 適用し、 それを 創造的に 発展 させた ものと して、 朝鮮 革命の 全国的 勝利を 達成す るた めの もっとも 賢明な 路 
線であった。 

金 日 成 将軍は、 政治 路線と ともに 党の 基本的 組織 路線を 明らかにした。 

金 日 成 将軍は 党の 組織 路線で、 党の 隊列を 組織的 思想 的に 強化して 党の 思想 意志の 統一を 保障し、 党を 急速に 発 
展 させる ための 基本 原則を しめした。 

将軍は つぎのように 語った。 

「われわれは おもに、 労働者と 都市 および 農村の 先進 的 勤労大衆が 党の 隊列に くわわる ように、 党 発展の 方向を 
正しく さだめなくて はなり ません . 。 
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われわれが 有力で 権威 ある 共産党を もつ ことを のぞむなら、 必ず 全力を かたむけて 党内の 規律を 強化し、 党の 統 
一を 保つた めに たたかわなければ なりません …… 。 

党が つねに 広 はんな 勤労大衆と 接し、 かれらと 密接な 連係を むすぶな らば、 その 党は 百戦百勝す るで ありま しょ 
う。 反対に、 党が もし 大衆と 遊離し 官僚主義のと りこに なれば、 その 党は 力を 失い 没落す るでありましょう …… 。 

党は ふつうの 組織では なく、 労働者階級の 最高 形態の 組織で あり、 労働者階級の 他の すべての 諸 組織を 指導す る 
組織であります」 

金 日 成 将軍が 明らかにした 党の 組織 路線は、 マルクス •レー， I ン 主義の 党 建設 原則を わが国の 実情に あうよう に 
創造的に 発展 させた もつとも 正確な 路線と して、 早急に 党を 強化 発展させる うえで 確固たる 基礎と なつた。 

北朝鮮 五 道 党 責任者 および 熱誠 者 大会は、 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会を 構成した。 

これは 深刻な 思想 闘争を へて 達成され た。 

大会に 参加した 分派 分子と 地方 割拠 主義者ら は、 この 問題の 討議を めぐつて 、しつこい 策動を くりかえした。 分 
派 分子ら は、 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会の 創設を 「党の 分裂」 だと 詳 謗し、 「ソゥル 中央」 を 合法的な 党 中央 指 
導 機関と 認める よう、 ふたたび 要求し だした。 

しかし、 かれらの 真のね らいは 別のと ころに あつた。 ながいあいだの 分派主義 的 習性と 個人 英雄主義 的な 思想に 
とりつかれて いたかれ らは 、党を かつての 地方 的 グルー プに 四分五裂 させ、 それぞれが 各地 方に 割拠し、 性 こり も 
なく 分派 的 グル— プ 活動を つづけようと いうので あつた。 

かれらは、 「もし 北朝鮮に 組織 委員会が 結成され れば 、それは 党の 分裂を 意味す る ものである」 といいながら、 
あたかも 自分たち が 党の 統一を 守つて いるかの ように ふるまつた が、 実際には アメリヵ 帝国主義の 弾圧 下に ある、 
いわゆる 「ソゥル 中央」 の 監視が ゆきとどかない ことを さいわいに、 思い どおりに 分派 活動を つづける ために、 身 
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近 かで つねに 全面的な 指導と 監督が おこなえる 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会の 創設に 反対した のであった。 

金 日 成 将軍は、 ノ 強力で 唯一 的な 中央 指導 機関で ある 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会の 創設を のぞまない 分派 分子ら 
の 分裂 策動を うちくだく ために、 深刻な 思想 闘争を くりひろげた。 

将軍は 数回に わたる 発言と 個別 的な 説得を つうじて 反対派を おさえ、 事態を 正しく 導き、 大会を 成功裏に 終わら 
せる ため 忍耐強い 努力を かさねた。 

思想 理論的に あますところなくう ちの めされ、 公然と 反対で きな くな った 分派 分子ら は、 こんどは 陰謀 的な 手段 
をろう しはじめた。 

執拗な 分派 分子ら は^ {を かえ、 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会の 創設に 賛成す るかの ように 見せかけて 組織 内に 
はいり、 重要な 地位を 占める と、 これを 利用して 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会を、 いわゆる 「ソゥル 中央」 の 従属 
機関 または 「地方 党 機関」 にかえようと たくらんだ。 

しかし、 これ も かれらの 誤算に 終わった。 やがて かれらは 相応の 懲罰を うけなければ ならなかった。 

十月 十日から 十月 十三 日に かけて おこなわれた 大会は、 金 日 成 将軍の 正しい 指導の もとに 分派 分子ら の 策動を う 
ちく だき、 統一的 党 中央 機関と しての 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会を 創設し、 これを 内外に 宣布した。 

金 日 成 将軍は、 党 創建と その 歴史的な 章 義につ いてつぎ のようにの ベた。 

「われわれは、 革命 闘争に おいて 洗練され た 共産主義者を 中核と し、 各地で 活動して いた 共産主義 グルー ブを結 
束して、 マルクス •レ— ニ ン主義 的 党 創建の 原則に 厳格に もとづき、 ふたたび 党を 創建し ました。 

わが 党は、 解放 後の 混乱した 複雑な 環境の もとで 階級 敵の 破壊 策動に 反対し、 分派主義、 地方 主義を はじめ、 あ 
ら ゆる 日和見主義に 反対す るた たかいの なかで 結成され ました。 われわれは、 抗日 武装 闘争で 達成され た 党 創建の 
組織的 思想 的 準備に もとづき、 そして また、 わが 労働者階級と 勤労 人民の 高い 革命的 熱意と 積極的な 支持に 依拠し 
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として 育て あげ、 人民 大衆を 教育、 改造して 強力な 革命 力量に きたえあげた。 

将軍は また、 内外の 敵との たたかいと 困難な 革命 課題を 遂行す る 過程で、 党を 広 はんな 大衆の なかに しっかりと 
根を おろした、 いかなる 嵐に も 微動 だに しない 党に、 朝鮮の 労働者階級と 人民には かぎりなく 忠実で、 階級 敵と あ 
ら ゆる 左右の 日和見主義にたい しては 非 妥協 的で、 戦闘的で、 革命的な 党に 育成し、 鍛練した。 

だから こそ、 こんにち 朝鮮 労働党は、 その 創建の 歴史は たとえみ じかくと も、 英明な^ の 指導の もとに 百 六十 
万に のぼる 勤労大衆の 先進 分子を 結集し、 その まわりに 全人 民を 団結 させ、 朝鮮人 民の _ 的 支持と 信任を えた も 
っと も 大衆 的で、 もっとも 革命的な 党に 成長した ので ある。 

さらに、 自己の 領袖で ある 金 日 成 将軍 以外の だれを も 知らず、 金 日 成 将軍の 思想 以外には いかなる 思想を も 知ら 
ず、 ただ 領袖の 思想 — 金 日 成 将軍の 偉大な 革命 思想を 唯一の 指導 思想と して、 それを 最後まで つらぬく 党の 唯一 
思想 体系が しっかりと 確立した、 統一と 団結の 鋼鉄の 党と なった。 

じつに、 金 日 成 将軍の 独創的な 革命 思想と その 賢明な 指導を はなれて は、 党の 創建と その 強化 発展 も、 わが国の 
革命と 建設の 成果 的な 遂行 も 考える ことができない。 

朝鮮 労働党は、 金 日 成 将軍の 偉大な 革命 思想を わが国に 具現す る ことを その 崇高な 目的と し、 使命と している の 
である。 

だから こそ 栄光に 輝く 朝鮮 労働党の 党員と 朝鮮人 民は、 朝鮮 労働党を さして、 金 日 成 将軍の 党と ょぶので ある。 
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3 二十 年ぶりの 帰郷 

解放 直後、 金 日 成 将軍が 多忙な 日々 を おくって いたと き、 故郷 —— 万景 台では、 もどかし さと 大きな 期待につつ 
まれて いた。 

それは、 解放と 同時に 歓呼の 花吹雪につつ まれて 帰郷す るは ずの 将軍から、 なんの 音沙汰 もなかった からで あ 
る。 

万景 台では、 将軍のう わさで もちきりであった。 だれもが 将軍の 帰郷を 待ちわびて いた。 

祖父、 祖母、 叔父 (金亨 51 把 生) は 音沙汰の ない 金 日 成 将軍の ために、 夜 も 寝つ かれない ありさまであった。 
祖父は 毎日の ように、 将軍が 幼い ころ 虹を つかむ の だと いってよ じの ぼった ことの ある、 大きな やち だもの 木の 
したに たって 孫の 帰りを 待ち あぐんで いた。 

ときには、 畑 仕事が 終わって から も 家には もどらず、 村の 入口に 腰をおろして 煙草を ふかしながら、 ピョンヤン 
につうず る 人 かげの ない 道を ながめつ づける のであった。 

そのうち、 金 日 成 将軍が ピョンヤンに いると いうう わさが つたわった。 

それ も 最初のう ちは、 たんなるう わさと しか うけとれな か -〇 たが、 日が. たつに つれて、* たれ もが まぎれ もない 事 
実 だとい いはる ようになった。 

それなら、 どうして 目と 鼻の 先で ある 故郷を たずねて こようと もせず、 安否 さえつた えてよ こさない のだろう か 
〇 

じっとして いられない 気性の 叔母は、 たまり かねて ピョンヤンへ かけつけて いった。 
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3 二十 年ぶりの 帰郷 

解放 直後、 金 日 成 将軍が 多忙な 日々 を おくって いたと き、 故郷 —— 万景 台では、 もどかし さと 大きな 期待につつ 
まれて いた。 

それは、 解放と 同時に 歓呼の 花吹雪につつ まれて 帰郷す るは ずの 将軍から、 なんの 音沙汰 もなかった からで あ 
る。 

万景 台では、 将軍のう わさで もちきりであった。 だれもが 将軍の 帰郷を 待ちわびて いた。 

祖父、 祖母、 叔父 (金 亨禄 ^ 生) は 音沙汰の ない 金 日 成 将軍の ために、 夜 も 寝つ かれない ありさまであった。 
祖父は 毎日の ょうに、 将軍が 幼い ころ 虹を つかむ の だと いってょ じの ぼった ことの ある、 大きな やち だもの 木の 
したに たって 孫の 帰りを 待ち あぐんで いた。 

ときには、 畑 仕事が 終わって から も 家には もどらず、 村の 入口に 腰をおろして 煙草を ふかしながら、 ピョンヤン 
につうず る 人 かげの ない 道を ながめつ づける のであった。 

そのうち、 金 日 成 将軍が ピョンヤンに いると いうう わさが つたわった。 

それ も 最初のう ちは、 たんなるう わさと しか うけとれなかった が、 日が. たつに つれて、 だれもが まぎれ もない 事 
実 だとい いはる ようになった。 

それなら、 どうして 目と 鼻の 先で ある 故郷を たずねて こようと もせず、 安否 さえつた えてよ こさない のだろう か 


じっとして いられない 気性の 叔母は、 たまり かねて ピョンヤンへ かけつけて いった。 
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「あのう …… 金 日 成 将軍と いう 方は、 おとしは いくつく らいなん でしょう か？」 

叔母は あちこちで、 こうたず ねて 歩いた。 そのうち ある 人が、 「三十 そこそこの 青年 将軍 だとい うこと です よ | 
と 教えて くれた。 

今年 五十 歳の 自分よりも、 十六 歳 年下の 将軍が 三十 四 歳で ある ことを 叔母は よく 知っていた。 叔母は これを きく 
と、 よろこびの あまりに われを 忘れた。 まぎれ もな く万景 台で 生まれた 金 日 成 将軍に ちがいない の だ。 

しかし、 叔母の 心は すっきり. しなかった。 

人に よってい うこと がちが っていた ので ある。 ある 人は 根 も 葉 もない うわさを *4 にうけて、 将軍は 五十 歳を こえ 
たお 方 だとい い、 また 別の 人は、 もう 還暦を すぎた 老人 だと も いった。 

こうした 話を きくた びに、 叔母は すっかり 気を おとして しまう のであった。 そんな 老人では ない とうち 消そうと 
しても、 実際に 会って いないだけ に、 どれを 信じて いいの かわからず、 いたずらに あせる ばかりであった。 

こんな ことなら、 かえってき かずに いた ほが よかった と 悔い もした。 

叔母は 十 ニキ 13 の 道のりを、 まるで 千里の 遠い 道のりで も 歩いて きた かの ような 重い 足 どり で 帰って きた。 

翌日、 叔母は ふたたび ピョンヤンに むかった。 

こんどは、 それらし き 人を つかまえて は、 「将軍は、 どんな お 顔つきなん でしょう か？.」、 「お笑いになる と、 両 
頬には っきり と 笑く ぼが できる お 顔ではないでしょう か？」 とたず ねた。 

しかし かれらの こたえ も、 どこまで 信じて よいの かわからなかった。 かれらと て 金 日 成 将軍を 直接 見た わけでは 
なく、 人から きいた 話を つたえて いるに すぎなかった。 

もどかしい 日々 がすぎ ていった。 

ところが 解放を むかえて ひと 月 ほどた った ある 日、 ついに、 まちがいな く万景 台で 生まれた 金 日® 将軍が 祖国に 
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帰って おり、 近く 故郷を たずねる 予定で あると いうた よりが よせられた。 

十月 初旬には 七 谷の 母方の 人が きて つたえて くれたし、 十月 九日には 副官が 直接たず ねて きて、 うれしい たより 
をと どけて くれた。 

将軍の ふるさとの 家は 祝日の ような よろこびに わきたった。 だれもが この 大きな よろこびを かくす ことができな 
かった。 

祖母と 叔母は、 孫を、 甥を もてなす 準備に おおわらわであった。 従弟たち もまた、 従兄を むかえる よろこびに 胸 
を ときめかした。 からだを 悪く して 病床に ふせがち であった 祖父 金輔敍 先生 も 床を あげ、 なつかしい 孫の 帰りを 待 
ちわび た。 

万景 台の すべてが 将軍の 帰郷の 日を 指 おり かぞえて 待って いた。 

こうした 一九 四 五 年 十月 十四日 / . 

牡丹 峰の ふもとに ある 公設の 運動場では、 金 日 成 将軍の 祖国 凱旋を 歓迎す る ピョンヤン 市民 衆 大会が 盛大に ひら 
かれた。 

将軍が 大会に 出席 するとい う 知らせが つたわる や、 全 ピョンヤン 市が わきかえった。 ビ 3 ンヤン はじまって 以来 
の よろこび であり、 最大の 歓迎ぶ りであった。 

市内 や 近郷からは、 定刻 まえに 人び とが ぞくぞくと 集まって きた。 

さんさん とふり そそぐ 黄金の ような 秋の 日 ざし —— "あおげば 鏡と 見 まがう ばかりの 雲 | つなく 澄み わたった 明 
るく ほほえむ 青空 —— 。大会 場は 十万を こえる 大群 衆で うまった。 近くの 牡丹 峰の 頂上まで 人び とで 真っ白に うず 
めつ くされた。 

群衆の なかには、 将軍の 叔母を はじめ 万景 台の 人び との 姿 も 見えた。 


34 


3 二十 年ぶり の 帰郷 


この 日の 朝、 夫が いっしょに ゆこうと もい わず 自分 | 人 だけで 家を でた ことに 気 嫌を そこねた 叔母は、 「母を な 
くされた 将軍に、 叔母が 母が わりを つとめてい けない という 法が あります か。 朝鮮の 民衆が こぞって 将軍を おむか 

えに ゆく というのに、 わたしが じっとして いられる わけがないで しょう . 」 と 、十ニ キロの 道のりを 一気に 大会 

場へ かけつけた のだった。 

大会は 午後 一時に はじまった。 

金 日 成 将軍が、 りりしく も 活気に みちた 英姿を 演壇に あらわした。 

その 一瞬、 歓喜の 声が 熱風の ように 満場を 吹きぬ け、 熱狂 的な かん 声が 天地を どよめかした。 「金 日 成 将軍 万歳 
/ 」 を 叫び、 よろこびに 舞い、 だきあって はねまわる 大群 衆 —— 。それは まるで、 あかね 色に そまった 波が しらを 
輝かし、 日の出を むかえる 壮快な 朝の 大海原を 思わせた。 

金 日 成 将軍は 手を 高く ふりかざし、 太陽の 輝きの ような 微笑で 群衆の 歓呼に こたえた 。.それは まさしく、 抗日 戦 
のな がい 年月、 炎と 吹雪の 万里の 道のりを 切り ひらきながら、 つねに 祖国の 山河を 思い、 人民を いつくしんで きた 
偉大な 愛に みちた あいさつであった。 また それは、 朝鮮の 大地に 復活と 輝かしい 勝利を 約束す る 不世出の 英雄、 民 
族の 領袖が、 なつかしい 祖国の 山河と 人民に おくる 祝福の あいさつ でも あった。 

少女たち がさ さげる 花束につつ まれて ほほえむ その 顔 —— 。民族の 繁栄と 幸福が 燦然と 輝き、 熱情と 英知に あ ふ 

れる 慈愛に みちた その 顔 - 。その ひとに らみで 凶悪な 敵を 枯草 のようにな ぎた おし、 その ほほえみで 枯枝 にも 花 

を 咲かせた という 伝説 そのままの 非凡な 感化 力を もつ 微笑で 人民に 返礼す る 領袖 金 日 成 将軍は、 またなん と 若々 し 
いこと だろう / 

すぎ 去った 日々 を 思い かえす 老人では なく、 はるかな 未来を のぞむ この 青年 こそ、 永遠に 繁栄す る 人民の 前途を 
約束す る 人物では ないか / 
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だれもが その 英姿から 陶酔に みちた 視線を そらす ことができなかった。 

どんなに 待ち こがれた 領袖であった ろう。 地獄の ような 生活、 奴隸 のよう な 生活に 苦しんだ ながい 暗黒の 日々 
に、 だれもが 夢に 描き、 ただ 一つの 救いの 希望と して 心に 刻んで きた 領袖 —— 。全 アジアを 炎で 焼きつ くした 日本 
帝国主義の 軍隊に 肉迫し、 その 心胆を 寒から しめた 将軍 —— 。砲煙に く すんだ 赤旗と 民族 繁栄の 綱領を 高く かか 
げ 、抗日 闘争の 鮮血に そまる 十五 星霜を たたかいぬいて きた 民族の 指導者、 その 千軍万馬の 将軍が いま 三千 万 同胞 
の もとに 帰り、 花束につつ まれて ほほえんで いるの だ / 

群衆は 歓呼を おくりながら 感動の 涙を 流した。 

将軍の 叔母は、 それ 以上 じっとして はいられなかった。 少しで も 近くから 将軍を 見たかった し、 少しで も 近くで 
演説を ききたかった。 叔母は 人波を かきわけて まえへ すすみながら 将軍を 見 あげた。 

はなれて いた 歳月の、 なんとな がかった ことか。 堂々 としたり りしい その 姿に、 はっきりと やどる 幼い 日の おも 
かげ —— 。忘れ もしない あのえ くぼと 歯 並、 あの 英知に 輝く つぶらな 目 —— 。あの 子 だ / 成；^ に まちがいない / 
うちの 将軍 だ / 

叔母は、 まえを さえぎる 警備員に 「金 日 成 将軍の 叔母なん です」 と 叫びながら、 夢中で 演壇の したに かけつけた。 

叔母は 瞀備 員に たのんだ。 

「おねがいです、 わたしを 将軍に 会わせて ください」 

警備員は 壇上に あがって いった。 そしても どって くると、 叔母を 金 日 成 将軍の 車に 案内し、 ここでし ばらく 待つ 
ようにと いった。 

やがて、 金 日 成 将軍は 歴史的な 演説を おこなった。 

マィクから 流れる その 力強い 声は、 牡丹 峰にまで 大きく こだました。 


36 


3 二十 年ぶり の 帰郷 


「わが 民族は 三十 六 年の 暗黑〇 生活から 解放と 自由を かちとり、 わが 祖国 三千 里の 山河は 燦然た る 朝日の ような 
希望に 輝きは じめ ました。 わが 朝鮮 民族には、 これから 新しい 民主 祖国 建設の ために、 みんなが 一つに なって すす 
むと きがき ました。 特定の 党派 や 個人の 力 だけでは、 この 偉大な 使命を なしとげる ことは できません。 力の ある も 
のは 力で、 知識の ある ものは 知識で、 金の ある ものは 金で、 真に 国を 愛し、 民族を 愛し、 民主主義を 愛する 全 民族 
が 完全に 一致団結して、 わが 祖国を 民主主義 的な 民主 独立国 家に 建設し なければ なりません …… 」 

金 日 成 将軍は、 場内を うめた 大群 衆の 心を はげしく ゆり 動かした この 演説の 最後を、 「朝鮮 独立 万歳/.」 という 
ことばで むすんだ。 

水を うった ように 静まり かえっていた 会場は、 ふたたび 「金 日 成 将軍 万歳/.」 のかん 声で どよめいた。 

この 万歳と かん 声は、 ピョンヤン 市民 だけの ものではなかった。 それは、 三千 万 朝鮮人 民が 自分たち の 敬愛す る 
領袖に おくる かぎりない 愛情と 尊敬の あらわれであった。 

当時の 新聞 『ピョンヤン 民 報』 は、 この 熱狂 的な 歓迎の 模様を、 「錦で 縫い とった ようにうる わしい 朝鮮の 山河 
を 揺るがせた 四十 万の 歓呼」 という 見出しで、 つぎのようにつ たえた。 

「ピョンヤンの 歴史は ながし 四千 年 / . 人口 また 少なからず 四十 万 / だが、 いまだ かつて これほどの 大群 衆が 
1 堂に 会した ことがあったろう か。 

かくの ごとき 意義 ある 集会を もった ことがあっ たろう か。 

とくに、 この 大会を 歴史的に ある ものと し、 会場を 感動の 嵐で つつんだ のは、 朝鮮の 偉大な 愛国者、 ビョン 
ヤンが 生んだ 英雄 金 日 成 将軍が ここに 参 席し、 民衆に 感激 的で 熱烈な あいさつと 激励の ことばを のべた ことで あ 
る . 0 

朝鮮人 民が 深く 敬慕し、 待ちの ぞん でいた 金 日 成 将軍が 会場に その 姿を あらわす や、 熱狂 的 歓呼の 嵐が まきおこ 
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り、 全 群衆が よろこびと 感動で 涙に むせんだ」 

壇上から おりた 金 日 成 将軍は、 満場の 歓呼と 感激の どよめきの なかで 叔母と 再会した。 

「叔母さん、 おかわりありませんで した か」 

将軍は 叔母の 手を にぎりしめて、 こうあい さつした。 

「将軍 さま、 わたしが わかります か」 

こういいながら、 叔母は やっとの 思いで 涙を こらえた。 

「わたしが 叔母さんを 忘れる はずが ある もんです か」 

将軍は おおらかに 笑った。 

叔母は こらえ きれな くな って、 とうとう 泣き だしてし まった。 二十 年の あいだ、 かたとき も 忘れる ことのな かっ 
た 将軍の 手を にぎりしめ、 はじめ. て 叔母は 心 ゆく まで 泣く ことができた の だ。 彼女の 涙に うるんだ 目には、 将軍の 
顔が かすんで 見えた。 

「叔母さん、 家に 帰りましょう。 家で ゆっくり お話しし ようではありません か。 きょうは、 叔母さんが わたしの 
母の かわりです」 

将軍は 叔母を ともなって 宿舎に 帰った。 叔父 夫婦と 再会した 将軍は、 水 いらず でつ もりつ もった 話に ときの たつ 
のを 忘れた。 

叔母が 二番目の 弟、 英柱 同志の 消息を たずねる と、 将軍は つぎのように こたえた。 

「. ：… わたしは、 まず 何人 かの 恩人を さがしたい のです。 その 一人は、 父が 菊 坪で 逮捕されて 厚昌 警察署に 護送 
された とき、 脱出に 力を かして くれた k という 姓の 方です。 もう 一人は、 父を 山小屋に かくまい、 鴨 緑 江を わたし 
て くれた 紀某 という 方です。 また、 わたしが 北満 遠征の 帰り道、 ひどい 寒さにから だを 痛め、 日本軍に 包囲され た 
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ときたす けだして くれた 伐採 場の 金 老人、 そして 老爺 嶺の 密林で、 わたしを 親身に 看病して くれた 趙宅周 老人と 嫁 
の崔 日華さん …… 、わたしには こうした 恩人が 多い のです」 

「だけど、 その 方たち を どうやって さがす のです。 見当 もつ かないでしょう に …… 」 

「しかし、 生きて いさえ すれば いつかは きっと 会える でしょう」 

話は 両親 や 叔父の 亨権 先生の ことに 移って いった。 

叔母が もう 五十 歳に なった という 話を きいて、 将軍は 微笑を うかべながら いった。 

「叔母さんは、 まだまだ お 若いです ね。 わたしの 母の 分まで なが 生きな さって ください。 わたし もときには、 母 
に 会いたくて ならない ことがあります…。 こうして 一人で 祖国に 帰って みると、 なおさらです。 母は わたしを こよ 
なく 愛して くださいました」 

将軍は この 日、 宿舍で 叔父 夫婦と しばらく 話し、 なつかしい ふるさと 万景 台に 帰った。 

将軍は 革命の 大綱を 人民の まえに 明らかにし、 朝鮮 革命の 参謀 部で ある マルクス •レ—  - ーン 主義 党を 創建す るな 
ど、 重大な 国事を なしとげ、 人民の まえで 祖国 凱旋の 最初の あいさつを おこなった あと、 はじめて 生まれ故郷を た 
ずね たので ある。 

金 日 成 将軍を むかえる 歓呼の 声が 万景 台を ゆるがした。 

将軍が 生まれ 育った 村であった が ゆえに、 祖国 解放の たたかいに 身を 挺した 金 日 成 将軍の 両親と、 叔父 金 亨権先 
生が 暮らした 村であった が ゆえに、 この 村は 日本軍 警の 憎しみを 集め、 ながいあいだ 無道な 迫害に 苦しんで きた。 

その 万景 台が、 いまわき かえる 歓喜の 丘と かわったの だ。 

「ほんとうに おまえが …… 、とうとう 帰って きて くれたんだ ね / これは …… 夢では …… 」 

白髪の 祖母が 村の 入口で、 孫を かきいだ いて 声を つまらせた。 金 日 成 将軍 も 祖母を だきしめた。 
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かつて、 どのょうな 英雄 叙事詩に 描かれた 伝説 上の 英雄 も、 これほど 感激 的な 再会を した ことはなかった であろ 
50 

これは、 現実に くりひろげられた 民族的 叙事詩の もっとも 劇的な 場面であった。 

「これは 夢では …… 」 

祖母の この ことばには、 あまりに もな がかった 苦難の のち、 やっと 手に した 幸福の 感動が 凝結して いた。 

別離の 日から 二十 年 —— 。それは また、 どんなに かなが く 苦渋に みちた 日々 であった だろう / 

かつて 二人の 息子と 嫁は 孫を つれて 故郷を はなれ、 遠い 満州の 地へ と 旅立って いった。 

祖母の 日々 は 孫 恋し さと、 さびし さと、 待ちわびる ことのせ つな さで 流れて いった。 

しかも 祖母に とどいた 消息は、 悲しい もの ばかりであった。 

最初に とどいた のは、 長男が たたかいの 途上で 他界した という 知らせだった。 そして、 その 心の 傷 あとが いえ や 
らぬ まに、 今度は 嫁が この 世を 去っ たという 知らせが とどき、 さらに 末の 息子が 革命の 節操を まげず、 ソゥルの 刑 
務 所で 獄死した という 悲報が つづいた。 

だが、 しばらく すると、 白 頭の 山な みを かけめぐり、 日本 侵略軍を うちのめして 勇名を とどろかせて いる 金 日 成 
将軍が、 孫の 成 柱で あると いうう わさが ひろがった。 あまりの ことに おどろきながら も 誇りに みちた 祖母は、 夜 ご 
と 寝 もやらずに 孫の 無事を ねがった。 

日本の 官憲は ものものしく 家の まわりを とりかこみ、 昼夜を わかたず 監視の 目を 光らせ、 横暴の かぎりを つくし 
た。 土足で 部屋を さがしまわり、 土間の 敷石までは がす 捜索が いくたびく りかえ された ことだろう。 

悲運は つづいた。 

二人目の 孫の 哲柱於 、日本軍と たたかって 戦死した という 知らせが とどいた。 
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そして、 なんとした ことだろう。 今度は 将軍が 戦死した という おそろしい うわさ (日本 帝国主義は、 将軍に よせる 
朝鮮人 民の 敬慕の 情を 踏みに じろうと、 執拗に こうした デマ 宣伝を おこなった) が、 駐在所と 面 事務所から つたわった ので 
ある。 あまりに も おそろしい 消息であった。 隣近所からは、 お 悔みの 酒までと どけられる 始末だった。 

しかし 祖母には、 これは 絶対に 信じられなかった。 どうして 太陽を 消す ことができよう か / 

はたして、 ふたたび 金 日 成 将軍が けわしい 白 頭の 山 ひだを 自在に かけめぐり、 日本 帝国主義に 火の つぶてを あび 
せて いると いう うれしい うわさが つたわって きた。 

日本の 軍警 はさら にたけ り 狂った。 かれらは 銃剣で おどかして 祖母を 満州まで つれ •たし、 おろかに も 金 日 成 将軍 
を 「帰順」 させようと 画策した。 祖母は、 金 日 成 将軍の 祖母ら しく 泰然と して かれらを きりきり舞い させ、 かれら 
の あらゆる 奸智 にたけ た 策動を はねかえした。 手の ほどこしよう がな く なった かれらは、 やむをえず 祖母を 故郷に 
帰した。 

墨を 流した ように 暗く とざされた 日々 は、 晴れる ことを 知らなかった。 暗い 歳月が 流れる ばかり、 孫の ゆくえは 
知る すべ もなかった。 

しかし、 いまは、 苦しみの あとには 楽が くると いう ことばのと おり、 暗い 歳月は 晴れ、 苦痛は 霧の ように 消え去 
ったので ある。 

あれほど 待ち こがれた 孫の 金 日 成 将軍が 帰り、 祖母の 胸に だかれた の だ/. 国の 指導者、 人民の 太陽と なって 帰 
ってき たの だ / 

金 日 成 将軍は 歓呼を おくる 郷里の 人たち の 手を かわるがわるに ぎりし めながら、 なつかしい わが 家の 小さな 門 構 
えを くぐった。 

そのと き、 からだを 悪く して 部屋に いた 祖父が、 はだしで 庭に おりて きながら 叫んだ。 
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「帰って きた か / 死んだ と 思った 孫の おまえが …… 」 

深いし わが 刻まれた 祖父の 顔には、 とめど もな く淚が 流れた。 

「おじいさん/わたしの ためにず いぶん ご苦労な さった ことでしょう」 

将軍は 祖父を しっかりと だきかかえて 部屋の なかに つれていき、 心からの あいさつを のべた。 将軍が 部屋には い 
った その 一瞬、 すべての 人び との 目には、 歳月の 風雪に 痛んだ この 小さな わらぶきの 家が たちまち 豪華な 宮殿の よ 
うに 見えた。 

多くの 人び とが 部屋には いってきて すわった。 家族の 紹介 や 親戚の 紹介、 村人たち の 紹介の あと、 一座の 人び と 
は 将軍を かこんで 心 ゆく まで 話し あった。 

祖母は 将軍から かたとき も 目を はなさなかった。 将軍に よりそって は 手を なでたり、 背を なでたり しながら、 う 
れ しさを どう あらわしたら いいの かわからない. ようす だっ た。 

しかし 祖母には、 他界した 息子 や 嫁を 忘れる こと もで きなかった。 そして チマのは しで 涙を ふきながら、 声を つ 
まらせ ていっ た。 

「おまえを 見たら …… 生涯 この 胸に つもりつ もった 悲しみが I 度に 晴れた ようです よ …… 。でも、 おまえの 父 や 
母は、 いったい どこへの こして、 おまえ 一人で 帰って きたので しょう。 どうして いっしょに 帰れなかった ので L ょ 
う . 」 

胸を かきむしる ような この ことばに、 いあわせた 人び とは 声 もな く 目が しらを おさえた。 

この ふんいきを、 ふたたび 明るく したのは 子どもたちであった。 無邪気な 子どもたちは 将軍の ひざに しきりと ま 
つわりつ いた。 将軍は 明るい 笑顔で 子どもたちを だきあげた。 

祖母 も 笑いながら いった。 
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「解放とは いい もの だ . 。おまえの 父 や 母 も 草葉の かげで、 さぞ かしよろ こんでいる ことで しよう」 

金 日 成 将軍には、 すべてが 感無量であった。 いくとせ ぶりの わが 家であろう/. 故郷の 人び とと も 何年ぶ りの 再 
会であろう か / よろこびが 大きいだ けに ことばには ならず、 人び とはた だ 涙を ぬぐう ばかりであった。 

まさに この 瞬間には、 すべての ことばが 意味を 失った。 

やがて 簡素な 祝宴が ひらかれた。 食卓には 将軍が もってきた 酒が だされた。 

老人たち は 将軍の 凱旋を 祝って 祝杯を あげた。 この 日、 村の 人たち は 牛を つぶした。 しかし それでもな お、 満足 
できない 村人たち であった。 

叔母が 感激を おさえ きれな く なって 歌を うたった。 それは、 そのむ かし 金 日 成 将軍の 両親が 幼い 将軍を だいて 寝 
つかせながら よくうた ってき かせた 子守歌であった。 

朝鮮の 子よ いとし 子よ 
すくす くの びよ 早よ のびよ 
家では 孝行と なりに ゃな かよし 
いとしの わが 子よ 早よ 育て 

朝鮮の 子よ 早よ 育て 
そして 明日に も 小学校 
中学 大学 早よ おえて 
国の 独立 かちとれよ 
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感激に ふるえる その 細い 歌声は、 遠くす ぎ 去った なつかしい 日々 の 情趣を ふたたびよみが えらせ、 すべての 人び 
とに、 この わらぶき 家が へて きた 美しく も 崇高な 歴史を 思いだ させた。 

叔母は ふと、 歓喜に わきたつ ピョンヤン 市民 衆 大会で 将軍に 会った ときの こと や、 そのと きの 将軍の ことばを 思 
いだした。 

「叔母さん …… 、きょうは 叔母さんが わたしの 母の かわりです」 

だが、 じつの 母に かわりうる 人が この 世に いるだろう か/. もしも わたしが じつの 母親であった なら、 この 瞬間 
に、 この 席が どれほどた のしい ものに なって いた ことであろう / 十 人の 叔母よりも、 一人の 母が もっと 恋しい は 
ずでは ないか / 

—— こんな 思いに とらわれながら、 目を つむって 歌を うたう 叔母の ほおを、 とめどなく 涙が つたった。 

金 日 成 将軍は 叔母の 歌声に ひきいれられ、 すぎし 日の いろいろな 思い出に ひたりで もす るかの ように 顔色を くも 
らせた 。 

ときは 流れ、 静かだった 部屋の なかと 庭が ふたたび 歌と 踊りで にぎわった。 叔母 も 庭に でて 踊った。 それは 静か 
な 品の ある 動きの なかに も、 ひめられた 情熱と よろこびが はっきりと 感じ とられる 踊りであった。 

こうして 村 中が 踊り、 よろこびにつつ まれた。 

この 日、 金 日 成 将軍は、 幼ない 時代 そのままの 純真な 万景 台の 一 農夫の 孫と して、 なつかしい 祖父母と 叔父、 叔 
母、 親戚、 知人たち にか こまれ、 たのしい 一日を 心 ゆく まです ごした。 

金 日 成 将軍が 祖国 凱旋の 最初の あいさつを したと いう 消息は、 全国は もちろん、 海外に も ひろくつ た わった。 凱 
旋の あいさつの 消息を きいて、 さらに 多くの 人び とが 将軍を 訪問し 手紙を おくって きた。 そして、 南北 朝鮮の 出版 
報道 関係者たち は、 先を あらそって 金 日 成 将軍の 訪問 記を 書いたり、 将軍の ようすを つたえた。 
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一九 四 五 年 十二月 二十 九日、 将軍を 訪問した 二人の 『ソゥル 新聞』 記者は、 金 日 成 将軍に 会った その 訪問 記の な 
かで、 つぎのように 書いた。 

「えく. ほを うかべる 微笑、 やさしい 目に やどる 非凡な 輝き。 

われらの 英雄 金 日 成 将軍 

…… いま 記者は、 わが 民族が 生んだ 軍事的 天才、 不世出の 英雄 金 日 成 将軍と 会って いる。 日本 帝国主義の 圧政の 
もとで わが 民族が 暗たんた る 逆境に あった とき、 金 日 成 将軍の 存在は、 その 名のし めす ごとく 民族の 太陽で あり、 
希望であった。 いかに 多くの 青年が その 名に はげまされ、 偉大な 闘争へ と 決起した ことであろう。 …… 将軍の 風貌 
をつ たえよう。 浅ぐ ろい 顔、 みじかい ハィカラの 髪、 自然な 二重 まぶた、 笑うた びに できる えくぼ I 一点 非のう 
ち どころ のない 美 青年で ある。 背丈は 五 尺 五寸も あろう か。 それほど ふとって はいない。 大陸 的で あけっ び ろげ な 
快活な 性格、 謙遜で 明快な 態度、 まわりの 人び とを して、 まるで 古くからの 知己で でも あるかの ように 感じさせ 
る。 あの 覇気と 豪胆 さが、 どこに ひめられて いるの かわからない ほどで ある。 将軍の 目は、 人を 射る ような まな ざ 
しでは ない が、 左右に 視線が 移る とき、 きらり と 光る その 輝き。 両の 眉毛の あたりに ただよう その 精気。 ふとく 力 
強い 声 …… 。これらが 風貌の 特徴であろう か —— 。十九 歳の 身で パルチザン 部隊を 組織し、 抗日 闘争を 展開した。 
以来、 将軍の 活動は 日本 帝国主義 者を 大いにな やまし、 かれらは 日本軍 十五 個 師団を 金将 軍 部隊に あたらせた。 

…… かざり 気のない ことばと、 明快な 表現を もちいる。 

謙虚 そのもので、 政治家と して 出馬す るの かとい う 質問に、 自分は そのような 表現には 適さない とこた える。 青 
年 や 学生が、 将軍、 将軍と よぶ と、 『わたしは 将軍ではありません。 あなたたち の 友人です。 友人と よんで くださ 
い』 という。 

民衆 —— 、なかで も 青年たち を 深く 愛し、 だれと でもす すんで 会い、 かれらの ことばに 熱心に 耳を かたむけ、 ま 
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た 質問にたい しては 親切に こたえる。 …… 金将 軍は、 いま 一人の 市民と して 民衆の なかに いる。 若い 英知と 勇気が 
これから 先、 民族の 発展に どう 具現され ていく であろう か。 朝鮮の 関心事で なければ ならない」 (『ソゥル 新聞』 一九 四 
六 年 一 月 十日 付 第二 面) 

民族の 格別な 期待と 関心の なかで、 金 日 成 将軍は 人民を 新しい 民主 朝鮮 建設の 道へ と 力強く 導いて いった。 人民 
は 将軍が さししめした 道で 新しい 朝鮮の 輝かしい 前途を 確信を もってな がめ、 日一日と 将軍の まわりに 鉄壁の ごと 
く^* していった。 

こうして、 金 日 成 将軍を 偉大な 指導者に いただく 朝鮮人 民の 前途には、 力強い 勝利 だけが 約束され ていた • 
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第二 章 民主 革命の 陣頭に たって 


1 大衆を 革命 一路に 
朝鮮 革命は 大河の ようにと うとうと 流れた。 

国の 主人と なった 労働者、 農民、 勤労 ィンテリは いうまでもなく、 立場と 考え方の 複雑な 各階 層の 大衆 も、 意気 
高く 前進す る 革命の 激流に そってす すんで いった。 

人び との 立場と 生活、 すべてが 急激に かわり、 大きな 足 どり で 前進して いった。 まさに それは、 解放を むかえた 
朝鮮人 民の おごそかな 流れであった。 

金 日 成 将軍は、 大衆の こうした 革命的な 意気 ごみを、 民族の 歴史的な 宿望で ある 祖国の 完全な 自主 独立と 民主 主 
義的 発展の ための 全 民族的な たたかい へと 導いて いった。 

将軍は、 朝鮮 革命は 朝鮮人 民み ずからの 力で なしとげなければ ならない という 確固と した 主体的 立場から、 革命 
を 勝利に 導く ために、 なにより もまず、 人民 大衆を 党の まわりに 結集させる という 困難で 複雑な 活動に 心血を そそ 
いだ。 

金 日 成 将軍は、 革命 勝利の 決定的な 要因は 国の 内部の 力で あり、 革命と 建設は 他人が して くれる ものでは ない と 
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考えた。 

したがって 将軍は、 党の まわりに 労働者、 農民を はじめと する 広 はんな 人民 大衆を かたく 結集 させ、 主体的な 力 
を 強化す る ことが とりもなおさず 、一日 も 早く 統一的な 民主主義 臨時政府を 樹立し、 朝鮮の 完全な 自主 独立と 民主 
主義 的 発展を なしとげる、 もっとも 重要な 保障で あると かたく 信じた。 

じつに 解放 直後の 複雑 多難な 情勢の もとで、 党の 政治 路線を 実現で きる かどう かは、 結局、 共産党が 大衆を たた 
かいとる ことができる かどう かに かかって いた。 

だが 当時の 状況の もとで、 広 はんな 大衆を 党の まわりに かたく 結集 するとい うことは、 決してた やすい ことでは 
なかった。 

党 自体が 創建され てま もない ため、 まだ 組織的 思想 的に 強化され ていなかった。 そのうえ 一部の 大衆の なかには、 
共産主義 運動にたい する 過去の 日本 帝国主義 者たち の 悪宣伝の 影響が のこって いた。 

政治的に めざめて いなかった 一部の 大衆は、 民族主義にたい する 幻想を いだいて いた。 

そのうえ、 さまざまな 政党が 複雑な 情勢を 利用して 大衆を 自分の 側に ひきいれようと つとめ、 とくに 南 朝鮮を 占 
領 している アメリカ 帝国主義は、 自分の 手先 どもと いっしよ にあら ゆる 方法と 手段を もちい、 民族の 内部に くさび 
を うちこもうと たくらんだ。 

このような 状況の もとで、 もしも 党が 大衆を かちとる ことを 少しで も おろそかに するならば、 朝鮮 革命は じつに 
予測で きない 難関に ぶつかる かも 知れなかった。 

金 日 成 将軍は 共産党を 創建した とき、 すでに 四大 当面 課題の 第一条で、 愛国 的で 民主主義 的な 各 政党と 政 派を も 
うらす る 民主主義 民族 統一戦線を 形成し、 広 はんな 愛国 的 民主 勢力を 結集させる 課題を 提起して いた。 

金 日 成 将軍は 一九 四 五 年 十月 十三 日、 共産党の 各 道 党 責任者たち を まえにして おこなった 演説 『新 L い 朝鮮の 建 
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設と 民族 統一戦線に ついて』 のなかで、 解放 後の 朝鮮 革命の 重要な 路線 上の 問題を 明らかにする とともに、 独創的 
な 民主主義 民族 統一戦線 政策を 具体的に さししめした。 

将軍は 演説の なかで 国の 社会経済 関係を 分析し、 朝鮮人 民の まえには 反帝 反 封建 民主 i 革命を 遂行し、 民主 主 
義人 民 共和国を 創建す る 任務が 提起され ている という ことを いま 一度 明らかにした。 

そして、 この 革命の 指導 階級は 労働者階級 である ことを 強調した。 

将軍は、 つぎのようにの ベた。 

「日本 帝国主義に 屈服し、 かれらと 野合した 朝鮮の 資本家 階級が、 革命を 指導す る ことができな いという ことは 
あまりに も 明らかな ことであります。 日本 帝国主義に 反対し、 最後まで 英雄的に たたかった 労働者階級 だけが、 朝 
鮮 革命を 指導す る ことができ るし、 また 必ず 指導し なければ なりません」 

そして 金 日 成 将軍は、 民族 統一戦線 運動を あらゆる 方法で 強化す る ことを 党の 重要な 課題と して 提起し、 統一 戦 
線 運動で 党が 守るべき 基本 原則を 明白に しめした。 

将軍は まず、 統一戦線の 対象の 問題に ついて 正確な 解答を あたえた。 

将軍は、 民主主義 人民 共和国を うちたてる ためには、 労働者階級と 農民 だけでなく、 民族 資本家 もふくめ て、 す 
ベての 愛国 的 民主 勢力が 参加す る 統一戦線を 結成し なければ ならない とのべながら、 日本 帝国主義の 手先とは 連合 
する ことができない という ことを 強調した。 

将軍は つぎのようにの ベた。 

「 …… われわれの 統一戦線は、 民主主義 人民 共和国の 建設の ための 統一戦線で あるから、 日本 帝国主義の 手先と 
の 連合と いう ことは まった く 考えられません。 われわれは、 民主主義 的 独立国 家の 建設を 要求す る 良心的な 民族 資 
本家たち とは 連合す る ことができ るし、 またそう しなければ なりません」 
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また 民主主義 民族 統一戦線 運動では、 共産党が 必ず 指導 的な 役割を はたさなければ ならない と 強調して、 つぎの 
ようにの ベた。 

「このた たかいで 共産党は、 消極的 もしくは 受身に なって はなり ません。 民主主義 人民 共和国を 樹立す るた めの 
たたかいで、 共産党 員は もっとも 積極的で 能動的な 役割を はたさなければ ならない し、 人民 大衆の 先頭に たって、 
かれらを 導いて いかなければ なりません。 そうして こそ、 人民 大衆は 共産党に ついて くるでありましょう」 

将軍は つづけて、 共産党は 国の 統一と 独立を 主張す る 党派とは ためらう ことなく 合作し なければ ならない が、 こ 
の 場合、 共産党は 決して かれらのう しろから ついていって はならず、 まして や 他 党に まきこまれる ような ことがあ 
っては ならない し、 つねに かれらと 合作しながら 自己の 独自性を 守りと おさなければ ならない と 強調した。 

金 日 成 将軍は、 反動 勢力と も 「統一戦線」 をむ すぼうと する 右翼 的 傾向を きびしく 警戒しながら、 闘争 対象とは 
手を にぎる ことができない し、 統一戦線は 反動 勢力との 徹底した 非 妥協 的な 闘争の 原則で 形成され なければ ならな 
いこと を 強調した。 それは 民主主義 的 民族 統一戦線が、 あくまでも 反動 勢力を 打倒す る ことを 目的と する 各界 各層 
人民の 愛国 的、 民主主義 的な 連合で あり、 民族の 利益、 祖国の 発展を はかる 統一戦線で あるた めで あると 指摘し 
た。 

また 将軍は、 日本 帝国主義の 手先で ある 親日 地主、 隸属 資本家 や 民族 反逆者たち を 粛清し なければ ならない との 
ベながら、 日本 帝国主義の 手先を どう 規定す るかと いう 原則的な 問題に ついて、 つぎのように 明らかにした。 

「革命を 破壊す るた め、 意識的に 人民を 弾圧し 虐殺した もの だと か、 日本 帝国主義の 利益を 守る ため 民族の 利益 
に 反し、 これを 売り わたした もの だと か、 日本 帝国主義に 積極的に、 意識的に 協力した 分子は、 もちろん 手先と し 
て 規定し なければ なりません。 …… しかし、 自分の 生活を 維持す るた め、 もしくは 強圧に たえられず、 やむをえず 
日本 帝国主義の 機関に 服務した 人 だと か、 そこで 消極的で、 受動的な 役割し かしなかった 下級の 事務員たち を 手先 
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と 規定す る ことは できません。 こうした 人たち は 教育し、 改造し なければ ならず、 かれらに 再生の 道を ひらいて や 
らな ければ なりません」 

金 日 成 将軍は、 統一戦線を 形成す るう えで 提起され る 当面の 課題を 全面的に 明らかにした。 

将軍は、 強固な 統一戦線を 形成す るには 労働者と 農民の 同盟を 強化し、 広 はんな 農民を 革命の 側に 結集 させな け 
れば ならない という こと、 共産党の 隊列を 強化す る ことが なによりも 重要で あると いう こと、 まだ 十分 めざめて い 
ない 大衆を すみやかに 教育して、 かれらが 真の 民主主義の ための たたかいに たちあがる ようにす る こと、 —— その 
ためには 大衆を 教育す る ばかりでなく、 大衆から 学び、 かれらの 声に 耳を かたむけ、 かれらの 要求を 解決して やら 
なければ ならない という こと、 などを 強調した。 

金 日 成 将軍は、 このように 統一戦線 運動で 党が 守るべき 基本 原則と 当面の 課題を 明らかにし、 統一戦線を 形成す 
る ことは、 新しい 祖国を 創建す るう えで もっとも 重要な 問題の 一つで あると 結論 づけた。 

「新しい 民主 朝鮮を 建設で きる かどう かは、 われわれが 共産党を 強化し、 民族 統一戦線を 結成し、 広 はんな 大衆 
を 共産党の まわりに； する ことに 成功す るか どうかに かかって います。 すべての 共産党 員は 党の 隊列を たえず 拡 
大 強化し、 友党と 誠心誠意 合作し、 広 はんな 大衆を かちとる ために 積極的に たたかわなければ なりません」 

将軍の 演説 『新しい 朝鮮の 建設と 民族 統一戦線に ついて』 は、 朝鮮 革命の 前途を いま 一度 正確に 解明し、 独創的 
な 統一戦線の 戦略 戦術を 明確に した もので あり、 党 建設と 大衆の 結束で 提起され る 原則的な 諸問題に ついて 解答を 
あたえた 労作と して、 理論的、 実践的に 大きな i を もっている。 

将軍の 綱領 的な 教えに したがって'  共産党は 広は んな 人民 大衆を 獲得し、 民主主義 民族 統一戦線を 実現す るた め 
のた たかいを 強力に くりひろげた。 金 日 成 将軍は、 党の このた たかいを 正しく 指導した。 

将軍は、 まず 創建した 党を 組織的、 思想 的に 強化す る 活動に 力を そそいだ。 大衆の 結束 も、 民族 統一戦線の 形成 
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も、 それを 指導す る 共産党の 強化な しには 達成で きない ものであった • 

当時、 創建され た 党の まえには 多くの 複雑な 問題が 提起され、 多くの 難関が ょこたわっ ていた。 党は 自己の 隊列 
を かためなければ ならなかった し、 反動との たたかいを 強め、 大衆を かちとる ための たたかい も 強力に おしすすめ 
なければ ならなかった。 また 政権 問題の 解決に も 深い 注意を はらわなければ ならず、 民主 改革の 準備 もす すめな け 
れば ならなかった。 経済的 混乱、 とくに 食糧 難を 打開す る こと も 当面の 重要な 課題であった。 

ところが、 こぅした おりに も、 創建され てま もない 党は、 党内 外の 分派 分子ら にょって 妨害され つづけて いた。 
党内に もぐりこんだ 分派 分子と 不純 分子、 異色 分子たち は、 党の 決定を 実行せ ずに 分派 的 陰謀に のみ 没頭して い 
た。 かれらは、 一部の 道 党 委員会を はじめと する 地方の 道 委員会の 責任 ある 地位に いすわっ て、 党の 決定を 無視 
し、 はなは •たしく は 党 中央の 指導を 拒否し さえした。 

かれらは、 党の 組織 路線 も 実行し なかった。 

その 結果、 共産党 内に 労働者が 少なく、 多くの 工場 や 企業 所 や 農村には 党 細胞が つくられなかった。 党内の 規律 
も 乱れて いた。 

朴憲永 一味を はじめと する 反革命 分派 分子の 策動 も つづいて いた。 かれらは なお も 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会 
に 反対し、 北朝鮮に いる 自分たち の 手先を つかって、 ありと あらゆる 陰謀を くわだてた。 かれらは、 かげで こっ ，そ 
りと でっちあげた いわゆる 「ソゥル 中央」 なる ものを 認める ことを 強要し、 統一的な 党の 発展を さまたげた。 

金 日 成 将軍は 党を 組織的、 思想 的に 強化す るた め、 党内に もぐりこんだ 分派 分子、 異色 分子ら の 策動を 粉砕す る 
たたかいを 強力に おしすすめた。 このた たかいで 大き ■な 专 1 を もった のは、 一九 四 五 年 十二月 十七 日に 招集され た 
北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会 第三 回 拡大 執行委員 会であった。 

金 日 成 将軍は 拡大 執行委員 会で、 『北朝鮮 共産党 各鈒党 組織の 活動に ついて』 と 題す る 報告を おこなった。 
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将軍は その 報告の なかで、 あらゆる 分派 的 策動と すべての 不健全な 傾向を 組織的に 克服し、 党の 統一と 団結を 守 
り、 党 活動を 正しい 軌道に のせる ための 具体的 課題を 明らかにした。 

第三 回 拡大 執行委員 会は、 党 活動の 発展のう えで 画期的な 意義を もった。 

この 会議を 契機と して >■ 党内に もぐりこんで いたす ベての 異色 分子ら との 決定的な たたかいが くりひろげられ、 
このた たかいの 過程で、 中央の 路線に そむき、 中央の 指示に したがわなかった 地方 割拠 主義者ら は 致命的な 打撃を 
うけ、 党の 組織的、 思想 的 統一が なしとげられる ようになった。 

この 会議を 契機と して、 全 党に 中央集権 的 組織 指導 体系と 党規 律が 強化され るよう になり、 党員の 党派 性 も 高ま 
った。 党 中央と 各 級 党 組織には すぐれた 幹部たち が 登用され、 党は 労働者階級と 貧農の なかに 深く 根を おろす よう 
になった。 

金 日 成 将軍は、 党を 組織的、 思想 的に 強化 するとと もに、 広 はんな 勤労大衆を 組織的に 結集させる ため、 昼夜の 
別な く 奮闘した。 

国と 民族の 運命を 一身に になった 将軍は、 きわめて 多忙な 身で ある にもかかわらず、 大衆を 獲得して 団結させる 
ため、 つねにす すんで 各階 層の 代表たち と 会い、 情勢と 党の 政治 路線を 大衆に 説明した。 将軍は ピョンヤン •たけで 
なく、 海 州な ど 各地 方に でむいて、 みずから 大衆 講演会に 出演した。 

ちょうどこう した 一九 四 五 年の 十二月、 曹晚植 を 頭目と する 極悪な 反動 分子 どもは、 ピョンヤンから 遠くは なれ 
た 辺境の 都市 新義 州で、 一部の 不純な 学生たち を そそのかして 騒乱を ひきおこした。 

この 日、 金 日 成 将軍は ピョンヤンの ある 劇場で 市民を 集めて 演説を おこなって いたが、 その 演説の 最中に 新義州 
からの 急報を うけとった。 演説を 終えてから 将軍は 副官に こう 指示した。 

「新 義州 にいく 準備を しなさい。 いますぐ」 
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まわりの 同志たち が 将軍の 身辺を 案じて 思いとどまらせようと したが、 将軍は 外套を 身に まといながら、 ただ 微 
笑を うかべて いる だけだった。 

「さあ、 でかけよう」 

こういうと 将軍は、 凶悪な 反動 どもが 見さ かいな く 策動して いる 新義 州に むかって いそいで 出発した。 

現地に つくと 金 日 成 将軍は 危険を おかして、 学生と 群衆で ごったがえして いる 公設 運動場には いっていった。 随 
員たち は その 身辺を 案じた が、 将軍は 泰然と して 歩いて いった。 

「金 日 成 将軍 だ// 「金 日 成 将軍が こられた/」 という 声に、 騒々 しかった 場内は 一瞬に して 静まり かえった。 
静寂の なかに ただよう ものは、 かすかな 息づ かいと、 おどろきと、 感嘆の まじった 熱の こもった 視線 だけで あっ 
た。 

演壇に のぼった 将軍は、 顔に 笑みを うかべて 場内を ゆっくりと 見 まわした。 

そのと き 群衆の なかから、 かん 高い 声で、 「将軍 も 共産党 員です か？」 ときく ものが いた。 

これは、 かれらが 悪らつな 反動 どもの 悪宣伝に だまされた か、 または 認識不足から 共産党に たいして 不信の 念を 
いだいて いる ことを ある 程度 そのまま 反映した 質問であった。 群衆は 息を ころして 壇上を 見つめて いた。 

劇的な 質問を うけた 金 日 成 将軍は、 両手を ゆっくりと 腰に あてる と 顔を ひきしめ、 あたりに ひびく ような 大声で 
こたえた。 

「そうです。 わたしは 共産党 員です」 

この 毅然と した 宣言は、 千 斤の 重みです ベての 人び との 心を うった。 

会場は ざわめいた。 だれかが、 また 質問した。 

「将軍は、 なぜ 共産党には いったので すか？」 
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ばかげた 質問であった。 会場が ざわざわして いるの が 目に 映った。 

だが、 金 日 成 将軍は 泰然と してし ばらく 空を 見 あげていた。 会場が 静まり かえるのを 待って、 将軍は 右の こぶし 
を ふりかざしながら 口を ひらいた。 

「わたしが なぜ 共産党には いった か、 共産党が どんな 党で あるかに ついて 話しましょう …… 」 

将軍は、 どんな 反動 どもで も 威圧され てし まうよう な 感動 的な 語調で 理路整然と 話を つづけた。 

r …… 朝鮮の 共産主義者たち は、 祖国の 解放と 独立の ために、 わが 民族の 幸福と 繁栄の ために、 手に 武器を とって 
日本 帝国主義 侵略者 どもと 十五 年間 もたたかった のです/. あらゆる 苦しみと 犠牲を かえりみず、 極刑と 拷問、 監 
獄と 絞首台 も おそれず、 最後までた たかった のです / …… 朝鮮の 共産主義者 こそは、 わが国の 真の 愛国者で あり、 
共産党 こそは、 わが 祖国と 人民の 運命に 責任を もち、 繁栄と 幸福の 道へ 導く ことので きる 脳髄で あり、 心臓な ので 
す . 」 

とうとうと 語る 将軍の 雄弁に、 いままで 緊張して いた 聴衆は、 しだいに 深い 思いと 感動につつ まれは じめ た。 

将軍は なお も、 血ぬ られ たたた かいを くりひろげて 祖国を 救った 共産主義者たち が 人民を はげまし、 民族の 繁栄 
と 幸福を もたらす 偉大な 社会を 建設す るの だとい う 崇高な 理念に ついて、 詩的な 口調で 語りつ づけた。 そして、 祖 
国と 民族を 愛し、 民主 を 愛する 人で あれば だれでも、 力の ある ものは 力で、 知識の ある ものは 妞識 で、 金の あ 
る ものは 金で、 新しい 民主的 祖国 建設に 貢献し なければ ならない と 訴えた ので ある。 

将軍の ことばは、 水面に 張りつ めた 氷を とかし、 歓喜の さ ざ 波を うたせる 春の 日 ざしで あり、 革命の 熱風で あっ 
た。 感動した 聴衆は わきかえった。 

このと きであった。 場内の 片隅から だれい うと もな く、 「金 日 成 将軍 万歳 / .」 という 歓呼の 声が あがった。 歓呼 
の 声は またたくまに 四方に ひろがり、 やがては 会場を ゆさぶった。 人び とは 声を かぎりに 「金 日 成 将軍 万歳 / 」 を 
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叫び づ つけた。 

どんなに 傲慢で 愚かな 人間で あつても、 朝鮮人と しての 良心を 少しで ももち あわせて いるものなら ば、 民族の 
救世主で あり、 太陽で ある 金 日 成 将軍にたい し、 また その 愛国 的 熱弁にたい し、 頭を さげないで はいられな かっ 
た。 

将軍は 顔 いっぱいに 微笑を うかべ、 歓呼して 万歳を さけぶ 群衆に 手を ふって こたえた。 

この 万歳の 声は、 まぎれ もな く 金 日 成 将軍の 権威と 革命的 感化 力にたい する 感動の 頌歌で あり、 ひとにぎりの 反 
動 分子に だまされて いた 大衆が 一度に 革命の 側に 移り、 真の 領袖を あおいで ほとばしらせた 感激の 声であった。 

金 日 成 将軍は、 このように 身の 危険を も かえりみず、 人民 大衆の 団結の ためにつ とめた。 

共産党が 大衆 団体を 組織し、 広 はんな 勤労大衆を 党に 結集させる ことは、 さしせまった 課題で あると ともに、 遠 
大な 朝鮮 革命の 未来の ために も、 きわめて 重要な ことであった。 党は 広 はんな 大衆を 傘下の 社会 団体に かたく 結集 
させる ことによって、 はじめて その 革命 路線の 実践が 可能であった。 また 悪らつで 狡猾な アメリヵ 帝国主義 者 や、 + 
それと 結託した 反革命 分子との 熾烈な たたかいに よって、 決定的な 勝利を おさめる ことができた。 

大衆の 獲得と 社会 団体の 組織 過程は、 深刻な 階級闘争であった。 党は 解放 直後から、 破壊を たくらむ 反動 分子 や 
分派主義 者と 熾烈な たたかいを くりかえして きた。 

金 日 成 将軍は、 異色 分子が 大衆 団体の 指導部に もぐりこむ ことができない ように するとと もに、 政党 所属の いか 
ん 、信仰の 有無を とわずに、 革命に 参加で きる あらゆる 階級と 階層を すべて 大衆 団体に 結集 させた。 

金 日 成 将軍の 正しい 指導の もとに、 解放 後み じかい 期間に 数百 万の 勤労者を もうらす る 大衆 団体が 結成され た。 
こうして 勤労者、 技術者、 事務員は 職業 同盟に、 勤労 農民は 農民 同盟に、 各界 各層の 青年 学生は 民主 青年 同盟に、 
女性は 民主 女性 同盟に、 それぞれ 統一的に 結集され た。 
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金 日 成 将軍は 社会 団体を 組織す る だけでなく、 より 多くの 大衆を そこに 結集させる ようにした。 

将軍は つぎのように 語った。 

「われわれは 党を 強固な ものにす ると 同時に、 党の 指導 下に ある 大衆 団体を いっそう 強化し なければ ならない。 

わが 党の まわりに 広 はんな 大衆 組織がなければ、 党は やせこけた 人間の ようになって しまう だろう。 したがって 
わが 党は すべての 社会 団体を いっそう 強化し、 広 はんな 大衆を これに 結集 させ、 社会 団体を つうじてより 広 はんな 
大衆を 教育し、 かれらを 党の まわりに かたく 団結 させて ゆかなければ ならない」 

将軍の 指導の もとに 社会 団体は より 多くの 大衆を 結集 させ、 新しい 朝鮮の 建設に 大きな 役割を はたした。 大衆 団 
体は 結成 当初から、 共産党の 正しい 指導の もとで 活動した。 

このように して 共産党は 党の 隊列を 急速に 拡大して ゆき、 党の 影響力が 勤労大衆の 奥深く まで 浸透で きる 広 はん 
な 組織的 基盤と、 有利な 活動 条件を そなえる ことができた。 

将軍は 大衆を 組織的に 結集させる かたわら、 大衆にたい する 思想 政治 教育を 強め、 かれらを 実践の なかで きたえ 
るよう にした。 

金 日 成 将軍は、 勤労大衆の 階級 的 自覚を 高める ための 思想 教育の 中心 内容を 明らかに した。 それは 帝国主義の 本 
質、 —— とくに アメリヵ 帝国主義の 凶悪な 侵略的 策動を 暴露し、 それと 結託して いる 親日. 親米 派、 民族 反逆者を 
糾弾す る 宣伝 扇動 活動を ひろく おこなう こと、 また 労働者には、 労働者階級 こそ もっとも 革命的で 愛国 的な 階級で 
あり、 革命の 指導 階級で あると いう 自覚を 高めて、 その 階級 的 団結を 強める こと、 さらに 農民には、 地主の 搾取を 
暴露し、 土地は 農民の ものと ならなければ ならない ことを さとらせ、 農民の 自覚 程度を 考えて、 まず 親日 地主を 反. 
対するたたかいをおこし、小作料三.七制実施を強く要求すること、などであった。 

共産党の 各 組織と 大衆 団体は 将軍が しめした 方向に したがって、 大衆にたい する 政治 教育を 力強く くりひろげて 
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いづた。 

将軍は とくに、 勤労大衆の 民族的 誇りを 高める 教育 活動を 重要視した。 

金 日 成 将軍は、 一九 四 五 年 十月 十八 日、 平安 南 道 人民 政治 委員会が 催した 歓迎会での 演説で、 新しい 民主主義 国 
家 建設の 課題を さししめし、 つぎのように 語った。 

「これらす ベての 課題を 成功裏に 遂行す るた めには、 すべての 人び とを 愛国 思想で しっかりと 武装 させなければ 
なりません。 日本 帝国主義は 朝鮮人の 民族的 自負心を 踏みに じり、 わが 青年たち に 奴隸 根性を うえつけました。 民 
主 主義 的 独立国 家を 建設す るた めには、 わが 人民の 民族的 誇りを よみがえらせなければ なりません。 われわれは 植 
民 地奴隸 根性を 根 こそぎ にして、 高い 民族的 誇りと、 どんな ことで もやれ るの だとい う 自信を もってすす まな けれ 
ばな りません」 

将軍は、 このような 民族的 誇りと 自信を 高める ための 教育を、 アメリヵ 帝国主義にたい する あらゆる 幻想の 排 
除、 そして かれらにたい する 敵愾心の 高揚と むすびつけて すすめる ようにした。 

こうした 大衆 教育と 実際の たたかいを つうじて、 勤労大衆の 階級 的 自覚と 民族的 誇りは 急速に 高まって いった。 

勤労大衆は 共産党の 指導の もとに、 アメリヵ 帝国主義と 国内 反動 勢力に 反対す るた たかいを 力強く おしすすめ、 
新しい 朝鮮の 建設に こぞってたち あがった。 

勤労大衆を 党の まわりに かたく 結集させる 過程は、 同時に、 統一戦線 運動で 広 はんな 勤労大衆の 下層 統一を 実現 
する 過程で も あった。 広 はんな 大衆が 共産党の まわりに 結集され ていく ことによって、 共産党は ますます 強力な も 
のとな って いった。 

将軍は 党を 堅固な ものと し、 広 はんな 勤労大衆を これに 結集させる ことを 基礎に して、 あらゆる 愛国 的な 民主 勢 
力を 結集させる ため、 友党との 統一戦線に 力を そそいだ。 将軍は、 小 ブルジ ョア 階級と 民族 資本家、 宗教家 その他 
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の 中間 勢力から なる 民主主義 的 政党 組織を たすけ、 政党の 健全な 発展に 力を つくした。 

解放 後、 共産党が 創建され、 その 勢力が ひろがり、 より 強化され るに つれ、 知識人、 宗教家、 中小 商工業者 もし 
だいに 組織化され ていった。 

ブルジ ョア 民族主義 者は、 共産党の 勢力が まだ 強くな く、 大衆の 政治的 自覚が 弱い すきに 乗じて 自分たち の 政治 
的 基盤を 築こうと たくらんだ。 

また 民主党の 上層 部に もぐりこんだ 一部の 反動 分子は、 組織化の 過程に あった 民主党を 南 朝鮮の 「韓国 民主党」 
のよう な 反動 政党に しようと 画策した。 また 一部の 悪質な キリスト教 牧師、 長老な どの 教職 者と その他の 反動 ども 
は、 一部の 地方で 「大韓 社会民主党」 という 秘密 団体まで つくりあげた。 

天 道教 内の 上層 部の 一部の ものたち は、 民族 反逆者 1 麟 とつな がりを もち、 北朝鮮で 天^^の 勢力を ひろめよう 
とした。 そして 都市と 農村の 小 ブルジ ョアジ ーと 一部の 知識人 も、 自分たち 独自の 政治的 組織を 結成し ようとして 
いた。 

このような ときに 金 日 成 将軍は、 親日派、 民族 反逆者 打倒の ス 111 ガンを 前面に かかげて、 反動 どもの ^ ^ J 大 
衆 的な たたかいを つうじて 徹底的に 鎮圧し、 これに よって 民主主義 的 政党 内で かれらが 悪らつに ふるまえない よう 
にした。 

それと 同時に、 進歩 勢力が 民主党、 青 友党な どの 政党を 組織す る 際は 親日派、 民族 反逆者を 粛清し、 民主主義 的 
自主 独立国 家 建設に 協力す る ことを 基本 任務と する 綱領と、 自己の 政党の 性格に あう 組織 路線を うちださせ るよう 
積極的に たすけた。 

将軍は、 このように 能動的で 主動的な 措置を とる ことによって 中間 勢力を 正しく 導き、 かれらを 反革命の 側に ひ 
きずり こもうと 策動して いた アメリヵ 帝国主義 とその 手先 どもに 決定的な 打撃を あたえた。 
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将軍は 多くの 民主主義 的 諸政 党の 組織化を たすけた ばかりでなく、 組織され た 友党との 連合を 実現し、 共同 闘争 
をた くみに おしすすめて いった。 

金 日 成 将軍は まず 友党を 信頼し、 尊重して、 その 活動を 積極的に たすけた。 かれらと 密接に 協議し、 かれらの 意 
見に 耳を かたむけ、 つねに 先進 的な 思想と 理論で、 また 抗日 武装 闘争の 時期に 蓄積され た 豊富な 闘争 経験で かれら 
をめ ざめ させ、 実践的な 模範に よってた えず 革命的 影響を あたえた。 

将軍は 友党との 合作で、 団結しながら たたかう 原則を うちだした。 団結の 基準は あくまでも 帝国主義に 反対し、 
民主 改革の 実施を 支持す る ことであった。 将軍は 友党の いい 面は これを 積極的に 支持し、 信頼し、 尊重しながら、 
悪い 面にたい しては 見す ごす ことなく そのつど 批判を くわえて これを ただした。 

金 日 成 将軍は 友党との 統一戦線で 下層 統一を 基本と し、 これに 上層 統一を 有機的に むすびつける という 原則を 守 
るよう にした。 

当時、 上層との 統一戦線で 提起され ていた 問題で 重要な ことは、 友党の 上層 部に もぐりこんだ 一部の 反動派を 孤 
立 させ、 進歩的 勢力が 優勢を 保つ ようにた すける ことであった。 

この 原則に したがって 共産党は、 「親日派、 民族 反逆者 打倒」 のス ロ— ガンを かかげ、 友党 内の 反動的 要素との 
妥協の ないた たかいを おしすすめながら、 上層 部の 進歩的 勢力を 味方に ひきいれ、 下層 大衆を めざめさせ ていっ 
た。 

また 党は、 友党の なかの 反動 分子との たたかいでは、 おもに 党内で たたかいを 強める という 原則を つらぬいた。 
その 結果、 友党は 上層 内部の 反動的 策動と 動揺を 内部闘争を とおして これを 撃破し、 制圧で きる ようになって い 

った。 

金 日 成 将軍は このように 社会 団体と ともに 民主主義 的 政党の 組織を たすけ、 かれらとの 団結を 強化す る 活動を と 
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おして、 短期間のう ちに 統一戦線の 基礎を 築き あげた。 

こうして 北朝鮮では、 共産党の 政治 路線を 実現す るた めの 実践的な たたかいの 過程に おいて、 一九 四 五 年末から 
一九 四 六 年初までに 囊上 、民主主義 民族 統一戦線が 形成され たので ある。 

2  青年の なかで 

金 日 成 将軍は つねに、 革命と 建設に おいて 青年が はたす 役割を 重要視した。 

つらつ として お J 兀気 旺盛で 勇敢. - t:-1 おり、 新し、. い 4 >. o; .0 *t いし— - c'- ffit■ 感であ，りv進取性に富み、 iH. 
^ i\ t!l^ ^, a' し.、/ ぞのた ，めに. は 生命を %; ぃと £! ず *: -, 1 た 如う り - I はな ®. 質'^^? TT る。 

それゆえ 将軍は、 青年を 革命と 建設の 近術隊 として、 先進 的 闘士と して、 社会の 未来を 代表す る 新しい 世代と み 
なした。 

将軍は 革命 活動の 初期から 青年に 第一義 的な 関心を ょせ、 直接、 青年 運動を 組織 指導した ので ある。 

革命 闘争と 青年 活動を つねに むすびつけて いた 将軍は、 解放 後の 複雑な 情勢に 照らして 広 はんな 青年を 党の まわ 
りに かたく 結集 させ、 革命 課題の 遂行へ ふるいたたせる ことに 特別の 音義を あたえた。 

将軍は、 青年の 地位と 役割に ついて つぎのょうに 強調した。 

「青年は 民主 朝鮮 建設の 突擊隊 であり、 未来の 朝鮮の 主人であります。 われわれが 民主主義 的 独立国 家 建設の 偉 
業を なしとげる ことができる かどう かは、 青年の 自覚と 闘争い かんに 大きく かかって います」 

青年の 絶対多数は 勤労大衆の 子弟で あり、 日本 帝国主義 植民地 支配の もとで 民族的 抑圧と 搾取を うけて 成長した 
ため、 愛国心と 革命 性を もっていた。 
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それゆえ、 かれらを 団結させる ことは 当面の 革命 闘争に おいては もちろん、 かれらを 社会主義、 共産主義 建設の 
たのもしい にない 手に させる うえで も 必要な ことであった。 

しかし、 解放 直後の 青年 運動は きわめて 複雑な 状況に あった。 反動と 分派 分子の 分裂 策動に ょって、 共産 青年 同、 
盟を はじめ、 「解放 青年 同盟」、 「農民 青年 同盟」、 「学生 青年 同盟」 など、 いくつかの 青年 学生 団体が 分散して 組織 
されて いた。 民主党と キリスト教 内の 反動 分子 も 「キリスト教 青年団」 、「白衣 青年 同盟」 などの 反動 青年団 体を 組 
織し、 青年 学生運動の 分裂を もくろんで いた。 

しかし 当時の 共産 青年 同盟は、 同盟 員の 数が 少なかった。 こうした 状態が つづけば 青年 学生の 運動の 分裂は 避け 
られ ず、 したがって 共産党の 周囲に 青年 大衆を 結集させる ことが 非常に むずかしくなる おそれが あった。 

こうした 点を 洞察した 金 日 成 将軍は、 「民主主義の 旗の もとに、 愛国 的 青年は 団結せ ょ / 」 という ス a —ガンを 
かかげて 共産主義 青年 同盟を 解散 させ、. 青年の 広 はんな 統一的 組織と して 民主主義 青年 同盟を 組織す る 新しい 方針 
をう ち だした。 

将軍の 民青 創立 方針は、 解放 後の 国の 情勢、 革命の 性格と 任務、 各界 各層の 青年の 階級 的 立場、 青年 運動の 特殊 
性な どに 適合した きわめて 正しい 方針であった。 また それは、 金 日 成 将軍が 革命 活動の 1 から 朝鮮 青年 運動を 直 
接、 組織 指導して きた 豊富な 経験に もとづき、 党の 青年 後継者を 広 はんな 大衆 的 基盤を もとに 準備して ゆく 創造的 
方針で あり、 愛国 的で、 民主主義 的な 各界 各層の 大衆を 結集させる という、 党の 政治 路線を 反映した 革命的 方針で 
あった。 

将軍が うちだした 方針に したがって、 民青 創建の 準備 活動は 活発に すすめられた。 

しかし、 これは なまやさしい ことではなかった。 いたるところで 反動 分子が うごめいて いた。 かれらは 青年たち 
の 会議場 や 講演会に あらわれ ては 一 騒動を おこしたり、 外套の なかに 拳銃を かくして おどかしたり した。 また 夜中 
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に 青年 活動家の 宿所を 襲ったり もした。 

それに、 鍛練され た 活動家は まだ 少なかった。 多くの 青年たち は 革命に 身を ささげようと 決起は した ものの、 な 
にを どう すれば よいの かわからなかった し、 階級 的に もさ ほどめ ざめ てはいなかった。 

分派 分子と 事大主義 者は、 共 青 (共産主義 同盟) を 改編して 民青を 組織す る ことは 「党の 右傾 化」 であり、 「青 
年 運動の 後退」 であると いって 公然と 反対した。 また 青年を 組織に うけいれる にあたって も、 共産主義を 信奉す る 
ものに かぎる と 強弁し、 隊列の 拡大 発展を さまたげた。 

ほかの 党は といえば、 独自に 青年 問題を うちだして 会議 や 講演会を ひらき、 参加した 青年を だまして は 書類に 捺 
印 させ、 「加盟者」 にした てたり した。 

このような 複雑な 状況の もとで、 青年 大衆を どう すれば より 早く 結集させる ことができる かにつ いて、 つねに 気 
づかっ ていた 金 日 成 将軍は、 この 問題を 青年 活動家 だけに まかせず、 みずから 青年 活動家と 個別に、 あるいは 集団 
的に ひんぱんに 会い、 青年 運動の 方向と 具体的な 方法まで こまかく 教えた。 

将軍は つねに 青年 活動家に むかい、 革命に とっては、 革命的で 進取 性の ある 青年たち をつ かむ ことが 大切で ある 
とのべ、つぎのように违§った。 

「革命に おいて もっとも 勇敢で、 多くの 血を 流す のは 青年で ある。 いかなる 革命であって も、 青年が 先頭に たた 
ずに 勝利した ためしは ない。 

青年は 革命す る 世代で あり、 のび ゆく 世代で あり、 前進す る 世代で ある。 

青年たち を 正しく 教育して こそ、 祖国 統一 も 容易に でき、 共産主義 社会に もより 早く 到達す る ことができる」 

将軍は このように、 青年の 歴史的 使命と 社会的 役割にたい して 正しい 評価を くだし、 たとえ 一人の 青年で も 反動 
の 手に わたして はならない し、 青年の なかに 階級 的な 自覚、 民族的な 誇りを 高める ための 政治 思想 教育と 道徳教育 
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を 強めなければ ならない と 教えた。 

とくに、 革命家と しての 高い 社会的 意識と 誇りを もつ ように 青年を 教育す る ことによって、 かれらが 新しい 社会 
建設に 目的意識 的に 参加す るよう にしなければ ならない と 教えた。 

解放 直後の 一九 四 五 年 九月の ある 日の ことであった。  . 

将軍は、 かつての きびしい 抗日 武装 闘争のと きから 育てて きた ある 隊員に、 洋服を 着て くるよう にと いった。 か 
れは なんの ことか も 知らず、 いそいで 洋服を もってきた。 

将軍は 隊員に 洋服を 着させる と、 それを しげしげとな がめ てから 肩に そっと 手を かけ、 静かに こういった。 

「同志は 年 も 若い し、 それに パルチザンで 共 青 活動を した 経験 も あるので、 これから 青年 活動に たずさわったら 
どうかと 思う が . 」 

将軍は、 かれを ピョンヤン 市 共 青 副 委員長に 任命し ようとい うのであった。 

金 日 成 将軍は、 かれに 解放され た 祖国の 情勢を 分析して きかせながら、 朝鮮 革命の 性格と 任務、 それにと もな う 
朝鮮 青年 運動の 前途に ついて わかりやすく 説明し、 共 青での 活動に ついて 要旨つ ぎの ように 語った。 

「朝鮮の 青年は、 まだ 自己の 広 はんな 組織体を もっていない。 こうした 条件の もとでは 必ず、 新しい 民主 朝鮮 建 
設の おもだった 働き手と なる 青年たち の 広 はんで、 統一的な 民主主義 的 団体を 組織し なければ ならない。 

このような 唯一の 大衆 的 青年 組織を つくる には、 労働者、 農民、 知識人の 青年の なかから、 もっとも 先進 的で 党 
に 忠実な 青年たち で 中核を 築き、 共 青 組織を 強化す ると 同時に、 先進 的で 中核と なる 青年の 役割を 高め、 各界 各層 
の 青年を 教育し、 組織して いかなければ ならない。 

そのためには まず、 この 活動を おしすすめる 青年 活動家を 準備し、 たすけて やる ことが 重要で ある。 

もちろん、 大部分の 青年 活動家たち が 革命の ためにたち あがった ことは 事実で ある。 しかし、 まだ 青年 運動の 経 
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験 もな く、 革命 理論 ももたず、 活動 方法は なおのこと わかって いない。 だから、 だれと 手を にぎって、 なにを どう 
すれば よいの か 見当が つかない ので ある。 

したがって、 かれらが 革命的な 理論と 活動 方法を 身に つける ように 手伝って やらなければ ならない。 その かたわ 
ら共 青の 指導 機関 内に 党 組織を 早くつ くり、 党の 組織 生活を つうじて 活動家たち を 政治的、 思想 的に 教育し、 実務 
能力 も 高めて やらなければ ならない。 

また 青年 や 活動家たち のなかで、 非 原則的な すべての 現象にたい する たたかいを 組織し、 隊列 内の 統一と 団結 
を 自分の ひとみの ように 大切に 守る よう 原則的な 教育を 強化し、 偶然 分子 (階級 的 立場 や 思想から 見て 本来なら ば f 
的 党 隊列 内には いって こられない ものが、 自己の 出世 欲の ため 出身を いつわったり、 偶然な 機会に 党内に もぐりこんだ 不純 分子 
のこと)、 不純 分子 (党 や 尊命の 利益に 反する 思想を もって 行動す る 敵対 分子の こと)、 子 (党の 闘争 目的と 思想を 異にす 
る もので、 党 や 革命 隊列 内に もぐりこんだ 不純 分子の こと) どもを 徹底的に 肅 清して、 隊列 内の 純潔を たもつよう にしな 
ければ ならない」 

金 日 成 将軍の 直接の 指導と 配慮に よって、 青年 活動は いちじるしく 前進した。 青年 活動を になって いく 中核が 築 
き あげられて ゆき、 多くの 青年たち がめ ざめ ていった。 しかし 一部の 青年 活動家の なかには、 まだ 対象に そくした 
活動が できないで いた。 

将軍は、 こうした 欠陥 も そのつどた だして ゆき、 青年 活動家たち に、 活動 方法を あらためる ことは 群衆を 獲得す 
るか どうか、 革命を 前進させる かどう かの、 きわめて 重要な 問題で あると 語った。 そして 人間を 改造す る 活動を 一 
律に おこなって はならず、 活動の 場所、 対象の 具体的な 特性に そくして おこなう 革命的な 活動 方法に ついても、 く 
わしく さとした。 

「きみたちは、 青年 活動を している からには、 多くの 青年たち と 会って 活動す る わけで あるが、 ときには 老人と 
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も 会い、 婦女子たち とも 会わねば ならない こと も あるだろう。 

その 場合、 老人に いう ことと 婦女子に いう ことが、 まったく 同じであって はいけ ない。 

老人に 話す ことば、 婦女子に 話す ことば、 目下の もの、 同僚に 話す ことば それぞれが、 みなち がう ものである。 

老人に 会う ときにはまず 朝鮮の 礼儀作法に したがって、 ていねいに あいさつを し、 ことばで も、 『トン ム』 (仲 
間、 同志と いつた 意味) といった ぞんざいな ことばを つかって はならない し、 煙草 や 酒 も できるだけつつ しんだ ほう 
がよ い。 そして 年寄りの いう ことを いつも 尊重し、 相手が 理解し ない といって 自分の 考えを 無理 じいして はなら な 
い。 軽率な ことばを つかう ことは、 なおさら 注意し なくて はならない。 …… 

青年 活動家は、 いろんな 人と 食事す る こと も ある。 この場合 も、 年寄りが 箸を つける まえに 手を つけて はなら な 
いし、 上座に すわって あぐらをかいた まま 食事を する ような ことがあっ ては ならない。 

婦女子にたい しても 同じ ことで ある。 舅 や 姑の いる 婦人を つかまえて、 『トン ム』 とよんだり しては ならない だ 
ろう。 婦女子が たまに まちがった ことを いったり、 その 考えが 誤ってい るから といって 決して とがめて はいけ な 
い。 そして、 相手が ききわけ るまで 親切に さとさなければ ならない。 …… 

なに かしようと 決心して、 青年の なかには いって 仕事を する 場合で も 相手を 尊重し、 『これこれの ことを しよう 
と 思う の だが、 きみは どう 思う？』 というよう に、 きたんな く 話し あえば、 おそらく 反対す る 人は 一人 もい ない は 
ずで ある。 

また、 相手が 自分の 意見に 同意し ない 場合 も ありうる が、 そんなと きも 決して おしつける ようにして 同意を えよ 
うとし ないで、 相手の 意見を 尊重し、 説得と 解説に よって 心を 動かす ようにし なくて はいけ ない。 

きみたちは、 いつ どこへ いって、 どんな ことを する にしても、 仕事を はじめる まえには まずこう した ことを 肝に 
銘じ 、必ず このと おりに 実行し なければ ならない。 
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もちろん 青年を 教育し、 かれらを 革命 課題の 遂行に ふるいたたせる ことは 非常に 重要で ある。 しかしき みたちが 
いばったり、 謙遜 さを 欠き、 礼儀 一つ 守れない とすれば、 いったい だれが きみたちを 信頼し、 革命を いっしょに や 
ろうとす るだろう か。 

^?た^'が''い 0. も謙度で礼籠正'*し，く>すべてのことにみずから模§しめじさえすれば \ ,人民の，真_の忠樂5^# 
主義者 -t;7 かる ことが 理解され よう u、 f'. たそうな づて こそ 大衆が つ. いてく るい、 教育 もす すみ、 革命 任務 も 成功 ^ 
に 遂行 ざれを であろ 5, 」 

この ことばは、 青年 活動家たち の 綱領 的な 指針と なった。 

将軍は 青年と 青年 活動家たち を 肉親の 情で いつくしみ、 かれらの 活動と 生活に 格別の 気を くばった。 解放 直後は 
すべての ものが 不足し 困難な ときであった が、 青年 活動家の ために りっぱな 庁舎を 建て、 自動車 も 数 台 おくったり 
した。 

ピョンヤン 市 共 青 委員会が 将軍の 配慮に よって 新しい 庁舎を あてがわれ、 まだ 何日 もたって いない ある 日の こと 
であった。 

将軍は 朝鮮 革命を 指導す るせ わしい なかを、 新しい 庁舎で 活動して いる 共 青 活動家たち のこと を 気に かけて、 ぽ 
たん 雪が ふりしきる 深夜に も かかわらず、 わざわざ 庁舎を たずねて いった。 

ピョンヤン 市 共 青 委員会の 庁舎の まえにつ いた 将軍は 肩に つもった 雪を はらおうと もせず、 新しい 庁舎を 見て ま 
わり、 副官に こういった。 

「青年と いう ものは、 明るくて ひろびろと していて 朗らかな ことが 好きな のに、 青年 機関の 玄関の 電灯が こんな 
に 暗くて はだめ だ。 そうだろう …… 」 

金 日 成 将軍は 正門から なかへは いろうと したと き、 玄関の ドアの せまい ことにつ いても 指摘した。 
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「この ドア もな おした ほうがよ い。 希望と 抱負に 燃えて いる 青年たち が 胸を 大きく ひらいて、 大手を ふって はい 
れ るよう にして あげた ほうがいい」 

普通の 人には なんでもない ことのよ うに 思える 電灯 や ドアにたい してまで、 青年の 特質を 深く 考慮し、 かれらを 
心からい つくしむ 将軍は、 このような 些細な ことから も 大きな ところに 考えを めぐらす のだった。 

将軍は 事務室へ と 足を むけた。 しごとを しかけた まま 机に うつ 伏せに なって いる 委員長の 姿が 目に とまった。 お 
こそうと する 副官を、 将軍は 手を ふって おしとどめた。 

そして 静かに 委員長の そばに 近づく と、 自分の 外套を ぬいで そっと かけて やり、 足音を しのばせて その 場を 去っ 
た。 

青年たち の 生活の すみずみまで こまかく 気を くばる 金 日 成 将軍は、 青年 活動家が 寝と まりして いる 合宿に も、 い 
くた びと なく おとずれた。 

そんなと きは よく、 食堂から 先にたち よった。 そして 食堂で 働いて いる 人たち に、 大豆を おくる から、 若 ものた 
ちが 好む もやしを つくって 熱い 汁で もこ しらえ て やる ようにた のみ もした。 またとき には、 おいしい おかずの 材料 
を 副官に もたせたり した。 

青年 運動の 前途を はっきりと しめし、 青年たち の 活動と 生活を 肉親の ように こまごまと 見守る 金 日 成 将軍の もと 
で、 民青 組織 結成の 土台は 短期間の あいだに、 あい 路と 難関を のりこえて 築かれて いった。 

一九 四 五 年 十月 二十 八日、 ビョン ヤンで 金 日 成 将軍の 参 席の もとに 各 道 共 青 熱誠 者 会議が ひらかれた。 

将軍は この 会議で、 祖国の 現状、 朝鮮 革命の 性格と 任務を 分析し、 青年 運動の すすむべき 方向を いま 一度 明らか 
にして、 各界 各層の 青年を 党の まわりに かたく 団結させる 必要性と その 対策を、 説得力 ある わかりやすい ことばで 
解説した。 
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将軍は 民青 創建の 方針を 代表たち によく 理解させる ため、 みずからの 体験まで あげて 説明した。 

「われわれが 山の なかで たたかって いると き、 あると ころで 反日 『救国 軍』 に 出会った。 かれらは 共産主義者と 
いえば 頭 ごな しにき らい、 多くの 共産主義者を 殺害す る 蛮行を ひんばんに 働いて いた。 

われわれは 大兵 力の 日本 帝国主義 軍隊と たたかうた め、 かれらと 反帝 統一戦線を むすぶ ことを 決心し、 かれらの 
頭目と 会った。 

われわれは 日本 帝国主義に 反対して たたかう かれらの 活動を 高く 評価し、 朝鮮の 共産主義者 もやは り 日本 帝国 主 
義に 反対し、 朝鮮の 独立を たたかい とる という 目的は 同じで ある ことを 理解 させ、 われわれと ともに、 共同の 敵 日 
本 帝国主義に 反対して たたかう ことを 訴えた。 

われわれ 共産主義者は、 日本 帝国主義の 軍隊と たたかう 戦場で、 もっとも 困難で 骨が おれる 戦闘を うけもち、 勇 
敢 さと 犠牲 精神の 模範を しめして やった。 

われわれは 血を 流し 命を かけて かれらを 救い、 共産主義者の 気高い 品性と 同志 愛を みせて やった。 たたかいは 勝 
利のう ちに 終わった。 それからと いう ものは、 かれらは 全員 われわれの 味方と なり、 そのな かには すぐれた 共産 主 
義者 となっ たもの もい る。 

ところで、 解放され、 合法 活動が できる こんにち、 共産主義 青年が 青年団 体内で 当時の ように 活動 すれば、 新し 
いものに 敏感で、 正義感に 燃える 勤労 青年は もちろんの こと、 各界 各層の 青年 も 必ず 共産主義 青年に ついて くるで 
あろう . 」 

将軍の 演説は 青年 活動家の 前途を 照らす 灯台であった。 会議の 参加者たち はだれ もが、 民青を 創建す る ことが ま 
さに 当面の 朝鮮 青年 運動の すすむべき 道で ある ことを いっそうは っきり 理解す るよう になっ た。 

現実を 正しく 見る こと もで きず、 革命 理論 もな く、 革命の 段階 もよ く 知らない 分派 分子ら は、 将軍が しばらく 席 
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をた つと、 その 機に乗じて 挑戦して きた。 しかし、 それは ことごとくう ちく だかれた。 

将軍は 翌日 も 会議を 指導した。 

会議では、 共 青を 民青に 改編す る 決定が 満場一致で 採択され た。 その 瞬間、 嵐の ような 拍手と 歓呼の 声が わき お 
こった。 

会議では、 将軍が みずから 筆を いれて なおした 宣言書が 朗読され た。 

「新しい 国家 建設で 中堅と なる 朝鮮 青年 男女 諸君 / …… われわれの 責任が いかに 重大で あるかを 自覚せ よ/. わ 

れ われは 総力を 集中して、 全 朝鮮人 民の 福祉を 保障 ある 民主主義 人民 共和国を 一日 も 早く 建設し なければ ならな 

、〇 

tv 

うるわしい 三千 里 江山の あるじで ある 朝鮮 青年 男女 諸君 / 世界に 誇る 民主主義 新 国家を 建設し よう / …… 民族 
団結を 妨害し、 分裂を たくらむ いっさいの 反動 分子と 勇敢に たたかおう / 熱血の 朝鮮 青年よ/きたれ/集ま 
れ / 団結は 力で ある。 そして この 団結され た 力と 燃えた ぎる 熱情で、 この 偉大な 任務を なしとげよう / 」 

金 日 成 将軍の 提議に よって、 一九 四 五 年 十月 三十日、 朝鮮 民主 青年 同盟 組織 準備委員会が 結成され た。 

青年の 気勢と 政治的 熱意は、 活火山の ように 燃え あがった。 

民青 創立 方針を 実践す るな かで、 青年 運動は 新しい 転換を なしとげた。 なかで も 将軍の 直接的な 指導を うけた ピ 
ョン ヤン 市と 平安 南 道の 活動は めざましかった。 将軍は、 ここでつ くられた 模範を 全国に 一般化して いった。 

将軍は集会や講演会、座談会などをひらき、広はんな青年たちに民青創建の正当性とその音 1 、朝鮮青年運動の 
任務と 展望を 解説、 宣伝 させた。 そしてみ ずから も 青年の なかにはい って 講演し、 かれらと 談話を かわした。 

革命と 建設を 全般に わたって 指導す る 将軍の 労苦を いくらか でも 少なく する ため、 青年 活動家たち が、 講演 
にで るのを さしひかえて くださる ようにと、 なんども 進言した が、 そのたび に 将軍は、 つぎのように 語る の だっ 
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た。 

「日本 帝国主義 侵略者は、 朝鮮 民族の 文明の 度が 高くな り 発展す るのを おそれて、 貧しい家の 子には 勉強 もさせ 
ず、 農村では 夜学まで 廃止して しまったの です。 朝鮮の 青年たち が 政治的 生命を もたない まま、 学びた くと も 学べ 
ず、 知りた くと も 知る ことができずに 生きて きた ことを 思う と 胸が 痛む のです …… 。かれらの ねがいを かなえて や 
るのは、 かれらの ために 血を 流して たたかった われわれを おいては ほかにないで はありません か …… 」 

将軍は、 反動 どもが 「反共」 騒動を おこし、 民青 創建の 奔流を さえぎろうと 必死になって もがいて いる 危険な 状 
況にも かかわらず、 みずから 草稿を 作成して ピョンヤンは もちろん、 遠く 海 州を はじめ 多くの 地方にまで でかけて 
いき、 青年 学生の まえで 講演を した。 

民青の 創建は、 こうした 金 日 成 将軍の 具体的な 指導が あった からこ そ 急速に すすんだ のであった。 とくに、 北朝 
鮮 共産党 中央 組織 委員会 第三 回 拡大 執行委員 会 以後、 青年 運動は いっそう 早い テンポで 前進した。 

そのころ はすで に、 敵の いかなる あがき も、 分派 分子 や 地方 割拠 主義者 どもの どのような 策動 も、 こなごな にう 
ちく だかれて いた。 

こうして 一九 四 六 年 一月 十六 日、 朝鮮 民主 青年 同盟 創建の ための 北朝鮮 民主 青年団 体 代表者 会議が ひらかれた。 

一九 四 六 年 一月 十七 日、 朝鮮人 民の すぐれた 指導者で ある 金 日 成 将軍の 偉大な 革命 思想を 直接 体現し、 将軍が 組 
織 展開した 初期 革命 活動の 時期と、 抗日 武装 闘争の 時期の 豊富な 青年 活動の 伝統を ひきついだ 朝鮮 民主 青年 同盟の 
創建が 宣布され た。 民主 青年 同盟の 創建は、 朝鮮 青年の 生活と 青年 運動 発展のう えで、 大きな 音義を もつ 歴史的な 
出来事であった。 

民青が 創立され たこと によって 朝鮮の 青年たち は、 金 日 成 将軍を 首班と する 党 中央委員会の まわりに、 さらに か 
たく 結束す る ことができた。 
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その後、 金 日 成 将軍は 社会主義 革命が 完成し、 社会主義 建設が 全面的に 深化 発展す るに したがい、 青年の 政治 思 
想 生活で おきた 大きな 変化と 青年 運動 発展の 要求に そくして、 民青を 共産主義 的な 大衆 団体 である 社会主義 旁 <»| 青 
にあら ため、 その 強化 発展に すみずみまで 心を くばった。 

将軍は じつに、 青年の ためには 何一つ 惜しまなかった。 

将軍は 青年の 将来と 希望に ついても 深く 心を くばり、 かれら 一人ひとりを はげました。 

将軍は、 工場に でかけて は 油に まみれた 青年の 手を あたたかく 握 ^ '、農村に でかけて は 農村の 青年たち と 語り あ 
い、 かれらの 生産 活動と 学習、 生活の すみずみに いたる まで こまかく 心を くばった。 

溶鉱炉 や 地下 坑道の なかで、 船の 甲板 や 伐採 場、 建設 場 や 協同 農場の、 その どこで でも 将軍は 青年たち を 自分の 
息子の ょうに はげまし、 かれらを 新たな 偉勲へ とふる いたた せた。 

青年 運動 指導に おける 金 日 成 将軍の たぐいまれな 豊富な 経験と、 洗練され た 導きと、 そして 肉親の ょうな 愛と い 
つくしみ が あった からこ そ、 朝鮮の 青年 運動は 世界 青年 運動の 模範と なり、 朝鮮 青年は 金 日 成 将軍の 命令 や、 指示 
にかぎ りなく、 忠実な 近衛 隊、 決死隊と なった ので ある。 

3 最初の 人民 政権の 誕生 

金 日 成 将軍は、 広 はんな 勤労大衆を 党の まわりに さらに 多く、 さらに かたく 団結 させて 新しい 形態の 人民 政権を 
樹立す るた めに 力を そそいだ。 

北朝鮮で 革命を とどこおりな く 前進 させ、 革命的な 民主 基地の 創設 路線を つらぬく ためには、 日本 帝国主義の 古 
い 支配 機構を うちこわし、 新しい 人民 政権を 樹立し なければ ならなかった。 
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人民 政権を うちたて、 それを 革命の 武器と して しっかりと 手中に おさめなければ、 敵の 反抗を 鎮圧で きない ばか 
りで なく、 社会の 根本的な 変革 も、 革命の 決定的な 勝利 も 達成す る ことができなかった。 

革命を 最終的な 勝利へ と 導く ためには、 解放され た 朝鮮人 民の 要求に 全面的に そい、 祖国の 民主主義 的 発展に 全 
面 的に 合致し、 祖国の 民主主義 的 発展に そくした 新しい 形態の 強力な 政権 機関を うちたてねば ならなかった。 また 
新しい 形態の 強力な 人民 政権を 樹立して こそ、 党の 政治 路線、 とくに 北半 部を 朝鮮 革命の 基地に かえる 党の 革命的 
な 民主 基地 路線を つらぬく ことができた。 

金 日 成 将軍は、 権力の 問題を 革命に おける 基本的な 問題、 革命の 勝敗と 建設の 成果を 左右す る 死活の 問題と して、 
抗日 武装 闘争の 時期に 築いた 貴い 伝統と 経験に もとづき、 解放され た 朝鮮の 具体的 現実に 適した 真の 人民 政権 創設 
路線を 科学的に 明示した。 

将軍は、 人民 政権 路線を 規定す るに あたって、 まず 朝鮮 革命は 資本家 階級の 指導す る 古い 形態の ブルジ ョァ 革命 
ではなく、 労働者階級が 指導す る 新しい かたちの 人民 民主主義 革命で ある 点と、 この 革命の 反帝 反 封建的な 性格 か 
ら 出発して、 労働者階級の 指導の もとに 広 はんな 農民と 都市 小 資産 階級 だけでなく、 一部の 民族 資本家まで 革命に 
参加す る ことができる という 点を ふかく 考慮した。 

こうして 金 日 成 将軍は、 党の 政治 路線に おいて、 解放され た 祖国の 地に、 広 はんな 民主主義 民族 統一戦線に もと 
づく 民主主義 人民 共和国を 創建す る 路線を さししめした ので ある。 

民主主義 人民 共和国 創建 路線は、 将軍が 指導した 抗日 武装 闘争の 炎の なかで、 すでに その 基礎が 築き あげられて 
いた。 金 日 成 将軍の 導きの もとにく りひろ げられ た 抗日 武装 闘争の 全 行程は、 そのまま 労働者、 農民を はじめと す 
る 勤労階級に 自由と しあわせを もたらす、 真の 人民の 政権を 樹立す るた めの 闘争であった。 

その 当時 将軍は、 将来 創建され る 政権は、 労働者階級が 導く 労農 同盟に もとづいた 広 はんな 反日 勢力の 統一戦線 
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による 人民 革命 ) SC. 府 とならねば ならない という 路線を 提示した。 これは、 わが国の 革命 発展の 合法 則 的 要求から 生 
れ 、民族的、 階級 的 矛盾と 社会経済 的 条件を 科学的に 分析して 提起され た 路線であった し、 権力 問題に かんする マ 
ルクス. レ ー -1 ン主 義理 論を 独創的に 発展 させた 路線であった。 

将軍は、 東 満州 遊撃 根拠地には じめ て 人民 革命 政府を 樹立した その 経験に もとづき、 祖国 光復 会十大 綱領に おい 
てうち だした、 人民 自身が 政権の 主人公と なり、 徹底して 人民の 利益に 奉仕し、 労働者、 農民を はじめと する 全人 
民と 革命的 連係を もつ 人民 政権を 創建 するとい う、 深い 思想を 体系化した。 

同時に 金 日 成 将軍は、 きびしい 抗日 武装 闘争の 試練の なかで、 大衆と 血縁 的 連係を むすび、 人民の ためにす ベて 
を ささげて たたかう ことので きる、 きたえられた 数多くの 共産主義者を 育成し、 人民 政権を 創建す るた めの 革命的 
骨幹を 準備した。 

一九 三〇 年代の 抗日 武装 岡 争の 時期に、 金 日 成 将軍が 創造した 人民 政権 路線と その 貴重な 活動 経験は、 まさに 解 
放された 朝鮮人 民を して、 みずから すすんで そのような 人民 政権 形態を 選ぶ ように させた。 

解放を むかえ、 民主主義 的な 新しい 朝鮮を 建設す る 道を 歩みは じめ た 朝鮮人 民は、 抗日 武装關 争の 過程で 育った 
共産主義者の 正しい 指導の もとに、 日本 帝国主義の 統治 機構を うちこわし、 勤労 人民の 各界 各層の 代表に よる 地方 
政権 機関で ある 人民委員 会を 組織した。 

金 日 成 将軍は、 人民の 創意に より、 人民 自身の 手に よって 創設され た 人民委員 会を 新しい 形態の 人民 政権 機関と 
して 規定しながら、 その 理由を つぎのようにの ベた。 

「それは、 人民委員 会 こそ 人民の 創意に より、 人民 自身の 手に よって 樹立され た 政権で あり、 朝鮮人 民の 敵で あ 
る 親日派、 民族 反逆者、 地主、 および 買 弁 資本家に 反対す る 労働者階級を 中核と する 勤労大衆と 全人 民の 利益を 代 
表する 政権で あり、 広は んな 大衆の なかに ふかく 根を おろし、 人民の 要求に もっとも 敏速に 応じ、 人民の 支持を う 


74 


3 最初の 人民 政権の 誕生 


け、 人民と 血縁 的に むすびついた 政権 機関で あり、 古い ブルジ ™ r 社会の 『議会 的 民主主義』 政権の 形態で なく、 
悪 どい 日本 帝国主義 支配の 抑圧 的な 国家 機構が うちくだかれた 場所に 発生した まったく 新しい 民主主義 的 政権 形態 
であり、 将来 わが 人民を 幸福な、 そして ゆたかな、 さらに 気高い 民主主義の 社会に 導く ことので きる 新しい 形態の 
政権で あるから であります」 

いいかえれば、 人民委員 会は、 祖国の 完全な 自主 独立を 保障し、 広 はんな 人民 大衆を その まわりに 結束 させ、 人 
民の 政治的 熱情と 愛国心を 高度に 発揮 させ、 あらゆる 力を 強く 豊かな 祖国 建設に 動員す る ことので きる 政権 形態で 
あった。 

将軍が 明らかにした 人民 政権 路線は、 一九 三〇 年代に 築かれた 人民 革命 政府 路線の 継承 発展で あり、 それを いっ 
.そう 豊富に した ものであった。 

金 日 成 将軍は、 まず 各地に 組織され た 人民委員 会を 強化す るた めに、 あらゆる 努力を かたむけた。 

人民委員 会を 創設し、 それを 強化す る 仕事は、 きわめて きびしい 階級 關 争であった。 

日本 帝国主義に かわって 南 朝鮮を 占領した アメリヵ 帝国主義 者は、 反動 勢力を かき 集めて、 民主主義 的 白 主 独立 
国家 建設の ための わが 人民の 闘争を 失敗 させようと、 ありと あらゆる 策動を くりひろげた。 これと ともに 左右の 日 
和 見 主義者 も、 人民 政権を 組織す るた めの 闘争に 多くの 難関を つくりあげた。 

朴憲永 スパィ ー味を かしらと する 右翼 投降 主義者たち は、 親日 地主、 資本家の 利益を 代弁して、 わが国に ブルジ 
ョア 共和国で ある、 いわゆる 「人民 共和国」 をつ くらねば ならない と 主張した。 

また 極左 分子たち は、 わが国の 社会 発展の 客観的 要求を 無視し、 民主 主 栽 革命の 段階を とびこえて、 ただちに わ 
が 国に プロレタリア 独裁 政権を うちたて、 社会主義 革命を 遂行せ ねばならな いと 強弁した。 

金 日 . « 将軍は、 民族と 階級の 敵 および 左右の 日和見 主義者 どもの このような 策動を 徹底的に うちくだき、 人民委 
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員 会を 強化す る 活動を 力強く 導いた。 将軍は、 共産党の 組織を あげて 人民 大衆の なかに 民主主義 人民 共和国 創建 路 
線を 深く 浸透させる と 同時に、 敵対 分子の 罪状を あますところなく 暴露し、 人民 大衆の 団結した 力に よって 敵対 分 
子を 徹底的に 粉砕した。 

将軍は このような 闘争に おいて、 鍛練され た 勤労 人民の すぐれた 働き手を 人民委員 会に 数多く 派遣し、 その 構成 
を さらに 改善して、 人民委員 会にたい する 共産党の 指導を 保障し、 人民委員 会 内部での 新しい 秩序 確立の ための 組 
織 指導を 強化した。 

将軍は、 左右の 日和見主義 者、 とくに 朴憲永 スパィ ー味の ブルジ ョァ 的な、 いわゆる 「人民 共和国」 建設を うん 
ぬん する 反革命 的な 主張を 粉砕す るた めに きびしい 思想 闘争を くりひろげた。 

一九 四 五 年 十一月 十五 日に ひらかれた 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会 第二 回 拡大 執行委員 会で、 将軍は 政権の 問題 
にかんする 党の 基本 方針を 明示し、 真の 人民 政権は 大衆 的な 基盤で ある 広 はんな 民主主義 民族 統一戦線に もとづか 
ねばならず、 党の 指導が 必ず 確保され なければ ならない と 再三 強調した。 

将軍は、 政権と いう ものは、 何人 かの 人間が 集まって 宣布す る ことによって 樹立され る ものでは ない と 指摘し、 朴 
憲永 一味が たくらんだ いわゆる 「人民 共和国」 は、 いかなる 大衆 的な 基盤 ももたない ものである ことを 暴露した。 
したがって、 反動 分子が 中心と なって 構成し ようとす るい わ ゆる 「人民 共和国」 にたいしては、 全然 支持で きない 
ことを 明らかにした ので ある。 こうして 朴憲永 一味が たくらんだ いわゆる 「人民 共和国」 は、 こなごなに うちくだ 
かれて しまった。 

この 会議 以後、 分派 分子たち は、 「人民 共和国」 樹立 うんぬんを 二度と 口にで きなかった し、 金 日 成 将軍が 明ら 
かにした 政治 路線にたい しても、 それ 以上 反対す る ことができなかった。 

将軍は、 内外の 敵との 闘争を 強力に おしすすめながら、 北朝鮮の 中央 政権 機関を 樹立す るた めの たたかいを 力強 
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く おしすすめた。 

この 過程で、 地方 人民委員 会 内で 軎晚植 をは じめ とする 革命の 異色 分子、 偶然 分子ら が 一掃され、 北朝鮮の 行政 
を 部門 別 (産業、 交通、 逓信、 農林、 商業、 財政、 教育、 保健、 司法、 保安) に 担当す る 行政 十 局が 組織され た。 また、 北 
朝鮮 共産党 中央 組織 委員会 第三 回 拡大 執行委員 会 以後、 党が 急速に 強化され、 広 はんな 人民 大衆が 党の まわりに 結 
集し、 民主主義 民族 統一戦線が 形成され ていった。 

こうした 条件が つくりだされる や、 金 日 成 将軍は ただちに 北朝鮮の 中央 政権 機関と して、 北朝鮮 臨時 人民委員 会 
を 樹立す る 方針を 明らかにした。 

これは、 新しい 情勢の 切実な 要求にたい する 明確な 回答で も あった。 

地方に 新しい 政権 機関が 組織され、 それが さらに 発展す るに つれて、 各地 方の 人民委員 会を 統一的に 指導す る 中 
央 機関を 樹立す る ことは、 きわめて 緊急な 課題であった。 このょうな 中央 的 国家 機構を 樹立して こそ、 人民 政権 機 
関の 散漫 性と 地方 割拠 主義 的 傾向を なくし、 祖国と 人民の まえに 提起され た 切実な 政治的、 経済的 課題を さらに 円 
滑に、 統一的に 実現す る ことができる のであった。 

しかし 一部の ものたち は、 「遠からず 三十八度線が なくなって 南北が 統一され るのに、 北朝鮮 だけの 中央 政権 機 
関を 樹立す る 必要は ない」 と 主張した。 

金 日 成 将軍は このょうな 妄言を はねのけ、 民主主義 的 政党 や 社会 団体を 中心として 北朝鮮 中央 行政機関を うちた 
てるた め、 発起 委員会を 組織し、 一九 四 六 年 二月 八日、 北朝鮮 臨時 人民委員 会を 樹立す るた めの 北朝鮮の 民主主義 
的な 政党、 社会 団体、 行政 局、 人民委員 会の 代表から なる 拡大 協議会を ひらいた。 

この 会議で 金 日 成 将軍は、 『当面する 朝鮮の 政治 情勢と 北朝鮮 臨時 人民委員 会の 組織に ついて』 と 題す る 報告を 
おこなった。 
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将軍は、 日本 帝国主義 者の 悪らつな 支配の 結果 わが国に 生み だされた 社会経済 的 状態に ついて 分析し、 解放 後 五 
か月亂 の 北朝鮮に おける 政治、 経済、 文化の 全 分野で 達成. した 成果を 概括した。 ひきつづき 将軍は 人民委員 会の 発 
展 過程を 指摘し、 地方 人民委員 会が かちとった 業績にたい して 正しい 評価を くだしながら、 中央 主権 機関を 樹立せ 
ねばならない 必要性を 明らかにした。 

将 ¥ は、 北朝鮮に 中央 主権 機関を 樹立す る ことは、 完全に 時期の 熟した 課題 だと 指摘しながら、 

「われわれは、 わが国に 統一 政府が 樹立され ると きまで、 北朝鮮 臨時 人民委員 会が このような 機関と ならねば な 
らな いと 考える」 

と 強調した。 

そして 将軍は 終わりに、 樹立され た 北朝鮮 臨時 人民委員 会の 任務に ついて 具体的に 明らかにした。 

金 日 成 将軍の 報告は、 会議に 参加した 人び との 熱烈な 支持を えた。 拡大 協議会は 高い 政治的 熱意の なかで 北朝鮮 
臨時 人民 委眞会 を 樹立し、 その 委員長と して 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 将軍を 一致して 推戴した。 

こうして 朝鮮人 民の 久しい 宿願で あり、 朝鮮の 共産主義者が そのために 血を 流して たたかった、 その 人民 政権が 
金 日 成 将軍に よって 輝かしい 誕生を 見る にい たったの である。 

これは まさに、 朝鮮人 民の 政治 生活に おいて 深い 歴史的 意義を もつ よろこばしい 出来事であった。 

金 日 成 将軍は、 この 政権の 深い 根源に ついて つぎのようにの ベた。 

「朝鮮の 共産主義者たち と 愛国 的 人民は、 日本 帝国主義 支配 下の もっとも 暗たんた る 時期に、 言語に 絶す る あら 
ゆる 艱難辛苦を へながら も、 ただ ひたすら 祖国の 光復と 人民の 自由の ために、 十五 年間 も 英雄的な 抗日 武装 闘争を 
展開して きました" …… われわれの 人民 政権は、 朝鮮の 共産主義者を はじめと する 愛国 的 人民の 栄光に みちた 革命 
伝統を 継承した 政権で あり、 わが 党の 指導の もとに、 わが 人民が 苦しい 闘争を つうじて 狸 得した 偉大な たたかいの 
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成果であります」 

一九 三〇 年代に 築かれた 人民 革命 政府 路線の 伝統を 継承した 北朝鮮 臨時 人民委員 会は、 労働者階級が 指導す る 労 
農 同盟に もとづく、 広 はんな 反帝 反 封建的 民主 勢力を もうらした 民主主義 民族 統一戦線に 依拠した 人民 政権と し 
て、 人民 民主主義 独裁の 機能を 遂行す る 政権であった。 

この 政権は、 反帝 反 封建的 民主主義 革命の 課題を 完遂し、 北半 部に 革命的 民主 基地を 創設す る 使命を もってい 
た。 

北朝鮮 臨時 人民委員 会が 樹立され たこと によって、 わが国に おける 主権 問題は りっ ばに 解決され た。 

こうして 朝鮮人 民は、 自己の 真の 政権を もつ ことによって 文字 どおり 国家の 堂々 たる 主人と なり、 富強で 自由 
な、 新しい 社会を 建設す る 力強い 革命の 武器を もつ にいた ったので ある。 

北朝鮮 臨時 人 E 委員会の 樹立は、 朝鮮人 民に あたえられた 画期的な 慶事であった。 

人民は、 真の 人民 政権の 樹立を 熱烈に 歓迎した。 人民は 敬愛す る 領袖 金 日 成 将軍が その 首班に おされた ことを 心 
から よろこび、 これ 以上の 幸福は ない と 考えた。 

いかなる 国家の 人民に とっても、 自己の 主権は きわめて 貴重で ある。 しかし その 貴 さを 感じと る 心情が、 朝鮮人 
民 ほど 強烈な 人民は おそらく 少なかろう。 それは、 朝鮮人 民が へて きた 苦難の 歴史が 世界に 類例の ない ほど 涙ぐま 
しい ものであった からで ある。 

かつての 朝鮮人 民は、 主権を もたなかった が ゆえに、 自分の 国、 自分の 土地に 住みながら も 苦しみ、 囚人 や 流浪 
の 民と かわりない 抑圧と さげすみの なかで、 血のに じむよう な 苦渋を 味わって きた。 のどを うるおす ために 飲む 一 
ばいの 水に もに がい 涙が まじって い. たし、 落葉の ように 踏みに じられ、 餓死を する 破目に なっても、 それを どこに 
も 訴えで ると ころがな かった。 
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圧制者、 侵略者の 圧力に おされ、 渡り鳥の 群の ょうに、 見 も 知らぬ はるかな 異国に 流れて いった 人び とは、 どれ 
ほど 多かった ことであろう。 しかし 渡り鳥は 帰って きても、 こうして 旅立って いった 人び とのな かで ふたたびな つ 
かしい 祖国の 地に 帰って きた 人び とはき わめて 少なかった。 日本、 満洲、 中国 内陸、 そして 遠い 南の 空のは て I 、 
そのいず こに も、 わが 同胞の、 死ぬ に 死に きれぬ 思いで この 世を 去った そのな きがら が 散らばらなかった ところが 
あった だろう か。 

それば かりではなかった。 

数千を こえる 同胞が、 アメリヵの 奴隸 商人 どもに、 その 当時の 金で わずか 三 円で 売りと ばされ、 太平洋の かなた 
にわた ってい かなければ ならなかった。 そして かれらは、 ハヮィ や メキシコで、 ふたたび アメリヵの 農場 主に 奴隸 
として 壳り わたされ、 残忍 きわまりない 殺人鬼 どもの ムチ にうた れ て、 荒 地の いばらを 血に 染めながら 死んで いっ 
た。 また ある 人は 銃剣に 追いた てられて、 猛獣 や 毒蛇の むらがる ジャングルを かけまわり、 わに 狩りに ひきだされ 
ては 悲鳴 だけを のこし、 わにに くわれて 死んで いった。 

空と ぶ 鳥 も、 住んで いる 森と 巣を 追われても、 他に 移る 場所が あるのに、 自分の 国、 自分の 政権を もたない わが 
同胞には ゆきつく ところ さえなかった の だ。 

しかし、 ついに 真の 人民の 政権が うちたてられ、 あのい まい ましい 不幸と 苦痛の 歴史は、 遠い むかしがたり とし 
て 永遠に 消え去った。 

かつての 奴隸 であり、 悲惨な 受難 者であった 労働者、 農民を はじめと する 勤労 人民は、 金 日 成 将軍が もたらして 
くれた 政権を もりたて、 心を 一つに して こぞってたち あがり、 国の 堂々 たる 主人と なった。 

こうして 各地で、 北朝鮮 臨時 人民委員 会の 結成を 祝う 群衆 大会が ひらかれた。 

二月 十日、 ピョンャンでは、 十万の 市民が 花束と 絹で かざった 金 日 成 将軍の 大きな 肖像画を 先頭に して、 祝賀 行 
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進を くりひろげた。 

「北朝鮮 人民の 真の 政権で ある 北朝鮮 臨時 人民委員 会 結成 万歳 / 」、 「朝鮮人 民の 敬愛す る 英雄、 北朝鮮 臨時 人民 
委員会 委員長 金 日 成 将軍 万歳/」 と 叫ぶ 歓声は、 ピョンヤン だけでなく 全国 各地で わきおこった。 

人民は 敬愛す る 領袖 金 日 成 将軍にたい して、 その 教えに 忠実で ある ことを かたく 誓った。 

江 原 道の 人民は 将軍に おくる 手紙に、 つぎのようにした ためた。 

「われわれの偉大な指導者金日成将 ¥ / われわれ 江 原 道の 百万 道民は 将軍の 教えを F« く かかげ、 北朝鮮 臨時 人 

民 委員会の 決定を 忠実に 実行す る ことによって、 われわれの 義務を まっとうする でありましょう」 

このような 誓いの 手紙が、 ぞくぞくと 将軍の もとにと どけられた。 将軍の まわりに 結集した 民主 勢力の 力は、 ま 

さしく 泰山を ゆり 動かす 勢いで 成長した。 金 日 成 将軍は、 このような 力を もった 人民の § であった。 

将軍は 重大な 責務を 感じ、 祖国と 人民を ひたすら 勝利と 栄光の 道に 導く 決意を いっそう 固めた。 

金 日 成 将軍は 一九 四 六 年 三月 二十 三日、 党の 政治 路線を 具体化し、 北朝鮮 臨時 人民委員 会が 遂行せ ねばならない 

1 コ a か条の 政綱を 発表した。 

C  ,  ■  - .  I. 1 ■  \ 

二 〇か条 政綱は つぎのと おりで ある。 

一、  朝鲜の 政治、 経済 生活から、 かつての 日本 帝国主義 支配の のこり かすを、 すべて 徹底的に とりのぞく こと。 

二、  国内の 反動 分子 や 反 民主的 分子とは 容赦な くた たかい、 ファッショ 的、 反 民主的な 政党、 団体 および 個人の 
活動を 絶対に 禁止す る こと。 

三、  全人 民に、 言論、 出版、 集会 および 信仰の 自由を 保障す る こと。 民主的な 政党、 労働組合、 段 民 組合、 その 
他の 民主的な 社会 団体の 自由な 活動 条件を 保障す る こと。 
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四、  全 朝鮮人 民は、 一般的で、 直接的で、 平等な 秘密投票に よる 選挙に よって、 地方の いっさいの 行政機関 であ 
る 人民委員 会を 結成す る 義務と 権利を もつ こと。 

五、  性別、 信仰 および 財産の 有無に かかわりな く、 すべての 公民に、 政治、 経済 生活に おける 平等の 権利を 保障 
する こと。 

六、  人格、 住宅の 神聖 不可侵を 主張し、 公民の 財産と 個人の 所有物を 法的に 保障す る こと。 

七、  日本 帝国主義の 支配 当時に 行使され、 また、 その 影響を ぅけてい るいっ さいの 法律と 裁判 機関を 廃止し、 民 
主 主義の 原則に もとづいて 人民裁判 機関を 選挙すべき であり、 一般 公民に 法律上 平等の 権利を 保障す る こと。 

八、  人民の 福祉 増進を はかる ために、 工業、 農業、 運輸 および 商業を 発展させる こと。 

九、  大企業 所、 運輸 機関、 銀行、 鉱山、 山林を 国有化す る こと。 

一〇 、個人の 手工業と 商業の 自由を ゆるし、 これを 奨励す る こと。 

一 -, 日本人と、 日本 国と、 売国奴の 土地 および、 ひきつづき 小作に だしてい る 地主の 土地を 没収し、 小作 制度 
を 撤廃して、 没収した すべての 土地を 農民に 無償で 分配し、 その 所有と する こと。 灌漑 関係の すべての 施設を 
無償で 没収し、 国家が 管理す る こと。 

一二、  生活必需品の 市場価格を さだめ、 投機 業者 および 高利 貸 業者と たたかぅ こと。 

一三、  単一で 公正な 税制を 制定し、 累進 所得税 制を 実施す る こと。 

一四、  労働者、 事務員の 八 時間 労働 制を 実施し、 最低賃金を 規定す る こと。 十三 歳 未満の 少年の 労働を 禁止し、 
十三 歳から 十六 歳までの 少年には 六 時間 労働 制を 実施す る こと。 

一 五、  労働者と 事務員の 生命保険を 実施し、 労働者と 企業 所にたい する 保険 制を 実施す る こと。 

一六、  全般的な 義務教育 制を 実施し、 国家の 経営す る 小、 中、 専門、 大学を 広 はんに 拡張する こと。 国家の 民主 
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主義 制度に のっとり、 人民 教育制度を 改革す る こと。 

一七、  民族 文化、 科学 および 芸術を 積極的に 発展 させ、 劇場、 S、 ラジオ 放送局 および 映画館の 数を ふやす 
こと。 

一八、  国家 機関と 人民 経済の 各部 門に 必要な 人材を 養成す る 特別の 学校を ひろく 設立す る こと。 

一九、  科学と 芸術に 従事す る 人び との 活動を 奨励し、 かれらを 援助す る こと。 

二〇 '国営 病院の 数を ふやし、 伝染病を 根絶し、 貧しい 人び とを 無料で 治療す る こと。 

二〇 か条の 政綱は、 将軍が 抗日 武装 闘争の 炎の なかで 作成した 祖国 光復 会十大 綱領を、 解放され た 朝鮮の 現実に 
そくして さらに 発展 させた 徹底的に 主体的で、 創造的な 反帝 反 封建 民主主義 革命の 輝かしい 政綱であった。 

この 政綱を つうじて 人民は、 はっきりと したたた かいの 展望を さらに 明確に とらえ、 党員は 党の 政治 路線を いっ 
そう 具体的に 把握す るよう になった。 

こうして 二〇 か条の 政綱は、 祖国の 統一 独立と 民主化の ための 全朝鲜 人民の 闘争の 旗 じる しとな った" 朝鮮人 民 
と 各 政党、 社会 団体は、 金 日 成 将軍が 作成して 発表した 二〇 か条 政綱を 全面的に 支持し、 熱烈な 支持 声明を ぞく ぞ 
くと 発表した。 

北朝鮮 臨時 人民委員 会を 創建した 金 日 成 将軍は、 これを 熱烈に 支持す る 全人 民を 指導し、 誕生 まもない 人民 政権 
機関 女 あらゆる 面で 強化しながら、 二〇 か条 政綱で しめされた 課題を 実現す る 脚 争を 強力に おしすすめた。 この 闘 
争の なかで、 北半 部では 人民 民主主義 制度が 強固に うちたてられ、 自由で 幸福な 人民の 新しい 生活が 花 ひらく よう 
になった ので ある。 
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4  土地は 農民に、 工場は 労働者に 

党と 政府の 首班に おされた 金 日 成 将軍は、 朝鮮 革命の 運命を 一身に にない、 民主 基地 創設の たたかいを 全面的に 
おしすすめた。 

政治、 経済、 文化、 軍事な どす ベての 領域で、 新しい 制度、 新しい 生活を 築き あげる このた たかいは、 反帝 反 封 
建 的 社会経済 改革を 実施して こそは じめ て 可能であった。 

金 日 成 将軍は、 政権を 強化し、 それを 武器と して、 社会生活に 歴史的な 転換を もたらす 諸般の 民主 改革を おこな 
うこと を 決心した。 民主主義 的 改革を おこなって こそ、 地主、 資本家を はじめと する 反 §級 の 経済的 基盤を なく 
し、 社会生活の すべての 分野で 植民地 的 封建的く びきを たち 切り、 日本 帝国主義に よって 破壊され た 産業 や 農業を 
すみやかに 復興 させ、 飢えと 貧困に さいなまれて きた 労働者、 農民を はじめ 全 勤労者の 生活を 根本的に 改善す る こ 
とがで きる のであった。 

人民の 世紀 的な 願望を 解決し、 新しい 民主 朝鮮 建設の 大道を 切り ひらく ために も、 人民 政権の 社会経済 的 地盤を 
うちかため、 北半 部を 強力な 革命の 基地に かえるた めに も、 さらに また、 これに もとづいて 祖国 統一の ための 南北 
朝鮮人 民の たたかいを より 主動的に おしすすめる ために も、 革命的な 民主 改革を おこなわなければ ならなかった。 

金 日 成 将軍は、 これらす ベての 現実的な 要求と 革命 発展の 必然的 課題を 綿密に 検討し、 党と 政権 機関の 総力を あ 
げ て、 民主 改革の 準備を 徹底的に すすめて いった。 

将軍は、 ながい 革命 闘争の 期間に も 終始一貫 守りつ づけて きた 主体的な 立場に たって、 すべての 改革を 自主的 
に、 朝鮮の 具体的 現実に あうよう 創造的に おこなった。 
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民主 改革は、 換民 たちの 世紀 的な ねがいで ある 土地 問題、 民族 経済の 基礎で ある 産業 問題、 労働者階級の 切実な 
要求で ある 労働 保護の 問題、 女性の 社会的 権利を 保障す るた めの 女性 解放の 問題、 教育、 文化、 司法の 民主化 問題 
など、 きわめて ひろい 範囲に およんで いた。 

将軍は、 これらの 諸 間 題の なかで も、 朝鮮が たちおくれた 植民地 農業国で あり、 農民が 人口の 絶対多数を しめて 
いる 条件を 考慮して、 農村に おいて 支配的であった 封建的 関係の 清算を もっとも さしせまった 革命 課題と して 提起 
した。 

将軍は つぎのよぅにの ベた。 

「土， 地 問— 題は、 民主 4W 革命の §で 真っ先に 解決し なければ ならない さしせまった 問題で ありま t' 

土"！ 問题を 解決して こぞ、 農村を よりどころ i, する 反動 勢力の 経済的 地盤を とりのぞいて、 農民を 封建的 搾取 加 
ら 解放し、 かれらの 政治的 熱意を いちじるしく 高める ことができ、 国 ® I 全般的な 政治、 経済 •>! 文化 生活を 民主化す 
るた め <D' 社会、 政治的 基盤を 強める ことができ ?). ので あり t' す‘。 

また 土地 改率を おこなって こそ、 農業 生産力を 封建的な くびきから 解放して すみやかに 発展 させ、 民族 工業と 民 
族 経済 全般の 復興 発展を 力強く おしすすめる ことができる のであります。 

土地 問題の 解決は、 農民が 人口の 絶対多数を しめ、 たちおくれた 植民地 農業国であった わが国に おいては、 とく 
に ® 要な 苦 義を もっています」 

解放 直後、 北半 部の 農村では 封建的な 小作 制度が そのまま のこって いた。 全 農家の 四パー セントに すぎない 地主 
が 総 耕地 面積の 五 二. 八 パ— セントを しめ、 人口の 八〇 パ— セントに 近い )！ a 民の 絶対多数は 土地の ない 農民 か、 わ 
ず かな 土地し かもたない 農民であった。 

封建的 小作 制度は、 圧倒的多数の 農民を 従来 どおり 地主の 隸厲 下に おき、 藤 業 生産力の 発展を さまたげて いた。 
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それの みか 封建的な 土地 所有 関係は、 他の 人民 経済 部門の 発展を はばみ、 全般的な 社会的 進歩を さまたげる 大き 
なくび きで も あった。 

反動 階級で ある 地主 階級を 一掃す る こと も、 農民を 封 ® 的な 搾取と 抑圧から 解放す る こと も、 農業と ともに 他の 
人民 経済 部門を 順調に 彼 興、 発展させる こと も、 さらに また、 その他す ベての 民主 革命の 課題を 成功 與にな しとげ 
る こと も、 結局は 土地改革を 実施して こそ、 はじめて 可能で あった。 

これは とりもなおさず、 北朝鮮を 祖国 統一の 強固な 民主 基地に かえる 歴史的 偉業の 道を 切り ひらく ことで も あっ 
た。 

将軍は f 土地ぬ 耕す 農民 ij』 という 土地 綱領を 作成した。 

金 □成 将軍の 土地 綱領は、 国の 具体的な 社会経済 的 条件と 階級 的 相互関係は もちろん、 農民の 土地にたい する 血 
のに じむよう なね がいを、 そのまま 反映した ものであった。 

将軍は、 土地にたい する 朝鮮 農民の 念願に ついて つぎのようにの ベた。 

「ながいあいだ 封建的 搾取に さいなまれ、 日本 帝国主義の 支配の もとで 二重 三重の 神 取と 抑圧を うけてき た 朝鮮 
® 民は、 農奴と かわらないみ じめ な 生活を おくり、 貧困と 飢餓の もとで やっと 生きの びてきました。 

鹿 民の 最大の ねがいは、， 13 分の 土地を もち、 自分の 土地を 耕す ことで ありました。 しかし、 外来 侵略者が 権力を 
にぎっていた日本帝国主漉支配のもとでは、煶民のこのようなねがいは実現しえなかったのであります」 

将軍は、 農民の 境遇と 気持を 歴史的に 深く 察して いたば かりで なく、 かれらに かぎりない 同情と 愛情を いだいて 
いた。 とうてい 人家とは おもえない ような 貧しく うす 暗い 農民の わらぶきの 小屋は、 幼い ときから 将軍の まぶたに 
やきつけられ、 その 胸を 痛ませた。 

貧しい家 庭に 生まれた 将軍は、 幼い ときから 燠 民の 苦しみを 体験した。 ピョンヤンと 満州との あいだの 千里の 道 
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を ゆききした ±1 歳のと きと 十四 歳のと きには、 土地を 追われた 流浪 民の 悪夢に も 似た 惨状と、 かれらの うらみに 
みちた 話を きいて いくどと なく 涙ぐんだ。 

はげしい 抗日 武装 闘争を くりひろげた その 時期に も、 どれ だけ 多くの 農民が 異国の 地を さまよい、 将軍の 血を 燃 
え あがらせた ことであった だろう。 …… 援護 物資を 背に 深い 密林を かきわけて 密営 地まで やってきた 農民に 会うた 
びに、 かれらの ほころびた 麻 服 や、 あかぎれ だらけの ごつごつした 手から、 救いを もとめて 叫ぶ 祖国の 声を きくの 
だった。 

わたしたちの 耳には いま も、 一九 三 四 年の 冬、 雪に おおわれた あの 遠い 厳寒の 老爺 嶺の 山奥の 趙宅周 老人の 丸木 
小屋で、 看病を うけていた 将軍が 出発 するとき にの こした ことばが、 悲壮な うたのよう にあり ありと きこえて くる。 

「みなさんが 故郷を すてて はるばる やってこられた 異国の 地で も、 こうして 日の目を 見る こと もで きずに かくれ 
て 暮らさなければ ならない とは —— 。これは わたしたち 朝鮮の 若 ものの 責任です。 けれども かたく 信じて 待って い 
てくだ さい。 わたしたち 朝鮮人 民が 明るい 祖国で 楽しく 暮らせる 日は きっとき ますから …… 」 

祖国を 解放した 将軍は、 農民を 世紀 的な くびきから 救いだ す ことによって、 ついに その 宿願を 輝かしく 実現す る 
ようになった ので ある。 

金 日 成 将軍は 農民たち の 熱望を くみとって、 土地 問題解決の 正しい 方針を さししめした。 この 方針は 小作料の 減 
免 闘争から はじまって、 日本 帝国主義 者と その 手先の 土地を 没収し、 これを 農民に わけあたえる という もので あっ 
た。 

この 方針は、 当時の 北半 部 農民の 階級 的 めざめの 程度と 準備 程度を 十分に 考慮した うえで さだめられ たもので あ 

った。 

将軍は、 農民たち の 土地の ための たたかいを 準備す るた めに、 三. 七 制 小作料の 実施 闘争を 組織した。 この 小作 
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料の 減免 闘争は、 一九 四 五 年の 秋から 冬に かけて 全国の 農村で まきおこった 

封建的 搾取と 抑圧の もとでな がい あいだ 苦しんで きた 農民たち は、 金 日 成 将軍の 指導の もとに 悪質 地主の 反抗を 
おさえ、 三 •七 制を たたかい とった。 このた たかいの 過程で、 農民の 政治的め ざめ と 熱意は 非常に 高まった。 農民 
はみ ずからの 利益の ためにた たかう ことができる ようになり、 地主の 摔取 から 解放され るべき だと 悟る ようになっ 
た。 

土地にたい する 農民の 要求は、 しだいに 高まって いった。 土地を 要求す る 数多くの 手紙が、 毎日の ように 金 日 成 
将軍の もとにと どいた。 農民たち は 手紙 だけでなく、 直接たず ねて きて 土地改革の 実施を もとめた。 

一九 四 六 年 二月 末には、 北朝鮮 各地で 三百 余 名の 農民 代表が 将軍を たずね、 土地を 要求す る 全 農民の 意思を つた 
えた。 三 •一 運動の 記念日を きっかけに、 北半 部 各地で 二百 余 万 名の 農民が 鎌 や锄を 手に、 土地を 要求す る デモを 
断行した。 

金 日 成 将軍は 多忙な なかに も、 みずから 各地の 農村に でかけて は 農民と ひざをまじえて 話し あい、 かれらの 要求 
と 農村の 実情を 具体的に しらべた。 将軍は 平安 南 道 粛川郡 下の 農村 だけで も、 一か月 以上に わたって 滞在し なが 
ら 、土地 問題を もっとも 正しく 解決す るた めの 方途を 研究した。 

土地改革 法令の 発布を 十 余日 後に ひかえた 一九 四 六 年 二月 下旬の ある 日には、 随員を ともない、 平安 南 道の 江 東 
郡 時 足 面を たずねた。 

その 日は 風が 強く 吹き あれ、 土 ぽこり の ひどい 日であった。 

しかし 金 日 成 将軍は、 大通りから 遠くは なれた 小さな 村を えらび、 そこで 車を おりた。 随員たち は 土 ぽこり を あ 
げる 強い 風に 背を むけて はなん どもたち どまっ たが、 先頭に たった 金 日 成 将軍は 平然として 畑の なかの 細道を 大股 
で 歩いて いった。 
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一行を 出迎えた 村び とたち は、 金 日 成 将軍を 大きな かわらぶきの 家の 清潔な 部屋に しようと した。 

将軍は 副官に、 それは 地主の 家では ないかと たずねた。 

そのと おりです、 とこた える 副官の ことばを きいた 将軍は、 苦笑を うかべながら、 

「よろこんでむ かえるは ずの ない 地主の 世話には なるまい …… 。農民の 家に いきまし よう」 といって、 見る から 
に 貧しげ な 小さな わらぶき 家には いっていった。 

古びた アン ペラを しいた 部屋の なかは せまく、 うす 暗かった。 

金 日 成 将軍は、 家の 主人と 集まって きた 村び とに あいさつを してから 腰をおろし、 部屋の 隅に おかれた 素焼の 器 
を 指さしながら 主人に たずねた。 

「食糧が 十分で ないようで すね …… 。じ ゃがい もの 種子は たりな くないです か ? ::… 」 

素焼の 器には、 かぼちゃ とじ ゃがい もの 煮た ものが いれて あった。 

将軍は 主人の 返事を またずに ことばを つづけた。 

r . これからは I つ、 楽な 暮らしを してみ ましよう。 いままでは 他人の 土地を 耕し、 苦労して つくった 穀物 も 

地主に 奪われ、 貧乏暮らしを しなければ ならなかった が、 これからは 自分の 土地を もって、 しあわせに 暮らす ので 
す」 

国中が 領袖と あおぐ お 方を みす. ほらし い 自分の 家に むかえた その 農民は、 涙に うるんだ 目を しばたた くば かりで 
あった。 

将軍は 農民たち を 見 わたしながら、 話を つづけた。 

「国が、 地主の 土地を みなさんに わけあたえる ようにし ましょう / もともと 土地は、 耕す 農民の ものです。 と 
ころが、 いままでは 世の なかが さかさまに なって いました。 一年中、 汗水 流して 働く 農民には 土地が なく、 なにも 
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しない 地主には 多くの 土地が ある …… 。このような さかさまに なった 世の なかを たださねば なりません」 

農民たち との 語らいは、 ながく つづいた。 

将軍は、 ふつう 農民 一人が どれ だけの 土地を 耕作し うる か、 また どれ だけの 収穫が えられる かを きき、 さらに 地 
主の 土地を、 どの 田が 地味が ゆたかで、 どの 田が そうでない かを 区別で きる かとたず ねた。 

かれらは ひろい 地主の 土地の 耕地 別の よしあしを、 まるで 手に とる ようによ く 知っていた。 土地に ついて 語る と 
きの 農民たち の 顔には、 かつて 生きる すべを うしない、 あてもなく 流浪の 旅に ついた 人び とが 故郷を ふりかえる とき 
と 同じような、 せつな さとな つかし さが こもって いた。 ひろい 地主の 土地を これほどまでに 知りつ くして いると い 
うことは、 どれ だけ かれらが 土地の ために 苦しめられ、 また どれ だけ 土地を ほしがって いるかを 物語って いるの だ。 

金 日 成 将軍は 農民たち の 心を 察して か、 しばらく 深く 考え こんでいた が、 かたわらの 随員に、 土地改革では 土地 
について もっともく わしい 農民 自身が 中心に ならなければ ならない と 語った。 

このように 将軍は、 農村での 階級 的な 力関係と 土地 所有 関係、 土地にたい する 農民の 世紀 的な ねがいな どの 諸条 
件を 十分に 考慮した うえで、 土地 没収の 対象と すべき 地主 階層と 小作 制 撤廃の 方法を はじめ、 農民の 真の 利益と 社 
会 発展の 要求と を 正しく 反映した 土地改革の 諸 原則を 確定した。 

金 日 成 将軍が みずから 作成した 土地改革 法令は、 一九 四 六 年 三月 四日、 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会 第五 回 拡大 
執行委員 会の 審議を へて、 同年 三月 五日、 北朝鮮 臨時 人民委員 会の 法令と して 発布され た。 土地改革 法令には、 つ 
ぎの ような 原則が 規定され た。 すなわち、 

一、  日本人 および 民族 反逆者の 全 所有地、 ひきつづき 小作に だされて いる 土地、 五町 歩 (約 五へ クタ-ル) 以上の 
朝鮮人 地主 および 宗教団体 所有の 土地を 没収 対象と さだめ、 

二、  没収した 土地を わけあたえる にあたっては、 雇用 農民、 土地の ない 農民、 わずかな 土地し かもたない 農民の 
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永久 所有地と して 分与す るが、 農家の 家族 数と 労力 者 数に したがって 均等に 分配す る 原則で おこない、 

三、  土地を 没収され た 地主から 借りた 雇用 農民 や 農民たち のす ベての 債務を とり 消し、 地主の 建物、 畜力、 農 機 
具 および 施設な どの 財産を 没収して、 その 大部分を 雇用 農民 や 土地の なかった 農民に 分け あたえ、 

四、  土地の 没収 および 分与は すべて 無料で おこない、 

五、  分与され た 土地を 売買したり、 小作に だしたり、 抵当に いれる ことを 禁じ、 

六、  農民に 分与す る ことが 不適当で ある 果樹園、 灌漑 施設、 山林 および 一部の 土地は 国家 管理に 移す こと、 など 
であった。 

これらの 原則が しめして いるよう に、 土地改革 法令は もっとも 徹底的な ものであった。 

この 法令は 没収 対象を さだめる うえで、 その 規模い かんを とわず、 封建的 搾取の 手段と なって いたす ベての 土地 
の 没収を 規定した。 これは、 封建的 土地 所有 関係と 小作 制度を 徹底的に 清算す るた めであった。 

この法令はまた、土地の没収と分配方法において、無 «, 没初、—無償分配，の原卿をさだめることにより、地主階級 
の 経済的 基盤を のこらず とりのぞき、 徹底的に 農民の 利益を 守った。 

さらに この 法令は、 分与 地を 売買したり、 抵当に いれたり、 小作に だしたり する ことを 禁止し、 これに よって 土 
地の 再 集中 や 小作 制の 復活を ふせぐ ようにした。 

このように、 金 日 成 将軍の さだめた 土地改革 法令は、 当面の 土地改革を 徹底的に 実施した ばかりでなく、 二度と 
地主 制度が 復活で きないよう にし、 将来の 農業 協同 化までを 見と おした 遠大で、 革命的な 法令であった。 

土地改革 法令の 発布は、 全 朝鮮人 民を 熱狂 させた。 各地の 農民は 大会を ひらいて、 土地改革 法令を 熱烈に 支持 
した。 土地改革 法令が 発布され た 翌日、 北半 部の すべての 民主主義 的 政党、 社会 団体は、 土地改革 法令を 全面的に 
支持し、 その実 行に すべての 人民委員 会 や 農民 委員会が 積極的に 参加す る ことを 訴えた 共同声明 書を 発表した。 


91 


第二 章 民主 革命の 陣頭に たって 


金 日 成 将軍は 高まった 革命的な 熱意を、 土地改革の 成果 的な 実現を めざす たたかい へと 導いた* 

金 日 成 将軍は、 土地改革を 短期間で 徹底的に 完遂す るた め、 労働者階級の 支援を 強めながら、 雇 農 および 貧農に 
しっかりと 依拠し、 中 庚と かたく 同盟して 富農を 孤立 させ、 地主の あらゆる 反抗を 徹底的に うちくだく 階級 政策を 
明示し、 これに もとづい てぼう 大な 組織 活動と 大衆 的 政治 活動を くりひろげた。 

金 日 成 将軍は まず、 共産党が 土地改革の 成果 的な 遂行に 全力を つくす ように 指導した。 こうして 中央から 下部 末 
端に いたる 全 党が 動員され て 人民委員 会の 活動を たすけ、 党員たち は 大衆の なかで 中核 的な 役割を はたした。 

将軍は また、 共産党が 民主的 政党、 社会 団体との 統 I 戦線を 強化して、 それを 動かし、 すべてを このた たかいに 
積極的に 参加させる ようにした。 

これと ともに、 貧農と 雇 農が 農村 委員会を 組織し、 かれらが 土地改革の 実現に 主動的な 役割を はたし、 その 執行 
者になる よう 指導した。 これは 農民たち を じっさいの 闘争 過程で、 政治的、 階級 的に きたえる と 同時に、 土地改革 
を 徹底的に おこなわなければ ならない とする 金 日 成 将軍の 高い 志を しめす ものであった。 

農村 委員会は、 共産党の 指導の もとに 広 はんな 農民 大衆を たちあがらせ、 土地改革を 積極的に すすめて いった。 

金 日 成 将軍は 農民の 階級 的 自覚を 高め、 地主を はじめ あらゆる 反動 分子の デマと 悪宣伝を うちくだく ために、 各 
政党 や 社会 団体の 幹部、 または 宣伝員を 派遣し、 農民 大衆の あいだで 土地改革 法令の 解説、 宣伝活動を くりひろげ 
た。 

また 地主の 反抗を 粉砕し、 かれらの 反動的 影響が、 十分に めざめて いない 農民に およぶ ことを ふせぐ ために、 悪 
質 地主を 移住させる 措置を とった。 

土地 没収の 対象と なった 地主 階級は 死 もの 狂いで 抵抗した。 南 朝鮮の アメリヵ 帝国主義 とその 手先 どもは、 北半 
部に おける 政治的 基盤が 崩壊す る や、 スパィ、 テロ 分子、 破壊 分子な どを おくりこみ、 かれらが 地主と 共謀して 策 
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動す るよう しむけた。 平安 北 道 慈 城 郡では 地主が 郡 農民 同盟 委員長の 地位を 占め、 土地 i 法令の 実施を 破綻 させ 
ようとした し、 黄海 i 岳 郡では、 地主と 親日 分子が 小銃と 機関銃を うめて 反抗の 機会を うかがって いた。 江 原 道 
の平康 郡では テロ 分子 六 名が 逮捕され、 永 平では 毒薬を もった 日本人と 民族 反逆 分子 二人が つかまった。 

金 日 成 将軍は、 革命の 指導 階級で ある 労働者階級を 農村に おくりこんだ。 これは 労働者階級が 反動との たたかい 
で 農民を たすけ、 かれらに 強い 自信を あたえ、 かれらの 積極性を 発揮させる という、 たんに それだけの ためでは な 
かった。 

将軍は、 まさに この 過程を つうじて 労農 同盟を 強化し、 その 不敗の 威力を 目の あたりに しめして 人民を 教育し よ 
うとした のであった。 

金 日 成 将軍は、 北朝鮮 労働組合 総 聯盟の 傘下に ある ピョンヤンの 鉱山 労組、 鉄道 労組、 金属 労組、 化学 労組な ど 
の 各 労組から、 千 百 五十 名の もっともす ぐれた 労働者を えらんで 平安 南 道の 各 郡に おくりこんだ。 そして かれらを 
農民たち と 協力 させ、 さらにす ベての 地方に おいても 土地改革の たたかいで 労働者が 積極的に 農民を 援助で きる よ 
う 措置を とった。 

農村での 土地 革命は 勝利の 一路を つきすすんだ。 数 世紀に わたって 農民を 苦しめ、 朝鮮の 社会の 発展を さまたげ 
てきた 封建制度を 一掃す る 土地 革命を 円滑に 遂行す るた めに、 金 日 成 将軍は 一身を かえりみず、 文字 どおり 不眠 不 
休の 日々 を おくった。 

土地改革の 過程では、 一部に 左右の 日和見 的な 偏向が あらわれた。 

一部の 地方では 五町 歩 以下の 土地 所有者まで も 地主と 規定す る 誤りを おかし、 親日派を 規定す るう えで も 原則を 
無視して 混乱を まねいたり、 個人的な 復簪心 にかられ て 規定を おかす ような こと も あった。 また 一部の 農民の あい 
だでは 地方 主義 や 門閥 主義 的 傾向から ぬけ きれず、 地主に 同情し、 かれらを 擁護す るよう な こと も 生じた。 
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金 日 成 将軍は、 党 組織が 農民の なかには いって、 かれらを めざめさせ、 はげまし、 たたかいに おける 偏向を た •た 
すよう に 指導しながら、 みずから 平安 南 道の 大同 郡、 江 西 郡、 中和 郡な ど 多くの 農村には いっていった。 

ある 日、 将軍は 土地改革の 実施 状況を 見る ために 平安 南 道の 三 石 地区の 農村に おもむいた。 

将軍は そこの 農村 委員会を おとずれ、 農家を たずねて 農民と も 話し あった。 将軍を むかえた この 地方の 農民たち 
は、 かぎりない よろこびに わいた。 

金 日 成 将軍は、 村人たち につぎ のように 語った。 

「みなさんが 土地を もらって よろこんで. いるのを 見る と、 わたし もうれ しくて なりません。 

抗日 闘士たち が 血を 流して とりもどした この 土地は、 永久に 土地を 耕す 農民の ものと なった のです。 この 土地を 
いつまでも 守っ てくだ さい。 . 」 

将軍は、 この 村に ある 大地 主の 家に いってみ た。 地主は すでに ソゥルに 逃げた あとだった。 家の なかには、 きの 
うまでの 作男 や 雇い人 や 下男 だけが 数十 名の こって いた。 

将軍が 正門からは いろうと すると、 かれらは 家の なかから 大い そぎで でて きて 両手を 地面に ついて 土下座を し 
た。 これを 見て 困惑した 将軍は、 いそいで かれらの 手を とって おこしながら、 すでに 国の 主人と なり 土地の あるじ 
となっ た 農民が、 こんな ことを しては いけない とさと した。 

そして、 年老いた 价長班 老人を ともなって 部屋に あがった 将軍は、 かつての 悲惨な 生活を そのまま 物語る 亀の甲 
のよう な ひびわれた 老人の 手を なでながら、 こう 語った。 

「わたしの 家に も あなたと 同じ年 輩の 祖父が いるので すが …… 、なんだか 祖父と いっしよ に 自分の 家に すわって 
いるよう な 気がして なりません」 

将軍は 部屋の なか や 庭に いる 農民を 見 わたしながら、 土地改革に ついて わからない ことがあったら きいて くれる 
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ようにと いった。 すると 部屋の 外から、 作男だった 農民が 恥 かしそう に 小さな 声で、 「この 土地、 ずっと おれたち 
農民の ものなん です か？」 とたず ねた。 そばに いた 農民が かれの わき 腹を つつきながら、 ぶしつけに そんな ことを 
うかがって はいけ ない ととが めた。 だが、 それは 余計な とがめであった。 

この 素朴な 質問に 金 日 成 将軍は 微笑を うかべ、 つぎのように こたえた。 

「この 土地を とりもどす ために、 抗日 闘士たち は 多くの 血を 流し、 食べる もの もろく に 食べず、 着る もの もろく 
に 着ずに、 白 頭 山の 密林の なかで 十五 年 もの あいだた たかった のです。 

苦しいた たかいを へて かちとった この 土地を、 だれに も わたす ことは できません」 

もう 一人の 農民が たずねた。 

「いざ 土地を もらって みると、 牛 も 種子 も 肥料 も、 なに 一つない ことが 心配で なりません が …… 」 

将軍は、 国が 種子 や 肥料 や 農機具な どを すべて 保障す るから、 心配せ ずに 仕事に はげむ ようにと いいながら、 さ 
しあた っては、 耕 牛を 共同で 使用す る 班の ような ものを つくって 仕事を した 方が いいと 教えた。 

このと き 大きな ふろしき 包みを かかえて、 正門 まえでは いろう かはいるまい かとた めら ってい る 主婦の 姿が 目に 
っぃた。 

将軍は、 彼女を なかに 招いた。 

その 農婦は 将軍の まえで ていねいに あいさつを すると、 もってきた ふろしき 包みを ひらきは じめ た。 

包みの なかからは 見る からに おいしそう な、 まだ 湯気の たつ 蒸した じ ゃがい もがで てきた。 畑 仕事の 苦労と 農村 
の おもむきを ただよわせた その じゃ がい もを 見て、 いあわせた 人たち はお もわず ほほえみを うかべた。 

将軍は、 「朝鮮の じ ゃがい もは また 格別な 味です。 …… わたしたちは 山の なかで たたかって いると きに、 祖国の 
じ ゃがい もを 非常にな つかしんだ ものです」 


95 


第二 章 民主 革命の 陣頭に たって 


といいながら、 みずから じ ゃがい もの 皮を むき、 かたわらの 一番 年長の 朴長班 老人に すすめた。 それから 集まって 
いた 農民たち 一人ひとりに もす すめ、 最後に 自分 も 一つ ほおばった。 

だが、 このと き 劇的な ことが おこっ た。 

最初に じ ゃがい もを もらった 朴長班 老人は、 それを 両手で おしいただく ようにした まま 白髪の 頭を 深く たれて す 
すり 泣いて いたが、 突然、 将軍の 胸に 顔を うずめ、 W. を あげて 泣き •たして しまったの だ。 

将軍の あたたかい ことばと、 なごやかで 家庭的な ふんいきに 感動した だけではなかった。 それまでの 生涯を 奴隸 
のように こきつかわれ、 牛馬の ように 虐待され つづけて きた かれは、 いまは じめ て 人間ら しい あつかいを うけた の 
だった。 それ も 敬愛す る 偉大な 領袖 金 日 成 将軍から 一 C 

みじめな すぎ 去った 生涯に おいて、 笑う こと すら 忘れて しまった 朴長班 老人は、 その 生涯を つうじての もっとも 
しあわせな この 瞬間で さえ、 号泣 こそ すれ 笑う ことは できなかった の だ。 いあわせた 人び とも、 ただうな だれて 目 
がしら を おさえる ばかりであった。 

将軍の 目に も 涙が やどって いた。 

この 光景は、 渾 然と 一つに とけあった § と 人民の 心が、 すぎ 去った 暗い 歳月を 永遠に 葬む り、 明るい 新 生活を 
いだいて 強く はげしく 波う つ、 そうした 劇的な 瞬間であった。 

金 日 成 将軍は 数十の 間かず を もつ 地主の 邸宅を 見て まわった のち、 そこに ある 一切の 什器を、 きのうまで 奴隸や 
作男 や 小作人の 暮らしを しいられ てきた 人び とに 分け あたえる ようにと いった。 そしてみ ずから 筆を とって、 『朴 
長 班』 としたた めた 表札を この 家の 門柱に とりつけた。 

将軍は、 地主の 所有であった もっとも 肥えた土 地を、 その 家で 奴隸 として 苦しんで きた 人たち にわけ あたえる た 
めに、 野に でて みずから 標識の fc をう ち、 そこに かれらの 名前を 書き こんだ。 
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それが すんで からは じめ て、 将軍は この 村の 人び とに 別れを つげた のであった。 

その 過去が どんなに 不幸であった にしても、 このような 領袖を みずからの 指導者に もつ 朝鮮人 民は、 過去の 不幸 
を おぎなっ て あまり ある 大きな しあわせに 恵まれて いるの だ。 

その 夜、 朴長班 老人 夫婦は 自分の 表札が かかって いる 門柱を いだいて I 晚中 泣いた。 村の 人たち は、 朴 老人が 幾 
晚も つづけて 田に でて は、 将軍が たてて くれた 杭を なでて いるのを 見た。 

朴 老人は 会う 人 ごとに 口ぐ せの ように いった。 

「こ の 世に 天地が できた ときから いままで、 金 日 成 将軍 さまの ような お 方が ほかにいた だろう か / 」 

このように 金 日 成 将軍は、 現地で 土地改革を 指導しながら 農民たち に 大きな 力を あたえた のであった。 

金 日 成 将軍の 賢明な 方針と 指導に よって、 土地改革は わずか 二十日と いうき わめて みじかい 期間に、 徹底的に、 
そして 成功裏に 終わった。 

将軍は、 このみ じかい あいだに、 数千 年 もの あいだ 朝鮮の 農民の 生活を 苦しめて きた 封建的 土地 所有 関係と 地主 
制度を 一挙に 廃絶し、 農民たち の 世紀 的な のぞみを かなえて やった のであった。 これは 世界い ずれの 国に も その 例 
を 見る ことができない 大きな 出来事であった。 

土地改革の 結果、 百万 町歩 以上の 土地が 没収され、 七十 余 万の 農家に 無償で 分配され た。 

こうして 土地を 耕 民が、 歴史上は じめ て 真の 土地の 主人と なった ので ある。 

土地の 主人に なった 農民たち には、 農業を 発展 させ、 かれら 自身の 物質的、 文化的 生活水準を 改善す る 新しい 道 
が ひらかれた。 工業と 農業の むすびつきを 強め、 全般的な 人民 経済の 発展を うながす ことができる ようになった。 

土地改革の 結果、 もっとも 反動的な 階級で ある 地主 階級が 完全に 消滅し、 封建的 土地 所有と 密接に むすびついて 
いた 富農の 力 もい ちじる しく 弱められた。 
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このように 土地改革が 徹底的に おこなわれた ことは、 将来の 農業 協同 化を 順調に おしすすめうる 前提に もな っ 
た。 土地改革の 結果、 農民は 封建的 搾取と 圧迫から 解放され たばかりで なく、 その 過程で 政治 思想 的に も 急速に め 
ざめ、 労働者階級の もっとも 力強い 同盟 者と なった。 

金 日 成 将軍は、 土地改革が 正しく 徹底的に 遂行され るよう 指導した ばかりでなく、 それを 独創的に 解決す る こと 
によって、 反帝 反 封建 民主主義 革命 段階で 重要な 問題と して 提起され る 土地 問題解決の 模範を 創造した。 

将軍^^ 革命 ^, 達成し だほ か 〇: 国の ■上う" な 土地 国有化を， おこなわ ' fi 、 ft 民が 土地を MSg 的に 完全に！^ するとい 
51 原則 ¢0- もとに 土地改革を 実施した。 

これは、 わが国 農村の 発展の 特殊性と、 先祖 代々 から 自分の 土地を 手に いれる ことを 夢見て きた 貧しい 農民たち 
の 切実な ねがいを 深く 考慮した ものであった。 将軍は、 土地にたい する ねがいが かなえられれば、 農民たち の 熱意 
が このうえな く 高まる であろう ことを 見と おしていた。 こうして 土地を 農民に 分与 するとい う 原則に より、 徹底的 
な 土地改革が 実施され たので ある。 

そして、 農民たち の fa' がいを 完全に か /' £ えた ばかりでなく、 地主を 一掃し、 富農を 全面的に 11, める ことによ っ 
て 社会 £' 翁 的 農業 協同 化を 容易に する しっかりと した 基礎を 同時につ くりだした。 

このように 反帝 反 封建 民主主義 革命の 段階で、 革命の 当面の 要求と 将来の 利益にまで むすびつけた 独創的な 土地 
問題の 解決は、 世界に その 前例がなかった。 

金 日 成 将軍の 指導の もとに 実施され た 土地改革は、 じつに 世界で もっとも 進歩的で 模範的な ものであった。 

将軍は 土地改革を、 広 はんな 農民 大衆の なかに 党 組織が しっかりと 根を おろし、 農村に 党の ゆるぎない 地盤を か 
ためる 決定的な 契機と した。 

すなわち 土地改革を 実施す る 過程で、 貧農と 雇 農の なかから もっとも 優秀な 人び とを えらんで 党に うけいれ、 党 
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の 農村 陣地を しっかりと 築き、 党の 階級 的 成分を 改善して 党を いっそう 拡大し 強化した。 

将軍の しめした 創造的な 方針に もとづく 土地改革の 過程で、 平安 北 道の 党 組織では 三千 二百 七士 一名の 新入 党員 
をう けいれ たのを はじめ、 総計 一万 名 近い 新入 党員が 党の 隊列に くわわり、 党の 農村 陣地は いちだんと 強化され た。 

じつに 土地改革は、 朝鮮の 歴史上に おげ る 偉大な 事変であった ばかりでなく、 世界の 被 圧迫 人民の 解放 闘争に お 
いても 大きな 意義を もつ 出来事であった。 

金 日 成 将軍は、 土地改革の 国際的な 章 義 について つぎのようにの ベた。 

「土地改革の 結果は、 国際的に 大きな 意義を もっています。 アジアの 国々 のうちでは じめ て 実施され た 北朝鮮の 
土地改革は、 植民地 的、 封建的 ff 迫と 掉 取に 苦しんで いる アジア 各国の 人民と 農民を 強く はげまし、 かれらの 進路 
を 照らす 灯台と なりました」 

土地改革の 勝利は 全国を わきたたせた。 土地の 主人に なった 農民は 大きな よろこびにつつ まれた。 人び とは 集ま 
りさえ すれば 踊りに 興じた。 どの 村 も 笑い声と、 はずんだ 話し声に みち あふれて いた。 

農民たち は こぞって、 土地を 分けて くれた 敬愛す る 領袖 金 日 成 将軍に 心を はせ た。 農民たち は 各地で 土地改革 完 
遂 慶祝 大会を ひらいて 金 日 成 将軍に 感謝を ささげ、 その 指導の もとに 新しい 民主 朝鮮 建設を めざして たたかう 炎の 
ような 決意を かためた。 

咸鏡北 道 穏城郡 美 浦 面の 人たち は、 つぎの ような 感謝 文を 金 日 成 将軍に おくった。 

「金 日 成 将軍 さま、 

満州の 山野で 日本 帝国主義の 標的と なって いた 将軍 さまは わが 民族の 命で あり、 こんにちの 民族 解放は、 決して 
偶然な ことではありませんでした。 …… 

日本 帝国主義の 武装 勢力は 消滅し ましたが、 三千 里の うるわしい わが 祖国には、 まだ これと むすびつい. た 多くの 
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問題が のこされて います。 こうした ときに 将軍 さまは 疲労を いやす いとま もな く、 北朝鮮 臨時 人民委員 会の 責任者 
として このたびの 土地改革 令を 発布し、 ながいあいだ 苦しみの なかで 渴 望して やまなかった わたしたちの 土地 問題 
を 解決され ました。 

わたしたちは 将軍 さまの 英雄的 法案に 感謝を ささげ、 満足の 意を 表します。 …… 命令が あれば 遠慮なく あたえて 
ください。 わたしたちは 必ず それを 実行して みせます …… J 

全国 各地から おくられて くる 農民たち の、* J うした 素朴な 心に 接した 金 日 成将渾 のよ ろ こびは 大きかった。 

将軍は、 こうして 気勢の 高まった 農民たち を 土地改革の 勝利を かためる 増産 闘争へ と 導いて いった。 

土地改革の 勝利を うたう かの ように 春が やってきた。 それは 解放 後は じめ てむかえる 春で あり、 地主 階級が 消滅 
され、 ひたいに 汗す る 農民が 土地の あるじと なった この 国に、 はじめて おとずれた 春であった。 

農民たち の 胸は、 しあわせに みちて いた。 

金 日 成 将軍は かれらに よびかけた。 

「解放 朝鮮のは じめ ての 春を 増産で むかえ、 わずかの 土地 も あそばせない ようにし よう / 」 

このよび かけに こたえて、 農民たち は 春 耕と 種 まきの 突撃 運動と 灌漑、 開墾 事業に たちあがった。 

金 日 成 将軍は 土地改革の 成果を かためる 措置と して、 業^ 制 (@&の二五 ^| |セント) を 実施した。 
この 農業 現物 税制の 実施に よって、 農民たち は 苛酷な 雑税から 永遠に 解放され た。 

土地 問題を 解決した 金 日 成 将軍は、 ひきつづいて 諸般の 民主 改革を 実施し、 勤労者たち の 民主主義 的 自由と 権利 
を 全面的に 拡大し、 反帝 反 封建 民主主義 革命の 課題を 全般的に 実現す るた たかいを くりひろげた。 

住民の 絶対多数を 占める 農民を 封建的 ff 迫と 搾取から 解放した 金 日 成 将軍には、 産業を 植民地 的隸属 から 解放し、 
労働者階級を 資本主義 的 搾取と 抑圧から 解放す る 重要な 問題が のこされて いた。 
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解放 前の わが国の 産業は、 その 大部分が 日本 帝国主義 者の 手中にに ぎら れ 、日本 経済の 完全な 隸属 物であった た 
めに、 民族 経済の 自立 的な 発展は 考える こと すらで きなかった。 

こうした 実情の もとで、 帝国主義 者と 国内 反動の 政治、 経済的 基盤を なくし、 国の 重要 生産 手段を 民族 経済の 自 
主 的 発展と 全人 民の 福祉に 利用し、 社会主義 経済の 土台を 築いて ゆるぎない 自主 独立国 家を 建設す るた めには、 日 
本 帝国主義と 隸属 資本家に にぎられて いた 重要産業を 国有化し なければ ならなかった。 

北半 部での 産業の 国有化は、 はげしいた たかいの なかで すすめられた。 

日本 帝国主義 者は 逃亡に 先だって、 大部分の 産業 施設を 手 あたりし だい 破壊した。 

しかし、 朝鮮の 労働者は 多くの 工場、 企業 所を 日本 帝国主義 者の 破壊 行為から 守りぬ き、 破壊され た 工場、 企業 
所を 復旧し、 機械を 動かした。 

金 日 成 将軍は、 いそがしい なかを 各地の 工場 や 企業 所を たずねて は、 労働者が 産業の 主人公に ふさわしく 増産 闘 
争を 活発に くりひろげ るょう 指導した。 

一九 四 六 年のは じめ には ピョンヤン 鉄道 工場 (現在の ピョンヤン 電気機関車 工場) を おとずれ、 労働者たち に、 解放 
された 朝鮮の 労働者階級が どのょうに 生活し、 なにを しなければ ならない かを 教えた。 

r …… 解放を むかえた こんにち、 わが 労働者階級は 国の 主人と なった。 

あなたたち と 同じ 労働者は、 これまで 三十 六 年 もの あいだ 日本 帝国主義の 圧迫と 搾取に しいたげられて きたが、 
解放され たいまでは、 あなたたち が 国の 生活を 築いて いく 主人公な の だ。 

いまでは、 この 工場は われわれの 工場で あり、 あなたたち の 工場で ある。 

解放され た われわれ 朝鮮人 民の 手中にの こされた ものは なに か。 いまは なにもない。 ただ ひたすら われわれが 主 
人と なって、 国を 建設して いかなければ ならない の だ」 
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つづいて 金 日 成 将軍は、 日本 帝国主義が われわれの 工場と 鉱山を ことごとく 破壊して 逃亡した ために、 われわれ 
の 前途には 多くの 困難が あるが、 それは たやすく 克服で きる ものであると 強調し、 抗日 パルチザンたち が 発揮した 
革命 精神を 模範と して、 ねばり 強く たたかって 困難を のりこえ、 みじかい 期間 内に 幸福で、 みちたりた 生活を 築か 
なければ ならない と 教えた。 

一九 四 六 年 六月 一日 —— 、この 日は 解放を むかえた 黄海 製鉄所の 労働者が、 日本 帝国主義 者が 破壊して いった 一 
号 平炉を 復旧し、 はじめての 溶 鉄を 流す 日であった。 

この 日、 将軍は この 製鉄所を たずね、 

「さあ、 見た まえ。 われわれの 労働者が 溶 鉄を ひきだし ている。 日本 帝国主義 者は 十 年 かかっても 復旧で きない 
といった が、 われわれの 労働者は わずか 一年たら ずで も、 こぅして 溶 鉄を 流して いるでは ないか。 これは 大きな 勝 
利です/ これは 新しい 民主国 家の 建設で わが 労働者の かちとった 最初の 勝利で あり、 わが国の 金属工業の 最初の 
出発です」 

とたた え、 新しい 祖国 建設の ために さらに 多くの 仕事を しなければ ならない と 強調した。 

金 日 成 将軍の 強力な 指導と 労働者階級の たたかいに よって、 北半 部の すべての 産業 施設は 短期間 内に 復旧され、 
正常に 活動し はじめた。 

のこされた 問題は、 日本 帝国主義から 奪い かえした 産業 施設を 法的に 朝鮮人 民の 所有に かえる ことであった。 

金 日 成 将軍は、 f 産業、 交通、 運， 輪、 逓信、 •銀行な どの 国有化に かんする 法令，」 を 発布 (一九 四 六 年 八月 十日) し 
た。 この 法令は つぎのよぅに 指摘して いる。 

「日本 国と、 日本人の 社 人 および 法人な どの 所有、 または 朝鮮人 民の 反逆者の 所有と なって いるすべ ての 企業 所、 
鉱山、 発電所、 鉄道 運輸、 逓信、 銀行、 商業 および 文化 機関な どは すべて 無償で 没収し、 これを 朝鮮人 民の 所有、 
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すなわち 国有化す る」 

金 日 成 将軍の 指導の もとに、 産業 国有化 
は 一気に、 成功裏に 完遂され た。 重要産業 
が 国有化され た 結果、 一千 余の 産業 施設が 
全人 民 的 所有と なった。 こうして 人民 経済 
の 指導 的な 命脈が、 国家の 管理の もとに お 
かれる ょうになった ので ある。 

北半 部で おこなわれた 産業 国有化は、 こ 
の 課題を 明らかにした 祖国 光復 会の 十 大綱 
領を 、解放され た 祖国の 地で 輝かしく 実現 
した もので あり、 これは 民主主義 的 自主 独 
立国 家の 建設の 基礎を ととのえ、 人民の 福 
祉を 向上させる うえで、 きわめて 大きな 意 
義を もっていた。 

重要産業が 国有化され たこと にょって、 
北半 部では、 日本 帝国主義 者と 親日派の 経 
済 的 基盤が 完全に 消滅した。 そして 生産 手 
段が 個人の 手に 集中し、 隸属と 搾取な ど あ 
ら ゆる 社会的 不幸を 生み だしていた 根源 
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が、 産業の 分野で 基本的にと り のぞかれた。 

重要産業が 国有化され た 結果、 あらゆる 社会的 不幸を 生んだ 根源が 産業の 分野から 基本的にな くな り、 社会主義 
的 生産 関係が 生まれ、 人民 経済に おいて 国営 経済が 指導 的 地位を しめる ようになり、 民族 経済を 計画的に 発展 させ 
る 基礎が つくられた。 北半 部の 労働者階級は 生産 手段を みずからの 手に しっかりと にぎり、 かれら 自身と 人民の た 
めに 労働す る ことができる ようになり、 その 指導 的 地位を いっそう 強める ことができた。 

金 日 成 将軍は 重要産業の 国有化を 実施す るに あたり、 決して 資本主義 的 所有 一般の 一掃を 断行した のでは なかっ 
た。 産業 国有化は 反帝 反 封建的な 民主主義 革命の 任務の 一環と して 実施され、 没収の 対象は 日本 帝国主義と 隸属資 
本家の 所有に かぎられた。 民族 資本家の 重要 企業は 法的に 認められ、 人民 政権と 民主 改革を 支持し、 人民 経済の 復 
興 発展に つくす 中小 商工業者の 活動にたい しては、 国家的 指導に したがわせる という 原則で これを 奨励す る 政策が 
とられた。 

金 日 成 将軍は、 労働者階級の 社会的 境遇を 根本的に 改善す るた めに、 もっとも 進歩的な 労働法 令 (I 九 四 六 年 六月 
二十四日) を 制定した。 

将軍は 労働法 令の 目的に ついて、 つぎのように のべて いる。 

r …… 労働法 令の 目的は、 労働者、 事務員の 労働条件を 根本的に 改善し、 物質的 福祉を 向上 させ、 産業に おける 
帝国主義的 搾取の 残滓を 根絶し、 労働者階級の 民主主義 的 解放を 実現す る ことにあります」 

労働法 令に よって、 労働者、 事務員には 八 時間 労働 制が 実施され、 男女 労働者の 同一 賃金 制が さだめられ、 少年 
の 労働は 禁止され、 労働者、 事務員にたい する 有給休暇 制と 健康 保護 対策が きめられた。 

将軍が 発布した 労働法 令は、 朝鮮 歴史に おいてば かりで なく、 世界の 植民地、 半 植民地 民族の 歴史に おいても は 
じめ ての、 もっとも 民主主義 的な 労働法 令であった。 それは、 じつに 新しい 民主 祖国 創建の 主力部隊 である 労働者 
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階級の 切実な 利益を 反映した 重要な 法令で あり、 朝鮮の 民主主義 的 発展の 条件を ととのえた もので あ - > た" 

労働法 令が 実施され た 結果、 労働者階級にたい する 搾取と 隸属 関係は 永久にな くな り、 かれらの 政治的、 労力 的 
熱意と 生活水準は 急速に 高まって いった。 

すでに 抗日 武装 闘争の 時期から、 女性 解放の 問題を 革命で 解決すべき 根本 問題の 一つと みなし、 祖国 光復 会十大 
綱領で 明確な 方針を しめした 金 日 成 将軍は、 男女平等 権 法令を 発布 (一九 四 六 年 七月 三十日) し、 朝鮮の 女性を 植民 
地 的、 封建的く びきから 完全に 解放し、 女性に 政治的 自由と 権利を 行使す る 輝かしい 道と、 新しい 社会 建設に 積極 
的に 参加で きる ひろい 道を ひらいて やった。 

将軍は このほかに も、 司法 おょび 教育の 民主化を すみやかに おしすすめ、 新しい 祖国 建設と 人民 経済の 復興 発展 
に 必要な 民族 幹部を 養成す るた めに、 いくつかの 措置を とった。 

金 日 成 将軍の すぐれた 指導の もとに、 北半 部での 反帝 反 封建 民主主義 革命の 任務は みじかい 期間に 勝利した。 

世界の 人民は、 この 偉大な 勝利に 驚嘆せ ざるを えなかった。 

植民地 支配から 解放され てわず か 一年たら ずの あいだに、 社会経済 的 改革を 円滑に、 徹底的に 遂行した ことは 類 
例の ない ことで あつた。  .. 

土地改革を はじめと する 反帝 反 封建 民主主義 革命の 課題が 偉大な 勝利を おさめた ことは、 じつに 朝鮮の 歴史に お 
ける 偉大な 変革であった。 

この 勝利は 全面的に、 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖で ある 金 日 成 将軍の 賢明な 指導と すぐれた 展開 力に ょっても たら 
された ものである。 

北半 部には 人民 民主主義 制度が 確立され、 祖国の 統一と 独立の 物質的 保障で ある 強力な 革命的 民主 基地が 築かれ 
た。 そして 労働者、 農民の 階級 的め ざめ と 意識 水準が 高まり、 すべての 勤労 人民の 政治的 統一が 強まり、 広 はんな 
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人民 大衆が 党の まわりに かたく 結集す るょう になった。 民主 改革が 実施され た 結果、 北半 部では 社会主義 革命の 段 
階に 移行す る 条件が ととのった。 

北半 部で 実施され た 諸般の 民主 改革は 世界では じめ ての、 もっとも 徹底的に おこなわれた 進歩的な 民主 改革で あ 
り、 じつに 世界的な 模範であった。 

それは、 民族的 独立と 解放の ためにた たかう アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカ 人民の 革命 闘争を 鼓舞す るた た 
かいの 旗 じる しとな り、 理論的、 実践的に かれらに 闘争 綱領を 明示した ものであった。 

民主的 改革の 輝かしい 成果は、 南半 部の 人民に 大きな 革命的 影響を あたえ、 アメリカ 帝国主義 者と 地主、 買弁資 
本家、 反動的 官僚に 反対す るかれ らの 闘争を 力強く はげました。 民主 改革は 南半 部 人民の 闘争の 旗 じる しとな り、 
希望の 灯台と なった。 

南半 部の 人民は、 金 日 成 将軍の 指導の もとに 北半 部の 人民が なしとげた 革命的 成果に かぎりなく はげまされ、 ア 
メリ カ 帝国主義の 植民地 隸属化 政策に 反対して 決然と たちあがった。 かれらは 祖国の 自主 独立を 熱烈に 希望し、 北 
半 部と 同じょうに 南 朝鮮で も 民主 改革を 実施す る ことを 要求し、 不屈の たたかいを くりひろげた。 

5 党を 強大な 大衆 的 政党へ 

黄金時代へ とまっし ぐらに すすむ 革命の 日々 は、 党が いっそう 洗練され、 発展す る 誇らしく 栄光に みちた 日々 で 
も あった。 

金 日 成 将軍の 指導の もとに 党は 革命を 正しく 導き、 人民に かぎりなく 忠実であった が ゆえに、 全人 民の 一致した 
支持と 信頼を え、 人民の 胸の なかで もっとも 貴い ものと しての 地位を 占めた。 


106 


5  党を 強大な 大衆 的 政党へ 


免は 民主 改革を 実施す る 過程で 人民から 全国的な 支持と# 任を うげ、 広は んな 大衆を その ま b りに いっそう かた 
く 結集 させ、 民主主義 民族 統一戦線と 民主 朝鮮の 建設に おいて、 その 指導 的 役割を いちだんと 高めた。 

もし 偉大な 領袖 金 日 成 将軍と、 将軍の 創建した 党がなかったならば、 人民に 輝かしい 勝利の 前途を さししめす こ 
とは もちろん、 北半 部に おける 人民 政権の 樹立 も、 偉大な 民主 改革の 提起と その 勝利 も 不可能であった だろう。 

金 日 成 将軍と、 将軍が 創建して 導く 党 —— 、これは 全 朝鮮人 民の 脳髄で あり、 心臓で あり、 知恵で あり、 良心で 
あった。 

党は 民主主義 革命を 遂行す るた たかいの なかで 鍛練され、 育成され た 労働者 や 農民を 入党させる ことによって、 
創建 後わず か 十 か 月間に、 北朝鮮 だけで も 二十 七 万 余 名の 党員を 擁する にいた った。 

そのうちの 絶対多数は 労働者と 貧農であった。 北半 部の すべての 地方と 主要な 工場、 企業 所には 党 組織が つくら 
れ 、一万 二 千 余の 細胞が 活動す るよう になった。 

党は 量的な 面で 成長した ばかりでなく、 質的に もき わめて 強固な ものと なった。 

金 日 成 将軍の 思想に よって 組織 思想 的に 統 I され、 民主主義 中央集権 制の 原則に もとづく 指導 体系と 厳格な 党 的 
規律が 確立され た。 

党は 反帝 反 封建 民主主義 革命の 過程で 貴重な 経験を つみ、 党員 もまた、 この 過程を つうじて 革命的に きたえられ 
た。 

これは 創建い らい、 党 建設の 分野で なしとげられた 大きな 勝利で あり、 朝鮮人 民が かちとった 輝かしい 政治的 勝 
利であった。 

しかし、 た ゆみな き 前進と 闘争に よって 革命を 全速力で 発展させる ことを 信条と する 金 日 成 将軍は、 党 建設で お 
さめた これらす ベての 成果 も、 これから 先、 党が いっそう 急速に 強化 発展して いく 基盤に すぎない と 考えた。 
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金 日 成 将軍は、 党を いっそう 強大な 大衆 的 政党と して 発展させる 構想を たてた。 

党を 大衆 的 政党と してし っかり 組織す る ことは、 マルクス •レ ー ニン 主義 党 発展の 合法 則 的な 要求で ある。 だ 
が 第二次大戦 後、 どの 国の マルクス. レー ニン 主義 党 も ;: の 問題を 円滑に 解決して はいなかった。 

しかし この 問題 もまた、 金 日 成 将軍に よっては じめ て 独創的に 解決され た。 

当面の 政治 情勢と 革命 発展の 要求を するどく 見と おした 金 日 成 将軍は、 大衆 的 政党の 建設を 朝鮮 革命の 勝敗を 左 
右す る 根本的な 問題と みなした。 

当時の 情勢は、 北半 部では 革命的な 民主 基地が しっかりと 築かれ、 祖国の 自主 独立の ための 全 朝鮮人 民の 闘争が 
強化され ていたのに たいし、 南半 部では アメリカ 帝国主義の 植民地 隸属化 政策が ますます 露骨 化し、 民主 勢力を 抹 
殺し、 分裂を たくらむ かれらの 策動が 激化して いた。 

アメリカ 帝国主義 侵略者は、 いわゆる 「精 版 & 偽® 幣則 件」 (南 朝鮮の かいらい 替 察が 共産党の 本部を おそった とこ 
ろ、 その ビルの 地下に ある 精 版 社と いう 機関紙 印刷所から 「偽造 紙幣」 の 銅 版が 見つかった という 事件) なる ものを でっち あ 
げて 共産党を 弾圧し、 南半 部で 発行され ていた 共産党 機関紙の 発行を 禁止した。 

また 共産党 員と、 すべての 民主主義 的 政党 や 社会 団体の 幹部に テロを くわえ、 かれらを 手 あたりし だいに 検挙し 
た。 

アメリカ 帝国主義と その 手先 どもは、 民主 勢力にたい する 暴圧を 強める 一方、 欺瞞的な 「左右 合作」 の 看板を か 
かげて 民主 勢力を 分裂 させ、 動揺す る 中間 政党を 反動 勢力に ひきこもうと 策動した。 それば かりで なく、 無数の 
「政党」 をつ くりあげ、 勤労大衆まで も 分裂 させようと たくらんだ。 そして その 余波は、 北半 部にまで およん 
だ。 

こうした 事態は、 革命 発展の 要求に かなうよう、 しかも 敵の 分裂 策動に 対処して 主動的に 民主 勢力 —— とくに 広 
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はんな 勤労大衆の 統一と 団結の 強化を、 さしせまっ た 問題と して 提起した。 

金 日 成 将軍は、 この 問題を 解決して こそ 北半 部に おける 民主 改革の 成果を うちかため、 革命を ひきつづき 発展 さ 
せる ことができ、 社会主義を めざす たたかいで 勝利す る ことができ ると 考えた。 そして 南 朝鮮で も、 敵の 弾圧を う 
ち やぶって 党 活動の 合法性を 保ち、 アメリヵ 帝国主義に 反対す る 大衆 闘争を 発展させる ことができ ると 考えた。 

しかし 勤労大衆は 南北を とわず、 各派の 政党に よって 分散され たままで あった。 

北朝鮮には 農民と 勤労 ィンテリを もうらし ている 新 民 党が あり、 南 朝鮮に もこれ と 似た ような 人民 党と 新 民 党が 
ぁった。 

こうした 状況の もとでは、 共産党が これらの 党の 行動の 統一を 強める 活動を どんなに うまく おこなった にしても、 
異なった 党の 指導を うける 勤労者たち の あいだに 生ずる 一定の すきまを 完全に ふさぐ ことは できなかった。 

北朝鮮では、 これを 利用して 崔昌 益ら の 分派 分子が 新 民 党に 依拠して 分派 的 地盤を つくる ことに 汲々 とし、 労働 
者 階級の なかにまで、 その 「党勢」 を ひろげようと たくらんだ。 

また 南 朝鮮で も、 共産党、 人民 党、 新 民 党内での 朴憲永 一味、 rM  . L 派」 分子、 その他の 分派 分子ら の 分裂 策 
動が 露骨を きわめた。 

これらの 事実は、 アメリヵ 帝国主義 者と 国内 反動に よる 民主 勢力への 分裂 策動、 とくに 勤労大衆の 分裂を もくろ 
む 策動に 有利な 条件を つくり、 小 ブルジ ョアジ ー と ィンテリの 一部が 反動 どもに 利用され る 危険性を 生んだ。 

金 日 成 将軍は、 こうした 事態の もとで、 党と ほかの 勤労者 党が いつまでも 分かれて いる ことは 革命 発展の 全般的 
利益に もとる もので あり、 このままでは 革命の 任務を 成果 的に なしとげる ことができな いと 判断した。 

ここで 金 日 成 将軍は、 共産党と ほかの 勤労者 党を 合 党し、 新たに 労働党を 創建す る ことにかん する 大胆な 方針を 
提示した ので ある。 
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将軍は、 合 党の 必要性に ついて つぎのょうにの ベた。 

「敵|ゎ'^鞠 1;', 勤 ^, *: 荆 ^ 分裂ずる|こ"^ ^/ '^ -3 とも ^. ¥' *| #: 険でぁ <?| 41 弋'^^ ^ .9 ^^^,-^"5'5别 
め‘ ij ti I 勤労 大 ^' が T っ 幻 か' たく 団 W し 1 銃 T しな けれ ^ I ない ま' せ， ん。 —^ii A- K/ , のま rs; に^^^ T 
15$^, af 主' 主 1' 的 課題 ^： + なしとげる 5' えで々， もっとも 決定的な ことは 勤労大衆の 統 ■一  的な 参謀 部、'^ 労 AI M1 の 唯 
一^-^^的 ^ 前谢飾 ^ ^ ‘しっか 〇/ づく ^ ^:—ることザ弋^^閊爵 ^: ただ背派党を創建すをことに夂ってのみ解 

金 日 成 将軍は、 大衆 的な 党を 創建す る 路線を さししめしながら、 たとえ 党 創建の 歴史が みじかくても、 すぐれた 
共産主義 的中 核が 育成され ている ために、 非プ p レ タリア 的な 人び とが 入党して きても、 これを 革命家と してきた 
える ことができ ると 科学的に 判断した。 

将軍は、 民主主義 革命を つうじて 変化した 勤労者た ちの 境遇に ついても 具体的に 考察した。 

北半 部では 人民 政権が 樹立され、 民主 改革が 実施され たために 労働者、 農民を はじめ 勤労 ィンテリの 境遇が 根本 
的に かわり、 かれらの あいだの 利害関係 もます ます 密接に むすびつく ょうになって いた。 これと ともに、 かれらが 
たがいに 同盟で きる 政治 経済的 基礎が つくられ、 すべての 社会生活で 労磡者 階級の 指導 的 役割が 高まった。 

将軍は、 こうした 社会 階級 的 関係が 共産党と 新民觉 の 合 党を 切実に もとめて いる ばかりでなく、 それが 十分に 可 
能で あると みなした。 

さらに、 共産党が 当面の 任務と して 提起した 最低 綱領と 新 民 党の 綱領が 基本的に 一致して いた こと も、 両者が 一 
つの 党と なりうる 十分な 条件で あると 判断した。 

金 日 成 将軍は、 南半 部に おいても 当面する 革命 任務の 共通 性に もとづき、 共産党、 人民 党、 新 民 党が 合 党して 勤 
労 大衆を しっかりと 統一させる ことができ ると 確信した。 
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金 日 成 将軍は 労働党 創建の 方針を しめす と 同時に、 合 党の 基本 原則に ついても 明確に 規定した。 

将軍は、 共産党と 他の 勤労者 党との 合 党が 単純な 機械的 合 党では なく、 if 則 的 VT, 場での 合 免で ある ことを 明らか 
にし、 合 党 後の 労働党の 根本的な 性格は 共産党と 同じく、 マルクス •レー ニン 主義の 党で なければ ならない ことを 
明らかにした。 

したがって 、労働党の 創建は 抗日 武装 闘争の 革命 伝統と 共産党の 革命の 偉業を うけつぎ、 マルクス •レー ニン 主 
義の 厳格な 革命的 原則に もとづく ことを 前提と する ものであった。 

すべての 党員は、 全 勤労大衆を 唯一 的に 指導す る 強大な 大衆 的 党の 創建を めざす 金 日 成 将軍の 正しい 方針を 積極 
的に 支持し、 合 党を すすめる ために 全力を あげた。 

金 日 成 将軍は、 合 党は 北朝鮮 労磡 党と 南 朝鮮 労働党を 別個に 組織す る 方向です すめる ことを 明らかにした。 将軍 
のこの 方針は、 南北 両 地域の 情勢が たがいに 異なる ことと、 とくに 南半 部に おいて 党の 合法的 活動を 保つ ことを 考 
慮に いれた 措置であった。 

北半 部では、 共産党と 新 民 党の 合 党が 短期間に、 成功裏に すすめられた。 

一九 四 六 年 七月 二十 七日、 金 日 成 将軍の 指導の もとに 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会 第 八 回 拡大 執行委員 会が ひら 
かれ、 北朝鮮 共産党と 新 民 党の 合 党を 正式に 決定した。 つづいて 七月 一一 十九 日には、 北朝鮮 共産党 中央 組織 委員会 
と 新 民 党 中央委員会の 連 席 会議が ひらかれ、 両党の 合 党を 決定した。 その後、 これにしたがって 両党の 各 級 党 組織 
の 連 席 会議が すすめられ、 労働党 組織が 結成され ていった。 

労働党の 創建 過程は、 その 出発から 左右の 日和見 的な 偏向に 反対す るた たかいを ともなった。 左翼 的な 偏向は、 
おもに 一 ■部の 人び とが 合 党を マルクス. レ 丨- ーン 主義から 逸脱した ものである かの ょうに 考え、 これに 反対す ると 
いうかたち であら われた。 また 右翼 的な 偏向は、 合 党 以後は マルクス •レ 111 ン 主義を 放棄し、 党の 規律を 弱めょ 
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うとす る 点に あらわれた。 そして 部分的には 合 党を 「新 民 党 化」、 あるいは 「小 ブル ジョァ 化」 だとす る 傾向が あ 
らわれ た。 これは 合 党を よろこばない 左翼 的な 偏向の あらわれ であると 同時に、 革命的 党 建設の 原則を 放棄し よう 
とする 右翼 的 毒素であった。 

将軍は、 広 はんな 勤労大衆を 代表す る 大衆 的な 党 —— 労働党の 創建が マルクス* レー ニン 主義からの 逸脱では な 
く、 まさに マルクス •レ ー ニン 主義の 原則を 正しく 適用し 発展 させた もので あり、 労働党は あくまでも マルクス. 
レ—- ーン 主義を ゆるぎない 指導 的 指針と する 党で あり、 革命の ための 党で あり、 勤労大衆の 戦闘的 部隊で ある こと 
を 明確に し、 左右の 偏向を おかして いるものた ちに 決定的な 打撃を あたえた。 

金 日 成 将軍は 合 党を 勝利へ と 導く ために、 党の 方針に もとる さまざまな 偏向にたい して 徹底的な 闘争を すすめた。 

合 党は 成功裏に すすめられ、 わずか 一か月の あいだに 労働党は その 強大な 姿を あらわした。 

ピョンヤンでは 一九 四 六 年 八月 二十 八日から 三十日に かけて、 北朝鮮 労働党 創建 大会が ひらかれた。 大会には 共 
産 党員 二十 七 万 六 千 余 名と、 新 民 党員 九 万 余 名を 代表す る 八 百 一名の 代表者が 参加した。 

金 日 成 将軍は 大会で、 『勤労大衆の 統一的 党の 創建の ために』 と 題す る 報告を おこなった。 

将軍は 報告で 南北 朝鮮の 情勢を 全面的に 分析し、 過去 一年間の 革命 闘争の 経験を 総括した。 そして 民主主義 民族 
統一戦線を 強化し、 各界 各層の 愛国 的 人民を かたく 結集させる こと、 とくに 勤労大衆の 統一を 強める ことが すべて 
の 勝利の 保障になる ことを 強調し、 創建され る 労働党の 目的と 性格、 任務を つぎのように 規定した。 

「わが 党は、 綱領の 第一条に 明示され ている ように 朝鮮の 勤労大衆の 利益を 代表し、 擁護す る 党で あり、 富強 
な 民主主義 独立国 家の 建設を 目的と する 党であります。 労働党は 朝鮮の 勤労大衆の 前 術 部隊で あり、 労働者、 農 
民、 勤労 ィンテリの 広 はんな 大衆の なかに 根を おろして います。 それゆえに 労働党は、 朝鮮の 自主 独立と 民主化の 
ための 闘争に おいて 当然、 主導 的な 勢力と ならなければ ならない し、 民主主義 民族 統一戦線で 中核 的な 役割を うけ 
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もたなければ なりません。 わが 党は、 親日派、 民族 反逆者、 地主、 買 弁 資本家を 打倒し、 祖国を 帝国主義の くびき 
から 完全に 解放し、 民主主義 的な 自主 独立国 家を 建設す るた めに たたかう であり ましよう。 …… 

現段階に おける わが 党の 基本 任務は、 広 はんな 人民 大衆を 動員して 反帝 反 封建 民主主義 革命を 全国的に、 徹底的 
に 遂行し 民主主義 人民 共和国を 樹立す る ことであります」 

つづいて 将軍は、 両党が 合 党す る 必然性と、 合 党の 過程で 部分的に あらわれた 左右 日和見 的 偏向を 批判し、 党を 
勤労大衆の 組織され た 強力な 戦闘 部隊と して、 前衛 部隊と して 発展させる ためには、 党の 隊列の 統一と 純潔 性を か 
たく 守り、 鋼鉄の ような 規律を 確立し、 これを さまたげる あらゆる 傾向と 容赦な くた たかわなければ ならない と 強 
調した。 

このほかに も 金 日 成 将軍は、 党の 基本 任務から 出発して、 党を 組織 思想 的に いっそう 強化す る 党の 当面の 任務に 
ついて 言及した。 

大会は 将軍の 報告を 討議し、 『北朝鮮 共産党と 朝鮮 新 民 党が 合同して 北朝鮮 労働党を 創建す る ことにかん する 決 
定 書』 を 採択した。 

さらに 大会では 労働党の 綱領と 規約が 採択され、 党の 機関紙と して 『労働 新聞』 を 発刊し、 党 および 国家 建設に 
必要な 理論を 展開す るた めの 理論 雑誌の 発刊を 決定した。 

大会では、 南 朝鮮に おける 三 党の 合 党 事業の 進行状況に ついても 審議し、 この 事業を 早急に 推進す るた めの 決定 
を 採択した。 

妓 後に 大会では、 『|朝鮮同胞に訢ぇ 5| (北朝鮮労働党創建大会)』という宣言書を採択した。 

宣言書は つぎのように のべて いる。 

「われわれは この 宣言で、 もし 諸君が 解放され た 祖国を ほんとうに 愛するならば、 わが 祖国が 富強な 自主 独立国 
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家と して 平和を 愛する 世界の 各 民族の 一員と なること をね がうならば、 わが国に おいて 反動と 虐殺と 暴政を もとめ 
ないならば、 幸福で 自由な 生活を ねがうな らば、 わが 労働党の 隊列に くわわり、 みずからの 献身的な 参加に よって、 
強大で 自主的な 民主主義 朝鮮人 民 共和国の 建設を 援助す るよう 訴える」 

金 日 成 将軍の 方針に したがって、 北朝鮮 共産党が 新 民 党と 合 党して 勤労大衆の 統一的 党で ある 労働党に 発展した 
ことは、 革命 勢力を 拡大し 強化す るう えで 画期的な 出来. 事であった。 

両党の 合 党の もつ 大きな 歴史的 音義 について、 金 日 成 将軍は つぎのようにの ベた。 

「わが 党が 新 民 党と 合 党して 勤労大衆の 統一的 政党で ある 労働党に 発展した ことは、 われわれの 革命 力量を 拡大、 
強化す るう えで 画期的な 出来事であります。 合 党の 結果 わが 党は、 労働者階級 ばかりでなく 勤労 農民と 勤労 ィン テ 
リの 先進 的 分子を その 隊列に 結集した 大衆 的な 政党と なりました。 

共産党と 新 民 党の 合 党は 党の 力量を 強化し、 革命家の 隊列の いっそうの 拡大を 可能に し、 党が 広 はんな 大衆の な 
かで ますます 深く 根を おろす ことを 可能に しました。 それは また、 二つの 勤労 政党の 存続に よっても たらされる 勤 
労 人民の 革命 力量 分裂の 危険性を なくし、 労働者階級の 指導の もとに 労働者、 農民、 勤労 ィンテリの 同盟を 強め、 
すすんで は 各界 各層の 民主 勢力の 統一戦線を いちだんと 強化す るよう になり ました」 

こうして、 マルクス •レ— ニン 主義の 党を 大衆 的 政党に 発展させる 困難で 深刻な 問題は、 第二次大戦 後、 共和国 
の 北半 部で 金 日 成 将軍の 賢明な 指導の もとには じめ て 解決され たのであった。 

金 日 成 将軍は 北朝鮮で 合 党 事業を 指導しながら、 南 朝鮮での 合 党に ついても 大きな 関心を はらった。 

当時、 南 朝鮮の 党員たち と 勤労大衆は、 将軍が しめした 合 党 方針を 積極的に 支持して いた。 

しかし 南半 部での 合 党 事業は、 アメリヵ 帝国主義 とその 手先、 また さまざまな 謀略 分子と 分派 分子の 策動の ため 
に 大きく さまたげられて いた。 


114 


5 党を 強大な 大衆 的 政党へ 


アメリカ 帝国主義は 合 党を 妨害す るた めに ますます 弾圧を 強めた。 かれらは すべての 反動 分子を 結集し、 あら ゆ 
る 手段と 謀略を 弄して 外部からの 破壊 工作を つづけ、 謀略 分子 や スパィを 放ち、 内部から 分裂 させょうと 策動した。 

朴憲永 一味と 「M.L 派」 の 分派 分子は、 アメリカ 帝国主義 者に あやつられて、 おもてむきは 合 党を 支持す るふ 
りを しながら 実際には これに 反対し、 合 党の 実現を ひきのばした。 かれらは 合 党 問題を めぐって 分裂 策動を ます ま 
す 激化 させた。 はなはだしい ことには、 朴憲永 一味は、 共産党、 人民 党、 新 民 党の 合 党 問題を ながいあいだに ぎり 
つぶして 提起す る こと さえ おこたり、 合 党 事業を おしすすめる どころ か、 自 派の 指導 権を 維持す る こと だけに 汲々 
とし、 自 派に 追従し ない 人び とを 排斥して いた。 

金 日 成 将軍は 朴憲永 一味の 反 党 的な 態度を きびしく 批判した。 

将軍は、 人民 党 や 新 民 党の 幹部たち にも、 共産党と 合 党す る ことを すすめた。 

その 当時、 南 朝鮮の 共産党 ばかりでなく、 人民 党、 新 民 党の 代表的な 幹部 も、 朝鮮人 民の 公認され た 領袖で ある 
金 日 成 将軍の 教えを こうため に、 三十八度線を こえて ょく ピョンヤンを たずねた。 

金 日 成 将軍が 共産党と 新 民 党の 合 党 事業を 活発に すすめて いた 一九 四 六 年 夏の ある 日、 副官が 将軍の 部屋には い 

って 報！ 一口した。 

「南 朝鮮から、 呂運亨 がたず ねて きました。 外に 待たせて あります」 

「吕 運亨 ? .」 

ペンを にぎった 手を とめて 顔を あげた 将軍の 目は、 1 瞬きら りと 光った。 

「雄弁家」 、「すぐれた 政 客」 として 南 朝鮮で 一定の 人気を えてい ると いう 人民 党の 党首 吕運亨 が、 みずからたず 
ねて きたので ある。 将軍は 書類を 机の 片隅に おしやって、 やわらかな 微笑を うかべて こう 返事した。 

「ここへ 案内して くれた まえ」 
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つばの ひろい パナマ 帽に サングラスを かけた 紳士 風の 呂運亨 が、 副官に 案内され て 部屋には いってきた。 

金 日 成 将軍は 明るい 微笑を うかべ、 ドアまで むかえに でて かれと 握手した。 呂運亨 は ひどく 感激した ようすで あ 
った。 将軍は 初対面の あいさつを かわし、 かれと むかいあって すわった。 

弁 説た くみな 呂運亨 は 自己流に 内外 情勢を 語り、 「憂国の 情」 を ひれきした。 

金 日 成 将軍は かれの 熱弁を ききながら、 ときおり 真剣な まなざしで、 また 余裕の ある 微笑を うかべて 相手の 見解 
をた だしたり、 おぎなったり した。 

なめらかに 流れて いた 吕運亨 の 弁舌は しだいにと ぎれ がちに なり、 時間が たつに つれて それは ますます ひどくな 
った。 かれは 金 日 成 将軍と 話 あってい るう ちに、 その 偉大な 品格と 卓越した 識見、 深く ひろい 度量と 抱擁 力に うた 
れ 、深い 感動に とらわれた のであった。 

食事の 時間に なった。 金 日 成 将軍は 先に 席を たちながら いった。 

「なにもありません が、 わたしの 家で いっしょに 食事で もいた しましょう。 あらかじめ ご 来訪を 知らせて くださ 
れば 、おもてなしの 準備 もさせる のです が …… 、突然 お見えになった 先生が 悪 いんです よ」 

将軍は 大きく 笑った。 

「わたしは 旅館に いきます」 と 呂運亨 は 遠慮を した。 

金 日 成 将軍は、 壁から パナマ 帽を とって 手に した 吕運亨 にいった。 

「旅館の ようには いきません が、 わたしと いっしょ にまい り ましょう。 お 客を 旅館に とまらせる ような ことが わ 
が 国の 作法に かなわない ことぐ らい、 先生 もよ くご 存知ではありません か …… 」 

吕運亨 は、 自分を 肉親の ように あたたかく むかえて くれた 金 日 成 将軍の 抱擁 力と 感化 力に、 胸の 熱くなる のを お 
さえる ことができなかった。 
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将軍の 自宅に 招待され た 呂運亨 は、 信じられない といった ようすで 部屋の なか や 家具 類を 見つめて いた® かれの 
想像とは あまりに もへ だたり が あった からで ある。 それは 清潔では あった が、 一国の 領袖の 官邸の 家具に しては あ 
まりに も 簡素であった。 

やがて 食事が はこばれた。 螺 一の 飾り もない ありふれた 食膳には、 なに 一つ 特別な 料理ら しい ものはなかった。 
呂運亨 は 敬 良な 面 持で 金 日 成 将軍と むかいあい、 同じ 食膳で 箸を とった。 

話題は ふたたび 政治問題に 移った。 

吕運亨 は 自分の 意見を のべようと はせ ず、 金 日 成 将軍の 話に 耳を かたむける ばかりであった。 そして 感嘆し なが 

ら こういつた。 

「将軍の お 話を うかがって、 もやもやして いた 胸が すっきりし ました。 わが国の すすむべき 道が はっきりと 見え 
てきました。 率直に 申し あげて、 わたしは 南 朝鮮 ばかりでなく、 外国で も 多くの 名の ある 政治家に 会った ことがあ 
ります。 しかし 将軍の ような お 方に お会いす るのは はじめてです。 ことば だけでなく 心から 申し あげる のです が、 
あなたが いらっ しやる おかげで、 わが 朝鮮は 大きく 運が ひらけました」 

かれは 自分の たどって きた 生涯を ふりかえりながら、 祖国と 人民の ために 献身し ようとい う 主観的な 希望に 反し 
て、 あやまち も 多かった と 率直に のべ、 これからは 将軍の 教えに したがって 力の かぎり 働きたい、 とその 決意を 語 

った。 

金 日 成 将軍は 呂運亨 に、 共産党と 団結し なければ ならない といった。 呂運亨 はこの 至情 あふれる 将軍の 勧告に し 
たがい、 それからは 将軍の 志を くんで 活動す るよう になった。 

将軍は 南 朝鮮の 三 党を 合 党させる ために、 あらゆる 努力を はらった。 

しかし、 すでに アメリヵ 帝国主義の スパィに なりさがって いた 朴憲永 一味は、 呂運亨 を 党首と する 人民 党 および 
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新 民 党との 合作に つくす どころ か、 逆に 合 党 事業を 破壊させる 犯罪 的 行為を くりかえして いた。 

一方、 「 M .  L 派」 分子は. 「大会 派」 と 称する 分派 集団を つくり、 朴憲 永の 「偏狭な 幹部 政策」 に 反対 するとい 
う 口実の もとにます ます 分裂 策動を 強め、 「党内 闘争」 を 党 外に ひろげて 党を 破壊し、 合 党 事業を さまたげた。 

かれらは ひそかに、 反 党 分子 崔昌 益の 庇 ■と 援助を うけていた。 朴憲永 I 味と 「大会 派」 の 派閥 岡 争は、 九月の 
ゼネストと 十月の 人民 抗争に おいて ますます 悪 どい ものに なった。 朴憲永 一味は 南 朝鮮人 民の 革命的な 気勢を 分派 
的 目的に 利用しながら、 人民を 無謀な 暴動へ とかりた て、 敵の むごい 虐殺の 犠牲に 供し ょうと 狂奔した。 一方、 
「大会 派」 分子 も かれらな りに、 分派 的 目的の ためになん のた めら いもな く ゼネストと 人民 抗争を 破壊 するとい う 
罪悪を おかした。 

派閥 闘争は 人民 党 や 新 民 党に も 波及し、 これらの 党の 内部 分裂と 動揺を 激化 させた。 南 朝鮮に おける 分派 分子の 
目にあ まる 派閥 あらそいは、 合 党 問題を めぐって 党と 勤労大衆を ますます 分裂 させて いった。 

金 日 成 将軍は、 分派 分子と 敵の 破壊 策動の ために 南 朝鮮で 合 党 事業が おくれて いる 重大な 事態を 憂慮し、 これを 
打開す るた めの あらゆる 措置を とった。 将軍は 北朝鮮 SRg 党 創建 大会に おいて、 南 朝鮮 三 党の 合 党 事業を めぐって 
生まれた 重大な 事態を 分析し 批判した のち、 一九 四 六 年 九月 二十 六日に、 f 北朝鮮 労働党 OI 創建と 南 朝鮮 免 働 党の 
IIJI 建 問 M' につい -t, 』 と 題す る 論文を 発表し、 いま 一度 重要な 教示を あたえた。 

将軍は この 論文で、 ふたたび 1 党 創建の 必要性を 強調し、 北半 部で 順調に 遂行され た 合 党 事業の 経験に 照らし 
て、 党の 思想 意志の 統一と 鋼鉄の ょうな 規律を 確立して こそ、 合 党 事業を 成功させる ことができ ると 教えた。 

将軍の この 労作は、 合 党 事業を 妨害す る 分派 分子に 大きな 打撃を あたえた。 

朴憲永 一味は もはや それ 以上、 合 党 問題を ひきのばす ことができな く なった。 また、 北朝鮮 労働党から いかなる 
支持を もうける ことができない と 悟った 分派 分子は、 自 派の 勢力を かき 集めて 政党を 組織し、 これを 既成事実と し 
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て 認めさせようと いう 陰険な 策動を はじめた。 また 「大会 派」 分子の 策動は、 「社会 労働党」 を でっちあげる まで 
にいた った。 こうした ゆるしが たい 行為は、 決定的に 紛碎 しなければ ならなかった。 

将軍は 十一月 十六 日、 党 中央委員会 常務 委員会を ひらき、 「社会 労働党」 の 反 党 的で 反動的な 本質を 暴露し 批判 
する 決定 書 『南 朝鮮 社会 労働党に ついて』 を 採択す るよう 提議した。 この 決定 書は 党員と すべての 勤労者に、 「社 
会 労働党」 を 徹底的に 排撃す る ことと、 合 党の ために ほんとうにた たかう 人たち だけを 支持す るよう 訴えた もので 
あった。 

金 日 成 将軍の 強い 措置に よって、 「社会 労働党」 は 組織され てから 数日を でず して 解散され 破滅した。 

一九 四 六 年 十一月 二十 三日、 南 朝鮮 労働党が 結成され た。 

しかし、 これは 形式 上の 合 党に すぎなかった。 その内 幕は 朴憲永 一味が 自派に 追従す る ものたち だけで 南 朝鮮 労 
働 党 中央委員会を 構成した もので あり、 ただ 党の 看板を かえた にす ぎなかった。 

こうして 南 朝鮮 労働党は、 大衆 的な 政党になる ことができなかった。 分派 分子は その後 も 派閥 あらそいを やめな 
かった。 「M.L 派」 分子は 「勤労 人民 党」 をつ くって 朴憲 永に 対抗した。 朴憲永 一味 もまた アメリヵ 帝国主義の 
スパィで ある ことを かくし、 南 朝鮮の 革命運動を 巧妙な 手段で 破 錠 させて いった。 

こうして 南 朝鮮では 合 党の 真の 目的が 達せられず、 勤労大衆は ますます 分裂の 一途を たどった。 

金 日 成 将軍は 分派 分子の 破壊 策動を そのつど 批判しながら、 ひきつづき 広は んな 勤労大衆の 統一を めざす 活動を 
忍耐強く すすめて いった。 

それと 同時に、 将軍は 大衆 的 政党と して 発展した 北朝鮮 労働党を 政治的、 思想 的に 強化す るた め、 大きな 力を そ 
そいだ。 

将軍は、 まず 第一に 労働者階級を 中核と する 勤労 人民の 前 術 部隊と しての 労働党の 性格から 出発して、 党の 隊列 
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を 急速に 拡大す るた めの 基本 原則を 明らかにした。 

金 日 成 将軍は、 党の 隊列を 急速に 拡大す るに あたって 党員の 資格 問題に 特別な 音 1 を 付与し、 つぎのょうに のべ 
た。 

「いうまでもなく、 マルクス. レ ーニ ン 主義者が 民主 革命の 任務を 実践す るう えで もっとも 前衛 的 かつ 積極的で 
ある ことは 事実で あり、 マルクス •レ ー -1 ン 主義で 武装した これらの 革命家が わが 党の 中核に ならなければ ならな 
いのは 当然であります。 しかし、 マルクス. レー ニン 主義に 精通した 人 だけが 民主主義 革命の 遂行に 参加で き、 労 
働 党に 入党で きる ものと 考える のは 大きな 誤りです。 

われわれは、 たとえ マルクス. レ丨- 1 ン 主義に 精通して いなく とも、 民主的な 祖国 建設に おいて 愛国 的 熱意と 積 
極性を 発揮し、 前衛 的な 役割を はたして いる 人であるなら ば、 だれでも 労働党 員になる ことができ ると 考える もの 
であります。 また 労働者 ばかりでなく、 農民と 勤労 ィンテリ でも、 大衆の 先頭に たって 断固と してた たかう 人で あ 
るなら ば、 すべて 労働党には いる ことができます」 

これは、 党員の 資格を 大衆 的 政党で ある 労働党の 性格 おょび その 建設の 特性に そくして 創造的に 規定した ものと 
して、 党の 隊列を 急速に 拡大し 発展させる 唯一の 方針であった。 

しかし 金 日 成 将軍は、 党 拡大の 活動を 組合 的、 募集 的な やり方で おこない、 党 隊列の 純潔 性を そこなう 右翼 日和 
見 主義 的な 傾向に おちいる ことを いましめた。 

金 日 成 将軍は、 党 隊列の 量的 拡大と 質的 強化を 密接に むすびつけ、 戦闘的な 大衆 的 党を 建設し なければ ならない 
と 教え、 その 方途を 具体的にし めした。 

将軍は 党員の 党派 性を きたえ、 党 生活を 強め" 党の 中核 隊列を たえず 拡大して いくこと が 党 建設に おける 基本 問 
題で ある ことを 明らかにした。 
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将軍は とくに、 党 中核の 育成 問題を 重要な 組織 路線と みなした。 

金 日 成 将軍は、 「中核と ^ 共産^ u の *' 理を慠 り、 確信を もって 革命の 道を すずむ 党員の こと」 であり、 さら 
に 「大衆 的 党を 建設す ると 同時に 細胞の 中核を たえず 育成す る ことは、 われわれの 一貫した 組織 路線であります」 
とのべた。 

金 日 成 将軍が しめした この 組織 路線は、 党 建設の 綱領 的 指針を 明らかにした ものであった。 

創建 後 まもない 党が 大衆 的な 党と して 急速に 拡大し 発展す るに つれ、 党員の 革命的な 鍛練の 度合いと、 政治的、 
思想 的 水準の 差が 目だった。 いいかえれば、 きたえられた 共産主義者と 労働者階級の 中核が まだ それほどの 数に 達 
していない 組織に、 広 はんな 党員を もうらす る ことにな ったので ある。 結局、 こうした 党員の 水準の 差を なくす こ 
とは、 革命的で 戦闘的な 党を 建設す る 根本 問題と なって いた。 

金 日 成 将軍は、 十五 年間の 抗日 武装 闘争の 時期に おける 革命 隊列 育成の 豊富な 経験と 共産党 建設で えた 貴重な 経 
験を 一般化し、 この 問題を 解決す る 鍵を 中核の 育成に もとめ、 この ことを 党 組織の 重要な 任務と して 提起した。 

将軍は、 マルクス. レー -I ン 主義 党が 労働者階級を はじめ 勤労大衆と 大衆 組織にたい して 指導 的 役割を はたし、 
すべての 党員が 勤労者の なかで 中核 的な 役割を はたす ことは 当然で あり、 また 党内で 党 貝の 水準に 差が ある 以上、 
思想 的に も 能力 的に もす すんで いる 党員が おくれた 党員を 指導して いくべき であると 考えた。 将軍は とくに、 共産 
党と 他 党との 合 党に ょって 共産主義 思想で 十分 武装され ていない 党員が 党内で かなりの 比重を しめてい る 条件の も 
とでは、 共産主義 思想で しっかり 武装した 党員たち の 中核 的な 役割は、 党 隊列の 統一と 団結を 強める うえで、 また 
全般的な 党 事業を 発展させる うえで、 きわめて 重要な 意義を もつ とみな した。 

それは、 まず 中核を 育成す る ことが 全 党内に 党の 唯一 思想 体系を 確立し、 党の 統一と 団結を 強める 決定的な 保障 
であると 考えた からであった。 
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全 党内に 党の 唯一 思想 体系を 確立し、 党の 統一と 団結を かたく 守る ためには、 領袖の 革命 思想で 全 党員を 武装 さ 
せる とともに、 分派主義、 日和見主義、 ブルジ ョァ 思想、 事大主義 思想、 封建 儒教 思想を 克服し、 清算し なければ 
ならなかった。 この 闘争は ただ、 革命の 領袖に かぎりなく 忠実で、 党と 革命の ために 命を ささげて たたかい、 階級 
的 立場が 明確で、 革命的 節操の かたい 中核に よっての みなしうる ことだった ので ある。 

金 日 成 はまた、 党の 中核を 育成し 拡大す る ことが 党員 相互 間の 水準の 差を なくし、 すべての 党員を 党の 革命 
思想、 党の 政策で しっかりと 武装 させ、 いかなる 状況の もとで も 独自 的に、 能動的に 活動す る ことので きる 鍛練 さ 
れた 革命家、 政治 活動家と して 育成す る 方法で あると 考えた。 

将軍は、 党の 中核を 育成す る 方法を も 具体的にし めした。 将軍は、 中核の 育成は 教育 活動と 革命的 実践を むすび 
つけ、 この 事業を 一時的では なしにねば り 強く おこない、 とくに 党員の 党 生活を 強化して、 分派 分子 および さま ざ 
まな 日和見主義に 反対す る 思想 闘争を つうじて、 かれらを 革命家に そだてあげる ことで あると 教えた。 

このように 金 日 成 将軍は、 ゆるぎない 主体 思想に もとづいて 大衆 的 党 建設で 提起され る 理論的、 実践的 問題に 全 
面 的で 明確な 解答を あたえ、 これに よって マルクス. レ—  - ーン 主義 党 建設の 理論を 大きく 発展 させた。 

将軍は また、 党 隊列の 思想 意志の 統一と 鋼鉄の ような 規律を あらゆる 面から 強化す る ことを 明確に しめした。 こ 
れは全 朝鮮人 民の 運命と、 朝鮮 革命の 終局 的な 勝利が 全面的に 党の 指導に かかって おり、 党を 強化す る ことが 革命 
の 勝利を 決定的に 保障 するとい う、 将軍の 確固たる 主体的 立場からで たもので ある。 

金 日 成 将軍は、 つぎのように 強調した。 

「二つの 党が いま 合 党した ばかりな ので、 われわれの 隊列の なかには さまざまな 傾向が あらわれる こと も ありま 
す。 それゆえ、 わが 党の 綱領に もとづく 統一的な 思想で 全 党員を 武装 させ、 原則的な 同志的 団結を 強め、 政治的 自 
覚を 高めなければ なりません。 
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いっさいの 分派主義 的 傾向と たたかう ことは、 いま 党 生活に おいてと くに 重要な 意義を もっています。 われわれ 
は、 朝鮮の 革命運動に ひきつづきは かり 知れない 害毒を およぼして きたに くむべき 分派主義の 残滓を 徹底的に 一掃 
して、 わが 党を 統一的で 威力 ある 鋼鉄の 隊伍に しなければ なりません」 

さらに 金 日 成 将軍は、 合 党の 目的に 照らして 第一義 的な 意義を もつ 問題は、 党が 大衆との むすびつきを 強める こ 
とで あると 強調した。 

将軍は、 党が 大衆との むすびつきを 強める ためには、 人民 大衆の なかに 党の 綱領と 決定、 すべての 政策を 深く 浸 
透 させ、 それが 大衆 自身の ものと なる ようにし、 大衆み ずからの 団結した 力で 党の 意図を 実践す るよう にしな けれ 
ばなら ない と 教えた。 

金 日 成 将軍の 正しい 方針に したがって、 合 党 後、 党の 隊列は 急速に 成長し、 質的に もさら に 強固と なった。 

とくに 金 日 成 将軍の しめした 方針に したがって、 まず 中核を 育成し、 かれらの 役割を 高め、 全 党員を 革命 思想で 
徹底的に 武装させる ことによって、 党は 隊列 内に もぐりこんだ 分派 分子を そのつど 排除し、 すべての 異質 的な 思想 
傾向を 克服す る 深刻な 思想 闘争を 成功裏に すすめる ことができ、 革命的で 戦闘的な 党と して 強化され、 発展す る こ 
とがで きた。 

これは、 北半 部に 築かれた 革命的 民主 基地を 強化 発展させる うえで、 また 祖国の 統一と 朝鮮 革命の 終局 的 勝利を 
達成す るう えで、 もっとも 強固な 保障と なった。 

6 みずから 手に した 建設の シャベル 

金 日 成 将軍の 指導の もとに、 土地改革を はじめ 諸般の 民主 改革を 実施し、 新しい 制度を うちたてる たたか、， がす 
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すめら れて いた 時期は、 勤労者が 復興 建設に 力強く たちあがった 時期で も あった。 

つぎつぎと 実施され た 諸般の 民主 改革に ょって、 全国は 感激と 興奮で わきかえって いた。 土地の 主人と なった 農 
民は 土地改革 慶祝 大会を ひらいて、 幾 世紀に も わたる 宿望を かなえて くれた 金 日 成 将軍に かぎりない 感謝を ささ 
げ 、将軍の ょびかけに こたえて 新しい 祖国 建設に 献身す る ことを 誓い あった。 

工場の 主人と なった 労働者階級は、 大衆 的な 増産 闘争に たちあがった。 

祖国 建設に たちあが -〇 た 人民 大衆の 革命的な 気勢と 政治的 熱意は 非常に 高まった。 

金 日 成 将軍は、 勤労大衆の 高まった 気勢と 熱意を 新しい 祖国 建設へ、 富強な 白 主 独立国 家 建設の ための 復興 建設 
闘争へ と 導いた。 

新しい 祖国 建設の 先頭に たった 将軍は、 みずから 建国 事業の 炎を 燃え あがらせた。 

西 ピョンヤン ー帯の 一万 八 千 余 町歩の 田畑を めぐって 流れる 普通 江は、 毎年の 洪水で 作物に 被害を あたえ、 市民 
を 苦しめる 災厄の 川であった。 

土地改革を 勝利 的に 終えた 将軍は、 西 ピョンヤン ー帯を 視察した のち、 普通 江 改修工事の 着工を 指示した。 

将軍は そのと きから すでに、 祖国の 自然を 改造す る 雄大な 構想を たてて いた。 春は 旱ば つがつ づき 夏には 大雨に 
見 まわれる わが国の 気候 条件から、 全国に 稠密な 灌槪 水利 網を はりめぐらして 毎年の 豊作を 保障す る ことが 農業 部 
門に おける 急務で あると みなした。 

普通 江 改修工事は、 水利 化の 国と して 世界に 名高い こんにちの 朝鮮を もたらした 偉大な 自然 改造の 最初の 工事で 
あった。 

一九 四 六 年 五月 二十 一日、 金 日 成 将軍は みずから 普通 江 改修工事の 着工 式に 参 席し、 激励の ことばを のべた。 

「われわれには 食糧、 人材、 物資な ど、 すべてが たりない が、 だからといって 仕事 もしないで あそんで いる わけ 
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普通 江 改修工事で 最初の シャ ベルを とる 金 日 成 首相 


はいかない。 われわれは 全力を つくして 難関を のりこ 
え、 あらゆる 困難を 克服し なければ ならない。 …… 

われわれは 決意を 新たに して、 民主主義 的 国家 建設 
のために、 まず この 小さな 工事から 完成 させなければ 
ならない」 

着工 式が 終わる と、 将軍は 改修工事の 最初の 鍬 いれ 
を おこなった。 

この 鍬 いれに つづいて、 三千 余 名の 市民が きそって 
土を 掘り トロ ッ n を おした。 だれもが 炎の ょぅな 建国 
の 熱情で 堤防 づく りに とりくんだ。 

金 日 成 将軍は ヮィシャッ 姿で シャベルを 手に もち、 
群衆の 先頭に たった。 

また 仕事の あいまを ぬって 各 現場を まわり、 建設者 
たちと 話合い、 かれらの 労を ねぎらった。 

金 日 成 将軍は、 普通 江 改修工事が はじまって から 二 
週間が すぎた 同年の 六月 四日、 ふたたび この 作業 現場 
を おとずれた。 

将軍は、 各地から 集まった 建設者たち と、 解放 後は 
じめ ての 年の 農作物の 状況に つい. て 話し あった。 
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将軍は 汗み どろに なって 働いて いた 一 建設 隊員と 握手を かわしながら、 かれの 郷里に ついて、 工事の 专義や 責任 
量、 労働の 度合いな どに ついて 語り あった。 

将軍は、 思いだ したよう にこうたず ねた。 

「そう、 きょうは 端午の 節句だった ね。 こんな 日に 仕事に でたり しては つまらない のじ ゃない か」 

建設者たち は 口を そろえて 力強く こたえた。 

「そんな ことはありません」 

将軍は たのもしげ に 建設者たち を 見 まわして、 現在の 一日と いう ものは 将来の 百日に も 値する の だから、 これ ま 
での 生活を あらためなくて はいけ ない。 節句の 日に こうして たのしく 仕事す るの も 結構な ことでは ないか。 いつか 
日を えらんで、 みんない っし ょにたの しむ ことにして 工事を いそごう」 とはげ ました。 

将軍が 最初の 鍬 いれを おこない、 直接 指導して きた 普通 江 改修工事は 期限 前に 完成した。 

将軍が 手に した この 最初の シャベル、 将軍が 点火した この 一点の 火は、 解放され た 人民の 胸の なかに 富強な 新し 
い 祖国 建設の 高い 熱意と、 つきる ことのない 力を よびおこした。 

将軍は いそがしい なかに も 毎日の ように 工場と 農村を たずね、 労働者 や 農民の 増産 闘争を 指導した。 

金 日 成 将軍の すぐれた 指導と 精力 的な 活動に よって、 新しい 祖国 建設は 着々 と すすめられて いった。 

富強な 自主 独立国 家を 一日 も 早く 建設し ようとね がう 金 日 成 将軍は、 これに 満足す る ことなく、 革命と 建設を 急 
速に 前進 させて いった。 

富強な 自主 独立国 家の 基盤と なる 経済 建設は、 多くの 難関を のりこえなければ ならなかった。 

日本 帝国主義の ながい 植民地 支配の 結果、 朝鮮の 経済は ひどく いびつに なって いた。 しかし それさえ も 日本 帝国 
主義が 敗北した とき、 のこらず 破壊して 逃げた ため、 あとには ひどく 無残な 工場と 混乱した 運 輪 機関、 破産した 農 
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業と 帳簿 ばかりの 金庫し かのこされ ていなかった • 

そのうえ 原料 も 資材 も 資金 もなかった。 技術者と 熟練 労働者の 不足は、 これに もまして 大きな 困難であった。 

ない もの、 たりない ものが あまりに も 多かった。 

こうした 困難な 状況の もとで 経済 建設を おこなうた めには、 ある ものは 極力 節約し、 ない ものは つくりだし、 不 
足して いるものは がまんし、 わからない ことは 学ぶ — というょう に、 歯を くいし ばって すべての 難関を 突破して 
いかなければ ならなかった。 

そのためには、 指導 的 活動家から 大衆に いたる 全人 民が 心を 一つに して、 日本 帝国主義の 植民地 支配の のこり か 
すを 一掃し、 新しい 祖国 建設の 課題を 実践す るた めに 決死の 覚悟で たちあがり、 無比の 愛国 的 献身 性を 発揮し なけ 
ればな らな かった。 

だが 日本 帝国主義が のこした 禍いは 、経済の 領域 ばかりでは なく、 人び との 頭の なかに も 少なからず あり、 それ 
が 建国 事業を さまたげて いた。 

一部の 人たち は、 新しい 祖国 建設が、 どれほど 困難 かつ 複雑な 情勢の もとです すめら れ ている かを はっきり 認識 
していなかった。 

かれらの あいだでは、 利己主義 思想と 日本 帝国主義が のこして いった 退廃的な 遺習が 根絶され ず、 怠慢、 安逸、 
奢侈、 浪費、 詐欺 横領と いった 悪習が そのままの こって いた。 

ひいては I 部の 政務 員の なかに さえ 奢侈と 享楽の みを 追い もとめ、 国家と 社会の 共同生活を 無視し、 国家 財産を 
浪費す る 利己主義 的な 思想が あらわれて いた。 また I 部の 活動家の あいだでは、 つねに 活動 任務を 研究し、 それを 
責任を もって 遂行 するとい う 気風が 確立され て おらず、 自己を 過信し、 命令と 叱責に 明け暮れる 官僚主義、 形式 主 
義など 、否定すべき 活動 作風が のこって いた。 
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こうした 状況の もとでは、 党と 人民 政権 機関が 新しい 社会 建設へ と 人民を 力強く 組織し 動員す る ことが 困難で あ 
り、 人民の 創造的な 熱意と 革命的 気風を 高揚す る ことは 不可能であった。 新しい 民主 朝鮮の 主人公に ふさわしい 精 
神と 道徳的な 品格 や戦閊 力を つちかうた めには、 思想の 変革を おこなわなければ ならなかった。 

こうした 思想 意識の 領域に おける 変革は、 革命を 新しい 段階に 発展させる ための 必然的な 要求であった。 

革命 発展の 主 客観的 要求を 科学的に 分析した 将軍は、 一九 四 六 年 十一月 二十 五日、 北朝鮮 臨時 人民委員 会 第三 回 
拡大 委員会で、 人民 大衆の 思想 意識の 変革を 目的と する 全 群衆 的な rlf 争と して、 建国 思想 総動員 運動の 展開を 提議 
した。 

金 日 成 将軍は、 「 …… 人民委員 会の 幹部と 産業 機関、 文化、 教育機関 および その他す ベての 部門の 活動家たち が 
先頭に たち、 広 はんな 大衆の なかで、 古い 思想を すて、 新しい 建国 思想で 武装す るた たかいを くりひろげる」 こと 
を 訴えた。 

そして AI 民大' 衆の なかで 国家 財産を 1 費したり 横領す る 利 B' 主義、 奢侈と 逸楽 r' ふける 享楽主義、 仕事にたい ず 
.5 無責任と 自己 過信、 官僚主義 的な 活動 態度な ど、 日本 帝国主義の ながい 植民地 支配の 遗物 である 退廃的な 思想の 
残滓と 悪習を 根絶す る きびしい 思想 闘争を 展開す る 課題を 提起した。 さらに 国家 財産を 節約して、 あたえられた す 
ベての 革命的 任務を 責任を もって 誠実に 遂行し、 人民を 心から 愛し、 たがいにた すけ あい、 団結す る 新しい 革命的 
気風を うちたてる ことを 強調した。 

これと ともに 将軍は、 新しい 社会を 建設す る 前途には 幾多の 難関が よこたわって いると 指摘しながら、 不屈の 革 
命 精神と 忍耐力を 発揮し なければ ならない と 教えた。 

将軍が 提起した 建国 思想 総動員 運動は、 新しい 朝鮮 建設に おける 精神 上の 大変 革を よびおこし、 民主的 建国 事業 
を 推進させる 強力な 要因と なった。 それは、 党 および 国家 機関の 幹部から 人民 大衆に いたる まで、 新しい 民主 朝鮮 
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の 幹部ら しく、 人民ら しい 精神、 道徳的 風格と 戦闘力を つちかう 思想 革命を 意味した。 

それは また、 勤労大衆を より 高い 新たな 革命へ と 組織 動員す る 強力な 思想 的 準備であった。 

建国 思想 総動員 運動を 展開し ようとい う 将軍の 訴えは、 すべての 活動家と 人民 大衆の 熱烈な 支持を うけ、 またた 
くまに 全人 民 的な 運動と なって くりひろげられて いった。 

将軍の よびかけを 支持して あらゆる 部門、 あらゆる 単位で、 建国 思想 総動員と 思想 意識を 改造す るた めの 広 はん 
な 群衆 討議が、 深刻な 批判と 自己批判を ともなって すすめられた。 

するどい 思想 的 攻勢で ある 大衆 的 討議の 過程で、 利己主義と 享楽主義、 奢侈と 怠惰が 批判され、 革命の 隊列 内に 
もぐりこんだ 敵対 分子、 異色 分子、 出世 主義者、 徒食 者な どが 一掃され た。 この 闘争 過程で、 人民の なかから 愛国 
的 増産と 節約を もって、 あらゆる 経済的 困難を 克服して ゆく 大衆運動が 力強く おこった。 

産業 運輸 部門では、 定州 機関 区の 従業員たち が 愛国 的 増産 運動の 最初の のろしを あげた。 

当時、 人民 経済の 動脈で ある 鉄道 部門では、 有煙炭 不足の ため 定時 運行の 保障が むづ かしい 状態に あった。 

定州 機関 区の 従業員は、 石炭が 不足す るから といって 嘆く のでは なく、 ない ものは 自力で つくりださなければ な 
らな いという 建国の 意欲に 燃え、 一九 四 六 年 十二月 初旬、 当時、 唯一の 有煙炭 生産 鉱で あった ^ 船 炭鉱に 採炭 選抜 
隊を おくった。 かれらは 石炭 採掘です ぐれた 試験的 成果を あげたの ち、 労力、 資材、 技術な どの 不足から 自力で 生 
産し えなくな った 安 州 炭鉱に 採炭 突撃 隊を おくる よう 人民 経済の 各部 門と 全国に 訴え、 みずから も 率先して 十二月 
十二 日に 突 擊隊を 派遣した。  . 

英雄的な 定州 機関 区 従業員たち の 愛国 的 熱意に こたえて、 平安 北 道では 各 政党、 社会 団体の 活動家から なる 採炭 
突 擊隊が 組織され た。 この 模様を 一九 四 六 年 一月 二日 付の 『|^ 0? 報』 は、 つぎのように 紹介して いる。 

「このように、 もっとも 気高く 栄光 ある 建国の 労働に 参加した 隊員の なかには、 事務員 も あり、 農民、 労働者は 
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もちろん、 医師まで も 自発的に 参加した のであった」 

この 愛国 的 増産 運動は、 人民 経済の すべての 部門に 波及した。 

農民 金斉 元が よびかけた 愛国 米 献納 運動は、 農業 部門で まきおこった 愛国運動の 代表的な 実例で ある。 

農民 金斉 元は、 金 日 成 将軍の おかげで 一生の 念願であった 土地を 無償で 分配され たよろ こびと、 農業 現物 税法 令 
発布の 感激につつ まれて、 その 年の 秋の 収穫のう ち、 一年 分の 食糧 だけを のこして 三十 かますの 米を 国家に 献納し 
たのであった。 

これを きっかけに 黄海 南 道 載 寧 郡の 農民たち は 一九 四 六 年 十二月 十日、 現 物税 完納 慶祝 大会を ひらき、 八 百 三十 
かますの 愛国 米を 国家に おさめ、 全 農民に 愛国 米 献納 運動の 展開と 穀物 買 上げ 早期 実現を 訴えた。 

金斉元 愛国 米 献納 運動 熱誠 者 大会から 金 日 成 将軍に おくられた 手紙には、 つぎのように 書かれて あった。 

「 …… われわれは 無償で 土地を 分配され たよろ こびに あふれて 力 いっぱい 仕事に はげみ、 生産を 高め、 農業 現物 
税を 完納し、 金斉元 農民が 提唱した 愛国 米 運動に 参加し ました。 金斉元 愛国 米 運動は、 北朝鮮の 食糧 問題を 農民の 
燃え あがった 愛国心に よって 解決し ようとす る ことを 具体的に 表現した もので あり、 将軍の 訴えた 建国 思想 運動に 
積極的に こたえた ものであります。 われわれは この 運動を さらに ひろく 展開す るた めに、 北朝鮮の すべての 農民に 
訴えました。 …… 産業の 発展な くして 朝鮮の 完全な 独立は ありえません。 それは また、 食糧 問題の 解決な しには 実 
現で きません。 それゆえ われわれは、 ひとうね の 土地を もむ だに する ことなく、 怠惰を ゆるさず、 力 いっぱい 働く 
ことを 神聖な 任務と 考えて います。 われわれは 今年の 生産 計画を 超過 完遂して、 北朝鮮の 食糧 問題を 完全に 解決 
し、 われわれに 土地を くださった 金 日 成 将軍に こたえる ことを 誓います …… 」 

こうして 建国 思想 総動員 運動は、 やがて 教育、 文化、 科学、 芸術の 各 分野と 家庭にまで ひろがり、 新たな 革命の 
遂行に おいて、 あらゆる 難関を のりこえる 大きな 推進力と なった。 
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金 日 成 将軍が みずから 燃え あがらせた 新しい 祖国 建設の 偉大な 炎、 将軍の 発起で 創造され た 建国 思想の 徹底 化 運 
動の 巨大な 力に ょって、 朝鮮人 民は 民主主義 革命の 課題を りっぱに なしとげ、 将軍の 指導の もとに 新しい ょり 高い 
革命的 任務を 成功裏に 遂行す る ことができた ので ある。 
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箜二章 社会主義 革命の 大道を ひらく 


1 革命を 新しい 段階へ 

革命の すぐれた 指導者 金 日 成 将軍は、 革命と 建設で、 つねにと どまる C とを 知らなかった。 

党と 人民を 導いて、 解放 後わず か 一年と いう 短期間に 反帝 反 封建 民主主義 革命の 任務を 輝かしく 遂行した 金 日 成 
将軍は、 ひきつづき 人民 大衆を 社会主義 革命と 社会主義 建設の 新しい 段階へ と 導いた。 反帝 反 封建 民主主義 革命の 
任務を なしとげた 北半 部で 社会主義 革命の 段階へ とた だち に 移行す る ことは、 北半 部に うちたてられた 社会主義 制 
度と 朝鮮 革命 発展の 合法 則 的な 要求であった。 

民主主義 革命の 任務が りっぱに 遂行され た 結果、 社会経済 関係に おける 植民地 的 性格、 半 封建的な 性格は まった 
くな くな り、 北半 部の 社会経済 関係は 根本的に かわった。 

国営 経済と 協同 経営から なる 社会主義 的な 経済 形態が 指導 的 地位を 占める ょうになり、 ほかには わずかに 個人 農 
経営と 都市 手工業 経営から なる 小 商品 経済 形態、 都市の 資本主義 的な 個人 商工業と 農村の 富農 経営に かぎられた、 
いくらに もなら ない 資本主義 的 経済 形態が のこされて いる だけだった。 

階級 関係では、 地主、 買 弁 資本家、 親日派、 民族 反逆者 どもが 完全に 一掃され たので、 # 取 階級と しては ごく わ 
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ず かな 民族 資本家と 富農 だけが のこった。 そして 勤労 人民が 国の 主人と なり、 労働者階級の 指導 的 役割が 高まって 
労農 同盟が いっそう 強化され た。 

こうして 北半 部では 人民 民主主義 制度が 確立し、 祖国 統一を 実現す るた めの 強力な 革命的 民主 基地が 築かれた。 

このょうな 条件を 科学的に 分析した 金 日 成 将軍は、 革命を さらに 一歩前進 させて 社会主義 へと 移行し、 社会主義 
革命の 任務を ただちに 遂行す る こと だけが 北半 部の 革命 基地を 強化し、 朝鮮 革命の 発展を うながす 唯一の 道で ある 
と 判断した。 

北半 部で 社会主義 へと 移行す る 過程は、 一連の 特殊性と、 そこから 生じる 多くの 難問を かかえて いた。 

まず 北半 部で 社会 Mi へと 移行す る 過程は、 資本主義の かなり 発展した 国が 社会主義へ 移行す る 場合とは 異なる 
面を もっていた。 

資本主義が 正常に 発展で きなかった 条件の もとに あった 北半 部では、 まず 反帝 反 封建 民主主義 革命の 任務を 遂行 
したの ち、 ただちに 社会主義 へと 移行す るょう になった ので ある。 

金 日 成 将軍は、 資本主義が 正常に 発展して いなかった からといって 社会を 資本主義 化し、 わざわざ 資本家を 育て 
てから それを なくす ための 社会主義 革命を おこなう 必要は ない と 考えた。 帝国主義と 植民地 主義の くびきから 解放 
された 諸国が 真の 自由と 進歩を かちとる ためには、 必ず 社会主義 的な 発展の 道に すすまなければ ならない という こ 
とが 将軍の ゆるぎない 立場で あり、 信条であった。 

一方、 北半 部で 社会主義 へと 移行す る 当時の 内外の 情勢 もまた 複雑であった。 

まず 国が 南北に 両断され、 世界 反動の 頭目で あり、 侵略と 戦争の 元凶で ある アメリヵ 帝国主義と 直接 対峙して い 
る 状況の もとで 社会主義 革命を 遂行し なければ ならなかった。 

こうした 実情に あった ため、 社会主義へ 移行し、 社会主義 革命の 任務を 遂行す るう えで、 多くの 複雑で 困難な 新 
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しい 問題が おこった。 

しかし 偉大な 領袖 金 日 成 将軍は、 すべての 問題を 解決 するとき つねにそう であった ように、 まったく 新しい 条件 
と 環境の もとで、 なんびとも 歩んだ ことのない 道を りっぱに 切り ひらき、 革命を もっとも 正しく、 早い 方向へ と 導 
ぃた。 

革命の 脱落 分子ら は、 将軍の 偉大な 革命 思想を 深く くみとり もせず、 祖国の 統一 以前に 北半 部で 社会主義 革命を 
遂行して はならない し、 また 遂行す る こと もで きないと 主張した。 

これは、 朝鮮 革命の 発展の 合法 則 性を まったく 知らないと ころからで たもので あり、 くつがえされた 拽 取 階級の 
立場と 見解を 力 づける 反動的な 主張であった。 

金 日 成 将軍は 脱落 分子ら に 打撃を あたえながら、 祖国の 統一は 腕を こまねいて 待つ のでは なく、 たたかい とる も 
ので あり、 そのためには 革命を いっそ 0 力強く 前進 させ、 北半 部の 革命 基地を 政治、 経済、 軍事的に 強化し なけれ 
ばなら ない と 教えた。 

もともと 社会主義 革命の 任務は、 社会主義と 資本主義の たたかい —— すなわち、 だれが だれを うちたおす かとい 
うはげ しい 階級 闊争 をへ ての み 遂行す る ことができる ので ある。 将軍は、 社会主義 革命の 課題を 遂行す るた めには 
マルクス •レ—  - ーン 主義 党の 指導を 強化す ると ともに、 革命の 武器で ある 人民 政権を いっそう 強力な ものに —— 、 
すなわち プロレタリア 独 栽 政権へ と 発展 させ、 それを 強固な ものにしなければ ならない と 考えた。 

将軍は 革命の 根本 問題で ある 政権を 強化し、 発展させる 方法と して、 全人 民 的な 民主 選挙を 実施すべき である こ 
とを 明らかにし、 つぎのようにの ベた。 

r …… 民主 革命の 成果を いっそう 強化し、 発展させる ためには、 臨時 的な 性格を おびた 人民委員 会を 法的に 強固 
な 人民委員 会、 すなわち 一定の 選挙に よって 樹立され た 人民委員 会に 発展 させなければ なりません」 
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これは、 民主 改革を へて 高まった 人民 大衆の 政治的 熱意と、 反動 勢力にたい する 民主 勢力の 圧倒的な 優勢、 そし 
て、 すでに 樹立され た 政権が 真の 人民の 政権で あり、 この 政権 内で 労働者階級と 党の 指導 的 地位が 非常に 強固と な 
ったこと などを 科学的に 判断して 明らかにした 独創的な 方法で あり、 革命を 順調に、 新たな 段階へ と 発展させる た 
めの もっとも 賢明な 方法であった。 

反帝 反 封建 民主主義 革命の 任務は 遂行され たが、 くつがえされた 搾取 階級の 残存 分子が 政権の なかに 一定の 勢力 
としての こって いる 国では、 やむをえず 暴力 的な 方法に よって 新たな プロレタリア 独裁 政権を 樹立す る 方法を とっ 
た。 しかし 事情の ちがう 北半 部では、 そうする 必要がなかった ので ある。 

金 日 成 将軍の 賢明な 方針に よって、 一九 四 六 年 九月 五日に ひらかれた 北朝鮮 臨時 人民委員 会 第二 回 拡大 委員会で 
は、 十一月 三日を 道、 市、 郡 人民委員 会の 委員 選挙の 日と 決定した。 北半 部で 実施され る この 民主 選挙は、 朝鮮の 
歴史に おいては いうまでもなく、 アジアで もは じめ て 実施され る 民主 選挙であった。 

将軍は 選挙の 勝利の ための 全国的な 活動を 指導す る 一方、 都市と 農村に 直接で かけ、 人民 大衆を 選挙の 勝利へ、 
新しい 祖国 建設の 大道へ と 導いた。 

各地で 金 日 成 将軍と 人民が 相 まみえ る 意義深い 日が つづいた。 このような 日々 は、 まさに 人民にたい する 将軍の 
熱い 愛情と、 金 日 成 将軍にたい する 人民の かぎりない 忠誠 心が かたく むすばれる 日々 であった。 

平安 南 道 江 東 郡 三 登 面の 人び とは、 立候補者の 推せん がは じ まると ただちに 群衆 大会を ひらき、 真っ先に 金 日 成 
将軍を 自分たち の 選挙区 (平安 南 道 五 七 号 選挙区) から 平安 南 道 人民委員 会の 委員 候補に おした。 

それから 数日後の 十月 十五 日、 北朝鮮 臨時 人民委員 会の 会議室では、 金 日 成 将軍と 士  一 名の 1 1 一登 面の 人民 代表が 
相 まみえ る 感激 的な 場面が くりひろげられた。 

熱烈な あいさ.  つが かわされ、 つづいて 二人の 少女が 二 万 名の 三 登 面 人民の 真心 こもった 花束と 名産の 栗と 蜂蜜を 
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将軍に 贈 - > た* 捋 軍は ためら •> た* しかし" 富豪の 千金で あれば 辞退した であろうが、 人民の 素朴な 真心が こも - > 
た 贈り物を ことわる わけには いかなかった。 和気 あい あいとした 話が かわされるな かで 一人の 老人が つぎのように 
申しで た。 

「わたしたちは、 将軍 さま .^ おつれし ようと やってきた のです。 将軍 さま、 わたしたちと いっしょに 三 登 面に ま 
いりましょう。 選挙民から ぜひ おつれす るよう にと、 なんども 念を おされました」 

みんなは この 申しで を 将軍に ききいれても らおう と、 まるで 子どもの ようにせ がみは じめ た。 将軍は 笑顔で いく 
ども 礼を のべ、 きょうは 無理 だが 明日は 必ず ゆきましょうと 心よ く 約束した。 

あくる 日、 金 日 成 将軍は 北朝鮮 臨時 人民委員 会の 金策 副 委員長と 数名の 随員を つれ、 面の 人民 代表と ともに 三 登 
面へ と 車を 走らせた。 車は 大域 山と 将軍の 父 金亨稷 先生が 革命 活動を おこなった 由緒 ある 江 東を へて、 午後 三時 五 
十分 ごろ、 黒嶺 炭鉱の ある 三 登 面の 入口に ついた。 

金 日 成 将軍の 肖像を かかげた 大きな ァ—チ や、 無数の 旗と 選挙 ス P — ガンで 飾られた 村の 入口と 沿道には、 つめ 
かけた 労働者 や 農民が 口ぐ ちに 万歳を さけび、 熱烈な 歓呼で 将軍を むかえた。 十五 年に わたる 抗日 武装 脚 争を くり 
ひろげて 祖国を 救った 将軍、 土地と 工場と すべての 権利を 人民に もたらした 将軍にたい する 人民の 歓迎は、 炎の よ 
うに 燃え あがった。 

将軍は 群衆から 遠くは なれた 村の 入口で 車を とめ、 歩いて 村には いった。 ところが 村には いりかけた 将軍は、 ふ 
とたち どまって 道す じを じ 0 と 見つめた。 道には なんと 三百 メー トルは あろうかと 思われる 白木 綿が しきつめられ 
ていた。 これは 村人たち が 将軍に しめした 最高の 尊敬の あらわれ であり、 心からの もてなしであった。 

将軍は 当然、 そのうえを 歩かねば ならなかった。 しかし、 あらゆる 苦難を かさねながら も 栄誉を つねに 固辞して 
きた 将軍は、 そのうえを 歩こうと はしなかった。 将軍は、 むかえに でて きた 朝鮮 労働党 江 東 郡委貝 長に こういっ 
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た。 

「なぜこう いう ことを する のです か？ こういう ことは よくありません。 これは 人民が 着るべき ものであって、 
わたしが そのうえを 歩くべき ものでは ない のです。 早く かたづけて ください」 

みんなは 胸を 熱く してうな だれた。 

将軍は 木綿が かたづけられた のを 見て ようやく 足を はこんだ。 人び とは 心の こりを 感じながら も 将軍の 気高い 徳 
性に 感激し、 いっそう 熱烈な 歓声を あげた。 

将軍は 帽子を 高く かざし、 人び とに いちいち あいさつしながら、 群衆 大会の 会場で ある 三 登 人民 学校の 運動場へ 
はいって いづた。 老い-^#? きも、 人び とは よろこびを おさえる ことができず、 とびあがっ て 万歳を 叫んだ。 開会が 
宣 せられ、 村民 代表の 熱烈な 歓迎の あいさつが あってから 将軍が 演壇に のぼった。 

将軍は 笑顔で 手を あげ、 やっと 群衆を 静めてから 演説を はじめた。 熱烈な 歓迎に たいする 感謝の ことばからは じ 
まった 将軍の 演説は、 どよめく 歓呼と 拍手に よってい くど も 中断され た。 将軍は まず、 民主 改革が 実施され たた 
め、 これから 先、 いっそう りっぱに 暮らせる 土台が 築かれた とのべた。 そして、 これは 富強な 民主主義 的 自主 独立 
の 国家を 建設す るは じ まりに すぎない とのべながら、 今後の 任務に ついて 明らかにし、 労働者 や 農民の 当面する 課 
題に ついて つぎのようにの ベた。 

「農民の みなさんは、 わけあたえられた 土地を いっそう よく 手 いれして 米を 多く 生産し、 労働者の みなさんは エ 
場を 建て、 機械を つくり、 石炭を 多く 掘り ださなければ なりません。 そして、 労働者と 農民が 団結して 国を 築き あ 
げ 、だれもが 国の 主人と ならなければ なりません」 

つづいて 将軍は、 アメリヵ 帝国主義の さしがねの もとで、 建国 事業、 とくに 選挙を 破 錠 させよう とする 敵の 策動 
にたいして 革命的な 警戒心を 高める ことと、 勤労 人民を 代表す る 真の 人民の 政権を うちたて、 自己の 主権を しっか 
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ゥと かためる た 办にみ んなが 心を 一つに し、 愛国心を いかんな く 発揮し なげれば な ^ ない とのべた。 最後に 将軍 ぼ 
候補者に 推せん された ことにたい して 謝意を のべながら 演説を 終えた。 

将軍と 三 登 面の 人び ととの 感激 的な 対面は、 民主主義 革命を 輝かしく 遂行した 指導者と 人民が、 かぎりない 信頼 
と 感激を わかちあい、 革命の 途上で いっそう 大きな 勝利を 約束す る 慶祝の つどいでも あった。 

投票日が 近づく につれ、 全人 民の 政治的 熱意は いっそう 高まった が、 反動 どもの 策動 もます ます 露骨に なって い 
った。 アメリヵ 帝国主義 者に あやつられた 反動 どもは 「信者の 友」 であるかの ようによ そ おって、 キリスト教 信者 
たちを 選挙から 離脱 させようと こころみた。 

また かれらは、 r 選挙は なんの 意味 ももたない」 とか、 r 選挙の 結果は 某 党の 一人舞台と なる にき まっている」 と 
か、 「土地を とり 返して やる」 などと いう 中傷 や デマを 流し、 あげくのはては 「黒 箱 運動」 c 選挙で 白 箱は 賛成 投票、 
黒 箱は 不賛成 投票の 箱と なって いた) を 扇動す るな ど、 ありと あらゆる 悪らつな 策動を おこなっ た。 

しかし 反動 どもの いかなる 破壊 策動 も、 金 日 成 将軍の 賢明な 指導の もとに 国の 主人と なり、 自主 独立国 家 建設に 
敢然と たちあがった 人民 大衆を あざむく ことは できなかった。 

選挙の 日になる と、 男女の 有権者たち は 労働者、 農民、 事務員、 商工 人、 宗教 人を とわず、 朝早くから ぞくぞく 
と 投票 場に 集まって きた。 北朝鮮 各地の すべての 選挙民は、 专義 深い 祝日 気分で わきたった。 

投票が はじまる と、 有権者たち は 先を あらそっ て 人民の 真の 代表で ある 侯 補 者へ 賛成の 一票を 投じた。 

こうして、 最初の 民主 選挙は 歴史的な 大勝 利を おさめた。 

道、 市、 郡 人民委員 会 委員 選挙に ひきつづいて、 あくる 年の 三月と 五月には 人民 政権の 下部組織 である 面、 里人 
民 委員会の 委員 選挙が おこなわれた。 この 選挙で も 人民 大衆は 完全な 勝利を おさめた。 

金 日 成 将軍は 選挙の 勝利が もつ 大きな 意義に ついて、 つぎのようにの ベた。 
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「このたびの 選挙の 勝利は、 朝鮮人 民にたい する 帝国主義 者と 反逆者 どもの 誹謗と 蔑視を 粉砕して、 われわれ も 
他の 人と 同じように りっぱに 暮らす ことができ、 われわれの 手で われわれの 生活を 築き、 わが 人民の 手で わが国を 
おさめる ことができる という ことを 全世界に しめした のです」 

選挙の 勝利に もとづいて、 一九 四 七 年 二月には ピョンヤンで 道、 市、 郡 人民委員 会 大会が ひらかれた。 大会では 
北朝鮮 人民 会議を 創設し、 その 第一 回 会議で 北朝鮮 人民委員 会が 組織され た。 

全人 民の 熱望を 反映して、 北朝鮮 人民 会議では 満場の 歓呼の なかで 金 日 成 将軍を 北朝鮮 人民委員 会 委員長 (首班) 
に 推戴した。 

こうして、 人民 政権を 強化す る 歴史的 任務が 遂行され た。 

民主 選挙に よって 創設され た 北朝鮮 人民委員 会は、 労働者階級が 指導す る 人民 民主主義 政権と いう 点では 北朝鮮 
臨時 人民委員 会と かわらなかった。 

しかし 北朝鮮 人民委員 会は、 社会主義 革命の 任務を 遂行す るプ a レ タリア 独 栽 政権で あると いう 点で、 北朝鮮 臨 
時 人民委員 会とは 質的に 異なる 政権であった。 すなわち、 邶朝' 鮮 臨時 人民委員 会が 反帝 反 封建 民主主義 革命の 任務 
を 遂行 i-, る 人民 民主主義 独裁 政権で あると すれば、 ■北朝鮮 人民委員 会は、 社会主義 革命の 任務を 遂行す を ブロ レタ， 
リア 独裁 政権であった ので ある。 

金 日 成 将軍は、 北朝鮮 人民委員 会の このような 性格に ついて つぎのようにの ベた。  . 

「はじめての 歴史的な 民主 選挙を 実施して 、北朝鮮 人民委員 会を 創設し ました。 これは わが国に 生まれた 最初の 
プロレタリア 独裁 政権であります。 北朝鮮 人民委員 会は、 社会主義 革命と 社会主義 建設の 強力な 武器と して、 漸次 
社会主義 へと 移行す る 過渡期の 任務を 遂行し、 人民 経済を 計画的に 発展させる ためにた たかいました」 

このように、 反帝 反 封建 民主主義 革命から 社会主義 革命の 新たな 段階へ と 移行す る 歴史的 過程が、 茵際 反動の 頭 
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北朝鮮 道、 市、 郡 人民委員 会 大会で 結論を のべる 金 日 成 将軍 


目 アメリヵ 帝国主義と 相 対峙して いる 北朝鮮で、 歴史 
上は じめ て 切り ひらかれた ので ある。 

これは いうまでもなく、 将軍の 科学的な 見と おしと 
すぐれた 指導、 さらに その 主体的な 独自 的 路線の 輝か 
しい 勝利であった。 

プロレタリア 独裁 政権で ある 北朝鮮 人民委員 会は、 
朝鮮 労働党の 指導の もとに、 歴史的な 使命で ある 過渡 
期の 任務を 遂行す る 栄え あるた たかいに すすんだ。 

金 日 成 将軍は 過渡期の 歴史的な 期間に、 人間に ょる 
人間の 搾取を 根絶し、 生産力を 高度に 発展させる とと 
もに、 さらにす すんで 先進 的な 労働者階級が 経済と 文 
化、 思想と 道徳の すべての 分野で、 社会を 労働者階級 
の 姿に 改造す る 任務を 遂行し なければ ならない と 教え 
た。 これは 労働者階級が、 その 前衛 部隊で ある 党の 指 
導の もとに 遂行す るぼう 大で 困難な 任務で あり、 なが 
い 時日を 要する 革命的 課題で ある。 

務をど 

のょう！ 一遂  15^ る ^ { とい M ことは、 そ W ぞれの 国の 具 
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愆な蜃 に したが マで C 备 。，今し V. こ d. 因棼 任務^^ ず^ そ© 6: €^^5  F  ■ダ、 

ス、 . UI I . , ニン' 主^: 兄の 揩 *' 、 いかんに かかって い'^。 

社会主義 革命と 社会 i 建設を すみやかに おこなうた めには、 それぞれの 国が 社会経済 発展の 具体的 条件に そく 
して、 過渡期の ぽう大 な 任務を 順序 正しく 提起して 遂行し なければ ならない。 

金 日 成 将軍は、 もともとたち おくれて いたわが 国の 経済を 日本 帝国主義 者が 破壊して しまったう えに、 人民 経済 
の 主導 的 部門と なった 社会主義 経済 形態が まだ 十分 発展して いない 事情な どを 考虛 にいれ、 それにそう ょうな、 初 
期には たすべき 過渡期の 任務を 正しくし めした。 

将軍は、 過渡期の 初期には 個人経営 部門の 社会主義 的 改造を まだ 前面に うちださず、 社会主義 経済 形態を 優先的 
に 発展 させ、 その 支配的 地位を たえず 高めながら、 個人経営 部門の 発展を これに 結合させる 原則に もとづいて 経済 
を 発展させる 方針を うちだした。 

将軍は 個人経営 部門にたい する 党の 経済政策を 科学的に 規定した。 将軍は、 各地に ちらばって いる 中小 資本家の 
企業 所と、 農民 や 手工業 者を 代表す る 小 商品 経済 形態を 一度にな くす ことは できない し、 そうかといって 国家が 直 
接 それを 管理、 運営す る こと もで きないと 考えた。 

それゆえ 将軍は、 農村では 一定の 期間、 土地の 主人と なった 農民たち の 高い 政治的 熱意に 依拠し、 個人経営を つ 
うじて 農業 生産を 発展 させながら、 しだいに 協同 化して いく 準備を すすめた。 また 都市では、 まず 個人 手工業に た 
いする 協同 化 だけを モデル ヶース として おしすすめ、 個人 商工業にたい しては しだいに 社会主義 的に 改造す る こと 
を 見 こして これを 制限し、 利用す る 政策を とった。 

金 日 成 将軍が 直接 作成した このょうな 方針は、 北半 部の 経済状態 とその 発展の 合法 則 性、 朝鮮 革命の 全般的な 要 
求を 科学的に 反映した もっとも 正しい 方針で ある。 また これは、 たびかさなる あい 路と 難関の なかで、 富強な 自主 
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独立国 家を 建設し、 社会主義 革命と 社会主義 建設の 道を 真っ すぐに 切り ひらいた 徹底的に 主体的で、 独創的な 方針 
であった。 

こうして 国の 主人、 工場と 土地の あるじと なった 労働者、 農民を はじめと する すべての 勤労者たち は、 すぐれた 
指導者 金 日 成 将軍が 明らかにした 革命の 新たな 道のりに したがって 力強く 前進した。 

2 革命 発展の 新たな 転換め ざし 

新たな 段階には いった 革命は、 力強い 前進を はじめた。 

金 日 成 将軍は、 しっかりと 築かれた 人民 政権の 機能を 高めながら、 ただちに 過渡期の 任務を 遂行す るた めに 党と 
人民 大衆を はばひろく 組織 動員した。 

将軍は 民主 改革の 成果を ゆるぎない ものにし、 ゆたかで 強力な 自主 独立国 家を 建設す るた めには、 なによりも 破 
壊された 経済を すみやかに 復興 させなければ ならない と 考えた。 

北朝鮮 人民委員 会は 一九 四 七 年の 人民 経済 計画を たて、 これを 国家 法令と して 発表した。 これは アジアに おける 
はじめての 人民 経済 計画であった。 

しかし 人民 経済を 復興させる には、 幾多の あい 路と 難関が よこたわって いた。 

かつて 日本 帝国主義が とった 民族 経済 抹殺 政策の ために、 国の 経済は ひどい 植民地 的な 跛行 性を おびて いた。 日 
本 帝国主義は、 朝鮮の ゆたかな 資源を 原 資材の まま 略奪して いく だけであった。 

かれらは、 旋盤 や モ—夕 I はいう まで もな く、 朝鮮では 農機具 一つ、 鉛筆 一本 さえろ くに 生産で きないよう にし 
た。 
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かれらは、 そうでなくても たちおくれて いたわが 国の 経済を、 敗戦で 引き揚げる 際、 手 あたりし だい 破壊し つく 
していった。 そのうえ 南北が 分 断され たため、 穀倉地帯 であり、 軽工業 もい くら かは 土台が ある 南 朝鮮と 切りは な 
された 北半 部の 経済は、 いっそうい びつな 性格を おびる ようになった。 

資材、 技術、 資金な ど、 すべてが 不足して いた。 

反動 どもの 破壊 策動が それに 輪を かけた。 そのため 経済 建設は 最初の 第一歩から 難関との たたかい、 反動との は 
げしい 階級闘争を くりひろげるな かで おしすすめられた。 

しかし 金 日 成 将軍は あらゆる 試練に うちかち、 前進の 道を 切り ひらいた。 

すべての 活動を 革命的に おしすすめる 将軍は、 まず 政治的 参謀 部と しての 党を ふるいたたせ、 党員の 前衛 的な 役 
割を 高める 一方、 人民 政権 機関が 人民 経済 計画の 遂行に 大きな 力を ふりむける ようにし、 活動家の 責任 惑と 経済 指 
導の 水準を いっそう 高めた。 

これと ともに、 すべての 勤労者 団体の 役割を 高め、 広は んな 大衆を 生産と 建設に 極力 動員し、 反革命 分子との た 
たかいを 組織す るな ど、 すべての 活動を みずから 計画し、 配置し、 指導した。 

将軍は また、 一大 思想 改造 運動で ある 建国 思想を 徹底 化する 運動を 人民 経済 計画 遂行の ための 生産 闘争と 密接に 
むすびつけ、 勤労者たち の 愛国 的 熱意を いっそう 高める ようにした。 

将軍の まわりに 結集した 人民は 創造的 熱意を あますところなく 発揮した。 人民 経済 計画を 「妄想」 であると さわ 
ぎた てて いた 反動 分子ら の 誹謗と 中傷は、 完全に うちくだかれた。 そして 一九 四 六 年に くらべ、 工業 生産高を 一九 
ニパー セントに、 穀物 収穫高は 一一 八 •六 パ— セントに 高める ことを 目標に した 一九 四 七 年の 人民 経済 計画は、 期 
限 内に みごとに 超過 完遂され た。 

これは 人民 大衆に、 ゆたかで 強力な 自主 独立国 家を、 自分の 力で りっぱに 建設す る ことができる という 自負心と 
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信念を あたえた。 

革命と 建設を おしすすめる 過程で、 朝鮮 革命の 参謀 部で ある 労働党 もい ち だんと 強化され た。 党は 短期間のう ち 
に 労働者と 農民の なかに 深く 根を おろした 大衆 的 政党と して 強化され、 全 党と 人民が 金 日 成 将軍を 首班と する 党 中 
央 委員会の まわりに かたく 結集した。 

北半 部の 革命 基地は、 政治、 経済、 軍事的に 日 ましに 強化され ていった。 

金 日 成 将軍は、 このす ベての 勝利に 輝く たくましい 前進を、 南半 部の 同胞を 解放し、 祖国を 統一す るた めの 闘争 
へと 導いて いった。 

祖国が 分裂し、 アメリカ 帝国主義の 占領下に ある 南 朝鮮人 民の 不幸と 苦痛は、 人民の 自由 解放と 祖国の 完全 独立 
のためにた たかいぬ いてきた 将軍の 心を 深く 痛め、 いっそう 重い 責任感を いだかせた。 

将軍は、 この 重大な 任務を 完遂す る ことこ そが、 十五 星霜に わたる 抗日 武装 闘争の 時期から おしすすめて きた 朝 
鮮 革命の 偉業を りっぱに 実現す る 道で あり、 朝鮮人 民と つぎの 世代を 社会主義、 共産主義 社会で、 いっそう 幸福に 
暮らせる ようにす る 道で あると 考えた。 

将軍が 革命的な 民主 基地 路線を しめした の も、 全力を かたむけて 民主 基地を しっかりと 築き あげたの も、 結局は 
分 断され た 祖国を 統一し、 朝鮮 革命の 全国的 勝利を なしとげる ためであった。 

しかし 祖国 統一の 前途には、 難関と 試練が いくえに もよ こた わって いた。 

とくに 一九 四 七 年 十月には いり、 祖国の 分裂は いっそう 重大な 局面を むかえた。 それは 全面的に アメリカ 帝国 主 
義者の 悪 どい 分裂 策動に よる ものであった。 

アメリカ 帝国主義は 一九 四 七 年 十月 中旬、 朝鮮 問題を 不法に も 国連に もちこんだ。 かれらは 自分の かいらい ども 
を 総動員して、 いわゆる 「国連 朝鮮 委員 面」 なる ものを でっちあげ、 その 監視の もとに 朝鮮で 「選挙」 を 実施し よ 
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うとした。 

金 日 成 将軍は、 この 猿芝居の 舞台裏に ある黑 い 陰謀の 手のう ちを すべてよ みと 〇- た。 

将軍は、 アメリカ 帝国主義 者の かいらい 政権 でっちあげ 陰謀は、 全 朝鮮を 一挙に 支配で きな くな った アメリカ 帝 
国 主義者が 南朝 _だ けで も 占領し つづけようと 企図す る もので あり、 さらには 南 朝鮮を 軍事基地 として 北半 部まで 
侵略し、 やがて 全 朝鮮を 自分たち の 植民地に かえよう とする 狼の しわざで ある ことを 見ぬ いていた。 

将軍は また、 アメリカ 帝国主義の この 陰謀には、 朝鮮を 足場と して 社会主義 陣営を 侵略し ようとす る 野望が ひそ 
んで いると 判断した。 

朝鮮人 民は このような 情勢の もとで、 アメリカ 帝国主義と その 手先 どもの 植民地 隸属化 政策と 民族 分裂 策動を う 
ちく だき、 国の 統一の ための 全人 民 的な 闘争を 力強く くりひろげなければ ならなかった。 

そのためには、 なによりも 革命の 参謀 部で ある 党を いっそう 強め、 その まわりに すべての 愛国 的な 民主 勢力を か 
たく 結束 させ、 党の 指導 的 役割を いっそう 高めなければ ならなかった。 そして 北半 部で 革命と 建設を すみやかに お 
しすす め、 朝鮮 革命の 基地を いっそう 強固に しなければ ならなかった。 

これは さしせまった 情勢の 要求で あり、 祖国 統一と 革命の 全国的 勝利の ため 必ず 解決し なければ ならない 基本的 
な 要求であった。 

金 日 成 将軍は、 これらす ベての 問題にたい して 全面的な 解答を あたえる ため、 北朝鮮 労働党 第二 回 大会の 開催を 
提起した。 

一九 四 八 年 三月 二十 七日、 ピョンヤンで 歴史的な 北朝鮮 労働党 第二 回 大会が ひらかれた。 これは 北朝鮮 労働党 創 
建 大会が ひらかれてから 一年 半ぶ りに 開催され る 大会であった。 

それは 決してな がい 期間ではなかった が、 は. げしい 革命 闘争と 巨大な 変革で 刻まれた*^ 深い 日々 であった。 大 
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会には、 このような 変革と 建設の 先頭に たって 献身的に たたかい、 たくましく きたえられた 代表たち が 集まっ 
た。 

南北 朝鮮の 革命家と 人民の 注目のう ちに ひらかれた この 大会で、 金 日 成 将軍は 党 中央委員会の 活動 総括 報告を お 
こなつ た。 

将軍の 報告は、 当面の 情勢と 社会主義 革命の 新たな 要求に こたえ、 南北 朝鮮の すべての 革命 勢力を し、 北半 
部の 革命 基地を しっかりと 築き、 党を 組織 思想 的に 強化す るた めの 方針を 明らかにした 歴史的な 文献であった。 

金 日 成 将軍は、 国際情勢を 分析した 報告のは じめ の 部分で、 第二次世界大戦 後、 国際的な 政治 勢力の 分野に あら 
われた 変化の 重要な 特徴， は、 帝国主義 反動 勢力が 弱まった 反面、 社会主義と 民主主義 勢力が 決定的に 強化され たと 
ころに あると し、 露骨に なった アメリカ 帝国主義 者の 侵略 策動を するどく 暴露した。 

将軍は つぎのようにの ベた。 

「アメリカの 独占資本 家たち は 戦争の 過程で、 損失 どころ かばく 大な 利潤を 獲得し ました。 それゆえ かれらは 戦 
争が 終わった こんにちで も、 ひきつづ きぼう 大な 利潤を 獲得す るた めに 自国の 労働者階級にたい する 搾取を 強め、 
国外 市場を より 多く 奪取し、 威嚇、 恐 かつ、 『援助』 などの さまざまな 方法で、 戦争で 破壊を こうむっ た 西 ョーロ 
ッパと アジア 諸国を 隸 属させようと やっきに なって います。 かれらは ヒ トラ ー がわめ いていた 『世界 支配 論』 を ふ 
たたび もちだし、 米英 民族の 優越性な どと いうで たらめ な 人種 論を ふりまきは じめ ています」 

将軍の 指摘は、 アメリカ 帝国主義 者が さわぎたてて きた 弱小 民族にたい する 「救援 者」 という 仮面を 完全には ぎ 
とり、 世界 反動の 頭目と しての 本質を あますところなく 暴露した。 

報告の つぎの 部分で 将軍は 国内 情勢を 深く 分析し、 革命の 新たな 勝利の ための 方針を さししめした。 

まず当面の情勢に対処して、«の * 1と独立め允めの明確な汸 :# をうち尤した。 
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金 日 成 将軍は 解放 後、 祖国が 二つ に 分 断され たお もな 原因は、 ほかならぬ アメリカ 帝国主義 者の 南 朝鮮 占領と、 
かれらの 侵略 政策に ある ことを 歴史的に するどく 暴露し、 祖国 統一の 前途に 生じた 難関を のりこえ、 その 偉業を い 
っそう 強力に おしすすめる ための 決定的な 対策を しめした。 

将軍は 国連の 不法な 決定を 断固 うちくだき、 すべての 外国 軍隊を 撤退 させ、 朝鮮人 民の 手で 国の 統一と 民族的 独 
立を かちとる ための ゆるぎない 自主的な 統一の ための 方針を 明らかにした。 

自主的な 祖国 統一の 方針は、 朝鮮 問題は 朝鮮人 民み ずから が 解決すべき であり、 また 解決で きる という 将軍の 徹. 
底した 主体 思想と 自主 路線の あらわれであった。 

金 日 成 将軍は、 アメリカ 帝国主義 者が 「単独 選挙」 の 陰謀を たくらんで いる 状況の もとで、 祖国 統一の 新たな 局 
面を 切り ひらく ために、 自主的 原則と 民主主義 的 基礎のう えで 実施され る 南北の 総選挙に ついて 提起した。 

将軍は、 つぎのようにの ベた。 

「統一的な 民主 政府の 樹立に ついての わが 党の 主張は、 以前と かわりません。 わが 党は 一般、 平等、 直接選挙の 
原則と 秘密投票の 方法に よって、 全 朝鮮に わたる 最高 立法機関の 選挙を 主張し ます。 

このように して 選挙され た 人民の 最高 立法機関は、 民主的な 憲法を 採択し、 わが 人民を 民族的 繁栄と 幸福への 道 
に 導く 真の 民主主義 人民 政府を 組織すべき であります。 朝鮮人 民み ずから が このような 方法に よって 統一 政府を 樹 
立す る ことは、 外国 軍隊が 撤退して こそは じめ て 可能な ことであります」 

将軍が 明らかにした 自主的な 平和 統一の 方 案は、 アメリカ 帝国主義 とその 手先で ある 地主、 買 弁 資本家、 親日. 
親米 派に 反対す る 革命的な 原則に もとづいた もので あり、 無 原則的な 平和主義とは 縁 も ゆかり もない もので あっ 
た。 将軍は 国の 平和的 統一の ためにた たかいながら も、 もし、 敵が 侵略戦争を ひきおこすならば、 それには 解放 戦 
争で こたえる という 革命的な 立場を つねに しっかりと 守った。 
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国内 情勢に かんする 報告の つぎの 部分で 金 日 成 将軍は、 人民 政権を 樹立し、 民主 改革を 遂行す る ことによって か 
ちえた 成果と 経験を 総括しながら、 革命 基地を いっそう 強化し なければ ならない と 強調した。 

将軍は 北半 部で 人民 政権を 強化し、 社会主義 建設の ための 過渡期の 経済 建設を 力強く おしすすめる ことを、 この 
時期の 中心的な 課題と して 提起し、 過渡期の 初期に おける 経済 建設の 方向と 党の 経済政策に ついて ふたたび 明確に 
した。 

将軍は、 「重要な ことは、 たんに 破壊され た 経済を 復旧す る •たけでは なく、 工業 その他の 諸 部門に おけるな がい 
あいだの 日本 帝国主義 支配の 残滓を 一掃し、 国営 部門が 支配的な 地位を 占める ような 方向で 民族 経済を 復興 発展 さ 
せる こと」 であり、 「わが 党の 経済政策の 基礎は、 重要な 工業 部門と 鉄道 運輸、 通信、 貿易 および 金融機関にたい 
する 国家の 直接的な 計画的 管理を 保障し、 人民 経済の 発展に おいてた えず 国営 部門の 指導 的 役割を 強め、 協同組合 
部門と 私営 部門を 正しく 結合」 させる ことで あると 教えた。 

金 日 成 将軍は また、 社会主義 計画経済を 運営した 経験のと ぼしい 事情を 考慮し、 党 組織と 党員が 経済 知識と 技術 
を 学び、 経済 建設にたい する 党の 指導 的 役割を あらゆる 面で 高める ことを 重要な 課題と してし めした。 

金 日 成 将軍は 報告の 第三の 部分で、 当面の 情勢と 革命の 任務を 遂行す るた めの 要求に そうよう、 党を 組織的、 思 
想 的に 強化し、 その 指導 的 役割を いっそう 高める ための 党 建設 方針を 明示した。 

金 日 成 将軍は、 党の まえに 提起され たぼう 大で 複雑な 革命の 任務と 党 建設の 客観的 要求から して、 党の 隊列を し 
っかりと かためる 問題は 最 優先的な 中心 問題で あると 強調した。 

将軍は 全 党を 強化し、 その 戦闘力を 高める 基本的な 環は、 党の 末端 組織で ある 細胞を しっかりと 築く ことに ある 
とし、 つぎのようにの ベた。 

「党 細胞は、 日常 的に 党員を 教育し、 訓練して 党 隊列の 思想 的 一致と 組織的 統一を 保ち、 党の 路線と 政策を 実生 
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活に 具現す る 基礎 組織であります。 細胞を 強化す る ことは、 全 党を 強化す る 基本であります」 

将軍は、 それぞれの 細胞が 党員に 任務を 正しく あたえ、 かれらの 党 生活と 活動 状況を 綿密に 指導し、 点検して、 
党 活動を 生き生きとした 戦闘的な ものにしなければ ならない と 強調した。 

これと ともに 党の 中核を 育て、 きたえる 問題を 強調した。 この 問題は 党の 隊列が 急速に 拡大し、 政治的に 十分き 
たえられて いない 党員が 党内に 少なくなかった 当時の 実情から して、 非常に 重要な ことであった。 

また 金 日 成 将軍は、 党の 質的 強化の ために 幹部 政策を 改善し、 下部にたい する 指導 点検を 正しく おこない、 党員 
たちの 活動 作風を あらためる ことにつ いての 具体的な 課題を 明示した。 

将軍は、 党を 組織 思想 的に 強化す るた めの 活動と かんれんして、 党の 思想 活動を 強化す る 問題に 格別の 注意を は 
らった 。 

将軍は、 党の 宣伝活動と 思想 教育 活動は 党を 組織的に 強め、 党を 一つの 思想と 意志で 結束す る 強力な 武器で ある 
とし、 党の 路線と 政策、 党の 創建と 強化 発展の 過程、 祖国 建設に おける 労働党の 活動と 役割、 党の 革命 伝統を 基本 
内容と する 政治 活動を 強化し、 党員と 人民に 階級の 敵を はっき りと 認識 させ、 かれらの 階級 的な 自覚を 高める 方向 
で 思想 教育 活動を 強める ょう 強調した。 

将軍は まだ、 それまでに 展開され た 反 分派 闘争の 過程を 総括して、 表面では 党を 支持す るふり をし、 内心では 党 
に 反対す る 分派 分子の 陰険な 策動にたい して 警戒心を 高め、 全 党を あげて 分派 分子と たたかわなければ ならない と 
強調した。 

党の 統一と 団結を 強化す る ことにかん する 将軍の 教えは、 党を 内部から 分裂 させ、 瓦解 させょう とする 分派 分子 
の 策動を うちくだき、 党 隊列の 統一を 強化す るう えで 画期的 专義を もつ 綱領 的な 指針と なった。 

大会では、 金 日 成 将軍の 報告を 熱烈に 支持す る 討論が おこなわれ、 諸 決定が 採択され た。 
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大会では また、 南 朝鮮で 反動的な 「単独 選挙」 を 実施し ようとす る アメリヵ 帝国主義と その 手先 一味の 犯罪 的 策 
動を 粉砕し、 自主的で 民主主義 的 原則に もとづいた 祖国 統一を 実現す るた めの 闘争へ、 南 朝鮮の 全人 民を ふるいた 
たせる アビ ールが 採択され た。 

金 日 成 将軍が 提示した これらす ベての 方針は、 国の 統一と 北半 部の 革命 基地を しっかりと 築く 活動です ベての 党 
員と 人民の 闘争 綱領と なり、 かれらに 勝利にたい する かたい 信念を あたえた。 

このように 北朝鮮 労働党 第二 回 大会は、 朝鮮 革命の 発展と 党 建設で 偉大な 革命的 転換を もたらした 歴史的な 出来 
事であった。 

全 党員と 人民は、 党大会が うちだした 任務を 実現す る 創造的な たたかいを 力強く くりひろげた。 

3 自立 経済の 遠大な 構想 

北朝鮮 労働党 第二 回 大会の 方針を つらぬく 過程で、 共和国 北半 部では 自立 経済を 建設す るた めの たたかいが いっ 
そうは ば ひろく 展開され た。 

金 日 成 将軍は、 自立 的 民族 経済とは 国を 富強に し、 人民 生活を 向上させる のに 必要な 重工業 および 軽工業 製品、 
農産物を 基本的に 国内で 解決で きる よう 経済を 多面的に 発展 させ、 現代的な 技術で 装備し、 自己の 強固な 原料 基地 
を 築く ことによって、 すべての 部門が 有機的に 連結した 一つの 総合的な 経済 体系を つくりあげる こと だとみ なし 
た。 

将軍は、 世界に おける 自立 的 民族 経済 建設の 最初の 理論家、 実践 家と して、 その 遠大な 構想を 実現す る ことに 党 
と 人民 大衆を 一歩一歩 導いて いった。 
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将軍は つぎのようにの ベた。 

「民主主義 独立国 家を 建設す るた めには、 必ず 自民 族の 自立 的 経済の 基礎を 確立し なければ ならず、 自立 経済の 
基礎を 確立す るた めには、 人民 経済を 急速に 発展 させなければ なりません。 自立 的 経済の 基礎がなくて は、 われ わ 
れは 独立 もで きなければ 建国 もで きず、 また 生きて ゆく こと もで きないの です」 

将軍が 教えた ように、 自立 経済 建設は 国の 自主と 独立を もたらし、 人民 生活を 向上させる うえで 緊要な もので あ 
った。 政治的な 独立を 達成した としても、 経済的 自立が なしとげなければ、 それは 真に 完全な、 自主的な 独立国 家 
だとい うことは できない。 じつに 自立 経済は、 政治的 独立と 人民 生活の 向上の ための 物質的 基礎であった。 

解放 後、 南と 北は 経済発展に おいても 正反対の 道を 歩んだ。 

南 朝鮮を 占領した アメリヵ 帝国主義 者は、 南 朝鮮を 植民地と して 隸属 させる ために、 人民 大衆が 組織した 人民 委 
員 会を 強制的に 解散させる 一方、 日本 帝国主義の 独占資本 家たち が 所有して いた 工場 や 企業 所を 奪い、 それを 自己 
にこび へつらう 買 弁 資本家に ゆずりわたす 策動を 強行した。 こうして 南 朝鮮では、 民族 経済の 自立 的 発展の 道が 完 
全に とざされて しまった。 

これとは 正反対に、 主権が 人民の 手中に ある 北半 部では、 金 日 成 将軍の 予見 性の ある 措置に よって、 人民 政権の 
重要な 施策と しての 諸般の 民主 改革が 実施され、 日本の 独占資本 家と 親日派たち が 所有 L ていた 重要産業が 国家の 
所有、 すなわち 全人 民の 所有と なった。 

金 日 成 将軍が 指摘した ように、 重要産業の 国有化は 、「外来 独占資本と 隸属 資本を 収奪し、 人民 経済の 基本 命脈 
を 国家が 直接. にぎる ことによ って、 わが国から 帝国主義的 搾取と 隸属の 経済的 基盤を 清算した し、 国の 重要 生産 手 
段を 民族 経済 9r 自主的な 発展と、 全人 民の 福利 増進の ために 利用す る ことができる 基本的な 条件」 をつ くりあげ 
たので ある。 
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こうして 人民 大衆の なかで、 自立 経済を 建設し よ ラと いう 自方更 生の 革命 精神が いっそう 高ま っ た'* 

自立 経済を 建設す る ことにつ いての 金 日 成 将軍の 偉大な 構想は、 一九 三〇 年代に 祖国 光復 会の 綱領が 明らかにし 
た 経済 綱領と 将軍の 偉大な 主体 思想、 自力 更生の 革命 精神の 輝かしい 具現であった。 

金 日 成 将軍は 自立 経済 建設の 偉大な 構想から、 人民 経済の 復興に おける 経済発展の 展望と 当面する 人民 生活の 問 
題を 正しく むすびつけて すすんだ。 

金 日 成 将軍は つぎのように 教えた。 

「ある 人び とは 重工業 だけを 強調し、 ただちに 重工業 主義です すまなければ ならない という 誤った 主張を してい 
ます。 もちろん 重工業を 復旧し 発展させる ことは 重要であります。 重工業を 発展 させて こそ、 自立 的な 民族 工業の 
基礎を 築き あげる ことができ、 人民 生活を 向上させる ための 物質的 条件を ととのえる こと もで きます。 

しかし、 現在 われわれが おかれて いる 実情の もとでは、 ただちに 重工業を 大 々的に 拡大す ると か、 重工業 だけに 
力を そそぐ ことは できません。 しばらくの あいだは 既存の 重工業 工場を 復旧し 整備して、 人民 経済の 発展に 必要な 
原料と 資材を 生産し 供給す る 方向に すすまなければ なりません。 そして、 基礎 すら 築かれて いない 軽工業を 創設し 
て、 重工業との 均衡を 保つ ようにし、 また 農業の 発展を 力強く おしすすめなければ なりません」 

このように 将軍は、 人民 経済の 基礎で ある 重工業を 優先的に 発展 させながら、 軽工業と 農業の 発展に も 深い 注意 
をむ ける 方向を しっかりと 守った。 

かつて、 経済にたい する 管理 運営から まったくの けものに されて いた 人民に とって、 人民 経済の すべての 部門を 
りっ ばに 運営して いくのは 容易な ことではなかった。 まして 自立 経済の 建設は、 だれも 歩んだ ことのない はじめて 
の 道であった。 

金 日 成 将軍は 自立 経済にたい する 構想に もとづいて、 経済 建設の 初期から 人民 経済の 各部 門にたい する 具体的な 
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指導を おこなった。 工場と 企業 所、 農村は いぅまでもなく、 国の すみずみまで みずからた ずね、 勤労者を 自立 経済 
建設へ と 力強く たちあがらせた。 

抗日 武装 闘争の 過程で 創造され た 将軍の 革命的な 活動 方法は、 経済 建設にたい する 指導に おいても 具現され てい 

った。 

将軍の 指導では、 理論と 実践、 経済 管理 運営の ための 方法の 探求と 実地 指導、 そして 現状 把握が 完全に 一つの 統 
一 性と 体系 性を もっていた。 

将軍は 各 道の 重要 工場 や 企業 所、 炭鉱 や 鉱山を 直接 訪問し、 現実を よくつ かんで 人民 経済 復旧 発展の 具体的な 方 
法を 教えた。 

工業にたい する 指導では 、重工業 企業 所に 優先的な 関心を はらった。 

一九 四 七 年 七月 二 十一 日、 金 日 成 将軍は 黄海 製鉄所を 現地 指導した。 将軍は 復旧した コー クス 炉の火 いれ 式に 参 
席し、 労働者たち の 成果を たたえた。 この 製鉄所では コー クス 炉の ほかに も 薄板 延伸 職場な どが 稼動して いたが、 
肝心な 溶鉱炉は まだ 息を ふきかえして いなかった。 

しばらくの あいだ 構内を くまなく 見て まわった 将軍は、 n— クス 炉 職場に つくと、 集まって いた 労働者たち にた 
いし、 かれらが いままでに 達成した 成果を ほめたたえた のち、 熱の こもった 語調で 溶鉱炉の 復旧を 訴えた。 

そして、 完全な 独立国 家の 建設で 重要な 位置を 占める 製鉄所 復旧 建設の 速度を 高め、 工場 復旧の まえによ こた わ 
る 数多くの 難関を 愛国 的 情熱で 克服し なければ ならない とのべながら 、「朝鮮人 民の 力で できない ことは ない」 と 
強調した。 

そして 工場の 指導 的 幹部たち には、 漁船を 手に いれて 自分たち で 魚を とり、 後方 供給 事業の 基盤を しっかり とと 
め え、 魚 や 野菜を 供給し、 不足が ちな 労働者たち の 住宅 もより 多く 建てる よぅこ まかく 教克 た。 そして 国家的に 


154 


3 自立 経済の 遠大な 構想 


も、 この 工場の 労働者たち に 補給 米と 栄養剤を おくる 措置を とった* 

労働者たち は、 国が 困難な 状況に ある にもかかわらず、 自分たち に そそがれる 将軍の 厚い 配慮に 感激し、 高い 労 
働 成果で もってこれ にこた えた。 

かれらは、 敗北した 日本 帝国主義 者が、 十 年 かかっても 絶対に 復旧で きないとう そぶ いていた 溶鉱炉を、 金 日 成 
将軍が 現地 指導を おこなって からわず か 四 か 月 あまりの みじかい 期間に 復旧し、 溶 鉄を 流しは じめ た。 

一九 四 七 年 ± 一 月 三日、 黄海 製鉄所の 労働者たち は、 敬愛す る 領袖の 参 席の もとに 第三 号 溶鉱炉の 出 銃 式を おこ 
なう 栄誉を になった。 

金 日 成 将軍は 労働者たち の 熱烈な 歓呼を うけながら、 みずから 出 銃 式の テ ー プを 切った。 出 銃エた ちがみ ごとな 
手 さばきで 溶鉱炉の 出 銑 口を つきやぶ ると、 溶鉱 がま ば ゆい 光を 放ちながら 流れ だした。 労働者たち は 誇りと よろ 
こびに わきたち、 のどが はりさけん ばかりに 「金 日 成 将軍 万歳 / .」 と 叫んだ。 これは 領袖が あたえた 無限の 力を も 
って 幾重 もの 難関を のりこえ、 技術の 最初の 高地を ひととび で 占領した 朝鮮の 労働者階級の 勝利の 歓声であった。 

将軍は 満面に 微笑を たたえながら 出 銑 H たちの まえに 歩みより 、「勇敢な 戦士 諸君 / さあ、 握手を しよう」 と 
いいながら、 汗で よごれた 労働者たち の 手を しっかりと にぎりしめた。 

将軍は、 労働者たち が 自力で 溶鉱炉を 復旧した ことを 高く 評価し、 つぎのようにの ベた。 

「諸君は 溶鉱炉の 主人で あり、 国家の 主人です。 諸君は、 わが国を ささえて たつ 貴重な 宝です …… 。わが国の 富 
強な 発展は、 あげて 諸君の 力に かかって います。 溶鉱炉を 早く 復旧し、 溶 鉄を たくさん 生産して こそ 機械を たくさ 
ん つくり、 軽工業を 発展 させ、 農業 も 発展させる ことができる のです。 そうして こそ、 全 朝鮮人 民が 一日 も 早く 幸 
福な 生活を おくる ことができる のです」 

これは、 溶解 エた ちにたい する 過分な 賛辞ではなかった。 鉄は まさに 人民 経済の 礎石で あり、 大黒柱であった。 
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鉄、 鋼鉄が あって こそ、 経済 も 人民の 幸福 も 真に ゆるぎない ものと する ことができ るので ある。 それゆえ 将軍は、 
自立 経済 建設に おいて 真っ先に 製鉄 部門に 力を 集中し、 溶解 H たちの 勝利を これほどまでに 高く たたえた ので ある。 

金 日 成 将軍は ふと、 一 出 銃エの 首に ある 大きな やけどの あとに 目を とめた。 顔を くもらせた 将軍は 深い 物思いに 
とらわれながら、 やけどの あとを しばらく さわって いた。 その やけどの あとは、 主権を うばわれ 鉄が 人民の もので 
なかった 暗い 時代に、 朝鮮人 民が うけた あらゆる 苦痛と さげすみを 雄弁に 物語って いた。 その 出 銃 H の 場合 も、 十 
七 歳のと きから 溶鉱炉で 日本人に ムチ うたれ、 火に 焼かれ、 涙なら ぬ 血を 流しつつ 働きつ づけなければ ならな かっ 
たの だ。 

しかし、 世の なかは かわった。 いまや かれは 国の 主人と なり、 自身と 祖国の ために 溶 鉄を つくりだして いるので 
ある。 かつては 奴隸の 鎖に つながれ、 侵略者の ムチ がうな った かれの 体に、 いまは 人民の 領袖が 手を おき、 むかし 
の 傷 あとを なでながら 胸を 痛めて くれてい るの だ。 

血が 凍る ほどの 苦痛に も 泣く ことを 知らなかった その 出 銃 H は、 将軍の 愛情に せき 切って 流れる 涙を こぶしで ぬ 
ぐいつ づけた。 感激は すべての 労働者を とらえ、 かれらの 胸を 将軍にたい する 忠誠 心で わきたたせた。 

金 日 成 将軍は 出 銑 作業を 視察して から、 歓迎に 集まった 群衆の まえで 祝賀 演説を おこなっ た。 

金 日 成 将軍は、 北朝鮮で 民主主義 的 課題が 勝利のう ちに 遂行され る 途上に おいて、 きょうはもう 一つの 勝利を お 
さめた 日で あるとの ベ、 この 工場の 労働者た ちは 自力で 銃 鉄を 生産し、 人民が あたえた 使命を りっぱに なしとげた 
と 高く ほめたたえた。 将軍は つづけて、 この 勝利に 満足す る ことなく、 より 大きな 勝利を かちとら ねばならない と 
のべ、 そのためには 働きながら 学び、 学びながら 働いて、 みんなが 熟練工に ならなければ ならない と 激励した。 

金 日 成 将軍の このような 直接的な 指導の もとで、 日本 帝国主義 者が 敗走 するとき に 破壊した 工場、 企業 所な どの 
大部分が 復旧され、 新たな 生産を 開始す るよう になった。 
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朝鮮の 労働者階級は、 現代的な 工場、 企業 所な どを 自力で 復旧して ゆく ことによって、 領袖が さずけて くれた 自 
力 更生の 革命 精神の 底知れぬ 力を 誇示した のであった。 

また 将軍は 復旧され た 工場 や 企業 所な どの 運営を 改善し、 生産の 増大を はかりながら、 労働者た ちの 高まった 熱 
意を 組織す るた め、 増産 競争 運動を 拡大し、 強化す る 措置を とった。 

一九 四 八 年 二月、 金 日 成 将軍は 食糧 問題を 解決し、 増産 競争の 炎を 燃えさから せ、 人民 経済の あらゆる 部門を 稼 
動させる 構想を いだき、 興 南 肥料 工場を たずねた。 

工場の なかを すみずみまで 見 まわった 将軍は、 一万 余の 群衆を まえに 演説を おこなった。 

将軍は、 「いつの 時代 もそう であるが、 歴史を 創造す るのは 人民 大衆で あり、 とくに 現代 社会を 前進させる おも 
な 力は 労働者階級」 であると のべ、 自立 経済 建設に おいて 労働者階級が 遂行し なければ ならない 先駆者 的 役割を 強 
調した。 

将軍の 教えを うけた この 地の 労働者たち は、 いっそうは げしい 増産 闘争を くりひろげた。 生産 目標は 日一日との 
びて いった。 革新に つぐ 革新を くりかえして いた かれらは、 三月 二十日に 従業員 決起 大会を ひらき、 一九 四 八 年の 
人民 経済 計画を 十一月までに 終える ことを 決議し、 全国の 労働者たち に 増産 競争 運動を よびかけた。 

金 日 成 将軍が 火を 点じた 増産 競争の 炎は、 このように して 全国に ひろがって いった。 そして それは いっそう 発展 
し、 全国的な 規模で 企業 所 間の 競争と して 展開され ていった。 工場の 主人と して、 富強な 自主 独立国 家 建設の りっ 
ばな 主人と なった 労働者たち の 愛国 的 創意 性は、 かつてない 高まりを 見せた。 

将軍は たちおくれて いた 農業を たてなおし、 当面の 食糧 問題を 解決す るた めに、 農業の 発展に も 慎重な 注意を は 
らっ た〇 

金 日 成 将軍は、 つぎのようにの ベた。 
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「こんにち、 わが国の 農業の まえに 提起され ている 当面の 課題は、 耕地 面積を 拡張し、 土地を よく 利用して 収穫 
を いっそう 高め、 北朝鮮を 穀物の 不足した 地帯から 穀物の ゆとりの ある 地帯に かえ、 食糧 問題を 解決す る ことで あ 
ります」 

農業に おける 水の 問題は、 数千 年 もの あいだ 農民を 苦しめて きた 問題であった。 

将軍は 農村に おける 水利 事情を 具体的に とらえて 対策を たてる ため、 土地改革 法令を 発布した 一か月 後の 四月に 
平安 南 道 安 州 郡大尼 面白 鶴 里を たずねて、 農民たち と 会った。 

水 不足の 実情を こまかく きき、 田畑を 注意 深く 見て まわった 将軍は、 やがて 灌溉 水が 流れ、 機械で 農業を いとな 
む 新しい 世の なかが 必ずく ると 農民たち に 話した。 

将軍は 農民たち の 勤労意欲に 国家的 支援を 結合 させ、 全国 各地で 灌槪 工事を くりひろげた。 平安 南 道に おいては 
一九 四 七 年の 春から 数十 か 所の 工事が はじまった。 

金 日 成 将軍は、 いそがしい 日々 を おくりなが らも 各地の 灌溉 工事 場を たずね、 こまかい ところまで 指導を した。 

一九 四 八 年 九月からは じ まった 平安 南 道 灌漑 工事 も、 やはり 将軍の 直接的な 指導を うけた。 

平安 南 道 灌漑 工事は、 大同 江と 清 川 江の 水が 延 々数十 里に も およぶ、 複雑な 大小 数万 個の 構造 物を へて 五 万 余 町 
歩の 十二 三千 里 平野を うるおす、 わが国の 歴史上 類例を 見ない 大規模な 灌溉 工事であった。 農民たち の 水の 苦労を 
自身の 苦しみと した 将軍は、 国情が 困難で ある にもかかわらず、 このように 大規模な 工事を 大胆に くりひろげ てい 
った。 また 金 日 成 将軍は、 山間 地帯の 火 田 民の 生活 改善 問題に も 格別な 関心を はらった。 将軍は 火 田 民の 苦しい 境 
遇を 考慮し、 農業 現 物税の 税率を 一〇パ ー セントに ひきさげる 対策を たてる 一方、 かれらの 生活を 向上させる ため 
にあら ゆる 努力を かたむけた。 

一九 四 七 年の 初秋、 将軍は 東海岸の 視察から ピョンヤンに もどる 途中、 車を おりて しばらく 歩かねば ならない 
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農民と と もに 田植 をす る 金 日 成 首相 


陽徳の ある 山村を たずね、 ふもとに ある 
一軒家で 李 老人と 席を ともに した。 

将軍は 老人に たばこを すすめ、 暮らし 
や 野良仕事に ついて たずねた のち、 土地 
改革の 意義に ついても やさしく 説明し 
た。 話が 山間 地帯の 農民の 生活 改善 問題 
におよ ぶと、 将軍は、 やせた 土地で も 肥 
料を たくさん やれば 肥えた土 地になる こ 
と、 この 地方で 現金収入を ふやす には、 
むかしから よくで きる 「陽徳 草」 (煙草の 
葉) をた くさん 植え、 とくに 山菜と 野生 
の 果実を 利用して 副業を うまくいと なむ 
よう 例を あげながら 教えた。 

将軍の 話を 注意 深く きいて いた 李 老人 

「ほんと に/. お 話を きいて いますと、 
むこうの 山が みな 黄金の なる 稲 むらの よ 

うに 見えて きます。 . ところで、 そん 

なた のしい お 話を 村の 人たち にもき かせ 
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て やってく ださいません か。 みんなき っと 耳を そば だてる ことで しよう」 

と、 感嘆の 声を 放った。 じつのところ 李 老人は、 この やさしい 若い 方が 金 日 成 将軍で ある ことを 知らずに いたの だ 
が、 しばらくして 面 人民委員 会の 委員長が きたと き、 はじめて 将軍で ある ことに 気づいた ため、 身の おきどころに 
困って しまう ほど あわてた。 

「将軍 さま/ ほんとうに 失礼しました。 将軍 さま だと 気づかなくて つい . 」 

感激で 胸が いっぱいに なった 老人は、 話を つづける ことができなかった。 

老人は ふところから 手 あかの ついた 小さな 手帖と 鉛筆を とりだし、 なに かを 書きと めてから 口を ひらいた。 

「将軍 さま、 ここに、 金 日 成 将軍 さまがわた しの 家を たずねて くださった、 と 書きました。 これを 子どもたちに 
のこした いと 思います」 

すると 将軍は、 満面に 微笑を うかべながら 語った。 

「おじいさん、 それよりも、 すべての 山から 黄金を とりいれる ようにと 書いて、 子孫に ゆずりわたして ください」 
集まって きた 人び とは、 人民にたい する かぎりない 愛情が 詩につつ まれた ような 将軍の 話に 深く 感動した。 興奮 
した 老人は 急に たちあが ると、 両腕を 鶴の 羽の ように ひろげて 踊りは じめ た。 

金 日 成 将軍は 李 老人の 家で 一夜を すごし、 村人たち にも 会った。 

あくる 日は 山麓 や 林の なかを かきわけながら、 山の 利用 方法に ついて くわしく 教えた のち、 村人たち と 別れの あ 
いさつを かわした。 

「山を よく 利用して、 もとでの いらない 副業を 大きく ひろげる よう」 にと いう この 教えは、 将軍が 白 頭の 密林を 
舞台に 抗日 遊撃 闘争を くりひろげて いたと きの 実践的 経験に もとづいて うちだした 賢明な 方針であった。 

過渡期の 経済発展 は、 きびしい 階級 P 争の なかです すめら れてい った。 
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金 日 成 将軍は、 一部の 人民 経済 部門で 働く 活動家たち が、 社会主義 経済 形態の 優勢を 保障で きる 条件を うまく 利 
用で きなかった ために 生じた、 都市 や 農村での 否定的な 現象にたい して 強い 制裁を くわえる 一方、 それを ただす 対 
策を たてた。 

手工業 者 や 水産業 者たち の 利益を はかる ためには、 かれらを 自発性の 原則に もとづいて 生産 協同組合と 水産 協同 
組合に もうらす る 一方、 商品 流通 分野での 執拗な 資本主義 攻勢を くいとめ、 社会主義 商業の 役割を 高める ための 対 
策を たてた。 

都市と 農村で 資本主義 的 要素を 利用し、 制限す る ことにつ いての 党の 方針に 反し、 投機と 高利 貸を ことと する 現 
象にたい しては、 強力な 対策が とられた。 

農村では 将軍の 発案に よって 農 機械 賃耕 所が 設けられ、 協同 的 組織 形態で ある 農業 信用協同組合が 拡大 強化され 
た。 これは 農 牛の 賃貸 制 や、 その他の 不法な 手段で 貧農を 搾取し ようとす る 富農への 積極的な 攻勢であった。 

日が たつに つれて 社会主義 経済 形態の 主導 的 役割が 強まり、 都市と 農村では 個人経営の 社会主義 的 改造の ための 
前提が ととのえられて いった。 

金 日 成 将軍は、 経済 建設を 促進させる ためには 党の 指導を より 強化し なければ ならない と 考えた。 

将軍は、 党は 人民 大衆を 政治的に 指導で きる ばかりでなく、 経済 建設 や 企業の 管理と 運営に 明るく、 経済にたい 
する 知識と 技術を もつ 建設者の 党に ならなければ ならない と 強調した。 

経済 建設で 党 組織の 役割が 高まり、 計画 遂行に おける 安逸で 形式的な 態度を 克服し、 勤労大衆の 政治的 熱意を 高 
める ための 組織 思想 活動が 強力に おしすすめられた。 

将軍の 正しい 指導の もとで 経済の 管理 運営 水準 も 高まった。 一九 四 七 年と 一九 四 八 年の 各々 一年間の 計画を 遂行 
乙た 経験に もとづいて、 一九 四 九 年からは 二 か 年間の 展望 計画が たてられる ようになった。 それにと もない、 自立 
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経済 建設の ための ぽう大 な 事業が より 大きな 規模で、 より 遠い 将来を 見と おしながら すすめられる ようになった* 

しかし 新しい 祖国 建設の 前途には、 新たな 任務と ともに、 いくつかの 難関が よこたわって いた。 

産業の 植民地 的 跛行 性を なくし、 経済の 自立 的 土台を 強化す るた めには 数多くの 建設を すすめなければ ならな か 
ったし、 復旧され た 工場 や 企業 所を 拡張して、 それを 正常に 運営し なければ ならなかった。 それには 多くの 労力が 
必要と された。 

しかし 一部の 経済活動 家たち は、 農民の 生活が 安定す るに つれ、 日本の 植民地 支配のと きのよう に 労働力が 農村 
から 都市へ と 自然発生 的に 流れ こまず、 都市に も 失業者が いなくな った 新たな 環境と 条件を 正しく 見つめよう とは 
せず、 じっと 手を こまねいて、 労働力が ひとりでに 工場へ 流れ こむ のを 待って いる だけだった。 

経済 建設の 規模が 大きくな り、 経済 課題が より 複雑になる にしたがって 生じた 新たな 環境と 新たな 課題は、 まっ 
たく 新しい 活動 作風と 方法を 要求して いたので ある。 

そのために 金 日 成 将軍は、 一九 四 九 年 十一月に 産業 部門 経済 および 職業 同盟 熱誠 者 大会の 開催を 提起し、 新たな 
環境に あうよう に 経済 指導の 水準を 高める 決定的な 対策を たてた。 

将軍は、 経済 指導 活動家たち が 新たな 環境と 条件に ふさわしく 思想 的な 観点を ただし、 新しい 活動 方法を 体得す 
るよう 強調した。 

そしてと くに、 失業が 根絶され た 人民 民主主義 制度の もとで、 労働力が 自然発生 的に 集まって くるだろう と 安易 
に 考える 現象を 批判し、 労働力を 組織的に 計画的に 確保して その 流動を ふせぎ、 勤労者の 技術 技能 水準を 高めるな 
ど、 労働力 問題を 解決す る 具体的な 方法を しめした。 

経済 指導 活動家たち の 水準を 高める ための 諸 対策は、 工業、 農業、 林業、 水産業、 交通 運輸な ど、 人民 経済 部門 
別 熱誠 者 会議で より 具体化され た。 
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将軍は これらの 会議に 参加し、 実質的な 指導を おこなった。 

将軍の このような 積極的 措置と 具体的 指導に よって、 たびかさなる 難関は そのつど 克服され た C 

革命的 民主 基地 強化の 物質的 基礎で ある 自立 経済の 土台は、 このように めざましく 築き あげられて いった。 

金 日 成 将軍の 正しい 指導と 人民 大衆の 高揚す る 愛国 的 熱意に より、 人民 経済 計画は 毎年 超過 遂行され た。 

一九 五〇 年上 半期に おける 工業 生産高は、 解放 前の 最高 水準を 突破した。 とくに 機械 製作 工業と 軽工業 部門が 急 
速に 発展し、 産業の 植民地 的陂行 性 も 少なからず 克服され た。 

農業で も 大きな 成果が かちとられた。 穀物 収獲 高は、 一九 四 八 年に すでに 日本 帝国主義 支配 期の 最高 水準を はる 
かに こえた。 もともと 山が 多く 耕地が せまいた め、 不足が ちだった 穀物 問題を 解決した ことは きわめて 大きな 勝利 
であった。 

社会主義 経済 形態は 工業に おいてば かりで なく、 都市と 農村の 商品 流通に おいても 圧倒的な 地位を 占める ように 
なった。 

金 日 成 将軍が 提示し 貫徹した 自立 的 民族 経済 建設の 路線は、 最初から その 生活力を あますところなく 発揮した。 

一九 四 六 年から 一九 四 九 年の あいだに、 消費 物資の 小売り 価格は 半分 あるいは それ 以下に なった が、 労働者、 事 
務員の 貨幣 賃金は 逆に 一 五 二. 八 パ ー セントに 増大し、 かれらの 生活水準は 非常に 高まった。 

農民の 生活 も 日 ましに 向上した。 農林 省が 四十 二の 農村を 調査した 資料に よれば、 穀物 収穫高は、 一九 四 四 年の 
十一 万 七 千 かますから 一九 四 九 年には 十五 万 かますに ふえた。 また 一九 四 四 年には 食糧が 不足して 八 千 かますを 買 
いいれ るか、 借り いれなければ ならなかった が、 一九 四 九 年には 多くの 食糧を 市場に 売っても 一万 かますの 余剰 穀 
物を 手に する ようになった。 

これらの 農村では、 三年の あい •たに 全 農家の 一八 パ— セントに あたる 住宅を 新しく 建て、 役畜と して 六 百 二十 八 
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頭の 牛まで 買い いれた。 

ながく はなかつた が、 平和的 建設 期は じつに 創造と 繁栄の 日々 であつた。 わが国の 悠久な 歴史のう えで、 このよ 
うに 希望に みちた 幸福な 時期は かつてなかつた。 A 民 大衆は、 富強な 自主 独立国 家 建設の この 時期を 「黄金の 時 
代」 とよび、 誇ら かに 謳歌した。 

4 新しい 民族 文化の 創造へ 

金 日 成 将軍は、 新たな 民族 文化の 建設を 新しい 祖国 建設の 重要な 一翼と みなし、 その 発展の ために あらゆる 努力 
を かたむけた。 

将軍は 過渡期の 任務と 自立 経済 建設 路線の 諸 要求を 分析し、 新しい 文化 建設の 基本 課題に ついて つぎのようにの 
ベた。 

「文化 建設の 基本 課題は、 人民 教育と 文学 芸術 分野に おいて 日本 帝国主義の 思想の のこり かすを 完全に 一掃し、 
民族 文化を 急速に 発展 させ、 全人 民の 知識 水準を 高め、 人民 経済と 国家 機関に 必要な、 能力の ある、 民主主義 精神 
で 教育され た 民族 幹部を 数多く 育てる ことで -^) ります」 

すなわち、 社会主義を 建設す るた めには 文化 革命の 課題を 遂行し、 自己の 有能な 民族 幹部を 数多く 育成して、 人 
民 経済を 自己の 幹部たち で ゆるぎなく 運営し なければ ならない という ことで ある。 

金 日 成 将軍は、、 新しい 文化 建設の 基本 方針を さししめした ばかりでなく、 国の 主人と なつた 人民が 無知と 蒙昧 か 
らぬ けだして 文化の 主人に なり、 かつて 学ぶ 権利を 奪われて いた 勤労者と その子 弟の •たれ もが 学べる ように、 当面 
の 課題を 正しく 解決して いつた。 
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日本 帝国主義の 愚民 化 政策に より、 勤労者の 大半は 自分の 名前 さえ 書けない 文盲と しての こされて いた。 

文盲を なくさない かぎり、 勤労者たち を 政治 生活に 積極的に 参加させる ことができず、 経済 建設の たのもしい 働 
き 手に 育成す る こと もで きなかった。 

したがって 将軍は、 文盲 一掃を 新しい 祖国 建設の まえに 提起され る 緊急 課題の 一つと して かかげ、 全人 民 的な 運 
動と して おしすすめる ようにした。 

将軍の 教えに したがって、 この 運動の 先駆者と なった のは、 江 原 道で も 深い 山奥の 平 康郡玉 洞 里の 農村 婦人 李 桂 
山さん であった。 

それには'  つぎの ような 一つの エピソ ードが あった。 

彼女は、 目に 見える のはけ わしい 山な み、 きこえる ものと いえば 風の 音 ばかりと いう 山間 僻地で、 作男であった 
父と 臨時に 他家の 手伝いを して 生活して いた 母の ひざもとで、 幼い ときから 力に あまる 苦役と 飢えに さいなまれて 
育った。 学校の 門前に も ゆけなかった 彼女は、 十六 歳に なった 年に 地主の 借金の かたに 買い とられ、 みじめな 下女 
として こきつかわれた。 年 ごろに なって 嫁いだ が、 その 夫 も 地主の 作男だった。 そして 夫は 二人の 子どもを のこし 
たま ま、 いわゆる 「報国 隊」 に ひきたてられて 命を おとして しまった。 

彼女は 胸を かきむしって 号泣した が、 なぐさめの ことばを かけて くれる 人 さえい なかった。 もちろん、 身を よせ 
ると ころもなかった。 彼女は 文字 一つ 学ぶ こと もで きない まま、 幼い 子どもを 育てる ために 苦しい 下女 働きを つづ 
けた。 やがて 国が 解放され、 まともな 世の なかに なって はじめて、 彼女は 「ものを いう 道具」 から 自分の 生活を も 
つ 人間に かわった。 

李 桂 山さん は 他の 人び とと 同じように、 長年の 夢. であった 土地を 金 日 成 将軍から わけあたえられた。 胸を おどら 
せて 畑に でかけて みると、 村の 長老たち が 一番い い 土地に 「李 桂 山」 という 名札を たてて 待って いた。 ところが 生 
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まれて このかた、 文字と いう ものを 知らない 彼女は、 自分の 名札を 見ても、 なんの ことか さっぱり わからな かっ 
た。 

結局く わしい 説明を きいて はじめて、 それが まぎれ もな く 自分の 土地で あり、 自分が 突然、 二 千 坪を はるかに こ 
える 土地の あるじに なった という おどろくべき 事実を 知った ので ある。 

そのと き だれかが、 「金 日 成 将軍 さまが、 あなたに 一番い い 土地を くださった んで すよ」 と 教えた。 

その 瞬間、 不宰と 苦役の 半生に さいなまれて きた 彼女は 土地に ひれふし、 自分の 名札を しっかりと だきしめ、 声 
を あげて 泣きく ずれた。 

悪夢の ような 過去への 追憶と、 太陽の ような 将軍の 恩恵が 胸を うった からで ある。 

彼女は 分配され た 土地を 熱心に 耕した。 野良仕事 も かってな くは かどった。 

日が たつに つれて 田圃は 青い じゅうたんに かわり、 それは ふたたび 黄金の 波に かわった* 彼女の 胸は 将軍の 恩恵 
にたいする ありがた さで いっぱいに なった。 

大きな 穴 倉を じ ゃがい もで みたし、 穀物を 山の ようにつ みあげた 彼女は、 こみあげて くる 熱い もので 夜 も 寝つ か 
れな かった。 わけても、 こんなに 大きな 恩恵を うけながら、 金 日 成 将軍にたい して 感謝の ことば 一つ 申し あげてい 
ない ことが いたた まれなかった。 こうした 思いが つもりつ もった とき、 それは ついに、 穀物を もって ピョンヤンに 
ゆき、 将軍に 直接 お 目に かからねば という 決心に かわって いた。 

一九 四 七 年、 春の 野良仕事を りっぱに 終えた 李 桂 山さん は、 将軍の お 目に かけようと 一番 よく 実った 小麦 二 斗と 
じ ゃがい も 一斗を えらんだ。 

しかし、 出発し ようと 決心は した ものの、 どうたず ねて いってよ いのかわから なかった。 そこでまず、 十六 キロ 
もは なれた 平 康郡党 委員会に ゆき、 委員長に 会って ことのし だいを 話した。 
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郡 党 委員長は、 彼女の 決意を ほめたたえながら も 難色を しめした。 金 日 成 将軍は 国事で 多忙な 身で あるから、 お 
そらく 農村の 一 婦人にまで いちいち お会いになる ことは むづ かしいだろう という ことであった。 

彼女は 重い 心を いだいた まま 家に もどった。 しかし 夜 も 寝ずに 考えぬ いたが、 将軍に お 目に かからなければ どう 
しても 心が 安 まらない ように 思えた。 

こうして 彼女は、 きれいに 洗濯して 折目を たてた 麻の チマ (ス ヵート) と チョ ゴリ (上衣) を 身に まとい、 将軍へ 
の 贈り物を 頭に のせて ピョンヤン へと 旅立った。 

やがて 彼女は 元 山を へて ピョンヤンに ついた。 生まれて はじめて 大都会に でて きた 李 桂 山さん は、 あちこちを さ 
まよい 歩き、 道 ゆく 人び とに なんどもき いてて、 ようやく 将軍の 住居を たずね あてた。 

彼女は そこで、 一人の 幹部に たずねて きた わけを 話した あと、 しばらくして 将軍の 部屋に 案内され た。 

李 桂 山さん がふる える 胸を やっと おさえ 部屋には いると、 金 日 成 将軍は 明るい 微笑を うかべながら 彼女を むかえ 
いれ、 ふしくれだった その 手を にぎりしめて、 「遠い ところから ご苦労さまでした」 とや さしくね ぎら いのこと ば 
を かけた。 

彼女の 目からは、 とめど もな く 涙が 流れた。 

「将軍 さま、 将軍 さまが くださった 土地から、 わたしが つくった 小麦と じ ゃがい もを もってまい りました。 ほん 
のわず かです が、 わたしの 真心の しるしです ので、 どうかおう けと りく ださい。 つい 一昨年まで 他人の 召使いを し 
ていた わたしが、 いまでは 将軍 さまの おかげで 自分の 家を もち、 自分の 田畑を たがやし、 胸を はって 暮らす ことが 
.できる ようになりました。 . 」 

彼女は それ 以上、 ことばを つづける ことができなかった。 

強く 心を うたれた 金 日 成 将軍は、 くりかえし 礼を のべながら 深い 考えに ふけった あと、 実家に 帰った 娘を むかえ 
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る 父親の ように、 やさしく 村の 農作 状況 や 農民の 生活、 また 教育の ようすな どに ついて くわしくたず ねた。 

村に 人民 学校し かないと いう 話を きいた 将軍は、 「わたしに 贈り物を してく ださる よりも、 村に 学校を つくる 仕 
事を 手助けした 方が もっとよ かった でしょう に …… 」 といった。 

そして 将軍は、 急に 話題を かえると つぎのようにたず ねた。 

「あなたは いま、 なにを 勉強して います か？ . 新聞を 読んで います か？」 

彼女は 返事を する* J とがで きなかった。 文字を 知らない 彼女は、 やっと 顔を あげて こたえた。 

「将軍 さま、 わたしは まだ 文字を 知りません」 

将軍は、 深い 思いやりの こもった 微笑を うかべながら いった。 

「すべての 朝鮮人 民が、 わが国の 文字を ifM める ようにならなければ なりません。 そのためには、 まず 勉強し なけ 
ればな らな いのです …… 。あなた も 勉強を しなさい。 いまから でも おそくはありません。 …… 家に 帰ったら、 ハン 
グル (朝鮮 文字) 学校へ 熱心に かよいなさい。 文字を 知って はじめて 人間が 人間ら しくな り、 国の 仕事 もりっ ばに 
できる のです」 

彼女が 文字を 学びます とこた える と、 将軍は こういった。 

「それでは、 わたしと 約束を しましょう。 いまから 三 か 月 後には 文盲を 退治して、 あなたの 手で 手紙を 書いて お 
くって ください。 どうです か、 約束で きます か？」 

李 桂 山さん は 強く うな づ いた。 

将軍は 彼女に、 まず 自分の 文盲を 退治して、 すべての 人び とが 文盲 退治 運動を くりひろげ るよう、 一度み んなに 
よびかけて みなさい といった。 彼女は 力強く こたえた。 

「はい、 そうします。 約束 どおりに してみ ます」 
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金 日 成 将軍と 別れの あいさつを かわした 李 桂 山さん は、 生まれて はじめて 乗用車に のり、 りっぱな 旅館に むかっ 
た。 そこで 彼女は 車に 同乗して きた 青年から、 金 日 成 将軍が 旅費の たしに といって わたして くれたと いう 部厚い 封 
筒を うけとっ た。 

彼女は あくる 日、 胸を ふくらませて 村に 帰った。 途中で ひき 返して くる ものと 思って いた 李 桂 山さん が、 金 日 成 
将軍に 直接 お 目に かかって 帰って きたと いう 知らせに、 村 中は お祭り さわぎの ように わきかえった。 

彼女は その 日の 夜から 人民 学校の 先生を たずね、 熱心に 文字を ならいは じめ た。 

こうして 彼女は 日中は もちろん、 床に ついても 本を 手からは なさなかった。 雨の ふる 日は 本を 油紙につつ み、 畑 
にで かけて 学んだ。 家では 部屋の なか や 台所に あるす ベての 品物に、 その 名前を 一つ一つ 書きつ けて はお ぼえ るよ 
うに 心がけた。 

村の 婦人たち も 彼女の あとを 追って 学びは じめ た。 やがて 彼女は、 勉強部屋まで つくって 村人たち と いっしょに 
文字を 学んだ。 彼女は、 金 日 成 将軍が 旅費に といって あたえて くれた お金を 学校 建設 資金に さしだし、 学校 建設に 
も 献身的に 参加した。 こうして 文字 どおり、 村 中が 文盲 退治と 学校 建設に たちあがった。 

いつのまにか、 金 日 成 将軍との 約束の 日が 近づいて きた。 彼女は 何日 も 徹夜を して、 その後の 生活を こまごまと 
手紙に したためた。 

その 手紙を おくる 日、 平康 郡では 農民 集会が ひらかれ、 文盲退治をめざす「李桂山運 »| 」 を 全国に よびかけた。 

この 運動は、 またたくまに 全国に ひろがって いった。 

手紙を だして 何日 かすぎ た ある 日、 李 桂 山さん は 思いが けず 金 日 成 将軍から、 なみなみならぬ 賞賛の ことばと 激 
励の 手紙を うけとった。 そして その後、 将軍から 表彰状と 記念品に 時計まで 贈られた。 

よろこびと 幸福感で 胸が いっぱいに なった 彼女は、 その後、 人民と 祖国の ためなら 水火を もい とわず 身を ささげ 
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てた たかった。 こうして 彼女は 大学まで 卒業し、 やがて 最高 人民 会議の 代議員と なる 栄誉までに なった。 

つまり 李 桂 山さん は、 金 日 成 将軍の あたたかい 導きに よって 召使いの 身のう えから 土地と 国の 主人と なり、 幹部 
となった ので ある。 

金 日 成 将軍が くりひろげた 文盲 退治 運動は、 りっぱに 実を むすんだ。 こうして 北半 部は、 一九 四 九 年の 三月に い 
たって、 アジアで 最初に 文盲を 完全に 退治した 国と なった。 

将軍は 文盲を 退治した 人び とに、 成人 学校を つうじて 初、 中学校から 大学に いたる 学びの 道を ひらいて やる かた 
わら、 農民の 技術 文化 水準を 高める ための 活動に 格別な 関心を はらった。 

将軍は 国家 百年の 大計の 遠大な 構想の もとに、 次代の 教育と 民族 幹部 育成 事業を 力強く おしすすめた。 

学びの 道から 遠ざけられて いた 労働者 や 農民の 子弟を 一人の こらず 勉強 させようと いう 一念から、 将軍は 学校 建 
設 事業を 全人 民 的な 運動と して 展開す る 一方、 ゆく 先 ざき でまず 学校を たずね、 教員 や 学生たち の 生活に 心を くば 

った。 

将軍の ひたむきな 指導と 配慮に よって、 まもなく 普通教育 体系が 確立し、 学齢児童の 三分の 二 以上が 就学で きな 
かった かつての 日本 帝国主義 支配 時代の たちおくれを なくし、 一九 五〇 年の 新学期からは 初等 義務教育 制度を 実施 
する 条件が ととのえられた。 教育 内容 も 祖国 建設の 要求に あわせ、 全面的に 新しくつ くりかえられた。 

高等教育 部門で も、 民族 幹部 養成に ついての 将軍の 遠大な 構想と 具体的な 指導の もとに、 日本の 植民地 支配 時代 
には 単科大学 一つなかった 北半 部に、 一九 四 九 年 現在、 金 日 成 総合大学を はじめ 十四の 大学が 創立され た。 

このように、 次代の 教育と 民族 幹部 育成 事業を 高い 段階へ ひきあげる までに、 将軍が この 分野に そそいだ 力と 配 
慮は 筆舌に つくしが たい ものが ある。 

将軍は 祖国に 凱旋した 直後から、 次代の 教育と 民族 幹部 養成 事業に 深い 関心を はらった。 
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一九 四 五 年 十月 二十 八日、 平安 南 道 大同 郡に でむいた 金 日 成 将軍は、 「知識の ある 人は 知識で、 技術の ある 人は 
技術で、 お金の ある 人は お金を だしあって 民主主義 自主 独立国 家を 建設し なければ なりません。 そのために、 われ 
われには 今後、 より 多くの 人材が 要求され ます。 だから、 学校を より 多く 建てなければ ならない のです」 と 群衆の 
まえで 強調した。 

歓迎 集会の あと、 将軍の ことばに 勇気を えた ある 農民は、 必ず 自分たち の 力で 中学校を 建設して みせます と 申し 
でた。 将軍は たいへん よろこび、 その 方法に ついて 一つ一つ 教えた あと、 学校に つくりかえる という 建物に いって 
みようと いった。 随員たち は 帰る 時間に なりました とつた えたが、 将軍は 農民と いっしょに その 場所へ ゆき、 学校 
を どのように 建てるべき かにつ いてく わしく 教えた。 

将軍の 直接的な 導きの もと、 学校を 建設 するとい う 誇りを 胸に、 わずか 一か月 間で 八つの 教室と 運動場まで つく 
ったこの 地の 人び とは、 自分たち の 代表を ピョンヤンに さしむけた。 

かれらを つうじて 学校の 建設 状況を きいた 将軍は 非常に 満足し、 わが国の ことばと 文字で わが 民族の 歴史を 教え 
るべき であり、 教科書がなければ 教員たち が 書いて でも われわれの ものを 教えなければ ならない と 激励した。 そし 
て 学問 だけでなく、 体育 も 活発に おこない、 _と01^ 高い' W を 育てる ようにと 教えた。 

教員の 一人が、 学校の 名前を つけて くださいと 申しで ると、 将軍は しばらく 考えに ふけった のち、 「三 興 中学校 1-. 
にす るが よいと いった。 

この 名前には、 ©Q 三つを かねそなえた 人材を 養成し、 国の 柱に 育てようと いう 深い 意味が こめられて 
ぃた。 

金 日 成 将軍は、 もっともたち おくれて いた 民族 技術 幹部の 養成 事業を たてなおす ために、 文字 どおり 万難を 排し 
た。 教育と 科学の 殿堂 —— 金 日 成 総合大学を 創設し、 発展させる ために かたむけられた 将軍の 努力と 配慮は、 じつ 
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に 次代を 育てる 慈父の 心情 そのものであった。 

一部の 消極 分子たち は、 基礎がない とか 教員が いないと いいながら、 総合大学の 創設に あくまで 反対した。 

しかし 将軍は、 経験と 基礎は ない が、 自主 独立国 家 建設に おいて 焦眉の 問題と なって いる 技術 人材の 養成 問題、 
とくに、 その 確固と した 土台と なる 総合大学の 創設を 決して あとに まわす ことは できない と 考えた。 

金 日 成 将軍の この 大胆な 決意には、 朝鮮人 民の 主体的な 力にたい する 深い 信頼が よこたわって いた。 将軍は 総合 
大学 創設の ために、 各地に 分散して いた 科学者を 一人ひとり まねき、 みずから 会って 活動の 方向を かれらに あた 
え、 大学教授の 陣容を ととのえて いった。 

将軍は 祖国に 凱旋した 直後から、 総合大学 創立に 必要な 七 万 余 巻の 書籍を すでに 準備して いた。 

一九 四 六 年 十月 一日、 北半 部で 最初の 総合大学が 創設され たことは、 全 的に 金 日 成 将軍の 名と むすびつい てい 
た。 

したがって 北朝鮮 人民委員 会は、 人民 大衆の 一致した 意思と 希望を 反映し、 この 大学を 「金 日 成 総合大学」 とよ 
ぶこと にした ので ある。 

金 日 成 総合大学の その後の 発展に おいても、 やはり 将軍の 名と むすびつかない ものはなかった。 

一九 四 七 年の 春、 数百 万の 農民が 愛国 米を さしだした とき、 将軍は、 「国家 百年の 大計の ために、 次代を 教育す 
る事業につかぅのがよい」とのべ、それを金日成総合大学の新校舎建設にあてたし、大学発展の方向についてはも 
ち ろん、 教職員と 学生の 生活に いたる まで 細心の 注意を はらった。 

金 日 成 将軍は また、 科学技術の 発展の ために 賢明な 方針を ぅちだした。 この 方針は、 科学技術の 発展に おいて 主 
体 的な 立場を しっかりと 守り、 科学技術を 国の 自立 的 民族 経済の 建設に 徹底的に 服務 させよぅ とする もので あっ 
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金 日 成 総合大学の 校舎 竣工式で 花束を うける 金 日 成 首相 


将軍は、 先進国が 達成した 科学技術の 成果を 
わが国の 実情に あうよう に 摂取す る ことにつ い 
て も 教えた。 

かつて 科学技術を 発展させる ことができない 
でいた ころ、 すでに 外国では 汽車 や 汽船を つく 
って 利用して いたが、 李 朝の 支配 層は 冠を かむ 
り、 ロバに のっ て 往き来し、 時 調 (高麗 末葉から 
発達した 朝鮮の 定型 短詩 形 文学) を 詠んで 歳月を 
おくって いたた めに、 侵略者に 国まで 奪われて 
しまった ので ある。 

将軍は、 このような にがい 過去を ふりかえ 
り、 最短 期間 内に たちおくれた 境遇から ぬけだ 
し、 高度に 発展した 科学 文化を 築き あげようと 
決心した。 そして 科学技術の 発展に 大きな 力を 
ふりむけ、 科学者を たいせつに し、 かれらの 生 
活に 深い 配慮を めぐらした。 

生物学を 専攻す る ある 博士への あたたかい 配 
慮 も、 その 一例で ある。 

将軍は みずから 狩獬な どを して 手に いれた め 
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ずらしい 動物 や 魚類を、 生物学 発展の ための 研究に 利用す るよう にと 博士に おくりとどけ、 高齢の 身で 科学 研究に 
たずさわる 博士の 身を 案じて 乗用車まで 贈った。 将軍は また、 非常にたい せつに していた 最新式 撖銃や 弾丸、 獬犬 174 
まで 博士に 贈った。 

このような 肉親 的な 配慮は、 すべての 科学 部門で 働く 無数の 科学者たち に ほどこされた。 

また 教育、 科学と ともに、 文化 芸術 も、 金 日 成 将軍の 正しい 方針と 具体的な 指導の もとに 発展の 一路を たどっ 
た。 

将軍は 文化 芸術を 新 祖国 建設の 力強い 手段と みなし、 この 部門の 活動家たち に、 「みなさんは 文化 戦線で たたか 
う 闘士. たちであります。 みなさんには、 みなさんの 口で、 みなさんの 筆で、 朝鮮 社会の 発展を 逆 もどり させようと 
する 反動 勢力を うつべき 責任が あり、 民族 文化を 発展 させ、 人民 大衆を 愛国主義と 民主主義 精神で 教育す る 責任が 
あります。 われわれが 反動 勢力を 粉砕し、 新しい 民主 朝鮮を 建設し うる か 否かは、 みなさんが 文化 戦線で りっぱに 
たたかう か 否かに 大きく かかって います」 と 激励し、 ふだんの 指導を 惜しまなかった。 

将軍は、 民族 文化 芸術を 発展させる ための 方針を つぎのように 明らかにした。 

「自己の 固有の 文化の なかから すぐれた ものを 継承し、 たちおくれた ものは 克服し、 先進 諸国の 文化のう ちで 朝 
鮮 人民の 気風に あう 進歩的な ものを 摂取し、 われわれの 民族 文化と 芸術を 発展 させなければ なりません。 これが 民 
族 文化 建設の もっとも 正しい 道であります」 

さらに 将軍は、 文学 芸術家たち の 隊列を 育て、 各種の 文学 芸術家 団体を 組織す る 活動から、 かれらが 創作した 個 
々の 作品に いたる まで'  じつには ば ひろく 深い 指導を あたえた。 

その 一例と して、 『愛国 歌』 の 創作 過程を あげる ことができる。 


4 新しい 民族 文化の 創造へ 


朝は かがやけ 大地 
黄金の めぐみ あふれ 
うるわし 三千 里 祖国 
半 万年の なが. き 歴史 
きらめく 文化を つぎし 
賢き たみくさの ほまれ 
いのち ささげて 守らん 
永遠に さかえよ 祖国 

平易で ありながら も 内容の 深い 歌詞に、 重々 しい 旋律を もった この 『愛国 歌』 は、 歌詞の 主題、 内容、 作曲に い 
たるまで、 金 日 成 将軍の 直接の 指導の もとに 創作され たもので ある。 

一九 四 六 年の 秋、 将軍は 数名の 作家と 作曲家に 会い、 『愛国 歌』 の 創作 方向に ついて つぎのようにの ベた。 

「わが国は じつに 美しい 国です。 三面が 海で かこまれて おり、 山は 雄大 かつ 荘厳です。 田園には 五穀 百果が 実り 
ますし、 地下資源 も 無尽蔵に あります。 そして われわれは 五 千年 もの 悠久な 歴史を もつ 人民で あり、 燦然た る 文化 
に 輝く 人民で あり、 われわれの 先祖は 遠い 太古の むかしから 祖国の 山河を 血で 守りぬ き、 外敵を うち、 抗日 パル チ 
ザンは 日本 帝国主義 侵略者に 反対して 手に 武器を とり、 命を かけて たたかいました。 いまわが 勤労 人民は 搾取と 抑 
圧から 解放され、 自己の 手中に 政権を しっかりに ぎり、 富強な 祖国を 建設す るた めに すべてを ささげて います。 こ 
のようにうる わしい 祖国と、 すぐれた 闘争の 伝統を もつ 朝鮮人 民の 民族的 誇りと 自負心を 歌に こめるべき です」 
将軍の 教えを うけた 詩人と 作曲家は、 ながい 時日を かけ、 多くの 苦心の すえに 『愛国 歌』 を 創作した。 
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一九 四 七 年 六月、 将軍の 指導の もとに、 北朝鮮 人民委員 会 会議室で 『愛国 歌』 が 審議され た。 

そのと き 将軍は、 歌詞の 一節 一節を とりあげ、 細心の 指導を おこなった。 そして、 「きらめく 文化を」 というく 
だり から 最後までは 反覆す るの がよ いと 指摘し、 「わが国は、 燦然た る 文化を うけついだ 悠久な 歴史を もつ 国で あ 
るのに、 どうして 一度 だけです ますこと がで きましょう。 それでは あまりに も 単調ではないでしょう か。 もう 一度 
うたえば、 旋律から しても いっそう 効果的 だし、 音楽 的な 調和 もよ くなる だけでなく、 歌 もい ち だんと 荘厳 さを ま 
し、 うたう 人を して 民族的 誇りと 自負心を もつ ようにさせる でしょう」 とのべた。 

その 場に 集まった 詩人 や 作曲家たち は、 だれも 将軍が 指摘した その 点にまで は 思いいたら なかった。 

はたして 将軍が のべた とおりに 反覆した ところ、 歌は いちだんとよ くな り、 いっそう 荘厳 さを ますよう になっ 
た。 

このように、 将軍の 熱烈な 愛国心と 文学 芸術にたい する 深い 造詣に よって、 朝鮮人 民は りっぱな 『愛国 歌』 を も 
つよう になった ので ある。 

文学芸術にたいする将軍の教えは、文学芸術の全分野を包括するものであったし、それぞれの部門で党派 14| 、階 
級 性、 人 RI 性を かたく 守り、 芸術 性を 高める 綱領 的 指針と なった。 世の 人び とが 驚嘆して やまない 「黄金の 芸術」 
は、 将軍の 賢明な 導きの もとに、 すでに 解放 直後からは ぐく まれて いたので ある。 

このように、 将軍の かぎりない 努力と 正しい 導きが あった からこ そ、 北半 部は 民族 文化 建設の 領域で も 燦然た る 
花を 咲かせる ことができた し、 民主 基地を 磐石の ようにう ちかた める ことができた ので ある。 
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5 不敗の 革命 武力— 朝鮮 人民軍の 誕生 

金 日 成 将軍は た ゆみな く 前進す る 社会主義 革命の 大河を へて、 祖国の 統 | と 朝鮮 革命の 全国的 勝利を 見と おしな 
がら、 政治 経済的な 分野と ともに、 現代的 武力で ある 人民軍を 創建す るた たかいを くりひろげ、 みずから その 先頭 
にたった。 

すでに 祖国 光復 会の 十大 綱領で、 「朝鮮の 独立の ために 真にた たかう ことので きる 革命 軍隊を 組織」 する ことを 
明確に 規定した 将軍は、 人民軍の 創建 問題を 非常に 重視した。 金 日 成 将軍は、 人民の 真の 軍隊を 創建す る ことが 自 
主 独立国 家を 建設す るう えで 不可欠の 条件で あり、 正規軍を もたない 国家は とうてい 独立国 家と みなす ことは でき 
ない と 考えた。 

とりわけ 解放 後、 世界 反動の 元凶で ある アメリカ 帝国主義 侵略者が 日本 帝国主義に かわって 南 朝鮮を 占領して お 
り、 国内の 反動 どもを 糾合して 南 朝鮮の 革命 勢力を 弾圧し、 全 朝鮮を 完全な 植民地に かえょうと 狂奔して いる 状況 
の もとで、 人民軍を 創建す る ことは 朝鮮人 民の 運命に かかわる 問題で あり、 一刻 もな お ざり にで きない さしせまっ 
た 課題で あると みなした。 

金 日 成 将軍は、 つぎのょうにの ベた。 

「わが 人民は、 アメリカ 帝国主義と その 手先 どもの 民族 分裂 政策を 座視す る ことは できない し、 また 他人が われ 
われを 独立 させて くれ、 われわれの 軍隊を 組織して くれる のを 待つ わけに もい きません。 朝鮮人 民は あくまでも 自 
分の 力で 民主主義 的な 自主 独立国 家を 建設し なければ ならない し、 自分の 手で 統一 政府を 樹立す るた めの すべての 
準備を ととのえなければ なりません。 また 朝鮮人 民は みずからの 手で 自己の 軍隊を 組锇 し、 独立した 民主 祖国の 創 
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建を 促進 させなければ なりません」 

このように 金 日 成 将軍は、 現代的な 正規軍の 創建を 朝鮮 革命の 勝利の ための 主要な 環と みなし、 革命的 自衛の 原 
則を 国防 建設と 国防 政策の 基礎と した。 

国防に おける 自衛の 原則 —— これは、 朝鮮 革命は あくまでも 朝鮮人 民が 自主的に、 みずからの 力で 遂行し なけれ 
ばなら ない という 将軍の 偉大な 主体 思想の 輝かしい 具現で あり、 朝鮮 革命は あくまでも、 朝鮮人 民み ずからの 革命 
的 武装 力に 依拠し なければ ならない という 革命的な 路線であった。 

金 日 成 将軍は 革命的な 自衛 路線を しっかりと 堅持しながら、 解放され た その 日から 朝鮮人 民の 革命的 武力を 創設 
する 問題に 大きな 関心を はらい、 そのためには なにものを も 惜しまなかった。 

正規の 人民 武力を 創建す る ことは 容易な 問題ではなかった。 その 前途には 幾多の 難関が よこたわって いた。 

革命の 敵は 最初から、 革命 武力の 創建を 破綻 させようと 狂奔して いたし、 分派主義 者たち は、 「南北が 統一され 
ていないのに、 なんの 軍隊が 必要な のか」 と 誹謗した。 

難関は これ だけではなかった。 

正規軍を 装備す る 物質的、 技術的 土台が 非常に 弱く、 鍛練され た 幹部 も 少なかった。 

しかし 将軍は、 いかに 難関が 多くと も、 苦難に みちた 抗日 武装 闘争. の 時期に みずからす すめた 革命的 武力 建設の 
正しい 路線と 武力 建設の 豊富な 経験が あり、 熾烈な 武装 闘争の なかで 育成され た 革命的 骨幹が あるかぎり、 短期間 
に 革命的な 軍隊を 組織す る ことが 可能で あると 判断した。 

将軍は 党を 創建し、 革命的 民主 基地を 建設す るせ わしい 日々 のなかで も、 人民軍 創建の ための 準備 活動を 直接 組 
織し 指導した。 

解放 直後は、 どの 分野に おいても 幹部が 非常に 不足して いた 時期であった が、 将軍は、 抗日 武装 闘争の 炎の なか 
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できた えられ 洗練され た 抗日 闘士の 大多数を、 まず 軍隊を 創建す る 活動に 配置した。 将軍は、 かれらが この 活動に 
おいても 主導 的な 役割を はたし、 人民軍の 骨幹と なる ように 導いた。 

将軍は また、 労働者 や 農民 出身の 新しい 軍事 政治 活動家を 育成す るた めに、 一九 四 五 年 十一月には、 わが国に お 
ける 最初の 軍事 政治学 校で ある ピョンヤン 学院を， 創立し、 一九 四 六 年 七月には、 軍事 活動家を 専門的に 育成す る 中 
央 保安 幹部 学校を 設立した。 

また 一九 四 六 年 八月には 多くの 保安 幹部 訓練所を つくり、 正規軍の 最初の 基幹 部隊を 育成す るよう にした。 

これは、 抗日 武装 闘争に おける 幹部 育成の 経験を 新たな 現実に あうよう 創造的に 適用した もので あり、 もっとも 
短期間に 正規軍を つくる ための 対策であった。 

祖国の 津 々浦々 で 将軍の 崇高な 志を うけつぎ、 きのうまでの 労働者 や 農民、 あるいは 青年 学生たち が 祖国 防衛の 
大きな 抱負と 炎の ような 愛国心を いだいて 学校へ、 訓練所へ と 集まっ てきた。 

金 日 成 将軍は 国の 全般的な 指導の ために 多忙な 日々 を おくりなが らも、 足しげ く 保安 幹部 訓練所を たずね、 各地 
の 工場と 農村を 指導 するとき も、 必ず その 地方の 訓練所に たちよって 訓練生を 激励した。 

一九 四 六 年 十月、 将軍は 保安 幹部 訓練所の 建設工事 場を おとずれた。 

「みんな、 ごくろう」 

将軍は、 より 集まって きた 訓練生の 一人ひとりの 手を にぎりながら いった。 

「一つの 家庭を 新しくつ くるの も 容易な ことでは ない のに、 数千 名の 住む 訓練所を 建設す る •€> だ' ■から 困難 も 多い 
ことだろう …… J 

ついで 作業 現場を 視察しながら 訓練生たち に、 仕事が きつくない か、 作業は | 日に 何時間す るの か、 何時間 くら 
い 睡眠を とっている かな どに ついて たずね、 家に いると きよりは 寝床 や 食事な どが よくない と S うが、 困った こと 
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が あれば 遠慮せ ず 話す がよ いといった。 

訓練生たち は、 解放 前に 日本 帝国主義 者から 虐待され たこと を 思えば、 これく らいの ことは なんでもな いし、 一 
日 も 早く 訓練所 建設 事業を 完成 させて 訓練を うけ、 朝鮮人 民の 真の 兵士に なりたい とこた えた。 そのこた えに 満足 
しながら 将軍は いった。 

「みんなの 考えは 正しい。 すべての ものが 自分の 境遇を よく 知り、 事業にたい する 強い 確信を もって 全力を かた 
むけなければ ならない。 かつて われわれは、 どんな 境遇に おかれて いただろう か。 日本 帝国主義の 野蛮な 軍隊が わ 
が 祖国を じゅう りんし、 わが 父母 兄弟を 虐殺した とき、 われわれは、 その 敵を 撃退す ベ i 己の 軍隊を もっていな 
いこと を どれほど 嘆いた ことだろう。 わが 朝鮮人 民が、 一日 も 早く 自分の 軍隊を もつ 堂々 たる 民族になる ことを、 
どんなに 待ち のぞんで いた ことであろう。 

この ことを 肝に 銘 じて、 われわれは 全力を 人民 武力の 建設に そそがなければ ならない …… 」 

この 日、 将軍は 困難な 点に ついての こらず 調査し、 同行した 幹部にたい して、 まず 最初に 寝室と 食堂、 炊事場を 
つくる ことに 注意を はらわなければ ならない と 教えながら、 こまかい 点に いたる まで 具体的 t 指導した。 

将軍は 訓練所の 役員と 訓練生たち に、 軍事 政治 訓練の 方向と 規律の ある 生活、 日課の 組織、 人民との 血縁 的つな 
がりを 強化す る 問題な ど、 人民 武力の 建設で 必ず 守らなければ ならない 問題に ついて 一つ一つ 教えた。 

また 将軍は、 集団生活で たちおくれた ものに たいする 教育 方法を 教え、 創建され る 軍隊の 性格に あうよう、 自覚 
的な 規律を うちたてる ことにつ いてつぎ のようにの ベた。 

「われわれは、 どんな 軍隊を つくろう としてい るの か。 帝国主義の 侵略に 反対して たたかい、 人民を 守り、 民主 
主義を 擁護す る 労働者階級の 革命 軍隊を つくろう としてい るので ある。 ところで もし、 教育 方法 や 日常生活で 帝国 
主義の 軍隊の ように 怒ったり、 なぐった りする ことがあれば、 それを ゆるす ことができる だろう か。 また 規律を つ 
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くるから といつて 号令 一つです ベての 人び とを 動かそうと したり、 食事の 時間に も 笛を 吹きなら しながら、 たとえ 
ば 『五分で 食べろ/.』 とか、 『休め、 起立/.』 などと やるなら、 これは 日本 帝国主義の 軍隊と 同じで ある。 

われわれは、 わが 軍隊の 性格に あうよう に 規律を つくらな ければ ならない。 

どんな ことで も、 父母に なつた 気持で かれらを 大事に し、 訓練し なければ ならない。 われわれが なしとげる 目的 
を 教え、 それを たすけ、 かれらが 心の底から、 規律を はなれて は 軍隊が 存在し えない ことを 悟る ようにし なければ 
ならない …… 」 

将軍は また、 訓練生の 使命に ついて つぎのように のべた。 

「諸君が りつぱに 訓練を おこなおうと する こと や、 党が 軍隊を 一日 も 早くつ くり、 より 強化し ようとす る こと 
は、 すべて わが 人民の 自由な 労働と 民主的な 建設を 守り、 人民の 幸福と 祖国の 富強 発展を 保障す るた めの i. ので あ 
る。 われわれは、 これを つねに 心に 銘記し なければ ならない」 

この 日、 将軍の あたたかい 配慮と 具体的な 指導を うけた ここの 幹部と 訓練生たち は、 大きな 誇りと 自負心を も 
ち、 その後 も 将軍の 綱領 的な 教えに したがつて 訓練所の 建設 作業と 軍政 学習に はげみ、 活動と 生活で 大きな 前進を 
もたらした。 

将軍は 一九 四 七 年 四月に も、 この 訓練所を お とづれ た。 

将軍は、 訓練所が 短期間に りつぱに 建設され たこと に 満足しながら、 建国 室に たちよつた。 

将軍は、 民主 改革の 成果と 経済の 発展ぶ りを しめす 展示物が 少ない 点に ついて、 つぎのようにの ベた。 

「まず、 わが国の ものと、 わが 人民が なしとげた 成果を もつとよ く 知らなければ ならない。 現在 われわれは、 他 
の 諸国と 堂々 と 肩を ならべて すすむ ことができる ように、 わが国を 建設す る 事業で りつぱな 成果を おさめて いる。 

かつて わが国で 『 も ol d 費 重^ | 知ら tl 他人の もの^^^ りつぱ だと#^ ものたち が^ ろ ('i1 
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将軍は このと きも、 革命を 遂行す るう えで 主体を 確立す る こ との 重要性に ついて、 このように 強調した ので あ 
る。 

射撃 練習のと き、 ある 射撃場に 足を はこんだ 将軍は、 百発百中の 射撃 術を 見せても らおう と 微笑を たたえな が 
ら 、熱心に 照準 練習を している 兵士に 近づき、 みずから 銃を とって 照準 動作の 模範まで しめし、 かれらを 激励し 
た。 抗日 武装 闘争の 伝説 的な 闘将で ある 金 日 成 将軍が、 みずから 銃を 操作す るのを 目の あたりに した 兵士と 幹部た 
ちは、 忘れる ことので きない 深い 感動を おぼえた。 

兵士たち の 士気は まさに 天を 衝く 勢いで、 射擊 成績 も 非常に 優秀であった。 自動小銃の 射撃では、 一個 分隊が 全 
部 目標に 命中 させた。 

将軍は 兵士たち のた くみな 射撃 術を 称賛した のち、 その 分隊の 兵士たち と 席を 同じく して 話し あった。 

「解放 前に 銃を とった ことの ある 人が います か？」 

将軍は このように 質問して、 一人の 兵士を 指名した。 その 兵士は 率直に、 むかしは 道 ばた の 銃を 見ても 暴発す る 
ように 思われて 近づく こと もで きなかった が、 いまでは かたとき も 銃を 手 ばな したくない といいながら、 武器を 手 
に すれば 一度で も 多く 操作して、 それにより 精通し ようと 力を そそい •-(;' きた ことを ありのままに 話した。 

将軍は、 その 兵士の 言葉を 注意 深く きいてから いった。 

「そのと おりだ / わたしが 質問した こと もま さに それ だ。 敵が 二度と やって これない ようにし なければ ならな 
いという かたい 信念を もって、 武器を 自分の 瞳の ようにたい せつに し、 自分の 武器に 精通す るよう 努力し なければ 
ならない」 


182 


5 不敗の 革命 武力 一 朝鮮 人民軍の 誕生 


この 日、 兵士たち は 狙撃兵 器 ばかりでなく、 迫搫 砲の 射撃 訓練に おいても おどろくべき 射撃ぶ りを 将軍に ひれき 
した。 

将軍は、 二百 余 名の 優秀な 射撃 手の 胸に みずから 花を つけて やり、 全員が 「優」 の 成績を おさめた 連隊に 賞賛の 
ことばを おくつ た。 

金 日 成 将軍の このような 細心の 指導と あたたかい 配慮に よって、 学院と 学校、 訓練所では 短時日に 人民 武力 創設 
の 基盤が しっかりと つちかわれて いった。 

ピョンヤン 学院と 保安 幹部 学校を つうじて 有能な 軍事 政治 幹部の 隊列が 形成され、 保安 幹部 訓練所を つうじて 人 
民 武力の 骨幹 部隊が 準備され ていった。 

きのうまで ハン マ— と 鎌 以外は 手に した ことのない 労働者、 農民 出身の 数多くの 青年たち が、 朝鮮 革命の 崇高な 
任務を 自覚した 軍事 政治 幹部に 育った。 

一九 四 七 年 十月 二十 六日、 将軍の 直接の 発起と 細心の 指導に よって 創設され、 発展して きた 保安 幹部 学校は、 最 
初の 卒業生を おくりだす ことにな った。 

この 日、 将軍は 卒業式に 親しく 参 席して 卒業生を 祝福し、 アメリヵ 帝国主義 者の 陰謀と 侵略 策動に よって、 統一 
政府の 樹立と 自主 独立と 民主主義 的 発展に 重大な 危機が 生まれて いる 時期に、 部隊に おもむく 諸君の 任務は 重要で 
あると 強調しながら、 祖国と 人民の ために 奉仕す る 軍隊の 幹部と して、 その 任務を 忠実に 遂行し なければ ならない 
と 教えた。 

将軍は、 部隊に 配置され てからの 活動 方向を 明らかにし、 みずから 模範を しめす ことによって 隊員を 教育し なけ 
ればな らな いと 指摘した。 

このように、 金 日 成 将軍の 賢明な 措置と 強い 意志、 そして 縦横な 革命的 展開 力に よって、 人民軍 創建を さまたげ 
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ていた 数かず の 難関は 打開され、 正規軍と しての りっぱな 面貌が ととのえられて いった。 

抗日 武装 闘争のと きに 金 日 成 将軍に よって 教育され、 鍛練され た 抗日 革命 闘士を 骨幹と した 人民 武力は、 朝鮮人 
民の 敬愛す る 領袖で ある 金 日 成 将軍に かぎりなく 忠実で あり、 将軍の 偉大な 革命 思想を 実践す る 領袖の 軍隊、 党の 
軍隊と して、 いま まさに 生まれで ようと b ていた。 

このと き、 南 朝鮮を 占領して いた アメリヵ 帝国主義 者は、 朝鮮の 自主 独立国 家の 建設に 露骨な 敵対 行為を しめし 
てきた。 

かれらは、 共和国 北半 部で なしとげられた 民主主義 的 発展の 巨大な 成果を 恐怖と 敵意を もってう かがいながら、 
たんなる 誹謗と デマ 宣伝に とどまらず、 殺人、 放火、 破壊を 専門と する テロ 集団を 北半 部に 潜入 させ、 革命 基地の 
成果を 破壊し、 人民 生活を 大きく 混乱 させようと 策動した。 敵の 策動は、 北半 部の 革命 基地が より 強化され、 人民 
の 勝利が 大きくな れぱな る ほどます ます 悪らつに なった。 

とくに 一九 四 八 年には いってからは、 三十八度線 一帯で 北半 部に 反対す る 露骨な 武力 侵犯 事件を ひんぱんに ひき 
おこし、 侵略と 戦争 挑発 策動に 狂奔した。 

このような 情勢の もとで 金 日 成 将軍は、 革命の 獲得 物を しっかりと 守り、 アメリヵ 帝国主義 者に 反対し、 祖国の 
統一を 主動的に 早める ためには、 準備して きた 人民 武力の 創建を ただちに 全世界に 宣布し なければ ならない と 判断 
した。 

こうして、 ついに 音. 義 深い 日が おとずれた。 

一九 四 八 年 二月 八日、 ピョンヤンでは 人民の 熱狂 的な 歓呼の なかで、 朝鮮 人民軍の 創建を 宣布す る 閲兵 式が 挙行 
された。 

銃剣が 林立す る 閲兵 式の 広場、 堂々 たる 隊伍、 熱狂 的な 歓声を あげる 人民たち。 主席 壇に のぼった 金 日 成 将軍 
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はしき りに 手を ふり、 微笑を ふくんだ 答礼を おくった" 

世界の 遊撃戦 史上に 類例の ない 苦難に みちた 十五 星霜の 抗日 武装 闘争を へて、 ついに 創建され た 革命の 正規軍を 
目前に した 将軍の 心情は、 どんな 言葉を もってしても いいあらわす ことができないで あろう。 

人民は 自分たち の 正規軍を 目の あたりに する 誇りと 感激の あまり、 涙での どを つまらせて 叫びつ づけた。 

「金 日 成 将軍 万歳/」 

「朝鮮 人民軍 万歳/.」 

じつに 朝鮮 人民軍の 創建は、 半世紀に も およぶ 日本 帝国主義の 植民地 支配の もとで 踏みに じられ 苦しんで きた 朝 
鮮 人民が、 夢にも 忘れる ことので きなかった いま 一つの 世紀 的な 念願の 実現であった。 

金 日 成 将軍は 威風 堂々 とした 隊伍を 厳粛に 閲兵した のち、 『朝鮮 人民軍の 創建に 際して』 と 題す る 歴史的な 演説 
を おこなった。 

将軍は 朝鮮人 民が 自己の 政権を 創立して 満二 年になる この 日に、 朝鮮の 歴史に おいては じめ てみずからの 武装 力 
である 朝鮮 人民軍の 創建を 宣布す るに いたった 意義を 指摘し、 つぎのようにの ベた。 

—1' いかなる 国家を とわず、 自主 独立国 家は 必ず 自分の 軍隊を もっている ものであります。 自分の 軍隊を もってい 
ない 国が、 完全な 自主 独立国 家たり えない のは 当然の ことであります。 わが 祖国が 日本の 帝国主義 者に 占領され た 
の も、 その 当時、 朝鮮人 民が 日本 帝国主義 侵略軍を 擊破 する にたる だけの 軍隊を もっていなかった からで ありま 
す」  ， 

金 日 成 将軍は、 この 歴史的な 演説の なかで、 創建され た 人民軍の もっとも 重要な 特性に ついて つぎのように のべ 
た。 

「きょう、 われわれが 創建す る 人民軍は、 資本主義 国家の 軍隊とは 根本的に 異なる 新しい 型の 軍隊であります。 
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…… それと 異なり、 いまわれ われが 創建す る 軍隊は、 朝鮮の 労働者、 農民を はじめと する 勤労 人民の 息子 や 娘で 
組織 さ ^ 朝鮮 民族の 解放と 独立の ために、 人民 大衆の 幸福の ために、 外来 帝国主義 侵略 勢力と 国内 反動 勢力に 反 
対してた たかう 真の 人民の 軍隊であります。 したがって わが 人民軍は、 いかなる 敵が 祖国の 自由と わが 人民の 幸福 
な 生活を 侵害し ようと するとき でも、 最後の 血の 一滴まで ささげて たたかい、 敵を 擊滅 し、 祖国と 人民を あくまで 
死守す るで ありまし ょう」 

将軍は、 人民軍の いま 一つの 特性に ついて つぎのようにの ベた。 

r …… わが 人民軍は、 民主 朝鮮の 正規軍と して、 たとえ きょう 創建され たとは いえ、 実際には ながい 歴史的 根源 
を もった 軍隊で あり、 抗日 武装 闘争の 革命 伝統と 貴い 闘争 経験と 不屈の 愛国 的 精神を うけついだ 栄え ある 軍隊で あ 
ります」 

このように 輝かしい 革命 伝統で 武装し、 それを 直接 継承して いるから こそ、 朝鮮 人民軍は、 より 大きな 栄誉と 誇 
りを 自覚して いるので ある。 まさに このような 特性から して、 朝鮮 人民軍は 国と 人民を しっかりと 守り、 侵略者を 
あくまで 擊滅 する ことを 自己の 気高い 義務、 使命と している ので ある。 

金 日 成 将軍の 歴史的な 演説が 終わる や、 場内を ゆるがす 万歳の 歓呼と ともに、 荘重な 吹奏楽に あわせて、 この 国 
の 息子 や 娘から なる 武装 隊伍 —— 荘厳な 人民 軍隊の 分列行進が はじまった •  〇 

銃剣を 光らせ、 足音 高く 行進す る 無敵の 隊伍は、 将軍が たって いる 主席 壇の まえを 堂々 とと おりす ぎていっ た。 

将軍を あおぎながら 叫ぶ 「万歳」 の 声は、 天地を ゆるがした。 

行進す る 兵士たち I 、奴隸 生活の 苦しみを 体験した 人民の 息子 や 娘で あるかれら は、 血で もって 獲得した 新し 
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い 制度と 幸福の ためには、 貴い 生命を もさ さげる かたい 決意に 燃えて いた。 しかも かれらの 先頭には、 抗日 武装 闘 
争の 参加者で ある 百戦練磨の 闘士たち がた っていた。 

朝鮮人 民の 偉大な £ 金 日 成 将軍と 朝鮮 労働党を 血を もって 守りぬ く、 領袖と 党の 革命的 武装 力で あり、 労働者、 
農民の 階級 的 利益を 擁護し、 北半 部に おける 社会主義 革命と 建設の 獲得 物を しっかりと 守り、 祖国の 統一と 革命の 
全国的 勝利の 達成を その 崇高な 使命と している 真の 革命 武力、 人民 武力は、 このように し て 誕生した のであった。 

この 軍隊は 不敗で ある。 

いかなる 敵 も、 いかなる どう 猛な 侵略者 も、 偉大な 革命 伝統と 炎の ような 革命的 熱情を もった この 軍隊に 刃む か 
うことは できない。 

百戦百勝の 鋼鉄の 統帥 者で あり、 天才 的な 軍事戦略 家で ある 金 日 成 将軍の 導きを うける 朝鮮人 民 W —— 、この 人 
民 軍に 挑戦す る 敵は、 嵐が 吹きす さぶ 荒海で 絶壁に うちつけられ、 粉 ごな にく だけ 散る 海賊船の 運命を まぬがれな 
いだろう。 

まさに 朝鮮 人民軍の 創建は、 権力を 自己の 掌中に した 労働者階級と 全人 民が 金 日 成 将軍の 偉大な 革命 思想を 高く 
かかげ、 将軍の まわりに かたく 団結し、 ゆたかで 強い 自主 独立国 家を 建設す るた たかいで 達成した 輝かしい 勝利で 
あり、 社会主義、 共産主義の 洋 々たる 未来を めざし 前進す る 人民の 革命 闊 争で、 画期的な 意義を もつ 重大な 出来事 
であった。 

朝鮮 人民軍が 創建され たこと によって、 朝鮮人 民は、 かつて 自分の 軍隊を もたなかった が ゆえに 外来 帝国主義 侵 
略 者に 国を 奪われ、 あらゆる 虐待と 蔑視を うけてき た 民族から、 なんび ととい えど も そこなう ことので きない 強 
く、 尊厳に みちた 民族に、 自分の 力で 祖国の 安全を しっかりと 守りぬ く 堂々 たる 自主 独立国 家の 賢明な 人民と なっ 
たので ある。 
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朝鮮 人民軍の 創建は、 たんに 朝鮮人 民に とって ばかりでなく、 東方と 世界の 革命的 人民に とっても 大きな よろこ 
びであった。 朝鮮 人民軍の 創建は、 権力を とりもどした 朝鮮人 民が 東方では じめ て 正規の 革命 武力を 宣布した もの 
として、 アジアの 被 圧迫 人民と 植民地 支配から ぬけだした 人民に 大きな はげましと なった。 

人民軍を 創建した 将軍は、 これにと どまって いたわけ ではない。 将軍は 創建され た 人民軍を 政治 思想 的に、 軍事 
技術的に、 より しっかり 準備され た 不敗の 隊伍に つくりあげる ことに 深い 関心を はらった。 

将軍は つぎのようにの ベた。 

「人民軍の 創建は、 やがて 樹立し なければ ならない 朝鮮民主主義人民共和国の 強大な 革命的 武装 力を 創建す るた 
めの 第一歩に すぎず、 たんに その 骨幹を つくりあげた ことを 意味す るに すぎません。 したがって 軍人は もちろんの 
こと、 全人 民が きょう 創建され た 人民軍を より 強化 発展させる ために、 あらゆる 面で 努力し なければ ならない し、 
朝鮮 人民軍の 不敗の 力を 世界に 誇れる ようにし なければ なりません」 

将軍は とくに、 人民軍を 一騎当千の 幹部 軍隊に、 現代化され た 偉大な 革命 軍隊に 育成す る ことを めざし、 それに 
必要な 戦闘的な 課題を 人民軍 将兵に あたえた。 

将軍は まず、 人民軍の 兵士たち がその 使命から して 祖国と 人民を かぎりなく 愛し、 祖国の 自由と 人民の 幸福の た 
めに すべてを ささげて たたかう 精神で 武装す るよう 導いた。 

将軍は、 軍隊 内で 革命の 先輩たち の 気高い 愛国主義 思想を 見なら い、 たがいに 愛し、 尊敬し、 信頼し、 団結す る 
精神、 勇敢で 革命的な 気風を はぐくみ、 鋼鉄の ような 規律を うちたて るよう、 兵士たち にたいする 政治 思想 教育 活 
動を 強化した。 

金 日 成 将軍は、 軍隊の 隊列を 質的に 強化す るた め、 すでに 創建され ている 軍 官学 校を つうじて 人民軍 幹部 育成 事 
業を 強化 するとと もに、 現代 戦の 特性、 朝鮮の 山岳、 自然 地理 的 特性に そくした 軍事 科学と 軍事 技術を 発展 させ、 
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軍隊の 武力 装備を 改善す る ことに 心血を そそいだ。 

とくに 将軍は、 たとえ 経済状態は 困難で あっても 自力で 武器を 生産し、 人民 軍隊を しっかりと 武装させる ために 
軍需品 工場を 創設し、 武器と 弾薬を 生産す る 措置を とった。 

将軍の こうした 措置に よって、 解放 後わず か 数年の あいだに 朝鮮人 民 自身の 力で 各種の 狙撃兵 器と 弾薬 や 砲弾が 
生産され、 人民 軍隊を 武装させる ことができる ようになった。 

将軍は 自動小銃が はじめて 生産され たと き、 これを 非常に よろこび、 抗日 武装 闘争 当時からの 戦友で ある 金策、 
姜健 同志を はじめと する 四 名の 同志に その 銃を 贈り、 かれらと ともに 記念 撮影を おこなっ た。 

不敗の 革命 武力で ある 朝鮮 人民軍の 創建と その 成長 発展は、 白 頭の 吹雪の なかで、 また 密林の なかの かがり 火の 
そばで 祖国の 未来を 描きながら、 人民 武力 建設の 土台を 築いて きた 金 日 成 将軍の 偉大な 構想の 実現で あり、 金 日 成 
将軍の 偉大な 主体 思想と 卓越した 軍事 思想の 輝かしい 勝利で あり、 人民 武力 建設の ために ささげた 金 日 成 将軍の 気 
高い 情熱、 細心で あたたかい 配慮の 結実であった。 

金 日 成 将軍 ! C よって 創建され 育成され た 鋼鉄の ような 朝鮮 人民軍が あった からこ そ、 わが 人民は 三年 間の 苛烈な 
戦争で 世界 「最強」 を 豪語した アメリヵ 帝国主義 者を うちやぶり、 祖国の 自由と 独立を りっぱに 守りと おし、 社会 
主義の 東方の 哨所を しっかりと ささえぬ く* J とがで きたので ある。 

6 南北 連 席 会議 

政治、 経済、 軍事の すべての 分野に わたり、 革命と 建設が 勝利のう ちに すすめられる にしたがって、 北半 部は 朝 
鮮 革命の たのもしい 堡塁に、 祖国 統一の 確固たる 基地に 強化 発展して いった。 
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金 日 成 将軍は 北朝鮮 労働党 第二 回 大会で 明らかにした 路線と 方針に もとづき、 北半 部で 革命と 建設を 力強く 前進 
させながら、 他方では アメリカ 帝国主義の 民族 分裂 政策と 「単 選」 (アメリカ 占領下の 南 朝鮮で 単独 選挙を 実施し、 アメ 
リカ 帝国主義の かいらい 政権を でっ ちあげよう とする 陰謀)、 「単 政」 C 単 選の 結果で っち あげられる 政 S 陰謀を うちやぶり、 
人民 大衆を 祖国の 自主的 統一への 決定的 局面を 切り ひらく ための たたかい へと 導いた。 

金 日 成 将軍が 明らかにした 祖国の 自主的 統一 方針は、 当時の わが国の 情勢と 南北 朝鮮 全人 民の 一致した 念願と 志 
向に 完全に 合致して いた。 

アメリカ 帝国主義に 屈従す る 民族 反逆者、 親米. 親日 反動 分子を 除外した 三千 万人 民の 心は、 一致して 民族の 太 
陽 金 日 成 将軍に そそがれ、 将軍が うちだした 方針を 熱烈に 支持した。 

こうして、 革命と 反革命との 階級 的 力関係には 大きな 変化が 生じた。 

領袖の よびかけに つねに 忠実な 北半 部の 人民は、 南 朝鮮に おしいった 「国連 朝鮮 委員 団 J に 反対す る 強力な 示威 
運動と 群衆 大会を くりひろげ、 朝鮮 問題にたい する 外国の 干渉に 反対し、 祖国を 自主的に 統一す る 断固たる 態度を 
全世界には っきり としめ した。 

南 朝鮮の 愛国 的 人民 も、 敬愛す る 領袖 金 日 成 将軍の よびかけを 支持して 救国 抗争に たちあがった。 

「国連 朝鮮 委員 団 はでて いけ / 」 

という ス U— ガンを かかげて くりひろげられた 南 朝鮮人 民の 二. 七 救国 闘争は、 アメリカ 帝国主義の 民族 分裂 政策 
に 大きな 打搫を あたえ、 祖国の 統一 独立を めざす 強い 意思と 志向を はっきりと しめした。 

労働者、 II 民を はじめと する 広 はんな 大衆の 革命的 気勢が 高まる につれ、 中間 政治 勢力 も 革命の 側に かたむいて 
きた。 

アメリカ 帝国主義と その 手先 どもは 人民 大衆から 孤立し、 反動的 支配 層 内部で も 矛盾と 莨 藤が いっそう 深まりつ 
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つ あった。 

金 日 成 将軍が 明らかにした 公明正大な 祖国の 平和的 統一 方針と、 それに はげまされた 南 朝鮮人 民の 反米 救国 闘争 
が 高まる につれ、 右翼 陣営 内部で も 大きな 動揺が 生じた。 

このような 情勢と 力関係の 変化を 考慮に いれた 金 日 成 将軍は、 アメリカ 帝国主義の 「単独 選挙」 陰謀を 粉砕して 
祖国 統一を 庚 現す るた めに、 南北 朝鮮の すべての 愛国 的 民主 勢力を 統一 団結させる 積極的な 措置を とった。 

こうして 金 日 成 将軍は、 南北 朝鮮の 諸政 党と 社会 団体から なる 連 席 会議の 開催を よびかけた。 

これは ' アメリカ 帝国主義と その 手先を 朝鮮人 民から 孤立 させ、 アメリカ 帝国主義の 民族 分裂 策動を 粉砕す る ば 
かりで なく、 自主的な 祖国 統一の 旗の もとに 南北 朝鮮の すべての 愛国 的 民主 勢力を 結束 させ、 反米 救国 統一戦線を 
形成す るう えで 重要な 意義を もつ ものであった。 

じつに 金 日 成 将軍が 提起した この 方針は、 当面する 難局を のりこえ、 祖国 統一の 新しい 局面を 切り ひらく もっと 
も 賢明で 積極的な 対策であった。 

北朝鮮 民 戦 (民主主義 民族 統一戦線) 傘下の 各 政党 や 社会 団体は、 金 日 成 将軍の よびかけた 南北 連 席 会議の 開催を 
共同で 訴えた。 

金 日 成 将軍は、 南 朝鮮に おける アメリカ 帝国主義の 「単独 選挙」 陰謀に 反対し、 平和的な 祖国 統一を 支持す る 政 
党 や 社会 団体 や 個別 的 人士なら、 だれと でも 手を たずさえ ていく 立場を 明らかにし、 かつては 罪を 犯した もので あ 
っても、 反米 自主 統一の 立場に たって たたかう 人で あれば、 だれにたい しても 過去を とわない とひろ く 宣言した。 

金 日 成 将軍の 大胆で 寬大な 立場と よびかけは、 南 朝鮮の 政界に 大きな 反響を まきおこし、 人民は 熱烈な 支持で も 
って これに こたえた。 

こうして 南 朝鮮 民 戦 傘下の 各 政党と 社会 団体は もちろん、 中間 政党と 「反共」 的で 頑固な 右翼 民族主義 者で あっ 
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た 一部の 人たち まで、 金 日 成 将軍の 主体的で 愛国 的な よびかけを 支持して たちあがった。 

このような 事態の に 不安と 恐怖を 感じた 内外の 敵は、 南北 連 席 会議の 招集を あくまで 破 錠 させようと 執拗に 
策動した。 アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもは、 金 日 成 将軍が うちだした 自主的な 祖国 統一 方針が 南 朝鮮人 民の な 
かに ひろく 知れ わたるのを くいとめようと 狂奔し、 南北 協商を 支持す る 政党、 社会 団体と 個人を 苛酷に 弾圧した。 

朴憲永 一味 もやは り、 南北 連 席 会議の 招集 準備 活動を 妨害した。 

かれらは 南北 連 席 会議の 招集 提議が だされる や、 うわべでは それを 支持す るよう な ふりを しながら、 かげでは 十 
分に 協商に ふくめる ことので きる 中間 政党まで 無 原則的に 排斥し、 会議を 破綻 させようと 策動し、 かれらに つうじ 
ている 何人 かの もの だけを 会議に 参加 させようと した。 

金 日 成 将軍は このような 策動を うちやぶり、 アメリカ 帝国主義の 単独 かいらい 政府 樹立の 陰謀に 反対す る 南 朝鮮 
のす ベての 政党、 社会 団体と 人士たち を 連 席 会議に 参加させる ため、 積極的な 活動を 展開した。 

将軍は 直接、 人を 派遣して 南 朝鮮の 政党、 社会 団体、 人士たち に 祖国 統一 方針と 南北 連 席 会議の 目的を ねばり 強 
く 説き明かし、 会議への 参加を 手 だすけ する ようにした。 

金 日 成 将軍の 積極的な 活動に よって 共産主義者は もちろん、 中間 政党の 代表と、 「反共」 をと なえて いた 一部の 
頑固な 右翼 民族主義 者まで が 南北 連 席 会議に 参加す る 意向を 表明し、 アメリカ 帝国主義と その 手先 どもの あらゆる 
妨害と 弾圧を はねのけて 一路 ピョンヤンへ とむ かった。 そのな かには 七十の 高齢を かぞえる 金 九、 金奎植 と金 月 松 
らもいた。 

「同じ 自分の 国土へ いこうと いう わたしを、 どこの だれが とめる というの じ ゃ。 あの 連中が、 いまわが 国土を 永 
久に わけへだてようと してやっ きとな ってい ると きに、 北半 部で 南北 連 席 会議を ひらき、 難局を 打開す る 道を とも 
に 論議し ようと よんでくれ たことは、 じつに うれしい ことでは ないか。 たとえ、 わたしが 七十に 手のと どく 老いの 
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身 だとて'  道のりが 遠い からと て、 じっとして いられよう か」 

これは 北への 旅に たった 金 月 松の 告白で ある。 しかし、 これは かれ 一人の 心情ではなかった。 

一つの 民族が 席を ともに して、 難関を 打開す る 対策を 論議し ようとの 誠意の こもった よびかけが あり、 民族の 将 
来を 憂う 思いが 炎の ように 燃えさ かってい ると き'  どうして 政見と 信仰の ちがいを とい、 道のりが けわしい からと 
いってた めら うこと がで きる だろう か。 困難を 打開し なければ ならない の だ。 金 日 成 将軍が おられる ピョンヤンへ 

いこう / . 

かれらは みな、 このような 思いで ピョンヤンに むかった。 

こうして 一九 四 八 年 四月 十九 日から ピョンヤンの 由緒 ある 牡丹 峰の 中腹に 位置して いる 劇場で、 ついに 南北 朝鮮 
の 五十六 政党、 社会 団体 代表が 参加した 歴史的な 南北 朝鮮 政党、 社会 団体 代表者 連 席 会議が ひらかれた。 

南北 連 席 会議は、 世界の 注目と 民族の 強い 期待のう ちに すすめられた。 

会議は まさに 政見と 信仰の 差異を 超越して、 一つの 目標の もとに 朝鮮人 民の 愛国 的 民主 勢力を 総 団結 させた 前例 
のない 民族的な 出来事と して、 最初から 渾 然とと け あった ふんいきの なかで すすめられた。 

会議では、 朝鮮人 民の 英明な 領袖 金 日 成 将軍が、 当面の 政治 情勢と 祖国の 平和的 統一の ための 課題に ついて 報告 
した。 

満場の 熱烈な 歓呼と 拍手の なかを 壇上に のぼった 金 日 成 将軍は、 当面の 情勢 分析に つづけて、 「南 朝鮮で くわ だ 
てられて いる 反 人民 的 亡国 選挙を 拒否し 破綻させる ことは、 現在 わが 民族の まえに 提起され た ® 犬の 政治的 課題」 
であると 指摘し、 「この 全 民族的な たたかいで 国と 民族の 運命を 憂う すべての 人び とは、 党派と 宗教の 所属、 政治 
的 見解の いかんを とわず、 必ず 団結し なければ なりません。 団結の みが われわれの 勝利を 保障す るので す」 と 力を 
こめての ベた。 
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つづいて 将軍は、 全 民族的な 力の 統一と 団結を なしとげ、 わが国を 永久に 分裂 させよう とする 「国連 朝鮮 委員 団」 
の 策動と 南 朝鮮の 「単独 選挙」 を 破綻 させ、 民主主義 的 統一 政府 樹立の 歴史的な 偉業 達成 (D ためにた たかう 救国 対 
策を 講じる よう 提起した。 

つづけて 将軍は、 切々 とつぎの ようによ びかけ た。 

「祖国が 分裂の 危機に おちいって いる この 重大な ときに、 われわれが 団結して たたかわなければ、 また、 ァ メリ 
力 帝国主義 者の 侵略を 粉砕す る 一大 救国 対策を 講じなければ、 われわれは 民族と 子孫に ぬぐい 去る ことので きない 
罪を 犯す ようになる ことを 知らなければ なりません。 われわれは 全力を つくして 統一的 自主 独立国 家を 建設し、 民 
主 主義 的な 原則に もとづいた 統一 政府を 樹立す るた めの 全 民族的な たたかいを 展開し なければ なりません」 

祖国の 危機を 打開す る 前途を 明るく 照らし だした 金 日 成 将軍の 報告は、 南北 朝鮮 代表を 感激と 興奮のう ずに まき 
こんだ。 

とくに、 南 朝鮮 代表が うけた 衝撃は 劇的であった。 実践よりも 空論が 多く、 演説に おいては、 深い 内容よりも、 
ありと あらゆる 修飾語を もて あそぶ ことにな れ てきた かれらは、 金 日 成 将軍の 報告に 接し、 生まれて はじめて 民族 
.<0 心を はげしく ゆり 動かされ、 救国の 大路を はっきりと しめす 深遠な 政治的 雄弁を きく 思いであった。 

金 九の ような 右翼の 巨頭まで も 会議の 途中で 感嘆詞を 連発し、 たえずうな づき、 ついには 感動の あまり 白髪の 頭 
を あげる ことができなかった。 かれはな がい 歳月、 誤った 道を 歩んで きた 自責の 念に かられ、 余生な りと も 新しく 
生きようと 胸を 痛めながら 決心す るかの ようであった。 自己流の 政見 すら 発表で きなかった かれは、 口を ひらく た 
びに 沈う つな 声で 口ごもりながら、 「わたしは 学んだ ものと てな く …… 」 と 自己の 無能を なげいた。 

報告に つづいて 討論を おこなった 数十 名の 代表は、 たとえ 代表す る 階級と 階層、 政見と 信仰は それぞれ 異なって 
いても、 一致して 金 日 成 将軍が 提示した 方針を 支持し、 その 道に したがって かたく 団結して たたかう 決意を ひれき 
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した。 

連 席 会議は 満場一致で、 「朝鮮 政治 情勢にたい する 決定 書」 を 採択し、 南 朝鮮 単独 選挙 反対 闘争 委員会を 組織し、 
「単独 選挙」 を 破綻させる ための 救国 闘争を 訴える 缴文 『全 朝鮮 同胞に 檄 す』 を 発表した。 

金 日 成 将軍の 主動的な 活動に よって、 愛国 勢力を 成功裏に 団結 させた 歴史的な 南北 連 席 会議は、 民族 あげての 救 
国対 策を たてて その 幕を とじた。 

会議に 参加した すべての 代表が 満足の 意を 表明した が、 わけても 南 朝鮮から きた 代表たち は 感嘆し きりで あっ 
た。 それは かれらが、 生涯 かけて 待ち のぞんで きた 民族の 太陽 金 日 成 将軍を はじめて 身近に いただき、 将軍の 賢明 
な 指導を 直接ぅ けた ことによ る ものであった。 

金 日 成 将軍は、 死線を のりこえて 北半 部に やってきた 南 朝鮮 代表を 心から 歓迎し、 かれらの 過去にたい しては 一 
言 も ふれなかった ばかりでなく、 きびしく 遠い 道のりを ものともせずは せ 参 じた かれらの 愛国 的 壮挙を 高く 評価し 
た。 

将軍は 三十八度線の 境まで 人を やって 代表たち を 丁重に むかえ、 金 九、 金 奎植ら が おくれて 会議場に 到着した と 
きには、 しばらく 会議を 休会して まで かれらを 歓迎した。 

また 金 日 成 将軍は、 会議の 期間 中に も 南 朝鮮 代表に あたたかい 配慮を ほどこした。 

将軍は 南 朝鮮 代表の 健康を 案じて 宿舎と 食生活に いたる まで 細心の 注意を はらい、 かれらに 十分な 休息が あたえ 
られ るよぅ つねに 気を くばった。 

さらに、 南 朝鮮の 代表たち が 会議の 期間 中に、 休憩時間 や 会議を 終えた のちの 余暇を 利用して、 ピョンヤン 市を 
中心とする 北朝鮮 各地を 自由に 旅行しながら、 万景 台、 黄海 製鉄所、 金 日 成 総合大学、 革命家 遺子 女 学院 (革命家 
遣 家族の 子弟の ための 学校)、 国立 映画 撮影所と、 その他の 経済、 教育、 文化 施設な ど、 民主 建設の 状況を つぶさに 
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参観で きる ように 配慮した。 

南 朝鮮から きた 代表たち に とっては、 見る ものき くもの. すべてが 深い 感動を よびおこす もの ばかりであった。 

北朝鮮の 民族 経済 建設の 実情を 見た 金奎植 は、 金 日 成 将軍が 主催した 招待 宴の 席上、 南北を くらべて つぎの よう 
にの ベた。 

「北朝鮮に きて みると、 北朝鮮は 自給自足の 土台が できて います。 南では 工場が 門を とざし、 生産が とまり、 た 
だ アメリヵの 借款 だけで 生きて いると いう 現状な のに、 ここでは 工場が 動いて います。 南は ほろび ゆく 一家で あり 
ここは 新しくたち あがり、 幸福に なって ゆく 新 家庭の ようです」 

南 朝鮮の 代表たち はとく に、 人民を 勝利の 道に 導いて ゆく 金 日 成 将軍にたい する 敬慕と、 英明な 領袖を いただく 
よろこびを かくす ことができなかった。 

「北朝鮮が 二 年 あまりの みじかい 期間に、 すべての 建設 部門で 飛躍的な 発展を とげた ことに おどろいた。 わたし 
が 見た 黄海 製鉄所 だけで も、 日本 帝国主義の 凶悪な 魔手に よって 破壊され たま まう けついだ 工場を 朝鮮人が みず 
からの 手で 運営し、 日本 帝国主義 支配のと き 以上の 生産を あげてい る ことに、 わが 民族の 優秀 さを いま 一度 悟り、 
祖国の 自主 独立にたい する 信念を さらに 強く した。 金 日 成 将軍は まさしく わが 民族の 英明な 指導者で ある。 金 日 成 
将軍の 指導の もとに、 祖国の 自主 独立の 基礎と なる 諸般の 民主 建設が 勝利のう ちに なしとげられ ている 事実は、 こ 
のこと を 雄弁に 証明して くれる の だ」 

これは 朝鮮語 研究会 代表の 感想で あるが、 これは たんに かれ 一人の 感想で ある ばかりでなく、 南 朝鮮から きた 他 
のす ベての 政党、 社会 団体 代表の 感想で も あった。 

建 民 会 代表は 自分の 感想を 後日、 つぎのようにの ベた。 

「わたしは …… 、将軍の 気さくで 謙虚な 品性から も 多くの 感銘を うけた が、 さらに 感嘆した ことは、 いつ どこで 


6 南北 連 席 会議 


も 人民の なかで 学び、 人民を 指導す る 気高い 徳性と その 作風であった。 わたしは 将軍と 何回と なく 接するな かで、 
日が たつに つれ、 この 方 こそ 智 、仁、 勇を かねそなえた 朝鮮人 民の すぐれた 指導者で あると いう 惑を ますます 強く 
した。 義兵 闘争の 時期からは じ まった 半世紀を こえる わたしの 複雑な 生涯を つうじて、 わたしは アジア、 ヨ ーロッ 
パな どの 大小の 国々 をめ ぐり、 いわゆる 『傑出した』 人び と、 数多くの 『英雄 豪傑』 たちに 会って みたが、 いまだ 
かつて 将軍の ような、 真の 人民の 指導者に 出会った ことはなかった」 

このような 感慨は、 かれ 一人の ものではなかった。 連 席 会議に 参加した 金 九は、 金 日 成 将軍に 一度 会った のち、 
将軍 こそ まさに 民族の 太陽で あり、 朝鮮人 民の 唯一の 領袖で あると かたく 信ずる ようになり、 共産主義者にたい す 
る 自分の 頑固で せまい 見解と 訣別す る ことを 決心した。 

かれは 金 日 成 将軍に 会った あとで、 その 感想を つぎのように 率直に 告白した。 

「北朝鮮に きて みて すっかり 気に いった。 上海で も 南 朝鮮で も 多くの 共産主義者に 会った ことがある が、 北朝鮮 
の 共産主義者は かれらとは ちがう。 わたしは いままで 共産主義者は かたくなな、 つかいものにならない 人たち のよ 
うに 思って いたが、 今度き てみ て、 あなたがたは 度量が 大きく 寛大で あり、 いくらでも 合作で きる 方たち である こ 
とを 知った。 わたしは 断然、 あなたがたと 合作して いきたい」 

金 九は みずから 心に きめた この 決意を、 後日に いたっても かえる ことがなかった。 そして、 自分を 理解して くれ 
る 親しい ものたち にくり かえし 話して は、 金 日 成 将軍の あたたかい ふところを なつかしんだ という。 

かれが 親しい 知人たち に、 好んで きかせた という 話の 一つは こうで ある。 

「朝鮮を たてなおす 英雄は、 この 将軍 以外には ない。 事実、 わたしは 中国に いたと き、 金 日 成 将軍が 日本 帝国 主 
義者た ちを うちのめして いると いう ことを きいて、 その 方を 若い 大軍事 戦略家と だけし か 考えて いなかった。 八 • 

一 五 解放 直後 もこ . 〇 考えには かわりなかった。 だが ピョンヤンで 会った 金将 軍は 大 軍事戦略 家で ある ばかり か、 若 
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い 偉大な 政治家であった。 もともと 英雄は 歴史の なかで もまれに しか あらわれない もの だが、 これほどの 英雄が あ 
らわれ るのは 数千 年の 歴史で もまれな ことで ある。 ところが 朝鮮に その 英雄が あらわれた の だ。 わたしは 将軍に 一 
度 お 目に かかって からは、 もう その 方の そばからは なれたくなかった。 朝、 目が さめる と 将軍のと ころへ いこうと 
ばかり 考えた。 その 方が 朝鮮の 未来を 語られる と、 たちまち 朝鮮 民族の 進路が はっきりと 目に 映る の だ」 

金 九が ピョンヤンに とどまって いた 四月 二十 三日、 かれは 万景 台に ある 将軍の 生家を たずねた。 将軍の 生家は き 
っと 大きく、 堂々 とした 邸宅で あろうと 考えて いた 金 九は、 それが 農村の ありふれた 貧しい わらぶき 家で ある こと 
にまず おどろいた。 そして、 七十 歳に もなる 将軍の 祖父が、 相 かわらず 農業に たずさわって いる ことに また おどろ 
ぃた。 

この 日、 将軍の 祖父は 庭で 垣根を つくって いた。 金 九は 非常に おどろいた。 かれは 将軍の 祖父にたい して、 お 孫 
さんを 一国の 指導者に もつ お 方が、 どうして こんな 力仕事を なさる のかと たずねた。 

将軍の 祖父は、 わたしの 孫は そうで あるが、 わたしは 農民で あり、 むかしから 農業は 天下の 大本で あると いわれ 
ている ように、 わたしが 農業を りっぱに いとなんで こそ、 孫 も 政治を りっぱに おこなえる のでは ないかと こたえ 
たという。 

金 九は 後日、 親しい 友人 だけに この 話を きかせながら、 たびたびつ ぎの ように 語った。 

「ほんとうに 平凡な 農民の 家であった。 だから その 方が 農民を 思う ことは 決して 偶然では ない の だ。 …… 金 日 成 
将軍に 指導され てこ そ 朝鮮は 幸福に なれる。 真の 共産主義が、 金将 軍の なされて いるよう な 政治で ある ことを 知っ 
ていたら、 わたしが どうして 共産主義に 反対した であろう か。 わたしは いままで 歩んで きた 道のりを ふりかえって 
みて、 将軍が おられる のに、 あえて 『反共』 をと なえながら 『独立』 だのなん だのと さわぎたてた こと ■が 恥 かしく 
思えて ならなかった。 そして わたしは、 将軍、 わたしに 果樹園で も 一つく ださい、 田舎で 将軍の 指導を うけながら 
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野良仕事で もやり ます、 と 申し あげたの だ。 わたしは 金 日 成 将軍の すすまれる 道を ついて ゆく …… 、この 道 こそ、 
わが 民族が すすむべき 道な の だ」 

このように かれは、 金 日 成 将軍の 人となりに 完全に 魅せられた ので ある。 かれは 右翼 政界の 巨頭 級の 人物と し 
て、 看板 だけの 「上海 臨時政府」 に 座を しめていた 当時から、 時代錯誤の おろかな 「反共」 理念を 古びた 民族主義 
の 外套で くるんで 歩きながら、 自分を あたかも 指導者で あるかの ようによ そおう ことにな れた 頑固で 高慢な 人物で 
あった。 

そのような かれが、 若い 金 日 成 将軍に ひと 目 会う と、 たちまち 将軍に 自己の 空想的な 「王国」 と 「法 銃」 (金 九の 
ひきいる 臨時政府の 法的 正統 性、 これを かれらは 主張して いた) まで ささげつ くして しまったので ある。 

反動的な 階級 的 立場と 政治的 偏見と によって 時代に そむき、 暗闇に とりのこされて いたかれ は、 民族の 太陽で あ 
る 金 日 成 将軍の 光を うけては じめ て、 明るい 光明の なかで めざめた 人間に 生まれ かわったの である。 

このような 例は、 かれ 一人に かぎられた ものではなかった。 

金 日 成 将軍と 会った 人なら、 だれでも 将軍の 偉大な 政治と 高潔な 徳性の まえで、 頭を さげずに はいられなかった 
ので ある。 

金 九で すらこう であった ので あるから、 南 朝鮮から きた 中間 勢力の 政治家 や 良心的な 人士が うけた 感動は おして 
知るべし であった。 会議を 終えた かれらは、 高い 民族的 自負心と 新たな 闘志を 胸に ひめて 帰路に ついた。 

会議は、 金 日 成 将軍が 確信して いたよう に、 労働党の 指導の もとで、 政見の 異なる すべての 政党 や 社会 団体が、 
祖国の 統一 独立の ために 団結す る ことができる ことと、 金 日 成 将軍が 提示した 朝鮮 労働党の 統一戦線 政策と 祖国 統 
一方 針の 正当性を 十分に 実証した し、 将軍の 指導の 賢明 さを いま 一度し めした。 

また、 朝鮮 民族は 英明な 領袖を いただい ており、 領袖の 指導の もとに、 みずからの 問題を みずからの 手で 十分に 
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解決で きる といぅ ことを 内外に しめした。 

連 席 会議は 民族 分裂の 危機を 打開し、 民主主義 的 統一 政府を 樹立す るた たかいの 隊列に、 朝鮮の 広 はんな 愛国 的 
民主 勢力を しっ かりと 結束させる ことによって、 統一的な 民主主義 政府 樹立と 祖国 統一の ための たたかいに 新しい 
展望を もたらした。 

ピョンヤン 市を はじめ 北半 部の 各地では、 連 席 会議の 決定を 支持し、 南 朝鮮の 「単独 選挙」 を 排撃す る 各界 各層 
の 人民の 群衆 集会 や、 デモが くりひろげられた。 また 南 朝鮮で も 「単独 選挙」 に 反対す る ストラィキ、 同盟休校が 
相つ いで おこり、 各地で 暴動が おきた。 南 朝鮮の 津 々浦々 でたち あがった 人民は、 「選挙 場」 と 警察 支署を 襲撃 
し、 これを 破壊し、 焼きは らい、 いたるところで 悪質 警官を 処断した。 左翼、 中立、 右翼 陣営を とわず、 民族的 良 
心を もつ すべての 政党、 社会 団体は、 亡国の 「単独 選挙」 を 拒否し、 排撃した。 

このよぅな 民族 あげての 熾烈な たたかいに よって、 五 •一〇 「単独 選挙」 はついに 完全に 破綻した。 これは 朝鮮 
人民の 団結 力と 愛国 精神の 断固と した 示威で あり、 偉大な 勝利であった。 

7 朝鮮民主主義人民共和国の 創建 

アメリヵ 帝国主義 侵略者は、 みずから おちいった 苦境から ぬけだし、 是が非でも 朝鮮 侵略の 野望を 実現して ひき 
つづき 南 朝鮮を 掌握すべく、 ありと あらゆる 手段と 方法を もちいた。 

朝鮮人 民の 力強い 救国 闘争に よって、 亡国 的な 「単独 選挙」 が あますところなく 破綻した にもかかわらず、 アメ 
リヵ 帝国主義 侵略者 どもは、 「選挙」 の 結果なる ものを ねつ 造し、 売国奴 李承晩を かしらと する 単独 かいらい 政権 
を でっちあげた。 
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南 朝鮮の 単独 かいらい 政権は、 朝鮮 侵略の 野望を 実現し ようとす る アメリカ 帝国主義の 民族 分裂 政策と 新 植民地 
主義 政策の 産物で あり、 南 朝鮮にたい する 植民地 支配の 道具と してつ くりだされた 名 ばかりの 政権であった。 

こうして 、アメリカ 帝国主義の 朝鮮 侵略は 新しい 段階には いり、 民族 分裂の 危機は 重大な 段階に いたった。 情勢 
は 国土の 分 断と 民族の 分裂を ふせぎ、 祖国 統一の ためのより 主導 的で 決定的な 救国の 対策を 要求した。 

金 日 成 将軍は これに 対処し、 解放 後三年 間に 北半 部で なしとげた 革命と 建設の 成果に もとづき、 また、 「単独 選 
挙」 に 反対す る 闘争を つうじて 高まった 大衆の 愛国 的 熱意と、 党の まわりに 団結した 南北 朝鮮の 広 はんな 革命 勢力 
に 依拠して、 民主主義 人民 共和国を 創建す る ことにつ いての 党の 政治的 路線を、 当面の 情勢に あうよう I 刻 も 早く 
実現す る ことが 必要で あると 判断した。 

金 日 成 将軍は、 つぎのようにの ベた。 

「現 情勢に おいて、 アメリカ 軍が 撤退す る こと だけを 待ちながら、 南 朝鮮の 親日派、 民族 反逆者ら の 売国 的 反動 
政策の 強化を 傍観す る ことは、 民族と われわれの つぎの 世代にたい して、 永遠に ぬぐい 去る ことので きない 罪を 犯 
す ことになります。 もし、 われわれが 決定的な 救国 対策を 講じない とすれば、 朝鮮人 民は われわれを 永遠に うらむ 
ことでしょう。 われわれは、 ただちに 朝鮮人 民の 意思を 代表す る 全 朝鮮の 最高 立法機関を 樹立し、 朝鮮 民主主義 人 
民 共和国 憲法を 実施し なければ なりません。 そして われわれは、 単独 政府を 樹立す るので はなく、 南北 朝鮮の 政 
党、 社会 団体の 代表から なる 全 朝鮮 政府を 樹立し なければ ならない のです」 

将軍は、 南北 総選挙を おこない、 最高 立法機関を 組織し、 ただちに 民主主義 人民 共和国を 創建す る 方針を 党 政治 
委員会に 提出した。 

この 方針は、 将軍が すでに 提示した 党の 政治 路線と 祖国の 自主 統 I 方針に 完全に 合致す る ものであった。 まさに 
この 方針を 実現して こそ、 全 朝鮮人 民の 利益と 意思を 代表す る 合法的 政権を 樹立す る ことができ、 南 朝鮮 かいらい 


201 


第三 章 社会主義 革命の 大道を ひらく 


政権の 不法 性と 反動 性を より 徹底的に 暴露し、 それを 人民から いっそう 孤立 させ、 祖国 統一の ための 南北 朝鮮人 民 
の 闘争を、 民主主義 人民 共和国の 旗の もとにい ち だんと 高める ことができ るので あった。 

それは また、 アメリヵ 帝国主義 侵略軍を 撤退 させ、 祖国の 自主 統一の ための 朝鮮人 民の 闘争に 有利な 条件を つく 
り だし、 国際 革命 勢力との 連帯を いっそう 強化す る ことができる ものであった。 

金 日 成 将軍の 民主主義 人民 共和国 創建 方針は、 I 九 四 八 年 六月 二十 九日に おこなわれた 南北 朝鮮の 政党、 社会 団 
体 指導者 協議会で I 致した 賛同を え、 ただちに 実践に 移される にいた った。 

将軍は 民主主義 人民 共和国の 創建に 先 だち、 南北 朝鮮の 労働党を 一つに する ための 活動を おしすすめた。 

南北 朝鮮 労働党の 合 党は、 当時、 南北 朝鮮の すべての 民主主義 的で 愛国 的な 政党と 社会 団体の 統一 行動が 強化 さ 
れ 、やがて 樹立され る 民主主義 人民 共和国に 南北 朝鮮の 代表が 参加す る 条件の もとで、 南北 朝鮮の 革命 勢力にたい 
する 労働党の 統一的な 指導を 保障す る 問題と かんれんして 切実に 要求され ていた。 

それは また、 朴憲永 一味の 反 党 反革命 的な 分派 活動に よって 事実上 その 戦闘力を 失い、 アメリヵ 帝国主義と 李 承 
晚一 味の 攻勢の まえで、 全面的な 破壊の 危険に さらされた 南 朝鮮 労働党を 救うた めに も、 一刻を あらそう 問題で あ 

った。 

金 日 成 将軍は、 総選挙に よって 南北の 革命 勢力にたい する 統一的な 指導 体系を うちたてる 必要から、 まず 一九 四 
八 年 八月、 南北 朝鮮 労働党 連合 中央委員会を 創設す る 措置を 講じた (その後、 南北 朝鮮 労働党は 一九 四 九 年 六月に 完全 
に 合 党され た)。 

金 日 成 将軍は、 南北 朝鮮 総選挙の 実施と その 勝利を 保障す るた めの たたかいを 強力に 導いた。 将軍は 一九 四 八 年 
六月に 南北 朝鮮の 政党、 社会 団体の 指導者 協議会を ひらき、 労働党と 民主主義 的 政党、 社会 団体、 無所属 人士との 
行動の 統一を^ 2 する 措置を とり、 全人 民を 総選挙へ と 組織し 動員した。 
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将軍は 選挙 前夜の 八月 二十 三日、 平安 南 道 江 東 郡 勝 湖 選挙区の 選挙民たち のまえ で 演説し、 総選挙が もつ 重大な 
意義に ついて 強調した のち、 祖国と 人民を 愛し、 われわれの つぎの 世代を 富強な 民主主義 独立国 家の 主人に しよう 
とねが うなら ば、 一人の こらず 総選挙に 参加し、 民主主義 民族 統一戦線が 推せん した 統一 立 侯 補 者に 投票す るよう 
よびかけた。 

こうして 総選挙は、 一九 四 八 年 八月 二十 五日に、 南北 朝鮮に おいて 各々 ちがった 方法で おこなわれ、 成功裏に 終 
了した。 北朝鮮では 総 有権者の 九九. 九 七 パ— セントが 選挙に 参加した。 また 南 朝鮮の 愛国 的 人民は、 ァ メリ 叻帝 
国 主義と その 手先 どもの ファッショ 的な 暴圧を しりぞけ、 全 朝鮮の 最高 立法機関 である 最高 人民 会議 代議員 選挙に 
積極的に 参加した。 そして 南北 朝鮮で 五 百 七十 二 名の 代議員が 選出され た。 これは、 党と 領袖の まわりに かたく 団 
結した 全 朝鮮人 民の 政治的 威力の I 大 示威であった。 

総選挙に もとづいて 一九 四 八 年 九月、 ピョンヤンで 歴史的な 最高 人民 会議 第一 回 会議が ひらかれた。 会議では、 
朝鮮民主主義人民共和国を 宣布し、 朝鮮民主主義人民共和国 憲法を 採択した。 

これは 朝鮮人 民の 生活で、 永遠に 忘れる ことので きない 一大 慶事であった。 

誇らしい 国号を 全世界に 公布した 朝鮮人 民は、 その 歴史上は じめ て 自己の 憲法を もつ ことにな った。 共和国 憲法 
は、 北朝鮮です でに なしとげた 民主 改革と すべての 革命的 成果を 法的に 強固に した だけでなく、 南 朝鮮人 民の 闘争 
綱領と もな った。 

最高 人民 会議 第 I 回 会議は、 政権の 最高 執行機関 として 朝鮮民主主義人民共和国 政府を 組織し、 金 日 成 将軍を 内 
閣 首相に、 国家の 首班に 推戴した。 

金 日 成 将軍を 国家 首班に 推戴した ことは、 まさに 全 朝鮮人 民の 一致した 志向を 反映した ものであった。 朝鮮人 民 
は、 十五 星霜に わたる 抗日 武装 闘争に よって 祖国を 解放し、 朝鮮 革命を つねに 勝利へ と 導く 民族の 太陽 —— 偉大な 


203 


第三 章 社会主義 革命の 大道を ひらく 


領袖 金 日 成 将軍を 国家 首班に いただく ことを かぎりない 栄誉、 そして また 最大の 幸福と 考えた。 これは I 九 三〇年 
代から 朝鮮人 民が ひとしく 領袖と して あおぎみた 金 日 成 将軍 だけが 南北 朝鮮人 民を 指導し、 分 断され た 祖国と 民族 
を 統一させる ことができ、 また 将軍の 賢明な 導きに ょっての み、 三千 万 朝鮮人 民が 一つの 家庭で かぎりなく 宰 福に 
暮らして いくこと がで きる という、 ゆるぎない 信念に もとづく ものであった。 

朝鮮人 民は 一致して 国家 首班に 推戴され た 金 日 成 将軍を あおぎみ、 かぎりない 信頼と 敬慕の 情を もって 熱烈に 歓 
呼し、 あくまでも 将軍に 忠誠を つくそうと いうかたい 決意に 燃えた った。 

金 日 成 首相は、 最高 人民 会議 第一 回 会議に おいて、 朝鮮民主主義人民共和国 政府の 政治 綱領を 発表した。 政治 綱 
領の 要旨は つぎのと おりで ある。 

第一に、 共和国 政府は、 全 朝鮮人 民を 政府の まわりに しっかりと 団結 させ、 祖国 統一の たたかいに 動員 するとと 
もに、 国土 保全と 民族 統一の 先決 条件と なる ソ米 両国 軍隊の 同時 撤退の ために あらゆる 努力を かたむける。 

第二に、 共和国 政府は、 わが国の 政治、 経済、 文化 生活から、 日本 帝国主義 支配の 悪影響を 一掃す るた め あら ゆ 
る 必要な 対策を 講じる と 同時に、 わが 朝鮮を ふたたび 植民地 化し、 わが 人民が 創設した 民主 制度を 破壊し ょうとす 
る 帝国主義 者と 民族 反逆者ら の あらゆるた くらみに 反対して たたかう。 

第三に、 共和国 政府は、 日本 帝国主義 時代の すべての 法律と、 南 朝鮮 かいらい 政府の あらゆる 反 民主主義 的、 反 
人民 的な 法令の 無効を 宜し、 北朝鮮で 実施した 諸般の 民主 改革を いっそう 強化し、 発展 させ、. それを 全 朝鮮に おい 
て 実施す るた めに たたかう。 

第 四に、 共和国 政府は、 朝鮮を 富強な 民主主義 独立国 家と して 建設す るた め、 経済の 植民地 的隸 属性を 清算し、 
外来 帝国主義 者の 経済的 隸属化 政策に 反対して 朝鮮人 民の 福祉を たえず 向上 させ、 わが 祖国の 独立と 繁栄を 保障す 
る 自立 的 民族 経済を 建設し、 唯一の 人民 経済 計画を 作成し、 その 計画に もとづいて 民族 経済と 民族 文化を 積極的に 
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発展させる。 

第五に、 教育、 文化、 保健 事業に 大きな 力を そそぐ。 教育 分野では 未就学児童を 最大限に 就学 させ、 初、 高級 中 
学校 網を 大 々的に ふやし、 一九 五〇 年には 初等 義務教育 制を 実施す る。 また 人民 経済 各部 門に 必要な 有能な 民族 幹 
部を 数多く 育成す るた めに、 技術 専門学校と 大学を より 多く 建設し、 勤労者の ための 各種学校を 多数 設置し、 各種 
の 出版物を 大量に 発行す る。 企業 所と 農村には、 病院、 診療所を 広範囲に 建て、 人民 保健 事業を 発展させる。 

第 六に、 政府は、 朝鮮民主主義人民共和国の 政治的 基礎で ある 地方 人民委員 会が、 すでに 組織され た 北朝鮮 地域 
では それを いっそう 強固に し、 組織され たが 反動 勢力に よって 解散 させられた 南 朝鮮 地域では、 それを 復旧す るた 
めに たたかう。 

第 七に、 対外政策に おいて 共和国 政府は、 わが国を 世界 民主 陣営の 同等な 一員と して、 わが 民族の 自由と 独立を 
尊重し、 平等な 立場で われわれにたい する 自由 愛好 諸国と 親善 関係を むすぶ ために 努力す る。 

第 八に、 共和国 政府は 外来 侵略 勢力から 国を 守り、 北朝鮮です でに かちとった 民主 改革の 成果を 守る ために、 人 
民 軍隊を あらゆる 面で 強化す る。 

徹底的に 主体的で 自主的な この 政治 綱領は、 朝鮮 革命 発展の 合法 則 的 要求と 朝鮮人 民の 民族的 宿願の すべてを 反 
映した、 革命的で 人民 的な 綱領であった。 

朝鮮民主主義人民共和国の 創建は、 愛国 的 民主 勢力の 統一と 団結に よってな しとげられた 朝鮮人 民の もっとも 大 
きな 勝利で あり、 わが 民族の 歴史で じつに 画期的な 意義を もつ 出来事であった。 

金 日 成 首相は、 朝鮮民主主義人民共和国の 創建に ついて、 つぎのようにの ベた。 

「朝鮮民主主義人民共和国は、 北半 部で なしとげられた 偉大な 社会経済 的 変革に もとづき、 いっそう 露骨 化する 
ァメリヵ 帝国主義と その 手先 どもの 植民地 隸属化 政策と 民族 分裂 策動に 反対す る 民族 あげての 闘争の なかで、 全 朝 
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鮮 人民の 総意に よって、 一九 四 八 年 九月に 創建され ました」 

共和国の 創建に よって、 朝鮮人 民は 人民 政権を より 強固に し、 人民 民主主義 国家 体系を 全面的に ととのえる こと 
がで きたし、 このと きから 国家 主権を もつ 堂々 たる 民族と して、 国際 舞台に 登場す る ことができる ようになった。 

また 共和国の 創建は、 朝鮮人 民が 十分に、 自主的に 祖国の 統一 独立を なしとげる ことができる という ことを 全 世 
界に 現実的に しめし、 その実 現の ための 朝鮮人 民の たたかいに 新しい 段階を 切り ひらいた。 

愛国 的な 朝鮮人 民の 総意に よって 燦然と そびえた った 朝鮮民主主義人民共和国は、 統一 独立され る 新しい 朝鮮の 
旗 じる しに、 革命の 完全な 勝利の ための 闘争の 確固と した 旗 じる しにな ったし、 日本の 反動の 迫害の もとで あえい 
でい る 六十 万 在日 同胞を はじめ、 すべての 海外 同胞の 希望と たたかいの 灯台と なった。 

海外の 朝鮮 同胞は、 自分たち に 栄え ある 祖国が あり、 三千 万の 父 金 日 成 首相が 朝鮮人 民を 勝利へ と 導いて いると 
いうかぎ りない よろこびに つつまれ、 闘志と 力を さらに ふるいおこして 民族的 権利と 自由を かちとる ため 勇敢に た 
たかった。 

朝鮮民主主義人民共和国の 創建は、 国際的に みても 一つの 巨大な 出来事であった。 

共和国の 創建は、 東方に おける 社会主義 国家の 誕生で あり、 それは 平和と 民主主義、 社会主義を めざして たたか 
う 世界の 人民に とっては 大きな 勝利に、 アメリカ 帝国主義を かしらと する 帝国主義 侵略 勢力には 甚大な 打撃と なっ 
た。 

また 東方の 一角に ゆるぎなく そびえたち、 全世界に 燦然た る 光を 放つ 共和国は、 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 導きを 
うける 朝鮮人 民の もっとも 偉大な 獲得 物と して、 アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカ 諸国の 革命的 人民の 植民地 民 
族 解放 闘争の 灯台と なった。 

共和国は、 国際 舞台で 社会主義 諸国と 堂々 と 肩を ならべて すすむよう になり、 その 威信は 日 ましに 高まった。 
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南 朝鮮 各地では 、「金 日 成 将軍 万歳/」 、「朝鮮民主主義人民共和国 万歳 / 」 、「アメリカ 軍は でて いけ / 」、 「李 承 
晚か いらい 政府を 打倒し よう / .」 などと 書かれた ビラが いたるところに はられ、 人民の 反米 反 かいらい 政府 闘争が 
はげしく 展開され た。 

このように 金 日 成 首相は、 三千 万 朝鮮人 民の 念願を こめて 朝鮮民主主義人民共和国を 創建し、 その 旗 じる しの も 
とに 自主 統一を 実現す るた めの たたかいへ 全人 民を 力強く ふるいたたせ、 祖国 統一の ための たたかいを 新しい 段階 
へと 導いた。 

そのころ アメリカ 帝国主義 者は、 一九 四 八 年から アメリカの 全 経済を まきこんだ 経済 恐慌に よる 政治的、 経済的 
危機からの 出路を 経済の 軍事 化と 新たな 戦争 挑発に もとめ、 その おもな ほこ 先を 朝鮮に むけた。 

アメリカ 帝国主義 者は、 南 朝鮮を 政治的、 軍事的、 経済的に いっそう 隸 属させる 各種の 侵略的な 「協定」 を 締結 
し、 一九 四 八 年 十一月 三十日には 南 朝鮮 かいらい 国会を 利用して、 「アメリカ 軍長 期 駐屯 案」 なる ものまで でっち 
あげた。 他方 かれらは、 南 朝鮮 各地の 陸、 海、 空軍基地を 死物 狂いで 拡張し、 とくに かいらい 「国防 軍」 の 組織と 
その 增 強に 全力を かたむけた。 

「北朝鮮を 占領す るた めには、 よく 武装され た 十万の 兵力が 要求され る」 

これは、 一九 四 八 年 九月 八日 付 『スタ— ズ .エンド •スト ライ ブス』 紙の 報道で ある。 

それから 九か月の ちの 一九 四 九 年 六月に、 r 駐韓 アメリカ 大使」 ムチオ は 南 朝鮮 かいらい 政府の 国防長官と 司法 
長官を よびつけ 、「北進は アメリカの 韓国にたい する 政策の 中心 問題」 であるから、 この 「準備を おろそかに して 
はならない」 とせき たてた。 

こうして、 南 朝鮮にたい する アメリカ 帝国主義の 軍事 「援助」 が大 々的に 増加され、 かいらい 軍兵 力が 急速に ふ 
えた。 かいらい 軍兵 力は 「国防 警備隊」 が 「国防 軍」 に 改称され た 当時の 五 個 旅団から 、一九 四 九 年 九月に いたっ 
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ては 八 個 師団に 増強され、 一九 五〇年 六月に おける 兵力 総数は 十五 万を 数えた。 

侵略戦争への 準備は、 ファッショ 的 暴圧と 人民にたい する 野獣の ような 弾圧を ともなっ た。 

ァメリカ 帝国主義 者と その 手先で ある 殺人鬼 どもは、 一九 四 九 年 七月から 一九 五〇年 一月までの 七 か 月間 だけで 
も、 じつに 十万 名 以上の 愛国 的な 人民を 虐殺した。 

そして かれらは、 救国 闘争に たちあがった 人民の 目を あざむき、 緊張 状態を 激化させる ために 共和国 北半 部に た 
いする 武力 挑発 事件を ひんぱんに ひきおこした。 

共和国 北半 部にたい する かれらの 武力 侵入は、 一九 四 九 年 一月から 九月までの 期間 だけで も 四百 三十 二回に のぽ 

った。 

こうして、 戦争を 予告す る 暗雲が 南 朝鮮の 空を おおいつ くし、 「北進」 ラッパが 騒々 しくな り わたった。 
国際情勢 も 複雑を きわめた。 ァメリカ 帝国主義を かしらと する 帝国主義 者は、 侵略と 戦争 政策を 強化しながら、 
「反共」 騒動を 大 々的に くりひろげる 一方、 ユ ー ゴス ラビァの チトー ー味を はじめと する 修正主義 者を そそのかし 
て、 国際 共産主義 運動の 隊列を 分裂 させようと 策動した。 

このような 内外 情勢を するどく 洞察した 金 日 成 首相は、 ァメリカ 帝国主義の 侵略戦争 挑発 策動を 粉砕し、 祖国の 
平和 統一の ための 朝鮮人 民の 主体的な たたかいを いっそう 力強く 導きながら、 そのたた かいを 反米 反帝 闘争に おけ 
る 国際 革命 勢力との 連帯を 強化し、 マルクス •レ— - ン 主義の 純潔を 守る ための 闘争と 密接に むすびつけた。 

当時の 情勢から して、 朝鮮 革命と 祖国 統一に 有利な 国際的 環境を つくる 問題が きわめて 重要な ものと して 提起 さ 
れて いた。 

金 日 成 首相は、 社会- W* 陣営 諸国の 人民と かたく 団結し、 ァジァ、 ァフリカ、 ラテンァメリカ 人民の 植民地 民族 
解放 闘争を 積極的に 支持し、 かれらとの 団結を 強め、 反米 反帝 闘争に おいて 国際 革命 勢力との 連帯を 強化す る 路線 
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を 堅持した。 これは 党と 政府の 対外政策の 基本であった。 

他方、 首相は、 アメリヵ 帝国主義の 新たな 戦争 挑発 策動が 激化す る 情勢に 対処し、 反米 反帝 闘争の 旗 じる しを い 
っそう 高く かかげ、 帝国主義の 下僕に おちぶれた チト ー ー 味を はじめと する 修正主義 者に 反対す る 力強いた たかい 
を 展開した。 

首相は、 アメリヵ 帝国主義を かしらと する 帝国主義 勢力の 新たな 戦争 挑発 陰謀を 過小評価し ないように いましめ 
ながら、 戦争を ふせぎ 平和を 擁護す る關 争に おいて、 共産主義者が 守らなければ ならない 原則的な 立場を 明らかに 
した。 

首相は つぎのようにの ベた。  - 

主義 私 弱ま ^, 、 民主主義 陣営が 強化され た 事実 / CI +  け一 を、 も ^ , で、 戦争の 危険 ^; すで &' デ すら， い‘ だ^^ 
する— の； 5 大 で， あ 卜、， ¥' 和の ^/ め 0: '偉業に有害 ^( あ 〇; |ます。 

民主主義 陣営の 力が 強く、 全世界の 自由を 愛好す る 人民が いかに 平和を のぞんで いても、 戦争 放火 者に 反対す 
るた たかいを 正しく 組織し、 展開し なければ 平和を 守る ことは できません。 戦争 ^' ふせぎ 平和を か ^' とる ために 
^地 -5| 戦 #, &\ ,火者と略 »' 莕が翁路し、、排擊し'^!扣らに反対する ^, 力な剛 ¥, を展開しなければなりませ 

戦争と 平和にたい する 金 日 成 首相の この 原則的 立場は、 単純に 平和を ねがう だけでは 決して 平和を 維持す る こと 
がで きず、 新たな 戦争 挑発に 狂奔す る 帝国主義 勢力に 反対す る 妥協の ない 積極的な ^ 争を 展開す る ことによっての 
み、 平和を かちとる ことができる という、 徹底した 反帝 革命の 立場であった。 

首相は、 国際 革命 勢力との 連帶を 強めながら も、 主力は 朝鮮人 民の 主体的な 力を あらゆる 面から 強化す る ことに 
そそいだ。 
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首相は、 祖国 統一の 決定的な 保障で ある 北半 部の 革命的 民主 基地を 政治的、 経済的、 軍事的に いっそう しっかり 
うちかため、 南 朝鮮の 愛国 的 民主 勢力を 党の まわりに かたく 団結 させ、 アメリカ 帝国主義 侵略者を 南 朝鮮から 追い 
だすた めの 全人 民 的な 反米 救国 闘争を 展開す る ことに、 つねに 第一義 的な 意義を みとめた。 

首相は、 民族の 分裂と 同族 相 あらそう 危険を なくし、 南 朝鮮人 民を 解放す るた めには、 その 張本人で ある ア メリ 
力 帝国主義 者を 南 朝鮮から 追いだ す ことに あると、 くりかえし 人民 大衆に 教えた。 

首相は つぎのようにの ベた。 

「こんにち 朝鮮人 民の まえに 提起され たもっと も 重要で 緊急な 課題は、 アメリカ 軍を 南 朝鮮から 即時 撤退させる 
ことであります。 アメリカ 軍が 撤退 すれば、 朝鮮 問題は いかなる 混乱 も 難関 もな く 朝鮮人 民の 意思 どおり 解決され 
るで しよう。 アメリカ 軍を 即時 撤退させる ための 闘争は、 そのまま 祖国の 自由、 独立と 統一の ための たたかいで あ 
り、 全 民族の 利益を はかる たたかいであります。 朝鮮は 朝鮮人 民の もので あり、 朝鮮 問題は 必ず 朝鮮人 民 自身に よ 
って 解決され なければ なりません。 民族を 愛し、 祖国の 統一を ねがう すべての 朝鮮人 民は、 わが国 土から アメリカ 
軍を 撤退させる 民族 あげての たたかいに 大胆に たちあがらなければ なりません」 

金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義 侵略者に 反対す る 民族 あげての たたかいを、 国の 統 j と 国土の 保全を なしとげ 
るた めの たたかいの 中心的な 環と して とらえ、 一貫して 堅持して きた 南北 朝鮮の 主体的な 革命 勢力を 強化す る 戦略 
的 方針を つらぬく ことに 心血を そそぎながら、 統一の 扉を ひらく ための 対策を つぎつぎとう ち だした。 

金 日 成 首相の 直接の 発起に よって、 一九 四 九 年 六月には 南北の 民主主義 民族 統一戦線が 一つに 統合され、 これに 
祖国 統一の たたかいに 決起した 南 朝鮮の 中間 および 一部の 右翼 政党と 社会 団体を もうらした 祖国 統一 民主主義 戦線 
の 結成 大会が ひらかれた。 

この 大会では、 金 日 成 首相が 明らかにした 統一 方針 —— すなわち、 アメリカ 帝国主義 侵略軍を 南 朝鮮から 即時 撤 
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退 させ、 アメリカ 帝国主義の 侵略 道具で ある 「国連 朝鮮 委員 団」 を 追いだ し、 外国の 干渉な しに 南北 朝鮮で 総選挙 
を 実施し、 朝鮮人 民 自身の 手で 平和的に 祖国 統一を 実現させる ことを よびかける 宣言書が 採択され た。 

この 宣言書には、 金 日 成 首相が 終始一貫して 堅持して きた 祖国 統一の 自主的な 立場が そのまま おりこまれて い 
た。 まさに ここに、 全人 民の 心を ゆり 動かした 宣言書の 力が あった。 

南北 朝鮮の 全人 民は この 宣言書を こぞって 支持し、 反米 救国の たたかいに 力強く たちあがった。 

日 ましに 高まる 朝鮮人 民の 統一 気運に あわてふためいた アメリカ 帝国主義と 李承晩 一味は、 一九 五〇 年には いる 
や 南 朝鮮 全域に 「非常 戒厳令」 をし き、 緊張 状態を つくりだ すと 同時に、 かいらい 軍を 三十八度線と その 付近に 集結 
させ、 完全な 「北進 体制」 をと とのえ た。 そして 黄海 道 碧 城 郡 一帯と U: 原 道の 各地 域に かけて、 北半 部 地域にたい 
する 武力 侵攻を いっそう ひんばんに 強行した。 

祖国は 文字 どおり 危機一髪の 危険な 情勢に さらされた。 

このような 情勢に 対処して 金 日 成 首相は、 国防 力の 強化に 重大な 関心を よせ、 戦争を ふせぎ、 祖国の 平和的 統一 
を 達成し ようとす る 朝鮮人 民の 念願を 実現す るた め、 さらに 誠意に みちた 努力を かさねた。 

首相の 発起に よって、 一九 五〇年 六月、 祖国 統一 民主主義 戦線 中央委員会は、 八. 一 五 祖国 解放 五 周年を 契機に 
南北 朝鮮の 総選挙を 実施し、 最高 立法機関を 構成す る ことを 提議す る アビ ー ルを 南 朝鮮の 諸政 党、 社会 団体 および 
社会 活動家たち にお くった。 

アメリカ 帝国主義と 李承晩 一味は、 この 提議が 南 朝鮮の 政党、 社会 団体と 社会 活動家たち に ゆきわたる ことを 極 
力 さまたげた し、 平和 統一と いう ことばを 口にした だけで も 検挙し、 投獄し、 虐殺 するとい う 鬼畜の ような 蛮行を 
はたらいた。 

しかし 首相は、 戦争を ふせぎ、 平和 統一を なしとげる ための たたかいを 片時 も おろそかに しなかった。 
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金日成首相はふたたび、最高人民会議常任委員会が、朝鮮民主主義人民共和国最高人民会議と南朝鮮の「国 4 」 
を 単一の 全 朝鮮 立法機関に 連合す る 方法で 祖国の 統一を 実現す る ことを 南 朝鮮 「国会」 に 提議す るょう、 誠意に ^. 
ちた 措置を とった。 

世界の 良心は、 この 大胆な 提議から、 同族 間で 血を 流して あらそう 惨劇を ふせぎ 民族 統一を なしとげょう とする 
金 日 成 首相の 熱烈な 同胞愛と 切々 たる 念願を 深く 感じと り、 それが 実現され る ことを ねがって やまなかった。 

しかし、 朝鮮人 民と 世界人 民の ねがいにたい する アメリヵ 帝国主義と 李承晩 一味の 回答は、 ながいあいだ 準備し 
てきた のろうべき 犯罪 的 侵略戦争の 挑発であった。 
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第 四 章 アメリカ 帝国主義を 撃滅した 鋼鉄の 統帥 者 


1 祖国の 運命を 一身に にない 

一九 五〇年 六月 二十 五日 (日曜日) の 早朝、 三十八度線 一帯は 豪雨に 襲われて いた。 真っ暗な 空には 稲妻が 走 
り、 雷が 鳴った。 

突然、 雷鳴の なかから ものすごい #? 1 ^ が 天地を ゆるがす よぅになり ひびいた。 と 思ぅ と、 境界線の 南側から 共和 
国の 北側 地域に むけて、 真っ赤な 砲火が 無数に 尾を ひいた。 これに つづいて、 アメリカ 軍 顧問の 指揮 下に 三十 八 度 
線 上に 集結して いた 李承晩 かいらい 軍の 全 師団が 無謀な 総攻撃を 開始した。 

アメリカ 帝国主義 者が 李承晩 かいらい 軍を たてに して、 朝鮮人 民にたい する 侵略戦争を 挑発した のであった。 朝 
鮮 人民に とっては、 これは 不意にし いられた 戦争であった。 

戦端を ひらいた のは 李承晩 かいらい 軍であった が、 戦争の 首謀者と 主役は アメリカ 帝国主義 者であった。 

攻めよ せて くる 敵、 アメリカ 帝国主義は 決してな まや さしい 相手ではなかった。 かれらは 世界 反動の 元凶で あり 
国際 憲兵で あり、 現代 植民地 主義の 牙城で あり、 帝国主義の 凶悪な 頭目であった。 かれらは 殺り くと 略奪と ともに 
世界史の 舞台に 登場して 以来、 百 十 余 回に およぶ たえまない 侵略戦争に よって 無数の 人民の 血を 流しつ づけ、 極度 
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に 野獣 化され、 膨張し つくした 最大の 吸血鬼であった。 

かれらは 歴史が 準備 L た 滅亡の 絶壁から 身を さける ため、 力 だけにた より、 あらゆる 蛮行を ほしいままに してい 
る もっとも どう 猛な けだものであった。 この アメリカ 帝国主義が 李承晩 かいらい 軍を 弾よ けに、 創建 後 まもない 共 
和 国を 一気に 葬り去ろうと 攻め よせてき たのであった。 

これは アメリカ 帝国主義の 世界制覇 戦略、 とくに アジア 侵略 政策の 直接の 延長で あり 犯罪 的な 侵略戦争 であっ 
た。 

第二次世界大戦 後、 国際 反動 勢力の 頭目と して 登場した アメリカ 帝国主義は、 ながいあいだ 燃やしつ づけて きた 
世界制覇の 野望を 本格的に 実現す る 道へ とつき すすんだ ので ある。 

このため かれらは、 社会主義 陣営を 包囲 攻撃し、 植民地 民族 解放 闘争を 弾圧す る 力の 政策を もちいた。 アメリカ 
帝国主義は こうした 世界 戦略の 一環と して、 アジアの 新生 社会主義 国家を くつがえし、 アジアの 完全 支配を ねらっ 
た。 

アメリカ 帝国主義は 朝鮮を アジア 侵略の 橋頭堡に、 第一 級の 戦略 基地に する ために 朝鮮 支配の 政策を すすめて き 
た。 一言で いえば、 アメリカの アジア 戦略とは、 アジアを 最良の 資本 市場、 商品 市場で あると みなし、 これを 支配 
する 政策で あり、 その アジアを 支配す るた めに 朝鮮を 占領 するとい う 政策であった。 

こうした 戦略に もとづいて、 アメリカ 帝国主義は 南 朝鮮を 占拠した その 日から、 軍事的侵略 政策と 植民地 隸属化 
政策を 強行しながら 北半 部を 侵略し、 全 朝鮮を 支配す るた めの 戦闘 準備を 着々 とすす めて きた。 

しかし 金 日 成 将軍の 徹底した 反帝 革命 路線で ある 民主 基地 創設 路線に よって、 共和国 北半 部では 革命と 建設が す 
すめら れ 、その 政治、 経済、 軍事的 威力は 日 ましに 強まり、 その 影響 下に 南 朝鮮で も 人民の 救国 闘争が はげしく く 
りひろ げられ た。 
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これは、 アメリカ 帝国主義の 侵略 政策にたい する 大きな 打擊 であった。 アメリカ 帝国 は その 本来の 侵略 計画 
を 実現す るた めに、 日 ましに 発展す る 朝鮮民主主義人民共和国を くつがえそうと、 侵略戦争の 挑発に やっきと なっ 
た。  、 

とくに アメリカ 帝国主義は、 一九 四 八 年から はじまった 恐し い 経済 恐慌のう ずの なかに まきこまれて いた。 アメ 
リカの ある 経済学 者が 認めた ように、 「新しい 対策が 講じられない かぎり アメリカの 政治 経済的 危機は 爆発す る危 
険が あった」 ので ある。 

アメリカ 帝国主義 者は、 この 危機の 打開 策を 戦争と 軍需工業の 拡大に もとめた 。ヴァン フリ ー トが 、「朝鮮は 一 
つの 祝福であった。 この 土地 か、 さもなければ ほかの どこかに 朝鮮がなければ ならなかった」 (『ニ ユーヨ ーク .ジヤ 
1 ナル •アメリカン』 紙、 一九 五 二 年 I 月 十九 日付) とのべた の も 理由の ない ことではなかった。 

こうした 直接的な 諸 要因が からみあい、 一九 五〇 年に いたって、 アメリカ 帝国主義 者の 共和国 北半 部にたい する 
侵略 策動は ますますは げしく なった ので ある。 

アメリカ 極東 軍司令官 マッカ— サ ー はすで に 一九 五 0 年 二月 十六 日、 李承晩を 東京に よびよせ、 七月までに 北朝 
鮮を 攻撃す るよう にと いう、 いわゆる 十一 か条の 戦争 訓令を だした。 

さらに アメリカ 帝国主義 者は、 一九 五〇 年初 頭から 日本の 重工業、 化学工業の 大企業を 軍需工業に 切り かえさ 
せ、 これを マッカ ーサ— の 手に にぎらせた。 

とくに 注目され るのは アメリカ 大統領の 特使 ダレスの 言動であった。 六月 十九 日、 東京で アメリカ 国防長官、 統 
合 参謀本部 議長、 アメリカ 極東 軍司令官な どに よる 戦争 挑発に かんする 秘密 会談が ひらかれた。 この 秘密 会談に 参加 
した ダレスは 六月 二十 二日に、 「アメリカは 数日後に 極東に おいて 『積極的 行動』 をと る」 とのべ、 それに 先 だつ 
六月 十八 日には、 三十八度線の 前線で 北朝鮮を にらみながら、 「敵は もちろんの こと、 最強の 軍隊と いえ ども 諸君 
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に 対抗す る ことは できないで あろう」 とかいら い 軍を 称賛し、 一週間 後の 侵略行為を 念頭に おいて、 「諸君が その 
力を 発揮す る 日は 目前に せまった」 といい 放った。 

反面、 アメリカ 帝国主義 者は、 すでに 「国連の 韓国 問題 決議案」 まで 準備して いた。 さらに 戦争 挑発の 数 時間 ま 
えには、 南 朝鮮に あった 六 百 五十 名の アメリカ人 婦女子を 仁 川 港から ノ ルゥ** 1 船 「ラィン フルド」 号で 急 拠 帰国 
させるな ど 万全の 措置を とった。 

朝鮮戦争は まさに、 アメリカ 帝国主義 者の こうした 綿密で 計画的な 準備に よって ひきおこされた ものである。 

それ にもかかわらず、 盗っ人 猛 々しく も 戦争を ひきおこした その 日、 アメリカ 帝国主義 者は、 「アメリカは おど 
ろき を 禁じえない」 、「アメリカと しては 真珠湾 事件に も おとらない 不意う ちを うけた ことになる」、 「まった く 予期 
しえなかった 事変」 などと さわぎたてた。 

この ことは、 アメリカ 帝国主義が 残虐 性 ばかりでなく、 その 狡猾 さに おいても ヒ トラ— をはる かにし のいで いる 
ことを 如実に しめす ものである。 

アメリカ 帝国主義 者は 朝鮮戦争を ひきおこす や、 かねがね その 達成の 機を うかがって きた 野望を 力で もってな し 
とげ、 一世紀 近くに およぶ 朝鮮 侵 略史を 強盗 的な 勝利で もって 決着を つけようと もくろんだ。 

かれらの 目的は、 朝鮮民主主義人民共和国を 征服して 民主 改革の 成果を すべて 抹殺し、 全 朝鮮を 植民地に、 兵站 
基地に かえ、 ここを 拠点に ふたたび 大陸へ 侵入し ようとい う ものであった。 

共和国は 最大の 危機に さらされた。 すべてが 生死の 岐路に たたされた。 主権と 富と 輝かしい 未来を 守って しあわ 
せで 自由な 人民と してと どまる か、 さもなければ アメリカ 帝国主義の 植民地 奴隸 に、 姓名を 奪われ 番号で よばれる 
亡国の 民と なり、 苦役と 悲運に さいなまれて 死ぬ かの、 どちら かを えらばねば ならなかった。 

この きびしい 時期に、 金 日 成 首相は 祖国と 人民の 運命を 一身に にない、 少しの ためらい もな く 決然と、 た •たちに 
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敵 撃滅の 対応 措置を とった。 

金 日 成 首相は 六月 二十 五日、 共和国 政府の 名に おいて、 もし アメリヵが 侵略的な 戦争 行為を ただちに 中止し ない 
ならば 決定的な 報復措置を とる であろうと 警告した。 

だが、 敵は これを ききいれず 戦争を 拡大して いった。 

ここにい たって 金 日 成 首相は、 前線の 人民軍 将兵に 決定的な 反撃に 移る ことを 命令した。 

こうして、 抗日 武装 闘争の 輝かしい 革命 伝統を うけついだ 鋼鉄の 軍隊で ある 朝鮮 人民軍は 間 髪を いれず、 一糸 乱 
れぬ 戦闘 行動で、 全 戦線に わたって 三十八度線 以北に 一〜 ニキ P メー トル も 侵入して きた 李承晩 かいらい 軍を、 息 
つく ひま も あたえず 一擊の もとに 撃破し、 破竹の 勢いで 南へ 進撃を 開始した のであった。 

それは 瞬時に 断行され ながら も、 敵に わずかの すき さえ あたえぬ 威力 ある 決定的な 反撃であった。 敵は 人民軍が 
反撃に 移った 最初の 一 蛾で 崩壊し、 なだれを うって 逃走した。 

敵の 不意 うちにたい し、 すかさず 人民軍を 反撃に 移らせた 金 日 成 首相の 軍事戦略は、 世界の 歴史に も 前例の ない 
ものであった。 

歴史が 教える ところに よれば、 敵の 全面的な 攻撃を うけた 国は 程度の 差 こそ あれ、 混乱と 後退を 余儀なく され、 
一定期間 戦線を 収拾し、 力を たくわえてから 反撃に 移る のが 通例であった。 

しかし 金 日 成 首相は、 全 戦線に かけて 不意う ちを かけて きた 敵に 局部 的に ではなく、 全面的な 打擊 をく わえ なが 
ら 人民軍を 総攻撃に 移らせた のであった。 

これは 抗日 武装 闘争の 伝説 的 英雄で あり、 天才 的な 軍事戦略 家で ある 金 日 成 首相に よっての みは じめ てよ くな し 
うる、 まったく 独創的な 戦略であった。 

この 独創的な 即時 反攀 戦略は、 金 日 成 首相が しめした 革命的 民主 基地 創設 路線の 偉大な 生活力を いかんな く 発揮 
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した ものであった。 これは 権力を その 手中に おさめた 労働者階級が、 帝国主義 者と かれらの 戦争 政策に どうそな え 
るべき なのか、 また 侵略者の 攻撃に どう 対処し なければ ならない のかを 教えて くれる ものであった。 

おしよせる 敵にたい しては、 これを むかえて 決定的に うちのめし、 敵の 侵略にたい しては 革命的な 解放 13-5) 争を も 
って 対処す る こと、 —— これは 将軍が 抗 m 武装 11 争の 時期から 実践して きた 確固と した 原 !! IJ であった。 

金 日 成 首相は 一九 三〇 年代に 補給 基地 も 正規軍 もない 条件の もとで、 はじめは 少数の 戦友たち と遊曜 隊を 組織し 
て 日本 帝国主義と たたかい、 この 決死 的な たたかいの なかで 遊撃隊を きたえ、 拡大し、 実践を つうじて 戦略 戦術を 
あみだして いった。 これは 筆舌に つくしが たいほ どの 苦しい 過程であった。 しかし 最後に 敗北の 憂き目を みたのは 
「無敵 日本軍」 であり、 勝利した のは 金 日 成 将軍の ひきいる 抗日 遊撃隊であった。 

ところがい までは、 将軍には 国家と 党が あり、 みずからが 建 軍し、 育成した 正規軍と 革命的な 人民が あった。 

だから 金 日 成 首相は、 世界 「最強」 を 大言壮語 する アメリヵ 帝国主義と いえ ども、 優に これを 擊破 できる と 確信 
していた。 

略奪 者は 暴虐で 狡猾では あっても、 決して 賢明で tf ない。 これは 首相の ゆるぎない 信念であった。 

首相は、 アメリヵ 帝国主義が 朝鮮の 都市と 農村を 破壊し、 多くの 人命を そこなう 軍隊 や 武器を つくる ことは でき 
て も、 朝鮮 共産主義者の 鋼鉄の 党と、 社会 発展の 合法 則 的な 産物で ある 社会主義 制度を 破壊し、 歴史の 歯車を 逆転 
させる ことは できえない とかたく 信じて いた。 

敵は、 こうした 偉大な 指導者、 ながい 歳月に わたり、 设惡の 条件の もとで 数千 倍の 強敵を 联破 しつづけるな かで 
天才 的な 戦略 戦術を あみだした 鋼鉄の 統帥 者 金 日 成 首相と、 その 周囲に かたく 団結した 朝鮮人 民の 無限の 力を 知る 
すべ もな く、 まして やそれ をう ちま かす ことな ど および もつ かない ことで あった。 

朝鮮人 民が たたかう 戦闘は、 帝国主義の 侵略から 祖国の 自由と 独立を 守り、 南 朝鮮人 民の 解放と 祖国の 統一を め 
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ァ メリ カ 帝国主義 者と その 手先 どもを 一掃す るた めの 
聖 なる 戦いに 総 決起す るよう 訴える 金 日 成 首相 


ざす 正義 〇- 祖国 解放軟 争で あり、 国内 反動 勢 
力に 反対す る きびしい 階級闘争 であり、 人民 
民主主義 制度を 守る 革命 戦争であった。 

それは また、 アメリヵ 帝国主義を はじめ 世 
界 反動の 連合 勢力に 反対す るは げしい 反帝 反 
米 闘争で あり、 世界平和と 社会主義 陣営の 東 
方の 哨所を 守る ための たたかいであった。 

六月 二十 六日、 金 日 成 首相は 内閣 非常 会議 
を ひらいて 重要 対策を たてた。 これと 同時に 
放送を つぅじて 全人 民と 人民軍を 戦争の 勝利 
へと ふるいたたせる 歴史的な 演説を おこなっ 
た。 

この 演説で 金 日 成 首相は、 戦争 状況を する 
どく 分析して、 この 戦争の 性格 や 遂行 方法 お 
ょび その 展望を 明らかにし、 全人 民と 人民軍 
に 勝利を めざす 戦闘的 課題を 提起した。 

首相は、 この 戦争に おける 敵の もくろみと 
朝鮮人 民の 目的に ついて、 つぎのょぅにの ベ 
た。 
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「李承晩 一味は 同族 あいせめ ぐ 戦争を つうじて、 南半 部に 実施して いる 反 人民 的、 反動的な 統治 制度を 共和国 北 
半 部にまで おしひろげようと たくらんで おり、 わが 人民の かちとった 民主 改革の 成果を 奪いと ろうとして います。 

李承晩 一味は、 わが 祖国を アメリヵ 帝国主義の 植民地に かえ、 全 朝鮮人 民を アメリヵ 帝国主義の 奴隸 にしようと 
しています。 …… 

•朝鮮人 民は、 李承晩 一味に 反対す る この 戦争で、 朝鮮民主主義人民共和国と その 憲法を 守りぬ き、 南半 部の 売国 
的な かいらい 政権を たたきつぶして、 わが 祖国の 南半 部を 李承晩 一味の 反動的な 支配から 解放し、 真の 人民 政権と 
しての 人民委員 会を 南半 部に 復活 させ、 朝鮮民主主義人民共和国の 旗の もとに 祖国 統一の 偉業を 完成し なければ な 
りません。 

われわれが すすめて いる 戦争は、 祖国の 統一と 独立、 自由と 民主主義の ための 正義の 戦争であります」 

首相は、 人民軍と 共和国 南半 部 人民の 戦闘的 課題を つぎのようにし めした。 

「わが 人民軍は 共和国 北半 部の 民主 改革の 諸 成果を かたく 守り、 南半 部の 同胞を 反動的な 支配から 解放し、 人民 
共和国の 旗の もとに 祖国を 統一す るた めの 正義の たたかいで、 勇敢 さと 献身 性を 発揮し なければ なりません。 

…… 全 人民軍 将兵は 祖国と 人民の ために、 その 血の 最後の 一滴まで ささげて たたかわなければ なりません。 
共和国 北半 部の 人民は、 すべての 仕事を 戦時体制に きりかえ、 短期間に 敵を 全滅す るた めに、 すべての 力を 戦争 
の 勝利に むかって 動員し なければ なりません。 

…… 前線の 勝利を 確保す るた めに、 人民軍の 後方を 鉄壁の ように かためなければ なりません。 …… 

共和国 南半 部の 男女 パルチザンは、 遊撃 闘争を いっそうは げしく、 いっそう 勇敢に 展開し、 遊撃隊に 広 はんな 人 
民 大衆を 結集して 解放区を 創設し、 あるいは 拡大し なければ なりません。 

. …： 共和 届 南半 部の 同胞は かいらい 李承晩 政府の 命令 や 指示に 服従す る ことなく、 その実 行を サボ タ 1  シュ L 、 
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敵の 後方 組織を 混乱に おとしいれなければ なりません」 

この 演説は、 その 一言 ひとことが 人民軍と 全人 民に 英雄的 愛国心を よびおこす、 血の たぎる ような 訴えで あっ 
た。 

首相は、 つぎの ような 確信に みちた 予言と 戦闘的な よびかけで、 この 歴史的な 演説を むすんだ。 

「人類の 歴史は、 みずからの 自由と 独立を めざす たたかいに 死を としてたち あがった 人民は つねに 勝利す る、 と 
いう ことを 教えて います。 

われわれの たたかいは 正義の たたかいであります。 勝利は 必ずや わが 人民の 側に 輝く でありましょう。 祖国と 人 
民の ための われわれの 正義の 闘争は、 必ずや 勝利す るであろう ことを わたしは 確信して うたがいません。 

わが 祖国を 統一すべき ときは きました。 勝利の 確信を もって 勇敢に 前進し ましょう。 

すべての 力を、 わが 人民軍と 前線の 援助に ささげよう / 

すべての 力を、 敵 撃滅と 掃討に つくそう / . 

全人 民 的な 正義の 戦争に 総 決起した 朝鮮人 民 万歳/ 

朝鮮民主主義人民共和国 万歳 / 

勝利を たたかいと るた め 前進し よう / 」 

金 日 成 首相の この 歴史的な 放送 演説は、 アメリヵ 帝国主義が 挑発した 不 正義の 侵略戦争に おいて、 アメリヵ 帝国 
主義者と 李承晩 一味を 完全に 撃破 粉砕し、 南半 部を 解放 するとい う 徹底した 反帝 反米 闘争の 革命的 立場を しめす も 
のであった。 

同時に それは、 あくまでも 朝鮮人 民 自身の 力で 世界 「最強」 を 自称す る 帝国主義の 頭目を うちたおし、 最後の 勝 
利を かちとる という 確固たる 自主的な 立場で つらぬかれた 演説であった。 
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演説は 全 朝鮮人 民の 心を とらえ、 かれらを 英雄的な たたかいへ とふる いたた せた。 それは また 硝煙け ぶる 戦線に 
つたえられ、 人民軍 将兵の 不死身の 情熱を 燃えた ぎら せた。 

最高 人民 会議 常任委員会は、 全人 民の 期待の なかで 金 日 成 首相を 軍事 委員会の 委員長に、 朝鮮 人民軍 最高 司令官 
に 推戴した。 こうして 金 日 成 首相は、 きびしい 時代と 危機に 直面した 人民が 委任す る 大きな 歴史的 使命を 遂行す る 
ために、 祖国の 運命を 一身に になって 決然と たちあがった ので ある。 

世界の 耳目は 朝鮮に 集中した。 朝鮮は 世界の 焦点と なり、 朝鮮戦争は 世界情勢の かなめであった。 五大 陸の 人民 
はもち ろん、 政界、 言論 界 、軍部が、 血戦に わきたつ 朝鮮に 視線を そそいだ。 

おどろきと 緊張につつ まれた 世界史の 舞台で、 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相は、 世界 「最強」 を 豪語す るア 
メリ ヵ 帝国主義と 真正面から 対決す る ことにな った。 

これは 彼我の 命運を 決する 仮借な き 対決であった。 結末は、 はたして どうなる のであろう か。 世界は さまざまに 
判断した。 

資本主義 諸国の 親米 的な 上層 部では、 アメリヵの 楽勝に なんのう たがい もは さまなかった。 どんな 予想を たて、 
いかなる 断定を くだそうと、 それは かれらの 自由に まかせれば よい。 しかし、 かれらは 大きな 誤算を した。 

最高 司令官 金 日 成 首相は、 かれらの 「予言」 をみ ごとに くつがえし、 目に もとまらぬ 敏活 さと 寸分の すき もない 
指導力を もっ て 前線と 後方を 指揮した。 

首相の よびかけに こたえて 全国 土は 戦争 一色に 急変した。 一切の 権力は 軍事 委員会に 集中され た。 戦時 状態の 布 
告 、戦時 動員令の 実施、 人民軍 指揮 体系の 改編と 抗日 闘士に よる 各 級 指揮 部の 補強、 新しい 師団の 編成と 各種 技術 
兵種 部隊の 拡張、 予備兵 力の 準備、 戦争の ための 経済と 後方の 改編、 全 党 組織と 党員に 救国 闘争への 決起を よびか 
ける 党 中央委員会の 手紙な ど、 非常 措置が 矢 つぎば やに とられて いった。 
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朝鮮民主主義人民共和国は 創建 後 まだ 日が 浅く、 人民には 現代 戦の 経験がなかった。 

しかし 金 日 成 首相は、 すでに 抗日 武装 闘争の 時期から 堅持して きた 伝統的な 革命 精神で ある 自力 更生の 旗を 高く 
かかげて、 共和国の あらゆる 人的 おょび 物的 力を いっそう 戦闘的に 総動員した。 

そして 軍事戦略に おいては、 人民軍の 進撃と 敵の 背後での 遊撃 闘争を くみあわせる 原則を 守った。 

首相は 敵の 侵攻を 挫折 させて 反撃に 移り、 アメリヵ 帝国主義 侵略者が 大兵 力を 増強す る まえに 敵の 基本 集団を す 
ば やく 撃滅 掃討し、 南半 部の 人民を 解放す る 戦略 的 方針を うちだした。 

これが 戦争の 初段 階に おける 首相の 戦略 計画であった。 

首相は この 戦略 計画に もとづいて、 人民軍 連合 各 部隊の 当面の 戦略、 戦術 的 課題を しめした。 

それは 人民軍 部隊が 西部 戦線、 中部 戦線、 東部 戦線に わたる 三 戦線から いっせいに 進攻 するとい う もので あっ 
た。 主 打撃 方向は 西部 戦線であった。 各 戦線では 協同 作戦を たくみに 組織し、 刻々 とのび て ゆく 戦線への 供給を 敏 
活に 保障す る ことであった。 

最高 司令官の 命令と 戦略 的 方針に したがい、 人民軍 各 部隊は 天を も衝 かんば かりの 勢いで 息つ くひ まも あたえず 
敵を 撃破しながら、 南へ 南へ と 進撃を つづけた。 

主 打撃 方向の 人民軍 部隊は、 東 豆 川、 抱 川 一 帯に おいて 敵の 抵抗を 一挙に 粉砕し、 二十 六日には すでに 護 政府を 
解放した。 

西部 戦線 右翼の 歩兵 連合 部隊は、 西 海 (黄海) 方面に のびる 中部 朝鮮の 突出 部、 甕 津と延 安 半島 おょび、 由緒 深 
い 古都 開城、 長湍な どの 地域を 解放した。 中部 戦線の 人民軍は 加 平、 春 川の 北方 地域に 進出し、 東部 戦線では 江齡 
を おびやかした。 

こうして 三十八度線 以南の 屈曲と 湿地の 多い 西海岸から 山 や 渓谷、 田畑の 多い 中部を へて けわしい 太白 山脈が 走 
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る 東海岸に いたる までの 全 戦線は、 人民軍の 砲声と、 キャ タビラの 音と、 歩兵 部隊の 突擊の かん 声で みちみち、 こ 
っぱみ じんの 運命に おちいった 敵陣は 修羅場と 化した。 

2 侵略者を 撃破し 一路 南へ！ 

最高 司令官は、 敵を 搫 破して 疾風の ごとく 進撃す る 人民軍 部隊に ソウル 解放の 作戦 任務を くだした。 

それは つぎの ような ものであった。 

「ソウルを 西北と 北、 東南と 南から 迂回し、 三十八度線 一帯の 敵を 横 城、 原 州、 利 川、 水 原の 西南と 南方に 展開 
する 敵と に 分離し、 敵の 基本 集団を ソウル 地域で 包囲せ ん滅 する C とに より、 ソウルを はじめ 漢江 以北の 各 都市を 
解放す る こと」 

この 命令に したがって、 人民軍 各 部隊は 攻撃 速度を さらに 早めた。 

議 政府を 突破した 主 打撃 方向の 人民軍 戰車 連合 部隊は、 アメリヵ 空軍の 猛烈な 爆撃と 機銃掃射を ついて 敵の 防衛 
集団に 大きな 打擊 .を あたえ、 ソウルに 迫った。 

一気に 共和国に 攻め こもうと した アメリヵ 帝国主義 者と 李承晩 一味は、 人民軍の 圧倒的な 反撃の まえに、 ただ ぼ 
う 然とす る ばかりであった。 

色を 失った 敵は、 汶 111: 界線お よび 危険の せまった ソウル 東方に かいらい 軍 残存 兵力 六 個 師団を 配置して、 ア メリ 
力 空軍の 援護の もとに 必死になって ソウルの 防備に つとめた。 

こうした 敵情を すでに 洞察した 最高 司令官は、 敵に ときを あたえず 攻撃 速度を さらに 早め、 正面 および 側面から 
攻擊 をく わえ るよう 命令す る 一方、 もっとも 親しい 戦友で ある 民族 保衛 相を よんで ソウル 作戦計画を 説明し、 この 
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作戦を 成功させる ために かれを 前線に 派遣した。 

首相は、 抗日 武装 闘争のと きに、 すべての 指揮官を つねに もっとも 危険な 戦闘 区域に 派遣して 指揮を とらせ、 み 
ずから も その 模範を しめした。 指揮官が 先頭に たつこと によって 遊擊 隊員の 士気と 戦闘力を 高めた ので ある。 

首相は この 経験を 生かした のであった。 

前線の 各 部隊は 最高 司令官の 命令に したがい、 ソウルに たいする 総攻撃を 開始した。 それは 怒滹を まきおこして 
瞬時に 谷間を 湖に かえる 洪水に も 似た 攻擊 であり、 追撃して はこれ を 捕捉せ ん滅 し、 迂回して はこれ を 包囲せ ん滅 
する 変幻自在な 攻搫 であった。 

この ころす でに 敵は、 人民軍の 攻撃を ふせぐ だけの 部隊、 とくに 規律と 戦闘力を そなえた 軍隊を もっていな かっ 
た。 のこされた のは、 ただ 戦意を 失った 敗残兵の 集団で しかなかった。 

ソウルに ちぢこまって いた 敵の 首脳部の あいだで も、 絶望的な 混乱が おこった。 かれらは 人民軍の 攻撃に よって 
ソウルで おこりうる 大騷 動を 未然に ふせごうと、 ソウル 放送を つうじて かいらい 軍が 戦線で 勝利して いると いう デ 
マを 報道しながら、 その 日の 夜に 「政府」 を 大 田に 移そうと やっきに なった。 

二十 七日の 朝には、 アメリヵ 国務省から ソウル 脱出の 指示を うけた アメリヵ 大使 ムチオ が、 あたふたと 真っ先に 
水 原 飛行場に かけつけ、 日本 行きの 飛行機に とびのった。 

しかし、 これは 混乱の 発端に すぎなかった。 

かいらい 軍の 負傷 兵が ソウルに なだれこんで きた。 ソウルは まさに 混乱の るつぼと 化した。 

一方、 ソウルの 包囲 陣は ますますせば めら れ 、人民軍の 空軍は ソウル 上空を 旋回しながら 降伏 勧告の ビラを まき 
最高 司令官の 指示に よって 前線に 派遣され ていた 民族 保衛 相は、 放送を つうじて 降伏を よびかけた。 

二十 七日の 夜に なって 敵の 混乱は 極限に 達した。 それは 人民軍の 獻江 渡河を 妨害す るた めに おこなわれた 漢江橋 
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爆破と なって あらわれた。 

.g  そのと きは まだ、 大部分の かいらい 軍が 漢江 以北に いた。 ソウル 防衛に 狩り だされて いたかい らい 軍と、 強制的 
^  にもし くは 敵の 欺瞞 宣伝に のせられて 南に おしょせる 市民で 漢江 橋が ごったがえして いた そのと き、. 狂い たった ア 
m  メリ カ 帝国主義と かいらい 軍の 頭目は、 この 橋を 爆破して しまったので ある。 そして 数多くの かいらい 軍 兵士と 市 
Lfc 民が 吹きと ばされ、 真っ暗闇の 漢江に 沈んで いったので あった。 

^  東部から ソウルを 攻めて いた 人民軍 歩兵 連合 部隊と 戦車 連合 部隊は、 六月 二十 八日の 朝 突撃に 移り、 ソウル 東大 
齡印 区域に 突入す る 一方、 敵の 南の 退路を 遮断した。 これと 協力して 北部から ソウルを 圧迫して いた 部隊は 彌 阿里- 
H± 帯の 敵を 撃破し、 ソウル 市内に 突入した。 ソウル 市内の 各 区域では 猛烈な 市街戦が くりひろげられた。 

カ  ソウル 突入の 先陣を つとめた 人民軍 戦車兵は、 犯罪の 巣窟で あるかい らい 政府の 「中央 庁」 屋上に、 五角の 星 輝 
W  く M?- とぬ の 共和国 国旗を ひるがえした。 

章  こぅして 朝鮮 人民軍は 敵の 侵略を 粉砕し、 攻撃に 移って 三日 目の 六月 二十 八日 十一 時 三十 分、 ついに ソウルを 完 
細 全に 解放した/ これが 侵略者の 傲慢な 挑戦にたい する 金 日 成 首相と 朝鮮人 民の 断固と した こたえであった / 

開戦 三日 目に してす でに 「首都」 を 占領され て 逃亡す る 敵、 とくに 大言壮語しながら 侵略の 火を つけは した もの 
の、 かえって 支離滅裂の 状態に おちいった 敵の 醜態は、 全世界の 嘲笑の 的と なった。 

四十 年 近い 日本 帝国主義の 支配と、 数年に わたる アメリカ 帝国主義 おょび 李承晩 一味の 反動 支配の もとで、 植民 
地奴隸 生活を しいられて きた ソウル 市民は、 慈しみ 深い 領袖 金 日 成 首相の ふところに いだかれた のであった。 

解放され た 人民は、 「われわれの 敬愛す る 領袖 金 日 成 将軍 万歳 / 」 と 書かれた プラカ ー ドと、 金 日 成 首相の 肖像 
画を 高く かかげて、 声を かぎりに 万歳を 叫びながら ソウル 市内を 行進した。 人民の こぅした 歓喜と 歓呼の 声は、 自 
たちを 飢餓と 屈辱の 泥沼から 救って くれた 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相にたい する、 かぎりない 感謝の念と 
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忠誠 心の あらわれであった。 

六月 二十 八日、 最高 司令官 金 日 成 首相は ソウル 解放に 際して、 全国の 同胞と 人民軍と ソウル 市民に 熱烈な 祝賀を 
おくり、 戦争を 早く 終わらせ、 祖国 統一を 完成させる ために 進擊 している 人民軍を 総力を あげて 援助す るよう 全人 
民に 訴えた。 

ソウル 解放は、 共和国 北半 部を 一挙に 征服し ようとした アメリカ 帝国主義と 李承晩 一味の 凶悪な たくらみを うち 
くだき、 李承晩の 支配 体制を 崩壊の 危機に 追い やった。 敵は 当時の 敗戦の 模様を つぎのように 書いて いる。 

「六月 二十 八日には、 漢 江の 南方で 烏 合の 衆と 化した 軍隊が 逃げ腰で 守備に ついていた。 陸軍 本部は 二十 五日の 
兵籍 薄に 記載され ていた 九 万 八 千 名のう ち、 わずかに 二 万 二 千 名を 確認で きた だけであった。 『アメリカ 軍に つい 
で 強力な 軍隊 だとい われて いた 大韓民国 国軍』 は、 敗北した だけでは なく、 崩壊して しまったの である」 (『韓国 戦 
争』)。 

人民軍の 進撃に 狼狽した アメリカ 帝国主義 者は、 空 海軍を 増強して 前線と 後方に 無差別爆撃を くわえる 一方、 七 
月 二日には 日本 駐屯 アメリカ 軍 第二 十四 師団を 釜 山に 上陸させる など、 陸軍 兵力を も大 々的に 投入した。 

アメリカ 軍が 前面に 進出した ことによって、 アメリカ 帝国主義の 軍部と 言論 界では 戦局の 好転を 信じて いた。 い 
かに 勇猛で 頑強な 人民軍と いえ ども、 不敗を 誇る アメリカ 軍の まえでは 無力であろう、 人民軍は アメリカ 軍には 手 
も 足 もで まいと、 かれらは こう 速断した ので ある。 

ところが、 事実は どうであった ろうか。 人民軍 勇士たち は 敵を おそれる どころ か、 アメリカ 帝国主義にたい する 
かぎりない 憤りと にくしみに 燃えて いた 〇  P 俱 齡芳 の 敵を 徹底的に 撃滅す る 決意に 燃える 朝鮮 人民軍は、 アメリカ 
軍 地上 部隊との たたかいで、 緒戦から せん 滅的な 打撃を あたえた。 

七月 五日、 . t* 似 北方 界 線で アメリカ 軍 第二 十四 師団の 先遣部隊と 接触した 人民軍の 尖兵 区 分隊は、 主力部隊の 到 
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着を 待たず 突撃 戦を 断行した。 戦車が 敵の 防御 陣と 砲兵 火力を 制圧す る あいだに、 歩兵 部隊は 正面と 側面から 敵の 
本陣に 肉迫して 果敢な 攻撃を くわえた。 ある 兵士は 銃剣で 十七 名、 手榴弾で 四十 余 名の 敵を たおした。 兵士の だれ 
もが この 兵士に 負けない 勇敢 さを 発揮した。 

人民軍 尖兵 区 分隊は、 わずか 二 時間たら ずの あいだに、 ア メリ 刀 軍 一個 歩兵 大隊と 一個 砲兵 大隊を 完全に 掃討し 
た。 

アメリカ 軍 地上 部隊との 緒戦で おさめた 人民軍の 輝かしい 勝利は、 領袖と 党の ために、 祖国と 人民の ためにた た 
かう 人民軍の 威力を いんかな くしめ した ものであった。 それは また、 アメリカ 帝国主義 侵略者が 技術と 資源と 数の 
優勢を たのんで みたところで、 結局は 敗北の 運命を さける ことができない という ことを はっきりと 見せて くれた。 

一方、 創設 後 まもない 人民軍 航空隊は、 空中戦で 多くの 敵機を 擊墜 し、 海軍の 第二 魚雷艇 隊は、 1 丈 津 沖合で、 
わずか 四隻の 魚雷艇を もって アメリカ 帝国主義の 重 巡洋艦 一隻を 撃沈し、 軽 巡洋艦 一隻を 撃破した。 これは 世界 海 
戦史に 例の ない 偉勲であった。 

肝を 冷やした 殺人 将軍 マッカー サ— は、 「敵は 攻撃的で あり、 よく 訓練され た 職業的 軍隊で あり、 軍 最高 首脳の 
指揮 もす ぐれた もので あり、 戦略 戦術 もたく みに 駆使して いる」 と 悲鳴を あげ、 少なくとも 完全な 戦闘力を 有する 
五 個の 師団と 三 個の 戦車 大隊が いますぐ 必要で あると わめいた。 

かれは また、 たびかさなる 侵略戦争で 平和な 住民を 大量 殺り くす る ことによ って、 (たとえば ルソン島の 住民の 四 分 
の 一を 無残に 虐殺した ように) 自身を 勝者よ ば わりして きた 以前からの 習性 どおり、 こんど も その 空軍に 命じ、 前線 
ばかりでなく 北半 部の 平和的 産業 施設 や 住宅地区に、 戦争 史上 まれに みる 野蛮な 猛爆 撃を くわえた。 

こうして 戦争の 初期に おいてす でに、 ピョンヤン、 咸與 、興 南を はじめと する 大部分の 都市 や 村落が 灰燼と 化し 
た。 この 情勢から おして 外国の 一部 筋では、 北朝鮮の 戦争 能力は 急速に 減少し、 前線での アメリカ 軍は たやすく 大 
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攻勢に 転じうる であろうと みていた。 

ときを 同じく して アメリカ 帝国主義は、 七月 七日、 国連 安全保障 理事会で その 追従 諸国を そそのかし、 「国連 
軍」 を 組織し、 朝鮮 戦線に 参戦 させ、 それを アメリカ 軍が 管理し、 その 総司令官は アメリカが 任命 するとい う 不法 
な 「決定」 を でっちあげた。 

こうした きわめて 重大な 事態にたい して、 朝鮮と 平和を 愛する 世界の 人民の 非難、 憤激は 爆発した。 •たが、 たけ 
りたった アメリカ 帝国主義は、 「国連軍」 という 名で さらに 多くの 師団を 朝鮮 戦線に おくりこんだ。 「国連軍」 総 
司令官と なった マッカー サー は、 東京に 「国連軍」 司令部を おき、 アメリカ 第 八 軍司令官 ゥォ— 力— は大 田に 第 八 
軍司令部を 設置した。 こうして 朝鮮戦争は 困難 かつ 長期的な ものと なった。 

しかし、 この 戦争で 朝鮮人 民は ますますき たえられ、 戦争 勝利にたい する 金 日 成 首相の 信念には かわりが なかっ 
た。 

こうした 信念は、 朝鮮戦争と かんれんした 『ユマ ニ ティ』 紙 記者の 質問にたい する 回答に おいても 明確に 知る こ 
とがで きる。 

朝鮮戦争の 展望に ついての 質問にたい して、 金 日 成 首相は、 「もし 外国の 武力干渉がなかったなら、 朝鮮での 戦 
争は すでに 終って いるは ずで ある。 もちろん アメリカの 千 渉は 戦争を ながびかせ ている。 われわれは、 勝利を たや 
すく えられる ものとは 予想して いない。 しかし 朝鮮人 民は、 アメリカ 武力 侵略者を わが 朝鮮から 完全に 駆逐し、 終 
局 的な 勝利を かちとる までた たかう かたい 決意を もっている」 と 確答した。 

アメリカ 帝国主義の 残忍な 盲爆に よる 被害が 戦争 終末に 影響を およぼす か、 との 質問にたい しては、 こうこた え 
た。 

「アメリカ 帝国主義 者の 野獣の ような 暴行は、 アメリカ 武力 侵犯 者にたい する わが 朝鮮人 民の 憎悪を いっそう 燃 
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えたた せて いる" こう L た 蛮行は、 自由と 独立の ための 闘争で、 朝鮮人 民の 力を 弱める どころ か、 かえって 増大 さ 
せて いる」 

金 日 成 首相は、 世界で もっともごう 慢で 野蛮な アメリカ 帝国主義を 決定的に うちくだく ために、 一九 五〇年 七月 
八日の 放送 演説を つうじて、 全人 民と 人民軍に、 アメリカ 帝国主義を 撃滅す るた めの 全人 民 的 民族 解放 _ 争に たち 
あがる よう 訴えた。 

首相は、 ヒ トラー にお とらない アメリカ 帝国主義の 破廉恥で 悪らつな 侵略行為と 野獣 的 蛮行を 暴露し、 人民に 高 
潔な 民族的 自尊心と、 侵略者にたい する 不屈の 闘志に つらぬかれた 熱烈な 愛国心を よびおこしながら、 つぎの よう 
にの ベた。 

「われわれは アメリカ 帝国主義 者が、 わが 祖国の 領土で おかして いる 罪悪を 断じて ゆるさず、 わが国の 平和な 都 
市と 農村に 野蛮な 爆撃を くわえ、 われわれの 父母、 兄弟 姉妹 や あどけない 子どもたちを 虐殺して いるのを ゆるす こ 
とがで きません。 

われわれ だけでなく、 われわれの 子孫 も、 祖国の 山河を 人民の 血で そめた 野獣、 アメリカ 帝国主義 侵略者を いつ 
まで も、 永久にの ろい つづける でしよう。 

祖国の 栄誉と 民族の 運命を とうとぶ 朝鮮人で あれば、 だれかれ をと わず、 アメリカ 帝国主義 者の 侵略に 反対す る 
祖国 解放の 正義の たたかいに 総 決起し なければ なりません」 

つづいて 首相は、 「祖国の 自由と 独立を かちとる 事業は 朝鮮人 民 自身が なすべき こと」 であると いう 確固と した 
主体的な 立場、 自力 更生の 革命 精神を 強調し、 全人 民と 軍隊に 戦闘的 任務を あたえた。 

首相は 戦争の 勝利と 人民軍の 援護の ために、 共和国 北半 部と 解放 地域の 人民は 生産を 最大限に 高め、 後方を 鉄壁 
の ごとく かため、 男女 パルチザンと 未 解放 地区の 人民は 敵の 背後で アメリカ 帝国主義 侵略者と その 手先に 仮借な き 
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攻擊 をく わえ、 これを 掃討せ よと 訴えた。 

さらに、 かぎりない 愛と 期待を こめて、 人民軍の 戦闘的な 任務を つぎのように 明示した。 
r 英雄的な 人民軍 兵士、 下士官、 将校 諸君 / 

全 朝鮮人 民は 大きな 愛と 誇りを もって、 祖国と 人民の ための たたかいに おいて 諸君が 発揮して いる 偉勲を 見守っ 
ている。 

悪らつな 侵略者 どもを いっそう 容赦な く、 決定的に 撃滅し よう / わが国 土から アメリカ 帝国主義の 略奪 者と そ 
の 手先 どもを 1 人の こらず 全滅. しよう。 

人民軍 将校 諸君/ 

現代 戦の 指揮 法を たくみに 適用せ よ。 大胆に 部隊の 機動 作戦を 実施して 敵を 包囲 全滅せ よ。 わが 軍の すぐれた 技 
術を 完全に 利用し よう」 

首相は、 演説の 最後を つぎの ような 訴えで むすんだ。 

「先祖 代代の 遺骨が うずめられて おり、 そして われわれの 愛する つぎの 世代が 育って いる わが 祖国の 山河から、 ア 
メリ カ 帝国主義 者を 完全に 駆逐す るた めに 前進し よう。 朝鮮民主主義人民共和国の 栄誉 ある 旗を、 釜 山、 木 浦、 済 
1 島の 山にまで 高く ひるがえす ために、 われわれの 正義の 解放 闘争を 完全な 勝利で かざろう。 

勝利を めざして 前進せ よ/. 

朝鮮の 自由と 独立 万歳 / 」 

金 日 成 首相の この 演説は、 全人 民と 人民軍の 炎の ような 敵愾心を 燃え あがらせ、 かれらを 領袖の まわりに かたく 
団結 させ、 領袖の 指導の もとに アメリカ 帝国 i 者を 完全に 掃討す る 決意を かためさせた。 それは また 全人 民と 人 
民 軍に、 アメリカ 帝国主義にたい する 大 掃討 戦を 命じた 民族 至上の 命令で あり、 アメリカ 帝国主義が 敗北す るで あ 
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ろうこと をはっ きりと 警告した、 かれらの 侵略にたい する 憤怒の 回答で も あった。 

最高 司令官の 命令を うけた 人民軍 将兵は、 さらに 敏活に たたかい、 ますます 攻撃を 強めた。 そして、 七月 八日に 
は、 KP 解放し、 ひきっづいて SM、 髮、 i 娜 、需 ,:: #il 、 配 ^! 鬆 などを ふくむ 広大な 地域を 解放し 

た。 

たたかいが すすむに つれて、 首相の まえには、 早急に 解決し なければ ならない 困難な 問題が、 つぎつぎと 提起 さ 
れた。 

アメリヵ 軍の 兵力が 増強され ていく 条件の もとで、 ひきつづき 人民軍の 進撃 路を 切り ひらく 問題、 正義の 戦争に 
たちあがった 青年 学徒の 入隊に よって 急増した 人民軍の 隊列を 質的に 強化す る 問題、 解放 地区の 拡大と 戦線が のび 
るに つれて 提起され る 軍需 物資の 輸送を 改善す る 問題、 東海岸 および 西海岸の 防備を 緊急に 強化す る 問題、 南半 部 
地域の 民主化 事業な ど、 なすべき ことは かぎりがなかった。 

首相は、 敵の 爆撃と 焼夷弾の ために 焼 野原と 化した 村を 見 まって は、 敵 撃滅へ と 農民の 士気を よびおこし、 夜 
半、 敵機の 照明弾に 照らされた 砲煙け ぶる 前線に も 姿を 見せて は、 兵士たち を 激励した。 身辺の 危険な どかえ りみ 
ようと もしなかった。 副官たち は、 ひととき も 気を やすめる ことができなかった。 

前線を 視察す る 金 日 成 首相は、 戦闘員の 士気と 戦闘 能力、 戦略 物資の 供給、 負傷 兵の 治療、 指揮官の 部隊 管理な 
どに こまかく 気を くばり、 具体的な 指示を あたえた。 

首相は、 前線に おける 戦闘 指揮を 敏活に おこなうた め、 前線 司令部を もうけた。 ここには、 金策、 姜 健の 両 同志 
をは じめ、 抗日 パルチザン 闘士たち を 任命した。 それから 軍隊 内の 政治 活動を 強化す るた め、 軍事 委員 制度を 実施 
した。 

一方、 首相は 前線の 要求を 敏活に みたし、 前線と 後方を さらに 強化す るた めに 一連の 対策を 講じた。 


232 


2 侵略者を 撃破し 一路 南へ！ 


首相は、 急速に 南に のびる 前線を 支援す るた め、 前線 司令部の 後方 基地を ソウルに おいた。 この 措置に よって、 
ソウルは 軍需 供給 基地 および 負傷 兵にたい する 後送 治療 基地と なった。 戦争 勝利に むかって たちあがった 南 朝鮮の 
人民を、 人民軍の 後方 援助に 動員す る 点から もき わめて 適切な 措置であった。 

解放され た 南 朝鮮 地域 および、 北朝鮮で 前線 ゆきを 志願す る 無数の 男女 青年を 組織して 多くの 予備軍を 編成し、 
それにと もな う 幹部の 補充 も 適切に おこなわれた。 

さらに 首相は、 後方に おける 全人 民 的な 防衛 体系を ととのえる ための 緊急対策を たてた。 

首相は、 敗走す る アメリヵ 帝国主義 侵略者が ぼう 大な 空、 海軍を 動員して わが 軍の 背後に 上陸を 企てる であろう 
ことを 予見し、 これを 適時に うちくだく ためには 後方、 とくに 重要な 海岸 地帯の 防衛を 強化すべき であると 考え、 こ 
れ にもとづいてな がい 海岸線を 中心に、 各地で 人民軍を 基本と した 全人 民 的な 防衛 体系を うちたて るよう 指示し 
た。 なかで も 敵の 上陸 地点と 予測され る 仁 川— ソウル 地区に 強力な 防衛 体系を ととのえる よう、 京 幾 道 防衛 地域 軍 
事 委員会に 特別の 指示を あたえた。 

金 日 成 首相は、 こうした ぼう 大 かつ 困難な 課題を 遂行す るには 非常な 努力が 必要で あると 説きながら、 腕を こま 
ねいて 人民の たすけを もとめたり せず、 主体的な 力に よって 必ず 解決すべき であると 強調した。 

軍事 指導の かたわら 金 日 成 首相は、 解放 地区に おける 諸般の 民主 改革を 指導した。 

解放 地区に おける 民主 改革は、 そこの 人び とを 解放 前の 無 権利と 貧困から 救いだ して、 北半 部の 人民と 同じよう 
にかれ らを 政権 およびす ベての 財貨の 主人の 座に つかせ、 かれらの 燃えた ぎる 熱意を 戦争の 勝利へ 組織 動員す る、 
金 日 成 首相の 革命的 構想の 実現 過程であった。 

ことは 決して やさしく はなかった。 

敵は 逃走に 際して すべてを 破壊し、 多くの 人民を 虐殺した。 共産主義 隊列 内に もぐりこんで いた 敵の 手先は、 南 
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朝鮮 労働党を 破壊し、 人民に も 害を およ ぽ していた。 しかもいた ると ころで 戦争の 砲火が とどろき わたって いた。 

首相は こうした 事態を 考慮して、 多くの すぐれた 幹部を 北半 部から 派遣し、 南半 部の 人民を 援助した。 こうして 
各地に 労働党の 各 級 機関 や 社会 団体が 組織され、 人民委員 会の 復旧に ついで 各 級 地方 人民委員 会 選挙が 人民の 歓呼 
のうちに 実施され た。 

これに もとづいて、 敵の 機関 および 地主の 土地を 無償で 没収し、 それを 雇用 農民と 土地の ない 農民、 わずかな 土 
地し かもたない 農民に 無償で 分与す る 歴史的な 土地改革が 実施され た。 有史以来は じめ て 土地の 真の 主人と なった 
南 朝鮮 農民は、 かぎりない よろこびにつつ まれた。 

土地改革に つづいて、 労働法 令を はじめ 社会の 民主化を すすめる 多くの 革命的な 措置が とられた。 

南 朝鮮の 人民は、 解放を もたらし、 住みよ い 世の なかを つくって くれた 金 日 成 首相を 心から 信頼し、 敬慕の 情を 
おさえる ことができなかった。 

首相は 多忙な 時間を さいて は 解放 地区の 人民を たずね、 かれらの 生活に 心を くばった。 

こんな こと も あった。  ， 

首相が ありきたりの 軍服を 着て、 ある 農家の 内庭には いったと きであった。 土間の かまどの 前で 仕事を していた 
農家の 主婦は、 自分に あいさつ する 相手が だれで あるか も 知らず、 ていねいに 会釈を かえした。 しばらく 首相の 顔 
を 見つめて いた 農家の 主婦は、 「どこかで お会いした ような 方です が …… 」 とつぶ やいた。 

しかし、 敵に 支配され ていた 暗黒の 世から 解放され たばかりの 農家の 主婦が、 金 日 成 首相に 会って いようは はず 
はなかった。 彼女は だれな のかを 思いだ そうとで もす るかの ように、 将軍の 顔を じ いっと 見つめて は 首をかしげ 
た。 なに かを いっしよう けんめい 思いだ そうとし ている 様子だった。 そしてい そいで 部屋の 戸を あける と、 壁に か 
人って いた 大きな 写真を 見 あげた。 金 日 成 首相の 肖像であった。 彼女は 視線を ふたたび 首相に 移した。 彼女は その 
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かが だれで あるかを 悟った の だ。 その 瞬間、 おどろきと 感動の あまり、 農家の 主婦は 涙を うかべた まま •ほう 然とた 
ちす くんで しまった。 

「首相 さま/. わたしは まさか . 、首相 さま、 ありがとう ございます / 」 

一 農家の 生活にまで 心を 配る 首相にたい して、 農婦が 口に する ことができた ことばは、 ただこれ だけであった。 

この エ ピソ— ドーつ だけを みても、 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相に たいする 南 朝鮮人 民の 燃える ょうな 敬慕の 情を う 
かがい 知る ことができる であろう。 

こうして 民主 改革は、 南 朝鮮の 人民に 人民 民主主義 制度の 優越性を しめし、 かれらを 金 日 成 首相と 党の まわりに 
かたく 団結させる 契機と なった。 

それは また、 アメリヵ 帝国主義 者と 李承晩 一味の 政治 経済的 土台を 一掃して、 かれらを 孤立 させ、 南 朝鮮人 民の 
革命的 熱 S を 戦争 勝利へ と 組織して いくうえ で 大きな 音 1 を もつ ものであった* 

南 朝鮮の 人民は、 かれらの 解放を もたらし、 かれらを 新しい 世の なかの 主人に して くれた 領袖と 労働党の 恩に む 
くいる ため、 戦争 勝利に すべてを なげだして たちあがった。 

解放 地域の 人民は 民主 改革に 積極的に 参加し、 破壊され た 経済の 復旧 建設に 力を そそいだ。 和 順、 _一 ¥; 越 ルな どの 炭 
鉱で は、 敵が 破壊して いった 炭抗が 短時日の あいだに 修理 復旧され、 京 仁 地方と 広 ffls 、 *? ;llt など、 全壊され た 工業 
中心地で も 復旧作業が 活発に すすめられた。 

解放 地域の 人民は、 各地に 武装 自衛隊を 組織して は 村 や 都市を 守りながら 防衛 施設を 築き、 反 スパィ 闘争を くり 
ひろげて 後方を しっかりと かためて いった。 解放区の 人民は 敵の 猛爆 撃の なかで 橋を たてなおし、 砲火を くぐって 
前線に 弾薬、 食糧 その他の 軍需 物資を はこび、 人民軍の 傷病兵を 手厚く 看護した。 

それば かりで なく、 数十 万に のぼる 男女 青年 学生が アメリヵ 帝国主義 侵略者を うちたおす ため、 先を きそって 義 
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勇 軍の 隊列に くわわった。 

アメリカ 帝国主義 者が 無差別爆撃と 殺り くを ほしいままに していた とき、 金 日 成 首相は 人民を 解放し、 かれらに 
新 生活を もたらし、 軍隊と 人民を 革命的に 組織 教育す る ことによって 無限の 威力を つくりだした。 

金 日 成 首相は 軍隊と 後方を 立体的に、 強力に 築き、 総力を あげて アメリカ 帝国主義に たいする 大 せん 減 戦を 展開 
した。 

首相の 視線は 大田に そそがれた。 大田 —— ここに アメリカ 軍を 追いつめ、 朝鮮人 民の 本領を しめす の だ。 首相は 
こう 決心した。 

大 田は 南 朝鮮の 重要 都市の 一つで、 嶺南 (慶尚 南北 道) と 湖南 (全 羅 南北 道) 地方を むすぶ 戦略上の 要衝で あっ 
た。 

ソゥルから 敗走に つぐ 敗走を かさねてき た 敵は、 大田を 「臨時 首都」 にさ だめ、 ここに 大兵 力を つぎこんだ。 と 
くに アメリカ 帝国主義 侵略者は、 アメリカの 歴史上 最強の 「常勝 師団」 とよ ばれて いた 第二 十四 師団と アメリカ 軍 
の 全 火力を ここに 集結 させた。 

敵は 大田を 死守す るた め、 錦 江と 小 白山 脈の 要害を 利用して 有利な 地点 ごとに 強固な 陣地を 構築し、 この 界線を 
r 不 撤退 線」、 「最終 防衛 線」 であると 公言して はばからなかった。 

この 界 線を 突破し なければ、 大田 以南の 地域に 進攻す る ことは できなかった。 また この 界線を 突破して こそ、 ア 
メリ カ 軍に よって 人民軍の 進撃が 挫折され るだろう という アメリカ 帝国主義の 高慢な 妄想と、 アメリカ 軍の 「強大 
性」 にかんする 「神話」 を 粉砕す る ことができる のであった。 

じつに 大田 解放 戦の 勝敗い かんは、 アメリカ 帝国主義の 鼻柱を くじく ことができる かどう かとい う 問題で あり、 
それは また、 以後の 作戦に も 大きな 影響を およぼす ものであった。 
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したがって 人民軍 連合 部隊は、 いかなる 犠牲を はらおう とも 必ず、 そして 迅速に 大田を 解放し なければ ならな か 

った。 

金 日 成 首相は、 軍事 情勢と 敵 味方 相互の 力関係、 戦争の 推移と 展望を するどく 分析し、 大田 解放を めざす 周到 緻 
密な 作戦計画を たて、 直接 その 指揮に あたった。 

首相は この 戦闘で、 人民軍の 各 兵種 間の 緊密な 協同 作戦に よって 敵の 正面 および 側面を 強力に たたき、 同時に 一 
部の 部隊を 大田 南方に 迀 回させ、 敵の 背後に 深く 浸透して、 敵の 退路と 増援 路を 遮断し、 これを 包囲せ ん滅 する 作 
戦を もちいた。 

すなわち、 アメリヵ 帝国主義 侵略軍の 主力部隊と 南へ 敗走 中であった かいらい 軍の 大兵 力を 袋小路に 追いつめ、 
これを のこらず 全滅させる 考えであった。 

こうす る ことによって、 恐怖に ふるえながら 敗走す る 侵略者に 深刻な 軍事 政治的 敗北を あたえ、 全面的な 混乱に 
おちいらせようと したので あった。 

これは、 困難な 抗日 武装 闘争の 時期に あみだした 神出鬼没の 遊撃戦 術、 とくに 敵の 大部 隊を 機敏な 大 包囲 作戦に 
よって 奇襲 掃討した 偉大な 戦略 戦術を 現代 戦に 適用した、 卓越した 戦術であった。 

七月 十八 日、 最高 司令官の 命令に よってす でに 論 山 一帯に 進出して いた 人民軍 連合 部隊は、 大田 南方へ と 迂回し 
はじめた。 敵の 背後と 側面に むかって 迂回す る 戦闘員たち は、 敵の きびしい 警戒 網を 切りぬ け、 ひそかに 強行軍し 
なければ ならなかった。 かれらは、 抗日 パルチザンの 将帥で あり、 朝鮮 人民軍の 最高 司令官で ある 金 日 成 首相が 
直接く だした 戦闘 命令を 遂行す る 栄誉に はげまされ、 想像を 絶す る 苦難を 克服し、 大田 南方と 東南 方に 陣地を 占 
めた。 

これと ときを 同じく して、 英雄的な 渡河 作戦に よって 錦 江を わたった 一連 合 部隊は、 大田 北方の 太平 里 付近で、 ア 
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メリ カ 第二 十四 師団 十九 歩兵 連隊を 包囲して 分散 せん 減し、 ひきつづき 大田 西北に 進出した。 また 鳥致院 、清 州 方 
面から 攻撃して きた 部隊は 大田 北方に 進出した。 

十九 日の 午後、 包囲を 終えた 朝鮮 人民軍 連合 部隊は、 二十日 早朝、 大田 市街にたい する 総攻撃を 開始した。 各種 
の 砲門が いっせいに 火ぶ たを きり、 すさまじい 砲煙を ついて 強力な 戦車 部隊を 先頭に 四方から 市街に 突入す る 人民 
軍の 猛攻撃は、 泰山を もくずさん ばかりであった。 

これが 敵の いう r 不 撤退 線」 なのか？ 神話の 創造者で ある 「常勝 師団」 は、 天地を ゆり 動かす 砲声の なかで ね 
むって いたと でもい うのであろう か？ いや 敵は 死物 狂いに 抵抗した。 しかし、 なんの 効果 もなかった。 アメリカ 
帝国主義の r 最 精鋭」 部隊 も、 朝鮮 人民軍の まえでは 虎に にらまれた 小犬 同然であった。 

ここで、 大田 戦闘に かんする 敵側の 記録を 見る の も 興味 ある ことであろう。 

「かれら (人民 引用 者 註) は 守備 軍を 正面から 攻撃して、 その 自由を しばり 後退を よぎなくさせる 一方、 迂回 
または 浸透 作戦に よって 守備 軍の 背後に 進出し、 その 退路を 遮断 するとい う 戦術を もちいた。 ある 特定な 時点で、 
ディ ーン であれ、 ほかの 指揮官で あれ、 背後の 状況を 把握す る ことは 不可能であった。 それは …… 、アメリカ 軍の 
指揮者たち がそれ と 気づいた ときにはす でに おそかった ほど、 看破す るに 困難な 戦術であった。 …… アメリカ 軍は 
崩壊し、 救える もの だけを 救った。 …… 

二十日の 朝に なって、 もう 二日 間 持ち こたえれば 増援 軍が つく かも 知れない という ディ— ンの 希望は 失われた。 
士気を なくした 守備 部隊の 兵力は、 市内へ 退却し はじめていた し、 市を 包囲した 敵の 火線は ますます その 環を ちぢ 
めて いた」 (『韓国 戦争』)。 

大田 市内の 敵は 大 混乱に おちいって いた。 それは 軍隊と いうよりも、 逃げ道を もとめて 絶望的に 狂乱す る 盗賊の 
群であった。 これ また 逃げ口を さがして 砲煙の なかを 走り まわって いた アメリカ 軍 第二 十四 師団長 ディー ンも 、ち 
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ょうど 同じ 時刻に、 まぎれ もない 侵略者の 末路の ほろ 苦さを たっぷりと 味わっ ていた。 

すでに 生気を 失って いたかれ は、 威風 あたりを はらって すすむ 人民軍の 戦車め がけて、 やぶれ かぶれに ピストルを 
放った。 戦車は びくと もせずに とおりすぎた が、 ディ ー ンは 最後の 一発まで うちまくった 。ディ— ン のこう した 行 
為は、 いかなる 小説家と いえ ども 想像で きない 絶望した 者の 狂気の 発作 以外の なにもので もなかった。 しかし その 
あとの ディ ーン は、 もっとみ じめ であった。 かれは かいらい 軍に 変装して 逃亡を はかった が、 人民軍 兵士に 生 捕り 
にされ てし まった ので ある。 

ディ ーンの 境遇は、 アメリカ 帝国主義の すべての 妄想 家たち に 多くの 象徴的な 問題を なげかけた 。アメリカ 軍 第 
二十 四 師団を はじめ、 大 田の 敵軍は 壊滅し、 市街は 解放され た。 

大田 戦闘に おける 人民軍の 圧倒的な 勝利は、 金 日 成 首相の すぐれた 戦略 戦術と 人民軍の 威力を 全世界に しめし、 
人民軍は アメリカ 帝国主義の いかなる 軍隊を も 撃破し、 最後の 勝利を たたかい とる ことができる ことを 実証した。 

アメリカの 強大 性に かんする 「神話」 はく ずれた。 アメリカ 帝国主義が 誇りと していた、 いわゆる 「勝利の 歴史」 
は 終止符を うち、 かれらは 敗北の 急坂を ころがり おちて いった。 とくに r 最 精鋭」 を 看板と していた アメリカ 軍 第 
二十 四 師団の 惨敗は、 アメリカ 帝国主義を 不安に おののかせた。 

アメリカ 帝国主義 侵略者は、 この 戦闘で こうむった 深刻な 敗北から、 金 日 成 首相の すぐれた 戦略 戦術と 人民軍の 
政治的、 軍事的 優越性には、 いかなる 軍事 技術的 優位 や 戦略 戦術と いえ ども それが 完全に 無能で あると いう こと 
を、 いっそう 深刻に 感じる ようになった。 

大 田で 惨敗した アメリカ 帝国主義 侵略軍は、 最後の 拠点で ある 釜 山に むかい、 算を 乱して 敗走した。 

各 前線の 人民軍 将兵は 敗走す る 敵を 追撃しながら、 急速に 南下して いった。 

大田 解放に つづいて 七月 二 十二 日には 木 浦を、 二十 三日には 光州を 解放し、 さらに 南 原、 求 礼、 順 天、 麗 水、 
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邴郎、 齡艇、 S P 纪歡な どの 諸 地域を 解放した。 八月 二日には 敵の 大邱 方面 防衛の 要衝で ある 金 泉を 解放し 
た。 

こうして 勇猛な 人民軍は、 開戦 後わず か 一か月の あいだに、 南半 部の 全地 域の 九〇 パ— セント 以上と 人口の 九 二 
パー セントを 解放した。 

齡 した 敵は、 支 離 «$ 歡にな って 朝鮮の 東南 端で ある 釜 山の 三角 地に 追いつめ られ ていった。 

釜 山は 絶望と 恐怖に おののく 敵の ^ 羅 場であった。 せまりく る 死の かげと、 ちりあくたの ように 玄海灘 に 追い お 
とされる であろうと いう 絶望 感で 、かれらは 気 も 狂わん ばかりであった。 

敵は 当時の 釜 山の 様子を つぎのように 書いて いる。 

「敗退に つぐ 敗退で 釜 山の 空気は 沈滞し、 国連軍の 全面的な 後退を 予測して 恐怖に ふるえ、 まひして いた」 (『斡 
国 動乱 史』) 

「半島の 片隅の 小さな 橋頭堡 (签山 橋頭堡) にあえぎながら 集まって くる 戦闘員は、 精根つ きは て 士気 あがらず、 
やりばの ない 不満に みちて いた」 (『韓国 戦争』) 

敵が なしうる C とは、 最後の あがき だけであった。 釜 山に いた アメリカ 軍 第 八 軍司令官 ゥォ ー カ— は、 東京の マ 
ッカ ー サ— に、 アメリカ 軍の 至急 増派を 嘆願し、 マッカ ー サ ー は、 r 韓国は 危機に 直面」 とうめ き 声を あげて トル 
丨 マンの 神経を いらだたせ、 大兵 力の 急派を 求める のに やっきと なって いた。 

釜 山— 東京— ヮシントン 間の 無線通信は 昼夜の 区別な く、 どなり 声と 悲鳴で いらだって いた。 

敵は、 五 個の 師団と 一個 独立 連隊の アメリカ および ィギリス 軍と、 手 あたりし •たいに かき 集めた 八 個 師団の かい 
らい 軍兵 力を »? 東 江 一帯に 集中し、 人民軍の 進攻を くいとめようと 死物 狂いであった。 

金 日 成 首相は、 窮地に おちいった 敵が あがけば あがく ほど 瞬時 も 攻撃の 手を ゆるめず、 滅亡に 追い やらなければ 
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ならない と 訴えた。 

首相は つぎのようにの ベた。 

「戦闘は、 戦争の 最後の 段階には いってます ますは げしくなる。 . アメリヵの 干渉 者と その 手先 李承晩 一味 

を 壊滅 させ、 祖国の 地から 帝国主義 侵略者を 掃討す る ことは、 諸君の 不屈の 闘争 精神と 強靱 さと 軍事的 機能に かか 
って おり、 祖国にたい する 自己の 義務を まっとうしよう とする 諸君の 決意に かかって いる。 われわれは、 短時日の 
うちに 祖国から アメリヵ 侵略者を 追いだ す ことができ るし、 また 必ず 追いだ さなければ ならない」 

最高 司令官の 戦略 的 方針に したがって、 人民軍は 幾重に もは りめ ぐらされ た 敵陣を 突破して 疾風の ように 洛東江 
戦線へ 進出して いった。 

洛東 江、 釜 山—、 この ことばは すべての 兵士の 胸を 高なら せた。 この ことばを 耳に すると、 綿の ように 疲れて 倒 
れて いた 兵士 も 元気を とりもどして たちあがった。 息を ひきとる 寸前に も、 兵士たち はこの ことばを 口にして 手に 
していた 弾丸を 戦友に やる のだった。 

人民軍の 威力に おそれを なした 侵略者 どもは、 夜は 陣地 内 深く に 逃げ こみ、 夜が 明ける と 空 一面を おおう 空軍と 
砲の 援護の もと、 戦車を たてに 必死の 攻撃を くりかえした。 

敵は 技術 機材 も 師団の 数 も 多かった。 敵機は 一日中 わが 軍の 上空を おおい、 銃砲 弾の 雨を ふらせた。 山が 燃え 岩 
がく ずれ、 川の 水 も わきたった。 

しかし 不死身で ある 人民軍 将兵は、 敵を 北部と 西部から 包囲せ ん滅 する 作戦 方針に したがい、 屯 舘、‘ 公山、 ^ 
項を はじめ 各地で、 敵に せん 滅的な 打撃を あたえた。 ときには 砲煙弾雨を くぐって 敵陣 深く 突入し、 ときには 誘引 
包囲して 敵を せん 減した。 

洛東 江は 鮮血で 真っ赤に そまった。 すべてが 火を ふいた。 あらゆる 空間は 敵 味方の 砲弾と 硝煙で みたされ、 頭上 
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では 敵機が 狂った ようにと びかって いた。 こうした 死闘の なかで、 士気 あくまで 高く ひきつづき 勝利を かさねてい 
たのは 人民軍で あり、 恐怖に おののき ふるえて いたのは アメリカ 帝国主義 侵略者と その 雇傭 軍であった。 

いかなる 強敵 も 荒れ狂う 風波 も、 金 日 成 首相にたい する 人民軍 将兵の 燃える ような 忠誠 心を まげる ことは できな 
かった。 焼けつ くような 塹壕で たたかう とき も、 銃剣を きらめかせて 敵陣に 肉迫す る突擊 戦のと きも、 心は 金 日 成 
首相と 人民にたい する 忠誠 心で 燃えて いた。 

抗日の 将帥で ある 金 日 成 将軍に よって 組織され、 きたえぬ かれた 軍隊、 白 頭の 革命 思想と 現代 兵器で 武装した 軍 
隊 、将軍の 天才 的な 戦略 戦術を 活用す る この 軍隊の まえには、 いかなる 敵 も 刃む かう ことができなかった。 

おろかに も アメリカ 帝国主義 者が 見くびって いた 朝鮮 人民軍は、 必勝 不敗の 思想と 不屈の 闘志、 すぐれた 戦略 戦 
術と 戦 11] 能力を かねそなえ、 複雑な 現代 戦に 精通した もっともす ぐれた 鋼鉄の 軍隊であった ので ある。 

3 試練に たえ、 新たな 打撃戦へ 

戦線は 激動して いた。 

洛東江 以南の せ •まい 地域に 追い こめられ、 玄海灘 の もくずと なる 危機に 直面して いた アメリカ 帝国主義 侵略者 
は、 いかなる 代価を はらって でも その 侵略 計画を なしとげようと 必死にな った。 

アメリカ 帝国主義は 増援 部隊の 量を たのんで 洛東江 地域に おける 反攻を 企図しながら、 一方で. は 太平洋 方面の 陸 
海 空軍と 地中海 艦隊の 一部、 これにく わえ て、 イギリス、 フランス、 フィリッピ ン 、トル n など 追従 国の 軍隊まで 
動員して、 仁 川 上陸作戦を 強行し ようとした。 

敵は この 作戦を 成功させる ことによって、 仁 川、 ソゥル、 原 州 地域に 強力な 戦線を しき、 人民軍の 前線と 後方を 
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切断し、 洛東江 一帯で 反攻 撃に でる 集団との 連合の もとに、 前線の 人民軍 主力部隊を 「包囲 せん 減」 して、 朝鮮 全 
土を 占領し ようとた くらんだ。 

金 日 成 首相は こうした 敵の 企図を いち 早く 看破し、 一連の 対策を 講じた。 首相は 洛東江 戦線の 人民軍 連合 部隊 
に、 敵の 反攻 擊 企図に そなえて 有利な 地点を 堅持し、 部隊 相互の 連絡を 密に して 強力な 防衛 陣地を 組織す る ことを 
命令した。 

これと ともに、 仁 川— ソウル 間の 防衛に 深い 注意を はらった。 首相は、 まだ 戦争が はじまった ばかりの 七月のは 
じめ に、 すでに 西海岸、 とくに 仁 川— ソウル 地区の 防衛を かためる ことを 京 幾 道 防衛 地域 軍事 委員会に 命令して い 
た。 

そのと き 首相は 京 幾 道 地区を 七つの 防衛 地域に わけ、 各 区域に 十分な 軍事力を 増強すべき 課題を あたえた。 とく 
に 仁 川 周辺にたい しては 三つの 防衛 線を 地図に しるし、 そこに 新しく 編成 中であった 連合 部隊を 配置す る ことまで 
しめした。 しかしの ちに 明らかになった ように、 京 幾 道 防衛 地域 軍事 委員会の 責任 ある 地位に もぐりこんで いた ス 
パィ 李 承 痒 一味は、 この 命令を 実行し なかった。 

これは スパィ ー味の 悪らつな 反革命 的 行為であった。 敵の 大 軍は、 ほかならぬ この 仁 川に むかって 集結しつつ あ 
った。 

金 日 成 首相は 新たに 緊急対策を たてねば ならなかった。 首相は 西海岸 地域の 反 上陸 防衛 線を 迅速に 強化す るた め 
に、 西海岸 防衛 司令部を 組織し、 仁 川— ソウル 地区に 急速に 兵力を 動員した。 

九月 十三 日、 突然 敵は 千 余の 爆撃機 および 戦闘機の 援護の もとに、 三百 余隻の 艦船と アメリヵ 帝国主義の 第 十 軍 
団 管下の 米 海兵 第一 師団、 米 第 七 師団、 特殊 工兵 旅団 および かいらい 軍、 追従 国 軍隊な ど、 五 万 余の 大兵 力を 動員 
して 仁 ; II 上陸作戦を 開始した。 
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こうして 人民軍は、 洛東江 戦線と 仁 川— ソゥル 地区の 両 戦線に おいて、 優勢な 敵と 正面から ぶつかり 苦しい 戦闘 
を おこなわなければ ならな くな った。 

仁 川の 関門 ともいうべき 月 尾 島は、 たえまなく ふりそそぐ 敵の 爆弾と 砲弾の 下で 燃えて いた。 敵の 爆擊 編隊は、 
百 余 回 も 出動した。 敵は この 小さな 島に、 一平 方メ ー トル あたり 平均 四 個 以上の 爆弾と 砲弾を あびせた。 

しかし、 島 全体が くずれ 去る ような 猛砲 爆撃の なかで も、 月 尾 島の 英雄的 海岸 砲 中隊と 防衛 歩兵 中隊は ひるむ こ 
とがなかった。 

かれらには しりぞく ところがなかった し、 しりぞく こと もで きなかった。 解放され た 広大な 土地と、 砲火の なか 
で 血み どろの 戦いを つづける 洛東江 戦線が、 燃える 眼 ざしで この 島を 見つめて いる ことを 知っていた。 

かれらは、 党 会議と 軍人 集会を ひらき、 金 日 成 首相の 指導の もとに 圧倒的に 優勢な 敵と たたかって 勝利した 抗日 
パルチザン 闘士の ようにた たかう ことを 決意した。 神聖な 祖国の 地 —— 月 尾 島に 敵を 上陸 させない ため、 身命を な 
げうっ て 一歩 も ひかず、 最後までた たかいぬ くこと を おごそかに 最高 司令官と 党に 誓った。 

戦況は きびしかった。 敵弾が あられの ように ふりそそぎ、 島中が 砲煙と 火炎につつ まれた。 しかし かれらは 弾雨 
を かいくぐり、 稲妻の ような 機敏 さで 敵 艦を 砲撃した。 砲身が 焼けて まがり、 最後の 砲身が 敵弾に くだける まで 月 
尾 島の 海岸 砲 中隊の 射擊は やまなかった。 

砲が 破壊され、 弾丸が つきた とき、 勇士たち は、 「金 日 成 将軍 万歳/.」 を 声高く 叫びながら 肉迫 戦に 突入し、 そ 
の 血の 最後の 一滴を 敵の おびただしい 血と ひきかえ、 全員 壮烈な 最期を とげた。 

月 尾 島の 英雄たち は、 この 戦闘で 十 余 隻の敵 艦を 撃沈 撃破し、 中隊の 兵力で 数百 倍数 千倍の 敵を 三日間 もく いと 
めた/ 祖国と 革命に ささげた この 三日間の 日時 こそ、 なにもの にも かえが たい ものであった。 全員が 秀 いでた 英 
雄であった かれらは、 その 鮮血に そまった 偉勲で もって 抗日 武装 闘争の 革命 伝統を 輝かしく うけつぎ、 金 日 成 首相 
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の 思想で 生き、 そしてた たかう 朝鮮 人民軍の 鋼鉄の 意志と 無限の 威力を 全世界に しめした ので ある。 

仁 川に 上陸した アメリヵ 帝国主義 侵略者は、 一歩 踏み だす ごとに 大量の 損失を こうむりながら ソウルに せまっ 
た。 

マッヵ— サ— は、 ソウルの 婦女子と 全 財産の 略奪を ゆるす という 野蛮な 扇動で、 侵略軍の 野獣 性を いっそう あお 
りたて た。 

ソウル 地区では、 熾烈な 全人 民 的 攻防戦が くりひろげられた。 人民軍は、 道路 一つ、 路地 一つで も 血み どろの た 
たかいな しには わたさなかった。  . 

金 日 成 首相と 朝鮮 労働党に よって 自由と 幸福を 見いだ した ソウル 市民は、 労働者を 先頭に 武器を とり、 人民軍と 
ともに 侵略軍を むかえうち 犠牲的に たたかった。 市民たち は 砲声と どろく 街で バリ ヶー ドを 築き、 弾薬と 軍需 物資 
をは こんだ。 女性 も 死を おそれず 砲煙を かいくぐ -? V 戦闘員の 食事を はこび、 里 濠の なかで 負傷 兵を 看護した。 

仁 川— ソウル 防衛 部隊と ソウル 市民は、 決死 的な 闘争を くりひろげて 一万 二 千 余の 敵 将兵を 殺傷、 捕虜に し、 敵 
の 攻撃を 十四日 間 もく いとめた。 

これは、 「速戦即決」 の 戦術で ソウルを 占領し、 原 州と 大田 方面へ 進出して 基本 戦線の 攻撃 集団と 連絡を とり、 
洛東江 戦線の 人民軍 主力部隊を 「包囲 せん 減」 しようと ねらった 敵に とって 大きな 打撃であった。 

一方、 洛東江 戦線の 人民軍 連合 部隊は、 非常に 不利な 状況の もとで 敵の 狂気 じみた 攻擊 をく いとめながら 苛烈な 
防衛 戦線を くりひろげて いた。 

戦局を 判断した 最高 司令官 金 日 成 首相は、 敵が 人民軍に くらべて 圧倒的に 優勢な 兵力と 装備を もって 前後から 攻 
撃して くる 状況の もとで、 従来の ように 敵を 正面から たたく ことを やめ、 かれらを 深く 誘い こんで 分散 させ、 混 
乱と 疲労に 追い こむ と 同時に、 短期間に 味方の 力を 蓄積して 新たな せん 滅的 攻撃 戦を くりひろげる ことを 決心し 
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た。 

これは、 敵の 両面 攻擊 から わが 軍を 最大限に 保存しながら、 敵を 完全な 受け身に おいこみ、 わが 軍の 包囲を ねら 
う 敵を 逆に 包囲し、 せん 滅 するとい う、 もっとも 進攻 的で 卓越した 戦略であった。 この 戦略 的 方針は、 抗日 武装 闘 
争の 時期に しばしば もちいられた ように、 困難 かつ 危険な 状況の もとで 優勢な 敵を 独創的な 戦略 戦術で 撃破し、 ご 
う慢な 敵 首脳部を 絶望に 追い やる、 金 日 成 首相のは かり 知れない すぐれた 英知と 闘志を しめす ものであった C 

首相は 敵の 攻擊 速度を おさえながら 時を かせぎ、 南半 部から 人民軍 主力部隊を 計画的に 後退させる かたわら、 後 
備 部隊を ひきつづき 準備す る ことを 重要な 課題と して 提起した。 

一時的な 戦略 的 後退は、 人民と 人民軍に とって きびしい 試練であった。 

しかし 朝鮮人 民は、 革命と 生活の 体験を つうじて 自分たち をつ ねに 勝利へ と 導いて きた 金 日 成 首相が 新しい 方針 
をし めすで あろうと 確信して いた。 

十月 十一 日、 金 日 成 首相は 放送 演説で、 全人 民と 人民軍に 戦略 的 後退の 具体的な 対策を しめした。 

首相は この 演説で、 いま 祖国の 情勢が たとえ 重大であって も、 朝鮮人 民は 必ず 最後の 勝利に 到達 するとい う 強い 
信念を しめしながら、 つぎのようにの ベた。 

「滅亡の 運命を 背負った 帝国主義は、 歴史の 歯車を 逆に まわそうと 狂いた ってい ます。 帝国主義は ロシアで これ 
を くわだてた が 失收に 終わりました。 帝国主義は 中国で これを くわだてた がなん らの 成果 もえられませんでした。 

いま 帝国主義は、 朝鮮を 奴隸 化しようと ふたたび 同じような くわだてを くりかえして います。 しかし こんど も 強 
盗の ような アメリヵ 帝国主義の 反動的な 略奪 計画は、 必ず 失敗に 終わる でありましょう。 

朝鮮を 奴隸 化しよう とする アメリヵ 帝国主義の たくらみに 反対し、 祖国の 自由と 独立の ためにた たかう わが 人民 
の 民族 解放 闘争は、 一畤 的で 暫時 的な 原因で おこった ものでは なく、 それは、 ながいあいだ Q. 日本 帝国主義の 奴隸 
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の 境遇を 体 険した 朝鮮人 民が、 二度と 外来 帝国主義の 奴隸 になって はならない という 民族的、 基本的 利害から、 民 
族 解放 闘争に よっての み 祖国の 自由と 独立、 みずからと その子 孫の 幸福と 繁栄を 達成で きる という ことを 自覚した 
からであります。 

まさに それゆえに、 朝鮮人 民は 勝利す るでありましょう」 

首相は さらに、 人民軍には 戦闘力を いっそう 高める ことを、 後方 人民には 産業、 運輸 施設と 物資を のこらず 疎開 
させる ことを、 敵の 占領地 区の 人民には 果敢に パルチザン 闘争を くりひろげる ことを、 それぞれの 戦闘的 課題と し 
て 提起した。 

この 演説は、 迫りく る 危機を 主動的に のりきって、 最後の 勝利を たたかい とる 労働党の 戦闘的 綱領であった。 

人民と 人民軍 将兵は、 首相の この 教えには げ まされ、 必勝の 信念を さらに 高め、 犠牲的に たたかった。 

三十八度線と 元 山、 陽徳 一帯の 守備 部隊は、 おしよせる 敵軍を 決死 的には ばみ、 撃破し、 人民軍 主力部隊と 後方 
人民に 後退す る 貴重な 時間を あたえ、 その 撤収 路を ひらいた。 

洛東江 戦線に あった 人民軍 主力部隊は、 大胆に 敵を 奇襲 掃討しながら、 道の ない 険しい山を 越え、 川を わたり、 
数百 キ 11 におよ ぶきび しい 道のりを 迅速に 後退した。 米軍の 眼前から かき 消す がごと く 姿を消した 人民軍の 撤退に 
ついて、 ブルジ ョァ 評論家たち は、 「奇跡」 だと か、 「縮 地 法 (古代 朝鮮の 仙術の 一つで、 地 脈を たぐりよ せて 遠距離を 
も 短時間のう ちに 往き来す ると いう 法) をつ かうん だ」 とかと いって、 一様に 驚嘆した。 

後退す る 主力部隊を みごとに 指導した のは、 金 日 成 首相が 抗日 武装 闘争の 嵐の なかで 育て あげた 百戦錬磨の 革命 
闘士たち であった。 世界 遊撃 戦史に 前例の ない あの 困難な 行軍 —— 、一九 三 八 年末から 一九 三 九 年の 初に かけての 
「苦難の 行軍」 に 参加した かれらは、 自信に みち あふれ、 威風 堂々 としていた。 

.かれらは つねに 敵を 呑み、 敏活に 指揮を とり、 楽天的な 気質と、 部下にたい する きびしいながら も あたたかい 愛 
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情で も - > て、 全 部隊を かたく 0. 結した 弾力性 ある 集団に 0  くりあげた® 

じつに、 困難に 直面 すれば する ほど 光を 放つ 偉大な 抗日 武装 M 争の 革命 伝統の 力は、 かぎりなく 貴重な もので あ 

った。 

アメリカ 帝国主義は 決して 朝鮮人 民を 屈服させる ことは できなかった。 朝鮮は、 野蛮な 「開拓者」 が 思い どおり 
に、 原住民を 牛馬の ょうに 死の 苦役に かりたてる ことので きたアメリカ 大陸で もなかった し、 まがい 物の ガラス 玉 
で 黒人を 奴隸 として 買う ことので きたむ かしの アフリカで もなかった。 

朝鮮は、 小さく は あった がそれ 自体が 勇気の かたまり であり、 爆弾で あり、 つるぎであった。 

たたかれれば なぐり かえし、 呑みく だせば 腹を 裂いて おどりで てく る 朝鮮であった。 

か. つては、 ほかならぬ 日本 帝国主義が 見さ かい もな く ふるまって 滅亡の 運命を たどった。 アメリカ 帝国主義 とて 
これと同じ 運命を まぬがれる ことは できなかった。 かれらは、 それが 身を ほろぼす 落し穴と も 知らずに、 のこのこ 
とわな にか かりに やってきた。 

敵は 人民軍 主力を 捕捉で きなかった だけでなく、 逆に、 いたるところで 防御 陣を しいていた 人民軍の 銃弾を いや 
という ほど あびた。 高原、 文 川、 九月 山、 谷 山を はじめ 敵 占領地 域の いたるところで、 パルチザンを 組織した 人民 
は、 敵の 背後を 強烈に たたいた。 

いかなる 難関の もとに あ -〇 て も、 いかなる 苦痛に 見 まわれても、 人民は 金 日 成 首相と 朝鮮 労働党に ひたすら 忠実 
であった。 労働者は 重い 機械 や 設備を かついで、 遠く 離れた 安全地帯まで 運んで 生産を つづけた。 農民は、 一粒の 
米 も 敵に わたすな という、 金 日 成 首相の 教えを 守って たたかった。 

二 か 月間の 生活 体験を つうじて、 金 日 成 首相が もたらした 人民 民主主義 制度の ありがた さを 深く 感じた 南 朝鮮人 
民は、 金 日 成 首相の いる 北に 強く ひきつけられた。 労働者、 農民は 領袖の ょびかけに こたえて 決然と パル キザン 脚 
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争に たちあがり、 青年 学生は 先を きそって 義勇軍に 投じた。 

後退す る 人び とのな かには、 最前線の 砲火を くぐって 活動して いた 政治 工作員たち や、 芸術家たち もいた。 リュ 
ック のうえ に 幼な 児を のせ、 全家 族を つれて 北に むかう 南 朝鮮 €>. 労働者、 農民の 姿 も 多かった。 上空を 敵機が 烏の 
群の ようにと びかう 戦火の、 千里を こえる 遠い 道のりを、 『金 日 成 将軍の 歌』 をうたい ながら 征服して きた 南海 沿 
岸の 少年たち もいた。 休む たびに わらじを つくって はき、 金 日 成 首相の いる 北を めざして 足を 早める 白髪の 学者た 
ち もいた。 首相が しめたし 真理と 革命的 配慮が、 このような 熱情を そだてた ので ある。 

しかし、 敵の 占領地 域では、 天人と もに ゆるす ことので きない 蛮行が 公然と おこなわれた。 アメリカ 帝国主義 侵 
略 者と その 手先は、 いたるところで すべてを 踏みに じり、 焼き はらった。 罪のない 人民を 集団 的に 虐殺した。 子 ど 
もたち や 妊婦を 火の なかに 投げ こみ、 老人たち を 生き埋めに した。 敵は 黄海 道 信 州 郡 だけで も、 郡 民の 四 分の 一を 
惨殺した。 

敵は もともと 人倫 や 道徳を 身に つけて いなかった。 略奪と 背徳の 渦の なかで うじ 虫の ように 生きて きた かれらに 
は、 ひと かけらの 人間的 良心 もなかった。 人民は、 敵が 野獣で ある ことを はっきりと みた。 

これに よって、 アメリカ 帝国主義は ぬぐう ことので きない 政治的、 道徳的な 惨敗を こうむった ので ある。 この 惨 
敗は、 かれらを 軍事的な 完敗に ひきずりこむ 重石であった。 

人民は 敵に 殺される 瞬間 も、 命乞いを しなかった。 かれらは アメリカ 帝国主義を 同じ 空の したで 住む ことので き 
ない 野蛮人と して 呪いながら、 たたかい、 そして 死んで いった。 人民は 得物を 手に し、 あるいは 敵の 武器を 奪って 
いたるところで 決死 的な 復簪 戦を いどみ、 敵を 混乱と 恐怖に おとしいれた。 

後退す る 人民軍と 人民の あいだで も 憤怒の 炎が 燃え、 かれらの 胸には 復簪の 稲妻が ひらめいて いた。 

後退の 日々、 金 日 成 首相は、 日に 夜を ついで 猛烈な 活動を つづけた。 攻めい る 敵を 迪繫 する 連続 的な 防衛 戦闘の 
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組織、 親しい 戦友たち に 新しい 任務を あたえて 各 戦線に 派遣す る 仕事、 敵の 背後を つく 強力な 第二 戦線の 組織、 後 
退す る 軍隊と 人民にたい する 配慮と 組織的な 指導、 安全地帯に おける 戦時 生産の 組織、 再 進撃の 準備と せん 滅的攻 
撃 作戦の 構想な ど、 なすべき 仕事は あまりに も おおかった。 

しかし 首相は、 山積みされ たこれ らの 問題を、 非凡な 革命的 展開 力を もってぬ かりなく 処理して いった。 

首相は 毎分 毎秒を 千金の ように 惜しんだ。 副官たち は、 首相が いつ 眠る のか わからなかった。 首相は 多忙を きわ 
めた 活動を つづけながら も、 つねに 沈着 さと ゆとりを 保って いた。 

首相は 戦争 全般を 指揮しながら も、 後退して くる 人び とにまで こまかい 配慮を めぐらした。 

後退して くる ある 科学者 集団の なかに、 身 ごもった 妻と 幼い 五 人の子 どもを つれた ピナ ロンの 権威者 李 升 基 博士 
がいた。 博士と その 家族が、 党の 配慮の もとに 両江道 新 敗 郡 延坪に 到着し、 一晩 休んで ふたたび 出発の 準備を してい 
ると きだった。 先に 発った 科学者の うちの 一人が、 農民と ともに 牛車を 一台 ひいて 帰って きた。 

かれはい ぶかる 博士に、 つぎの ようない きさつを 話した。 

科学者の 後退を 気に かけて いた 最高 司令官は、 博士が 身重の 人と 子どもたちを つれている という ことを 知り、 非 
常に 感動しながら も、 心配して いたとの ことであった。 そして 思いやりの 深い 首相は、 敵機の 空爆に さらされ てい 
る ひろい 道路を 自動車で とおるよりは、 婦人と 子どもたちを 牛車に のせて 山道を とおった 方が 安全 だからと、 この 
牛車を おくって くださった の だとい うので ある。 

血を わけた 父 さえ およばぬ この 大 いなる 愛/戦争 まえまで ソゥルで 貧困と 屈辱の 生活を しいられて きた 博士 夫 
妻は、 金 日 成 首相の 気高く あたたかい 愛情を ひしひしと 感じ、 子どもの ように すすり泣いた。 

後退を 指導しながら 再 進撃の 構想を 練って いた 金 日 成 首相は、 十一月 初旬の 雪 ふりしきる ある 夜、 昌城を 発って 
満浦郡 高山 鎮に むかった。 
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その 途中で、 声高ら かに 『金 日 成 将軍の 歌』 を 夜空に ひびかせながら、 力強く 行軍して いく ある 部隊と 出会っ 
た。 車を おりた 首相は 隊列の 指揮官に、 どこから きた 部隊 かとたず ねた。 暗い 夜の ことと て、 指揮官は 相手が だれ 
であるか も 知らず こたえた。 部隊は 慶尚 道の 安東を 撤退して いたるところで 敵を 撃破しながら、 八 百 キロの 道を 行 
¥ してきた というの である。 

首相は 指揮官の 手を とって 労を ねぎらい、 暗 間の なかに たって いる 兵士たち を 見 わたしてから、 目に 見えて 年若 
い 兵士の 肩に 手を おいて、 名と 年齢を たずねた。 丘 ハ 士は 、はきはきした 声で こたえた。 

「大隊 連絡 兵紀勝 孤、 十七 歳、 安東から ここまで 歩いて きたので あります」 

首相は それにうな ずき、 疲れは ないか、 ふるさとは どこか、 父母は みな 元気 かときいて から、 最後に こうたず ね 
た。 

「ところでき みたちは、 どこへ いくと ころな のか」 

「最古 E 司令部であります」 

「なんの ために そこへ いくの だ ? こ 
蘇勝烈 は、 姿勢を ただして 元気ょ くこた えた。 

「最高 司令官 同志の 新しい 戦闘 命令を うけに いくのであります」 

連絡 兵の 力強い こたえを きいた 首相は、 しばらく 雪の ふる 空を 見 あげていた。 つぎの 瞬間、 首相は 力強い 声で き 
ぃた。 

「きみたちは 命令 さえう ければ、 ヤン キ I とたた かって 勝てる か？」 

すると 暗闇の なかに たって いた 全隊 列が、 砲声の ょうな 声を ひびかせて こたえた。 

「勝利で きます/必ず 勝利す る ことができます / 1 
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このと き 道の 両側を 1;! 隊にな らび 、山河 もくずさん ばかりの 大きな 声で 『金 日 成 将軍の 歌』 をうたい ながら、 新 
しい 人民軍 部隊が 相つ いで 行軍して きた。 それは とうとうと 流れる 鉄の 流れ、 炎の 流れであった。 

首相は この たのもしい 隊列を 見つめながら、 興奮した 語調で いった。 

「 …… われわれは 早く 万端の 戦闘 準備を ととのえ、 わが 祖国の 地から 敵を 一撃の もとに 掃滅し なければ ならない 
/  いまきみ たちは 後退では なく、 すでに 反撃に 移った も 同然 だ/  この 行軍は、 きみたちの ふるさとに つうじる 
勝利の 道で ある/ …… J 

首相は かたわらの 随員たち にむ かって、 確信に みちて こういった。 

「見た まえ。 朝鮮の 青年たち は 死には しなかった / 朝鮮人 民は 必ず 勝利す る/必ずや 勝利す るの だ / 」 

これは きびしい 時期に 新しい 大戦 闘を まえにして、 領袖と その 戦士たち がわ かちあった 信念の 対話であった。 

侵略者 どもは、 つぎつぎに おしよせて いた。 幼稚で 横暴な マッカ ーサ— は、 米軍の 勝利は すでに 決った も 同然 だ 
と 「確信」 した。 かれは 兵士たち に、 「クリスマスの 聖餐は ふるさとに 帰って とれる であろう」 と 豪語した。 

しかし マッカ— サ— は、 金 日 成 首相の 卓越した 戦略 戦術を 駆使す る 人民軍が、 いたるところに 口を ひらいて いる 
深く せまい 渓谷と 刃の ような 陵 線を もつ 北朝鮮の 山岳地帯で、 その 有利な 地理 的 条件を 利用して、 アメリカ 帝国 主 
義 侵略軍を 分散、 捕捉して 滅亡させる だろうと は、 よも や 知る よし もなかった。 かれが 最大の 勝利を もくろんだ 場 
所には、 かれの 最悪の 惨敗が 待ち うけてい たので ある。 

侵略者にたい する 朝鮮 人民軍の 一大せ ん滅 戦は 刻々 と 迫って いた。 

このような とき、 すでに 金 日 成 首相は 洛東江 戦線から 鉄 原まで 後退した いくつかの 部隊を、 黄海 北 道、 江 原 道、 
平安 南 道 一帯の 広大な 地域に 配置して、 敵の 背後に 強力な 打撃を くわえ、 人民軍 主力の 再 進撃に 呼応して 敵の 退路 
を 遮断し、 敵を 包囲 網に 追い こんで せん 滅戦を くりひろげる 準備を 指示した。 
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一方、 首柑は 新しい 大 打撃軟 に 移行す る舉備 として 時間を 最大限に 利用し、 前線から 後退して きた 各 部隊を 整備 
し、 部隊 内に 強固な 規律を 確立す る 対策を たてた。 

それと ともに 人民軍を 新しい 戦闘 技術、 機械で 武装 させながら、 師団の 再編成と 予備 部隊の 組織を 急速に すすめ 
ていった。 また 人民軍の 戦闘力を いちだんと 強化す るた めに、 軍隊 内に 政治 部を もぅけた。 

首相の 指示に したがって、 朝鮮 人民軍は 後退 後、 わずか 一か月 半たら ずの あいだに、 強力な 主力 軍団と 予備 軍団 
に 編成され た。 

人民軍 将兵は、 金 日 成 首相の 命令 さえ あれば、 北半 部には いりこんだ 敵を 一網打尽に して ソゥルへ、 签山へ 南下 
する 態勢を ととのえた。 

人民軍 部隊の 戦略 的 後退の 過程に ついて、 『アメリヵ 敗れたり』 の 著者は つぎのよぅに 書いた。 

「国連軍の 仁 川上 陸— かくて 形勢が 一変し 逆転して しまった。 だが 緒戦に おける 韓国 軍の 潰走 状態とは 異 り、 共 
産 革の 意識的な 解体、 再編は、 きわめて 長期に わたった にせよ、 最も 困難な 条件の 下で なしとげられた。 とはいえ 
戦線 整理の、 かつ 戦略 的 後退の この 柔軟 さ、 屈伸 性と 機動性は'  まったく 共産軍 特有の 戦闘 意識に のみ 立脚し、 そ 
れのみ がよくな し 得た ところで も ある。 共産軍は その 最大の 危機を、 最少の 犠牲に おいて 逃げ おおせた ので ある」 

戦争は 第三 段階には いった。 それは 金 日 成 首相の 直接の 指導の もとに 展開され た 五 回に わたる 縦横無尽の 作戦に 
よる、 戦争の 新しい 段階で あった。 

後退 時期の きびしい 試練を 克服した 金 日 成 首相は、 百倍 千倍 もの 報復を あびせ、 朝鮮人 民の まえに 敵を ひざ まづ 
かせる 遠大な 構想を 練り、 非凡な 戦略 戦術 的 英知と 最大限の 緊張を 要する 第三 段階の 戦闘を 指揮した。 

首相は、 敵を 三十八度線 以南に 追いだ しながら、 不断の 消耗戦で その 力量を 弱化させる 一方、 戦争 勝利の ための 
わが 方の 力量を 十分に たくわえる ことを、 馆三 段階の 戦略 的 課題と した。 
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このために 金 日 成 首相は、 東部 戦線では 積極的な 防御 戦を、 西部 戦線では 淸川 a:' 以北の 地域で 敵を 包 H せん 滅す 
る ことを 基本に した 第一 次 作戦を、 十月 二十 五日から 開始す る ことにした" 

作戦が 開始され る やい なや、 西部 戦線の 各 部隊は、 敵の 集団に せん 滅的な 打撃を あたえ、 一万 ? i: 千 余の 敵 将兵を 
殺傷、 捕虜に し、 ばく 大な 戦闘 機材を ろ 獲し、 敗残兵を 清 川 江 以南に 駆逐した。 

さらに 強力な 反攻 擊戦を くりひろげる 構想を 胸に、 金 日 成 首相は 十一月に 朝鮮 人民軍 軍政 幹部 会議を 招集した。 
首相は この 会議で、 四 か 月間の 戦争 過程を 総括し、 戦線で 一大 転換を もたらす ための 反攻 擊 計画を 明らかにしな が 
ら 、つぎの ょうな 課題を しめした。 

反攻 撃 戦に おいて 前面 攻撃と、 敵の 背後で 活動す る 部隊に ょる 後方からの 打撃を 密接に くみあわせて、 敵の 兵力 
と 戦闘 資材に 甚大な 打擊を あたえる こと。 そのために 強力な 反攻 撃 集団を 編成し、 積極的な 作戦を 展開して 敵を 連 
続 的に 撃滅 掃討し、 人民軍 各 部隊の 敵 後方に おける 闘争を さらに 拡大す る こと。 そのために 軍人の 士気を いっそう 
高め、 思想 的 準備を 強化す る こと。 

首相 t、 勝利は ひとりでに やってくる ものでは なく、 あらゆる 困難 や あい 路とた たかって かちとらなくて はなら 
ない ものであると 強調した。 

会議で しめされた 首相の 方針と 対策は、 第三 段階の 勝利と 戦争の 最後の 勝利を 達成す るう えで、 大きく 寄与し 
た" 

この 会議の 前日、 金 日 成 首相は s alj 道！ 面で、 連合 部隊を ひきい 敵の 包囲 網を 突破して 洛東江 戦線から 後退し 
てきた ある 軍部 隊長と 会った。 

首相は 軍部 隊長に、 敵の 背後で 活動す る 軍団の 責任者に 任命した ことを つたえてから、 作戦 地図の まえに 近づい 
た。 
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首相は すでにい く 段階 先の 戦 勘まで 計画し、 遠い 先を 見と おしてい るかの ようであった。 作戦 地図を 指しな が 
ら 、こう 語つ た。  ノ 

「 …… われわれの 第一 次 作戦で 甚大な 打撃を うけ 挫折した 敵は、 いまこ こ 清 ; II 江、 長津 湖畔、 清津 一帯で 混乱に 
おちいって いる。 敵の 主要 攻撃方向は、 この 清 川 江 一帯で ある。 ここには いま、 敵の 主力 集団で ある アメリカ 第 八 
野戦 軍 管下の 十 余 個 師団が 集結して いる。 それから 敵の 補助 攻擊 方向は、 戦線 中部と 東部に ある。 これは われわれ 
が 予想した とおり だ。 殺人鬼 マッカ— サー はい ま、 十二月 二十 五日までに わが 北半 部 全域を 手中に おさめようと、 
いわゆる 『クリスマス 総攻撃』 を 狂った ように 準備して いる。 …… 」 

首相は 敵の 妄想を 嘲笑す るかの ように、 豪快に 笑った。 

この 時期、 マッカ— サ—は 東北 戦線、 とくに 清 川 江 以北の 地域で 徹底的な 敗北を 喫して 大きく 後退せ ざるを えな 
い 破目に 追い こまれて いながら も、 例の ごとくた わごと ばかりなら ベて いた。 「アメリカ 兵士に 告げよ/ かれら 
が 鴨 緑 江まで 達した ときは 各自 わが 家に 帰れる であろう ことを —— 。余は、 かれらが クリスマスの 聖餐を かれらの 
故郷で とる ことができる であろうとの 余の 声明を 確認す る」 ときを 同じく して アメリカ 大統領の トル— マンは 「北 
朝鮮 軍の 無条件降伏」 だけが 戦争 解決の 第一条 件で あり、 遠からず マッカ— サーが 豆満 江と 鴨 緑 江で 降伏 条約を 締 
結す るであろう とのべて、 マッカ— サ—を 持ち あげていた。 

金 日 成 首相は、 かれらの 笑止な 妄動を 醜悪 きわまりない ものと 軽蔑した。 

「われわれの 第二次 作戦は いつは じ まるので すか？」 

首相の 豪放な 笑いに ひきこまれて いた 軍部 隊長は、 これからの 作戰 計画に ついて こうたず ねた。 

「それは 敵の 新たな 攻撃が 開始され る そのと き •た。 敵の 動きから みて、 今月の 二十四日 か 二十 五日 ごろに なろう 
と 思われる」 
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ついで 首相は 反攻 搫 作戦計画を 説明した • 

「 —— わが 軍の 主要 攻撃方向は、 ここ 西部 戦線 だ。 ここに (淸川 江 地域を 指しながら) 集結した 敵の 基本 主カ ァメ 
リヵ 第 八 野戦 軍を 包囲せ ん滅 すれば、 敵の 全 集団を、 大きく 西部 戦線と 東部 戦線に 分 断し、 撃破す る ことができ 
る。 これは 敵の 全 戦線に、 大きな # 威と 混乱を あたえる ことになる。 さらに、 ここを 突破す る ことによって、 敵の 
背後で 活動す る わが 部隊との 迅な 連合 戦線を 形成す る こと もで きよう —— 」 

金 日 成 首相は 色鉛筆で 中部 および 東部 戦線に 配置され た 各 軍 部隊を 指しながら、 「ここの わが 軍 も、 それぞれ 敵 
をた たきながら 咸興 地区で 迅速に 合流し、 敵を 包囲せ ん滅 しなければ ならない。 こうすれば、 補助 攻撃方向に も 包 
囲 網が 形成され る。 このたびの 反攻 撃に おいて、 われわれは、 敵を ただおして いくのでは なく、 いたるところで 包 
囲し、 これを せん 滅し なければ ならない」 とのべた。 

首相は 戦略 戦術 的 方針と 作戦計画を 具体的に 説明した あと、 新任の 軍部 隊長が 指揮を とる 敵 背後の 第二 戦線 部隊 
の 任務に ついての ベた。 

「やがて 第二次 作戦が 開始 されれば、 初期に 敵の 背後で 活動して いた 各 部隊が、 これらの 道路 (ピョンャン— 開城 
間、 ビョン ャン— 新 渓間、 陽 f 元 山間) を 掌握し、 敗走す る 敵を 迎撃して これを たたきつぶさなくて はならない。 こ 
れ によって 敵は 大きな 包囲 網の なかで 混乱に おちいる ことにな ろう。 しかし 凶悪な 敵は、 敗残兵と 作戦 予備隊を も 
って 三十八度線 一帯で 中間 防御を こころみる はずで ある。 したがって 敵の 後方で 活動す る 各 部隊は、 われわれの 攻 
撃 成果が 拡大す るに つれて 迅速に 三十八度線を 掌握し、 南から やってくる 敵の 増援 集団を 迎撃し、 中間 防御の たく 
らみを 完全に 粉砕せ ねばならない」 

ここで 首相は、 青い 印の ついた 敵の 戦線を さし、 その 致命的 弱点に ついて 一つ一つ 指摘した。 

「 一 s は、 ここ 清 川 江 地域から 清 律まで 四 〇 〇 余 キロに わたる 戦線を もっている。 これは、 大部分が 起伏のは 
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げしい 山岳地帯の 戦線 だ。 したがって 敵は 数十 個 師団の 大兵 力を ここに 投入して はいるが、 西部、 中部 おょび 東部 
の各集団間には、不可避的に間隙が生じる。また主に大きな道路にそっず负撃 1. て耷た»め_而け、寸<にわれ 
われに 捕捉され ている。 敵の もう 一つの 弱点は、 各 集団 間の 協同動作が 鈍い ところに ある。 敵の 主力 集団で ある ア 
メリ カ 第 八 野戦 軍 (西部 戦線)、 アメリカ 第 十 軍団 (中部 戦線)、 李承晩 かいらい 軍 第一 軍団 (東部 戦線) などは、 日本 
にある アメリカ 軍 「極東 軍司令官」 マッカ ーサー に 直属して いて、 それぞれ 独立 的に 行動して いる。 したがって マ 
ッ カ— サ—が I 人で 大声を はりあげて 指揮して みたところで、 敵の 各 集団 間の 協同 体系と 統一的な 指揮 体系には い 
つも 混乱が 生じる ので ある」 

最高 司令官の 予想 どおり、 敵は 十一月 二十四日、 総攻撃を 開始した。 

西部 戦線の わが 軍 各 部隊は、 二十 五日、 決定的な 反攻 撃に 移り、 十二月 二十 五日には ビョン ヤンを 解放し、 敵に 
息つ くひ まも あたえず 攻撃 速度を さらに 高めた。 

中部 戦線と 東部 戦線に おいても 一大せ ん滅 戦が 展開され た。 とくに 海抜 千メ— トルの 厳寒の 峻嶺を 一気に こえ 長 
津 湖畔に おいて 苛烈 凄絶な 反攻 撃 戦を 展開した 人民軍 勇士たち は、 雪に おおわれた 湖畔と 多くの 谷間を 敵の 死体で 
うめつ くした。 ついで 咸鏡 南、 北 道の 広 はんな 地域で も、 いたるところで 敵を 分散、 捕捉し、 掃討した。 

一方、 京纖 道、 江 原 道、 平安 南 道、 黄海 北 道の 広大な 地域で 活動す る 第二 戦線 各 部隊は、 「注文品」 (敵の 背後で 
たたかった 戦士たち は 最高 司令官の 予想が 一分の 狂い もな く あたった ので 敗走して くる 敵を こうょんだ) を迎擊 してつぎ つぎ 
にせん 減して いった。 

「アメリカ 第八單 」 という 名の 怪物は 頭まで 切り おとされて しまった。 というのは、 敗走す る アメリカ 第 八 野戦 
軍司令官 ゥオ— カ ー は、 その 随員 八十 余 名と ともに 人民軍の 敵 後方 活動 部隊に 捕捉され、 連 川 郡 全 谷 里 南方の 道路 
で 全滅 させられた からで ある。 
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敵は 十一月 二 十五 日から 十二月 二十四日までの 第二次 作戦 期間に、 三十八度線 以南に 完全に 駆逐され た。 ア メリ 
力 帝国主義 者は、 二 万 四千 二百 余 名の アメリカ 軍を ふくむ 三 万 六 千 余 名の 将兵と 多くの 戦闘 技術 機材を 失った。 だ 
からこ そ、 非常に 悪質な 『II ュ ー m 丨ク •ヘラルド •トリ ビュ ーン』 紙で さえ、 「これは アメリカ 陸軍 史上最大の 
敗北」 だと 嘆かざる をえなかった ので ある。 

侵略者は® 然とした 。「クリスマスの 祝杯」 の 夢は、 惨敗と 絶望に かわった。 この 惨敗に ょって マッカ— サ ー 
は、 まもなく アメリカ 極東 軍司令官と 「国連軍」 総司令官の 職から 追われ、 軍籍 すら 失わざる をえなかった。 

アメリカ 帝国主義の もろ さは、 全世界に 露呈され た。 いまや 「強大 さ」 も 「威信」 もなかった。 かれらは 恥辱と 
絶望に 呻吟して いた。 

わが 軍の 各 部隊は、 金 日 成 首相の 円熟した 指揮 下に、 なお も ソゥル 南方に 進出しながら、 主動的 防御 戦、 鉄壁の 
陣地 戦な ど、 三次、 四 次の 作戦を 連続 的に 展開し、 アメリカ 帝国主義 侵略者と その 手先に せん 滅的な 打擊を あたえ 
た。 

こぅした 過程は、 金 日 成 首相の 戦略 戦術と 用兵 学の たぐいまれな 卓越 性を いま 一度し めした ものであった。 

とくに、 基本 攻撃 集団に くみあわせて 敵の 背後に 強力な 第二 戦線を しき、 敵を 挾 撃して せん 滅 する 敏活で 立体的 
な 戦法は、 抗日 武装 岡 争の 将帥であった 金 日 成 首相 だけが 創造し ぅる 独創的な 戦争 芸術であった。 

もちろん、 世界の 戦史には、 敵を 前後から 挾 撃した 実例が なくはなかった。 しかし それらは すべて、 基本 戦線に 
配合した 敵 後方の 人民に ょる 遊撃 闘争であった。 

第二次世界大戦に おいては、 V 独 戦線にたい する 米英 帝国主義 者の 「第二 戦線」 が あった。 だが、 それは 一国 単 
位の 第二 戦線ではなかった。 

それば かり か、 この 第二 戦線は、 米英 帝国主義 者が 戦争の 運命を 決する ソ独 戦線で、 ソ連と ドィツが ともに 破壊 
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され、 力が 弱まった ときに 漁夫の利を えようと した 陰険な 目的を 追求した ものであった。 

これらの 第二 戦線とは ちがい、 金 日 成 首相が 創造した 第二 戦線は、 洛東江 一帯から 後退して きた 人民軍の 大 部隊 
が 敵 後方の ひろい 地域を 確保して 敵の 占領から 人民を 解放しながら、 完全な 正規 的 軍事 作戦を 展開す るた めの もの' 
であった。 それば かりで なく、 この 第二 戦線は、 基本 戦略 遂行の 完全な 一 構成 部分と して、 基本 戦線に 積極的に む 
すび ついて 主導権を しっかりに ぎり、 敵を 大 包囲 網の なかに 追い こんで せん 滅 する 戦線であった。 

基本 戦線に むすびついて このような 第二 戦線を 組織し、 活用した 金 日 成 首相の 作戦 芸術は、 世界の 戦史 上に 類例 
のない 独創的な ものであった。 

金 日 成 首相が、 このように 輝かしい 戦略 戦術を みずから 創造し、 直接 活用した 結果、 人民軍 各 部隊は、 後退から 
ただちに 大 打撃戦に 移り、 敵を 完全に 守勢に 追い こみ、 壮快な せん 滅戦を 展開す る ことができた ので ある。 

朝鮮 人民軍の 連続 的な 勝利は、 アメリカ 帝国主義 者と その 手先を 恐怖と 絶望に 追い やり、 進歩と 正義を 愛する 全 
世界の 人民を よろこびに わきたたせた。 子どもから 年寄りに いたる 全世界の 心 あるす ベての 人び とは、 朝鮮と いう 
ことば' を アメリカ 帝国主義にたい する 痛快な 報復 者の 名と して、 希望と 勝利の 名と して よんだ。 アジアが ョー ロッ 
パの 東方に あると いう 程度の 知識し かもたなかった 人たち すら、 朝鮮の 地図を のぞきこみ、 詩人の ように 興奮して 
「朝鮮 / 朝鮮 / 」 と 叫んだ。 

社会主義 諸国は いうまでもなく、 資本主義 諸国の 都市で も、 朝鮮人 民の 正義の M 争を 支持し、 アメリカ 帝国主義 
の 蛮行を 糾弾す る 勤労者の デモが たえまなく くりひろげられた。 すべての 国際 民主 団体の 会議 や 行事の 中心には、 
いつも 朝鮮 問題が 炬火の ように 光を 放った。 こうした 国際会議 や 行事に 出席す る 朝鮮 代表は、 花束の 波に うもれ、 
歓呼の 嵐につつ まれた。 

ヮルシャヮで ひらかれた 世界平和 擁護 大会に 参加した 朝鮮 代表は、 二十 分 間の 演説にたい し、 半時 間 以上 も 熱狂 
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的な 歓呼を うけた。 朝鮮 代表が アメリカ 帝国主義の 蛮行を 暴露す ると、 全会 場が 怒りを こめて アメリカ 帝国主義 者 
を 糾弾した" 朝鮮 代表が 朝鮮人 民の 英雄的な たたかいを 紹介す ると、 アフリカ 諸国の 代表を 先頭に した 大会の 全 参 
加 者が、 声を かぎりに 「朝鮮 万歳/」 を 叫び、 朝鮮 代表を 胴上げして 歓呼した。 

朝鮮人は どの 国を おとずれても、 もっとも 熱狂 的な 歓迎を うけた。 どこへ いっても 歓呼を あび、 花束につつ まれ 
た。 子どもたちは 人形 やお もちゃを もってきて、 朝鮮の 子どもたちに 贈って ほしいと いった。 おとなたち は、 記念 
に サィンを して ほしいと 人垣を つくった。 かれらは 朝鮮人と いっしょに 汽車に のる ことにさえ 栄誉を 感じた。 電車 
や 汽車は、 色 テ— ブでふ ち どった 金 日 成 首相の 大きな 肖像画を かかげて 走った。 

五 千年の 朝鮮の 歴史を つうじて、 朝鮮が これほど 世界の 熱狂 的な 歓呼を うけた ことは いまだ かつてな かつた。 

これは、 朝鮮人 民が 戦争で 流して いる 血が、 朝鮮の みならず、 世界人 民の 革命 偉業を 守り、 朝鮮人 民の おさめる 
勝利の 一つ一つが、 世界的 咨義を もつ ものである ことを 雄弁に 物語る ものであった。 

4 人民と 戦士の なかで 

戦争は 苦難に みちて いた。 

前線 も 後方 もなかった。 国中が たたかって いた。 

もっとも 熾烈な 現代 戦であった 朝鮮戦争は、 あらゆる 面で 立体戦で あり、 総力戦であった。 これは また、 二つの 
制度 間の 戦争 —— 北半 部に 樹立され た 人民 民主主義 制度と 南半 部の 資本主義 制度 間の 決戦で も あった。 

金 日 成 首相は、 この 点を 重視した。 首相は 人民 民主主義 制度の 優越性と 威力を 全面的に 発揮させる ことによ っ 
て、たとえ規模が大きく、経济的、技術的に発展していろといっても、法則的には$亡十る 38 >を背負っ.； /- アメリ 


261 


第 四 章 アメリカ 帝国主義を 撃滅した 鋼鉄の 統帥 者 


力 帝国主義を 総 敗北の どろ 沼に 突き おとそうと 決心した。 

しかし、 この 制度の 優越性と 威力は、 決して ひとりでに 発揮され る わけではなかった。 金 日 成 首相は 苛烈な 戦争 
の 砲火の なかで も、 はかり 知れない 情熱で 政治的な 創意を 発揮した。 

首相は、 軍人たち と 最前線の 状況を、 例外な く 後方の 人民たち との 関連に おいて 判断し、 後方の さ 細な 現象を も 
つねに 前線と 直結 させて 判断した。 

この 時期、 三十八度線 以南に 敗走した アメリカ 帝国主義 侵略者は、 なんとかして 敗北を 挽回し ようと やっきに な 
っていた。 アメリカ 帝国主義は いかにも 平和に 関心が あるかの ように 見せかけながら、 裏では 国内で に 「全国 緊急 
非常 状態」 を 宣布し、 軍備を さらに 拡張し、 徴兵を 強化した。 

一方では、 朝鮮 戦線に 才— スト ラ リア、 トルコ、 カナダ、 ニ ュージ ランド、 タィ、 ルクセンブルグを はじめ、 多 
くの 追随 国 軍隊を ひきいれ、 戦争 拡大に たけり たって いた。 アメリカ 極東 軍司令部 も あわただしい 動きを みせて い 
た。 そこでは、 たびたび 茶番劇が しくまれた。 

かれらは 全世界の 面前で 喫した 惨敗を おおいかくそうと、 「クリスマス 総 攻勢」 の 失敗は 北朝鮮の 「厳冬」 と 
「不幸な 気候」 のせいで あると 強弁した。 これは まったく 笑止千万な 「発想」 であり 「弁明」 であった。 かと 思う 
と、 原子爆弾を 使用す ると か、 つつじの 花が 咲く ころ ふたたび 総攻撃に 移るな どと たわごとを ならべたてた。 

アメリカ 帝国主義は 軍事力を 増強し、 新たな 軍事的 冒険を 強行した。 戦争は ますます きびしくな ってい った。 こ 
うした 情勢は、 戦争の 長期 化に そなえて 前線と 後方を さらに かため、 敵にたい する 決定的な 攻撃を 準備す る ことを 
要求した。 

このような とき、 前線では もちろん 輝かしい 勝利を おさめて いたが、 国内の 状況は 困難を きわめていた。 すべて 
め 部門、 すべての 生活が 多くの 難関に 直面して いた。 
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なによりも 一時的 後退 期に つくりだされた 難関と 無規律な 現象が、 まだ 完全に ぬぐい 去られて いなかった。 

敵の 占領から 解放され た 直後の 地域では、 党 組織と 人民 政権 機関が まだ 復旧され ていない ありさまだった。 都市 
や 工場は 寒々 とした 廃墟と 化し、 大部分の 農村 も、 風に 吹かれて 灰が 舞い あがる 空地と なって いた。 人民 生活は、 
苦しい というよう な ものではなかった。 

戦争の なりゆきと 後方の 状況 全般を 深く 分析した 最高 司令官 金 日 成 首相は、 後退 期に あらわれた 欠陥を 一日 も 早 
くた だし、 後方を 復旧 整備して こそ、 党と 国家の 活動を 前線め 要求に そくして 保障す る ことができ、 決定的な 攻撃 
へと 人民 大衆を 総動員す る ことができ ると 考えた。 

一九 五 〇年士 一月 二十 一日、 首相は 朝鮮人 民^ t 大な 勝利へ と 組織 動員す る 雄大な 構想を いだいて、 朝鮮 労働党 
中央委員会 第三 回 総会を ひらいた。 

会議で 首相は、 『現 情勢と 当面の 課題』 と 題して 報告を おこなった。 この 報告で 金 日 成 首相は、 六 か 月間の 戦争 
の 過程を 総括しながら、 戦争 勝利の ための 課題を 提起した。 

金 日 成 首相は、 革命的 規律の 強化を 第一義 的 k 課題と して 提起した。 首相は 一時的 後退 期に I 部に あらわれた 無 
規律 的な 現象を 批判し、 党と 革命に 難関が かさなれば かさなる ほど 党の 規律を 強化し、 党の 隊列の 統一と 団結を か 
たく 守らねば ならない と 強調した。 

首相は つぎのようにの ベた。 

「暴虐な 敵を 撃滅して 栄え ある 勝利を たたかい とる 基本的 条件の 一つは、 わが 党が いつに もまして 規律を 強化 

し、 党 中央委員会の まわりに 党の 隊列を 鋼鉄の ようにい っそう かたく 団結させる ことであります。 . 党の 命令と 

あれば 水火を いとわず、 適時に 正確に 実践す る 強力な 作風が 全 党を 支配す るよう にしなければ なりません」 

首相は、 党規 律、 国家 規律 および 軍事 規律を 強化す る 闘争を 強力に すすめながら、 批判と 自己批判を 活発に おこ 
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なう ことを 強調した。 

金 日 成 首相の この 教えは、 党の 唯一の 思想に もとづいて 全 党の 統一 団結を 強化す る 綱領 的 課題を しめした もので 
あり、 党 活動に おいてつ ねに 堅持すべき 不動の 原則を 明らかにした ものであった。 

朝鮮 労働党は マルクス •レー ニン 主義 党で あり、 革命の ためにた たかう 戦闘的 党で ある。 

それゆえ、 党が その 使命を まっとうする ためには、 必ず 民主主義 中央集権 制の 原則に もとづいた 党の 鋼鉄の よう 
な 統一が 必要で あり、 党の 指導者で ある 金 日 成 首相の 命令、 指示と、 首相の 思想の 具体的 表現で ある 党の 決定に よ 
って 全 党が 一心同体と なって 動かねば ならなかった。 

全 党員と 勤労者が 金 日 成 首相の 思想で しっかり 武装し、 その 教えに あくまで 忠実で あり、 いつ、 どこで、 どのよ 
うな 風が 吹こうと も 動揺す る ことなく、 誠心誠意、 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相を 命に かけて 守り、 領袖の 教えと 党の 
決定を 無条件に うけいれ、 遂行す る 唯一の 思想 体系を 確立して こそ、 戦争に 勝利す る ことができた。 

前線の 軍事 情勢と 関連して、 首相は 積極的な 追撃戦を くりひろげる ことを 提起し、 とくに 軍事行動に おいて 教条 
主義に 反対し、 徹底的に 主体を 確立す る ことを 重要な 課題と してう ち だした。 

そして 全人 民が 革命の 主人と して 自力 更生の 革命 精神を いっそう 発揮し、 後方で 党と 政権 機関を 一刻も早く 整理 
し、 あらゆる 手段を 利用して 人民 経済を 復旧して 前線を 支援し、 人民を 必勝の 信念で 武装 させて 後方を 鉄壁の 要塞 
にかため る 問題な ど、 多くの 戦闘的 課題を しめした。 

このように 首相は 総会で、 全 党員を 革命的 規律と 革命 精神で しっかり 武装 させ、 すべての 難関と あい 路を 克服す 
る 明確な 方途を しめす* J とに よって、 党の 戦闘力を いっそう 高め、 党員と 人民を 最後の 勝利にたい する 強い 信念で 
武装 させた。 

じつに 党 中央委員会 第三 回 総会は、 党 生活と 国家 活動の すべての 部門に おいて 大きな 転換 点と なった。 
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首相は 党 組織を あげて、 後退 斯に 一部 表面化した 無規律な 行動にたい して 強力な 思想 闘争を すすめた。 とくに 党 
内部で 無 原則に 思いのままに 行動す る 分派 分子にたい しては、 断固たる 打撃を あたえた。 

こうした たかいの なかで、 すべての 分野で 革命的 規律が 徹底的に 強化され、 領袖と 党の 要求で あれば どんな 任務 
でも 遂行 するとい う 党の 唯一 思想 体系が 確立され ていき、 革命的 闘志と 自力 更生の 革命 精神が いちじるしく 高まっ 
た。 

いたるところで 党 組織が 強化され、 人民 政権 機関が 活発に 動いた。 

金 日 成 首相は、 党の 指導 的 役割と その 戦闘力を 高めながら、 軍隊と 人民にたい する 思想 教育の 基本 方向を しめ 
し、 これを 強力に おしすすめた。 

首相の 方針に したがって 、党. 組織は 政治 思想 活動を 強力に 展開した。 党の 政治 活動の 基本は、 人民と 軍人の なか 
で 領袖と 党にたい する かぎりない 忠誠 心を つちかい、 最後の 勝利にたい する 確固と した 信念を もつ ようにし、 かれ 
らを 、十五 星霜の あいだ 白 頭 山の 密林で あらゆる 苦難に も 屈する ことなく 祖国 解放の 偉業を 成就した 金 日 成 将軍の 
指導の もとに 組織 展開され た 抗日 武装 闘争の 栄え ある 革命 伝統で 武装す る ことに あった。 

こうして 党員と 人民と 人民軍は、 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相を 生命を として 守り、 その 命令と 指示に かぎりなく 忠 
実であった 抗日 遊撃隊員の ように 最後の 勝利を かたく 信じ、 生きても 領袖の ために 生き、 死ぬ とき も 領袖の ために 
死ぬ 高潔な 思想を もって、 戦争の 勝利め ざすた たかいに 献身した。 

金 日 成 首相は、 反革命 分子にたい する 闘争を も 正確に 指導した。 

共和国 北半 部 地域に 一時的には いりこんで いた アメリヵ 帝国主義 侵略者は、 多数の スパィを 放ち、 不健全な 一部 
の 階層を そそのかして、 「治安 隊」 をは じめ さまざまな 反動 団体を 組織し、 多くの 人民を 殺害 させた。 侵略者は こ 
うする ことによって、 人民を たがいに 反目、 敵対 させ、 かれらが 二度と 団結で きないよう にしようと たくらんだ の 
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であった。 

1  しかし、 金 日 成 首相の 賢明な 方針に よって、 敵の 企図は 水泡に 帰した。 首相は、 アメリヵ 帝国 主 養の 策動に のっ 
f  ては ならない とい ましめ、 複雑な ® 層との 活動で 守らなければ ならない 原則的な 立場を 明らかにした。 金 日 成 首相 
I は、 敵 味方を はっきりと 見 わけ、 ごく 少数の 悪質 分子は これを 徹底的に 鎮 '圧し、 無意識的に 敵に 追従して いた 人び 
^  とは これを 包容して 教育 するとい う 原則を 堅持し なければ ならない と 教えた。 

整， 階級 路線と 大衆 路線を 正確に むすびつけた この 方針は、 ごく 少数の 悪質 分子を 清算す る ことによって、 敵に つけ 
±« いるすき を あたえず、 広 はんな 大衆を 一つの 家庭に 包容し、 すべての 力を 敵 撃滅へ と 組織 動員す る 積極的な 方針で 
g あった。 この 過程で、 愛国 烈士 遺家族を はじめ 労働者 、農民の 階級 的 自覚が 非常に 高まった ことは いうまでもな 
力 い。 結局、 敵は そのみに くい 目的を 達成す るか わりに、 みずからの 野蛮な 正体を 暴露され て 完全に 孤立し、 全人 民 
"  的な 怒りの 炎につつ まれて しまったので あった。 

章  抗日 武装 闘争の 時期から 反動との たたかいで 豊富な 経験を つんだ 金 日 成 首相 だけが、 こうした 政治の 弁証法を 創 
P 造す る ことができた のであった。 

このように 金 日 成 首相は、 党と 大衆を かたく むすびつけ、 闘志に 燃える 一つの 大 集団に つくりあげる 一方、 人民 
軍の 活動を くまなく 指導した。 

とくに、 軍事 活動で、 わが国の 地形 上の 特徴 および 戦争の 具体的 状況に そくして 人民軍の 装備を 改善して 適切に 
使用す る 問題、 山岳 戦と 夜間 戦闘を たくみに 配合す る 問題、 砲火 力を 強め 砲兵と 歩兵の 緊密な 協同 作戦で 敵を せん 
滅 する 問題な ど、 金 日 成 首相が とった 主動的な 措置は、 戦争の 勝利を いちだんと 早める ものであった。 

当時、アメリヵ帝国主義侵略者は、大規模な攻撃作戦を準備しつつ、前面からの攻擊と海からの上塍作戦をくわ 
ガて、一方で«「制跟攻擊 .1_ をかけてき允。 
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首栢は 敵の 戦術に 対処して、 敵の 兵力と 戦闘 技術 猓林を 大量に 消耗させる 檄動防 鄉と 反打擎 戦を 展開す る 方針を 
うちだし、 みずから 戦線に でむいて は 将兵の 士気を 高めた。 

一九 五一 年 三月の ある 日の 早朝、 首相は、 洛東江 戦線から 撤収して 新しい 戦闘 任務に ついていた ある 区 分隊を た 
ずね た。 

大隊 長から 隊列 報告を うけた 首相は、 「全 軍務 者 同志 諸君 / 敵を 攻撃 するとき も 敵の 後方で 活動 するとき も、 
つねに 勇敢に たたかって 勝利した 同志 諸君に 感謝を ささげる」 と 全 将兵を たたえた。 

「祖国の ために 服務し ます / 」 

将兵たち は 声を かぎりに 叫んだ。 だれの 目 も 感激の 涙で うるんで いた。 

首相は 重機関銃を ならべた ある 中隊の まえで 足を とめ、 中隊長に 中隊の 状況を くわしくき いた。 

しばらく、 武器、 装具 類、 食糧、 弾薬な どに いたる まで 中隊の 戦闘 準備 状態を いちいち 見 まわって から 首相は、 
なにを 思った のか、 一個 小隊の 兵士たち に、 軍靴を ぬぐよう 指示した。 兵士たち が 軍靴を ぬぎ 終わる と、 首相は 腰 
を かがめ、 軍靴が やぶれて はいない か、 足に まめが できて いない か、 靴下が よごれて はいない かと、 ていねいに し 
ら べるのだった。 

これは、 息子を 遠くき びし い 旅に おくりだした 親 だけが、 それ も かぎりなく 慈愛に みちた 親 だけが する ことので 
きる 気づかいで あった。 

洛東江 戦線で 威力を 発揮した という 重機関銃に まつわる 話を きいた 首相は、 それを みずから 分解し、 くみたてて 
みてから こう 語った。 

「 …… きみたちが えた 戦闘 経験は、 非常に 貴重で ある。 そうした 経験を 生かしながら、 思想 的に 武装し、 戦闘 お 
よび 政治 訓練を 十分に おこなえば、 むこうと ころ 敵な しとい えよう。 むかし、 端午の 節句に おこなわれた 相撲 大会 
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にで る 人は、 十分に 腹 ごしら えを したう え、 予備の 食糧まで もっていった もの だ。 それだけの 準備な しには、 賞品 
の 牛を 手に する ことは できない からで ある。 ましてい ま 戦場に ある われわれが、 つねに 訓練には げみ 、完全な 戦闘 
準備を ととの ■えないで どうしよう / 戦闘では 外 掛けで 攻めよう が、 内掛けで 攻めよう が、 どっちに しても 敵を た 
たきつけなければ ならない の だ。 …… 」 

将兵たち は、 和気 あい あいたるな かに も 偉大な 思想の こもった この ことばを ききながら、 領袖と 革命の ためなら 
ばいかなる 敵と いえ ども 一撃の もとにせ ん滅 する 強い 決意を かためた のであった。 

人民軍 将兵を 深く 愛する 金 日 成 首相は、 いつも 将兵たち と 深い愛情を もって 気軽に 会い、 かれらと 談笑す るのを 
このうえない 1¢ びと した。 

この 年の 六月 下旬、 首相は、 三十八度線で 陣地 防衛 任務に ついていた 七 人の 共和国 英雄 および 模範 戦闘員を まね 
ぃた。 

七 人の 戦士たち が 胸を おどらせながら 最高 司令部の 門を くぐろうと したと き、 首相は まるで 遠来の 友を むかえる 
ように、 満面に 笑みを たたえながら むかえに でる のだった。 

「英雄たち が やってきた な / 遠い 道のりを ご苦労であった / …… ところで 前線の 戦闘員たち は、 みな 元気 か 
ね？」 

首相は 親しみを こめて こうたず ねた。 

「最高 司令官 同志 / 最前線に いる わが 戦闘員たち は、 最高 司令官 同志の あたたかい 愛情と かぎりない 配慮の お 
かげで、 元気に、 勇敢に たたかって います」 と、 戦士の 一人が こたえた。 

かれらを 部屋に 案内し、 しばらく 戦線の 様子な どを きいた のち、 首相は 戦争の 見と おしにつ いて 語った。 

「党の まわりに 一枚岩の ように かたく 団結した わが 人民軍と 人民は、 必ず 敵を うちたおし、 終局 的 勝利を かちと 
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るだろう。 だが 勝利を 達成す るた めには、 これから さらに 苦しい 試練を へなければ ならない。 わたしが きょう、 諸 
君に 話そうと する の もこの ことで ある」 

首相は、 さらに 言葉を つづけた。 

「諸君は、 アメリカ 帝国主義が すすんで わ. が 祖国から 手を ひき、 でて いくだろう と 考えて はいけ ない。 …… 敵は 
いま、 鼻っ柱を くじかれながら も、 なお わが 祖国の 南半 部を 踏みに じり、 その 侵略的 野望を 実現し ようと 狂いた っ 
ている。 われわれは 敵に 寸土 も わたす ことは できない。 …… 必ず 祖国の 南半 部を 解放し なければ ならない。 …… わ 
れわれ をね らう アメリカ 帝国主義 侵略者を 最後まで 撃滅し なければ ならない」 

戦士たち は、 この ことばから 最高 司令官 同志の 確固と した 信念と 闘志を 感じと り、 砲煙弾雨の なかで 英雄的に た 
たかう、 すべての 軍人にたい する 首相の 厚い 信頼を ひしひしと 感じた のだった。 

首相は、 「きみたちに 贈り物を せねば …… 」 と いいながら、 「アメリカ 帝国主義 侵略者を 撃滅せ よ / 」 という 文 
字と、 各自の 名が 彫られた 自動小銃を 一人ひとりに 手 わたした。 

首相は 自動小銃を 手に してた ってい るかれ らに いった。 

「この 銃には、 この 国の 数多い 革命 烈士と 人民の 貴い 血と 汗が にじんで いる。 そして また、 敵を 撃滅し 祖国を 守 
り、 とくに アメリカ 帝国主義 侵略者の もとでい まだに 苦しんで いる 南半 部 人民を 解放す る 党の 要求と、 人民の ねが 
いが こめられて いる。 この 銃で アメリカ 帝国主義 侵略者を 最後まで 撃滅せ ねばならない」 

「祖国の ために 服務し ます / 」 

英雄たち は 銃身を 力強く にぎりしめ、 領袖の まえで 忠誠を 誓った。 

この 日、 金 日 成 首相は、 英雄たち と 家庭的な ふんいきの なかで 夕食を ともに した。 これには 最高 司令部の 幹部た 
ち も 多数 参 席した。 
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首相は、 英雄たち を 食卓に まねきながら いった。 

「諸君の 口に あう かどう か …… 。これが きみたちの 家だった ら 、戦争から 帰った わが 子の ために、 母親が 腕に よ 
りを かけて いろいろ ご馳走す るだろう に …… 、そのよう にで きなくて …… 」 

首相の 心づ くしの もてなしに、 英雄たち もた だ 胸を 熱く する ばかりであった。 

一九 三〇 年代の 抗日 武装 闘争の 時期、 吹雪 荒れ狂う 日々 にも、 たった 一枚の 毛布を 隊員たち に ゆずって たき 火の 
そばで 夜を すごし、 一 合の はった い 粉 も 隊員たち にわけ あたえた 金 日 成 首相、 戦士たち にたいする 首相の この 厚い 
愛情は、天の高さや海の深さもとうていおよばぬ、千古の歳月を齡<と湧きいずる泉のようなものであった。 

七 人の 戦士たち はこみ あげる 感動で、 すぐには 箸を とる ことができなかった。 

首相は、 「さあ、 どうしたんだ ね。 きみたちが たくさんた ベて くれないと、 わたしの 気持が すまないで はない 
か。 さあ」 といいながら 心 づ くしの 冷麵 をす すめ、 かれらの 盃に 親しく 酒を ついだ。 

肉親に もま さる この こまやかな 愛に、 かれらの 目には 涙が やどった。 

首相は、 盃を あけ、 つつまし く 箸を はこぶ 英雄たち を 慈愛に みちた まなざしで 見つめながら、 「きみたちが 前線 
でた たかいながら よくうた う 歌が あるだろう。 それを、 ここでき かせて はくれ ないか」 とかれら の 歌を 所望した。 

七 人の 戦士たち は、 最初に 『金 日 成 将軍の 歌』 をうた った。 

英雄たち と 最高 司令部の 幹部たち は、 座席の 順に 一人ず つう たった。 

食卓を かこんで いる 全員が うたい 終わる と、 首相は、 「すると 今度は わたしの 番だ ね」 と 笑いながら、 「以前、 抗 
日 パルチザンの とき、 われわれは こんな 歌もう たった もの だ」 とまえ おきして、 つぎの ような 歌を うたった。 

はてしなき 白 頭の 密林 
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煌々 とかが やく 月よ 
月見れば 思いは かける 
はるかなる 祖国の 山河 
ああ 革命に ささげし* j の 身 
いつの 日 か かならず 帰らん 
なつかしの 祖国の もとに 

最高 司令官の 歌は、 いあわせた 人び との 心を 強く うった。 かれらの 目の まえには、 十五 年の ながい 年月を ひたす 
ら 祖国 解放の 一念に 燃えて、 白 頭の 密林と 広漠たる 満州の 広野を 踏破し、 日本 帝国主義 侵略者を 擊 破した 金 日成将 
軍の 英姿が くっきりとう かび、 将軍が とりもどして くれた 祖国の 貴 さがい まさらの ように ひしひしと 感じられた の 
であった。 

首相は、 貴い 祖国を 命を として 守り、 いまだに 敵に 踏みに じられ ている 祖国の 南半 部を 必ず とりもどさねば なら 
ない と、 かれらに この 歌を うたって きかせた のであろう —— 〇 

歌を きき 終わった かれらは、 心を 一つに して 誓った。 たとえ 死ぬ ことがあっても、 この 銃で 不倶戴天の 敵ア メリ 
力 帝国主義 侵略者を 一人の こらず 撃滅し、 祖国を 守り、 南の 地を とりもどして みせる と …… 。 

前線に 帰った 七 人の 勇士は、 炎と 燃える 祖国の 高地で 全 将兵に おくる 敬愛す る S の あいさつを つたえた。 

将兵たち の 士気は 天を 衝いた 。かれらは 岩肌 や 木の 幹に、 「党と 領袖の ために/祖国と 人民の ために / 」、 「 寸 
土 も 敵に わたすな / 」、 「アメリヵ 帝国主義 者を 一人の こらず 撃滅し よう / 」 という ス P 1 ガンを 刻みつ け、 敵に 
さらに 大きな 打撃を あたえる たたかいへ とたち あがった ので ある。 
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人民軍の すべての 将兵は、 猛 ける 獅子の ような 勢いで たたかった。 

金昌杰 英雄は、 六〇六 •六 高地の 戦闘に おいて、 人民軍の 前進を さまたげる 敵の ト ー チヵを、 党と 領袖にたい す 
る 忠誠 心に 燃えた ぎる みずからの 胸で ふさぎ、 部隊の 突 擊路を 切り ひらいた。 

ヵマ ク峰 戦闘で 両腕と 両足に 重傷を 負った 姜浩英 英雄は、 「わたしの 腕と 足は もぎ とられた。 だが 復簪 心は 幾千 
倍に も 燃えて いる。 朝鮮 労働党 員の 炎の 闘志と、 党と 領袖に かたく 誓った 不屈の 意志を みせて やる」 と 叫び、 手榴 
弾を 口に くわえて 敵陣に ころがりこみ、 多くの 敵を ふきとばした。 

敵機の じゅうたん 爆搫と 機銃掃射の もとで 数十 人の 負傷 兵を 救いだ し、 みずから も 致命傷を 負った 看護兵 安英 愛 
は、 息を ひきとる 最後の 瞬間に こういった。 

「労働党は わたしを 育て、 導いて くれました。 党は わたしの 命です、 わたしの 党 費を おさめて ください。 そして 
わたしの 党員 証を 党 中央委員会に とどけて ください」 

高地 防御 戦に 奮戦した 韓継烈 英雄は、 名高い r わが 高地 運動」 のの ろしを あげた。 

「いや、 この 高地は 絶対に 敵に わたす ことは できない。 われわれは 死ぬ とき もこの 高地と ともに 死に、 生きて た 

たかう とき もこの 高地と ともに いなければ ならない。 この 高地は、 わが 高地 だ。 . 同志たち、 敵に 死を あたえ 

よ、 祖国の 高地は わが 高地 だ/」 

これは、 かれが 戦友たち によび かけた ことばだった。 

_ の 教えに かぎりなく 忠実な 人民軍 戦士たち は、 狙擊 兵器で 敵機を 撃墜す る 飛行機 狩り 組 運動を くりひろげ 
た。 自分たち を ねらって 急降下して くる 敵機を、 狙撃兵 器で 真っ向う からね らいうつ 人民軍の 心 —— 、それは 敵愾 
心と 闘志の 火の玉でなくて なんであろう / 

首相は、 このように 軍隊と 戦. 線を 指導しながら 後方の 人民 生活に も 大きな 力を そそぎ、 かれらの たたかいを 正 
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しく 導いた。 戦争の 多忙な 日々 にも、 人民 生活にたい する 配慮は 一つの 日課に なって いた。 首相は、 時間を さいて 
は 野良に でて 農民と ともに 殼竿 をう ち、 春には かれらと いっしょに 畑 仕事を やり、 種 まき もした。 

「人民が 粟 飯を 食べる ときは、 われわれ も 粟 飯を 食べなければ ならない」 

首相は 口ぐ せの ように、 副官たち にこう 語り、 司令部の 生活を きわめて 質素な ものにした。 どこに でかけても、 
アメリヵ 帝国主義 侵略軍の 野蛮な 盲爆に よって 廃墟と 化した 都市と 農村を 見て まわった。 人民の 生活を 気づかって 
洞く つに 住んで いる 人び とまでたず ねて 暮らしむ きをき き、 まだ 夜 も 明け きらぬ うちから 戦災孤児を 見 まって は、 
父親に もま さる 愛を そそいだ。 

金 日 成 首相に とって、 もっとも 貴重な もの —— 、それは ほかで もな く 人間の 生命、 人民の 生命であった。 首相は 
党、 政権 機関の 責任 幹部を まえに、 つぎのようにの ベた ことがある。 

「 …… 人民 生活を 安定させる 仕事は、 全 国家的、 全 党 的、 そして 社会的に もっとも 重要な 仕事であります。 アメ 
リヵ 帝国主義 者が いくら 狂った ように わが国を 破壊し、 廃墟に かえ、 焦土 化しようと、 人間 さえの これば、 われ わ 
れは 戦争が 終わった あとに わが 祖国を 新しい 強力な 国に 復旧す る ことができます。 

同志 諸君 / 人間を たいせつに し、 救済す る 仕事は、 われわれの もっとも 重要な 仕事であります。」 

首相の 細心の 心遣いに よって、 人民は 戦争の さなかで も 多くの 配慮を うけた。 

戦災 民 救護 委員会は、 すべての 戦災 民に 食糧と 衣服を 支給し、 住宅 建設 資金まで 融資した。 愛国 烈士の 遺族と 傷 
痍 軍人、 人民軍の 家族にたい しては、 全 国家的、 全人 民 的な 援護 活動が 組織され た。 

金 日 成 首相は、 戦災孤児たち を 国家の 責任の もとに 養育す る 対策を たてた。 

首相は 一九 五〇年 十二月、 ピョンヤンに むかう 途中、 夫が 順 川で 戦死した ため 四 人の子 どもを 女手 一つで 育てて 
いる 一 婦人に 会った ことがあった。 彼女は 必死になって 働いて いたが、 女手 一つのう えね、 敵の 占領から 解放 さ 水 
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た 直後であった たみ、 その 生活 ば 非常に 苦しかった" 

首相は、 女手 一つで 四 人の子 どもを 育てる のは 大変でしょう、 といた わ ' 〇- ^. 彼女は、 大丈夫です とけな げにこ 
たえた が、 それが なまやさしくない ことは、 だれの 目に も 明らかであった。 

この 婦人の 困難な 生活を 目の あたりに 見て、 たたかいで 夫を なくした 婦人たち とすべ ての 孤児に 深い 思いを よせ 
た 首相は、 ただちに 愛国 烈士 遺児 学院と 初等 学院、 愛育 園を 各 道に 設立す る 対策を とり、 孤児 や、 家族が 多くて 父 
母の 力 だけでは 養育が むづ かしい 子どもを、 国家が 責任を もって 養育す る 措置を 講じた。 

こうして、 すべての 孤児は 国家と 人民の ふところに いだかれ、 のびのびと 育って いった。 多くの 父母が 戦争で 儀 
牲にな ったが、 孤児たち が 泣きながら 街を さまようよう な ことは 決してな かった。 

そのころ、 北半 部 各地を 視察して まわった 国際 婦人 連盟 調査団の メンバ ーは 、街を さまよう 孤児 や 浮浪者を 一人 
も 見かけなかった ことを 不審に 思い、 どうしてこう なのかと、 しきりにたず ねた。 これは、 彼女たち には 想像 もつ 
かない、 常識 外の ことだった ので ある。 

彼女たち はまた、 人び との 寝具が 清潔で きちんとした ものである ことに おどろき、 戦時な のに どうしてこう 安定 
した 生活が 可能な のかと 質問した。 

しかし 調査団の 人び とは 自分の 目を とおして、 これらす ベての ことが 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 賢明な 導きと、 あ 
たたかい 配慮の 結果で ある ことを はっきり 知った。 

そして 最後には、 朝鮮で 見る ものす ベて が 彼女たち の 感嘆の 的と なった。 

金 日 成 首相は 労働者、 事務員に も 現物給与を ともなった 賃金 制度を 実施し、 貧農には 現 物税まで 一部 減免した。 

全国の 各 級 学校が すべて 開校され、 苛烈な 戦争の 日々 にも 国中で 子どもたちの 本を 読む 声が たえなかった。 

一九 五一 年度の 学生 数は、 じつに 百 余 万に 達した。 アメリヵ 帝国主義 強盗が 死の 爆弾を ふらす さなかで も、 子 ど 
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もたち は カバンの なかで 筆箱の 音を たてながら 学校に 通った。 

爆弾が 落下す ると、 子どもたちは 草の 茂みに 身を 伏せた。 爆撃が しずまる と、 ふたたび 鶴の 群の ょうに 列を つ 
くり、 歌を うたいながら 学校の 門を くぐった。 アメリカ 帝国主義 者は、 金 日 成 首相の 教えを 学ぶ 朝鮮の 子どもたち 
の 生活を 破壊す る ことができなかった。 全 朝鮮人 民が 首相の 愛情と 配慮につつ まれて いた。 全 朝鮮人 民は また、 領 
袖と 祖国の ために 献身した。 敵は いかなる 爆撃を もってしても、 朝鮮人 民の この 生活を 破壊す る ことは できな かっ 
た。 

金 日 成 首相は 戦火の さなかで も、 一木 一草に いたる まで、 国と 人民に とって 貴重な ものは これを すべて 大切に 保 
護した。 樹木に 勝手にな たを ふるう こと さえ 禁じた。 

こんな こと も あった。 ある 日、 副官たち が 敵の おとした 時限爆弾を 発見した。 そこは 直接 危険と いう ほどの 人 場 
所ではなかった が、 そのまま 放置して おくわけ にもい かなかった。 

そこで 副官たち は 大胆に も 時限爆弾を かかえて、 近くの 粟 林には こび こんだ。 しばらく すると、 爆弾は すさまじ 
い 音を たてて 爆発した。 

執務中であった 首相は、 その 音を きいて 外にで てきた。 副官の 一人から いきさつを きいた 首相は、 爆発 現場に 足 
をは こんだ。 副官たち は 適切な 処置を とった ものと ばかり 思い こんでいた。 

しかし、 爆発 現場に ついた とき、 どうして か 首相の 顔色が 急に くもった。 

首相は 非常に 残念そう なまな ざしで、 無残に なぎたおされた 栗の 木を 見つめて いた。 副官たち は どきりと した。 
はたして 首相は、 アメリカ 帝国主義 者が 夜昼を とわず 爆撃で あらゆる 樹木を 根 こそぎ にして いると いうのに、 きみ 
たちまで がこうい うこと をして どうす るつ もりな のか、 と 強く ^ 責した 。 

副官たち «、 い fc ら :f£ さを* じて 首を うな '*: 九 : fc 。 しかし かれら «、 ひ ともと '〇 祖国の 草木に も猓 い ' S を そそ •<* 
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首相の 偉大な 心に ふれて、 強い 感動に とらわれて いた。 

その後、 副官たち は 数百 株の 栗の 苗木を その 一帯に 植えた。 うっ 蒼と 生い茂る その 木の 下で、 栗を ひみう 子ども 
たちの あどけない 姿を 思いう かべながら …… 。  ' 

金 日 成 首相の こうした 配慮につつ まれて、 人民は 戦争の きびしい 逆境に たえぬ くこと がで きた。 

首相は、 国の 経済 生活が しだいに 安定す るに したがい、 前線 援護と 後方 強化の ための 英雄的な 勤労の たたかいに 
全人 民を ふるいたたせた。 

首相は、 戦後 復旧 建設の 基本 方向は、 「現実的 条件に もとづいて、 あらゆる 物資と 旧式の 生産 手段を もの こらず 
利用して 生産 機関を 復旧し、 そして 現存す る 可能性を すべて 動員して、 前線に 物資を おくり、 同時に 戦争 終結 後に 
十分 かつ 迅速に 復旧 できるだけの 準備 活動を」 おこなう ことで あると 明らかにした。 

首相は、 党と 政府を 動員し、 国中が 破壊され た 戦争 下に あっても 人民 経済 計画を 作成 させ、 その 実践へ と 力強く 
導いた。 

英雄的な 労働者階級は、 敵機の 猛爆 撃を おかして 廃墟の なかから 生産 施設を 復旧し、 数多くの 工場、 企業 所を 地 
下に 建設した。 

「戦時 生産と 復旧 準備の 速度を 高めよう / 」 という 鉱山 部門 労働者の よびかけに こたえて、 軍需 生産、 交通 運 
輪、 林産、 機械、 電気、 逓信 部門な どの 労働者は はげしい 増産 競争 運動を くりひろげた。 

機関車は 烏の 群の ように 襲い かかる 敵機を ものともせず、 汽笛の 音を ひびかせながら 戦線に 走り、 鳥の 群 さえ 爆 
音を さけて 山奥に 逃げる ような 夜 も、 地下 工場では 生産が つづけられた。 

首相は 当時、 農村の 困難を 解決す るた め、 「食糧の ための 闘争は 祖国の ための 闘争 だ / 」 という ス ロー ガンを か 
かげ、 農村に ばく 犬な 物質的 配慮を めぐらす かたわら、 全人 民 的 支援を 組織した。 優秀な 幹部の 派遣、 農村の 党 
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農民たち を 戦時 食糧 増産の ための 闘争へ、 鼓舞激励 する 金 日 成 首相 


組織 や 政権 機関の 活動と 大衆 政治 活動の 強化、 戦災 民と 
零細農 民から なる 数多くの 国営 農牧 場の 新設と 拡張、 住 
宅 建設と 営農 資金の 貸与、 兄弟 国人 民から おくられ てき 
た 援助 物資の 供給、 国家 資金に よる 灌漑 施設の 復旧な 
ど、 農村にたい する 配慮は じつに 数え きれない ほどで あ 

った。 

農民たち も だまって はいなかった。 かれらは 畑の 片隅 
に 待避 壕を 掘り、 自分自身 や 役牛を 偽装し、 昼夜と なく 
野良仕事には げん だ。 あるいは 米俵を 牛車 や 馬車に の 
せ、 戦火を かいくぐって 遠い 戦線へ といそいだ。 女性た 
ちは 夫 や 兄に かわり、 いままでは 男の 仕事と されて いた 
畑打ち や 田 鋤き をは じめ た。 

英雄たち の 集まりで ある 人民軍の 姿を 描き、 敵機の 爆 
撃 下を ものともせず、 草の葉で 偽装した 牛を 追って 畑を 
耕す 女性の 姿は 末な がく 語りつ たえられる であろぅ。 そ 
して 新しい 世代の 高貴な 志を 育て、 かれらの 感動を よび 
つづけて いくにちが いない / はたしてい かなる 頭脳 
が、 この 大地に しみこむ 偉大な 愛と 献身の 真価を はかる 
ことができよぅ か / . 
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廃墟の なかで、 炎の なかで、 このような 政治を おこなう ことので きる 領袖、 このような かぎりない 力を 創造した 
金 日 成 首相は、 まさに 偉大な 人物で ある。 金 日 成 首相に とって、 人民 民主主義 制度は まさに、 名将の 手に にぎられ 
た 宝剣であった。 

首相の まえで、 アメリカ 帝国主義 侵略者に なにが できよう か/敵が 軍事的、 政治的、 道徳的に 敗北した 地に、 
共和国は 難攻不落. の. 要塞の よ. うに 毅然として そびえて いた。 そして その 要塞のう えで、 金 日 成 首相は 硝煙け むる 戦 
線を 見 わたして いたので ある。 

5 陣地 防御 戦、 一、 二 一一 高地 戦闘 

アメリカ 帝国主義 侵略者は、 戦争 開始 後の 最初の 一年間に、 すでに 第二次世界大戦で こうむった 損失の 半分を は 
るかに こえる 兵力と 戦闘 技術 機材を 失って いた。 

これが 政治的、 道徳的な 惨敗を はじめ、 すべての 軍事 作戦の 敗北 過程で こうむった 損失で ある ことを 考慮に いれ 
ると き、 アメリカ 帝国主義の 立場は 弁明の 余地がない ほどみ じめ な ものであった。 

こういう 状態で アメリカ 帝国主義は さらに あがきつ づけた。 かれらは 三十八度線 上で 防御しながら、 新しい 兵力 
と戦闊 技術 機材を 大 々的に 補充して、 新しい 攻擊を 準備した。 

これに 対処 じて 金 日 成 首相は、 主導 的に 陣地 防御 戦を 展開して 敵の 攻撃を 粉砕す る 戦争 第 四 段階の 戦略 的 方針を 
たてた。 

戦争 第 四 段階の 戦略 的 方針は、 大 部隊に よる 積極的な 陣地 防御 戦に よってす でに 占めた 戦線を 維持しつつ、 とき 
を かせぎ、 後方と 人民軍の 戦闘的 機能と 技術 装備を いっそう 強化 するとと もに、 敵の 兵員と 技術 機材に ばく 大な損 
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失を あたえ、 その 攻擊 企図を 粉砕し、 敵 味方 間の 力関係を いっそう 有利に かえて、 戦争の 終局 的 勝利を かちとる た 
めの 決定的な 攻撃に 転ずる すべての 条件を つくりだす ことであった。 

陣地 戦に かんする 金 日 成 首相の 軍事戦略 思想は、 新しい 歴史的 条件と 朝鮮の 地理 的 特殊性を 科学的に 分析して 形 
成された 独創的 かつ 主体的な 軍事 思想で あり、 すでにた たかい とった 革命の 獲得 物を 防衛し、 さらには 戦争の 終局 
的 勝利を 保障す るす ぐれた 思想であった。 

金 日 成 首相は、 すでに 占めて いる 地域を 敵に 奪取され ると いう ことは 結局、 革命の 獲得 物を 敵に ゆだねる ことを 
意味し、 それは 絶対に ゆるせない ことで あると 考えて いた。 

これに もとづいて 首相は、 陣地 戦を 戦略 的 方針と してう ち だした ので ある。 

首相は 陣地 防御 戦の 方針を たてた ばかりでなく、 その 輝かしい 勝利の ため、 すでに 占めて いる 陣地を 敵の いかな 
る 最新 兵器の 攻撃から も 守りと おせる ように 坑道 化する という、 きわめて 革新的な 対策を うちだした。 

首相が 創案した 坑道 式 陣地は、 朝鮮戦争の あらゆる 客観的な 要求を 集中 的に 反映した 輝かしい 創造物で あっ 
た。 

朝鮮戦争は 最新. 科学の 成果を 最高 度に 利用した 現代 戦であった し、 その 激烈 さに おいても 類例の ない もので あっ 
た。 アメリヵ 帝国主義は 爆撃と 砲擊 によって 人民軍 陣地の 焦土 化を もくろみ、 一方では 初歩 的な 法規と 人道 さえ 無 
視 して、 前線と 後方に 多くの 毒ガス 弾、 細菌 弾を 投下した。 この 野獣に も おとる 敵との 戦争に おいて、 坑道 陣地を 
築く ことは きわめて 切迫した 要求であった。 

坑道 陣地は 敵の 強力な 爆撃と 化学、 細菌兵器 や 砲火 力から 兵力と 戦闘 技術 機材を 保護し、 はげしい 戦闘の なかで 
も 戦闘員に 休息を とらせ、 さらに 攻撃す る 敵を 防御 線 前面で 捕捉、 せん 滅 する ことによ って、 敵を 一歩たり とも 防 
御 地帯に 近づけない ようにす る ものであった。 
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それは また、 味方の 積極的な 反 突擊と 攻擊軟 の 有利な 出撃 陣地と して 敵に 決定的な 打醛を くわえ、 それにょ - > て 
敵が その 戦線を もちこたえられない ょうにす るた めの もので も あった。 

それば かりで なく、 野戦 型 築城 施設と 結合した 強力な 反 航空、 反 砲、 反戦 車、 反 化学兵器の 坑道 陣地 体系と して 
その 規模と 堅固 さに おいても、 戦略 戦術 的 価値に おいても、 これまで 世界の 戦史に その 例を 見る ことので きない も 
っと もす ぐれた、 かつ 独創的な 防御 陣地 体系であった。 

陣地 戦に かんする 首相の 方針に したがって、 一九 五一 年な かば ころから 人民軍 部隊は 三十八度線 上で 鉄壁の 陣地 
防御 戦に 移行して いった。 

人民軍の 初期の 陣地 防御 戦は、 きわめて 苦しい ものであった。 敵は 味方の 各 師団の 正面に 毎日 平均 六 千 余 発の 爆 
弾を 投下し、 敵の 攻撃 対象と なった 高地には 毎日 数万 発の 砲弾を うちこんだ。 

前線は いずこ も 炎につつ まれて いた。 人民軍の 勇士たち は、 夜 築いた 防御 施設が 敵の 爆撃と 砲撃で 破壊され るた 
び ごとに、 いち 早く 修理す るか、 新しく 築かなければ ならなかった。 後方 供給路 も 例外な く、 爆撃と 艦砲射撃 をう 
けて いた。 そのため 前線に 弾薬と 食糧を おくる ためには、 深い 山 あいやけ わしい 峰々 を こえなければ ならな かっ 
た。 

しかし、 最高 司令官の 戦略 的 方針に かぎりなく 忠実な 人民軍の 勇士たち は、 困難な 状 能に おかれても 戦争の. 主導. 
権を にぎり、 陣地を かたく 守りながら、 気ち がいじみ た 攻勢を くわだてる 敵に、 そのつど 甚大な 打擊を あたえた。 
また、 味方の 各 部隊は、 夜陰に 乗じて 大胆な 襲擊 戦を くりひろげ、 防御 準備と 部隊の 配備 変更を りっぱに やりとげ 
た' 

織 烈な 爆撃と 砲火の なかで、 陣地は 堅牢な 坑道に かわって いった。 抗道 陣地の H 事は、 その 規模が 巨大な もので 
あった うえに、 敵との 激戦の なかです すまねば ならなかった ため、 きわめ .- C 苦しかった。 
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首相は 坑道 作業 現場で 直接、 工事を 指導しながら 戦士たち を 激励した。 

戰士た ちの 新しい 軍服 や 軍靴を つぶさに しらべ、 不便な 点は ないか、 マスク や 手袋は たりな くない かと こまかく 
心を くばり、 ときには さく 岩 機を にぎって みずから 岩を くだき、 戦士たち の 士気を ふるいたたせた。 

人民軍 将兵たち は、 最高 司令官の こまやかな 指導に はげまされ あらゆる 難関を のりこえ、 おどろくべき 創意を 発 
揮した。 

工事の 初期には 前線 鍛冶 場を もうけ、 集めた 鉄く ずで 各種の 作業 道具を つくり、 ダィナマィトな しで 岩石を くり 
ぬいて いった。 あるいは また、 雪崩れ にもめ げす、 数千 立方 メ ー トルの 原木を 人力で けわしい 山の頂 上に ひきあ 
げ 、それで 坑道の 支柱を つくった。 作業場は 戦場と 同じであった。 じつに 坑道 陣地を 築く たたかいは、 最高 司令官 
の 教えに あくまで 忠実な 朝鮮 人民軍の 剛毅 さと 不屈の 精神を いかんな くしめ した。 

人民軍の 陣地は、 短期間に 厚い 掩蓋に おおわれた 坑道 式 陣地、 鉄壁の 要塞に かわった。 

人民軍 各 部隊は、 この 坑道 陣地に たてこもる ことにょって、 敵の 航空機が 四六時中 飛来し、 昼夜を わかたず 砲弾 
がふり そそぎ、 山容 も かわる 高地に おいてさえ も、 敵に せん 滅的な 打撃を あたえる ことができた。 

アメリカ 帝国主義は 狼狽した。 たびかさなる 軍事的、 道徳的な 敗北、 朝鮮人 民と 人民軍の 威力の 増大、 世界の 平 
和を 愛する 諸国 人民の 圧力、 帝国主義 陣営 内部の 矛盾の 激化、 アメリカ 軍 兵士を とらえて いる 恐怖心と 厭戦 気分な 
どの 諸 条件は、 かれらを のっ びきなら ぬ ジレンマに おとしいれた。 

そのため かれらは、 敗北の 境遇から ぬけでる 道を 血 まなこに なって さがしもとめた。 こうした 事態を 背景に し 
て、 敵は 一九 五一 年 六月 三十日、 マッカ ーサー の あとに 「国連軍」 総司令官と なった リッジ ゥ H ィを して、 停戦 会 
談を 提議せ ざるを えなかった。 

金 日 成 首相は、 敵の 侵略的 野望を 徹底的に うちくだく ため、 敵が たとえ 停戦 会談を 申 L いれた としても、 決し 
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て 侵 C5 的 野望を すてて いない ことを 見ぬ いて、 会談に 応じながら も、 それに のぞむ 態度と 立場を 明確に しめし 
た。 

首相は、 敵が 停戦 会談に よって 日 ましに 深刻化す る 政治的、 軍事的 苦境から ぬけだそう として おり、 戦争を 終わ 
らせ 平和を ねがって いるかの ように よそおいながら •、戦争に よってうる ことので きなかった 侵略 目的を、 停戦 会談 
で 実現し ようと 画策して いる ことを はっき り 見ぬ いていた。 

そのため 金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義 者に いささかの 幻想 もいだ いては ならず、 なお も 手痛い 軍事的 打撃を 
くわえる とともに、 停戦 会談に おいて かれらの 侵略 目的を 破 錠 させねば ならない と 強調した。 

停戦 会談は、 一九 五一 年 七月 十日から 開城で ひらかれた。 これは 朝鮮民主主義人民共和国と 世界 反動の 頭目で あ 
る アメリカ 帝国主義との 国際的 談判であった。 

こうして 金 日 成 首相は、 軍事 および 政治 外交の 二つの 戦線を 結合して、 アメリカ 帝国主義に 打撃を くわえて いく 
ことにな った。 

停戦 会談で アメリカ 帝国主義は 見えす いた 領土 的 野望に しがみつくな ど、 はじめから 会談の ひきのばしを はかっ 
た。 

金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義の 侵略的 正体を 全世界に 暴露す る 一方、 朝鮮 人民軍 首席 代表を して、 停戦 会談 
場で アメリカ 帝国主義に 強力な 政治的 打撃を あたえた。 こうして 会談は 事実上、 アメリカ 帝国主義と いう 名の 強盗 
を 審問し、 辛ら つに 断罪す る 公判廷と かわった。 アメリカ 代表は、 それ こそ 霜に うたれたい なごの ように 意気消沈 
した。 

アメリカ 帝国主義は、 会談で 強盗 的 野望を とげる ことができなくなる と、 会談の 舞台裏で 侵略戦争を 拡大す る 新 
たな 陰謀を こらした。 「国連軍」 総司令官 リッジゥェィは あわただしく 朝鮮 戦線を かけまわり、 T メリ カ 第 八 軍 司 


282 


5 陣地 防御 戦、 1,211 高地 戦猢 


令官ス ンフリ —卜に V 「 会談 期間 中、 戰線を 強化して 备 部隊の 兵氮 損失を 補充し" 広ばん な 攻擊を 展開す るに 必要 
な 兵器、 弾薬を 第一線 部隊の 管轄 下に おく こと」 を 命じた。 また バンフ リ ー トは かれな りに、 「『停戦 会談』 におけ 
る 合意は、 国連軍が 軍事的に 勝利す る ことによっての み 可能で ある」 と 公言して はばからなかった。 

敵は 決定的 攻撃の 準備を いそいだ。 かれらは 西部 戦線で 攻勢に でる と 見せかけながら、 全力を あげて 東部 戦線に 
たいする 「夏季 攻勢」 を 準備した。 

アメリヵ 帝国主義 侵略者が 「夏季 攻勢」 で ねらった 目的は、 東海岸の 元 山 もしくは 通 川 地域に 上陸す る 集団と、 
戦線の 東部 および 西部で 攻擊 する 各 部隊が、 淮 陽の 東北 側と 末 輝 里 地域で 連合して、 味方の 各 部隊が 戦線の 東部と 
中部で 占めて いる 戦略上 重要な 山岳地帯を 占領す る ことにより、 戦線を 開城、 金 川、 伊川、 元 山 一帯にまで おしあ 
げたの ち、 そこで ふたたび 北半 部の 全地 域を 占領し、 戦争を ひきつづき 拡大し ようとい う ものであった。 政治的に 
は、 これに よって 「軍事的 圧力」 をく わえ、 いわゆる 「栄誉 ある 停戦」 を 達成し ようと もくろんだ。 

敵は この 作戦に、 戦線の 東部 だけで も 十三 万の 大兵 力と 千 余の 航空機、 多くの 戦車、 各種の 砲を 投入し、 数十 隻 
の 艦船に よる 犬々 的な 上陸作戦 も 準備した。 

しかし この ころ、 人民軍の 前線の 状態は きわめて 困難であった。 まだ 防御 陣地が しっかり 築かれて いなかった う 
えに、 三十 年来の 大 洪水の ため 輸送 路が 寸断され ていた。 それにくわえて、 後日 明らかになった ように、 このと き 
朴憲 永、 李承燁 スパィ ー味が アメリヵ 帝国主義の 指示に より、 後方で 凶悪な 陰謀を たくらんで いた。 もちろん、 そ 
れは 妄想に すぎなかった。 

金 日 成 首相は、 敵の 攻擊 企図を そのつど 正確に 看破し、 積極的な 防御、 反攻 撃の 準備を ととのえた。 敵の 基本的 
な 打撃 方向が 東部で ある ことを 事前に 見ぬ いた 首相は、 すかさず 必要な だけの 兵力を 西部から 東部へ 移動 させ、 東 
部に おける 味方の 防御 態勢を さらに 強化した。 
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首相が その 天才 的な 判断力に もとづいて 断行した この 非常 措置は、 重要 戦闘 地区に 部隊を 適時に 移動 させた 敏速 
な 機動 作戦と して、 前例の ない 模範であった。 

一方、 大規模な 戦闘が くりひろげられる 山岳地帯に 曲射砲 火力を 増強す る こと、 防御 陣地を 対空、 対 砲、 対戦車 
用に 築く ことな ど、 首相が とった すべての 措置と 命令は、 戦争 勝利に きわめて 大きな 影響を およぼした。 

とくに 一九 五一 年 七月 二十 七日、 首相の 提議に もとづいて 採択され た 党 中央委員会 政治 委員会の 決定 『人民軍 内 
における 労働党 組織 設置の 総括と 政治 機関の 活動 状況に ついて』 は、 部隊 内に おける 党の 政治 活動を 強化し、 戦闘 
力を 高める うえで 大きな 章 I を もつ ものであった。 

一九 五一 年、 金 日 成 首相は 古くからの 抗日 闘士で ある 軍部 隊長に、 一 ' ニー 高地の 作戦を 現地で 遂行す る 任務 
を あたえて こう 語った。 

「敵は いま 一、 ニー ー高 地を ねらって いる。 それは、 この 高地を 突破し なければ 東海岸に 上陸す る 各 部隊と 絶対 
に 合流で きない ことを 知っている からだ。 だから われわれは、 この 要衝 地点で 敵の 主力を 撃破し なければ ならな 

ぃ」 

首相は また、 戦線の 砲火の 密度を 高め、 強力な 反 砲 闘争を 展開す る ことを 指摘して、 強力な 砲を 前線の 高地に ひ 
き あげ、 歩兵と 砲兵の 協同 作戦に よって 敵を たたく ことな ど、 すでに 構想して いた 歩 砲 協同 戦術を さずけた。 

八月 十八 日、 侵略者 どもは、 それまで 機を うかがって きた 大規模な、 いわゆる 「夏季 攻勢」 を 開始した。 敵は 一、 
ニニ 高地を はじめ 東部 戦線の 人民軍 陣地にたい し、 それぞれ 数万 発の 爆弾と 砲弾を うちこみ、 おびただしい 戦車 
の 支援の もとに 攻勢を かけて きた。 

敵は 攻撃の たびに 人民軍の 強力な 打撃を うけ、 群を なして うちたおされながら も、 狂った ようにくり かえし 攻め 
よ せて きた。 
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人民軍の 状況は 不利であった。 前例の ない 大 洪水で 塹壕と ^ 蔽壕 には 水が あふれ、 すべての 谷間には 幅 五 〇メ  — 
トルに もなる 激流が 大河を なして 流れる という ありさまだった。 しかし 洪水と 砲火の なかで も、 一人ひとりが 英 
雄で ある 人民軍 勇士たち は、 領袖と 党の 万歳を 叫び、 不死身の ょうにた たかった。 銃身が 灼熱して つかえなくなる 
と 手榴弾の たばを かかえて 敵陣に おどりこみ、 手榴弾が なくなれば 岩石を ころがして 敵の 死体で 丘を うめつ くし 
た。 

夏の 日々 は、 どしゃぶりの 雨と 川の ょうに 流れる 敵の 血に ひたって 過ぎて いった。 天地を とどろかす 連続 的な 爆 
音と、 空が うまる ほどに とびかう 銃砲 弾、 たえる ことのない 怒号と ともに 展開され る 白兵戦 —— 、そこには 限界 も 
時間の 概念 もなかった。 

一、 一二 一高 地を はじめ、 東部 戦線の 大小 さまざまな すべての 高地では 死の 白兵戦が 一か月 も つづいた。 

人民軍 勇士たち は、 八月 十八 日から 九月 十八 日までの 一か月 間に、 七 万 八 千 八 百 余の 敵 将兵と 無数の 戦闘 技術 機 
材を 撃滅し、 敵の 「夏季 攻勢」 を 死の 攻勢、 絶望の 攻勢に かえて しまった。 

敵 もこの 惨敗の まえでは 、戦慄せ ずには いられなかった。 アメリカ 帝国主義 侵略軍の 敗軍の 将た ちは、 味方の 死 
体で 築かれた 山のう えに すわり、 群がる 烏の 鳴き声を 背に あびながら 星条旗に 顔を うずめた。 

この 惨敗を さして、 アメリカ 統合参謀本部 議長 ブラッド レー は、 「夏季 攻勢」 が 「まずい 時期に、 まずい 場所で、 
まずい 敵を 相手に した、 まずい 戦争であった」 と 嘆いた。 

しかし、 泣きながら も 惨敗から 教訓を える ことを 知らないの が アメリカ 帝国主義の つねであった。 侵略者 ども 
は、 ふたたび 大規模な 「秋季 攻勢」 の 準備を いそいだ。 アメリカ 帝国主義が 死の 運命を 負わされて いた ことは、 こ 
うした 歩みの なかに はっきりと あらわれて いた。 あがけば あがく ほど 死に 近づき、 死が 近くな れば なる 枝 ど あがく 
アメリカ 帝国主義であった。 
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アメリヵ 帝国主義の 「秋季 攻勢」 は 「夏季 攻勢」 と 同じような 作軟 目的を もつ もので あ - > た。 表面上の ちがい 
は、 開 域 地区に 人民軍 部隊を 誘引す る ことによって、 「夏季 攻勢」 のとき の 目的を 一気に 達成し ようとね らい、 一 
方、 西部 戦 練 地域で も 別な 打顰を くわえようと 計画した ことであった。 そうしながら、 東部 戦線の 一 ' 二 一高 地 
一帯にたい する 決定的な 攻擊を 準備して いった。 

一 ' ニー 高地 一帯は、 江 原道麟 蹄と 楊 口から、 それぞれ 内 金剛、 末 輝 里に つうず る 幹線道路の 交叉点の 正面に 
位置す る 決定的な 要衝で、 作戦 —— 戦術 的に きわめて 重要な ところであった。 すなわち 一 ' ニー 高地と 一、 〇五二 
高地は、 楊 口、 沙汰 里の 道路の 東側に あって、 南北に 大愚 山、 加 七 峰、 鹰峰な どを むすぶ 基本 山脈で あり、 支配的 
な 高地であった。 そのため、 北半 部の 広 はんな 地域へ おしいろう とした 敵は、 たとえ 死体の 山を 築こうと、 この 地 
IT たけは あくまで 掌握 せん ものと ねらった のであった。 

3 二 一高 地を 守りぬ く かどう かは、 じつに 戦線の あらゆる 軍事 情勢を 左右す る 基本的な 環で あり、 戦争 全般 
にも 影響を およぼす 問題であった。 

敵の 企図と 戦争の 状況を 手に とる ように はっきりと 見ぬ いていた 最高 司令官は、 西海岸の 防御部隊の 一部まで 東 
部 戦線に 集結させる 一方、 一 ' ニー 高地を はじめ、 重要な 高地に 強力な 防御 地帯を 築き、 深い 縦 心を もった 防御 
体制を 確立した。 

首相は、 この 戦線で ふたたび 敵に せん 滅的 敗北を あたえる ことによって、 朝鮮人 民の 力を しめし、 敵の いかなる 
野心 的 挑戦 も、 かれらに 破滅を もたらす だけ だとい うこと を 思い知らせようと 決心した。 これに もとづいて、 すべ 
ての 戦線、 とくに 東部 戦線を 強化す るた めの 敏速な 措置が つぎつぎと とられて いった。 

一方、 人民軍 9 各 部隊では、 「一歩 も あとへひくな/.」 との 最高 司令官 命令を あくまで 遂行す るた めに、 党 会議 
と 軍人 集会が ひらかれた。 
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すべての 将兵たち は 一大 決軟を ひかえて、 抗日 武装 闘争 ？ > 伝説 的 英雄で ある 金 日 成 将軍の 英姿を 心に 描いて 闘志 
と 思想を とぎすまし、 血潮を たぎら せた。 全 将兵が 抗日 パルチザン 闘士の ように 不死身と なり、 火の玉と なり、 嵐 
となって 侵略者を 撃滅す る ことを かたく 決意す るので あった。 

r アメリカ 帝国主義 者に 死を あたえよ / 」 という 決意の 叫びが、 あらゆる 会議場から とどろいた。 戰闘員 たち 
は、 「最後の 血の 一滴まで ささげて、 貴い わが 祖国の 領土を 守りぬ くこと を かたく 誓う」 手紙を 金 日 成 首相に おく 

った。  • 

敵 も、 その 「勝利」 を 信じて いた。 アメリカ 帝国主義の 一将 軍は、 こう 豪語した。 

「このたびの 秋季 攻勢は、 もっとも 栄誉 あり、 もっとも 勇敢で、 もっとも 知恵の ある 大 アメリカの 第一歩 兵 師団 
を はじめと する 十五 個 師団の 兵力を 総動員し、 数百 台の 戦車と わが アメリカ、 の 誇りで ある 各種の 砲 および 航空機、 
毒ガス 弾、 サー チラ ィトまで 総動員し たもの だ。 したがって、 このたびの 攻勢 こそ 共産軍を 完全に せん 減し、 屈服 
させる 大作 戦と なる であろう」 

しかし これ もまた、 自分たち の 喫した 敗北から 教訓を さがす ことので きない 敵の 妄言に すぎなかった。 

敵は 九月 二十 九日、 ついに 西部 および 東部 戦線で 「秋季 攻勢」 を 開始した。 敵の 攻擊は 猛烈で あり、 執拗で あ 0 
た。 

戦線は 炎の るつぼと 化し、 いたるところで 激戦が くりひろげられた。 名もない 一つの 谷間、 一つの 峰を めぐって 
さえ も 凄絶な 死闘が 展開され た。 敵は 大波の ようにつ づけ ざまに おしよせて きた。 しかし それは、 うちよせた きり 
ひき 返す ことので きない 死体の 波であった。 

人民軍 戦闘員たち は、 それ こそ 怒れる 猛虎で あり、 不死鳥であった。 十 人、 二十 人の 敵を 一人で 撃滅した 戦士た 
ち も、 敵弾に たおれた とき その 戦果に 満足で きず、 復簪 をた のむ、 といい のこして 息を ひきとる のであった。 
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こうした 激闘の さなかの ある 日、 金 日 成 首相は、 一 ' 二 一高 地の 戦闘を 指揮す る 軍部 隊長を 雷. 話に よびだした。 
それは 午前 零時を すぎた 真夜中の ことで. あった。 軍部 隊長は 受話器を とりあげた 瞬間、 ながいあいだき きな れ てき 
た 最初の ひと 声で、 それと わかる 領袖の 太く よく ひびく 声を きいた。 その 語調は いつものよ うに 力強く、 快活で、 
そして 沈着であった。 

首相は、 一 ' 二 一高 地の 戦士の 偉勲を 高く 称賛しながら、 その 日の 戦闘 状況と 戦闘 負たち の 健康状態 や 生活 状 
況をた ずね た。 そしてこう いった。 

「だれもが、 かけがえのない 貴重な 宝 だ。 戦闘員 一人ひとりが、 すべて 貴重な 革命の 戦友たち なの だ。 かつて わ 
れわれ が 日本 帝国主義と たたかって いたと き、 革命 戦友の 少なかった ことが どれほど つらかった ことか。 われわれ 
は その 貴重な 宝を、 力の およぶ かぎりたい せつに してやらねば ならない。 …： •もう 冷気が しのびよる 季節に なった 
よう だが、 あたたかい ご飯と 熱い 味噌汁を たいて あげ、 寝床 も 寒くない ようにして やらなければ ならない。 そして 
戦闘員た ちが 風邪をひかな いよう、 まえもって よく 面倒を みて あげなさい。 …… 」 

すこし 間を おいて、 首相は 話を つづけた。 

「神聖な 祖国の 地を 寸土 も 奪われて はならない という、 この ことが 父母たち のね がいいで あり、 党の 要求で ある 
ことを 深く 悟った とき、 かれらは いっそう 勇敢に たたかう であろう。 この ことを、 よく 教えて やって ほしい」 

翌日、 軍部 隊長は 首相の ことばを 全軍に 伝達した。 勇士たち は 領袖の あたたかい 愛情を 全身に ひしひしと 感じ、 
こぶしで 涙を ぬぐった。 

かれらは、 「自分たち を これほど ま ■でい つくしんで くれる 党と 領袖の ためなら、 なにを 惜しむ こと ■が あろう。 こ 
の 高地を 守りぬ いて ほしいと いうの が 父母たち のね がいいで あり、 党の 要求であるなら ば、 たとえ 身が 粉に なろう 
ともこの 高地を 必ず 守りぬ いてみ せます」 と、 強い 決意を かためた のであった。 
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金 日 成 首相は 多忙な なかに も、 危険を かえりみず 最前線に おもむき、 みずから 戦闘の 指揮を とって 戦闘員たち の 
士気を 鼓舞した。 

あるいは また、 電話を つうじて、 人を 派遣して、 つねに 最前線 部隊の 状況を つかみ、 戦關 員たち の 戦闘 意欲を い 
やが うえに も 高めた のであった。 そのたび に 戦線では 大きな 力と 勇気が みな ざり、 いっそうは げしい 戦闘が 展開 さ 
れた。 

一、 一二 一高 地 一帯では、 昼も夜も 苛烈な 激戦が つづいた。 

敵は 一か月 以上 もこの 高地に 正面攻撃を くわえて きたが、 無数の 死体を のこした だけで 陣地を 奪う ことは できな 
かった。 敵は 作戦を かえた。 人民軍の 戦力を 分散 させようと、 沙汰 里 北方の 八 五一 高地 一帯に 攻撃の ほこ 先を む 
け、 一、 一二 一高 地を 側面と 背後から 攻めて 占領し ようとた くらんだ。 

このと きも 金 日 成 首相は 敵の 企図を すばやく 見ぬ き、 一、 二 一一 高地の 防御を さらに 強化す る 一方、 いざと いう 
ときには 強力な 予備隊を も 動員す るよう 命令した。 

しかし 敵は 一、 一二 一高 地の 防御 力が 分散され たものと 思い こみ、 ここに 多くの 兵力を 投入して 必死に おしよせ 
てきた。 アメリヵ 帝国 4+w はすで に、 第一 回の 攻撃から あらゆる 戦闘 技術 機材を かき 集め、 「最大の 爆撃」 と r 最 
大の 砲撃」 を 敢行した。 

高地では 岩石が とび 散り、 年 ふりた 大木 も 根 こそぎ にされ た。 森を 失った リスが 兵士の ふところに とびこ 
み、 舞い あがる 土煙は 陽光を さえぎった。 山の 峰々 のいた だきは 砲火に けずられて、 見る みるう ちに 低くな ってい 

った。 

しかし、 人民軍 勇士たち はび くと もしなかった。 

か . it ら は砲禋 と 炎に ' 〇 つまれな. がら も、 陽気な 冗談を 忘れなかった。 
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それでいて 這い あがって くる 敵 ¢0- 姿を 発見す ?.. と、 天地を も ゆる. かすよう なかん 声を あげて、 激戦を くりひろげ 
た。 身が くだけ 散っても、 銃 •たけは 手 離さなかった。 

息を ひきとる 瞬間に も、 手榴弾を まさぐ った。 

戦闘の あい 間の わずかな ひまに も 会議を ひらき、 領袖の 命令を 遂行す るた めに、 はがねの ようには ねかえ る 弾力 
の ある ことばで 決意を 語った。 

かれらは、 最高 司令官 金 日 成 首相に 手紙を おくった。 

「敬愛す る 領袖 金 日 成 将軍/ 

ここは、 一、 I ニー 高地の ffi 濠の なかです。 わたくしたちは、 きよう 三回 目の 戦 脚を たったいま 終えて この 場に 
集まりました。 塹壕は 壁が くずれ、 あたりは まだ 火薬の 臭いと 砲煙が ただよって います。 この 砲煙が 消え去る まえ 
に、 敵は ふたたび 這い あがって くる ことでしょう、 数万 発の 爆弾と 砲弾を うちこみながら …… 。しかし わたくした 
ちは、 わが 人民の 敬愛す る 領袖 あなたが、 祖国の 寸土を も 死守し、 一歩 も 後退す るな、 といわれた 命令に したが 
い、 この 高地を 血潮で 守りぬ きます。 

わたくしたちの 重機関銃 座の まわりは、 砲弾の 薬 ^! が 小さな 山を 築いて います。 わたしたちは この 薬夾の 山が、 
見 あげる ばかりの 大きな 山に. なる までた たかいます。 

わが 分隊 員 一同は、 敬愛す る 領袖 あなたが 親しく 指導され た 抗日 遊撃隊の 崇高な 革命 精神に 学び、 一致団結して 
容赦な く 敵を うち、 復替の 死を あたえ、 最後の 血の 一滴まで ささげて 敵と たたかい、 祖国の 高地を あくまで 守りぬ 
きます。 わたくしたちは 弾丸が つきれば 手榴弾で、 手榴弾が なくなれば 肉弾で 敵に 最後の とどめを さし、 必ず 勝利 
をた たかいと ります。 . 

敬愛す る 領袖 / あなたの 息子で ある わたくしたちが 生きて いるかぎ り、 一、 一二 一高 地は 永遠に 朝鮮 民主主義 
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人民 共和国の 高地と して そびえて いる ことで しよう。 

金 日 成 将軍 万歳/. 

朝鮮 人民軍 第二 歩兵 師団 〇〇 連隊 第二 大隊 重機 中隊 第一 小隊 第一 分隊 一同」 

これは 文字 どおり、 胸に たぎる 赤い 血潮で 書かれた 誓いの ことばであった。 一 ' 二 一高 地の 鉄壁の 守備隊は、 
この 誓いに 忠実であった。 

敵は 一九 五一 年の 一年間 だけで も、 この 高地に 一平 方キ P メ ー トル あたり 六 百 五十二 万 余 発の 砲弾を うちこみ、 
四千 百 六十 余 個の 爆弾を 投下し、 一か月 間に 数十、 数百 回 もの 攻撃を くりかえした。 大隊が 撃破 されれば 師団を か 
き 集めて 押し よせてき た。 

しかし 人民軍の 戦闘員たち は、 一歩 も あとへは ひかなかった。 

一 ' 二 一高 地 右側の 無名 高地に おける 戦闘 も 凄絶を きわめた。 

敵は 山の 陵 線を 死体で うめつ くしながら も、 執拗に 這い あがって きた。 人民軍の 戦闘員たち は、 わずか 二、 三時 
間の あいだに 二百 個 近くの 手榴弾を 敵中に 投げ こまねば ならない ほどであった。 敵は せん 減 的な 打撃を うけて 逃走 
した。 

十月 三十日、 敵は ふたたび 大兵 力を 動員して 襲い かかって きた。 戦闘は、 ときを 追ってます ますは げし さを くわ 
えて いった。 五 回に わたる 敵の 波状攻撃を 撃退した とき、 通信が 不通と なり 弾薬が きれた。 敵は 塹壕の すぐ 近く ま 
で 迫って いた。 だが 分隊には、 すでに 手榴弾 もなかった。 無名 高地は 危機に 直面した。 勇士たち は 猛虎の ような 勢 
いで 敵中に おどりこみ、 軽機と 歩兵 銃を 奪い とって 敵を なぎたおした。 

こうして、 十五 回に も わたる 敵の 突撃を 撃退す る 戦闘で、 戦闘員たち は、 一人が 数十 人の 敵を 相手に しなければ 
* らな かった。 かれら -ti 襲 V かかる 敵を 銃剣で 突き、 鉬床で t fc きふせ、# が 投衧る 手榴弾を ひるって な 时 返 . L 
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た。 眼を 失 '-; 手足に 重傷を うけなが b も 爆薬を かかえて 敵 o' 真ゥた だ / t かにと びこん だ。 

この 日の 夕方、 無名 高地の 英雄たち は、 上級 指導部の 命令に したがって 戦術 的な 撤収を おこなった。 つぎの 日の 
明け方、 味方の 模範 中隊 襲擊グ ル— プが この 高地を 奇襲し、 激戦の すえ、 またたくまに i した。 

この 戦闘で 共和国 英雄 李 寿 福は、 胸で 敵の 銃眼を ふさぎ、 部隊の 勝利を もたらした。 かれは 十九 歳の 若い 民青 員 
として、 突撃を まえに 自分の 手帖に こう 記した。 

r ほくは 解放され た 朝鮮の 青年 だ。 生命は 貴い。 輝かしい 明日の 希望 も 大切 だ。 だが、 ぼくの 希望、 ぼくの 生 
命、 ぼくの 幸福 — それは、 祖国の 運命に くらべれば 小さい もの だ。 一つし かない 祖国の ために、 二つと ない 生命 
では あるが、 ぼくの 青春を ささげる ことほ ど 貴い 生命、 美しい 希望、 大きな 幸福が またと あろう か / 」 

十九 歳の 若い 胸のう ちに、 この 高潔で 崇高な 思想を やどした かれは、 まさしく 偉大な 領袖に 学び、 そして 育てら 
れた 真の 朝鮮の 息子であった / . 

貴重な ものの すべてを 領袖から、 領袖の 指導す る 党から あたえられた かれであった が ゆえに、 領袖と 祖国は まさ 
しく かれの 母であった。 

かれは、 ただ 見つめる だけで、 いつも ょろこびを あたえて くれた 母なる 祖国 —— 、その 母が おちいった 危機を 見る 
にたえ かね、 敵の 銃眼を 胸で ふさぎ、 偉大な 母の 永遠の 安らぎと 若さを 守った。 領袖の 力、 卓越した 政治の 力、 思 
想の 力は いかに 強い ことか / 李 寿 福 英雄 こそは、 金 日 成 首相の もとで 育った 朝鮮 青年の 華であった。 

一、 ニニ 高地の 戦士たち は、. その 一人ひとりが 李 寿 福で あり、 すべてが かれと 同じょうに たたかった。 敵が い 
かに 執拗に 襲い かかって きても、 人民軍には ひきさがる 場所がなかった。 かれらの 背後には 金 日 成 首相から さずけ 
られた 工場が あり、 土地が あった。 そこには 生まれて はじめてい となんだ 美しい 生活が あった。 いま そこには、 敵 
の爆擊 のなかで も、 ひたすら 勝利 だけを 信じて 生き、 たたかう 父母 や 妻 や 姉たち がいた。 本を 読み、 あそびた わむ 
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5  陣地 防御 戦、 1,211 高地 戦闘 


最高 司令官 金 日 成 首相に かぎ りなく 忠実な 1.  211 高地の 勇士たち 


れる あどけない 弟 や 妹たち がいた。 

戦士たち は、 その あらゆる 生活の なかから、 そして 
高地の 土 くれの あいだから も、 金 日 成 首相の 力強い 声 
をき いた。 

「一歩 も あとへひくな/ J 

かれらには、 ひきさがる ところがなかった。 ただ 敗 
北した 侵略者の 死体を 踏み こえての み、 故郷へ 帰る こ 
とがで きた。 かれらは、 抗日 パルチザンたち がそぅ で 
あった ょぅに、 最後の 勝利を かたく 信じ、 一心同体に 
なって 侵略者を 擊滅 した。 

一人の 戦闘員が 血潮た ぎる わが 胸で 敵の 銃眼を ふさ 
ぐと き、 二人目の 戦 岡 員は 手榴弾の たばを かかえて 肉 
弾と なり、 敵 兵の 群に おどりこんだ。 砲兵 区 分隊の 一 
通信員が 切断され た 通信 線を わが 身で 電線の かわりに 
してつな ぐと き、 一 砲手は 敵弾に たおれながら も、 
アメリヵ 帝国主義を 掃滅せ ょと 叫んで 復謦の 砲弾を こ 
めた。 一 機関銃 手が 薬夾の 山を 築きながら 敵を なぎた 
おすと き、 他の 戦 岡 員は 歯が かける ほど 手榴弾の 安 
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全 弁を かみぬ いて 投じた。 敵の 手榴弾を 投げ かえしながら たたかう 高地 も あった。 岩石を ころがして 敵を うちのめ 
す 高地 も 見られた。 一 工兵 区 分隊が 英雄的に たたかい 危機に 直面した とみる や、 一 偵察 区 分隊が 敵の 背後を 襲っ 
た。 高地に 危機が せまる と、 炊事 兵 も 突擊に くわわり、 衛生兵 も、 担架 隊員 も 銃剣を ふりかざして §戦を 展開し 
た。 

こうした 英雄的な 息子 や 娘たち を 育て あげた こと だけで も、 金 日 成 首相と 朝鮮 労働党は 偉大で ある。 こうした 英 
雄 的な 息子 や 娘たち を 生んだ こと だけで も、 わが 祖国は 栄誉に 輝く であろう。 そして、 敵が わが 祖国の 地に 牙を た 
てようと する そのと きには、 全人 民が 間 髪を いれず 鉄壁の 陣を しき、 決戦を もってこれ にこた える の だ。 

朝鮮人 民と 人民軍の このような 大衆 的 英雄主義は、 1 にたいする 炎の ような 愛情の あらわれ であり、 祖国を 暗 
黒から 救いだ して 人民の 新しい 生活を 切り ひらいた 余日 成 首相にたい する 比類な き 忠誠 心の 示威であった。 この 思 
想、 この 力は また、 首相の すぐれた 戦略 戦術に 導かれる ことによってます ます 必勝 不敗の ものと なった。 

敵の 「秋季 攻勢」 は 十一月 初旬に いたり、 かれら 自身の 惨敗に 終わった。 じつに 七 万 九 千 余の 将兵と、 ばく 大な 
戦闘 技術 機材を 失った かれらは 、しばらくは 挑戦す る こと さえで きなかった。 

これは、 人民軍の 巨大な 勝利であった。 最後まで 守りぬ いた 一 ' 1 1 1 高地 一 "一万 五 千を こえる 敵 将兵の 死 
体で おおわれた この 英雄の 高地は、 砲煙に く すんだ その 頂上に、 共和国の 国旗を なびかせて 空 高く 毅然として そそ 
りたって いた。 

アメリヵ 帝国主義 侵略者は、 この 高地の 戦闘で あまりに も ひどい 惨敗を 喫し、 見 あげる だけで も 心が 痛む という 
ので、 この 高地を さして 「傷心 嶺」 ルと よび、 また この 高地 一帯の 谷間には いったが 最後、 もはや 生きて は 帰れない 
というので、 それを 「陥 蛮. 谷」 と 名 づけた。 

「世界で もっともす すんだ 兵器 も、 東部 戦線では いまや 無用の長物と なった」 
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敵は こう 悲鳴を あげた。 

惨たん たる 敗北を こうむった 敵は、 一九 五一 年 十月 二十 五日、 みずから 一方的に 決裂 させた 停戦 会談の 会議場 
に、 意気消沈した その 姿を ふたたび あらわした。 

しかし、 ここで も、 政治的 敗北が かれらを 待ち うけていた ので ある。 

6 勝利の ために、 未来の ために 

アメリカ 帝国主義 者に とって 朝鮮戦争は、 現実に くりひろげられた ながい 悪夢であった。 

かれらの 傲慢な 表情には、 発作的な 狂暴 性と ともに、 深い 絶望と 悲哀が いりまじって いた。 朝鮮戦争からの 出路 
を 見いだ せない ことが はっきりす るに つれて、 アメリカ 帝国主義 支配 層は、 目に 見えて ぐらつき だした。 

しかし、 膨脹した 資本に 基盤を おく 野獣 そのものの 侵略 性と 残虐 性 だけは、 依然として 猛 りたって いた。 

かれらは、 朝鮮の 力が いかに 強大であろう とも、 そこには 限界が あるに ちがいない と 自分な りに 判断した。 

敵は 朝鮮 戦線に すでに 投入して いた 五十 五 万 余の 兵力に くわえて、 日本に 待機 させて いた 六 万 余の 戦略 的 予備軍 
まで かりだし、 ふたたび 攻擊 をく わえ てきた。 敵の 空軍は、 平和的な 住民 地帯を 昼夜を わかたず もっとも 野蛮な 方 
法で 爆擊 した。 一方、 停戦 会談 場では、 捕虜 送還を はじめ 多くの 問題 討議に おいて 強盗 的な むりおしで 会談を 決裂 
させよう とした。 

金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義の こうした 行為を、 敗北す る ものの 最後の あがき 以外の なにもので もない と 見 
て とった。 つねに 外面 ばかりでなく 内面まで、 現象 ばかりでなく 本質まで 洞察す る 首相は、 ますます 狂暴 化する ア 
メリ カ 帝国主義 者が、 そのじつ、 以前に もまして 息を 切らし もがいて いると いう ことを するどく 見ぬ いていた ので 
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ある。 

金 日 成 首相は、 いつに もまして 勝利を かたく 信じて いた。 かつて 日本 帝国主義の あがきが 頂点に 達して いた 一九 
四〇 年代 初期の きびしい 日々 に、 すでに 朝鮮の 夜明けを 見と おしていた 首相に とっては、 いま 傷 だらけに なって あ 
がいている アメリヵ 帝国主義の 敗北は、 火を 見る ように はっきりして いた。 問題は、 その 勝利を 一日 も 早くく り あ 
げる ことに あつた。 

首相は 国家 生活の 全般に わたって、 戦争 遂行の 障害物と なって いる 欠陥と 不足 点を とりのぞく ことに 多大な 関心 
をはら った。 

あい 路は 一つ や 二つではなかった。 いっそうは げしくなる 敵の 破壊 行為の ため、 人民 生活は 依然として 苦し かっ 
た。 復旧 建設は 部分的であった し、 前線への 供給 も、 防御 陣地の 構築 も 満足ではなかった。 

一方、 戦争が ながびいて くると、 スパィ や 破壊 分子が 党を 大衆から ひきはなし、 党を 内部から 切りく ずそうと や 
っきに なった。 

金 日 成 首相は 党と 政権 機関を 強化し、 全人 民を 組織 動員して、 後方と 前線を 堅固な 要塞に かえる ことに 全力を そ 
そいだ。 

そのためには 第一に、 党の 組織 活動に おいて 発生した 欠陥を なくさねば ならなかった。 

当時、 許哥而 をは じめ 反 党 分派 分子ら は、 労働者階級を 先頭と する 全 勤労大衆の 先鋒 隊 としての 党の 性格と、 戦 
争に よって 工場 労働者 数が 減少した 事情な どを 正しく 見る ことができなかった し、 また 見ようと もしなかった。 

反 党 分派 分子ら は、 党員の 構成に おいて 労働者階級の 比率を 高める こと だけに こだわり、 前線と 後方で 無比の 愛 
国 的 献身 性を 発揮して たたかって いる 勤労 農民を はばひろく 党に うけいれよう とせず、 数多くの 入党 志願者を 拒否 
するとい う、 ゆるす ことので きない 行為を はたらいて いた。 
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党の 大衆 的 性格と 具体的な 環境に 反する このような 官僚主義 的 行為を 放置 すれば、 党が 人口の 絶対多数を しめる 
農民との 団結を かためる うえで 大きな 損失を うける 危険が あった。 分派 分子は また、 党員にたい する 思想 教育 活動 
を そっちの けにして、 戦略 的 後退 期に わずかな 誤ち を おかした 党員 さえ も 無 原則的に 懲罰し、 党から 追いだ し、 党 
活動に おいて 形式主義と 官僚主義を ひろめた。 

これは 結局、 党を 内部から 切りく ずし、 党と 大衆を ひきはなそうと もくろむ 敵の 策動を たすける 行為であった。 

金 日 成 首相は、 きびしい 戦争の時 期に、 革命の 参謀 部で ある 党を 弱める このような 左翼 的 誤りを ただし、 党を い 
っそう 強化す る ことによってす ベての 愛国 的 勢力を 戦争 勝利へ と 総動員す るた め、 一九 五一 年 十一月、 党 中央 委員 
会 第 四 回 総会を ひらいた。 

会議で 金 日 成 首相は、 『党 組織の 組織 活動に おける 若干の 欠陥に ついて』 という 報告を おこなった。 

金 日 成 首相は、 一部の 党 組織が 党発肤 のうえ で おかして いる セ クシ ョナ リズム 的 誤りを 批判し、 前線と 後 万に お 
いて 祖国の 自由と 独立の ために 献身的に たたかって いる 先進 的な 労働者、 勤労 農民、 勤労 ィンテリを 党に 積極的に 
うけいれる ことによって、 党を さらに 大衆 的な 政党へ 発展させる べきで あると 強調した。 

首相は、 つぎのように 教えた。 

「われわれは 労働者階級を 中核と して、 労働者階級の 思想と、 その 指導 的 役割を しっかりと 保ちながら、 各界 各 
層 人民の 愛国 的 先進 分子を 党の 隊列に うけいれ、 党を 大衆 的に 拡大 強化し なければ なりません」 

これと ともに 首相は、 党の 隊列を 急速に 拡大す る 条件の もとで、 党の 一貫した 組織 路線で ある 党 細胞の 中核を 不 
断に 育成す る ことにつ いて 強調した。 そして 首相は、 政治 教育に よって 党員の 自覚 的 規律を 高める かわりに、 党の 
組織 規律の 強化を 党の 懲罰と すりかえる 誤りを あらため、 まちがった 懲罰を とり 消す 問題を 提起した。 

ついで 首相は、 後退 期 以後、 友党 内には いりこんだ 反動的 要素と 友党の 基本的 性格と を 混同して、 祖国 戦線を 不 


297 


第 四 章 アメリカ 帝国主義を 撃滅した 鋼鉄の 統帥 者 


必要 だと 十る 一部の 党 組織と 党 活動家の 極左 的 偏向を 批判し、 祖国 戦線にたい する 党の 指導を 改善 強化す る 課題を 
明らかにした。 

首相は、 祖国 戰線に たいする 党の 指導を 強める ことなくして は、 各界 各層のより 多くの 大衆を 党の まわりに 結集 
する ことができず、 祖国 統一の 大業を なしとげる こと もで きないと 強調して、 つぎのよぅにの ベた。 

「祖国 戦線の 活動を 正しく 推進す るた め、 党員に、 友党にたい する 活動 方法を 教え、 上層 部の 統一 ばかりで な 
く、 わが 党員と 友党の 党員 間の 下部 統一を 強化す る ことに 多くの 力を そそがなければ なりません。 いま 統一戦線 傘 
下に ある 各 政党、 社会 団体の 下部 大衆は、 絶対多数が 勤労大衆で あるた め、 最後まで われわれと ともに 前進す る こ 
とので きる、 われわれの 同盟 者であります」 

金 日 成 首相は、 党の 組織 活動に あらわれた あらゆる 欠陥の 基本 原因は、 一部 活動家の 官僚主義、 形式主義 的 活動 
作風に あると 指摘し、 官僚主義、 形式主義に 反対す る 全 党 的 闘争を 強力に くりひろげる ことを よびかけた。 

第 四 回 総会 以後、 党 組織では 極左 的 偏向、 とくに セ クシ ョナ リズムと 懲罰 主義 的 傾向を 克服す るた めの 闘争が く 
りひろ げられ た。 数十 万の 労働者、 農民、 軍人 および 勤労 ィンテリの 優秀な 先進 分子が 入党した。 

こぅして 党は、 百万 大衆を 擁する 大きな 組織と なり、 生気 あふれ、 全人 民を 一つに 包容す る 威力 ある 大衆 的な 党 
に 発展した。 党にたい する 人民 大衆の 支持と 信頼 もます ます 高まった。 

金 日 成 首相は、 党の 組織 活動に あらわれた 極左 的 偏向を ただす 闘争を、 活動家の 官僚主義 および 形式主義 的 活動 
作風、 方法を 一掃す る 闘争と 密接に むすびつけ、 これを 同時に おしすすめて いった。 

官僚主義は、 人民 大衆を 抑圧す るた めの 支配階級の 反 人民 的 支配 方法で あり、 人民 民主主義 制度の もとでは、 ゆる 
す ことので きない 有害な 作風で ある。 にもかかわらず 日本 帝国主義 支配 期の 古い 思想の のこり かすが 清算され ず、 
革命 闘争の 経験が 浅く、 革命的 大衆 観点が しっかりして いないと ころから、 一部の 活動家たち には 官僚主義 的 傾向 
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が 少なからず 露呈され ていた。 

官僚主義 的 傾向を 根 こそぎ にしないで は、 党と 大衆との 連係を かたくす る ことができず、 人民 大衆の 創造的 積極 
性を 発揮させる こと もで きなかった。 

官僚主義に 反対す る 闘争に おいて 一九 五 二 年 二月、 道、 市、 郡 人民委員 会 委員長なら びに 指導 活動家 連 席 会議で お 
こなった 金 日 成 首相の 演説 『現段階に おける 地方 政権 機関の 任務と 役割』 は、 きわめて 重要な 音 I を もっていた。 

金 日 成 首相は この 演説に おいて、 敵と 長期に わたって たたかい 勝利す るた めには、 党の 路線と 政策の 執行 者で あ 
り、 唯一の 人民 政権で ある 人民委員 会を 強化し なければ ならない と 指摘し、 人民 政権を 強化す るた めの 一連の 課題 
を 明らかにした。 

首相は とくに、 一部の 活動家の あいだに 見られる 官僚主義 的 活動 作風と 方法を ただし、 人民との 連係を 緊密に す 
る ことにつ いて 強調した。 

首相は、 人民の 声を きいて、 人民が 要求す る 方法、 説得の 方法に よって 活動すべき であるのに、 人民に 命令し、 
どなりつけ、 仕事を 独断 的に おこない、 人民と まったく かけはなれて 官僚 貴族の よぅに 行動す る 現象を 辛ら つに 批 
判し、 官僚主義を ただす ことにつ いて、 つぎのよぅに 教えた。 

「人民 政権 機関の 活動家は 人民に 依拠して 活動し、 人民の 利益を 尊重し、 人民に 命令す る ことを やめて かれらを 
納得 させ、 教育し、 つねに 人民から 学び、 人民の ために 誠心誠意 服務す る ことを 知る、 真の 人民の 活動家に ならな 
ければ なりません」 

首相の この ことばは、 党なら びに 人民 政権 機関 活動家の 活動に おける 指針と なった。 

問題は、 これを 行動に 移す こと、 実践す る ことであった。 いいかえれば、 すべての 活動家が りっぱな 人民 的 活動 
作風で 仕事を し、 人民を 生産 闘争へ 力強く 動員す る 問題であった。 
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この 問題に おいても 首相は、 すべての ことにそう であった ように、 率先して 模範を しめした。 

一九 五 二 年 五月の ある 日、 大同 郡 東 岩 面 元 和 里 (現在の 順 安 郡 元 和 里) での ことで ある。 

金 日 成 首相が その 日、 元 和 里を たずねた ときは、 まだ 星が またたく 夜明け まえであった。 農民たち は 眠って い 
た。 副官は 訪問 先の 家の 主人を よんで 起こそうと した。 だが、 首相は それを ゆるさな かった。 

首相は 一国の 領袖の 身で ありながら、 冷えび えとした 庭の 地面に わらた ばを L いてす わり、 家の 主人が 起きる ま 
でな がい あいだ 待って いた。 まるで 抗日 武装 闘争の 時期、 隊員たち を 一時間で も 多く 眠らせて やろうと 寝 もやら 

ず、 たき 火を 見 まわった ときの ように . 。 

金 日 成 首相は、 農民たち とともに 畑へ でかけた。 

農民と ともに 畑へ でかけた 首相は、 里の 女性 同盟 委員長が すすめる 敷物 も 辞退して 畦の 草のう えに すわり、 農民 
たちに 畑 仕事の もようを くわしくたず ねた。 それが すむ と 農民たち とともに 畑 仕事を しながら、 随員たち にこうい 

った。 

.「種 まきを するとき にはて いねいに 仕事を しなければ ならない。 種は まきす ぎても いけない し、 少なくても だめ 
だ。 ことに 貴重な 種を こぼさない ように 注意し なければ ならない。 それから みぞを すこし 深めに 掘った ほうがいい。 
そうすれば 日照りに もたえ てよ く 根付く もの だ」 

首相は 種 まき もし、 於を 手に して 堆肥 も ほどこした。 このと き 上空には 敵機が たえまなくと びかって いた。 しか 
し 首相は 気に もとめないで 仕事を つづけ、 農民たち に、 敵を 撃 減す るた めには まず 軍人が 十分に 腹 ごしら えで きな 
ければ ならない といいながら、 「食糧の ための 闘争は、 祖国の ための 闘争で あり、 前線の 勝利を 保障す るた めの 闘 
争で ある」 という ス a— ガンの 内容を、 わかりやすい ことばで 説明した。 

首® といっ しょに 畑 仕事を する この 村の 農民は、 だれもが よろこびにつつ まれ、 熱心に 仕事には げん だ。 老人た 
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ち も 感激の あまり 畑に でて きた** 

金 日 成 首相の 二月 演説に はげまされた 全国の 党なら びに 政権 機関の 活動家は、 古い 活動 作風を 克服し、 人民との 
連係を いっそう 強化して、 労働者、 農民と 悲しみ や よろこびを ともに わかち、 力強い 勤労 闘争の 火の手を あげた。 

農民は、 戦争に おいて 自分たち が うけもった 任務の 重さを いっそう はっきり 知る ようになった 。かれらは ァ メリ 
力 帝国主義 侵略者にたい する 怒りに 燃え、 祖国にたい する 熱い 愛情を いだき、 祖国の 安全が あって こそ 個人の 幸福 
も、 未来 も あるの だとい うこと をます ますは っきり 認識して いった。 こうして、 農民たち の 考え もす っかり かわっ 
た。 かれらの 関心は 家庭の 垣根と 自分の 田の 畦を こえ、 わきたつ 集団へ、 社会 領域へ とのび ていった。 これは 貴重 
な ことで あつた。 

農民たち は、 農 牛共间 使役 班、 労働 相互扶助 班を 組織し、 たらない 食糧、 労力、 畜力、 農 器具な どを 共同で 集 
め、 たがいにた すけ あいなが ら 働いた。 首相は、 これを 農業 協同 化の 芽 ばえ として 注目し 高く 評価した。 

畑 仕事 も 戦闘であった。 農民たち は 荒 地を 耕し、 爆撃に よる 大穴を うめて 耕地を ならし、 破壊され た 道路と 鉄道 
線路を 復旧した。 内気な 乙女たち が 大きな 雄牛を ムチで 追って 田畑を 耕したり、 大きな 荷車を ひいたり する ことが 
日常の ことと なった。 海辺に 近い 農民たち は 武装 作業 隊を 組織し、 しのびこんで くる 敵と たたかいながら 畑 仕事に 
はげんだ。 

無差別爆撃を くりかえせば、 朝鮮の 農民は 家財 道具を かついで 泣き わめきながら さまよい 歩く であろうと いう、 
侵略者の 予測は 完全に 裏切られた。 るつぼの なかで 鋼鉄が きたえられる ように、 農民は 戦争の 砲煙の なかで ます ま 
す 鍛練され ていった。 

労働者は 破壊され た 生産 施設と 原料 難に 苦しみながら も、 りっ ばに 戦時 生産を 保障した。 爆擊で 電気が 切れる と 
手で ベルトを まわし、 旋盤が こわれれば そのつど 新しくく みたてて 生産を つづけた。 敵機の 猛爆 下を 機関車は 瞬時 
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も 休まず 前線に むか. ってば く 進した。 どれ だけ 多くの 肩と 手が、 どれほどの 熱意を もって 寸断され た 鉄路を つな 
ぎ、 機関車を おくりだした ことか/ •爆撃に 娘を 失い、 夜 ふけに タパ n ばかり ふかして いた 老人 も、 機関車の 汽笛 
さえきけば、 泥 まみれの 手で 涙を ぬぐって たちあがった。 汽笛の* 尸は、 屈する ことを 知らない 人民の 勝利の 叫びで 
あった。 

とのよう に 金 日 成 首相は、 道具を つるぎの 上う に ふるい、 生産を 戦闘の ように おこなう 人民を 育て、 あたたかい 
陽光に 日焼けした かれらを 炎の なかで 鍛練し、 闘争に よってき たえられた 闘士に、 いかなる 難関に も 屈せずに たた 
か 5 戦士に 育て あげた。 

首相は、 後方を 政治、 経済的に うちかため ると ともに、 前線の 強化に も 万全の策を 講じた。 

首相は、 軍隊 や 党 組織、 政治 機関 や 戦闘 指揮官たち の 役割を 高める ために 一連の 措置を とり、 同時に 戦闘員の あ 
いだで 模範 中隊 創造 運動の 炎を 燃え あがらせた。 それば かりで なく、 人民軍の 技術 装備を たえず 改善す る ことに も 
大きな 関心を はらった。 戦闘 技術 機材の 大部分は 国内の 軍需工場で 生産され た。 これは いうまでもなく 金 日 成 首相 
のす ぐれた 戦時 経済政策の 勝利であった。 

.首相は また、 世界を 驚嘆 させた 飛行機 狩り 班 運動と 狙撃兵 運動を 展開し、 敵を ふるえあがらせた。 

狙撃兵は 大胆に も 敵の 防御 線の 前面に ひそみ、 歩兵 銃で 敵の 将兵を 大量に 射殺した。 一九 五 二 年 三月から その 年 
の 十二月 中旬までの あいだに、 人民軍 狙撃兵に よって 殺傷され た 敵の 将兵は 一万 七 百 二十 七 人に も 達した。 人民軍 
の 強烈な 砲火 力と 狙撃兵の 大胆な 活動に よって 敵は 死の かげに おびえ、 陣地の なかに あっても 自由に 行動す る こと 
がで きなかった。 

飛行機 狩り 班 も、 めざましい 活躍を した。 

かれらは、 日本 帝国主義の 軍警を 意の ままに 撃破した 抗日 パルチザンの ように、 敏捷な 行動に よって、 あるいは 
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また 仮装 目標 物に 誘い こむ ことによって、 狙撃兵 器で 昼夜を わかたず 敵機を 撃墜した。 飛行機 狩り 班に よってう ち 
おとされた 敵機の 数は、 一九 五 二 年の 一年間 だけで も、 じつに 千 二百 十九 機に 達した。 

狙撃兵 器は、 それが 大胆な 兵士の 手に にぎられる とき、 飛行機を も 意の ままに 擊墜 する ことができる という この 
事実は、 一つの おどろくべき 発見であった。 じつに 金 日 成 首相は 偉大で あり、 朝鮮 人民軍は 英雄であった / 

飛行機 狩り 班の 活動と ともに、 人民軍の 高射砲 火力と 戦闘機の 活動が 強まる につれ、 アメリヵ 侵略軍の 空中 匪賊 
は その 行動 範囲を せばめ、 白昼の 飛行を 夜間 飛行に かえ、 低空飛行から 高空 飛行に 移り、 単独飛行を やめて 編隊 飛 
行を とらなければ ならな くな った。 

金 日 成 首相は さらに 襲撃 班 運動と 戦車 狩り 班 運動を 組織し、 敵を 奇襲して これを せん 減し、 戦車は 見つけし だい 
に 破壊した。 また 遊 動 砲 戦法を もちいて、 いたるところで 敵 兵力と 火力 器材を 機動 的に 消滅した。 金 日 成 首相が 創 
造した これらの 大胆 かつ 革新的な 戦法に よって、 敵は つねに 恐怖につつ まれ、 ばく 大な 損失を こうむった。 

すべてが 改善され、 状況は よく なった。 強固な 後方、 坑道 陣地の 構築、 質 も 量 も 軍事 技術的に もさら に 成長した 
人民軍 —— 金 日 成 首相と 朝鮮人 民の 勝利は、 すでに 現実的に 約束され たも 同然であった。 もちろん アメリヵ 帝国 主 
義は 、しつこく あがいて いた。 

外見では、 まだ 相当 強そう に 見え もした。 しかし 首相は すでに、 砲声が やみ、 戦車が 戦塵を はらう 勝利の その 日 
のこと を 考えて いた。 夜を こがす 火柱と 砲声の ひびき も、 夕焼け 空を おおう 砲煙 や 激烈な 戦闘 も、 燃えつ くした 部 
落と 灰燼と 化した 都市 も、 首相の 思索を 乱す ことは できなかった。 それらは かえって、 未来の 構想を ねる 首相の 思 
索に 織烈 さと 浪漫的な 色調を そえる だけであった。 

兵器と 師団を 前線に おくりだしながら も、 前線 司令部に 新しい 命令を くだした あとで も、 夜 ふけに 作戦 地図の ま 
えに たつと きも、 人民を たずね ゆく 明け方の 道に あっても、 首相は 未来と 建設と 繁栄に 思いを はせ ていた。 ア メリ 
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力 帝国主義の 極東 軍司令部と 全 支配 層が 作戦 地図の まえで 頭を かかえて いると き、 金 日 成 首相は すでに ふつうの 地 
図を まえに 静かに たって いた。 

人跡未踏の 北方の 広大な 高原 地帯、 ここに 大きな 農場を つくる ことができる だろう か？ 西 海の 干潟 地を 開拓で 
きる だろう か？ 大 冶金 基地と 軽工業 基地は どこに 築くべき か？ 都市の アバー トと 農村 住宅は どこに、 どんな 構 
造で 建築すべき か？ 金 日 成 首相は 構想を ねり、 未来を ながめて いた。 

話は、 一九 五一 年のは じめ にさ かの ぼる。 

外国 留学の 途中で 前線を 志願し、 ピョンヤンに 帰って きた ある 建築 専門家が いた。 

かれは 思いがけなく 金 日 成 首相から よばれ、 最高 司令部を たずねて いった。 健康で 活気 あふれる 首相に 会った か 
れは 、こみあげる 感動に 目が しらを ぬらす ばかりであった。 

首相は 都市 建設に おける 技術者の 役割を 強調しながら、 かれに こう 話した。 

「もう、 われわれには 勝利の 日が 遠くは ない。 だと すれば、 破壊され た 都市を 復旧し なければ ならないで はない 
い。 

破壊され る まえよりも いっそう 雄大で、 美しい 都市を 建設して、 復旧 建設に おいても 朝鮮人 民の 真価を みせて や 
らね ばなら ない / 」 

これは、 前線を 志願した 若い 建築家には 思いがけない ことばであった。 国中が 炎につつ まれ 運命を 決する 死闘を 
くりかえして いると きに、 雄大な 都市 建設とは / かれは、 こみあげる よろこびを おさえる ことができなかった。 

このと き、 前線から 電話が かかって きた。 受話器を とりあげて 前線の 報告を きく 首相は、 砲煙につつ まれた 前線 
に 思いを はせ て か、 窓 ごしに 南の 空を 見 あげながら、 自信に みち あふれた 力強い 声で 命令を あたえた。 

電話を 終えた 首相は、 まず ピョンヤン 市の 復旧 建設 計画を 討議して みようと いいながら、 大きな 白い 紙を 一枚 ひ 
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ろげ て 机のぅ えに おいた。 そして 鉛筆を とる と、 紙 
いっ。 はいに ピョンヤン 市の 複雑な 建設 図の 輪郭を 描 
いていった。 

どこから か、 廃墟と なった 都市 や 苛烈な 戦争を 想 
起させる 飛行機の 爆音と 高射砲の 音が きこえて き 
た。 しかし、 金 日 成 首相は 話を 中断し ないで、 紙の 
ぅえに 新しい ピョンヤンの 街路 や 重要 施設な どの位 
置までは っきり 記入して いった。 それは、 ただたん 
なる 書き こみではなかった。 首相の 視線は、 灰燼の 
なかから のびて ゆく 美しく ひろい 街路と、 子どもた 
ちが あそぶ 奬しい 公園 や、 大理石と 花崗岩で つくら 
れた 文化 施設に そそがれて いたの だ。 

朝鮮の たくましく 美しい 顔で あり、 花で ある 都 
市、 幸福と 熱情に あふれた 生活が 躍動す る 社会主義 
の 首都 ピョンヤン / 

考える だけで も 若い ' yf 築 家の 胸は おどった。 

首相の 思想は どれほど 巨大で、 どれほど 楽天的で 
ある ことか/. いかなる 環境の もとで も 制約され る 
ことなく 未来の 門戸を おし ひらく その 進取 性、 雷雨 
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を ふくむ 黒雲を つきぬけ、 青い 空と ま ば ゆい 太陽を のぞむ ような 未来にたい する 非凡な 眼光 —— 、その まえで 圧倒 
され、 感激に 胸 ふるわせる 若い 建築家は、 あふれる 涙を おさえる ことができなかった。 

その 日から 設計 家たち は、 首相の 構想に したがって ピョンヤン 建設の 計画 図の 作製に とりかかった。 それが 終わ 
ると、 各 道 庁 所在地 建設の 設計を つぎつぎと おこなっ ていた。 

この 感激 的な- 1 ュース は、 前線の 勇士たち と 後方の 人民に とって 大きな はげましと なった。 

戦火の なかに おける 首相の 偉大な 設計は、 たんなる 構想 だけに 終わる ものではなかった。 

金 日 成 首相は、 工場と 鼻 村の いたるところで 人民と ともに 戦後 建設の 準備に ついて 話し あい、 復旧 建設の 礎石を 
一つ一つ 積み あげて いった。 

一九 五一 一年の 初夏には 平安 北 道の 多くの 地域を たずね、 楽 元 機械工 場に も 足を はこんだ。 この 工場の 労働者たち 
は、 爆撃で 破壊され た 溶 銃炉を 建てな おして 溶 鉄を ひきだし、 鍬と 嫌を つくって いた。 

首相は この 日の 夜、 まえぶれ もな くこの 工場の 铸物 職場の 党 細胞 会議に 参加した。 党員たち は 会議の 途中で、 首 
相が 一番う しろの 列の 椅子に すわって いる ことに 気づき、 どうしたら よい かわからなかった。 複雑な 国事と 苛烈な 
戦争を 指揮す る 首相が、 この 小さな 職場の 細胞 会議に 姿を 見せよう とは 夢にも 考えられない ことだった。 とくに そ 
の 日は、 新義州 地区にたい する 敵の 無差別 爆擊が くわえられた 日であった だけに、 労働者の おどろきは ひとしお 大 
きかった。 

最後 列に すわり、 党員たち の 討論を 終わりまで きいて いた 首相は、 「会議に 参加した の だから、 党員の 一人と し 
て、 わたし も 意見を のべたい」 といいながら まえにで た。 

金 日 成 首相は、 まず 細胞 会議にたい する 意見と、 労働者の 生活に ついての ベてから、 話しを 戦後 復旧 建設に 移し 

た 0 
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「解放 後、 われわれの 手で 自分の 生活を 築きは じめ、 やっと 生活で きる ようになった ときに、 アメリヵ 帝国主義 
が 戦争の 火を つけた。 アメリヵ 帝国主義 侵略者を うちのめした あとには、 復旧 建設を しなければ ならない が、 その 
ときには やらねば ならぬ 仕事が 山 ほど ある」 

戦後 建設と いう ことばに、 党員たち はます ます 興奮した。 このと き、 一人の 女性 労働者が たちあがった。 敵機の 
爆撃に 母 や 姑を はじめ、 息子 や 娘まで すべて 犠牲に した 女性であった。 彼女は おちついた 声で こういった。 

「首相 さま/戦争が 終われば 建設は わたしたちが やります から、 ご 心配な さらないで ください。 …… 解放 直 
後、 日本 帝国主義が こわして いった 工場を みんなで 復旧し ましたが、 それほどむ づ かしく はありませんでした」 

金 日 成 首相は 深く 感動した。 その 女性 労働者の 素朴な 話には、 おどろくべき 力が ひめられて いた。 

そこには、 革命の 気高い 義務を 自覚した 労働者階級の 知恵と 勇気が 脈う ち、 いかなる 難関を も 胸を はっての りこ 
えてい く 力強い 気迫が みなぎって いた。 このような 労働者階級、 このような 人民の 力を もってすれば 不可能な こと 
はなに 一つない / 首相は この ことを 確信した。 

後日、 首相は このと きのこと を 回想して つぎのように 話した。 

「戦争 中 わたしは 楽 元に ゆき、 楽 元 機械工 場铸物 職場の 党 細胞 総会に 参加した ことがあります。 …… その 夜 わた 
しは なかなか 寝つ けませんでした。 わたしは、 あの 同志の ことばを 生涯 忘れる ことができません。 車に のって 帰り 
ながら も、 わたしは その 同志の ことばが ほんとうに 正しい と 思いました。 このような 強靱な 意志を もった 労働者 階 
級が いるかぎ り、 わが 党は 必ず 勝利 するとい う 自信を いっそう かたくし ました」 

戦争が 終われば 山を もくずす ことができる という、 強靱な 人民 大衆の 力を 見た 首相は、 復旧 建設の 準備を さらに 
具体的に すすめて いった。 

前線の 需要を みたす だけでなく、 これから 先、 朝鮮を 靈 した 工業国に つくりかえる ために、 まず 機械工業を み 
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ずからの 力で 発展 させねば ならない と 考えた 将軍は、 すでに 一九 五一 年から 熙川 地区を はじめと する 各地に、 大規 
摸な 機械工業 基地を 地下に 設置す る 積極的な 措置を 講じた。 いたるところに 機械工 場が 建設され た。 これは、 戦時 
軍需品 生産の 保障は もちろん、 戦後 人民 経済の 急速な 復旧 建設に おいて % • 大きな 意義を もった。 

金 日 成 首相は、 製鉄 工業、 石炭 工業、 電気工 業の 復旧に も 力を いれた。 

農業に ついても、 多くの 大胆な 構想を たてた。 白 頭 山の 東南に ひろがる 四 万 町歩の 大 高原 地帯に 農場を もうけ、 
西 海の 干潟 地を 開拓す るな ど、 自然 改造にたい する 設計図を つくり、 農業を 社会主義 的に 協同 化する 構想 もに つめ 
ていった。 

すでに 一九 五 二 年には、 平安 南 道の 農村 指導の 過程で 三十 人 程度の 農民に ょる 試験的な 協同 農場を 組織し、 農業 
協同 化に ついて、 小さな 規模の 農場から しだいに その 規模を 大きく していくべき であると 教えた。 これは 戦後の 全 
面 的な 農業 協同 化の 実施に おいて 貴重な 経験と なった。 

金 日 成 首相は、 社会主義を 全面的に 建設す るう えで 必要な 大量の 民族 幹部を 準備す る 問題に ついても、 大きな 注 
意を はらった。 

アメリヵ 帝国主義が 戦争を 拡大し、 強制 徴兵に やっきと なって いると きに、 金 日 成 首相は、 前線に あった 学者と 
学生を 除隊 させて 大学な どで 学ばせ、 先進 的な 科学技術を 学び とらせる ために 優秀な 戦闘員を えらんで 外国に 留学 
させるな ど、 大胆な 措置を とった。 

こうして 戦争の きびしい 日々 にも、 金 日 成 総合大学を はじめ 数十 か 所の 大学、 専門学校、 高等学校な どが 全国 各 
地で 正常に 運営され た。 学生たち は 奨学金まで うけて 無料で 学んだ。 首相は いそがしい 日々 にも 学校 事業を 有. 接 指 
導した。 一九 五一 一年 四月、 平安 南 道順 川 郡に 疎開して いた 金 日 成 総合大学にたい する 現地 指導は、 とくに 大きな 意 
義を もっていた。 
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金 日 成 首相は、 この 大学の 教職員と 学生たち に 戦後 復旧 建設の 方向と 工業化 計画、 天然資源の 合理的 利用と その 
ための 調査 研究の 方向な ど、 重要な 方針を 提示し、 この 方針に したがって 幹部を 育成し なければ ならない と 強調し 
た。 

また、 ピョンヤンの 牡丹 峰 地下 劇場 (地下： 株く 宮殿 さながらに つくられた この 劇場では、 定期的に 多彩な 芸術 公演が おこ 
なわれ た) で ひらかれた 全国 科学者 大会では、 戦後の 人民 経済を 急速に 発展させる ための 科学 研究活動の 方向と 任 
務を 明らかにし、 科学院を 創設す る 課題を 提起した。 大会 後 まもなく、 戦争の 苛烈な 炎の なかで 科学院が 創設され 
た。 

首相. は、 科学 研究活動に 支障がない よう 科学者を 安全地帯に 疎開 させ、 疎開 先に 研究室と 実験室を 設立し、 かれ 
らの 実験 器具 や 生活に こまかく 心を くばり、 多くの 援助を あたえた。 

金 日 成 首相の 思索と 活動には、 限界がない かの ようであった。 複雑で ひろいは ばを もちながら も、 明確な 目標に 
集中す る その 組織 性と 合理性、 その 多面性と 立体 性、 こんにちの 問題を 解決しながら 明日を 準備し、 切り ひらいて 
いく 非凡な 洞察力、 そこに つらぬかれ ている 人民への はかり 知れぬ 愛情と 革命的な 独創性、 こう 列挙す る だけで 
も、 われわれの 胸には 熱い ものが こみあげて くる。 

しかも 金 日 成 首相の こうした 思索と 活動が、 平和が 乱された 戦争の時 期に、 それ も アメリヵ 帝国主義と いう、 も 
っと も 狂暴な 敵との 死闘が くりひろげられて いた 時期に 展開され たこと を 考える とき、 金 日 成 首相の この 偉大 さを 
なにに たとえる ことができよう か/. 
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7 アメリカ 帝国主義 者は ひざ まづ いた 

戦争は 最後の 段階に さしかかって いた。 

帝国主義 陣営の 内部 矛盾と 経済 危機が 深刻化した うえに、 朝鮮戦争での 連続 的な 敗北に よって 世界史 的な 恥辱を 
うけ、 傷 だらけに なった アメリカ 帝国主義は、 泥沼から 這い あがる 道を もとめて 最後の あがきを つづけて いた。 

かれらは どんな 手段を もちいて でも 兵力を 増強し、 戦争を 拡大す る こと 以外に 策は ない と 考えた。 

アメリカ 帝国主義の 上層 部では 大騒ぎが おこった 。トル— マンにたい する 非難が 爆発した ので ある。 それまで 卜 
ルー マンに 多くの 賛辞を 呈 していた ものまで が、 朝鮮戦争に おける 敗北の 責任を かれに おしつけた。 結局 アメリカ 
帝国主義 者たち が あれほどた よりにして いた トルー マンと いう 船は、 朝鮮戦争の 暴風に あおられて 沈没して しまっ 
たので ある。 

そこで アメリカの 独占資本 家たち は、 第二次世界大戦で 十分な 利潤を もたらして くれた 「戦争の 神」 I アィゼ 
ンハヮ ー という 男を 大統領に かつぎあげた。 事実、 帝国主義 者のう ちで、 侵略に もっとも 猛 りたって いたのは アィ 
ゼン ハ ヮー であった。 

はたして かれは、 選挙戦の 演説で こうわめ きたてた。 

「いまや、 われわれの 創意と 幻想と 生産 体制は、 ふたたび 戦争の 展望に 集中され た。 われわれの 経済は 戦争 経済 
であり、 われわれの 繁栄は 戦争に よる 繁栄で ある」 

かれは 朝鮮戦争に 直接 介入した。 緊迫した 事情が この 男を そうさせた ので ある。 

この 好戦 主義者は 一九 五 二年士 一月に、 アメリカ 国防長官を はじめ 麾下の 提督、 将軍ら を ひきつれて 直接 朝鮮 戦 
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線に とび、 「交渉より 行動が 第一」 だと 公言し、 戦争を 拡大す るた めに 冒険 的な 計画を たてた。 

この 計画は、 一九 五三 年初に 東西 両海 岸から 一大 上陸作戦を 展開し、 ^ ，、 ピョンヤン、 元 山を むすぶ 地域に 強 
力な 第二 戦線を 形成し、 人民軍の 主力部隊の 背後を 遮断して 包囲せ ん滅 する ことを もくろんだ ものであった。 

アメリヵ 帝国主義 侵略軍の 頭目ら は、 この 冒険 的な 作戦の ために あわただしく 南 朝鮮に 出入りし、 多くの 艦船と 
航空機 および その他の 戦闘 技術 機材と ぼう 大な 兵力を かき 集めた。 そして 一九 五三 年に いたっては 、李承晩 かいら 
い 軍を 十六 個 師団に ふやし、 そのほかに も 日本と 介 石の 雇用 軍を ひきいれようと 画策した。 

情勢は 緊張して いた。 決戦は 時間の問題で あるかの ようにみ えた。 

敵の こうした 動きにたい する 金 日 成 首相の 判断は、 簡単 明瞭であった。 敵の 新しい 攻勢は 無謀な 冒険で あり、 落 
日の 運命に ある ものの 最後の あがきで あると いうの がそれ であった。 

首相は、 敵の 攻撃を ふせぐ ばかりでなく、 それを 徹底的に 粉砕し、 その 勢いに のって 終局 的な 勝利を かちとる と 
いう 方針を たてた。 そのためには、 すでにた くわえた 物的 および 精神的 力量を 総動員す る ことと、 いくつかの 新し 
い 対策が 必要であった。 

首相は まず、 党を 鋼鉄の 戦闘的 組織に 築き あげるべき であると 考えた。 

当時、 党内には いくつかの 欠陥が あらわれて いた。 党の 量的な 成長に くらべ 質的な 成長が たちおくれて いる* J 
と、 一部の 党員の あいだで あらわれた 党派 性の 欠如な どが それで あり、 なかで も 党の 統一 団結を 破壊す る 分派 分子 
の 露骨な 策動は そのまま 見す ごす ことので きない 問題であった。 

のちに 明らかにされた こと だが、 この 時期に 朴憲 永、 李 承 痒な どの スパィ ー味は、 アメリヵ 帝国主義の 指示に し 
たがい、 アィゼン ハ ヮーの 「新 攻勢」 ととき を 同じく して 武装 暴動を おこし、 党と 政府の 転覆を はかって いた。 

こうした 状況の もとで、 首相は 党の 組織 思想 活動の 水準を さらに 高め、 すべての 党員の 党派 性を 強化し、 分派 行 
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動と 自由主義 的 傾向を 一掃す るた めの 強力な 闘争を くりひろげる ことにした。 

ところが 一部の 人び とは、 アメリヵ 帝国主義 侵略者が 死物 狂いで 攻撃して くる 時期に、 党内 闘争を おこなう こと 
は、 いたずらに 混乱を まねく だけ だと 異論を となえた。 しかし 首相の 見る ところでは、 それは 思想の 正しくな いも 
のか、 近視眼 的な 見 かたし かで きない ものたち の 愚論に すぎなかった。 

金 日 成 首相は、 情勢が 複雑で なさねば ならぬ 仕事が 多い とき ほど、 党内での あらゆる 否定的な 現象と 徹底的に た 
たかい、 革命の 参謀 部で ある 党を 強化す る ことが、 すべての 勝利の 決定的な 要因で あると 考えた。 

首相は、 この おしゃべり 屋 どもに 断固と して 反対し、 党内で 思想 闘争を すすめる という 方針を 堅持した。 

この 方針は、 一九 五 二 年 十二月に ひらかれた 党 中央委員会 第五 回 総会で 具体的にし めされた。 

金 日 成 首相は この 会議で、 『党の 組織的、 思想 的 強化は われわれの 勝利の 基礎』 と 題す る 歴史的な 報告を おこな 

った。 

首相は 党を 組織的、 思想 的に 強化す るう えで 障害と なって いる 否定的な 現象を するどく 批判し、 いかなる 試練に 
もうち かつことの できる 鋼鉄の 党を 築く ための 多くの 課題を 提起した。 

首相は 党を 組織的、 思想 的に 強化す るた めには、 党員の 党派 性を 鍛練し、 党 隊列の 思想 意思 および 行動の 統一を 
強めなければ ならない と 強調した。 

金 日 成 首相は 報告の なかで、 党の 統一 団結を 破壊し ようとす る 分派 分子の 策動と 分派主義の 表現 形態を 全面的に 
あばき、 分派 分子と 全 党 的に 断固た たかうべき であると 訴えながら、 つぎのようにの ベた。 

「わが 全 党員は 革命的な 蒈 戒心と 党派 性を さらに 高め、 こうした 分派 分子の 行動を きびしく 監視し、 分派 分子が 
わが 党内で 一歩 も 動けない ようにし なければ なりません。 とくに アメリヵ 帝国主義 武力 侵略者と 苛烈な 戦争を おこ 
なって いる 現在、 われわれは このような 分派 的 行動を いささか も ゆるす ことは できません。 
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…… もし、 分派 分子を そのままに して おけば、 かれらが 結局は 敵の スパィに なりさがる という ことを われわれは 
深く 肝に 銘じ なければ なりません」 

党 隊列の 統一 団結を 強化し、 反 分派 闘争を 強化 するとい う 金 日 成 首相の 方針は、 党の 戦闘力を 高める うえで きわ 
めて 重要な 意義を もつ ものであった。 それは、 党の 唯一 思想 体系に もとづいた 全 党の 統一 団結を 強化し、 党 隊列の 
純潔 性を 瞳の ように 守る ことが、 マルクス. レ 丨-1 ン 主義 党 建設の 根本 問題の 一つ だからで ある。 事実、 労働者 階 
級の 党の 威力は まさに 戦闘的な 団結 力に あり、 それは 党 隊列の 思想 意思の 統一と 行動の 一致に よっても たらされ 
る。 したがって マルクス •レ—- ーン 主義 党は、 隊列 内から 分派主義、 あらゆる 日和見主義を 一掃せ ずして 党の 鋼鉄 
のよう な 思想 的 統一と 組織的 団結を 確固と して 守りぬ くことは できない ので ある。 

金 日 成 首相は、 党に とって 瞳の ようにたい せつな 統一 団結を 守りぬ くた めには、 党員の 党派 性を 鍛練し なければ 
ならない とのべ、 これを 非常に 重視した。 

首相は つぎのようにの ベた。 

「党員の 党派 性を 強め、 自由主義 的 傾向と 分派主義の 残滓に 反対して きびしく たたかわなければ なりません」 

首相は、 党員の 党派 性を 鍛練して はじめて、 確固と した 党 的 原則と 高い 政治的 自覚に もとづいて 党内の 自由主義 
的 傾向を なくし、 分派 分子を つまみだす 全 党 的な 思想 闘争を おしすすめる ことができ、 また、 急速に 成長した 党の 
隊列に 質的な 強化を 追いつかせる ことができ ると 考えた。 

このように 金 日 成 首相は、 当時の 党内の 状況と 党の 組織 構成 状態を 科学的に 分 折し、 党員の 党派 性 鍛練を 重要な 
課題と して 提起しながら、 党派 性の 本質、 党派 性の 表現、 党派 性 鍛練の 方法に ついて 全面的な 解答を あたえた。 

「党派 性 ■を 強化 するとい うことは、 一人ひとりの 労働党 員が 党に かぎりなく 忠実で あり、 党 活動に 積極的で あ 
.り、 革命の 利益と 党の 利益を 自己の 第一の 生命と 考え、 個人の 利益を これに 服従 させ、 いつ、 どこで、 いかなる 条 
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降の もとで も 党の 利益と 党の 原則を 固守し、 いっさいの 反 党 的で 反革命 的な 思想と 非 妥協 的に たたかい、 党の 組織 
生活を りっぱに おこない、 党の 規律を 徹 !£■ 的に 守り、 党と 大衆との 連係を たえず 強める ことを 意味し ます」 

首相が 明らかにした 党派 性の 科学的な 定式化は、 党 建設に かんする マルクス. レ丨- ーン 主義 理論の 発展に すぐれ 
た 貢献を なし、 革命的 党の 党 生活の 規範に おいて 特出した 位置を 占めて いる。 

首相は 党派 性 鍛練の 基本的な 方法と して、 党の 組織 生活を 強める ことを 提起し、 党 生活に おける 民主主義 的 中央 
集権 制の 原則を 徹底的に 守る ことを 教えた。 

さらに その 方法と して、 批判と 自己批判の 武器を 高く かかげる ことを 強調した。 

じつに、 金 日 成 首相が 全面的に 明らかにした 党員の 党派 性 鍛練に かんする 諸方 針は、 1 の 党派 性、 労働者階級 
性を 高める 綱領 的な 指針であった。 

金 日 成 首相は 報告の なかで、 党を 強化す るた めに 組織 活動を 改善 するとと もに、 教条主義、 形式主義を 克服し、 
思想 教 WS 動を 決定的に 改善す る ことを 重要な 問題と して 提起した。 

首相は つぎのようにの ベた。 

「われわれは 党内に おける 思想 教育 活動を 強化す る ことによって、 わが 党員に 明確な 革命的 展望を いだかせ、 か 
れら がすべ てを 階級 的に 正しく 分析し、 革命の 課題を 正確に 実践す る ことので きる マルクス •レ—- 1 ン 主義者に な 
るよう にしなければ なりません」 

首相は とくに、 教条主義、 形式主義、 民族 虚無主義が 思想 教育 活動に おいて およぼす 重大な 害毒を えぐり だし、 
思想 教育 活動の 基本を マルクス •レ—- 1 ン 主義 的 革命 思想で 党員と 勤労者たち を 武装させる ことに おき、 わが国の 
現実を 深く 研究すべき であると 強調した。 

金 日 成 首相の 歴史的な 報告は、 党を 組織的、 思想 的に 強化し、 祖国 解放 戦争の 勝利を 早める うえで、 じつに 巨大 
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な 意義を もつ 文献であった。 この 報告は また 党 建設と 革命の 将来の 発展に おいても、 大きな 歴史的な 音 I を もつ も 
ので あつた。 

総会が 終わる と 全 党員は、 領袖が 提起した 課題を 実践す るた めの 白熱 的な 討議に 参加した。 

この 全 党 的な 討議は、 党員の 党派 性を 鍛練し、 分派主義、 自由主義 的 傾向を 暴露、 批判す る 強力な 思想 闘争の 継 
続であった。 

この 過程で、 まさに おどろくべき 事実が 判明した。 それは、 ながいあいだ アメリカ 帝国主義の スパイと して 党と 
国家 機関に もぐりこみ、 謀略と 殺人、 破壊な どの 反 国家的 策動を つづけて いた 朴憲 永、 李承燁 一味の 罪状が 白日の 
もとに さらされた ので ある。 

かれらは、 すでに 解放 前から アメリカ 帝国主義の スパイに やとわれ、 解放 後には アメリカ 帝国主義の 指示の もと 
に 南 朝鮮の 党 組織を 破壊し、 労働運動と パルチザン 闘争を かい 滅 状態に おとしいれて しまった。 さらに 北半 部には 
いったの ち も、 アメリカ 帝国主義の 忠実な 手先と して、 ひきつづき 反 党 分派 的 陰謀を すすめ、 戦争の 困難な 時期 
に、 党、 国家 および 軍事 機密を 系統的に アメリカ 謀 報 機関に 提供して いた。 

一九 五一 年に 粉砕され た 敵の 「夏季 攻勢」 および 「秋季 攻勢」 のとき には、 これに 呼応して 武装 暴動を おこそう 
とし、 アイゼン ハ ヮ—が 「新 攻勢」 を 騒ぎた てた とき も、 敵の 攻撃と 並行して 武装 暴動を おこし、 党と 政府を 転覆 
して 朝鮮人 民を アメリカ 帝国主義 者の 植民地 奴隸 にしようと 策動した。 

こうした 凶悪な スパイ ー味が 党内に かくれて 策動して いた 条件の もとで、 強敵 アメリカ 帝国主義を 連続 的に うち 
のめして いた 金 日 成 首相の 偉大 さは、 まさには かり 知れない ものであった。 

金 日 成 首相が 導く 朝鮮 労働党の 破壊を もくろんだ ひとにぎりに もみたぬ 朴憲永 一味の 策動は、 はじめから まった 
く 不可能な ことで あり、 妄想であった。 数十 年に わたって 革命の 暴風雨の なかを たたかいぬいて きた 金 日 成 首相を 
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党首に いただき、 首相が 育成した 共産主義者の 中核が 隊列を かため、 すべての 党員が 金 日 成 首相の まわりに かたく 
団結した 党、 金 日 成 首相の 指導に よって 日を 追って ますます 強化され ていく この 党を、 朴憲永 一味が 破壊し ような 
どとは、 それ 自体が すでに 笑止な ことであった。 

朴憲永 一味は 当然の むくいに したがって、 全 党、 全人 民の 糾弾の 炎に やかれ、 処断され た。 執拗には び こって い 
た ガンは 根 こそぎ にされ たので ある。 こうして アメリヵ 帝国主義 者は、 突然、 脳天に 痛烈な 一撃を うけ、 大きく よ 
ろめいた。 

じつに 金 日 成 首相の 洞察力と 予見 性、 問題解決の たくみ さは 非凡であった。 

首相は 党を 強化し、 反 党 反革命 分子の 影響を 一掃す る B 争を くりひろげながら、 敵の 攻舉を 粉砕す るた たかいに 
全人 民、 全 人民軍を 動員して いった。 

金 日 成 首相は この 年の 十二月 二十四日に、 朝鮮 人民軍 高級 軍官 会議を ひらき、 『人民軍を 強化し よう』 と 題す る 
重要な 演説を おこなった。 

首相は 演説の なかで まず、 「戦争は その 本質に おいて、 特別な 暴力 手段に よる ある 階級の 政策の 延長」 であると 
規定し、 戦争 問題の 全般に わたって 天才 的な 解明を あたえた。 

首相は、 戦争の 本質と 戦争の 原因に ついて 知ろうと するな， らば、 まず 支配晛 級が 戦争に 先だって 実施した 対内 外 
BC/ 衆 i/ 軟争 政策を 明らかにしなければ な ^ • ない と 指摘しながら、 戦争の 性格を つぎのように 定式化した。 

「政 策が 帝国主義的な もので あれば、 その 政策から 生まれる 戦争は 帝国主義的 佼略戦 争で あり、， 政策が 民族 解放 
的な もの， で， あるときには、 すなわち 人民の 利益を 守り、 民族的 抑圧に 反対す る 人民の 闘争を あらわして いると きに 
ば，、 この 戦争は まぎれ もな く 民^^ 放 戦争であります」 

金 日 成 首相は 戦争の 性格から みて、 戦争の 形態には 正義の 戦争と 不 正義の 戦争、 先進 階級の 戦争と 反動 階級の 戦 
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争、 階級 的 および 民族的 抑圧からの 解放を もたらす ための 戦争と、 この 抑圧を 強める ための 戦争が あるとの ベな が 
ら 、それぞれの 戦争の 歴史的な 役割に ついて こうのべ た。 

「反動的 捧 取 階級の 不 正義の 侵略戦争は、 社会の 発展を はばむ ものであります。 不 正義の 戦争とは、 世界の 再 分 
割の ために 販売 市場と 原料 供給地と 投資 権を めぐつて 帝国主義 国家 間で たたかわれる 戦争で あり、 勤労大衆の 革命 
運動に 反対し、 民族的 解放と 国家的 独立の ためにた たかう 植民地 および 従属国の 人民に 反対して ブル ジョ アジー が 
おこなう 戦争であります。 

帝国主義 侵略者にたい する 人民の 解放 戦争は 正義の 戦争であります。 正義の 戦争は 社会 発展の 利益に 合致し ま 
す。 この 戦争は いかなる 形態です すめら れ ようと も、 つねに 社会の 発展を はばむ 反動 階級と その 統治 機関を 弱化 あ 
るいは 完全に 掃討し、 被 圧迫 人民を 資本主義 的 奴隸 制度から 解放し、 植民地の 人民を 帝国主義の 抑圧から 解放し、 
世界の すべての 人民の 自主的 国家と 民族的 発展の ための 条件を つくりだす のであります」 

これが 金 日 成 首相の 戦争に かんする 理論であつた。 首相は この 理論を 朝鮮戦争に 適用し、 朝鮮人 民の 偉大な 祖国 
解放 戦争が 正義の 戦争で ある こと、 したがつて それは 偉大で ある ことを いま 一度 明確に 規定した。 

つづけて 首相は、 朝鮮 人民軍 建 軍の 歴史と その 不敗の 力の 源泉、 その 特性を かさねて 明らかにし、 戦争 勝利の 恒 
久的な 要因に かんする 全面的 かつ 具体的な 分析を おこなつた。 

金 日 成 首相は 戦争の 運命を 決定す る 恒久的な 諸 要因のう ち、 まず 第一に 後方の 強固 さを あげた。 それは 強固な 後 
方を、 国家の 軍事的 威力と 武装 力の 戦闘的 機能 および その他の 要因の 基礎で あると みたから に ほかなら ない。 

たえず 経済 恐慌に 見 まわれ、 死滅しつつ ある 社会 政治 制度を もつ 帝国主義 国家は、 社会主義 諸国に 反対す る 不正 
義の 侵略戦争に おいて 強固な 後方を もつ ことができず、 したがつて かれらは 戦争に 敗北せ ざるを えない。 

しかし 社会主義 諸国は、 制度 そのものの 優越性と 党の 活動に よつて 強固な 階級 的 後方を もつ ことができる。 さら 
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に 社会主義 諸国は、 同じ 立場に ある 兄弟 諸国と 世界の 階級 的 兄弟からの 強い 支援を うける ために、 その 軍隊は 戦争 
で 強固な 後方を もつ ことができる。 首相は、 これ こそが 正義の 戦争を たたかって いる 人民軍と 朝鮮人 民の 勝利を 決 
定 する 要因で あると みたので ある。 

金 日 成 首相は また、 人民軍の 高い 政治的、 道徳的 品性を 戦争 勝利の 重要な 恒久的 要因の 一つで あると みなした。 

首相は 全 将兵が 正義の 戦争の 性格と 目的を 深く 自覚し、 戦争の 目的と 人民の 利益との 密接な むすびつきを 正しく 
理解す る こと、 これを うながす 党の 政治 活動と 戦闘に おける 労働党 員の 犠牲的な 模範な どは、 人民軍の 政治的、 道 
徳的 品性を かぎりなく 高め、 戦闘で 不撓不屈の 英雄 性と ねばり 強さ、 戦闘力を 生む ものであると 教えた。 また、 人 
民 軍の 政治的、 道徳的 品性は、 かれらが 世界平和を 守る ためにた たかって いると いう 自覚から も 必然的に 高められ 
る ものであると 指摘した。 

このように 金 日 成 首相は、 長期に わたる 抗日 武装 闘争と 祖国 解放 戦争の 歴史的 経験 および 世界 各国の 革命 戦争の 
実践的 経験を 分析、 総括して、 戦争に おける 政治的、 思想 的 要素の 役割を 定式化した ので ある。 

事実、 革命の 軍隊は 必ずしも その 数 や 武器の 優秀 さに よって 勝利した のではなかった。 革命軍が 数 的に も、 武器 
の 優劣に おいても 反 S 軍に くらべて 劣勢な 場合が 多かった にもかかわらず、 それが つねに 勝利で きたのは、 まさ 
にこの 政治的、 思想 的 優越性に もとづく ものであった。 

日本 帝国主義は、 抗日 遊撃隊を 「大海の 一滴」 にすぎないと いった。 しかし 最後に 勝利した のは 抗日 遊撃隊で あ 
り、 やぶれ 去った のは 日本 帝国主義 侵略者であった。 祖国 解放 戦争に おける アメリヵ 帝国主義の 惨敗 も、 この 例に 
もれなかった。 

したがって 首相は、 この 演説で 人民軍の 政治的、 道徳的 品性を 高める 問題に 非常に 重要な 意義を あたえ、 党の 政 
治 教育 活動を 強化し なければ ならない と 教えた。 


318 


7  アメリカ 帝国主義 者は ひざ まづ いた 


金 日 成 首相は、 戦争の 運命を 決定す るもう 一つの 要因と して 師団の 量と 質の 優劣を あげ、 師団の 量と 質は 武装 力 
強化の 基本で あると 教えた。 首相は つぎのようにの ベた。 

「勝利を かちとる ための わが 力量の 優越性は 確定 的で あり、 量的 および 質的に すぐれた 軍隊は つねに 勝利す る も 
のであります。 基本 兵種を もった 師団は 自立 的に 戦術 的 課題を 遂行す る ことができる ために、 戦術 的 基本 連合 部隊 
となり、 師団の 質の 優劣は その 組織の 科学 性と 戦闘 威力、 武器の 構成と 質、 および 将兵の 訓練 度に かかって いま 
す、 それゆえに、 各 師団の 量と 質の 優劣は、 全 軍隊の 量と 質の 優劣を あらわす ものであります」 

首相は、 戦争 期間に 人民軍の 兵力が 三倍に ふえ、 一九 五 二 年には 各 歩兵 師団の 火力が その 前年に くらべ 一六 〇 パ 
丨 セントに 増強され た 事実を 指摘しながら、 それは 今後と もさら に 強化され るであろう とのべた。 

首相は 軍隊の 質を 規定す るに あたって、 火力と ともに 指揮官の 役割を 重要視した。 

首相は、 たたかいの 過程です ぐれた 指揮官が 多く 生まれた 事実を あげ、 これは 戦争の 勝利に きわめて 重要な 役割 
をはた す ものであるとの ベた。 

さらに この 歴史的な 演説は、 緊張した 情勢に そくして、 軍隊 内の 政治 活動の 方向と 敵の 攻勢を 撃破す るた めの 戦 
闘 的 方針を 明らかにした。 

金 日 成 首相の 歴史的な 演説 『人民軍を 強化し よう』 は、 人民軍と 朝鮮人 民に いま 一度 勝利の 確信を もたらした 訴 
えで あり、 すべての 力を 戦争の 終局 的 勝利に むかって 動員す るた たかいの 旗 じる しで あり、 マルクス. レ 11 ン 主 
義戦 争 理論と 軍事 理論の 発展に 大きく 寄与した 文献であった。 

金 日 成 首相は さらに 一九 五 二 年 十二月 三十日、 全 人民軍 将兵にたい し、 万端の 戦闘 準備を ととのえ、 敵の 攻擊企 
図を 防御 戦線 および 海上に おいて 徹底的に 粉砕し、 祖国の 寸土を も 敵に わたして はならない という 命令を くだし 
た。 つづいて 党 中央委員会は、 全 党員に 敵 撃滅に 総 決起せ よと 訴える 手紙を おくった。 一方、 首相は 前線 部隊を 直 
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接たず ね、 将兵たち の 士気を 高めた。 

領袖の 命令に こたえ、 前線と 後方は 一丸となって 大 せん 減 戦を 準備した。 

朝鮮 人民軍の 全 将兵は、 敵が 上陸作戦を 強行す るなら ば、 一兵 ものが さず 海の なかに 葬り去る 決意を 表明した。 

軍隊 だけではなかった。 朝鮮人 民の すべてが 戦争の 勝利を めざして 生き、 動き、 たたかった。 老人たち もつ るは 
しを 手に ffi 濠を 掘り、 主婦たち も 土を 背負って 走った。 革命は かれらの 心臓の なかに あった。 見る みるう ちに 前 戦 
と 海岸 地帯は 難攻不落の 要塞に かわった。 

一九 五三 年には いると、 アィゼン ハ ヮ—は アメリカ 第 七 艦隊の ほとんどを 東西の 両 海岸に 出動 させて 上陸作戦の 
かまえを とり、 前線と 後方にたい し 集中 的な 爆擊を 開始した。 一方、 基本 戦線に おいても かれらは 必死の 攻撃を く 
わえ てきた。 

しかし、 敵の 攻撃は 螳螂の 斧に ひとしかった。 人民軍は 襲い かかる 侵略者を 容赦な くう ちの めし、 正面から 挑ん 
で その 陣地を たたきつぶして しまった。 

人民軍と 朝鮮人 民は、 完全 武装を ほどこして 空 高く そびえた つ 泰山であった。 泰山の いただきには、 戦局を 一手 
にに ぎる 鋼鉄の 将帥 金 日 成 首相が 眼光垧 々として 一敗 地に まみれた アメリカ 帝国主義 侵略者を 見 おろして いた。 

アメリカ 帝国主義 者は、 あれほど 大じ かけに 準備した 「新 攻勢」 を 深い 挫折感に とらわれながら 断念して しまっ 
た。 

このように 金 日 成 首相は、 朝鮮 労働党を 強化す る ことによって 内部の 敵 朴憲永 スパィ ー味を 清算し、 外敵 ア メリ 
力 帝国主義を 圧倒的に 擊 破した。 まさに 目の さめる ような 一刀両断であった。 

これは 金 日 成 首相と 朝鮮人 民の 偉大な 勝利であった。 ひとたび あらわした 威容を もって 手 もく ださず 大敵を 驚 天 
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作戦を ねる 金 日 成 首相 


動 地 させた、 そのような 勝利であった。 世界 
戦争 史上に、 これに 似た 前例が はたして あっ 
たか どうか ? •朝鮮人 民は そうした 例を 知ら 
ない。 アメリヵ 帝国主義が こうむった 敗北 
は、 それほど 惨たん たる ものであった。 

一九 五三 年 三月 十五 日付 『ニ ュ ー ョ ー ク. 
タィムズ』 紙 さえ も、 朝鮮戦争に おける 苦境 
を 論評しながら こう 嘆いた。 

「われわれが すすむ ことので きる 道で、 危 
険でな い 道は ない。 われわれの 勝利を 保障で 
きる 道は 一つ もない」 

日本の アメリヵ 研究家の 一人は、 つぎの よ 
うに かいた。 

「戦争 初期の 北朝鮮 軍の 怒濤の 進撃、 仁 川 
上陸 後の ソゥルでの 壮烈な 防御 抵抗 および 戦 
略 的 撤退の 整然 さ、 二次に わたる バンフ リー 
卜 攻勢を 破った 陣地 戦に おける 頑強 さ、 休戦 
会談の 開始 後、 地上 戦に おける 寸分の すき も 
ない 態勢な ど、 北朝鮮 軍の 旺盛な 士気を 認め 
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る ことは、 アメリカの 新聞に おいてさえ も 定説に なって いるので ある」 

朝鮮人 民は 敵の 「新 攻勢」 の 出端を くじいた 勝利の 感激を いだいて、 朝鮮 人民軍 創建 五 周年を 記念した。 

この 記念日を まえにした 一九 五三 年 二月 七日、 朝鮮民主主義人民共和国 最高 人民 会議 常任委員会は、 「抗日 武装 
闘争 および 朝鮮人 民の 武装 力で ある 朝鮮 人民軍の 創建と その 強化 発展に おいて 特出した 貢献を なし、 米英 帝国主義 
の 武装 侵略者に 反対し、 自由と 独立を 守護す る 朝鮮人 民の 正義の 祖国 解放 戦争に おける 卓越した 指揮に よって 敵に 
せん 滅的 打撃を あたえ、 赫々 たる 戦果を 達成す るぅ えで 輝かしい 貢献を なした 朝鮮 人民軍 最高 司令官 金 日 成 同志 
に、 朝鮮民主主義人民共和国 元帥の 称号を 授与 するとと もに 元帥 星を 授与」 する 政令を 発表した。 

全 朝鮮人 民は、 金 日 成 元帥を 領袖に いただく 大きな 幸福感に ひたり、 元帥を 熱烈に 祝福し、 その 健康と 長寿を 祈 

った。 

戦線で 敵を 撃破した 金 日 成 首相は、 停戦 会談に おいても アメリカ 帝国主義 者に 強力な 政治的 打撃を あたえた。 
戦線で さんざんな 目にあった アメリカ 帝国主義は、 ふたたび 停戦 会談に ひきだされ、 捕虜 処理 問題に おいて 政治 
的、 道徳的に きびしく 糾弾され た。 

窮地に 追い こまれた アメリカ 帝国主義 者は、 もっとも 卑劣で 無道な 蛮行を はたらきは じめ た。 狂った かれらは 細 
菌 爆弾を 投下し、 病院と 学校と 幼稚園を ナパ— ム 弾で 焼きは らい、 貯水池を 爆撃して 田畑と 農家を 水び たしに する 
など、 非道な 盲爆を 平然と おこなった。 アメリカ 帝国主義 こそ、 まさに 人間の 皮を かぶった もっとも 醜悪な 殺人鬼 
であった。 

ここにいた って 金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義を 最終的に 葬るべく、 全 人民軍にたい し、 すべての 戰線 におい 
て 強力な 反 打撃戦を 展開せ よ、 との 命令を くだした。 人民軍 各 部隊は、 この 命令を ただちに 実行に 移した。 

五月 中旬から 三次に わたって 展開され た 反打擊 戦に おいて、 人民軍 部隊は 全 攻撃 目標を 占領し、 敵に かい 滅的打 
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高地で 戦争 勝利を 祝う 朝鮮 人民軍の 勇士たち 
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擊を あたえた。 

とくに 三 五一 高地 攻略 戦は、 金 日 成 首相の 卓越した 指導と 
朝鮮 人民軍の 威力を あますところなくし めしたた たかいで あ 

った。 

敵は 「たとえ ソゥルを あけわたそぅ とも、 三 五一 高地を わ 
たす ことは できない」 と 公言し、 この 戦線を 「難攻不落の 要 
塞」 であり、 r 不 撤退 線」 であると 豪語して いた。 

しかし 人民軍は 砲 百 三十 門の 掩護の もとに、 一個 大隊の 兵 
力で わずか 十七 分 間で この 高地を 完全に 占領して しまった。 
人民軍の 圧倒的な 火力と 猛烈な 攻撃に さらされた 敵は 硫黄の 
炎につつ まれ、 ひとたまりもなく かい 滅 してし まった ので あ 
る。 

五月 中旬から 七月の 中旬に かけ 三次に わたって 展開され た 
人民軍 各 部隊の 反 打撃戦は、 敵に 致命的な 損失を あたえ、 広 
はんな 地域を 解放した。 第三 次の 反 打擊戦 だけに おいても、 
敵は 七 万 八 千 余の 兵力を 失った。 朝鮮 人民軍の 力が 圧倒的に 
強大で ある ことが、 ふたたび はっきりと 証明され た。 

侵略者 どもは、 あまりの ことに 慄然と した。 砲火に えぐら 
れ 絶望に おちいった 敵には、 もはや あらそいを つづける 余力 


323 


第 四 章 アメリカ 帝国主義を 撃滅した 鋼鉄の 統帥 者 


がなかった。 無謀な たたかいを これ 以上つ づければ、 全面的に 破滅す るであろう ことは かれら 自身が あまりに もよ 
く 知っていた。 アメリカ 帝国主義 者の なかで もっとも 狂 悪で 愚鈍な 連中 さえ も、 この ことを 火で 身を 焼く ように 痛 
く、 はっきりと 感じは じめ ていた。 

アメリカ 帝国主義は、 朝鮮戦争に 陸軍の 三分の 一、 空軍の 五分の 一、 太平洋 艦隊の 大部分を 投入し、 これにく わ 
えて 十五の 追随 国の 軍隊と 南 朝鮮 かいらい 軍な ど、 二 百 余 万の 大兵 力と ばく 大な 量の 最新 戦闘 技術 機材を つぎこみ、 
残忍 無道な 戦争 方法と 手段を もちいた が、 そこでえ たものは、 まさに 死と 屍 だけであった。 侵略者は その だれもが 
朝鮮戦争の すさまじい 日々 を ふりかえり 、戦慄に おののいて いた。 

アメリカ 帝国主義は 朝鮮戦争を つうじて、 米軍 三十 九 万 余を ふくむ 百 九 万 三千 余の 兵力と 一万 二 千 余の 航空機を 
はじめば く大な 軍需 機材を 失った。 これは、 四 年間に およんだ 太平洋戦争で こうむった 損失の およそ 二. 三倍に あ 
たる 数で ある。 

「常勝」 を 誇って いた アメリカ 帝国主義は、 偉大な 金 日 成 首相と 朝鮮人 民に よって、 その 歴史上、 最初の、 もっ 
とも 悲惨な 敗北を こうむった ので ある。 傲慢 このうえない 態度で 朝鮮戦争を 挑発した アメリカ 帝国主義は、 いまや 
皮膚は 焼けた だれ、 背骨まで へし 折られて 星条旗に 顔を うずめた。 

一九 五三 年 七月 二十 七日、 アメリカ 帝国主義は 板門店に ひきだされ、 朝鮮民主主義人民共和国の 旗の まえに ひざ 
を 屈し、 停戦 協定に 調印した。 

停戦 協定に 調印した 「国連軍」 総司令官 クラ ーク は、 つぎのように 告白して いる。 

「わたしは 政府の 指示を 遂行す る ことによって、 勝利を えずして 停戦 協定に 調印した 史上 最初の 米軍 司令官と い 
う 不名誉な 名を もつ ことにな った。 わたしは、 すべてが 失敗であった という 惑を いだいて いた。 わたしの 先任者た 
ちで ある ダグラス. マッカー サ ー と メード •リッジ ゥエー 将軍ら も 同感で あったろうと 思う」 
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前 アメリヵ 国務長官 マ ーシャ ル も、 「神話は くだかれた。 われわれは 人び とが 考えて いた ほど、 それほど 強大な 
国ではなかった」 と 告白し、 上院議員 マッヵー シ ー もまた、 「われわれは 朝鮮で 甚大な 敗北を こうむった」 と 嘆い 
たので ある。 

朝鮮は 勝利した。 全世界が 朝鮮に 熱 
烈な 歓呼を おくった。 金 日 成 首相の 名 
と 朝鮮と いう ことばは、 勝利と 平和、 

英雄と 栄光の 代名詞と なって 全世界に  を 
ひびきわたった。 朝鮮は 世界の 中心で  錐 轉 
あるかの ょうに 思われ、 地球 も 朝鮮を 

中心に まわって いるょう であった。  S  - 

帝 ラ 

三年に わたっ て 天地を 振動 させた 砲  力 4 
声が やみ、 急に おとずれた 厳粛な 静  ー メ 通 
寂、 その 静けさの なかで、 戦線の 全人  S 
民 軍と 後方の 全人 民は 無限の 誇りを 胸  g SL 
に、 勝利の 祖織 者、 栄光の 指導者で あ  朝自 

る 音 成 首相に 歓呼を ぉくった。  HJ ';;;r だ: .一】- pi" 15 が 

朝鮮と 世界の 熱狂 的な 歓呼の なかで 
七月 二十 八日、 最高 人民 会議 常任委員 
会は、 卓越した 戦略 戦術を もって 祖国 
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解放 戦争を 勝利に 導き、 朝鮮人 民と 人民軍に 輝かしい 栄光を もたらした 金 日 成 首相に、 朝鮮民主主義人民共和国 英 
雄 称号と ともに 国旗 勲章 第一 級と 金星 メダルを 授与す る ことにかん する 政令を 発展した。 

同じ 日、 金 日 成 首相は 放送 演説を つうじて 祖国 解放 戦争の 偉大な 勝利を 分析し、 全 朝鮮人 民に 熱烈な 祝賀の あい 
さつを おくった。 

金 日 成 首相は こうのべ た。 

「わが 民族は 五 千年に およぶ 自己の 歴史のう えで、 外来 侵略者にたい して 苛烈な 英雄的 闘争を くりひろげた のは 
一度 や 二度ではありませんでした。 

しかし、 このたびの 祖国 解放 戦争の ように、 わが 人民の 団結した 力で 強大な 敵に 甚大な 打撃を あたえて 輝かしい 
勝利を かちとった のはは じめ てで あり、 こんにちの ように わが 人民の 国際的 威信が 高められ、 全世界の 人民から 支 
持と 同情を うけた ことは かつて 一度 もありませんで した」 

この 日 十二時、 ピョンヤンでは 祖国 解放 戦争の 勝利を 祝う 盛大な 群衆 大会が ひらかれた。 

定刻 十二時、 主席 壇に 姿を 見せた 金 日 成 首相は、 会場を うめつ くした 大会 参加者たち の 熱狂 的な 歓呼の なかで、 
全人 民に おくる 祝賀 演説を おこなった。 

演説に つづいて 奏された 荘厳な 『愛国 歌』 の 調べ、 英雄的な 国土に 大きく こだまし 世界に 勝利を つげる 祝砲の® 
音、 ピョンヤンの 鐘の 壮快な ひびき 一 s 鮮 人民の 勝利の 祝典は いやがうえにも 厳粛な ふんいきにつつ まれ、 未来 
への 希望に いろどられて いった。 

人び とは 感激を おさえ きれず、 民族的 自負心を いだいて、 主席 壇に たつ 金 日 成 首相の まえを 一つの 大きな 流れと 
なって すすんだ。 歓喜の 示威 行進が はじまった ので ある。 

一人ひとりが すべて 英雄で あるかれら、 砲火に 黒ずんだ 顔に よろこびを かくしきれ ない かれら I 、はげしく ゆ 
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れ 動き 大きく うねる 示威 者たち の 波のう えで、 金 日 成 首相は くり 返し 手を ふりながら、 太陽の ごとき 微笑を おくっ 
ていた。 

それは 壮烈な 激戦の 日々 にも 翳る ことのなかった 三千 里 祖国の 微笑、 勝利の 微笑であった。 

8 卓越した 指導と 偉大な 軍事戦略の 勝利 

朝鮮は 祖国 解放 戦争に 勝利した。 この 歴史的な 勝利は、 いは ゆる 「常勝」 と 膨脹を 誇っ ていた アメリカ 帝国主義 
の ブルジ ョア 軍事戦略にたい する 金 日 成 首相の 革命的で 主体的な 軍事戦略の 勝利で あり、 強盗 的な 侵略軍と 帝国 主 
義反 動勢 力にたい する 革命 軍隊と 革命的 人民の 勝利であった。 

この 戦争は、 戦争 史上 まれに みる もっとも 激烈な 戦争であった だけに、 その 一つ一つの 勝利は、 物的、 精神的な 
総力を 動員した 決死 的な たたかいに よっての みえられた ものであった。 

帝国主義 陣営の 主力で ある アメリカ 帝国主義は、 その 軍事力の 大部分と 十五の 追随 国の 軍隊 および 李承晩 かいら 
い 軍な どの 大兵 力、 国家 予算の 多くを さいた 軍事費、 七 千 三百 万 トン 以上の 軍需 物資、 これら すべてを 朝鮮戦争に 
そそぎこみ、 残忍 非道な 戦争 方法と 手段を すべても ちいて 朝鮮人 民に 襲い かかった。 アメリカ 帝国主義は 朝鮮人 民 
をみ な 殺しに しようと、 朝鮮の 都市と 農村を のこらず 破壊し、 細菌兵器まで も大 々的に 動員し、 無数の ナパ— ム弾 
で 老人、 子どもを とわず 焼き殺した。 国連の 旗を 盗用した アメリカ 帝国主義 侵略軍の 将軍ら は、 口を ひらく たびに、 
「警察 行動に よって 平和を 守る」 の だと 騷ぎ たてながら、 そのじつ、 血ぬ られた 手で 平和を 乱し、 ヒ トラ ー ー味以 
上の 残虐 行為を はたらいた ので ある。 

しかし アメリカ 帝国 主. 義者は 、朝鮮人 民を 屈服させる こと も、 朝鮮民主主義人民共和国を 征服す る こと もで きな 
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かゥた か  : 

朝鮮戦争に おいて 全世界が はっきり 見た ものは、 朝鮮人 民の 世界史 的な 勝利と アメリカ 帝国主義 者の 連続 的な 惨 
敗で あり、 アメリカ 帝国主義の 野獣 性と 戦争 ニ スカ レーシ ョンの 規模は アメリカ 帝国主義が こうむった 敗北の 大き 
さに. 正比例した という、 おどろくべき 真実であった。 

アメリカ 帝国主義が こうむった のは、 たんに 軍事的な 惨敗 だけではなかった。 全世界が アメリカ 帝国主義に 「野 
蛮」、 「野獣」 の 烙印を おし、 唾棄した。 その 追随 者たち さえ も、 アメリカ 帝国主義の 差別待遇と 横暴な 行為、 敗 
戦の 責任転嫁と 「強大」 な アメリカ 帝国主義に まつわる 「神話」 の 破綻、 戦争の 侵略的 性格から 生まれた 内部 矛盾 
の 激化な どに よって、 ついには 主人に 見き りを つけ、 最後 的に 背を むけて しまった。 

こうして アメリカ 帝国主義は、 軍事的 惨敗に よって 満身創痍 となり、 政治的、 道徳的 惨敗に よって 歴史の 歯車に 
おしつぶされて しまった。 

反面、 朝鮮人 民は 最大の 栄光につつ まれ、 世界の 人民の 強い 愛と 深い 同情の 対象と なった。 

祖国 解放 戦争に おいて 朝鮮人 民が 達成した 勝利は なに か？ それは、 じつには かり 知れない ほど 大きな もので あ 
るが、 ここに その专 義を 要約して みれば、 つぎのようにい うこと がで きる。 

第一に、 朝鮮人 民と 朝鮮 人民軍は、 偉大な 金 日 成 首相の 指導の もとに 栄え ある 祖国— 朝鮮民主主義人民共和国を 
侵略者から 守り、 祖国の 自由と 独立と 人民 民主主義 制度を 守りぬ いた。 

金 日 成 首相は つぎのようにの ベた。 

~  「祖国—、 それは わが 人民に とって もっとも 貴重な ものであります。 わが 朝鮮人 民は その 英雄的な 闘争に よっ 
て、 もっとも 貴重な わが 祖国— 朝鮮民主主義人民共和国を 帝国主義 武力 侵犯 者の 侵害から 守りぬ きました」 

これは、 朝鮮の 革命の 歴史と その 全 成果を 守りぬ き、 現在の みならず、 これからむ かえるべき 革命の 勝利と 新しい 
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世代の 自由と 繁栄を 守りぬ いた ことを 意味す る* 

第二に、 世界 政治の 舞台で、 朝鮮民主主義人民共和国の 地位と 権威が 非常に 高まった 。朝鮮は 跋然た る 主権国 家 
として、 世界平和、 とくに アジアの 平和の 強力な とりでで ある ことが 確認され、 朝鮮人 民は 世界の 人民から 永遠に 
賞賛され る 「英雄的 人民」、 「熱烈な 平和の 閊士」 となり、 朝鮮 労働党は もっとも 革命的な 、戦闘的な 党と して 世 
界 革命運動と 労働運動の 栄誉 ある 突撃 隊と よばれる ようになった。 

第三に、 祖国 解放 戦争の 過程を つうじて、 共和国 北半 部の 人民 民主主義 制度が さらに 強化 発展し、 人 K の 政治的、 
思想 的 統一が はるかに 強まった。 また、 たたかいの なかで、 人民、 党、 軍隊、 政権 機関、 社会 団体と その 活動家た 
ちがき たえぬ かれ、 どんなに 困難な 環境の もとで も 確信を もって 前進す る ことので きる ゆたかな 経験を つんだ。 

第 ra に.， 朝鮮人 民と 朝鮮 人民軍は、 強敵 アメリカ 帝国主義を 繫 破し、 その 脆弱性と 野獣 性を 全世界に 暴 K する こ 
とに よって、 平和と 民主主義、 自由と 独立の ためにた たかう 進歩的 人民の 前進運動に 大きな はげましを あたえた。 
アメリカ 帝国主義は、 これを 優に 撃破す る ことができる ばかりでなく、 必ず 撃破し なければ ならない という この 一 
つの 教訓 だけを とっても、 朝鮮戦争は 大きな 世界史 的 意義を もつ ものであった。 

第五に、 朝鮮人 民と 朝鮮 人民軍は、 社会主義 陣営の 東方の 哨所を 栄誉を もって 守りぬ き、 世界を 第三 次 世界大戦 
に 追い こもうと した アメリカ 帝国主義の 冒険を 破綻 させ、 人類の 安全を 守りぬ いた。 

これにつ いて、 金 日 成 首相は こうのべ ている。 

「d 扣 b れ ST ■ア ん，リ， 力 侵略者の 侵攻を. 男 敢ヒ 阻止す る— ことによ 0: て、 靱鮮 人 民が 第一 — I 次 ti-' 界 大戦を l®l iti t/ ^i — «: 
業に 多大 CD. 寄与を なした ことを 誇りに 思っ でい る。 わが 人民の ゆるぎない 強 靱さ によって、 アメリカ 合 衆围は 朝鮮 
を、 中華 人 W 共和国と ソ連を 攻擊 する ための ^ 填 戦略 基地に かえる ことができなかった」 

以上の ような E1 大な意 義を JP つ 祖国 解放 戦争に おける 陴大な 勝利は、 革命の 参謀 部で あり、 洗練され た 組織 者、 


329 


第 四 章 アメリカ 帝 (1 主義を 擊:戚 し た 鋼鉄の 統帥 者 


指導者で ある 朝鮮 労働党が 朝鮮人 民を 指導した からこ そ： 運 成された ので ある。 しかし、 朝鮮 労働党を 偉大な 金. 日 成 
首相が 指導し なかったならば、 このような 勝利は 予想 さえで きなかった であろう。 

じつに、 金 日 成 首相は、 党 中央委員会 委員長と して、 内閣 首相と して、 軍事 委 M 会 委員長と して、 朝鮮 人民軍 最 
高 司令官と して、 戦争の すべての 重荷を 一身に にない、 卓越した 指導と 天才 的な 軍事戦略に よって 朝鮮人 民と 人民 
軍を 勝利に 導いた のであった。 

金 日 成 首相は、 卓越した 指導と 軍事戦略に よって アメリヵ 帝国主義に うちかつ ことにより、 すべての 朝 蛘人民 の 
かぎりない 尊敬と 賞賛を うけ、 進歩と 正義を 愛する すべての 人類が あおぎみる 反帝 反米 P 争の 偉大な 指導者、 正義 
と 平和の 守護 者と なった。 

朝鮮戦争の 過程と その 結果は、 金 日 成 首相が 発揮した 主体的な 指導 芸術の 創造的な 威力を 感動 的に 見せて くれた 
し、 首相の 指導を うける 朝鮮人 民は、 いかなる 難局 や 風波の なかで も 自己の 活路を 切り ひらいて いくこと がで きる 
という ことを はっきり しめして くれた。 逆に 帝国主義の 政治と 戦略 戦術は、 それが 反動的で あり、 反 人民 的で ある 
が ゆえに 腐り 切って 無能で あり、 したがって それは、 もはや どろ 沼に すいこまれて ゆく ものの 最後の あがきで ある 
という ことを はっきり 見せて くれた。 

軋 争を おこなう とき、 一般的に ブルジ ョア 国家の 支配者たち は、 人民にたい する 弾圧と 搾取を いちだんと 強めな 
がら 軍事 活動に 熱中す る ものである。 朝鮮戦争の 期間の アメリヵ 帝国主義の 支配者 もこの 例に もれなかった。 かれ 
らが 信じ、 そして ふりかざした ものは、 ただ 数と 技術と 野獣の 力 だけであった。 

しかし 金 日 成 首相は、 それとは 逆に、 戦争は たんなる 軍事 活動では ない とみて、 それを 激烈な 政治 11 争、 革命 關 
争と してた たかった。 首相は、 武器よりも 武器を もった 人間の 心と 思想を 重視し、 正義の たたかいにたい する 信念 
に 燃える 闘士の 手に にぎられた 武器 •たけが、 勝利を かちとる 力で あると 確信して いた。 したがって 首相 は、 侵略者 


330 


8 卓越 した 指導と 偉大な 眾事 戦略の 勝利 


の 軍事的 優勢を、 朝鮮人 民と 人民軍の 政治的、 思想 的 優越性を もって 撃破 するとい う 独創的な 立場を 堅持し、 軟争 
がは げしくな り 長期 化すれば する ほど、 党を 強化し、 軍隊と 人民にたい する 政治 思想 教育を 徹底的に 強めた。 

首相は、 全国が 戦火に おおわれて いた 日々 にも、 党を より 強力な 大衆 的 政党に 発展 させ、 党、 軍隊、 人民を 統一 
した 鋼鉄の 革命 力量と して 組織す る ことに 成功した。 

巨大な 資本と 戦争 手段を もった アメリヵ 帝国主義は、 戦争が 長期 化する につれ て 力を 失い、 士気を おとし、 あえ 
ぃだ。 

だが、 これに くらべて 小さな 国で ある 朝鮮は、 その物 的、 精神的 力量が ますます 強化され、 侵略者を 見 おろす よ 
うにな り、 ついには かれらを みごとに 屈服 させた。 

このような おどろくべき 真実は、 金 日 成 首相の 政治的 手腕と 指導が、 創造と 革新に みちた 偉大な 革命の 芸術で あ 
る ことを 雄弁に 物語って いる。 

金 日 成 首相は、 主体的 立場と 自力 更生の 革命的 原則に もとづいて、 朝鮮人 民と 人民軍を 熱烈な 革命 闘士の 大 集団 
に 育て あげた。 金 日 成 首相は 朝鮮 人民軍を 敵の 侵略から 党と 祖国を 死守し、 社会主義の 獲得 物を 守りぬ く 崇高な 精 
神と、 熱烈な 社会主義 的 愛国 思想で 教育し、 だれもが 抗日 遊攀 隊員の ように 英雄的に たたかうよう に 教育し、 はげ 
ました。 

したがって 人民軍 将兵は、 抗日 遊撃隊員の ように、 領袖と 祖国の ために 英雄的に、 勇敢に、 頑強に、 大胆に たた 
かう 模範を 全世界に しめした。 鮮血に そまった 洛東江 戦線の 砲火の なかで、 試練に みちた 戦略 的 後退の 途上で、 敵 
の 背後での 困難な たたかいに おいて、 燃える 祖国の 高地で、 不死身の ようにた たかった 人民軍 将兵の 熱い 心は、 つ 
ねに 領袖の もとに 走り、 祖国の 山河を いだいて いた。 

これは アメリヵ 帝国主義 侵略者の 野獣 性と 略奪 性、 冒険 的な あがき、 絶望と 恐怖心とは、 まさに 水と 油の 対照を 
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なして いた。 これは、 アメリヵ 帝国主義を 速 続 的な 敗北に 追い こんだ おもな 要因の 一つであった。 

金 日 成 首相は また、 熱烈な 革命 11  士に 育て あげた 人民軍を 完全に 主体的で、 天才 的な 戦略 戦術を もって みちびく 
ことにより、 各 戦闘と 戦争の 全 過程に おいて 圧倒的な 勝利を かちとった。 

祖国 解放 戦争の 全 期間は、 抗日 武装 _ 争の 時期に 金 日 成 将軍が 日本 帝国主義の 大軍を 自由自在に 撃破した 千 変 万 
化、 神出鬼没の 戦略 戦術を 現代 戦に 適用して、 アメリヵ 帝国主義 侵略軍を 撃破して いった 過程であった。 

首相は、 抗日 武装 闘争の 時期に 創造した、 -^1、 一^一、 WE1、 都市 進 S、 夜 % I 戦、®^、 

«fel などを はじめ、 数多くの 戰闘 形式と、 敵の 量的、 技術的 優勢を 思想 的 優越性と 戦術 的 優勢に よって 撃破す る 戦術、 
—— ときには 能動的に 敵の 弱点を 助長して つねに 戦闘の 主導権を にぎり、 味方の 力量を 最大限に 保存しつつ 多数の 
敵を 消滅す る 戦術な どを、 現代 戦の 要求と 朝鮮の 地理 的 条件に そくして 創造的に 発展 させた。 首相は 激動す る 軍事 
情勢を つねに 正確に 判断して、 適時に それに そくした 戦略 戦術 的 方針と 戦闘 形式 および 戦法を 具体的にし めした。 
それば かりで なく、 戦争 全般に 画期的な 転換を もたらした 主要な 戦闘を みずから 陣頭で 指揮し、 そのつど 敵に 致命 
的な 打撃を あたえた。 

戦争の 過程で 首相は、 多くの 天才 的な 戦略 戦術を 創造し、 敵を 恐怖と 戦慄に 追い こんだ。 開戦 時に おける 敵の 奇 
襲 攻撃にたい するとき を 移さぬ 全面的な 反攻 擊、 大 部隊に よる 第二 戦線の 組織、 その 第二 戦線と 基本 戦線との 協同に 
よる 大 包囲 作戦、 要塞 化した 坑道を 拠点とする 大 部隊の 陣地 防御 戦、 敵の 優勢な 空軍力を 撃破した 飛行機 狩り 班 運 
動と 狙撃兵の 活用な どは 戦史に 前例の ない ことで あり、 首相が 朝鮮戦争の 客観的 要求を 集中 的に 反映 させて 創造し 
た もっとも 優れた 戦略 戦術であった。 それだけに これらは、 マルクス •レ— ニン 主義 軍事 科学の 発展に 大きく 貢献 
したので ある。 このほかに も、 主 打撃 方向の 正確な 設定、 各 兵種 間の 有機的な 協同 作戦、 山岳 戦に おける 砲兵 火力 
の 集中 的な 利用、 強力な 海岸 防御 組織、 襲撃 班 および 遊 動 砲の 活用、 前線と 後方の 統一 性の 保障、 軍民 一致、 官兵 
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一致の 組織化な ど、 首相が 戦争 期間に 創造し 活用した 戦略 戦術と 方針は 枚挙に いとまがない ほどで ある。 

首相が 創造した これらの 戦略 戦術と 方針は、 首相の 指導す る 朝鮮 労働党に よって 教育され た 朝鮮人 民と 人民軍の 
自力 更生の 革命 精神 および 大衆 的 英雄主義との 結合に よって、 ますます 威力 ある ものと なった。 

金 日 成 首相は その 卓越した 軍事戦略に より、 緒戦の 段階に おいては、 人民軍を してて 敵の 不意う ち 攻撃にたい す 
る 即時 かつ 全面的な 反攻 撃で、 開戦わず か 三日に して ソゥルを 解放し、 二 か 月 後には 南 朝鮮の 領土と 人口の 九〇パ 
丨 セント 以上を 解放 させた。 戦略 的 後退 期には、 敵の 主力を 牽制しながら その 背後に 第二 戦線を 組織し、 敵を 前後 
から 挟擊 してた たき、 一挙に ソゥルの 南まで 追い はらった。 

また 兵力を 増強した 基本 戦線の 敵が 東西 両海 岸からの 上陸作戦に 呼応して 攻勢に でる 動きを 見せる や、 永久 築城 
の 陣地に 依拠した 積極的な 陣地 防御 戦に よって 敵を 決定的な 敗北に 追い こんでいった。 それだけでは ない。 戦線に 
おいては 敵の 大軍を 撃滅し、 停戦 会談を つうじては アメリヵ 帝国主義 侵略者に 強烈な 政治的 打撃を くわえ、 アメリ 
力 帝国主義の 追随 国 兵力の 増強にたい しては、 社会主義 陣営を はじめ 全世界の 反帝 勢力との 強力な 団結を もってこ 
れに こたえた。 

じつに 祖国 解放 戦争に おける 朝鮮人 民の 歴史的 勝利は、 金 日 成 首相の 偉大な 政治的 指導と 天才 的 軍事戦略の 勝利 
であり、 その 主体 思想の 輝かしい 勝利であった。 

祖国 解放 戦争に おける 歴史的 勝利は、 卓越した 領袖と マルクス •レ—- ーン 主義 党の 指導の もとに、 その 運命を み 
ずから がに ぎり、 祖国の 自由と 独立と 進歩の ためにたち あがった 人民は、 いかなる 力を もって -L て も 征服で きない 
という ことを はっきりと しめした。 それは また、 戦争 勝利の 決定的 要因が 武器 や 技術の 優位に あるので はなく、 自 
己の 偉業の 正当性を 自覚して かたく 結束した 人民 大衆の 力に あると いう ことを 実証した。 

アメリヵ 帝国主義は 敗北した。 
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かれらは 金 日 成 首相と 靱鮮 人民に 挑軟 する ことによって" 「勝利」 だけを 誇って きた そのな がい 侵略 軟 争の 歴史 
において、 はじめてと りかえ しのつ かない 惨敗を こおむ った。 数多くの 国々 の 政府を 転覆し、 人民を 殺り くし、 隸 
属 化して きたアメリカ 帝国主義、 破壊と 略奪の 道を ひた 走り、 数 億万 人民の 血涙を 飽食して 肥え太って きた ア メリ 
力 帝国主義は、 ついに 朝鮮に おいて おそるべき 雷火を あびて たおれた。 

傲慢に ひるがえって いた 星条旗は、 いやす すべな きかれら の 傷口を おおう 旗に なって しまった。 かれらの 空には 
黄 # がせ まり、 永遠に なだらか である ことを 誇って いた 「前途」 は、 急に けわしい 下り坂に かわって しまった。 

全世界が 朝鮮人 民の 偉大な 勝利を 見て 驚嘆し、 歓声を あげた。 世界の 人民は、 金 日 成 首相を あおぎみて 勇気を え、 
帝国主義の 鉄鎖に つながれて きた 人民たち は、 反帝 闘争の 旗を 高く かかげて たちあがった。 それまで アメリカ 帝国 
主義にたい して 幻想を いだいて いた 人び とは、 その 侵略的で 略奪 的な 本質を はっきりと 知り'  アメリカ 帝国主義に 
たいしては 大国 だけが たたかう ことができ ると 考えて いた 諸国 人民は、 小さな 国で もりっ ばに アメリカ 帝国主義と 
たたかい、 勝利す る ことができる という 確信を もつ ようになった。 

事実、 アメリカ 帝国主義 者が 侵略の 魔手を のばして いる 世界の 各地で、 革命的 人民が 強力な 反米 闘争を くり ひろ 
げ るよう になり、 武装した 侵略者には 武装を もってた たかう 民族 解放 闘争が 世界情勢の すう 勢を 決する ようにな っ 
た。 

世界の 革命家と 進歩的 人民は、 こんにち、 かぎりない 自負心を いだいて、 金 日 成 首相の つぎの ことばを 思い おこ 
している。 

「朝鮮戦争に おいて、 アメリカ 帝国主義 者は アメリカ 史上、 はじめて 悲惨な 軍事的 敗北を こうむりました。 これ 
は、 帝国主義が 下り坂を 転落し はじめた ことを 意味す るので あります。 アメリカ 帝国主義 者は、 この 戦争で 負った 
大きな 傷を いやす ことができぬ まま、 世界の 革命的 人民から ひきつづき 新しい 打撃を うけて おり、 いまや いっそう 
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深い 滅亡の ふちに おちこんで ゆきつつ あります」 

敗北した アメリカ 帝国主義は、 南 朝鮮に ひきつづきい すわり 牙を といでい る。 しかし、 百戦百勝の 鋼鉄の 統帥 者 
である 金 日 成 首相の 指導を ぅける 英雄的 朝鮮人 民は、 結局 かれらを 生かして はおかぬ であろぅ。 朝鮮で アメリカ 帝 
国 主義者を 待 (ている ものは、 かれらの 完全な 敗北 だけで ある。 


1 社会主義 基礎 建設の 独創的 路線 


第五 章 すべてを 戦後 人民 経済の 復旧と 発展の ために 


1 社会主義 基礎 建設の 独創的 路線 

砲煙が 深く たちこめて いた 大地に 平和が おとずれた。 しかし、 決死の たたかいを つうじて 勝利の 日を むかえた 人 
民は、 爆音と かん 声の うずまく 戦場の ふんいきから、 いまだに さめ きれないで いた。 思えば、 血を 流して かちとっ 
た 勝利と 停戦は、 まことに 貴重な ものであった。 

しかし 炒 戦は、 完全な 平和を 意味す る ものではなかった。 そのため 一部では、 誤った 考えが あらわれて きた。 

金 日 成 首相は 停戦と かんれんして おこりうる 偏向を 予測し、 こと あるた びに 取 命 的な 立場を 明らかにした。 15- 相 
は、 停戦が 完全な 平和で ない ことから、 戦争の 再発 ばかりを 気にして 経済 建設を しても 無駄で あるかの ょうに 考え 
る 傾向、 また 反対に、 戦争は 二度と おこらず 完全な 平和が 到来した と 見て 満足し、 心を ゆるめ、 安逸に 流れたり す 
る ことは いずれも まちがい であると 指摘し、 戦時の 緊張を ゆるめず、 共和国 北半 部の 革命的 民主 基地を さらに 強化 
する ため、 全力を かたむけなければ ならない と 強調した。 

これは、 停戦には どのょうに 対処すべき か、 停戦 後な にを なすべき かとい う 問題を 規定す るう えで、 もっとも 革 
命 的で、 もっ i: も 正当な 立場を しめした ものであった。 
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首相は、 停戦で かちえた 貴重な 時間を 最大限に 利用して 社会主義 革命と 社会主義 建設を 急速に おしすすめ、 平和 
をより 強固な ものにして、 祖国 統 一 の 歴史的 偉業を 達成す るた めの 確固と した 土台を 築き あげてい くべき であると 
考えた。 

三年 余に わたり、 祖国の 運命を 一身に になって たたかって きた 金 日 成 首相には、 勝利の よろこびに ひたる 平穏な 
時間 も 休息 もなかった。 首相の 視線は、 無残に 破壊され た 祖国の 大地に くまなく そそがれて いた。 傷は 深く、 被害 
は 想像を 絶して いた。 

街路は 破壊され、 村は 焼きつ くされた。 廃墟と 化した 工場の 煙突には、 かさ さぎが 巣を つくって いた。 八 千 七 百 
余りの 工場と 数多くの 企業 所、 文化 施設が 爆擊 によって ことごとく 破壊され た。 電力、 燃料、 金属、 化学な ど、 重 
工業 部門の 被害は もっ とも ひどかった 。軽工業、 農業、 手工業 および 個人 商工業 も あますところなく 破壊され、 人 
民の 生活は 困難を きわめた。 

アメリヵ 帝国主義 侵略者は、 r 朝鮮は 百年 かかっても、 二度と たちあがれまい」 と 公言して はばからなかった 0- 

歴史は、 ふたたび 朝鮮人 民に きびしい 試練を 課した。 

人民は 建設と 新しい 生活に むかって すすみは じめ た。 だが、 なにから どぅは じめ ていいの かわからなかった。 れ 
んが 一枚、 セメント ー 袋、 一塊の 鉄を 生産す る 設備 さえなかった ので ある。 

しかし、 この 難局は 是が非でも 突破し なければ ならなかった。 それは 革命と 民族の 運命に かんする 問題で あり、 
国家 百年の 大計を 左右す る 問題であった。 

朝鮮人 民は、 みずからの 領袖を 信じて いた。 金 日 成 首相が 必ず 破壊され た 人民 経済を 復旧し、 人民 生活を 再建す 
る 革命的な 路線と 決定的な 対策を 講ずる であろぅ ことを 信じて 疑わな かった。 

朝鮮人 民の 期待と 信 3 は 正しかった。 
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金 日 成 首相は、 すでに 未来を 見つめて いた。 人民と 領土が あり、 党と 人民 政権が あるかぎり、 新しい 生活は 必ず 
切り ひらける という 確信に みちて いた。 つねに 遠い 将来を 見と おして 構想を たてる 金 日 成 首相は、 すでに 停戦が 成 
立す る まえから 戦後 復旧の 大 設計図を 準備して いた。 

首相は 朝鮮 革命の 基本 任務を、 アメリヵ 帝国主義 侵略 勢力と その 同盟 者で ある 南 朝鮮の 地主、 買弁资 本家、 親日 
親米 派、 民族 反逆者を 打倒し、 南 朝鮮の 人民を 帝国主義と 封建的 隸属 から 解放す る ことによって、 祖国の 統一と 完 
全な 民族的 独立を たたかい とる ことで あると 規定した。 そして この 任務を 達成す るには、 なによりも 朝鮮 革命の 源 
泉 地で ある 共和国 北半 部の 革命 基地を 政治的、 経済的、 軍事的に いっそう 強化し なければ ならず、 そのためには、 
社会主義 革命と 社会主義 建設を 全面的に おしすすめなければ ならない と 考えた。 

これにつ いて、 金 日 成 首相は 後日つ ぎの ようにの ベた。 

「わが 党は すでに、 戦後 復旧の 時期に 北半 部の 社会経済 発展の 合法 則 的 要求と 朝鮮 革命の 基本 任務から 出発し 
て、 共和国 北半 部に おける 社会主義 基礎 建設の ための 総体 的 課題を 提起し ました。 それは 人民 経済の すべての 分野 
で 小 商品 ® 済と 資本主義 経済を 社会主義 的に 改造し、 社会主義 経済 形態を 拡大して 生産力を 復旧し、 それを さらに 
高め、 国の 自立 的 経済 土台を しっかり 築きながら 人民 生活を 早く 改善ず る ことに ありました」 

首相が 指摘した ように、 社会主義の 基礎 建設とは、 生産 関係の 面では 小 商品 経済 形態と 資本主義 経済 形態を 社会 
主義 経済 形態に かえて、 社会主義 的 生産 関係の 唯一 的 支配を 確立す る ことで あり、 生産力の 面では 自立 経済の 土台 
を 築く ことであった。 すなわち、 生産 関係と 生産力の 二つの 面で、 過去の 世紀 的たち おくれと 古い 社会の 残滓を 一 
掃し、 先進 的な 社会主義 社会を 建設す る ことであった。 

社会主義 建設の 決定的な 段階で ある 社会主義 基礎 建設の 課題は、 きわめて 高い 革命的 創意 性と 練達した 戦略 的 指 
導を 必要と する 革命 課題で あった。 まして、 かつてたち おくれた 植民地 封建社会であった ことと、 戦争に よる ひど 
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い 破壊が かさなりあった 条件の もとで 社会主義 基礎 建設の 課題を 遂行す ると いう ことは、 ともに、 か 〇 てだれ も 歩 
んだ ことのない 新しい 道の 開拓と ならざる をえなかった。 

しかし 金 日 成 首相は、 ひどく 破壊され た 経済を 早急に たてなおし、 革命 基地を しっかりと かためる ためには、 ま 
ず 社会主義 基礎 建設の 課題を はたさなければ ならない と 確信した。 

革命の 基地を 強固に する ためには、 工業と 農業 生産力を 急速に 発展 させ、 自立 的 民族 経済の 土台を 築かなければ 
ならなかった。 この ことなしには、 国の 経済力を 強め、 それに もとづいて 軍事力を さらに 強化し、 人民 生活 灰 早く 
改善す る ことは 不可能であった。 またそう する ためには、 生産力の 発展を さまたげる 農村の 個人 農 経理を 協同 化し 
ていかなければ ならず、 都市の 資本主義 的 要素を 一掃し なくて はならなかった。 

首相は、 全国が 砲煙につつ まれた 戦争と 激動す る 全 戦線を 指揮しながら も、 明日に そなえて、 廃墟と 化した 国土 
を 輝かしい 社会主義 強国に 一新させる 大 設計図を 綿密に 描いて いたので ある。 

首相は 戦火の さなかに 地下 工場を 建て、 戦後の 建設を 構想し、 原形 すら 失われた 工場を たずね、 労働者と ひざを 
まじえて は 復旧 建設に ついて 話し あった。 また 科学者 や 設計 家を まねいて は 雄大な 都市 設計図、 工場 設計図の 作成 
を 指示し、 敵機の 爆音が なり やまぬ 夜道を 歩きながら も 農業 協同 化の 方法を 考え、 作戦 地図を ひろげる とき も、 卓 
越した 戦略 戦術を ねる ばかりでなく、 大自然 改造 計画を 構想して いた。 人の 寝 しずまった 深夜に も、 人が 休暇を た 
のしむ 祭日に も、 首相は 休む ことなく 祖国の 繁栄と 人民の L あわせの みを 思い、 戦後の 人民 経済 復旧 発展 計画を 丹 
念に 作成して いたので ある。 

アメリヵ 帝国主義 者を うちやぶった 金 日 成 首相は、 停戦になる や、 疲労を いやす いとま もな く、 砲火の なかで 準 
備した 設計図を 手に、 真っ先に 人民の なかへ、 工場 や 農村へ とはいって いった。 

砲煙が まだ 消え やらず、 戦班 や 大砲 もま だ 砂 ぼ こりを かぶった ままであった 停戦の 翌日、 首相は 平安 南 道の 江 南 
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れんが 工場を たずね、 復旧 建設に 必要な れんがを 大量に 生産し なければ ならない と 労働者に 訴え、 その 翌朝には、 
人民に 寒い 思いを させまい という 一念から 、ビョン ヤン 坊績 工場を おとずれた ので ある。 

工場は 無残に 破壊され ていた。 首相は、 復旧 期間を 五 年間と 見つ もっていた 紐 績 H 場 被害 状況 調査団の 報告を き 
き 終わる と、 つぎのように 語っ た。 

「肋 績 工場 一つの 後 旧に 五 年 も！； するならば、 戦争で 破壊され たものを 全部 復旧す るには 数十 年 も かかる ことに 
なる。 わたしは 二 か 月 も あれば 復旧で きる と 思う。 なるほど、 一般的には、 それは 五 年 かかる 作業で あるか も 知れ 
ない。 しかし、 工場の 復旧を 戦闘 だと 思って とりくめば、 二 か 月で きっとで きる はず だ」 

復旧は 戦 ^ である、 といった この ことばの なかには、 のちに 全世界を 驚嘆 させた すべての 奇跡が 約束され ていた 
ので ある。 

停戦 後 三日 目の 七月 二十 九日、 首相は 冶金 基地で ある 黄海 製鉄所を たずねた。 

首相 訪問の 知らせが つたわる と、 廃墟と 雑草し か 見えない 工場に、 労働者と その 家族が かん 声を あげなが ら集ま 
ってき た。 傷ついた 子どもたちに つきそって いた 母親たち も、 子どもを 背負って 走って きた。 かれらは その 一人 ひ 
とりが ひたすら 首相に したがい、 一面 火と 化した 国土を 守り、 不死鳥の ようにた たかい、 そして 勝利した 誇り ある 
人たち であった。 労働者の 歓呼に こたえる 首相の 顔には よろこびが あふれて いた。 

首相は 労働者 一人ひとりの 手を とり、 情愛に みちた あふれた 声で いった。 

「みなさん、 よく 生きて いて くれました/戦争 中は ほんとうに ご苦労でした 。わたしは いつもみ なさん のこと 
が 忘れられませんでした。 けがはありませんでした か ? .」 

労働者たち は 目が しらを 熱く していた。 

首相は 汗を ぬぐおうと もせず、 製鉄所 構内に 足を はこんだ。 いや、 そこには 製鉄所はなかった。 目に 映る のは 胸 
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をえ ぐるよう な 灰燼と 瓦磔の 山 だけであった。 三年の あいだ ヤン キ ー どもが 爆弾を 投下 t つづけた 製鉄所は、 見る 
かげ もなかった。 それは ことばでは いいつくせない アメ y 力 帝国主義の 残忍 さと 野獣 性を、 声を 大 にして 告発して 
いるかの ようであった。 

真っ赤に さびついた 鉄骨、 飴の ように まがった 穴 だらけの 鉄管、 焼けた だれて かげを とどめぬ 電線、 野鳥が 鳴く 
雑草の しげみ —— 、どれ も 正視に たえられない ような もの ばかりであった。 

首相は 鉄鋼 労働者の まえにた って、 生い茂る 雑草を かきわけながら 瓦陳と 鉄く ずで 足の 踏み場 もない 工場へ 歩い 
ていった。 

はげしい 憤りの ためであろう か、 首相の 表情は きびしく、 かたくむ すんだ 口からは ことば もでなかった。 ときお 
り 手に した 鉄の 棒で 灰を かきわけたり、 赤 さびた 鉄骨を たたきながら、 なにごと かを 考えて いるよう であった。 

平炉 職場から、 造 鋼、 薄板、 耐火 物、 溶鉱炉な どの 職場の あとを 見て まわり、 動力 部の 裏手に ある 小高い 丘に の 
ぼった。 しばらく 無言で 荒涼と した 工場の 構内を 見 おろして いた 首相は、 やがて 力を こめて 労働者たち にむ かって 
話しは じめ た。 

「みなさん、 力を おとして はいけ ません。 わたしたちは、 アメリカ 帝国主義 者を うちたおして 勝利した では あり 
ません か。 わたしたちは、 これから も 勝利し ます。 すべてが 破壊され はした が、 それを 復旧す る だけの 力は 十分に 
あります。 

わたしたちには、 英雄的な 人民が います、 復旧の 予備 も 少なくありません。 ヤン キ ー どもは なにもかも 破壊し よ 
うと やっきと なった が、 わたしたちには 重工業の 基礎が のこって おり、 美しい 国土には 金、 銀、 銅、 鉄が 無尽蔵に 
ねむって います。 …… わたしたちが これらを うまく 利用 すれば、 りっ ばに 人民 経済を 復旧させる ことができる ので 

す」 
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首相は、 ときおり 工場の 構内に 目をやりながら、 さらに 力を こめて つづけた。 

「人民 経済を 復旧す るには、 重工業から とりくまねば ならず、 黄海 製鉄所を 復旧す るには、 平炉から とりくまな 
ければ なりません。 こうして こそ、 人民 経済の 復旧に 必要な 鉄を うる ことができる のです。 破壊され た 人民 経済を 
復旧し、 わが国を 富強に する には 他に 道はありません。 重工業を 発展 させて こそ、 軽工業と 農業 も それに つれて 発 
展す るので す。 そう なれば、 わが国の 経済的 土台を しっかりと かためる ことができ るし、 人民 生活 も 早く 改善す る 
ことができます 。重 X 業のう ちで も 製鋼、 製鉄が 一番たい せつです。 だから こそ、 すぐに もこの 黄海 製鉄所を 復旧 
して 鉄を 大 々的に つくりだそうと いうので す」 

首相の この 綱領 的な 教えは、 どこから 手を つければ いいの か 途方に くれていた 労働者たち の 心を 強く とらえた。 
一人の 労働者が 興奮を おさえ きれず、 首相の まえにす すみで て、 工場 も 暮らし も 自分たち の 手で りっぱに たてなお 
して 見せます、 と 誓いを のべた。 

確信に みちた この ひとことから、 たのもしい 朝鮮の 労働者階級の 決意を ょみとった 首相は、 明るい 表情を うかべ 
ながら、 これに こたえて いった 

「そうです、 そうでなければ いけません。 アメリヵ 帝国主義が 破壊した あの 平炉の あとには、 それ以上の 平炉を 
築き、 焼かれた 工場は れんがづくりで 再建し、 復旧 建設に おいても、 ヤン キ— どもに 朝鮮人 民の 本領を はっきりと 
見せて やる のです」 

首相が 労働者たち の 胸に ともした 革命の 火種は、 大きな 炎と なって 全 朝鮮人 民を 復旧 建設 事業へ とふる いたた せ 
た。 

つづいて 八月 三日、 首相は 降 仙 製鋼所を たずねて 労働者たち を 激励し、 復旧 建設の 方途を しめした。 

一週間に わたる 精力 的な 現地 指導を つうじて、 すべての 問題を 現地で とらえ、 人民を 復旧 建設へ と 組織して い 〇 
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た 首相は、 八月 五日、 朝鮮 労働党 中央委員会 第 九 回 総会を 招集した。 

各地から 集まって きた 党 中央 委員と 傍聴 者たち が、 ピョンヤンに ついて まず おどろいた のは、 一千 余の 座席を も 
った 豪壮で 美しい 大会 場を 見た ときであった。 かれらは、 この 大きな 建物が 爆擊 のなかで 無傷の ままの こったのを 
不思議に 思った。 そして、 この 建物が 戦後わず か 一週間で 新築され たもので あるときいた とき、 いい 知れぬ 感動に 
つつまれた。 常識では 考えられない ことであった。 だが これは 事実で あり、 現実であった。 わずか 一週間で みごと 
な 大会 議場を 建設す る ことができた のは、 首相の 緻密な 組織力と 科学的 予見 性の たまものであった。 

金 日 成 首相は、 戦争の さなかに すでに 勝利を 確信し、 戦後 人民 経済 復旧 発展の 設計図を 準備す ると 同時に、 その 
設計図を 討 _ する 大会 議場の 設計を 指示した のであった。 首相は、 敵の 爆擊を うけても、 さして 大きな 被害を こう 
むらない ように、 壁 だけを 先に 建てさせた。 壁 さえの こって いれば 屋根を つくり、 内部 施設を ととのえる のに、 数 
日間 も あれば 十分で あると 判断した ので ある。 首相の 判断は 的中した。 停戦の 日まで 壁は くずされなかった。 そこ 
で 首相は、 のこりの 工程を 短時間 内に 完遂す るよう 指示した。 昼夜兼行の 作業が つづけられ、 会議場は 予定 どおり 
に 竣工し、 会議 参加者たち の 驚嘆の 的と なった ので ある。 

人び とは、 この 建物に まつわる H ピソ ー トを 知って、 多くの ことを 考えさせられた 。この 豪壮で 美しい 会議場 
はたんなる 建築物では なく、 首相の 卓越した 指導の 象徴、 戦後に 創造され るすべ ての 奇跡の 縮図で あるよう に 思わ 
れた。 

金 日 成 首相が 主席 壇に 姿を 見せる や、 参加者たち はなが い 嵐の ような 拍手と 歓呼を おくった。 

首相は 総会の 席上、 『すべてを 戦後 人民 経済の 復旧と 発展の ために』 と 題す る 歴史的な 報告を おこなった。 この 
報告の 一字一句は、 すべて 首相み ずから が 戦火の なかで 思索を めぐらし、 手帖に 記して きた ものであった。 

首相は 報告で、 停戦と 平和にたい する 革命的 立場、 戦後 復旧 建設の 基本 路線と 基本 方向、 社会主義 基礎 建設の 課 
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降 仙 製鋼所で 現地 指導を お こなう 金 日 成 首相 


題な どを 明らかにした。 

首相は、 社会主義 基礎 建設の 総体 的 課題を 提示し なが 
ら 、当面した 戦後 復旧 建設の 基本 方向と、 人民 経済 部門の 
復旧 発展の 方向を 具体的にし めした。 

首相は、 戦争に ょって 人民 経済が あますところなく 破壊 
された 条件の もとで、 人民 経済の すべての 部門を 全般的に 
復旧 建設す る ことは 困難で あるとの ベながら、 人民 経済の 
復旧 建設を 三 段階に 区分した。 

第一 段階は、 半年ない し 一年の あいだに、 破壊され た 人 
民 経済を 全般的に 復旧 建設す るた めの 準備 活動と 整備 活動 
をす すめる 全般的 人民 経済 復旧 建設の 準備 段階で あり、 第 
二 段階は、 人民 経済の すべての 部門を 戦争 前の 水準に ひき 
あげる ための 人民 経済 復旧 発展 三 か 年 計画を 遂行す る 段階 
であり、 第三の 段階は、 社会主義 工業化の 基礎を 築く ため 
の 五 か 年 計画を 遂行す る 段階であった。 

首相は、 これらの 全段 階に おける 戦後 経済発展の 基本 路 
線に ついて、 つぎのょぅにの ベた。 

「われわれは 戦後 経済 建設に おいて、 重工業の 優先的 復 
旧 発展を 保障しながら 軽工業と 農業を 同時に 発展させる 方 
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向に すすまなければ なりません。 そうして こそ わが国の 経済的 土台を 強固に する ことができ、 人民 生活を すみやか 
に 改善す る ことができる のです」 

首相は、 いちじるしく 破壊され た 軽工業と 農業を 発展させる こと も、 人民 生活を ゆたかに する 経済的 土台を 築く 
こと も、 重工業の 成長い かんに かかって いると 判断した。 それは、 重工業を 優先的に 発展 させて こそ、 人民 経済の 
植民地 的 跛行 性と 技術的な たちおくれを なくす ことができ、 強固な 民族 経済の 自立 的 土台と 社会主義の 物質的、 技 
術 的 基礎を 築く ことができる からであった。 

しかし 首相は、 軽工業 や 農業 も、 あとまわしに できない と 考えた。 エ 料を 保障す るた め ばかりでなく、 もと 
もとたち おくれて いた 農業と 軽工業を 一新し、 食糧と 生活必需品の 生産を 急速に のばして 人民 生活を 早くたち なお 
らせ るた めには、 どうしても 軽工業と -* 業を 重工業に 追いつかせなくて はならなかった。 

重工業を 優先的に 発展 させながら、 軽工業と 農業を 同時に 発展させる という ことは、 歴史上、 前例の ない 路線で 
あった。 

世界の どの 国 も、 工業 建設で 重工業を 発展 させながら 軽工業を 同時に 発展 させた ためしはなかった。 まして や 戦 
争に よって 経済が いちじるしく 破壊され た 条件の もとで、 このような 建設 路線は 想像 すらで きない ものであった。 
にもかかわらず、 経済 復旧、 人民 生活、 国防 分野の 広 はんな 要求を すみやかに 解決しながら、 同時に 自立 的 民族 経 
済を 建設し なければ ならなかった 朝鮮の 場合、 ほかの 国とは ちがった 特別な 対策が 必要であった。 他国が 一歩す す 
むと き、 朝鮮人 民は 十 歩、 百 歩を 走らなければ ならなかった。 もともと 朝鮮人 民には、 ほかの 国の ように 一定の 期 
間に 重工業を 発展 させて おいてから 軽工業を 発展させる とか、 資本主義 国の ように 軽工業を 発展 させ 資金を たく わ 
えてから重エ業を発展させるといった余裕のある方法は性にあわなかったし、またゆるされもし -*: かっ亡。い %' か 
え it , は、 小ぎ it いな 身なりで 安易 : * まわり 道を する わけには いか tr かっ '.*: ので ある。 
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首 梅は、 戦後の 経疥 建設 © • 基本 路線を つらぬく うえで、 自立 経资の 土台を すみやかに 築き、 人民 生活の 水準 も 早 
く 高める ことので きる 近道を もとめた。 こうして 首相は、 経済の 自立 的 土台を 強化し 人民 生活の 土台 も 同時に 解決 
する 方法と して、 重工業を まず 発展 させながら、 その 重工業を 人民 生活 向上の ための 軽工業と 農業の 発展に 密接に 
むすびつける 方針を うちだした のであった。 

金 日 成 首相が しめした 大胆 かつ 独創的な 社会主義 経済 建設の 基本 路線は、 力に あまる 困難な ものでは あった が、 
そこには 実現 可能な 主 客観的 条件が そなわって いた。 

それは なによりも、 絶世の 愛国者で あり、 民族的 英雄で あり、 百戦百勝の 鋼鉄の 統帥 者で ある 四千 万 朝鮮人 民の 
偉大な 領袖 金 日 成 首相の 革命 思想と、 その 洗練され た 指導が あった からで ある。 

朝鮮人 民は 首相の 革命 思想と その 洗練され た 導きに よって、 あらゆる 難関と あい 路を 克服し、 首相の さししめし 
た 社会主義 経済 建設の 基本 路線を 遂行す る ことができた。 

それば かりでは なく、 戦争を へて きたえられ、 首相の 革命 思想で 武装し 党と •« 袖の まわりに かたく 団結した 勤労 
者の 不屈の 精神と つきる ことのない 創造力が あった。 

朝鮮人 民の この 革命 精神と 創造力、 そして 偉業の ためには いかなる 犠牲を も 恐れない 闘志と 勝利にたい する 楽天 
的な 信念を よびおこし、 動員し、 組織し さえ すれば、 国を りっぱに 建設す る こと もで きる し、 地中 深く 埋蔵され て 
いる 豊富な 地下資源 も 開発して 経済 建設に これを 最大限に 利用す る ことができる のであった。 

さらに、 戦争の 被害は きわめて 悲惨な ものでは あった が、 もともと 重工業の 一定の 土台と その 発展に 必要な 豊富 
な 天然資源が あり、 戦争の あいだ 金 日 成 首相に よってた くわえられて きた 物質 技術的 準備が あり、 社会主義 諸国の 
支持 声援が あった。 

首相が 提起した 社会主義 経済 建設の 基本 路線は、 すべてが 破壊し つくされた 戦後の 状況の もとで、 なにから どう 
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建設して いくべき かとい う 問題が、 社会主義 建設の 運命と 祖国の 将来の 発展に かかわる 問題と して 提起され ていた 
とき、 それを りっぱに 解決し、 党と 人民に 繁栄と 隆盛の 道を さししめした 路線であった。 いいかえ ると、 この 基本 
路線は、 戦後 復旧 建設の 当面の 課題 だけでなく、 朝鮮 革命の 根本的な 利益と 国家 百年の 大計を 実現す る 課題を すべ 
て 円滑に 解決し うる 偉大な 路線であった。 

首相は、 重工業を 優先的に 発展 させながら 軽工業と 農業を 同時に 発展させる 路線を 明らかにする ことにょって、 
当面、 貧しい 人民 生活を 急速に 向上させる とともに、 国の 繁栄を めざす 自立 的 民族 経済の 土台を 築く 正確な 道を し 
めした。 この 路線は、 経済 建設と 国防 建設を 正しく 結合し、 革命の 成果を 守り、 経済を 早く 発展させる 革命 路線で 
あった。 威力 ある 重工業を 建設す る ばかりでなく、 発展した 軽工業と 農業を もってこ そ、 社会主義を 建設す る こと 
がで きる ので あり、 現代的な 国防 建設 も 積極的に おこなう ことができる 路線であった。 

じつに この 路線は、 わが国の 経済発展の 合法 則 的 要求と 現実的 可能性を 念頭に いれた 唯一の 路線で あり、 マルク 
ス •レ ーニ ン 主義の 拡大再生産 理論を わが国の 現実に 適用した 創造的な 理論で あり、 自力 更生の 革命 精神に もとづ. 
く 自立 的 民族 経済 早期 建設に かんする 金 日 成 首相の 確固たる 姿勢を しめした 革命的 路線で あり、 社会主義 •共産 主 
義に すすむ 人民を 鼓舞す る 偉大な 路線であった。 

戦後 経済 建設の 基本 路線の 偉大な 生命力と 普遍的 妥当性は、 日と ともに 実生活を つうじて 確証され ていっ た。 

社会主義 生産 関係の 全 一 的 支配の 確立を めざす 社会主義 革命の 遂行に ついても 独創的な 近道を 切り ひらく 方針を 
しめした 金 日 成 首相は、 短期間に 社会主義 革命を 歴史的な 勝利に 導いた。 

総会で 採択され た 大胆で 独創的な この 路線には、 首相の あつい 愛国心と 革命的 情熱が こめられて いた。 破壊し つ 
くされた 産業を 戦前の 水準に 復旧させる だけで も、 容易な ことではなかった。 それを 短時日の あいだに、 全面的な 
大 革新と 飛躍を おこし、 国 全体を 一新 させょうと したので ある。 これは、 ほかの a では、 まさ K 数十 年、 数百 年を 
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必要と する 歴史的な 事業であった。 

かりに、 災難に あって 草ぶ きの 家を 失った 農民が、 それを 豪華な れんがづくりの 家に つくりかえようと すれば、 
村 中が おどろく にちがいない。 これと同じよう に、 工業地帯には 雑草が 生い茂り、 折れた 煙突 だけが のこされ、 す 
ベて が 灰燼と なった 国土を、 自立 的 民族 経済を もつ 社会主義 強国に かえようと 決心した 金 日 成 首相の 構想には、 世 
界中が おどろかない わけには いかなかった。 

祖国と 人民を こよな く 愛する 金 日 成 首相に とって は、 朝鮮が 後進国に とどまる ことは がまんので きない ことで あ 
った。 なぜ 朝鮮が 後進国と して あまんじなければ ならない というの だろう か。 豊富な 資源を もつ 美しい 朝鮮の 大地 
に、 世界 第一 級の 文化が 開花で きないと でもい うのだろう か。 あれほどの 辛酸を なめ、 あれほど 英雄的に たたかっ 
た 朝鮮人 民が 外国に くらべて 発展して はならず、 先進国と して 暮らして はならない という 理由が どこに あるだろう 

>  〇 
力 

偉大な 指導者 金 日 成 首相は、 世界が 羡む 、そしてい かなる 風波に も ゆるがない 発展し I た 経済力と 第一 級の 文化 
を 朝鮮人 民に あたえ、 美しい 楽園を 子孫に ゆずりわたそうと かたく 決心した。 まさに この 決心に よって、 首相は 大 
胆で 革命的な 路線を しめした のであった。 

朝鮮人 民は 首相の 教えの なかに、 百花 咲きみ だれる 祖国の 未来像を 描き、 偉大で 創造的な 事業に ふるいたたせる 
熱烈な よびかけを ききとった のであった。 未来への 道は、 はっきりして いた。 全国 津々 浦々 では、 戦闘 さながらに 
建設の 槌の 音が 高らかに ひびきわたった。 

廃墟は 見る見るう ちに 姿を かえて いった。 朝鮮の 奇跡に、 全世界が 驚嘆の 目を みはる 日が 刻々 と 近づいて きた。 
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2 きびしい 復旧 建設の たたかい 

戦時 経済体制は、 平和的な 経済体制に 切り かえられた。 各地に 疎開して いた 機械 設備、 労働者、 技術者たち をの 
せた 貨車が 走り、 自動車の 列が 黄色い 土煙を あげて 故郷め ざして 疾駆した。 軍服 姿の 除隊 軍人たち も 建設 場へ いそ 
いだ。 

廃墟の あとには 必ず 復旧 建設 指揮 部が おかれ、 住宅 区域には 臨時の 住宅が たちは じめ た。 労働者 や 人民軍 勇士た 
ち、. 学生 や 政務 員たち、 そして 老若男女を とわず すべてが 首相の ょびかけに こたえ、 戦争で アメリカ 帝国主義を ぅ 
ちの めした その 勢いで、 復旧 建設に とりくんだ。 

だれもが、 夜と 昼を 忘れた。 国土が、 すべて 火花 散る 建設 場に かわった。 

土なら しを しろ 力の かぎり 
敵に 焼かれた ふるさとの 地に 
溶鉱炉と 工場た くまし く 建て 
富強な われらが 祖国を 築こう 


いたるところで、 復旧 建設のぅ たが 力強く こだました。 しかし 戦後の 労働は、 歌の よぅに、 ただた のしいだ け 
ではな A った。 活動と 工程の すべてが 難関との たたかいであった。 資材 や 資金、 そして 労働と 技術 も 足りな かっ 
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た 0 

しかし、 この 復旧 建設が きびしい 戦闘と かわりない ことを 知った 人民 大衆は、 首相の 教えとは げ ましを うけて あ 
らゆる 難関に 真正面から いどみ、 それを 一つ一つの りこえ ていった。 

金 日 成 首相は、 黄海 製鉄所 や 降 仙 製鋼所な ど 鉄鋼 部門の 労働者たち を 復旧 建設の 先頭に たてた。 鉄は 復旧 建設の 
礎石で あり、 柱で あり 梁であった。 いたるところで 鉄材と 生産 設備が 要求され た。 金属がなければ 一歩 も 前進す る 
ことができなかった。 

重工業 —— そのな かで も 冶金 部門を 優先させる かいな かは、 全般的な 復旧 建設の 速度と その 成否を 決定す る 重要 
な 鍵であった。 そのため 首相は、 停戦 後 三日 目には すでに 黄海 製鉄所を、 そして 一週間 後には、 降 仙 製鋼所を たず 
ね、 現地の 問題を くわしく 分析して 労働者たち を 真っ先に 復旧 建設に ふるいたたせた。 

黄海 製鉄所の 労働者 や 建設者たち は、 首相の 教えと よびかけに 英雄的 労働を もってこた えた。 

「首相の 教え どおりに やれば まちがいない。 すぐに 平炉と 溶鉱炉を つくりあげ、 ヤン キ ー どもを そのな かで 焼き 
つくして やる の だ / 」 

夜と 休息を 忘れた、 たたかいの 日々 がつ づいた 。かれらは 廃墟の なかで れんがを さがしだし、 鉄筋の 切れは しを 
ひろい 集めた。 鉄柱の かわりに 木の 柱を たて、 瓦の かわりに 雑草を ふき、 そのした で 地金を 切り、 鉄骨を くんだ。 

陰惨な 廃墟は 姿を かえ、 生命を えたよう に 躍動し はじめた。 そしてつ いに 第一 号 平炉は、 不屈の 気概と 鋼鉄の 体 
験を 誇りながら 廃墟のう えに その 雄姿を あらわしは じめ た。 アメリヵ 帝国主義 者は、 「黄海 製鉄所は、 朝鮮人の 力 
では 二度と 復興させる ことは できまい」 とう そぶ いたが、 この 地の 労働者階級は 首相の 教えに したがい、 ヤン キ ー 
どもが 破壊した もとの ものよりも 二倍 も 大きい 一号 平炉を、 わず. か 一年たら ずの あいだにつ くりあげた ので ある。 

首相は 各部 門で 緊急に 必要な 建設 資材 生産と 輸送 問題を 解決す るた め、 建材 工業と 鉄道 運輸 部門の 復旧 建設に 大 
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きな 力を そそいだ。 

これに よって ぞくぞくと 建材 工場が 建ち、 鉄道 部門の 労働者たち は、 破壊され た 貨車 や 無残に 傷ついた 鉄路を わ 
ず か 一週間で 復旧し、 国の 動脈を 生き生きとよ みが えらせ た 0 

こうして 首相は、 鉄鋼を はじめ 建材、 交通 運輸な どの 復旧 建設に おいて 先決を 要する 主な 部門を よみがえらせる 
かたわら、 重工業 部門のう ち、 農業 発展に 重要な 役割を 果たす 化学肥料 工場の〕 復旧 建設に も 大きな 注意を はらっ 
た。 それは、 この 問題を 解決して こそ、 重工業の 優先的 発展に 農業を 追いつかせる ことができる からであった。 

|九五三年十月、和 ||: 、咸興、元山一帯のエ業地区を指導した金日成首相は、十七日、労働者たちの歓呼をあび 
ながら 興 南 肥料 工場の 門を くぐった。 

首相は まず、 硫安 肥料 生産の 第一 工程で ある 変 流 職場を 視察した。 真っ黒に 焼けた 四十 余 台の 変流器を こまかく 
しらべ、 ついで 数十 万 個の 極 板が 欠けた ままの 電解 現場を 見て まわり、 三千 立方 メ ー トル 容量の ガス タンクの 復旧 
場へ 足を はこんだ。 

労働者たち の 意気は、 まさに 天を 衝かん ばかりであった。 かれらは、 ガス タンクを 自力で 復旧で きる か、 という 
首相のと いに、 やりとげて みせます、 と 力強く こたえた。 たのもしい 労働者たち だった。 首相は 非常に 満足し、 大 
胆に 考え、 難関を 克服し、 すべてを 自力で やりとげ、 あまった もとでを 基礎に して、 どんな ことがあっても ここに 
りっ' ばな 工場を たてなければ ならない と 強調した。 首相は、 ここで 何日 もの あいだ 労働者と 寝食を ともに しなが 
ら 、工場 復旧の 方法を 具体的に 指導した。 首相は、 二〜 三年 以内に 必ず 肥料を 生産し なければ ならない と、 つぎの 
ようにの ベた。 

「一九 五〇 年の 八月、 アメリヵ 帝国主義 者が ここを 爆擊 したと き、 咸州 平野の 農民は 一週間 も 燃えつ づけた この 
工場を 見つめながら、 これで 農業 も おしまい* たと 涙を 流した そうです。 この 工場にたい する 農民の 期待と 愛着は、 
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それほど 深い ものが あります 。肥料がなくて は、 農業を 発展させる ことは できません。 農業を 発展 させ、 米 や 農産 

物を たくさん つくって こそ、 重工業と 軽工業を 発展させる ことができる のです。 . この 工場を 早く 復旧させる と 

いう ことは、 それだけ 早く 農業を 発展させる という ことになる のです」 

工場 復旧の 具体的な 方法を しめした 首相は、 現地 指導から 帰った のち も、 科学院の 専門家 や 金策 工業大学、 威 興 
化学工業 大学の 教員 や 学生たち からなる 二百 名の 実態 調査団を この 工場に 派遣し、 さらに 設備 や 資材 も おくりと ど 
けた。 

首相の 教えと 配慮に はげまされた 興 南 肥料 工場の 労働者、 技術者たち は、 アメリヵ 帝国主義 者が 「三十 年 かけな 
ければ 復旧は できまい」 といって いた この 工場を、 わずか 二 年たら ずで 復旧し、 一九 五 五 年 八月 十一 日には 第 | 段 
階の 操業を 開始して 玉の ような 硫安 肥料を 生産した ので ある。 

首相は 興 南 肥料 工場を 指導す るかた わら、 各地の 工場、 発電所、 水産 事業所な どを 連日の ように 現地 指導し、 平 
安 南 道順 安 郡 元 和 協同 農場を はじめ 各地の 農村を たずね、 農民たち に、 破壊され た 農業を 一日 も 早く 復旧して 穀物 
生産を ひきつづき 高める ための 具体的な 方法を 教えながら、 協同 農場を 組織し、 農業 協同 化 運動を すすめる よう 導 
ぃた。 

こうして 首相は、 重工業を 優先的に 発展 させながら 軽工業と 農業を 同時に 発展させる 経済 建設の 基本 路線を つら 
ぬく ために、 復旧 建設を 全面的に すすめながら も、 主な 産業 部門を 第一 次 的に 復興し、 これが 他の すべての 部門に 
支援と 活気を もたらす よう 指導した 0 

党と 国家 機関を はじめす ベての 勤労 団体にたい しても、 これと 同様の 方法で 活動の 中心的な 環と その 順序を 正し 
く 決め、 それにしたがって 活動す るよう 指導した。 

首相は 雨の 朝 も 吹雪の 夜 もため らう ことなく、 つねに 質素な 身なりで、 各地の 工場 や 発電所、 水産 事務所 や 農村 
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をたず れ歩 いて、 労掛者 V 農民を はげました。® 音を たてながら 火を ふく «: 気 r o- まえで 容解工 たちと ひざを まじ 
えていた かと 思う と、 いつのまにか 都市 建設 場の 一角に 姿を あらわして いた。 きょう、 田畑で 農民たち と 新 生活に 
ついて 話し あっていた かと 思う と、 あくる 日には、 潮風が 吹きつける 船窓から 海を 見ながら 漁夫たち といっ しょに 
水産業の 発展に ついて 語って いた。 自身は 簡素な 食事を とりなが らも、 ひたすら 人民の 生活に 心を くだく ので あっ 
た 0 

首相の めざましい 陣頭指揮に はげまされた 朝鮮人 民は、 歯を くいし ばり、 あらゆる 困難を のりこえて いった 。創 
造と 建設の 日々 が つづいた。 そして 停戦 後わず か 数 か 月の あいだに、 降 仙 製鋼所、 城®^ 鋼 所、 勝 ia* 里 セメント エ 
場、 川 内 里 セメント エ場を はじめ 多くの 工場、 企業 所、 鉱山が よみがえり、 力強く 操業を 開始した。 

こうして、 復旧 建設の 準備 段階の 課題は みごとに 完遂され た。 首相は、 ひきつづき 復旧 建設の 第二 段階の 課題で 
ある 三 か 年 計画に とりくんだ。 

三 か 年 計画で 予定され た 戦後 人民 経済 復旧 発展の 主要な 課題は、 戦争に よって 破壊され た 人民 経済を もとどおり 
に 復旧させる だけでなく、 日本 帝国主義 支配の 悪影響で ある 経済の 植民地 的 跛行 性を 一掃し、 社会主義 的 工業化の 
基礎を 築く うえで、 重工業を 優先的に 発展 させながら、 同時に、 戦争に よって 零落した 人民 生活を 向上させる た 
め、 軽工業と 農業を 急速に 復旧す る ことに あった。 

これは、 困難では あった が やりがい の ある 課題であった。 

首相は、 戦後 人民 経済 復旧 建設の ぼう 大な 課題を 遂行す るた め、 まず 党の 強化に 深い 関心を はらった。 党の 隊列 
を 組織的、 思想 的に 強化し、 その# E 力を 高めなければ、 この 困難な 課題を 完遂す る ことは 不可能だった。 

首相は 全 党を あげて、 党 中央委員会 第五 回 総会 •の 文献を 再 討議 させ、 朴憲永 スパィ ー味の 害毒を 根 こそぎ にし、 
党の 戦闘力を さらにつ よめる 一方、 広 はんな 人民 大衆を 党の まわりに 結束 させて いった。 
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戦争の 試練を へた 国内の 住民の 構成は、 複雑を きわめた。 しかし 戦後の ぼう 大な 復旧 建設、 とくに 都市と 農村に 
おいて 生産 関係を 社会主義 的に 改造す るには、 各界 各層 人民との 関係を 正しく 解決し なければ ならなかった。 

そのために、 首相は 一九 五三 年 十二月に 朝鮮 労働党 中央委員会 第 七 回 総会を 招集して、 統一戦線 運動に おける | 
部の 誤りを 批判し、 戦後の 情勢に そくして この 運動を 改善す る 対策を たてた 0 

首相の 正しい 措置と すぐれた 指導に よって、 戦後の 復旧 建設を 成功させる 力の 配分が 的確に 定められた。 

戦後の 復旧 建設は 力強く くりひろげられ、 朝鮮人 民の 士気は ますます 高くな って いった。 

しかし 分派主義 者と 教条主義 者は、 いままで こんな 政策が 実施され たためし がない、 マルクス •レ ー,1 ン 主義の 
古典に も そんな ことは のって いない、 とさわぎ たて、 戦後 経済 建設の 基本 路線に 反対した。 かれらは、 人民 生活が 
苦しい という ことを 口実に、 兄弟 諸国の 援助を 消費 品で もらい、 生活の たしに すべき だと 主張した。 

同じ ころ、 現代 修正主義 者は 「国際 分業」 を うんぬんしながら、 朝鮮は 機械 製作 工業を 発展させる 必要は なく、 
鉱石 その他の 原料を 生産して 売るべき だとい いだした。 

これらの 主張は、 北半 部を 他国の 経済に 隸 属させようと ねらった ものであった。 分派 分子と 教条主義 者が 力説す 
る 兄弟 諸国の 援助に ついていうならば、 それは 朝鮮人 民が 消費す るに しても、 わずか I か 月 ももたない 量に すぎな 
かった。 

したがって、 「国際 分業」 だと か、 兄弟 諸国の 援助 だけに 頼り、 自力で 自立 的 民族 経済を 建設し ようとし ない な 
らば、 完全に 他国に 従属して 生きる 以外には なかった ので ある。 

これは 絶対に ゆるせない ことであった。 

金 日 成 首相は、 こうした 策動と 詭弁を 断固 しりぞけ、 党の 経済 建設の 基本 路線を 強力に すすめて いった。 

•-1: 湘铽 、儀 後の -B 難な 求 況の もと --C も、 徹底的に 自力 -M 生の 革命 精神を つらぬい 允。 
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11 争' 2 '气ぃて 4; 、建設事？1ぉぃても、自力更生 ^' 基14とし^*說か |5' の支持声換は、これ.を'二次 ^ 容' 
のと 考 £1 なげ' 4^5 ならない 。，こうした 精神で たた 如って こ， そ、： 自国の 革命と 建設を 最大限に 早める こと"^' き'、' II. 
際 革命 ® 動 © I 発展， にも 寄与で きる'  ので あか」 

これは、 首相の 一貫した 立場であった。 

朝鮮 革命の 主人は、 朝鮮 労働党と、 その 指導を うける 朝鮮人 民で ある。 朝鮮の 特殊な 社会経済 的 条件と 難関を 克 
服して、 世紀 的な 変笨 をな しとげ、 アメリヵ 帝国主義を 追いだ し、 祖国 統一の ためにた たかう 朝鮮 労働党と 朝鮮人 
民の 情熱に よっての み、 朝鮮 革命は 勝利す る ことができる。 朝鮮 革命は、 他国の 人民が* j れを 代行す る ことは 絶対 
にで きないの である。 

ながいあいだ、 事大主義 者 や 大国主義 者との 闘争を つうじて 主体性を うちたて、 革命を 発展 させて きた 金 日 成 首 
相は、 いつ どのような 状況の もとで も、 オペての 問題を 自分の 頭で 考え、 それを 自己の 主 見に よって 創造的に 処理 
する ことを 鉄則と さだめ、 自力 更生の 革命 精神を 革命の 生命で あると 確信して いた。 

こうして 首相は、 戦後に おいても 雑多な 異色 分子の 策動を 粉砕し、 みずからの 力で 自立 的 民族 経済の 発展に 全力 
を そそいで きたので ある。 

首相は、 朝鮮 労働党 第 六 回 総会の 報告で つぎのようにの ベた。 

「問題は、 われわれが 国家の 主人と L て 仕事を りっぱに やりとげる かいな かに かかって おり、 このす ベての 可能 
性を できる •たけ 早く、 いかにして 現実の ものに 転化す るかに かかって います。 われわれは まず、 われわれ 自身の 
力、 すなわち、 わが 党と、 わが 政権と、 わが 人民の 力を 信じなければ なりません。 この 無限の 力は、 苛烈な 戦争で 
勝利した ように、 戦後 人民 経済 復旧 発展を めざす たたかいでも 勝利す るでありましょう」 

金 日 成 首相は、 党と 国家 機関の 力を 産業に むけ、 とくに 産業 運輸 部門の 活動家たち の 経済 管理の 指導 水準を 高め 
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る ことに 大きな 関心を はらった。 

産業 施設が 破壊され、 住民の 絶対多数が 農村に 移住して いた 戦時には、 農村 経理に 主力を そそぐ ことは 当然で あ 
ったが、 停戦 後の 新しい 環境の もとでは、 人民 経済の 主な 部門で ある 産業 部門に 主力を 集中す る ことが 必要で あっ 
た。 それだけで なく、 資金、 資材、 労力の いずれもが きわめて 不十分であった 条件の もとで、 復旧 建設を 成功 させ 
るた めには、 すべての 可能性を 最大限に 利用し、 勤労者の 熱意と 創意を 正しく 組織して いく 練達した 指導が 要求 さ 
れた。 

しかし 当時、 少なからぬ 国家経済 機関と その 幹部たち は、 経済活動の 指導を 能率的に、 具体的に 指導す る ことが 
できず、 書類に だけし がみつ いていた。 

こぅした 形式主義 的、 官僚主義 的な 欠陥を 克服し なければ、 一歩 も 前進す る ことができなかった。 

| 金 日 成 首相は、 一九 五 四 年 三月に 党 中央委員会 総会を ひらき、 経済 指導 機関の 幹部たち が、^ i * lc, — 署名 ' t) を ci 
とを， 指導 だ. と 考， える 事務室 的 V: 官僚主義 的 活動 作風を あ， らた め、 実質的で 分析 的な 指導 作 ft' をぅ ちた てるべき であ 
ると 指摘しながら、 活動家た ちの 責任 制を 強め、 点検を 系統的に おこない、 仕事の 秩序と 規律を 確立す る 課題を 
提起した。 とくに、 省と 管理局の 幹部と 支配人が 経済活動を 深く 研究し、 これを 身に つけるべき であると 強調し 
た。. 

このほか、 技術 幹部を 生産 現場に 派遗 する 問題、 労働 行政を 改善して 労働力の 流動と 浪费を ふせぎ 生産を 積極的 
に 機械化し ていく 問題、 党 組織と 党の 活動家たち が 産業 運輸 部門で 政治 教育 活動を つょめ、 経済活動にたい する 具 
体 的な 指導と 統制を 強化す る 問題な ど、 いくつかの 課題と 対策が しめされた。 

首相の この 教えを 実践す る 過程で、 産業 運 輪 部門では 大きな 変化が おこり、 勤労者の 熱意と 創意が いちじるしく 
高められた。 
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金 日 成 首相は これに いっそう 拍車を くわえる ため、 いくつかの 産業 部門 会議を ひらいて、 三 か 年 計画 超過 遂行を 
めざす 増産 競争 運動を 組織した が、 これは たちまち 全国的に ひろげられて いった。 

首相は このように、 各部 門で つぎつぎと 組織 活動を 展開す る 一方、 ふたたび 現地 指導に 全力を かたむけた。 北部 
山岳地帯から 軍事境界線に いたる 律々 浦々 で 力強く、 親しみを こめて 働く 人び とに 勇気と 知恵を あたえ、 心の奥底 
からこみ あげてく る あの 独特な 微笑で かれらを はげました。 

一九 五 五 年 十一月 十五 日、 ふたたび 降 仙 製鋼所を たずねた 首相は、 鉄鋼 戦士たち にこう 語った。 

「破壊され た 経済を 一日 も 早く 復旧し、 過去 もっともたち おくれた 国であった わが国を、 強力な 工業国 家に 発展 
させる ためには、 三 か 年 人民 経済 計画を 期日より 早く 完遂し なければ なりません。 われわれは、 人が 一歩 あゆむ と 
きには 三 歩す すまねば ならず、 人が 三 歩 あゆむ ときには 十 歩、 百 歩と すすまねば なりません。 …… 

われわれは、 かつて 日本 帝国主義の 植民地 奴隸 として 虐待され、 さげすまれ、 貧しかった うえに、 三年 間の 戦争 
によっ て、 人民 経済は ほとんど 破壊され てし まいました。 

われわれは 破壊され た 経済を 一刻も早く 復旧し、 そして ここ 数年 内に 人に 劣らない 生活を する ためには、 もっと 
多くの 仕事を しなければ ならない し、 多くの 鉄鋼、 鋼材を 生産し 供給し なければ なりません。 

鉄鋼、 鋼材が どれほど 生産で きる かとい うこと によって、 われわれが 早く 発展で きる かいな かがき まるので す。 
鉄鋼を さらに 多く 生産す るた めには、 炉の 設備を 改善し、 炉 一基 あたり 鉄鋼 三十 トンを 生産す る 運動を くりひろげ 
なければ なりません」 

熱の こもった 首相の ことばを きいた 労働者たち は、 その 信頼に こたえる ため 一致して 誓った。 

「首相 同志、 鋼鉄の ことは おまかせく ださい / 」 

瓦礫の なかから、 わずか 四十 日で 電気炉を 復旧し、 最初の 溶 鉄を 生産した 降 仙の 英雄的な 労働者たち は、 このと 


35S 


2 きびしい 復旧 建設の たたかい 


きも その 誓い どおりに 任務を 遂行した。 

現地 指導は つづき、 北 中、 楽 元、 熙 川の 工場地帯を へて、 一九 五六 年 五月 ふたたび 興 南 肥料 工場に いたった。 

首相は 硫安 肥料の 出荷 場で、 滝の ように 流れで る 真白な 肥料を 両手に しながら 、工場の 幹部たち にいった。 

「これが 米になる の だ。 米は とりもなおさず 社会主義な の だ」 

首相の ことばを きいた とき、 肥料の 山を 見 あげる 労働者 や 幹部たち は、 た わ わにみ のった 豊作の 田野を 目に う 
かべた。 

金 日 成 首相は 力強く 建設され て ゆく 工場の 姿を 見て、 ことばを つづけた。 

「きょうこ こに きて みて、 ほんとうに 満足に 思います。 わたしが 一九 五三 年に きたと きには、 工場が ひどく 破壊 
されて いて 足の 踏み場 もない くらいだった のに、 いまでは 整然とたち ならび、 肥料の 生産 も 向上し ました。 …… 

肥料が 滝の ように 流れで る、 こんなにす ばらしい ことがありましょう か。 工場 も 活気に みち あふれて おり、 三 か 
年 計画を 倍 以上は 超過 遂行 するとい う あなたがたの ことばを きいて、 心強く 思って います。 農民 もどん なに かよろ 
こぶ ことで しよう - - 

たくましく 成長した 子どもたちの しあわせを よろこぶ ような 首相の ことばは、 労働者たち の 胸を うち、 大きな 力 
と 勇気を あたえる のだった。 

この ころ 首相は、 工業地帯 ばかりでなく 多くの 農村で、 歴史的な 農業 協同 化と槪 灌 工事を 指導し、 各地の 住宅 建 
設場 にで むいて は、 雄大な 都市と 文化的な 農村 づ くりを 指導して いった。 首相は、 人民 生活の 向上を かたとき も 忘 
れた ことがなかった。 衣食住を ゆたかに し、 十分な 生活を 保障す る こと だけが 念頭に あった。 戦争の さなか、 すで 
に ピョンヤンを はじめ 各 都市の 建設 計画を みずから 作成し、 停戦と 同時に 各 都市の 復旧 建設に 着手した の も、 その 
ためであった。 一本の 木を 移植す るに も、 道路を つくり、 駅舍を 建てる にも 細心の 注意を はらった。 ピョンヤン、 
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咸 興、 清津 、元 山、 江界 、松林、 開城、 南 浦な どを はじめ、 都市と 農村の いずれを 見ても 首相の 関心の およばない 
ところは なかつ た。 

たとえば、 一九 五 五 年 七月に 江界 市を たずねた とき、 竣工した ばかりの 江界 駅舎を みて まわった 首相は、 「江 界 
駅」 と 書かれた 駅名の 看板が 小さす ぎる と 注意を あたえ、 駅の まわりに 植えられた 苗木を 見て、 「手ごろな 木が た 

くさん あるのに、 すこし 小さす ぎた ようです ね。 . これでは 年よりの 目を たの L ませる ことは できません」 とい 

って、 よく 茂った 木と とりかえさせた のであった。 

苗木を ひと 目 見た だけで、 老人を たのしませる ことを 考えた この ひとことに も、 人民にたい する あたたかい 愛が 
あふれて いた。 地上の すべてを はぐくむ 太陽の ように、 首相は この 国の 老若男女を あたたかく つつみ、 いつくしん 
でい るので あった。 

朝鮮を 考える とき 世界を 見つめ、 きょうを 考える とき 未来を 見と おし、 たぐいまれな 大胆 さで 革命を 導く 首相 
は、 都市と 農村を めぐりながら、 一本の 木を 見ても 人民の 生活に 心を はせ たので ある。 

この 比類な き 慧眼と 革命的 展開 力を もった 偉大な 指導者の 導きと、 その 指導者に かぎりなく 忠実な 人民の 英雄的 
なた たかいが あった からこ そ、 朝鮮は 廃墟から たちあがり、 難関を 突破し、 全世界の 耳目を そば だた せる ような 建 
設の 大路を すすむ ことができた のであった。 

朝鮮人 民は、 金 日 成 首相に したがって 疾風の ごとく ひた 走り、 三 か 年 計画の 高地を 一気に 占領した。 

三 か 年 計画に 予見され た 工業 総 生産高は 二 年 八 か 月で 完遂され、 一九 五六 年末には 一ニ ニ パ ーセ ント 超過 遂行し 
た。 一九 五六 年の 工業 総 生産高は、 一九 五三 年に くらべて 二. 八 倍に のび、 一九 四 九 年の 一 •八 倍、 一九 四 四 年の 
二倍に 達した。 

計画 期間 中、 経済 建設の 基本 路線が つらぬかれた 結果、 生産 手段の 生産は 四 倍、 消費 材 生産は 二 •一倍に のびた。 
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また この 期間に 黄海 製鉄所、 金策 製鉄所、 水豊 発電所、 ピョンヤン 紡績工場を はじめと する 二百 八十 余の 工場が 
新しい 技術に ょって 復旧 拡張され、 熙川 機械工 場を はじめ 八十 余の 現代的な 工場が 新しく 建設され た。 

農業の 発展 も、 めざましい ものが あった。 一九 五六 年の 穀物 生産高は、 戦前の 一〇八 パー セントに のびた。 そし 
て 個人 農を 社会主義 的に 改造す る 農業 協同 化 も、 すでに 決定的な 勝利の 段階には いっていた。 

人民 生活 もい ちじる しく 改善され た。 一 九 五六 年末に 労働者、 事務員の 実質賃金と 農民の 実質 所得は、 戦前の そ 
れ ょりもは るかに ぅわまわった。 

人民 経済は たんに 復旧の 段階に とどまらず、 産業の 植民地 的 跛行 性が 大きく 是正され、 民族 経済の 自立 的 土台が 
基本的に 築き あげられた。 とくに 人民 経済の 全部 門に おいて、 社会主義 経済 形態が 支配的 位置を しめる に 至った。 

惜しみな く 流された 汗水で かちとられた これらの 成果は、 社会主義 基礎 建設を 促進す る 物的、 技術的 土台と なっ 
た。 すでに 前途は ひろびろと ひらかれて いた。 朝鮮人 民は 闘志 もたく ましく、 金 日 成 首相が さししめす 新しい 勝利 
をめ ざして た ゆみな く 前進して いった 0 

3 民主 首都の 建設者と ともに 

戦後の 復旧 建設で 最初に 着手され たものは、 革命の 首都で あり、 国の 政治、 経済、 文化の 中心地で ある ピ" ンヤ 
ン であった。 

ピョンヤンは 完全に 破壊され ていた。 アメリヵ 帝国主義 侵略者が 四士 一万 八 千 九 百 余 個の 爆弾を あびせた この 都 
市には、 家屋は もちろん、 樹木 一本 も 満足に のこって いなかった。 見 わたす かぎり、 荒凉 とした 瓦碟の 山で あっ 
た。 ただ 牡丹 峰と 大同 江 だけが、 わずかに むかしの 名 ごり をと どめ ていた 0 
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しかし、 ビョン ヤンは 廃墟の なかから たちあがった。 それ もた だ 復旧され たのでは なく、 雄大 華麗な 芸術的な 都 
市に 生れ かわったの である。 

凄惨な 破壊を 体験した ことのない 外国人は、 ピ™ ン ヤンの 姿に 感嘆の 目を 見 はった。 

それは 当然な ことであった。 朝鮮人 民は、 古くから 朝鮮 民族の 崇高な 精神が やどって いる ピョンヤンを、 偉大な 
指導者 金 日 成 首相が 住み、 朝鮮 労働党 中央委員会と 朝鮮民主主義人民共和国 政府の 所在地で あり、 社会主義 祖国の 
首都で ある ビ ョン ヤンを 再建す るた め、 いっせいにたち あがった のであった。 

遠い むかし、 高 句麗の 首都と して 誕生した ピョンヤンは、 悠久な 歴史の 推移と ともに、 華麗な 文化を 創造し、 う 
しおの ように おしよせる 件 敵の 侵略を しりぞけ、 アメリヵの 海賊船 シャー マソ 号を 焼きは らい、 日本の 侵略者を う 
ち 破った 輝し い 人民の たたかいが ひめられた 歴史の 都市であった。 

解放され た 朝鮮人 民は、 ここ ピョンヤンで たたかいの 炎を 燃やし 水火 千里、 日本 帝国主義 者を うちたおして 凱旋 
した 金 日 成 将軍を 嵐の ような 歓呼で むかえ、 この ピョンヤンで 朝鮮人 民の ほとばしる 情熱が 朝鮮を 一新 させた ので 
あった。 

ピョンヤン I 、この 地で 金 日 成 首相は 天才 的な 戦略 戦術を あみだし、 世界 「最強」 を 誇った アメリヵ 帝国主義 
者を 西 山 落日の 運命に 追い やった のであった。 

朝鮮の 栄誉で あり、 心臓部で ある ピョンヤンが、 人民の 政治、 経済、 文化 生活では たす 役割は はかり 知れない 技 
ど 大きかった。 

金 日 成 首相は 戦後の 復旧 建設に おいて、 ピョンヤンの 建設に 大きな 意義を あたえ、 みずから 陣頭に たち その 指揮 
をと った。 

首相は すでに、 戦火の さなかで、 大 ピョンヤン 建設の 設計図を 作成した。 一九 五一 年 一月、 ある 建築家に 語った 
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首相の ことばは、 あまりに も 有名で ある。 

「日本が 支配して いたと きの ピョンヤン 市は、 非 文化的で 畸型 的な 都市であった ため、 不合理な 点が たくさん あ 
りました。 文化 施設 も 少なく、 めぼしい 公園 も 広場 もな く、 商店 も 何 か 所 かに かたまって いて 非常に 不便でした 0 

これからの ピョンヤン 市は、 このような 植民地 的畸型 性を なくし、 勤労 人民の ための 文化 施設 や 衛生 施設な どを 
十分 考慮すべき であり、 近代的な 交通網と 住宅、 文化 施設な どの 建設に 中心を おかなければ なりません。 

わたしの 考えでは、 都市の 中心部で ある ここに 広場を こしらえ、 牡丹 峰から 大同 江に そって 大通りを つくり、 大 
同 江の 橋は いくつか ふやした 方が よいと 思います。 

ピョンヤンには、 大同 江と 普通 江の 二つの 河が 流れ、 自然の 風景に めぐまれて います。 この 自然の 美し さを、 い 
っそう ひきたてる べきです。 

いま 普通 江 や 大同 江の まわりは、 非常に よごれて います。 

こうした よごれた ところ ほど、 清潔で きれいに しなければ なりません」 

戦争が 勝利に 終った その 日から、 首相は 砲火の なかで 作成した ピョンヤンの 復旧 建設の 設計図を ひろげ、 その実 
現に 着手した。 

そして 停戦 後 七日 目の 七月 三十日、 内閣 全員 会議を ひらいて ピョンヤン 市 復旧 建設の 具体的な 方向と 方法を さし 
しめした 0 

首相は 内閣 全員 会議で、 つぎのようにの ベた。 

「ビョン ヤンは ながい 歴史を もった 古い 都で あり、 八 •一 五 解放 後は 朝鮮民主主義人民共和国の 民主 首都で あり 
ます。 ピョンヤンは わが国の 平和的 建設 時期に おいても、 戦争の もっとも 困難な 時期に おいても、 朝鮮人 民を 勝利 
をめ ざす 81 争へ 組織 動員した 民主 革命の 参謀 部で あり、 今後 も その 役割は かわらないで ありまし よう。 
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ピョンヤンは 戦争の 過程で、 たえず 敵の 集中 爆撃を うけてき ました。 ピョシ ヤン 市には、 数千 数万 トンの 爆弾が 
おとされました。 それ にもかかわらず ピョンヤン 市は、 その 全般的な 生活と 活動を 中断した ことがなかった ので 
す。 ピョンヤン 市は、 全人 民の 英雄的な 闘争に よって 守りぬ かれた 英雄の 都市であります。 

ピョンヤン 市の 復旧 建設に あたって は、 ピョンヤンが アメリカ 帝国主義に 反対す るき びし い 戦争で 勝利を かちと 
った 共和国の 民主 首都で ある ことを、 歴史的に 記念で きる ように 建設し なければ なりません。 

そして 植民地 的畸型 性を なくして、 勤労 人民の ための 文化 施設と 衛生 施設を 十分に そなえなければ ならない し、 
交通網 および 各 機関の 施設を 現代的に 建設す る ことに 中心を おかなければ なりません」  • 

この ことばには、 古い ピ 3 ンヤン が もっていた 植民 的畸型 性を ぬぐい 去り、 まったく 新しい 人民 的な 社会主義 的 
都市を 建設し、 もっとも 美しく 現代的な 首都を 築こうと いう 深い 意味が こもって いる。 

ピョンヤンの 建設は、 金 日 成 首相の 革命的な 構想 どおりに すすめられ、 つぎつぎに 建てられた 建物には、 首相の 
気高い 志と 構想を 実現す るた めの たたかいの 歴史が こめられて いる。 

ピョンヤン 市を 雄大な 都市に 建設 するとい う 首相の よびかけに こたえ、 全 ピョンヤンが いっせいにたち あがっ 
た。 兵士、 労働者、 事務員、 学生、 そして 主婦たち も、 瓦礫を はこび、 土を ならした。 

昼夜の 別な く 建設の つち 音と 歓声が とどろき、 機械と 人間が 躍動した。 空には 廃墟を ふきとばす 土 ぽこり が 白く 
舞い あがった。 国中が 資材を おくり、 建設者を 派遣した。 首都を 建設す る 全国的な 大戦 闘が くりひろげられた。 

金 日 成 首相は、 全国の 復旧 建設を 指導す る 多忙な 時間を さいて、 まだ 朝 もやの 深く たちこめる 早朝 や 雨の 夜に も 
建設 現場に 姿を 見せ、 酷暑の 夏の 日に も 雪降りし きる きびしい 冬の 夜 も、 質素な 身なりで 建設者たち とともにす ご 
した。 

首相は そういう とき、 いつも 創意 性に とんだ 助言を あたえ、 技術的な 問題を 解決し、 建設者たち の 食事、 宿泊、 
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はきものに いたる まで こまかな 注意を はらい、 親身の 配® 
をめ ぐらした。 

首相の 教えと 配 做に はげまされた 建設者たち は、 英雄的 
な 労働と 大きな 成果を もってこれ にこた えた。 軍人 も 公務 
員 も 大学生 も、 みんな 汗を 流して 働いた。 重い 土砂を 背負 
って 明け方から 夜まで 休む ことなくうたい 、笑って かけ ま 
わる 大学生たち の 姿は、 じつにた の もしく、 めざまし かっ 
た。 

労働は、 そのままた たかいであった。 基礎 掘 さく 場は 戦 
時下の 坑道 掘設 工事を 思いだ させ、 火花を 散らす 夜間 道路 
工事 場は、 肉迫 戦が 展開され た 戦場 さながらであった。 

首相は この 戦場の ょうな 作業場を たずね、 英知と 愛情を 
惜しみな くそ そいだ。 首相の 歩みに つれ、 一つの 作業班 か 
ら 別の 作業班へ と 拍手と 歓声が ひびきわたり、 ピョンヤン 
を ゆるがした。 歓呼の 声が とおりすぎた あと、 ピョンヤン 
はさら にはげ しい 労働の 旋風を はらみ、 荒れ狂う 海の ょう 
に 波だった。 

ピョンヤンの 建設者たち は、 夜に 日を ついで 首都の 建設 
には げん だ。 着工から 一年 目の 一九 五 四 年 八月には、 首相 
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をむ かえて、 中央 通りと 人民軍 通りの 開通式と、 金 日 成 広場の 竣工式を おこなった。 こうして 現代的な ピョンヤン 
は、 その 雄姿を あらわしは じめ たので ある。 

この 成果を 基礎に、 建設工事は いっそう 大規模に くりひろげられた。 

復旧 建設の めざましいた たかいは 、アバ ー ト 建設 場で もくり ひろげられた。 満足な 家屋が 皆無に ちかい 状況の も 
とで、 多くの 人び とが ピ 3 ン ヤンに 帰って きたた め、 アバ ー トの 建設は いそがれた。 

首相は、 ピョンヤン 市民が 半 地下 壕やパ ラックな どで 不便な 生活を おくって いる ことに 胸を 痛め、 市民たち を 一 
日 も 早くこう いう 状態から ぬけださせる ために、 文化 住宅の 建設を 大 々的に おしすすめ、 ひんぱんに 建設 場に でか 
けた。 設計図に 目を とおし、 建築現場の すみずみまで くわしく 見 まわり、 欠点を 正し、 建設者たち には、 住宅を よ 
りよく、 より 早く 建設す る ことは 自分自身の ためで あり、 全市民の ためで ある ことを 語って きかせた。 

建設 速度を 飛躍的に 高める 方法を 考えつ づけて きた 金 日 成 首相は、 大々 的な 機械化に よる 組立 方式で、 住宅 建設 
をす すめる 方針を うちだした。 

建設の 機械化が 切実に もとめられて いたと き、 金 日 成 首相は、 建設 部門の 幹部、 設計 家、 労働者たち を よんで、 
具体的な 指導を おこなっ た。 

一九 五八 年 一月 十七 日、 首相は 建設 部門の 幹部たち とともに、 組立 方式を 大胆に とりいれて、 より 多く、 より 早 
く、 そしてより 格安に 建設で きる 可能性を さぐり、 その 翌日には かれらを ともなって 大衆の 意見を きくた め、 ピョ 
ン ヤン 市内の 設計 家たち と 会い、 建築 原価を ひきさげる 予備を さがしだし， た。 ひきつづき 十八 日と 十九 日には、 ピ 
ョン ヤン 市内の 建設 部門の 労働者た ちと 会った。 

首相は、 親しみを こめて 労働者たち に 語った。 

「わたしたちは 同じ 市内. に 住んで はいるが、 きょうは 一つ ひざをまじえて 話し あってみ ましょう。 組立 方式に す 
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るには どう すれば よい か、 資材と 労力を どう 節約し、 原価を どれぐ らい ひきさげられる かを 具体的に 相談し ましょ 
50 

いまでは、 住宅にたい する 需要は、 質的に も 量的に も 以前とは かわって きています。 地下 壤から でた ばかりのと 
きは、 古いれ んがで 適当に 家を 建てても、 それで 満足して いました が、 いまは その 程度の 住宅では 満足で きず、 も 
っ と 高級な ものを もとめて います。 経済が 発展し、 生活が 向上す るに したがって、 りっぱな 住宅を さらに 多く 建て 
なければ なりません。 そのためには、 組立 式に 建てなければ ならない のです」 

労働者たち は、 組立 式に すれば いままでの 建築に くらべて 二倍ち かくの 成果を あげる ことができる とのべた。 
首相は しばらく 考えてから、 ことばを つづけた。 

「二倍の 成果を あげる だけで もたい へんな ことです。 しかし、 それ 以上に する 可能性がない かどう かを 研究して 
みましょう。 農民が へ クタ ール 当りの 収穫高を ひきあげる ためにた たかう ことと 同じように、 建設者は 平方 メ  —卜 
ル 当りの 原価 ひきさげと、 質の 向上に 努力し なければ なりません」 

首相の ことばは、 労働者た ちの 胸に くいこんだ。 かれらは、 その 場で 設備 能力と 労働 工程を 計算し はじめた。 だ 
が、 かれらは 新しい 予備を さがしもとめられずに 堂々 めぐりを していた。 

労働者たち といっ しょに なって 技術的な 数値を 計算して いた 首相は、 組立 式に すれば、 労力を うんとは ぶいても 
成果は もっと あげる ことができる といいながら、 前列に すわって いた 労働者の 肩に 手を かけて たずねた。 

「クレ ーン ー台を 単位と する 組立 作業に、 労力は 何 名ぐ らいみ こみました か」 

「十二 名ぐ らいと みつもりました」 

「少し 多すぎた ようです ね。 大型 機械の 運転 だからといって、 そんなに むづ かしく 考える 必要はないでしょう。 
その 半分ぐ らいに 減らす ことは できない もの か、 考えて みて 下さい」 
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首相の ことばを きいて、 労働者たち は 計算を やりなおした。 いままでの 一体 式 建築では 一〇 •一二 工程の 労力 計 
算が 、組立 式では 二. 七 工程の 労力になる のであった。 

「はい、 できました。 一平 方メ ー トル 当り 二 •七 工程の 労力です」 

前列に いた 労働者が、 まるでむ ず かしい 数学の 問題で もといた 学生の ように、 ノート を ふりかざしながら こたえ 
た 0 

金 日 成 首相は、 労働者に うなずいてみ せながら ことばを つづけた。 

「よろしいです。 このように 具体的にみ つもれば、 多くの 予備を さがしだす ことができます。 まだまだ 資材と 労 
力を 節約し、 建築 原価を ひきさげる 予備が たくさん あると 思います。 アパ ー トの 各階の 高さを、 もうす こし 低めに 
する こと もで きる でしょう し、 ク レーン の 回転 時間 も 七〜 八 分に ちぢめ、 塗装 も 建築現場で せず、 工場で 副材を つ 
くると きに まえもって やって しまえば、 安い 価格で 早く 建つ はずです」 

金 日 成 首相の こうした 具体的な 指導に より、 アバ ー ト 建設では 一大 革新が まきおこった。 首相の 教えと アビ，- ル 
を かかげて、 民主 首都 ピョンヤンの 市民と 建設者たち は、 世界を 驚嘆させる 奇跡を つぎつぎにつ くりだして いった。 

三分 間に 壁を 一枚 組立て、 一世 帯の 組立 速度 十四 分、 一晩のう ちに 高層 アバ I 卜が 一階ず つ 建てられ、 七 千世 帯 
分の 資材と 資金と 労力で、 じつに 二 万 余世 帯 分を 建設 するとい うお どろくべき 多くの 予備と、 ピョンヤン •スピ ー 
ドが 生まれた ので ある。 

この ころ、 ピョンヤンを 訪問した ある 外国の 評論家は、 つぎのように 語った。 

「ビョン ヤンに 十日 間 滞在した が、 わたしが 毎日 通る 道路の 両側には、 新しい 建物が つぎつぎと 建ちなら ぶの 
で、 方角が わからな くな り、 しまいには 一人でで かける のが 心配になる ほどだった 。当！"" 十四 分 間に 一世 帯の 住 
宅が 建設され ている といわれて いたが、 わたしは、 それが 決して 誇張で ない という ことを 直接 体験した。」 
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金 日 成 首相は、 建設と 住宅の 質を 高める ことに も、 大きな 関心を はらった。 

首相は、 市民たち が どんな 家を もとめて いるかを 知る ために、 大同 橋の ほとりの 新昌洞 住宅 建設 場を 視察して、 
同じ 区域の 青年 通 リア パ ートの 二階に あがって いった。 

突然の 訪問を うけて、 おどろきと うれし さを かくしきれ ない 主婦に、 首相は やさしく ほほえみながら たずねた。 

「暮らしは いかがです か？」 

「はい、 国の おかげて、 なんの 心配 もな く 暮らして おります. j 

彼女は りっ ばな 新しい 家と、 なに 一つ心 配の ない 生活を あたえて くれた 首相の まえで、 感激の あまりの どを つま 
らせる ばかりであった。 

金 日 成 首相は、 主人の 職場と 収入、 子どもの ことな どを くわしくき いてから、 

「家の 住み ごこち はどうです か？」 とたず ねた。 

彼女は 首相の おかげで、 地下 壕の 生活から りっぱな アバ ー トで 暮らせる ょうになった うれし さと 感謝の ことばを 
のべる だけであった。 

だが、 この アバ ー トは 、温突 式では なく、 板 ばりの 床であった。 暖房 施設は ととのって いたが、 オンド ルに なじ 
んで いる 朝鮮人の 生活様式には、 不便な 点が 少なくなかった。 首相は 床に 手を あてて みながら、 ふたたびたず ね 
た。 

「オンド ル 部屋と くらべて どうです か？. むかし わたしたちの 祖父は、 あたたかい オンド ル 部屋に すわって、 嫁 
から 食膳を うけなければ 生きた うちには いらない といった ものです が …… 」 

「ええ、 おっし ゃる とおり だと 思います 。年と った 両親の いらっ L ゃる 方 や、 赤ち ゃん のい る 家では、 オンド ル 
部屋が 一番です。 この アバ ー トも 、オンド ルに なれば 申し分ないと 思います が …… 」 
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さっきまで 遠慮して いたらし い 主婦は、 まるで 両親に 話す ように、 思った ことを 全部う ち あけた。 

首相は 同行の 幹部たち にいった。 

「どう だね。 奥さんの いうと おりだと 思う が . 奥さんは、 非常にい い 意見を きかせて くれました。 人民の 意見 

は、 これを 至上の ものと すべきです。 さっそく 髙層ア パート にも、 オンド ル 部屋を いれる ことができる かどう か 研 
究 してみ るべき だと 思う」 

室内を 見 まわして いた 首相は、 なにを 思った のか、 かたわらの 物指しを 手に とる と、 部屋の 縦 幅と 横幅を 計り だ 
した。 計り 終わる と、 部屋が やたらにな がい、 もっと 使いやすく 区切り、 天井 もい くら か 低く した ほうがよ いだろ 
うと、 こまかい 注意を あたえた。 

台所を 見た 首相は、 調理台 や 食器棚、 食器、 米び つ、 石炭 置 場まで 一つ一つ しらべて、 幹部たち に、 奥さんが 子 
どもを 背負って でも 仕事が できる ように、 台所を もっと ひろくし なければ ならない と 話した。 

「奥さん、 ほかにこう して ほしいと 思う ことはありません か？」 

首相が たずねた。 

「ございません」 

「これから も 思いついた ことがあれ ば、 遠慮なく 党 か 関係 機関の 人たち にいって ください。 みんなの しあわせな 
生活の ために 家 も 建て、 革命 も そのために おこなう のです。 わたしたちは、 もっと もっと おおぜいの 人び との 意見 
や 暮らしむ きを 知っていなければ なりません。 指導す る 人たち が、 人び との 生活を 十分に 見き きし、 奥さんたち は 
その 人たち ともっ とい ろん な ことを 相談す るよう になれば、 みんなの 暮らしは、 ますますよ くな ってい くので す」 

首相は こう 話し 終わっ てから、 アバ ー トを あとに した。 

首相は どんな 建物を 建てる ときに も、 それが 人民の 生活 上の 必要と、 文化的な 好みに あう かどう かとい うこと 
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に、 最大の 関心を はらった。 

一九 五八 年 十二月に ひらかれた ピョンヤン 市 建設者 大会で、 首相は こうのべ た。 

「われわれが 建てる 建築物の 社会主義 的な 内容とは なに か？ それは 人民に とって 便利な もので あり、 優雅で、 
しかも 美しく 堅牢で ある ことを 意味し ます。 これ こそが、 われわれの 要求す る 建築物の 質な のであります」 

この ことばは まさに、 建築 芸術に おける 社会主義 的 内容に ついての 完ぺきな 規定を くだした 名言で ある。 

ピョンヤン 市を はじめ、 北半 部の 津々 浦々 に 続々 と 建ちな らんだ 現代的な アバ ー トに は、 首相の このような 親身 
の 配慮が こめられ ている 0 

金 日 成 首相は、 住宅 建設と ともに、 教育、 文化 サ ー ビス 施設の 建設に も 力を そそいだ。 

なにより もまず 新しい 世代に、 りっぱな 学校を 建てて やらなければ ならない といいながら、 学校の 立地条件 や教 
室の 採光、 教具、 教材、 運動場の ひろさに いたる まで、 こまかく 気を くばった。 また、 劇場、 映画館、 競技場を 建 
設 するとき には、 それが 文字 どおり 人民の 文化 殿堂と なる よう りっぱに 建て、 音響、 照明な ど、 技術的 問題に いた 
るまで 注意を はらっ た。 

ピョンヤンでは、 首相の 具体的な 教えを もとにして、 学校 や 文化 サー ビス 施設な どが、 民族的な 建築 美を 誇りな 
がら つぎつぎに 建ちな らんだ。 

金 日 成 首相の エネルギッシュで 科学的な 指導から 生まれた 「ピョンヤン •スピ I ド」 は、 アバ— 卜 建設 だけで な 
く、 各種の 建設 部門に おいても 奇跡を 生んだ。 日本 帝国主義は 大同 橋を つくる のに 七 年 かかった が、 それと 比較で 
きない ほど 雄大な 玉 流 橋は、 わずか 一年間で 架設され た。 また 当時、 ピョンヤン 和 信 (こんにちの 第一 百貨店) を 建 
てるのに 七 年 九か月 かかった が、 首都の 建設者たち は、 その 何 倍 も 大きい ピョンヤン 百貨店を わずか 四十 五日 間で 
建て、 それより 一一 十三 倍 も 大きな ピョンヤン 大 劇場を 一年間で 建設した。 
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これらの 建物 も、 金 日 成 首相の きめこまかい 指導を はなれて は 考える ことができない。 

首相は、 ピョンヤン 大 劇場を 建設 するとき、 設計者 集団と 建設者たち に 三十 回 以上に わたって 指示を あたえ、 五 回 
も 建設 現場に でむき、 構造 や 内部 設備を くわしく 見て まわり、 人民の 芸術の 殿堂を 築く ことに 腐心した。 

ある 日、 この 建設 現場を たずねた 首相は、 竣工 まじ かな 大 劇場を 視察し、 舞台の 部分の 屋根の 調和が うまく とれ 
ていないと 指摘した。 

このと き、 大 劇場 建設 事務所の 支配人が、 舞台の 部分の 屋根が 倉庫の ような 感じが するとい う、 ある 労働者の 手 
紙を もってきた。 

すると 首相は、 「この 手紙のと おりです。 人民が よくない といえば、 それは 悪い ことで あり、 人民* かよいと いえ 
ば、 それは 正しい のです。 この 劇場の 主人は 人民です。 人民の のぞみどおりに 建てて やる のが ほんとうです」 とい 
いながら、 空を とぶ 四 羽の 雁が 三 羽に かけた ように 見える あの 屋根は なおした ほうがよ いと 教えた。 

観客 用の サ ー ビス 部分が 六〇パ ー セントぐ らいになる というのを きいた 首相は、 その 程度なら 勤労者の 芸術の 殿 
堂と して 遜色がないだろう とうなず きながら、 むかし 人民の 血と 汗で 築いた 景福宮 は、 人民を 圧迫し、 搾取す る 場 
所だった と 話し、 つぎのように 強調した 0 

「われわれが 建てる この 大 劇場は、 真に 人民の ための 芸術の 殿堂で あるから、 人民の 希望 どおり、 人民に 便利な 
ように 建てなければ なりません。 大 劇場は 子孫 代々、 ながく 後世に つたえる 労働党 時代の 記念碑 的な 建物です。 だ 
から、 とくに りっぱな ものにしなければ なりません」 

現代的 都市 建設に おける 公園と 遊園地の 造園 および 緑化は、 もっとも 重要な 問題の 一つで ある。 

金 日 成 首相は、 日 ましに 向上す る 社会主義 勤労者の 生活水準に そくした 文化的ない こいの 場と して、 各地に 公園 
と 遊園地を もうけた。 
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ピョンヤンは 万景峰 をは じめ 牡丹 峰、 大城 山、 解放 山、 長 広 山な ど、 そのまま 公園になる 樊 しい 丘 や 山と、 大 
同 江、 普通 江な どの 大小 河川に めぐまれ ている。 首相は、 この 自然を 利用して ピョンヤンを 一つの 大公 園に かえ、 
人民が 緑した たり 百花 咲きみ だれる 花園の なかで 生活で きる 造園 計画を たてた。 この 計画に したがって、 牡丹 峰 公 


園を はじめ、 数多くの 公園と 遊園地が いたるところ につ 
くられた。 市民たち は 心を おどらせた。 

首相は 一本の 植樹を する にも、 草花 ひと かぶを 植える 
にも こまかい 指示を あたえ、 人民の 心に かない、 うる わ 
しい 朝鮮の 自然と 地理に 調和す るょう に、 都市の 公園 化 
を おこなわなければ ならない と 教えた。 

ビョン ヤン 市 公園 化 計画は、 首相が 戦火の なかで ピョ 
ンヤン 市 復旧 建設 計画を 作成した とき、 すでに 考えて い 
たもので あった。 公園、 遊園地、 街路な どに 植える 樹々 
は、 そのと きから 準備され ていたの である。 

首相は、 陵羅 島、 林 興な どに 苗 場を もうけ、 全囯 から 
すぐれた 園芸 専門家を 集めて、 しだれやなぎ や、 いちょ 
う、 きり、 「ピョンヤン かえで」 など、 三十 余 種の 苗木 
を 育てて いた。 

「ピョンヤン かえで」 は、 首相が 戦後に 名 づけた かえ 
での I 種で ある。 首相は 自宅の 庭で、 かえでの 種を わざ 
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わざ 採集して 苗 場に おくった ので ある。 苗 場で 働く 人たち は、 ピョンヤン 市の 公園 化を はかる 首相の 心づ くしに 感 
動し、 誠意を つくして その かえでを 芽ぶ かせ、 苗を 育てた。 かれらは 停戦 後、 かえでで ピョンヤン 市の 公園 や 街路 
を 美しく 飾った。 

金 日 成 首相は、 ピョンヤン 市の 緑化と 公園 化の 構図、 緑地帯の 配置、 地形 や 施設と 色彩との 調和な どに いたる ま 
で 具体的に 構想し、 みずから 現地に おもむいて 指導した。 

首相の 教えに よって ピョンヤンは、； 3^ や： り、 ビョン ヤン 加えで 通り、 あんず 通り、 ぼだいじゅ 通りな 
ど、 通り ごとに 種類の 異なる 樹木が 植えられて 街路の ながめを ひときわ ひきたたせた。 また 牡丹 峰を はじめ 遊園地 
や 市内の いたるところに、 常緑樹の 林、 ぬるで、 果樹な どが 美しい 調和を なして いた。 

首相は 樹木 や 草花を 少しで も 多く 植え、 たいせつに 育てる ために、 一九 五 四 年 六月の ある 日、 園芸家たち とと も 
に 配水管 工事中の 人民軍 部隊を たずねた。 

配水 溝を 掘る 場所に 植えられて いたし だれ やなぎを 見つめて いた 首相は、 兵士たち にこうたず ねた。 

「この 木は、 どうす るつ もり かね ? .」 

兵士たち はし だれ やなぎを 切りた おすわけ にもい かず、 よい 考えが うかばなかった。 そこで かれらは 返答に 困っ 
てし まった。 

「これを、 どうにかして 生かして おく ことは できない ものだろう か。 一本で も 多くの 木を 植えなければ ならない 
の だが …… 」 

それは、 ピョンヤンの どこに でも 見かけられる 木だった が、 首相は 決して 粗末に しなかった。 首相の ことばに 深 
く 心を うたれた 兵士たち は、 根を 痛めない ようにし だれ やなぎの 根の 底の ほうへ 配水管を とおし、 それを 生かした 
ので ある 0 
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樹木に かんする 話が でた ので、 もう 一つ K ピソ ー ドを 紹介し よう。 

一九 六 二 年の 秋、 ピョンヤン 植物園の 某 植物学 博士が 首相から 電話を うけて その 自宅を たずねた。 ちょうど 首相 
が 席を はなれて いたので、 副官が かわりに 博士を 庭園に 案内した。 そして かわった かたちの 一本の 木を さして、 首 
相が この 木を ふやせないだろう かと いっていた ことを つたえた。 

しばらくの あいだ その 木を 観察して いた 博士は、 瞬間、 あっと 声を あげて おどろいた。 それは なんと、 地球上 か 
ら すでに ほろび 去った といわれる 水 杉 (学名 •メタセコィア = あけぼの すぎ) だった ので ある。 こんな 貴重な 木を 朝鮮 
で 見られようと は、 夢にも 考えられない ことだった。 

水 杉は、 有史 以前の 太古には 朝鮮を はじめ 地球の 北半球 一帯に 分布して いたが、 いまでは 植物学 者の 図鑑に 記載 
される だけで、 地球上から 絶滅した ものと されて いる 木であった。 

それが 一九 四〇 年代に なって から、 アジアの 一部で 何 本 か 発見され た。 そのと き 世界の 植物 学界では 、「二十 世 
紀 最大の 発見」 と 色めきた った ほどで ある。 それだけに、 水 杉は 学界で も 貴重な 宝の ように 保護して いた。 

その 珍 種が 首相の 庭園に 茂って いたので ある。 それが どのような 経路を へて 入手され たもの かは わからなかった 
が、 すでに 根元の 直径は 八〇 センチ、 高さは 六メ ー トルに もな っていた。 

水 杉は 成長が 非常に 早く、 きれいな 木で ある こと も 特徴の 一つ だが、 木質が よく、 建築 材 としては 最高の もので 
あった。 

そんな ことがあって から、 博士は 水 杉の 増殖に 適した 春の 到来を 心待ちにして いた。 

翌年の 春 早く、 金 日 成 首相から、 水 杉の 増殖 実験に ついて 電話で 指示が あった。 博士は ただちに 研究 集団を 組織 
し、 水 杉の 枝を 切り、 挿 木の実 験に とりかかった。 

実験は なんども 失敗した 。.しか L 研究 集団は、 首相の 高い 志を 無駄に すまいと 努力に 努力を かさね、 ついに 一万 
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本の 苗木を 育て あげる ことに 成功した。 

ピョンヤン 植物園を おとずれた 首相は、 青々 と 茂って いる 苗木を 見て、 「これで 子孫に 水 杉を つたえる ことが で 
きた」 と 非常に よろこび、 もっともっ と 繁殖 させて、 国中を 水 杉の 林に しようと 語った。 

こうして、 ピョンヤン 植物園から、 二十 万 本の 水 杉の 苗木が 各地に おくられた。 

水 杉 —— 、それは 首相の 気高い 愛国心が 育てて 朝鮮人 民に 贈った 貴重な 樹木で あり、 子々 孫々 にまで ひきつがれ 
る 黄金の 木であった。 

このように 首相は、 すべての 分野から 一本の 木に いたる まで 細心の 配慮を しめし、 祖国の 百年 大計を はかって い 
たので ある。 

金 日 成 首相の 遠大な 構想と 指導に よって、 ピョンヤンは 広大な 緑 園と 色 とりどりの 草花につつ まれた 緑の 都市と 
なった。 

ン は' いま、 人口 一人 あたりの 紘地 面積が 四 七 平方 メ  I 卜〆 となって いる。 東京の 一 •一平 方メ  I トル、 
パリの 三 •六 平方 メー トルは 比較に ならず、 ピョンヤン 市民は 世界の どの 都市に もまして ゆたかな 緑地を もってい 
るので ある。 

いまや ピョンヤンは、 金 日 成 首相の 遠大な 構想と 具体的な 配慮の なかで、 雄大な 世界 第一 級の 現代的 都市と なっ 
た 0 

不死鳥の ようにたち あがった 革命の 首都の 関門で ある ピョンヤン 駅舎から、 中央 通りを すぎ、 牡丹 峰 劇場の よこ 
にいた る 中心部は いうまでもない* か、 東 ピョンヤン、 西 ピョンヤン、 普通 江 一帯と 平 川 地区まで 建ちなら ぶ 現代 
的な アバ ートや 朝鮮 屋根、 そして あくまで 青く 澄んで 流れる 大同 江の 水に その 雄姿を 映す ピョンヤン 大 劇場、 労働 
党 時代の 不屈の 精神を 象徴す る 千里 馬 銅像、 錦 水 山の ふもとに そそりた つ 科学の 殿堂 金 日 成 総合大学、 将台 丘の 上 
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に 優雅に そびえる ピョンヤン 学生 少年 宮殿、 大同 江 <0- 流れに その美し い 柱を ひたして いる 玉流舘 、そ ¢0- そばに かか 
る ！! [L の 橋 —— 玉 流 橋、 そして それらの わきを 縦横に 走る 広々 とした 街路 —— 0 
.目のと どく かぎり、 力強く 壮快な 現代的 感覚と 洗練され た 調和と が ひろがって いく 0 

涙の 河、 ためいきの 河だった 普通 江 一帯は りっぱな プロ ムナー ドに、 大城 山は 動物園と 植物園を もつ 遊園地に か 
わり、 日本 帝国主義 時代には 官僚 支配 層の 遊興 場であった 慶上サ 里には、 四季 おりおりの 花が 咲きみ だれる 勤労者の 
すばらしい 公園が 建設され た。 

砲声が とだえた ときは、 小鳥が 翼を 休める 一本の 樹すら なく、 満足な れんが | 枚なかった ピョンヤンが 世界 第 一 
級の 現代的な 都市に 建設され るまでの 歴史は、 金 日 成 首相の 遠大な 構想と 賢明な 導き、 その 海よりも 深く 山よりも 
高い 人民にたい する 配慮を はなれて は 考える ことができない。 

健全で 活気に あふれた 生活を いだいて 革命の 情熱に 燃え、 国中に 希望と 光を あたえる ピョンヤン、 夜は 灯りが 海 
のように ひろがり、 大きな 勝利を 夢見る ピョンヤン、 ピョンヤンは 金 日 成 首相の 構想に したがって 革命と ともに ひ 
きつ づき 発展し、 さらに 高く のびひろがり、 うるわしい 未来を たぐりよ せ、 まえへ まえへ とつき すすんで いく 0 

戦後、 三た び ビョン ヤンを おとずれた、 ある 外国 代表団の 団長は こう 語った。 

「いまの ピョンヤンは 美しい 。だが 明日の ピョンヤンは もっと 美しくなる だろう 。そして 統一 なった 朝鮮は、 い 
っそう 美しいだろう。 わたしは、 いまの ピョンヤンを こよな く 愛して いる。 しかし、 さらに 美しく 永遠に 繁栄す る 
であろう 未来の ピョンヤンを 、もっと 愛する」 と。 
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4 主体性を 確立す るた めに 

悪戦苦闘の なかで も、 革新の 日々 が 流れた。 

苛烈な 戦争が くりひろげられた 大地のう えには、 明るく 希望に みちた 生活が 躍動して いた。 廃墟のう えには 新し 
い 都市と 農村が 生まれ、 新聞は 毎日の ように 新しく 誕生した 工場 や 企業 所の 操業 式を 大 々的に 報じた。 

各 都市 や 農村では、 古い 生産 関係を 社会主義 的に 改造す る 意義深い 革命 闘争が 高まって いた。 革命と 建設の すべ 
ての 分野が めざましい スピ ー ドで 発展し、 そのは ばを ひろげて いった。 

しかし、 これには 深刻な 階級闘争が ともなった。 革命の 敵が、 最後の あがきに 狂いた 〇 たからで ある。 

アメリヵ 帝国主義は、 朝鮮戦争で こお むった 惨敗から 教訓を ひきだす かわりに、 ひきつづき 朝鮮で 緊張 状態を つ 
くりだす 策動に 血 道を あげていた。 また 国内の 反動 ども も、 自分たち の 最後の 地盤が 音を たてて くずれおち ると、 
ますます 悪らつな 動きを しめした。 そのため 朝鮮 革命は 依然として きびしく、 困難を ともなって いた。 

朝鮮 革命の まえによ こた わった 難関と あい 路を 主動的に 打開し、 困難な 革命 任務を 遂行し なければ ならない 現実 
的 条件は、 党員と 勤労者たち に 朝鮮 革命の 前途を 正しく 知らせ、 かれらを そのたた かいへ と 自覚 的に、 積極的に 組 
織 動員す る ことを 要求して いた。 

革命 発展の こうした 要求を 全面的に 洞察した 金 日 成 首相は、 一九 五 五 年 四月、 朝鮮 革命の 性格と 課題に かんする 
テ ー ゼ 『すべての 力を 祖国の 統一 独立と 共和国 北半 部に おける 社会主義 建設の ために』 を 発表した。 

金 日 成 首相は この テ—ゼ でまず、 解放 後に 南北 朝鮮で かもし *: された 政治 情勢と 社会経済 W 係を 科学的に 分 折 
1. 、 朝鮮 革命の 基本 任務と 性格を 明らかにした。 


378 


4 主体性を 確立す るた めに 


首相 ば V つぎのように 指摘した 0 

「現段階に おける わが 革命の 基本 任務は、 ァメリヵ 帝国主義 ft 略 勢力と、 その 勢力を 抉植 し、 そ 0 同盟 者と なゥ 
ている 南半 部の 地主、 買 弁 資本家、 親日 •親米 派、 民族 反逆者を 打倒し、 南半 部の 人民を 帝国主義的 および 封建的 
圧迫と 搾取から 解放す る ことによって、 祖国の 民主主義 的 統一と 完全な 民族的 独立を 達成す ると ころに ある。 

…… わが 革命は、 一方では 反帝国主義 的 民族 解放の 課題を 遂行し、 もう 一方では、 南半 部に おいて、 いまだに 地 
主の 圧迫と 搾取を うけてい る 広 はんな 農民を 解放す る 反 封建的 課題を 遂行し なければ ならない」 

そして 首相は、 南北に 生じた 異なる 政治 情勢から 出発して、 朝鮮 革命の 全国的 勝利の ためには、 北半 部で 社会 主 
義 建設を 強力に おしすすめ、 朝鮮 革命の 源泉 地で あり、 祖国 統一の 決定的な 力量で ある 共和国 北半 部の 革命 基地を 
いっそう 強化し なければ ならない と 指摘した。 

また 首相は、 北半 部に おける 社会主義 建設は、 祖国 統一の 確固と した 保障を つくりだす ための 根本的な 要求で あ 
る ばかりでなく、 北半 部に おける 社会経済 発展の 必然的な 要求と なるとの ベた。 

金 日 成 首相は テ ー ゼに おいて、 民主主義 革命の 課題を 遂行した 結果、 共和国 北半 部に 築かれた 社会経済 関係と 階 
級 関係を 科学的に 分析し、 北半 部に おける 社会主義 建設の ための 党の 任務を 提示した。 

首相は つぎのように 指摘した。 

「社会主義へ むかって すすむ 過渡期の 現段階に おいて、 わが 党の まえに 提起され た 基本 任務は、 労働者、 農民の 
同盟を いっそう 強化しながら、 戦後 人民 経済の 復旧 発展の ための たたかいで かちと -? た 成果に 依拠し、 社会主義の 
基礎を 建設す ると ころに ある。 

人民 経済の すべての 分野に おいて、 小 商品 経済 形態と 資本主義 的 経済 形態を しだいに 社会主義 的に 改造し、 社会 
主義 的 経済 形態の 支配的 地位を いっそう 拡大 強化し、 社会主義の 物質、 技術的 土台を 築く ために 生産力を いっそう 
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発展 させなければ ならない」 

首相は、 古い 生産 関係を 社会主義 的に 改造す る ことは、 共和国 北半 部で 革命を 促進す るた めの もっとも 切迫した 
課題と して 提起され る ..！: のべ、 小 商品 経済 形態と 資本主義 的 経済 形態を 社会主義 的に 改造す る ことにたい する 党の 
方針を ふたたび 明らかにし、 それを 実践す るた めの 具体的な 方法を 明示した。 

ひきつづき 首相は、 社会主義の 物質、 技術的 土台を 築く ためには、 社会主義 的 H 業 化を 実現し なければ ならず、 
社会主義 的 工業化の ためには、 まず 重工業を 発展 させなければ ならない と 教えた。 

そして、 重工業を 優先的に 発展 させながら 、軽工業と 農業を 同時に 発展させる 独創的な 経済 建設の 基本 路線に し 
っかりと 依拠し、 国の 経済的 自立 性と 国家の 自主的 発展を もたらす ための 人民 経済の 発展 方向と 具体的な 課題を 明 
らかに した 0 

金 日 成 首相は テ ー ゼに おいて、 祖国の 統一 独立と 共和国 北半 部に おける 社会主義 革命と 社会主義 建設を 促進す る 
ために、 革命の 参謀 部で ある 党を 組織 思想 的に いっそう 強化す る ことにかん する 重要な 課題を 提示した。 

首相は、 党を 組織 思想 的に 強化す るた めには、 党の 隊列の 鋼鉄の ょうな 統一と 団結を 保障し、 党規 律を 強化し、 
党内 民主主義を 発揚 させ、 党の 政策 学習を いっそう 強化し なければ ならない と 強調した。 

また 首相は、 革命の 強力な 武器で あり、 党の 政策の 執行 者で ある 国家 主権を いっそう 強化し、 革命の 防衛 者で あ 
る 人民 軍隊を 鋼鉄の ょうな 幹部 軍隊に 鍛練す る 問題に ついても 指摘した。 

金 日 成 首相が 発表した テ ー ゼは 、朝鮮 革命の 性格から して、 共和国 北半 部に おける 社会主義 革命と 社会主義 建設 
にかんする 理論を 全面的に 明らかにした 偉大な 綱領で あり、 金 日 成 首相の 革命 思想、 主体 思想が 輝かしく 具現され 
た 不滅の 天才 的 労作であった。 

金 日 成 首相が 発表し ' fc テ ー ゼ枝 、すべての 党員と 勤労者たち に 潮* 革命忆 たいする 明確な 認識を あたえ、 革命 課 
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題の 遂行に おいて 主体的な 立場を 守り、 高い 
階級 的 自覚に もとづいて 朝鮮 革命を 最後まで 
遂行す るょう、 たたかいの 前途を 明らかにし 
た 点で じつに 巨大な 意義を もっていた。 

朝鮮人 民は テーゼ が 明らかにした 道に した 
がって 勝利のう ちに 前進し、 社会主義 革命と 
社会主義 建設に おいて 輝かしい 勝利を 達成し 
た。 

じつに この テーゼ は、 共和国 北半 部を 短期 
間に 自立 的 民族 経済の 確固と した 土台を もつ 
社会主義 強国に、 社会主義の 模範に 発展 させ 
た 偉大な 主体的 綱領であった。 

金 日 成 首相は、 テ ーゼで 明らかにした 社会 
主義 革命と 社会主義 建設の 課題を 遂行す るた 
めに、 階級 教育を 強化し、 党の 思想 活動に おい 
て 教条主義、 形式主義を 一掃し、 主体を 徹底 
的に うちたてる 問題に 深い 関心を はらった。 

首相は、 南 朝鮮を 占領して いる アメリヵ 帝 
国 主義者と その 手先 ども、 そして 北半 部に の 


381 


金 日 成 首相の 著作と その 原稿 


第五 章 すべてを 戦後 人民 経済の 復旧と 発展の ために 


こって いる 反動的な 要素、 くつがえされた 階級の 残存 分子たち が おこなう 破壊 策動を うちくだき、 社会主義 革命を 
力強く 前進させる ためには、 すべての 党員と 勤労者たち が 革命の 主人に ふさわしい 態度と 階級 的 立場を しっかり 守 
り、 高い 自覚 性と 創造的な 積極性を 発揮し なければ ならない と 考えた。 

こうした 革命の 切実な 要求を とらえた 金 日 成 首相は、 一九 五 五 年の 四月は じめ に 朝鮮 労働党 中央委員会 総会を ひ 
ら き、 革命 発展の 要求に あうょう 党の 思想 活動で 階級 教育 活動を 強化し、 主体を 徹 K 的に うちたてる ことにつ いて 
の 方針を さししめした。 

階級 教育 活動は、 人び とを 労働者階級の 思想で 武装させる 思想 教育 活動で あり、 勤労者たち の 階級 的 自覚を 高め 
る ことにょって、 かれらが 階級 的な 敵と 非 妥協 的に たたかい、 自己の 階級 的 利益の ためには 水火を もい とわず 闘争 
し、 革命の 主人に ふさわしい 自覚と 創造的な 情熱を 高める ところに その 基本的な 目的が ある。 

金 日 成 首相は 総会の 報告で、 党員と 勤労者たち のなかで 思想 活動、 とくに 階級 教育 活動を 強化す る 必要性と 意義 
を 強調し、 階級 教育 活動の 基本 方向と その 原則を 明らかにした。 

そして 思想 活動、 とくに 階級 教育 活動に おける 教条主義と 形式主義を なくし、 主体を しっかりう ちた てること に 
ついて 強調した。 

首相は、 階級 教育 活動を 朝鮮の 具体的な 現実、 革命と 建設の ための 実地 闘争と 正しく 結合 させて すすめて こそ、 
党員と 勤労者たち を 革命の ために 自己の すべてを ささげ、 献身的に たたかう 革命家と して 育てる ことができる との 
ベた。 

党 中央委員会 総会では、 金 日 成 首相の テ— ゼ 『すべての 力を 祖国の 統一 独立と 共和国 北半 部に おける 社会主義 建 
設のた めに j を、 全 党員と 勤労者たち が 義務的に 学習し なければ ならない 文献と して 採択した。 

思想 教育 活動に おいて 主体を 確立し、 党員と 勤労者たち のなかで 労働者階級の 意識を 高める ことにたい する 首相 
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の 原則的 立場と 正確な 方向、 そして 積® 的な 対策に よつて、 党の 思想 活動では かつてない 大きな 転換が おこつた 0 

党員と 勤労者たち は 正しい 階級 的 観点に たつて、 党の 路線と 政策を 最後まで 責任を もつて 実践し ようとい う 革命 
的 気風と 創造的 熱意を 発揮した。 

金 日 成 首相は、 党員と 勤労者たち のなかで 階級 教育を 強化す る 活動を、 思想 活動に おける 事大主義と 教条主義を 
根絶し、 主体を 徹底的に うちたてる ための たたかいと 密接に むすびつけて すすめた。 

教条主義と 事大主義に 毒され たもの たちは、 革命に 少なからぬ 害毒を 流した。 

事大主義 者と 教条主義 者たち は 自国の 現実を 研究し もせず、 それを 無視しながら 他国の 経験を そつくり まね、 そ 
れを 機械的に 適用し ようと こころみた。 かれらは 他人 だけを 見つめ、 他人の まねを する ;: とだけ が 習性と なつて い 
たため、 最後には 自分の ものは すべて 悪く、 他人の ものは すべてよ いという 民族 虚無主義に おちこんで いつた。 

こうした 事大主義、 教条主義は、 とくに 戦後、 社会主義 革命と 社会主義 建設が 本格的に 展開され るに つれていつ 
そう 露骨 化した 

教条主義 者と 事大主義 者たち は、 自主的な 党の 政策に 反対しながら、 あたかも 朝鮮 労働党が 他国の 党の 路線と 政 
策を 「異端視」 した かの ような 中傷を くわえた。 

かれらは、 朝鮮 労働党が 新しい 路線と 政策を うちだす と、 それが まず 他国の 党の 政策と 一致す るか どうかに 物指 
しを あてて みた。 

たとえば かれらは 、重工業を 優先的に 発展 させ、 軽工業と 農業を 同時に 発展させる という 経済 建設の 基本 路線に 
たいしても、 それが マルクス. レーニ ン 主義の 古典には なく、 他国に おいても おこなわれた 経験がない のに、 いつ 
たいどうす るの かとい いが かりを つけたりした 0 

また 教条主義 者たち は、 現代的な 農 機械を ただちに 生産で きない 状況の もとで、 農業 協同 化 方針を 提起した こと 
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は 「時期尚早」 だと 誹 誘し、 農業 協同 化 運動が 広は んに 展開され ると、 今度は、 協同 化の 速度が あまりに も 早す ぎ 
ると わめきたてた。 

かれらは 資本主義 的 商工業にたい しても、 他国に. おける と 同様に、 それを 育てて 利用し ようとせ ず、 なぜ 改造す 
るの かと 非難した。 

教条主義 者たち は、 ィンテリ 政策に おいても、 古い ィンテリを 教育し 改造す る ことにつ いての 朝鮮 労働党の 方針 
が 提示され ると、 それは 「右傾 化」 であると いいがかりを つけた。 

戦争の時 期に その 害毒が 大きく あらわれた 教条主義は、 戦後に 社会主義 革命と 社会主義 建設が 本格的に 展開され 
るに つれ、 いっそうが まんの ならない 言動に でた。 こうした 教条主義 や 事大主義は 結局、 党の 政策を 実行に 移す う 
えで 消極性を 生み、 決定的な 障害と なって いった。 

このように、 革命と 建設に 大きな 害毒を およぼした 反 党 反革命 分派 分子ら は、 本質的に 例外な く 事大主義 者で あ 
った。 そのため、 国際 共産主義 運動 内に 発生した 修正主義 的 潮流が しのびこむ 危険 さえ 生まれた。 

革命' 私 発展す るに つれ 階級闘争が いっそう 激化した 点と、 教条主義 や 事大主義の 弊害を 深く 洞察した 金 日 成 首相 
は、 思想 活動で 主体を うちたてる ことにかん する 確固と した 方針を かかげ、 それを つらぬく ために ひきつづき 強力 
な 思想 闘争を 展開した。 

事大主義と 教条主義に 反対し、 主体を 確立す るた めの 金 日 成 首相の 一貫した たたかいの なかで、 一九 五 五 年 十二 
月 二十 八日、 党の 宣伝 爾動 活動家たち のまえ で おこなった 歴史的 演説 『思想 活動に おいて 教条主義と 形式主義を 一 
掃し、 主体を 確立す る ことにつ いて』 は 巨大な 意義を もっていた。 

金 日 成 首相は この 演説に おいて、 すでに 一九 五 五 年 四月の 中央委員会 総会で 提示した 思想 活動の 方針 的な 問題、 
すなわち 主体 確立の 方法と 意義を ふたたび 具体化した。 
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首相は、 党の 思想 活動と 国の 全般的な 分野に 害毒を 流して いる 教条主義 的 現象を 指摘しながら、 党の 思想 活動に 
おける 主体とは なに かにつ いて、 つぎのようにの ベた。 

「わが 党の 思想 活動に おける 主体とは なに か？ われわれは なにを している のか？ われわれは ほかの 国の 革命 
でもない 朝鮮 革命を おこなって います。 この 朝鮮 革命 こそ、 わが 党の 思想 活動に おける 主体であります。 したがっ 
てす ベての 思想 活動は、 必ず 朝鮮 革命の 利益に 服従 させなければ なりません」 

つづいて 首相は、 朝鮮人 民が 他国の 党史や 革命 史を 研究す る こと、 また マルクス. レ ー ニン 主義の 一般的 原理を 
研究す る ことは、 すべて 朝鮮 革命を 正しく 遂行す るた めに おこなう もの だとの ベながら、 なにを 学んでも、 こうし 
た 立場に たたなければ ならない と 強調した。 

首相は 主体を 徹底的に うちたて、 朝鮮 革命を 正しく 遂行す るた めには、 朝鮮の 現実を よく 知る ことが まずたい せ 
つ だとの ベながら、 朝鮮の 現実を 研究す るに あたって は、 なにより もまず 朝鮮 労働党の 思想、 朝鮮 労働党の 路線と 
政策で しっかりと 武装し なければ ならない と 教えた。 

朝鮮 労働党の 思想と 政策は、 朝鮮 革命の 遂行 過程で 生まれた マルクス. レー = ン 主義と して、 朝鮮 革命 遂行の た 
めの すべてが ふくまれて いる。 したがって、 朝鮮 労働党の 思想と 政策で 徹底的に 武装す る ことは、 朝鮮 革命を もっ 
とも 正しく、 もっとも 力強く 遂行す る 第一歩で あり、 基本的な 力と なる。 それだけで なく、 それは 革命と 建設の す 
ベての 活動を 朝鮮 労働党が 意図した とおりに 遂行す る 重要な 保障で あり、 修正主義、 左翼 日和見主義、 事大主義、 
教条主義、 分派主義、 ブルジ ョァ 思想、 封建 儒教 思想な ど、 あらゆる 反動思想を 根 こそぎ にす る 唯一の 方法で あっ 
た 0 

金 日 成 首相は また、 主体を 徹底的に 確立す るた めには、 朝鮮人 民の 革命の 歴史と 潮 鮮劈働 党の 革命 伝統で 武装し 
なければ *: ら -7i いと 教え 4 -*0 
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首相は、 革命 伝統を よく 知って こそ、 すべて €>• 党員と 勤労者た ちが 朝鮮 労働党の 深い 根源を 知る ことができ、 い 
かに 困難で 複雑な 条件の もとで も、 抗日 革命 H 士の ように 自力 更生の 革命 精神と 民族的 自負心を もって、 ひたすら 
党と 革命に 忠実で ある ことができる とのべた。 

金 日 成 首相は、 国際主義と 愛国主義は 決して 矛盾し ない と 指摘しながら、 その 相互関係に ついても 明確な 解明を 
あたえた。 

義， ば 切り 5^ す d, とがで きません。 自分の 祖国を 愛 レ ^ ：^ <d ‘s i; 際 主 «! に 忠 ，実 - C-1 制み はず 
治 く Y 国際主義に 忠実で ない も— のが、 自分の 祖国と 人民に 忠実で あるは ずは あり 免せ ん 。真の 愛国主義 者は、 す 
な一 わ -fe' 国際主義 者で あり、 4' た 真の 国際主義 者は、 すなわち 愛国主義 者で， あります—」 

金 日 成 首相の この 綱領 的な 演説は、 歴史的に ひきつがれた 事大主義と 教条主義 思想の 毒素を 一掃し、 すべての 分 
野で 主体を 確立し、 自主、 自立、 自衛の 革命的な 路線を 全面的に 具現す るう えで 根本的な 転換を もたらした。 また 
それは、 国際 共産主義 運動の 内部に 台頭した 修正主義、 教条主義、 分派主義に 反対す る 深刻な たたかいに おいて、 
マルクス •レ 丨-1 ン 主義の 原則を 固守 L 、 主体 思想の 偉大な 勝利を もたらす 確固と した 保障と なった。 

金 日 成 首相の この 綱領 的な 教えが あった のち、 教条主義、 事大主義に 反対し、 主体を うちたてる ための 全 党 的な 
思想 闘争が はじまった。 

その 結果、 教条主義、 事大主義、 分派主義、 民族 虚無主義な どの 反 党 的な 思想が 克服され、 思想 活動を はじめと 
する すべての 分野に おいて 主体が 徹底的に 確立され た。 

党 隊列の 思想と 意志の 統一が 強化され たし、 すべての 活動家と 勤労者たち が 金 日 成 首相の 革命 思想と その 具現で 
ある 党の 路線と 政策 以外は、 どのような 思想に も 関知し ない 主体的 立場に しっかりと たつよう になった。 

党員と 人民の なかで 民族的 自負心と 自主 意識が 高まる と、 他人の 物指しでは なく、 マルクス •レ ーニン 主義を 朝 
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鮮の 現実に 具体化した 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想と、 その 具現で ある 党の 路線と 政策を 基準と して 他人の ものを 
はかり、 それが あわない ときには 必要の ない ものと して しりぞけ、 すべての 問題を 自分の 知恵と 力で 解決す る 革命 
家 的 気風が いっそう 徹底的に 確立され た。 

思想の 分野に おいて 主体が 確立す るに つれ、 国の すべての 分野で も 党の 自主、 自立、 自衛の 精神が りっぱに 具現 
されて いった。 

こうして、 すべての 分野に 主体が 徹底的に うちたてられた 結果、 戦後 復旧 建設の 困難な 歴史的 課題は 輝かしく 遂 
行され た。 主体が 確立され たため、 朝鮮 革命の まえに 一大 試練が おとずれた 時期に も あらゆる 敵と 不純 分子たち の 
あがきを うちくだき、 社会主義 建設を 大 高揚へ と 導いた 千里 馬 運動を おこす ことができた し、 革命と 建設で 勝利に 
つぐ 勝利を かちとる ことができた ので ある。 


1 社会主義 革命の 勝利の ために 


第 六 章 社会主義 革命の 歴史的 勝利 


1 社会主義 革命の 勝利の ために 
革命の 発展 過程には、 新たな 局面が ひらかれた。 

戦後 三 か 年 人民 経済 計画は 基本的に 遂行され、 工業と 農業 生産は 戦前の 水準を はかる に 上回って いた。 一方、 都 
市と 農村に おける 生産 関係の 社会主義 的 改造で も 大きな 成果が もたらされた。 

金 日 成 首相は、 革命と 建設を さらに 前進 させ、 社会主義の 基礎を 建設す る 事業を 完成させる 新しいた たかいを 構 
想しながら、 国内 情勢を 綿密に 分析した。 

情勢は きわめてき びし く、 複雑であった。 

国際的には、 帝国主義 者の 侵略と 戦争の 策動が ますます 露骨と なり、 国際 共産主義 運動の 隊列の 内部では、 現代 
修正主義 者が 頭を もたげて いた。 

かれらは 帝国主義 者との 闘争を やめ、 無 原則的に 妥協す る 方向に すすみ、 帝国主義、 とくに アメリヵ 帝国主義に 
た. いする 幻想を ふりまきながら、 社会的 および 民族的な 解放を めざす 諸国 人民の 革命 闘争を あらゆる 面から さまた 
げた。 このため 国際 革命運動は 重大な 難関に 直面し、 国際 共産主義 運動は 大きな 試練に さらされた。 
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これに 歩調を あわせて、 内外の 敵 どもは 朝鮮 革命の 勝利の 前進を はばもうと やっきに なって 策動した。 

南 朝鮮を 占領した ァメリヵ 帝国主義 者と その 手先 どもは、 戦争 政策と ファッショ 化 政策を 強め、 いっそう 「北進」 
を さわぎたてた。 

一方、 党内に ひそんで いた 事大主義と 教条主義に 毒され た 反 党 分派 分子は、 複雑な 情勢の すきに 乗じて、 党の 主 
体 的で 独創的な 路線と 政策に 反対した。 

革命と 建設の 合法 則 的な 要求と、 当面の 内外 情勢を 主体的 立場に たって 科学的に 分析した 金 日 成 首相は、 全 党と 
全 勤労者に、 社会主義の 基礎 建設に おいて 提起され る 革命と 建設の 具体的な 課題を 明らかにした。 そして 党の 統一 
と 団結を いっそう 強め、 すべての 分野で 主体性を 確立し、 現代 修正主義に 反対し、 マルクス •レ 丨-1 ン 主義の 純潔 
性を 守る たたかいを 力強く くりひろげる ための 戦闘的な 課題が、 党の まえに 提起され ている ことを 痛感した。 

金 日 成 首相は、 この さしせまった 問題を 解決す るた めに 党大会の 開催を 提起した。 

一九 五 五 年 十二月に ひらかれた 党 中央委員会 総会では、 一九 五六 年 四月に 第三 回 党大会を 招集す る ことにかん す 
る 決定が 採択され た。 

全 党員と 人民は、 政治的 熱意と 勤労意欲の 高まりを もって 勝利と 栄光の 党大会を むかえた。 

一九 五六 年 四月 二十 三日、 歴史的な 朝鮮 労働党 第三 回 大会が ピョンヤンで ひらかれた。 

全 党員と 人民 大衆は、 党大会が ひらかれる ピ 3 ンヤン に 耳目を 集中し、 大会で しめされる 首相の 教えを 待ちわび 
ていた。 

四月 二 十三 日 午前 九 時、 金 日 成 首相が 党の おもな 幹部と 兄弟 党の 来賓たち とともに 大会の 主席 壇に あらわれる 
や、 全 参加者の 嵐の ょうな 拍手と、 「朝鮮 労働党 万歳 / 」 「金 日 成 同志 万歳/.」 の 熱狂 的な 歓呼が ながく 場内を ゆる 
がした 0 
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大会の 初日に 金 日 成 首相は、 党 中央委員会の 活動 総括に かんする 歴史的な 報告を おこなった。 

報告は 総括 期間、 党の 活動で おさめた 偉大な 業績と 経験を 総括し、 祖国の 自主的 統一と 北半 部に おける 社会主義 
の 基礎 建設を うながし、 党を いっそう 強化す るた めの 革命的な 路線と 方針を うちだした 綱領 的な 文献であった。 

金 日 成 首相は、 報告のは じめ の 部分で、 総括 期間、 国際情勢に あらわれた 新しい 変化に ついて 科学的な 分析を く 
わぇ た。 

金 日 成 首相は とくに、 複雑な 国際情勢に 対処して 現代 修正主義に 反対し、 マルクス •レ II ン 主義の 純潔 性を 守 
り、 ブロ レ タリア 国際主義の 原則を 堅持しながら、 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動の 統一と 団結を 守る こと、 ま 
た アジア、 アフリヵ、 ラテンアメリヵ 諸国の 新興 勢力との 親善と 団結を 強め、 この 地域の 人民の 反帝 民族 解放 闘争 
と 諸国 人民の 革命運動を 支援す る こと、 そして 帝国主義の 侵略と 戦争 政策に 反対し、 世界平和と 人類の 進歩の ため 
に 断固た たかう ことを 党の 対外政策の 基本と してう ち だした。 

首相は 報告の つぎの 部分で、 平和的 建設と 祖国 解放 戦争 おょび 戦後 復興 建設の 三つの 時期に わたる 総括 期間に、 
国内 生活で おきた 大きな 歴史的な 変革に ついて 総括した。 

首相は、 総括 期間の 困難 かつ 複雑な 情勢の もとで、 それぞれの 時期に マルクス •レ ーュン 主義を 国の 具体的な 実 
情と 革命 発展の 要求に あうょう 創造的に 適用し、 もっとも 正確な 路線と 政策を うちたて、 それを 実現す るた めに 心 
血を そそい ♦た。 

首相が うちだした 独創的な 革命 路線と すべての 政策、 とくに 戦後の 復輿 期に 明らかにした 社会主義 基礎 建設に お 
ける 段階の 設定と その 全般的な 課題、 重工業の 優先的な 発展を 保障しながら 、軽工業と 農業を 同時に 発展させる と 
いう 経済 建設の 基本 路線、 農業 協同 化と 個人 商工業の 社会主義 的 改造の 方針な どは、 金 日 成 首相の 主体 思想を 革命 
と 建設に りっぱに 具現した 生きた 模範であった。 これらの 路線は、 たちおくれた 状態から 社会主義に むかう もっと 
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も 早い 道を さししめし、 実践を つうじて その 正し さと 偉大な 生命力を 証明す る ことにょって、 理論的、 実践的に マ 
ルクス •レ ー -I ン 主義の 宝庫を ゆたかに する 偉大な 貢献を なした。 

報告の なかで 金 日 成 首相は、 総括 期間に 達成した すべての 勝利と 成果は、 今後の •ほう 大な 課題に 照らして みると 
き、 それは まだ 第一歩に すぎない とのべ、 祖国の 自主的 統一と 社会主義 建設の 明確な 展望と 闘争 綱領を 大会に 提起 
した 0 

こうした 綱領と して、 まず 北半 部に おける 社会主義 基礎 建設の 完成を 目的と する、 五 か 年 計画の 基本 方向と、 社 
会 主義 建設の 各 分野に わたる 展望 的な 課題を 明らかにした。 

首相は、 五 か 年 計画の 基本 方向に ついて、 こうのべ た。 

「人民 経済の 各 分野に わたって 社会主義 的 部門を さらに 拡大 発展 させ、 工業化の 基礎 建設を いっそう 力強く おし 
すすめ、 軽工業と 農業の 生 M を 高い 水準に ひきあけ、 人民の 物質. 文化 生活を ひきつづき N 上させなければ なり ま 
せん」 

首相が すでに 戦後の 復興 期に うちだした 社会主義 基礎 建設の 全般的 任務は、 生産 関係を 社会主義 的に 改造し、 社 
会 主義 的 工業化の 基礎を 築く ことに あった。 

この ことから 金 日 成 首相は、 五 か 年 計画の 期間に 都市と 農村で 社会主義 革命を ひきつづき 力強く おしすすめ、 農 
業 協同 化と 個人 商工業の 社会主義 的 改造を 完成す る 任務を うちだした。 

首相は こうのべ た。 

「農業の 社会主義 的 改造の たたかいで、 われわれが おさめた 貴重な 経験と 成果は、 第一 次 五 か 年 計画の 期間に 農 
業の 全般的な 協同 化を 完成し うる 見と おしを われわれに あたえて くれました。 農業協同組合にたい する 党と 国家の 
指導と 援助を 強める ことにょって、 協同組合を 組織的、 経済的に いっそう 強化 発展 させ、 すべての 農民を 協同 経営 
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に 参加 させなければ なりません」 

金 日 成 首相は、 五 か 年 計画の 期間に、 社会主義 建設の 分野では 社会主義 的 工業化の 基礎を 築き、 人民の 衣食住を 
基本的に 解決す る ことを その 中心 課題と してう ち だした。 

首相は、 このような 五 か 年 計画の 中心 課題を、 成功裏に 実現す るた めには、 重工業を 優先的に 発展 させながら、 
軽工業と 農業を 同時に 発展させる 経済 建設の 基本 路線を、 ひきつづき 徹底的に 実行し なければ ならない と 強調し 
た。 

金 日 成 首相が しめした 五 か 年 計画の 中心 課題は、 首相の すぐれた 経済 理論と、 遠くを 見と おす 英知に よって、 明 
確な H 争の 展望を 明らかにする 道 しるべで も あった。 

これは 経済 建設と 人民 生活の 問題を 合理的に くみあわせて、 つりあいが とれる ように 解決す るた めの もので も あ 

った。 

これは また、 経済発展の 合法 則 的な 要求を もっとも 正確に 反映した もので あり、 祖国の 統一と 今後の 繁栄の ため 
の 全 民族的な 利益に も 全面的に 合致す る ものであった。 

金 日 成 首相は、 五 か 年 計画を 技術的 改造の 第一 段階と さだめ、 その 基本 方向に もとづいて 工業の 植民地 的 跛行 性 
を 完全に なくし、 自立 的な 民族 経済の ゆるぎない 土台を 築く ための 各 工業 部門の 課題を しめした。 

首相の しめした 五 か 年 計画は、 きわめてぼう 大な ものであった。 計画 期間に 工業 総 生産高は 二 * ハ 倍 以上に、 農 
業 総 生産高は 二倍 以上に 高める ことが 見 こされて いた。 これは じつに、 五 か 年 計画の 終わりには、 一年間で 戦後 三 
か 年 計画の 全 期間に 生産した ものよりは るかに 多い 工業製品が 生産され ると いう ことを 意味す る ものであった。 

金 日 成 首相は また、 人民の 衣食住の 問題を 解決す る ことので きる 大きな 展望を 切り ひらいた。 

首相は 五 か 年 計画の 基本 課題を 決定す るに あたり、 人民の 衣食住の 問題を 基本的に 解決す る 方向で、 菩 積と 消費 
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を いっそう 合理的に くみあわせる ことに 大きな 関心を はらった。 つまり、 蓄積を 系統的に ふやす 基礎のう えで 消費 
を 同時に 増大 させ、 それに もとづい てぼう 大な 経済 建設を すすめながら、 人民の 衣食住を 同時に 解決で きる ょう 五 
か 年 計画の 課題を 設定した ので ある。  _ 

金 日 成 首相の しめした 五 か 年 計画は じつに、 抑圧と 搾取の ない 社会主義 国に、 すなわち、 たちおくれた 国を 強固 
で 自立 的な 民族 経済の 土台を もつ 社会主義 工業 = 農業国に かえるた めの 偉大な 設計図であった。 

金 日 成 首相は 報告の なかで、 祖国 統一の 大業を うながし 社会主義 建設を 成功裏に 遂行す るた めに、 国家 社会制度 
を 強化し、 発展させる ための 具体的な 課題 も 明確に しめした。 

首相は、 労働者階級の 指導 的 役割を 高め、 労農 同盟を いっそう 強め、 革命の 強力な 武器で ある 人民 政権 機関を し 
っかりと かためて その 機能と 役割を 高めながら、 活動家たち のなかで 革命的な 活動 作風と 活動 方法を しっかりとう 
ちた てるた めの 課題を しめした。 

とくに 首相は、 アメリヵ 帝国主義 者と その 手先 どもが 新たな 戦争の 準備と 破壊 謀略 策動を 強めて いる ことに 対処 
して、 内務、 検察、 司法 機関の 役割を 高め、 敵の あらゆる 破壊 謀略 策動を すばやく 摘発し、 粉砕す る ことにつ いて 
強調した。 

報告の なかで 金 日 成 首相は、 一貫して 堅持して きた 祖国 統一の 基本 原則を かさねて 明らかにし、 その実 現の ため 
の 新しい 方策を しめした。 

首相は、 南 朝鮮に かいらい 政権が でっちあげられた のち、 アメリヵ 帝国主義 者と その 手先 どもの 十 年間の 支配が 
もたらした 重大な +  事態を 分析し、 現段階に おける 朝鮮 革命の 基本 任務は、 祖国の 自主的 統一を 実現す る ことで ある 
とのべた。 

金 日 成 首相は、 当時 南 朝鮮で 平和 統一を 希望す る 勢力が ひきつづき 高まり、 南北の 話し あいを もとめる 気運が ま 
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すます 強まって いた 情勢を 正しく とらえ、 祖国 統一と いう 共通の 目的の もとに 南 朝鮮の すべての 政党、 社会 団体 お 
よび 個別 的 人士との 連合を 主動的に 主張 するとと もに、 南北 連 席 会議、 または 個別 的な 会談の 開催を 提案した。 

これと ともに、 南 朝鮮人 民の 当面の 闘争 課題の 一つは、 祖国 統一の ための 主体的な 力を 強める うえで、 もっとも 
大きな 障害と なって いる アメリヵ 帝国主義 者と 李承晩 一味の ファッショ 独裁に 反対し、 民主的 自由と 権利を かちと 
る ことで あるとの ベた。 

大会は、 首相の 祖国 統一に ついての 構想と 方針を 具現した ■宣言 『祖国の 平和的 統一の ために』 を 採択し、 ' S 主 的 
な 祖国 統一を めざす 党と 人民の たたかいに 新たな 局面を 切り ひらいた。 

報告の つぎの 部分では、 総括 期間に 党を 強化す るた たかいで おさめた 大きな 成果が 総括され、 党を 組織的、 思想 
的に 強化す るた めの 課題が 全面的に 明らかにされた。 

金 日 成 首相は、 祖国の 統一と 北半 部の 社会主義 建設を 促進す るう えで 決定的な うらづけと なる のは、 革命の 戦闘 
的な 参謀 部で ある 党を 強化し、 その 戦闘力を あらゆる 面から 強める ことで あると 強調した。 

総括 期間に、 党の 隊列は 量的 ばかりでなく、 質的に も 強化され、 党の 指導 的 役割は 国家 生活の 全般的な 分野で い 
っそう 高まった。 党は その 献身的な たたかいに よって、 広 はんな 大衆の なかに、 深く 根を おろした 不敗の 戦_ 的隊 
列に 成長した。 

党の 発展で 重要な 意義を もつ のは、 党を 内部から 切りく ずそうと 悪らつに 策動して いた 謀略 分子、 分派 分子、 さ 
まざ まな 日和見主義 者を そのつど 摘発、 一掃し、 党の 統一と 団結を いっそう 強化した ことであった。 

金 日 成 首相は、 党を 強化す るた たかいで おさめた 成果を 総括 するとと もに、 歴史的に 朝鮮の 革命運動に およぼし 
た 分派の 罪状を えぐり だし、 とくに 八 •一 五 解放 以後、 南 朝鮮で 党 組織が 全面的に 破壊され たお もな 原因は、 ア メリ 
力 帝国主義の スパィ 朴憲 永、 李承燁 一味と 分派 分子の 罪悪 行為に ある ことを 指摘し、 党の 反 分派 闘争の 歴史的 経験 


395 


第 六 章 社会主義 革命の 歴史的 勝利 


で 全 党を. 武装 させた。 

首相は、 党を 強化す るた たかいに おいて、 ひきつづき 反 分派 闘争を 重視し、 まだ 党内に 分派の のこり かすと その 
思想 的 害毒が のこって いる ことを 警告しながら、 つぎのように 強調した。 

「われわれは、 朝鮮 革命の 参謀 部で ある わが 党の 指導 的 役割を あらゆる 面から 高め、 その 戦闘力を いっそう 強化 
する ために、 これまでの たたかいで かちとった 党の 統一と 団結を 瞳の ように 守らなければ なりません。 党を 切りく 
ずそうと する 敵の あらゆるた くらみを 徹底的に 粉砕し、 党内に 発生し うる あらゆる 不純な 要素にたい して 高度の 警 
戒心を 堅持し、 かれらに 容赦の ない 打撃を あたえなければ なりません」 

金 日 成 首相は、 党の まえに 提起され たぼう 大な 革命 任務と 党 発展の 実情に もとづいて、 党を しっかり かためる 問 
題を とくに 強調した 0 

これは 当時、 国際的に 修正主義が 台頭して いた 状況の もとで、 その 浸透を 徹底的に ふせぐ ために も いっそう さし 
せまった 問題と して 提起され た。 

金 日 成 首相は、 党 組織の 指導 活動での こって いる 一連の 古い 作風を 深く 分析、 批判し、 党 組織の 指導 活動と 党の 
思想 教育 活動を 強化す るた めの 具体的な 課題を しめした。 

金 日 成 首相は、 党を 強化す るた めには 党員の 党派 性を いっそう 高め、 かれらの 日常 的な 党 生活を 強化す る ことが 
なによりも 重要で あるとの ベ、 党員の 党 生活で 提起され る 具体的な 課題を 明らかにした。 つまり、 党員の すべての 
活動と 生活の 基準で あり、 基礎で ある 党の 規約 上の 義務を 正しく 順守す るよう 指導、 統制し、 党内 民主主義を 発揚 
させ、 批判と 自己批判、 とくに 下部からの 批判を 強める ことによって、 党員の 創意 性を 高めなければ ならない と教 
えた。 これと ともに、 党 組織が、 党員を 解説と 説得の 方法で 根気 強く 教育 しなければ ならない こと も 指摘した。 

そして、 幹部と 党員の なかで 革命— 的な 大衆 観点を 確立し、 党と 大衆との むすびつきを 強め、 *1 衆の つきない 創造 
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力を 正しく 組織し 動員す る 問題、 また 主観主義と 形式主義 的な 活動 作風を 一掃し、 党の 活動 方法を 改善す る ことに 
よって、 行政、 経済活動にたい する 党の 指導を 強める 問題な ど、 党を 強化す るう えで 党 組織の 指導 活動の まえに 提 
起された 具体的な 課題を 明らかにした。 

首相は 党を 強化す るた たかいで、 党の 思想 教育 活動を 強める ことに、 とくに 注意を はらった。 

首相は、 大衆とは なれ、 朝鮮 革命の 実践的な 問題と まったく かけはなれた 一般的な 訴え や、 「宣伝の ための 宣伝」 
を きびしく 批判し、 大衆 政治 活動が 勤労大衆の 社会主義 的 意識を 高め、 かれらが 党と 人民の まえに 提起され た 政治 
的、 経済的 課題を 自覚 的に 遂行で きる ようにし なければ ならない とのべた。 

この ことから 出発して 首相は、 党の 思想 教育 活動の 分野での おもな 課題は、 教条主義と 形式主義を 克服して 主体 
性を 確立す る ことで あると 規定し、 そのための 具体的な 課題を 明示した。 

金 日 成 首相が しめした 党 強化の 方針と 具体的な 課題は、 党の 統一と 団結を 守り、 党の 隊列を 組識 的、 思想 的に い 
っそう 強化す るた たかいに おいて 綱領 的な 指針と なった。 

首相は 報告を 終える にあたり、 つぎのように 強調した。  • 
「われわれは 全 朝鮮人 民を 正しく 導いて、 祖国の 民主主義 的な 統一と 独立の 大業を 達成し、 共和国 北半 部の 革命 
的 民主 基地を いっそう 強化す るた めに、 社会主義の 基礎 建設を りっぱに 遂行し なければ なりません」 

金 日 成 首相の 報告は、 大会 参加者の 熱狂 的な 歓迎を うけた。 

党大会で うちだされた 革命的な 路線と すべての 方針は、 当時の 内外 情勢にたい する ふかい 科学的な 分析に もとづ 
いて、 すべての 問題を 独自 的に、 創造的に 解決して ゆく、 金 日 成 首相の 偉大な 主体 思想を 輝かしく 具現した もので 
あった。 それは また、 革命の 発展が 提起す る 機の 熟した 問題を 適時に とらえ、 これを 正確に 解決す る 首相の 明哲で 
科学的な 洞察力と 洗練され た 指導の 正し さを はっきりと 証明す る ものであった。 
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北半 部の すべての 勤労者は、 この 年の メ ー デ ー を 党大会の 大きな 成果を 祝って、 とくに 意義深く 迎えた。 この 
日、 ピョンヤン 市民の 大デ モンス トレ ー ショ ンと 、各地で おこなわれた 野外 集会、 大衆 デモに 参加した 勤労者は、 
第三 回 党大会の 活動を 熱烈に 歓迎し、 大会の 決定を 実現す るかたい 決意と 闘志に みなぎっ ていた。 これは 偉大な 領 
袖 金 日 成 首相が 指導す る 党の まわりに かたく 団結して、 新しい 偉大な 勝利を めざして はやての ょぅに かける 朝鮮人 
民の 力の 示威で も あった。 

全 党と 全人 民は、 金 日 成 首相が 明らかに し た 綱領 的 課題を 高く かかげ、 社会主義の 基礎 建設を 完成す るた めの 荘 
厳な たたかいに たちあがった。 

任務は おもく、 前途は けわしかった が、 党と 人民は 一つの 大きな 戦闘 隊列を くみ、 領袖が さししめす 大業の 勝利 
めざして 力強く 前進した 0 

2 農業 協同 化への 近道 

戦後の 復興 期、 工業で ひきつづき 革新の 炎が もえさかって いたと き、 金 日 成 首相は もぅ 一つの 戦線で 偉大な 某 命 
運動を 指導して いた。 それは、 農村の 社会主義 的 協同 化と 都市の 個人 商工業を、 社会主義 的に 改造す るた たかいで 
あった。 

農業の 協同 化は、 勤労者が 伝説 的な 千里 馬の 勢いで 社会主義 建設に おける 飛躍と 革新を おこしは じめ た 一九 五六 
年〜 五 七 年 ころ、 すでに 最後の 勝利の 段階には いっていた。 

農民 大衆を あらゆる 拽取か ら 解放して 社会主義 勤労者に 改造し、. かれらを 社会主義 •共産主義へ とみち びく こと 
は、 労 11 者階圾 とその 党の まえに 提起され たも -〇 とも 重要な 課題の 一つであった。 
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わが国は かつてたち おくれた 農業国で あり、 農民が 人口の 過半数を 占めて いたた め、 金 日 成 首相は この 問題に 特 
別な 関心を はらった。 

金 日 成 首相は 解放 直後、 土地改革を 実施して 農民を 封建的な 棒 取から 解放し、 かれらの 生活水準を いちじるしく 
高めた。 

しかし、 首相は、 「擬業 生産力を 古い 生産 関係の くびきから 完全に 解放し、 農民を 拽 取と 貧困から 終局 的に 解放 
する ただ 一つの 方法は、 農業の 社会主義 的 協同 化」 であると 教えた。 

民主 革命の 段階で 遂行した 土地改革が、 封建的な 土地 所有 関係を 一掃して 農民を 地主の 搾取と 隸属か ら 解放し、 
農業 生産力を 封建的な 生産 関係の くびきから 解放した ものであると すれば、 社会主義 農業 協同 化は、 農村から 資本 
主義の 要素を 一掃し、 個人 農業 経営を 社会主義 的. な 集団 経営に 改造して 農民を あらゆる 拽 取と 貧困から 永遠に 解放 
し、 農業 生産力を 私的 所有に もとづいた 古い 生産 関係の くびきから、 完全に 解放す る ことを 意味した。 

個人 農 経営を 協同 化する ことにょっての み、 農村に おける 棒 取と 貧困の 根源を 完全に 一掃す る ことができる だけ 
でな く、 農業を 計画的に いとなみ、 農業に 先進 的な 技術を ひろく 導入し、 農業 生産力を すみやかに 発展 させ、 それ 
にと もな って 農民の 生活を いっそう 向上させる ことができた。 

金 日 成 首相は 早くから この 問題を 解決す るた めに、 アジアでは じめ ての、 もっとも 徹底した 土地改革を 実施し、 
ひきつづき 農業 協同 化を 準備す るた めの 見と おしを もった 政策を それぞれの 時期に しめし、 これらを つらぬいた。 

集団 的な 国営 農牧 場の 創設と 拡張、 農村の 信用協同組合 おょび 消費 協同組合の 創設と その 強化、 農 機械 賃耕 所の 
創設と それを つうじての 農村にたい する 支援、 農民が つくった 労働 協力 班にたい する 奨励と 支援な どの 措置は、 す 
ベて 農業 協同 化の 条件を ととのえる ための ものであった。 

土地改革を はじめと する こうした 措置は、 農業 協同 化 運動の 確固たる 前提条件と なった。 
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戦後、 個人 農 経営の 社会主義 的 協同 化は、 おくらせる ことので きない さしせまった 要求と して 提起され た。 

戦後、 農業 部門で もっとも 緊急な 問題と して 提起され たのは、 戦争に よる 大きな 被害の ために 苦しくな った 農民 
の 生活を、 みじかい 期間 内に たてなおす ことであった。 

しかし、 戦争の ために 事情が 悪化した 個人 農 経営では、 たちおくれて いたう え、 破壊され た 農業を すみやかに 発 
展 させる ことができず、 したがって、 戦後の 困難を きわめた 食糧 問題を 解決す る こと もで きなかった。 

また 個人 農 経営を そのままに して おいては、 新しい 技術で 急速に 発展す る 工業に 農業を 追いつかせる ことができ 
ず、 人民 経済を 全般的に 発展させる こと もで きなかった。 

それば かりで なく、 個人 農 経営を そのままに しては、 労農 同盟を さらに 強化す る こと も、 階級の 敵が 根を おろす 
経済的 地盤を 完全に なくす こと もで きず、 したがって 北半 部の 革命 基地を いっそうう ちかた める こと もで きな かっ 
た 0 

農民 もまた、 いままでの ような 古い 方法では 生活で きない ことを 感じて いた。 

これらす ベての 事情を 綿密に 考慮した 金 日 成 首相は、 農業の 社会主義 的 協同 化が もはや おくらせる ことので きな 
い 現実の 要求で あると 判断し、 大胆に この 運動を おしすすめた。 

首相は、 朝鮮 労働党 第 四 回 大会の 演壇に たったと き、 当時を ふりかえりながら つぎのようにの ベた。 

「戦後の わが国の 状況では、 農業の 協同 化は これ 以上 解決を おくらせる ことので きない さしせまった 要求と な 
り、 農民 自身が 古い 方式を つづけて は 暮らして いけない という ことを その 生活の 苦し さから 悟りは じめ てい まし 
た。 そこで わが 党は 停戦 直後に、 農業 協同 化の 課題を うちだし、 農民の 熱意が 高まる につれ て、 この 運動を 積極的 
におし すすめました」 

しかし 農業 協同 化は、 はじめから 終りまで 慎重 さと 創意 性を 発揮せ ずして は 成功で きない、 きわめて 複雑で 長期 
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にわた る 困難な 革命であった。 なぜなら、 農業 協同 化は、 数千 年 もの あいだ つづいて きた 小農 経営を 根 こそぎ にす 
る 根本的 変革で ある ばかりでなく、 勤労者と しての 肯定的な 面と 小 所有者と しての 保守的な 側面を あわせて もつ 農 
民を、 社会主義 的な 勤労者に 改造す る 深刻な 闘争であった からで ある。 

事実、 社会主義を 建設す るいかなる 国の 党 や 指導者 も、 この 問題に かんしては きわめて 慎重な 検討を かさねた。 

一部の 国では、 一定の 混乱 さえ まねいた。 ところが 共和国 北半 部の 場合は、 戦争に ょって 農業が 破壊され 農民の 生 
活が 零落して いたう えに、 工業化が 遂行され なかった ため、 問題は さらに 深刻であった。 

しかし 金 日 成 首相は、 この 問題に おいても 独創的な 方針を うちだし、 禍いを 福に 転じながら、 農業 協同 化 運動を 
もっ とも 順調で 近い 道へ と 導いて いった。 

金 日 成 首相は、 農業 協同 化の 任務を 完全に 独創的に 解決した。 

首相は 農業 協同 化を 実現す るに あたり、 技術 改造に 先だって それを 遂行す る 大胆で 創造的な 道を 切り ひらいた。 

これは、 生産 関係の 社会主義 的 改造と 技術 改造の 順序を 根本的に かえた 独創的で 主体的な 方針であった。 

この 方針は 内外の 少なからぬ 人び とを おどろかせた。 技術 改造を 先 だた せて こそ 経済 形態の 改造が 可能で あるか 
のょうに 考えて いた 教条主義 者たち は、 首相の 革命的な 方針を 理解す る ことができなかった。 かれらは、 「社会 主 
義的 工業化を 実現し ない ことには、 生産 関係の 社会主義 的 改造は 不可能で ある」 とか、 「現代的 農 機械な しには 農 
業を 協同 化する ことができない」 といいながら、 この 方針に 疑問を はさみ、 動揺した。 

しかし 金 日 成 首相は、 技術的 条件は 社会主義 的 協同 経営の 優越性を 発揮させる 不可欠の 条件には なる が、 協同 化 
実現の 不可欠の 条件には なりえない とみな した。 

首相は、 生産力と 技術の 発展 水準が 比較的に 低い 条件の もとで も、 生活が 古い 生産 関係の 改造を 切実に 要求し、 
また それを やりとげる ほどの 革命 勢力が 準備され ている ときには、 ためらう ことなく 社会主義 的 改造を 遂行して、 
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社会主義 的 生産 関係を 確立す る ことができ、 またそう すべきで あると 考えた。 

戦後の 共和国 北半 部では、 農業の 社会主義 的 改造が さしせまった 要求と して 提起され ていた だけでなく、 革命で 
きたえられ、 党と 領袖の まわりに かたく 団結した 農民 大衆が あり、 かれらの 政治的 熱意は きわめて 高かった。 

これら すべてを 考慮して 金 日 成 首相は、 「人民 経済の 技術的 改造が 実現で きる まで 工業が 発展す るのを 待つ ので 
はなく、 社会 発展の 成熟した 要求に したがって 先に 生産 関係の 社会主義 的 改造を 遂行し、 生産力を すみやかに 発展 
させ、 とくに 技術 革命の ための ひろびろとした 道を ひらく」 S 極 的な 方針を うちだした。 

このょうに、 経営 形態の 改造を 技術 改造に 先 だた させて 遂行す る 方針は、 金 日 成 首相が はじめて 明らかにした 独 
創 的な 方針で あり、 これは、 たちおくれた 経済を もった ままで 社会主義の 道には いる 国々 における 社会主義 革命の 
遂行に 大きな 理論的、 実践的 意義を あたえる ものである。 

金 日 成 首相は こうした 大前提に たって、 農業 協同 化の 具体的な 方針を 創造的に うちだした。 

金 日 成 首相は、 ® 業 協同 化の 実現で 自発性の 原則を 朝鮮の 具体的な 実情に あうょう に 創造的に 適用した。 

酋 相は ift 業 協同 化 運動を 指導す るに あたり、 もっとも 重要な ことは、 r …… 卽発 性の 原則を— 敝格に 守 仏、 実践的 
な 模瞰 をと おして ia 民に 協同 経営の 優越性を 認識させる 基礎のう x.( で、 この 運動を 発展させる ことで ある.」 とのべ 
た。 

首相は、 S 業が ひどく 破壊され、 協同 経営を 組織 運営した 経験の ある 準備され た 幹部が たりず、 農民の 文化 技術 
水準が 低い 実情な どを 具体的に 考慮し、 まず 貧農と 党の 中核 分子で 各 郡に いくつかの 協同 農場を 組織し、 それを 強 
化する 経験的な 段階を もうけた。 

首相は、 この 経験的な 段階を へて 幹部に 協同 化 運動を 指導で きる 経験と 教訓を つませ、 協同 化 運動の 勝利にたい 
する 確信を もたせ、 ■盛 村の 具体的な 実情に あう 形態と その 規模な ど、 協同 化の 具体的な 方法と 速度を 正確に 規定で 


402 


2 盌業 協同 化への 近道 


きる ようにした。 そして 一方では、 実物 教育と 実践的な 模範を つうじて 協同 経営が すぐれて いる ことを しめし、 広 
はんな 農民 大衆、 とくに 中農が 自発的に 協同 農場に 加入で きる ようにした。 

金 日 成 首相は また、 鹿 業 協同 化で 階級 政策を 正しく 規定した。 

ia 業 協同 化 運動は K 本 主義 的 要素を なくし、 ® 民を あらゆる 形態の 搾取と 抑 王から 解放す る 深刻な 階級闘争 であ 
る だけに、 正しい 階級 政策を 実施し、 階級 的 力関係を 正しく 配置す る ことが きわめて 重要であった。 

協同 化を 実施した 当時の 農村の 階級 構成は、 貧農が 四 〇パー セント、 中 ft が 五 九 •四 パ ー セント、 富農が 〇 .六 

パー セントであった。 

そのうち、 貧農は 党の 協同 化 政策を もっとも 積極的に 支持した。 中邀 は、 協同 化にたい する 態度が それぞれち が 
っていた。 すなわち 、土地改革の 結果 形成され た 新しい 中農は 貧 ft とともに 協同 化を 積極的に 支持し、 のこりの 中 
農は 動揺し、 ためらった。 富農は 協同 化に そっぽを むく か 反対す る 立場に あった。 

金 日 成 首相は、 農 村の こうした 階級 構成と かれらの 動向を 科学的に 判断し、 一貫して 「貧農に しっかりと 依拠し 
ながら 中 * との 同盟を 強化し、 富 ii を 制限し しだいに 改造す る」 階級 政策を 実施した。 

金 日 成 首相は、 農民の 各階 層にたい して 具体的に つぎの ような 対策を 実施した。 

貧農にたい して —— 、貧農と 中核 的な 党員を 中心に して 協同 農場を 組織し、 貧農が 協同 化 運動の 中心に たって 先 
駆 者 的な 役割を はたす ようにした。 

中農にたい して —— 、中農が もっている 階級 的な 二重 性を 考慮し、 かれらの 利益を そこなったり、 かれらとの 同 
盟を 弱める ような あらゆる 行為を 厳禁し、 実物 教育を 基本に して かれらを 協同 経営に sf 極 的に ひきいれる ようにし 
た。 

富 斑にたい して —— 、富農を 階級と して 収奪す るので はなく、 かれらの 搾取 者 的 本性を きびしく 制限し、 労働に 
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たいする 教育を とおして 社会主義 勤労者と して 改造す るよう にし、 反抗す る ものにたい しては きびしい 制裁を くわ 
える ようにした。 

したがって、 農業の 社会主義 的 改造は 資本主義 的 要素にたい する 深刻な 階級闘争を 前提に した ものであった。 

金 日 成 首相が、 富農を 収奪す る 方法に よってでは なく、 しだいに 改造して いく 方針を とった のは、 社会主義 革命 
勢力が 強大で あり、 富農 自体が 弱く、 社会主義^! の 急激な 前進に ともなって 富農の 神 取 的 地盤が なくなった こと 
など、 具体的な 条件を 科学的に 分析した うえでの 創造的な 階級 政策であった。 

金 日 成 首相が しめした 農業 協同 化の 創造的 方針の もう 一つは、 農業 協同 化 運動と 協同 農場にたい する 国家の 強力 
な 支援で ある。 

この 方針を しめす にあたって 首相が 考慮した ことは、 第一に、 農村と 農民にたい する 支援と 援助は 主権を にぎっ 
た 労働者階級の 使命で あると いう こと、 第二に、 どのような 経営 制度 も 一定の 階級の 支援の もとでの み 発生し、 発 
展 するとい うこと、 第三に、 農業 協同 経営は プロレタリア 独裁の もとで 発生した ものであって、 個人 農 経営とは 比 
較 できない ほど 大規模な 生産 組織で あると いう こと、 第 四に、 協同 農場が 戦争で 農村が ひどく 破壊され た 状況の も 
とで 発生、 発展 するとい うこと などで あつた。 

金 日 成 首相は、 協同 化を 準備す る 段階で もそう であった が、 協同 化の 初期から 協同 農場にたい する 全 党 的、 全人 
民 的な 運動と して 国家的 支援を 強める ように L た。 

これは、 協同 化 運動を 最後の 勝利に 導く 強い 力に なった。 

金 日 成 首相が うちだした この 創造的な 方針は、 共和国 北半 部に おける 偉大では あるが 困難な、 農村の 社会主義 的 
変革を もっとも 短期間に 誤りな く 模範的に 完成し うる 方針であった ばかりでなく、 社会主義の 建設 途上に ある 国 や 
社会主義を めざして いる 国ぐ にに、 勝利の 道を しめす 規範と もい うべき 科学的な 方針で も あった。 
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金 日 成 首相は、 このように 独創的な 方針を しめす 一方、 みずから 協同 化 運動の 先頭に たって こまかな 指導を おこ 
なった。 じつに、 この 運動の 輝かしい 勝利には、 工業 分野の 難問 解決に 多忙を きわめた にもかかわらず、 一日と L 
て やすむ ことなく、 直接 各地の 農村を 現地 指導した 首相の あつい 配慮が こめられて いるので ある。 

首相は まず、 試験的に 各 郡に いくつかの 協同 農場を 組織し、 党と 政権 機関の 活動家たち を 派遣して 新しい 農村 経 
営の 威力を 十二分に 発揮 させ、 それが 個人 農の 注目の 的に なり、 農民を ひきつける ものになる よう、 あらゆる 面 か 
ら 支援し、 指導した。 

一方、 党 中央委員会 第 六 回 総会の 直後、 首相は 中和 地区に 十四の 協同 農場を 組織し、 みずから 多くの 力を そそい 
で それを 指導した。 

つい 最近までは 個人 農と して 一人で 肥料 や 農機具、 役牛の 心配まで していた 古い 農場 員たち は、 首相の 直接的な 
指導に よって その 仕事ぶ り や 考え方を 大きく かえて いった。 一人では つみあげられた 石ころの 山 一つで 途方に くれ 
ていた 農民が、 みんなで 力と 知恵を だしあい、 土手を 切りく ずして 水を ひき、 ながいあいだた だ 一つの 方法 しかな 
いと 思って いた 古い 農法に 見き りを つけ、 まったく 新しい 方法で 農業を いとなん ♦た。 

こうして はじめての 年 〇- 農作業では、 かつてない 大 豊作が もたらされた。 首相は 農場 員たち の 大きな 変化に つい 
て、 後日つ ぎの ような 興味 ある 話を L た。 

「ことし、 われわれは 中和 農業協同組合 (当時は 農場を 組合と よんだ) に 三回 ゆきました。 春に いったと き 一部の 農 
民は うなだれて われわれを むかえました が、 夏に なって 農業が うまくいって いたと きに たずねて みると 喜色満面 
で、 秋になる と 農民たち は うれし さの あまり 笑いが とまらない ほどでした。 ある 老人は、 『わたしは 旧 韓国 時代 か 
ら 日本 帝国 義 支配の 時代、 そして 共和国の 時代になる まで 百姓を してきました が、 ことしの ような 豊作は はじめて 
です よ』 といった ものです」 
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事実、 各地で 試験的に 組織され た 協同 農場が その 年に えた 平均 収入は、 個人経営のと きよりも 稲作は 一町 歩 あた 
り 一一 〇〜一 五〇パ ー セント、 現金収入は 二〜 七 倍 も ふえた ので ある。 この おどろくべき 事実を まえにして、 個人 
農たち は 目を まるくした。 きのうまでの 個人 農 も、 協同 農場に 加入し さえ すれば、 自分たち が おどろくべき 力を 発 
揮す る ことを 悟った。 それと いうの も、 農場 員たち の 収穫高と 現金収入が 個人 農の それよりも はるかに 多かった か 
ら である。 個人 農の 場合、 土地改良な どは 力に あまって 思うよう にで きなかった が、 農場では 集団の 力で 土地を 改 
良し、 区画 も大 々的に 整理して 新しい 機械まで 使用した。 そのうえ、 いままでは せまいと ころで 一日中 黙々 と 働く 
しかなかった が、 いまで ii 仕事の 手を 早めながら も 笑いと 歌の なかで 働く ようになった の だから、 その 変化には 非 
常に 大きな もの •か あった。 

こうして 個人 農の 心は 大きく ゆすぶられた。 そして、 半信半疑だった 中農まで が 協同 経営の すぐれてい る ことを 
深く 信ずる ようになり、 先を あらそって 協同 農場に くわわる ようになった。 

金 日 成 首相の あたたかい 指導の もとに、 経験的 段階で 実施され た 実物 教育は、 このように して 農民の 心を しっか 
り とらえた ので ある。 貧農は もちろん、 数多くの 中農 も 協同 化の 方針を 支持した。 

経験的 段階で、 指導 的な 活動家たち は 協同 化 運動の 勝利にたい する 確信を いだく ようになり、 新しい 幹部 も 数多 
く 育成され た。 こうして 協同 化 運動は 一九 五 四 年の 党 中央委員会 十一月 総会を きっかけに、 新たな 大衆 的 発展の 段 
階には いるよう になった ので ある。 

農民が 大衆 的に 協同 経営に 参加す るよう になる につれ、 協同 経営の 形態と 生産 手段の 総合 方式が 重要な 問題と し 
て 提起され た。 

金 日 成 首相は 協同 経営の 三つの 形態を さだめ. •農民が その 実績と 自覚の 程度に よって、 自分たち に 適した ものを 
えらぶ ようにした。 
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すなわち、 固定 的な 労働 協力 班で ある 第一 形態と、 土地を 統合して その 経営を 共同で おこないながら も、 土地と 
労働力に よって 分配を うける 半 社会主義 的な 形態で ある 第二 形態、 さらに、 土地を はじめ その他の 生産 手段を 共同 
所有に し、 共同経営の 収入を 労働力に よっての み 分配す る 完全な 社会主義 的 形態で ある 第三 形態の 三つであった。 

金 日 成 首相は、 組合員の 役牛と 農機具の ような 生産 手段を 統合す る 際 も 機械的に おこなわず、 かれらの 希望に し 
たがって 統合す るか、 または 一定の 時期まで それを 私的 所有と しての こして おきながら 共同で 利用す るよう にし、 
統合す るに しても 必ず それ 相当の 代価を 支払うよう にした。 

首相が うちだした この 三つの 形態と 生産 手段の 統合 方式は、 中農を して 協同 経営を たやすく うけいれさせ、 協同 
化の 過程で おこりうる あれこれの 偏向を 事前に ふせぐ ことができる ようにした。 

一方、 農村の 技術水準と 活動家たち の 管理 水準を 考慮して、 はじめは 農場の 規模を 四十〜 百 戸 程度の 小さい 組織 
とし、 それが 強化され るに つれて 規模を しだいに 大きく していく ようにした。 

金 日 成 首相は、 いっそう 多くの 党の 力を 協同 化 運動に ふりむける 一方、 党と 国家の 指導 幹部を 多くの 農場に 派遣 
して それぞれの 農場の 指導に あたらせ、 かれらの 活動 報告を つうじて 農場の 状況を とらえ、 経験を 統合しながら そ 
のつ ど 新しい 措置を とった。 

そしてみ ずから も 各地の、 農村に おもむいて 数多くの 農場を りっぱに ととのえ、 その 模範を 全国に I 般 化した 0 

首相は 協同 化 運動の 期間 中、 平安 南 道の 農業 部門にたい して だけで も、 じつに 百 余 回に わたって 現地 指導し、 そ 
のうち 江 西 郡 青山 里には 十六 回、 順 安 郡 元 和 里には 十七 回 も それぞれ 現地 指導を おこなった。 

首相は ゆく 先々 で、 農民に 協同 農場の すぐれて いる ことと 協同 化 方針を わかりやすく 解説し、 この 道に すすんで 
こそみ んなの 暮らしが 文化的な ものと なり、 国 もりっ ぱにな るとの ベた 0 

人民を かぎりなく 愛する 金 日 成 首相は、 かれらに 新しい 真理を あたえ、 かれらとう ちとけ て 話し あう ことを 大き 
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な 幸福と 考えた® 首相に と '- > て 人民 大衆の 顔と 声は どんな 報告書ょりも 貴重な ものであった。 

首相は つねに 農民と 少しのへ だたり もな く 接し、 かれらの 暮らしむ き やねが い、 微妙な 心の 動きまで とらえ、 そ 
のつ ど 革新的な 助言と 助力を あたえながら 革命の 前途を 順調に 切り ひらいて いった。 わずか 一年め に 協同 化 運動の 
経験的 段階を 総括し、 大衆 的な 発展 段階へ と 導いた の も、 また 頭を もたげた 左右の 日和見 的 偏向を 適時に 克服して 
運動を 正しく 発展 させ、 協同 農場の 量的な 拡大に 質的な 成長を 追いつかせた の も、 首相が 大衆の なかで とらえた 数 
多くの 問題を ねりあげて それを 政策 化した たまものであった。 

首相は、 協同 化 運動の 初期から 党と 国家の 総力を あげて、 協同 農場にたい する 指導と 援助を 惜しみな く あたえ 
た。 一九 五 五 年からは 毎年、 全国的な 範囲で 協同 農場を 組織的、 政治的に 強化させる ための 大規模な 集中 指導を お 
こなっ た。 

一九 五 五 年 十一月 だけで も 八 千 余 名の 指導部を 動員し、 四 か 月に わたる 集中 指導を おこなった。 

それと ともに、 農場を 経済的に しっかりと 築く ための 国家的な 援助 活動 も大 々的に くりひろげた。 

金 日 成 首相は 国の 暮らしむ きが まだ 苦しかった ときに も、 農業の 物質的、 技術的 土台を 強める ためにぼう 大な漼 
漑 水利 工事 や 農 機械 作業 所 網を ひろげる こと や、 農業の 技術 人材 養成を はじめ 数多くの 事業を 計画し、 それに ばく 
大な 資金を ふりむけた。 

農場にたい する 配慮は じつに 大きな ものが あった。 農 機械 作業 所に 田畑の 耕作を うけもたせ、 農 器具と 化学 肥 
料、 ばく 大な 営農 資金、 食糧、 種子、 種畜を 供給し、 国にたい する 農民の 負債まで 免除した。 また 一九 五六 年から 
は 固定 現物 税制を 実施し、 税率を ひきさげ、 農民の 負担を 軽く して 生産 意欲を 高めた。 

それだけではなかった。 農村の 労力 不足を おぎない 農村に 中核 陣地を 築く ために、 除隊 軍人と 初級 おょび 高級 中 
学校の 卒業生を 数多く 農村に おくりこんだり、 農繁期には 田畑が にぎわう ほど 人び とを 動員して 農民の 仕事を たす 
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けた。 

金 日 成 首相は それでもな お 満足で きず、 あらゆる 村々 をたず ねて 指導した。 

首相は 多忙な 政務の あいまに 遠く 山間 僻地の 農村までで かけ、 山を 利用して 暮らしを ゆたかに する 方法を 教える 
など、 ゆく 先々 で 農民と ひざをまじえて 話し あった。 あるいは また、 娘のと つぎ 先の 家を たずねる 母親の ように 農 
家の 台所にまで 気を くばり、 食器棚 や 米び つまで のぞき、 みそ やしょう 油の 味に も 心を くだいた。 

金 日 成 首相が 咸鏡南 道洪原 郡の 農民を たずねた ときの ことで ある。 

首相は 農場の 経営に ついて たずねた のち、 困った ことがあれば 遠慮せ ずに 話しなさい と 農民たち にいった。 

しかし かれらは 首相の 心 づ かいを あまりに もよ く 知っていた ので、 多少 困難な 問題が あるには あった が、 なにも 
ない とこた えた。 

ところが、 ある 婦人 農場 員が ためらいが ちに 席を たち、 「首相 さま、 わたくしたち 女性は 荷物を 頭に のせて はこ 
びます が、 これが 少 々骨が おれます」 といった。 

本格的な 農村の 技術、 文化 革命を 準備して きた 金 日 成 首相は、 一 農場 員の この 発言を 決して 軽く きき 流さな かっ 
た。 婦人たち が 荷物を 頭に のせて はこぶ ことに 胸を 痛め、 深く 考え こんでいた 金 日 成 首相は 笑顔で、 「これは 技術 
革命の のろしと なりましょう」 とのべた。 素朴な 農場 員の この ひとことから、 農場 員たち がすで に トラクタ I や 卜 
ラックな どの 現代的な 生産 手段を つかって 働きたい という 願望と、 文化的に も 早く 発展し ようとす る 熱望を よみと 

ったので ある 0  ' 

金 日 成 首相は 自身の 構想と 農民の 念願に もとづいて、 ただちに 協同 化 運動に 技術、 文化 革命を 追いつかせる 方針 
をう ち だ L た。 

首相は、 その 女性 農場 員の ことばを すべての 農民の 切実な ねがいで あると みなし、 楽 元、 岐陽 、徳 川な どに おも 
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慈 江 道 長江 郡国宗 浦里 協同 農場 員 と 話し あう 金 日 成 首相 


むいて、 質の よい 多くの 農 機械を 農村に 供給す るよう によ 
びかけ た。 

金 日 成 首相を 人民の 父と よぶ そのこと ばの なかには、 ど 
れほど ゆたかで 深い 内容が 盛られて いる ことであろう か。 

このように、 あらゆる 面に わたって 大河の 流れの ように 
つきる ことなく そそぎこまれる 首相の 親身の 配慮と 支援の 
まえで、 胸を あつく しない 農民は いなかった。 これらす ベ 
ての 配慮は、 金 日 成 首相の 対策 こそ、 この 世で だれも あた 
える ことので きなかった、 人 K にたいする もっとも 大きく 
あつい 愛情で ある ことを かれらに 深く 感じさせた。 

農民は 活気に みち あふれた。 貧しい 土台から たちあがっ 
た 幼い 協同 農場は、 からだの 弱い 人間が 高価な 営養 剤を の 
んで 力を えた かの ように、 見る みるう ちに 強固な ものと な 
った。 こうした 協同 農場の 発展ぶ りを 見て、 それに 加入す 
る ことを ためらう おろかものは いなかった。 

貧農は もちろん、 中農まで 過去への 未練を いっさい ふり 
切って 協同 農場に 加入した。 

こうなる と 富農の 立場 も 一変した。 すべての 貧農、 中農 
が 協同 農場に 加入した あとの 富 m- は、 どこから も 人手を も 
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とめる ことができず、 まったく 孤立した 状態に おちいった。 そして かれら も、 協同 農場の 優越性を 深く 悟る ように 
なった。 こうして 富農まで が 農村の 社会主義 的 改造を どうしてもう けいれ ざるを えない ようになった。 

しかし、 ごくわず かの 反動 分子 だけは、 協同 化 運動にたい して 執拗に 破壊 謀略 策動を おこなった。 これは、 巨大 
な 革命的 現実の まえで 絶望した、 くつがえされた 搾取 階級の 残余 分子ら の 最後の あがきであった。 だが かれらの 謀 
略 策動は、 めざめ、 組織され た 人民 大衆に 徹底的に うちくだかれた。 そして 協同 化 運動は、 古い 社会の のこり かす 
を 一掃しながら 大河の ごとく、 とうとうと 流れて いった。 

こうして、 はじめは あたかも 冬を 追い やる 早春の 若草の ように、 ところどころに 徐 々にあら われた 協同 農場が、 
ついには すべての 山野を 目の さめる ような 青々 とした 新緑で おおう 初夏の ごとく、 すべての 山村と 田野に くまなく 
ひろがった。 

協同 化 運動は 勝利した。 農業 協同 化は、 こうして はじまって からわず か 四〜 五 年に しかなら ない 一九 五八 年 八 
月、 ついに 世界を おどろかせる 偉大な 勝利を 宣言した。 

こうした とき、 首相の よびかけに かぎりなく 忠実な 労働者階級は、 困難な たたかいを かさねながら 自分たち の 技 
術で つくった トラクタ ーや トラックを 農村に おくりは じめ た。 

岐陽 トラクタ ー エ場の 労働者は 、「鋼鉄の 牛」 —— 「千里 馬」 号を 駆って H ンジン の 音 も 高らかに、 金 日 成 首相 
に 会うた め ピョンヤンに むかった。 野良仕事を していた 多くの 農民たち は 「千里 馬」 号を 見る や いっせいに かけよ 
り、 トラクタ^ ~ を かこんで 歓声を あげ、 踊り だした。 

かれらは、 こみあげて くる よろこびを おさえ きれず、 声を かぎりに 「金 日 成 首相 万歲\」 を 叫んだ。 

数千 年に わたる 苦しい 肉体労働の 歴史に 永遠の 別れを つげる 幕が、 いま しずかに おりたの である。 

農民たち は、 「千里 馬」 号 トラクタ ー が 田を 耕す のを 見て、 涙を 流しながら 子どもに こう 語る のだった。 
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「おまえたち はいい 世の なかに 生まれた。 たとえ 百 歳に なっても 腰が まがる ことは あるまい」 と。 

この ことばは、 協同 化の 偉大な 勝利と ともに、 技術 革命の 時代を むかえた この 国の 農民の、 ふくらむ ような 希望 
と 感慨を こめた 詩で も あった。 

一九 五八 年末、 金 日 成 首相は 農業 生産力を さらに 発展 させ、 とくに 農業にたい する 技術的 改造を 本格的に おしす 
すめる ために、 協同 農場を 里 単位に 統合して、 その 規模を 拡大す る 措置を とった。 

金 日 成 首相は、 北半 部に おける 農業 協同 化の 勝利を 総括し、 勝利した 社会主義 協同 経営を 力強く 発展させる ため 
に、 一九 五 九 年 一月、 全国 農業協同組合 大会を ひらいた。 

大会で 首相は、 社会主義 的 協同 化が 完成した のち、 農村で 強力に おしすすめなければ ならない 中心的な 革命 課題 
は 技術 革命、 文化 革命、 思想 革命で. あると 規定した。 

金 日 成 首相は つぎのように 教えた。 

「農村で 社会主義を 建設す るた めには、 生産 関係を 改造す る だけでなく、 農業の 技術 改造を おこない、 農民の 意 
識を 改造し なければ なりません」 

首相の この 方針に もとづいて、 農村では 技術 革命、 文化 革命、 思想 革命が 力強く おしすすめられた。 

こうして 共和国 北半 部では、 社会主義 的 生産 関係が 全 一 的に 支配す るよう になった ばかりでなく、 発展した 技術 
と 文化が たえまなく 普及し、 農民の 思想 意識に も 大きな 変化が おこりは じめ た。 

これは 歴史に 金字塔を うちたてるべき 偉大な 勝利であった。 複雑 かつ 困難な 革命で ある 社会主義 的 農業 協同 化 
を、 このように 独創的に、 しかも 最短 期間に 完成して 農業 発展の 輝かしい 展望を 切り ひらいた 例は、 まさに 世界の 
どこの 国に も 見られない ことで あつた。 

これは、 金 日 成 首相の すぐれた 政治的 英知と その 指導に よっての み 可能であった。 
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思えば、 農業 協同 化 運動が おこなわれて いた 期間は、 人民 経済の すべての 部門で たび 重なる 難関を のりこえ、 惡 
戦 苦闘を しながら 大変 革を おこして いた 時期であった。 

破壊し つくされた 農業の 復旧、 生産 関係の 社会主義 的 改造、 工業の 全面的な 復興 建設と 人民 経済の 技術的 改造な 
ど、 その 一つ一つが 力に あまる 歴史的な 課題であった。 

しかし 金 日 成 首相は、 これらす ベての 大事 業を 同時に 解決しながら も、 農業 協同 化 運動を このように 最短 期間に 
輝かしく 完成した ので ある。 

まさに 金 日 成 首相の 思索と 英知と 革命的な 展開 力には、 限界と いう ものがなかった。 

いかに 複雑な 対象にたい しても 科学的な 戦略 戦術を たて、 各方 面から 立体的 かつ 連続 的に 攻撃を くわえ、 それを 
最短 期間に みごとに 占領す る こと、 まさに ここに 金 日 成 首相の もつ 指導 芸術の 輝かしい 一面が あるので ある。 

首相の 独創的な 方針と 人民の ためには どのような 苦労 もい とわない 熱い 肉親 的な 配慮が、 党と 大衆の 熱意に むす 
びつ いて 偉大な 力を 生み だし、 ついに ひろびろとした 農村の 自然と 農民を、 社会主義の 歴史の 舞台に のせた ので あ 
る 0 

社会主義 的 農業 協同 化と 協同 農場は、 まさに 金 日 成 首相が 農民に さししめした 社会主義への 大路であった。 活気 
にあ ふれる 協同 労働と よろこびに みち あふれる 社会主義 大家 庭と 新しい 先進 技術が 生まれ、 最新 機械が かけて くる 
大路、 農民たち はこの 大路に たって、 小規模で 分散 的であった あの 個人経営 のうら さびしい 小路を 感慨 深げ にかえ 
りみ るので あった。 

共和国 北半 部の 農民は だれもが、 かぎりなく 幸福な 明日を 目の まえにして 過去との 訣別を よろこんだ。 かれら 
は、 活気に あふれて 働き トラック や トラクタ ーを 駆った。 そして 絵の ように 美しい文 化 住宅で 暮ら L、 りっぱな 学 
校 や 幼稚園を 見て まわりながら、 一つの 熱い 思いに ひたった。 それは とりもなおさず、 勝利と 幸福を もたらした 指 
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導 者 金 日 成 首相への かぎりない 感謝と 忠誠の 念であった C 

境遇 も 考え方 も 複雑で、 文字 どおり 各人各様の 農民たち を 教育 改造し、 協同 化の 大船に のせて 暗礁 や 浅瀬の 多い 
海を 一度の 失敗 もな く 全速力での り 切り、 社会主義の 港に たどりつかせた 金 日 成 首相は、 まさに 現代の 偉大な 巨人 
である。 

3 「ともに 共産主義 社. 会へ すすもう」 

社会主義は 農村 ばかりでなく、 国の すべての 部門で くまなく ひろがって いた。 

金 日 成 首相は 農業 協同 化 運動を 積極的に 導きながら、 都市に のこって いる 古い 社会の 最後の 経済的 要素で ある 個 
人手 工業と 資本主義 的 商工業を 社会主義 的に 改造す る 活動を 組織 指導した。 

社会主義 制度を しっかりう ちた てるた めには、 農村で 個人 農 経営を 協同 化する •たけで なく、 都市で も 個人 手工業 
と 資本主義 的 商工業を 社会主義 的に 改造し なければ ならなかった。 

北半 部に おける 個人 手工業の 社会主義 的 改造は、 過渡期の 初期から 客観的に 要求され ていた。 

日本 帝国主義 支配の 時期に 破産し、 窮乏して いた 手 H 業者たち は 解放 後、 首相の あたたかい 配慮と 人民 政権の 積 
極 的な 援助の もとで 経営を 発展 させ、 その 生活 もい ちじる しく 改善され た。 しかし、 零細で 技術的に たちおくれた 
手工業は 強固でなかった し、 大きく 発展す る 見 こみ もなかった。 手工業 者は その 経営を 統合す る 協同 化の 道を すす 
んで こそ、 生産と 技術を さらに 発展 させ、 生活 も いっそう 改善す る ことができた。 

手工業 者の 困難な 状態を 知っていた 金 日 成 首相は、 社会主義 制度を しっかりとう ちた てる 遠大な 構想の もとに、 
過渡期のは じめ にあた る 一九 四 七 年から 自発性の 原則に もとづいて 手工業 者の 生産 協同組合を つくり、 その 経営を 


414 


3  「ともに 共産主義 社会へ すすもう」 


社会主義 的に 改造す る 方針を とってき た。 

金 日 成 首相は 戦争 中 も、 大規模な 国営 工業が 破壊され ? C 状態の もとで 人民 生活を 安定させる ため、 国営の 地方 エ 
業と ともに 協同組合 工業を 発展させる ための 多くの 措置を とった。 

ところが 戦後、 戦争 中に 大きな 被害を うけてます ます 困難に なった 手工業 者たち は、 その 経営を 統合して 国の 積 
極 的な 援助を うけないで は、 もはや 経営を つづける こと も、 生活を 改善す る こと もで きな くな っていた。 こうした 
実情を 考慮した 金 日 成 首相は、 手工業 者の 協同 化を 全面的に おしすすめる 方針を しめした。 

手工業 者たち は、 金 日 成 首相の 協同 化 方針を 積極的に 支持した。 こうして 手工業の 協同 化は 戦後わず か 数年の あ 
いだに 完成した。 

一方、 資本主義 的 商工業を 社会主義 的に 改造す る 困難な 革命 課題 も、 首相の 正しい 導きに ょって 比較的み じかい 
期間に 順調に 遂行され た。 

もともと 資本主義 的な 拽取 者で ある 個人 商工業者は 社会主義 革命で 収奪の 対象と なりうる ものであった。 

しかし 金 日 成 首相は 国の 具体的な 実情から、 資本主義 的 商工業を 平和的に 改造す る 独創的な 方針を とった。 

北半 部の 資本主義 的 商工業者は 一連の 特性を もっていた。 

かれらは 解放 前、 民族 資本家と して 生きて きたし、 日本 帝国主義の 民族 産業 抹殺 政策に ょって その 発展を 抑制 さ 
れ てきた ため、 数のう えで 少なかった ばかりでなく、 その 経済的 土台 もき わめて 弱かった。 

かれらは また、 その 経済的 境遇から して 帝国主義とは 矛盾して いたし、 解放 後は 朝鮮 労働党の 統一戦線 政策を う 
けいれ、 反帝 反 封建 民主主義 革命に くわわって いた。 

金 日 成 首相は、 こうした 資本主義 的 商工業者の 特性を 考慮し、 資本主義 的 商工業 経営を 収奪の 方法で 一掃す るの 
ではなく、 平和的な 方法で 改造で きる ものと みなした。 
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そこで 首相は、 資本主義 的 商工業にたい し、 かれらの 経営を しだいに 社会主義 的に 改造して いく 方針を とった。 

金 日 成 首相は つぎのようにの ベた。 

「過渡期に おいて、 資本主義 的 商工業にたい する わが 党の 政策は、 そのよい 側面を 利用し、 悪い 側面を 制限し な 
がら、 それを しだいに 社会主義 的 経営に 改造す る ことに ありました」 

戦後、 資本主義 的 商工業の 社会主義 的 改造は、 機の 熟した 問題と して 提起され た。 

多くの 企業家、 商人が 戦争のと き、 アメリヵ 帝国主義の 無差別 爆擊に よって 破産し、 のこって いた 資本主義 的 商 
工業 者 も 大部分が 手工業 者 や 小 商人と ほとんど かわらない 境遇に あった。 とりわけ、 人民 経済の すべての 部門で 社 
会 主義 経済 形態が 圧倒的に 支配す るよう になり、 農業と 手工業が 協同 化されて いくに したが. って、 かれらは 原料と 
資材を これまでの ように 個人 市場で 買い もとめる ことができな くな った。 

こうした 状況の もとで 資本主義 的 商工業者は、 国家と 社会主義 経営の 支援を うけないで は、 またみ ずからの 生産 
手段と 資金を 統合して 共同で 働かないで は、 零落した 経営を たてなおす ことができなかった。 

金 日 成 首相は、 戦後の こうした 具体的な 状態を 科学的に 分析し、 資本主義 的 商工業にたい する 社会主義 的 改造を 
積極的に おしすすめた。 

首相は、 資本主義 的 商工業の 社会主義 的 改造を 生産 協同組合を つうじ、 手工業の 改造と 密接に むすびつけて 実施 
する 方針を とった。 

これは 経営 形態を 改造す る だけでなく、 人間を も 教育し、 りっぱな 社会主義 的 勤労者に つくりかえる ことを 見 こ 
した ものであって、 世界では じめ て 実施され た 独創的な 方針であった。 

また 生産 協同組合を へて 資本主義 的 商工業を 改造す る この 方針は、 その 経営 規模が 零細な 国の 実情に 適した もっ 
とも 正しい 方針であった。 
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首相は、 資本主義 的 商工業を 平和的に 改造す るから といって、 一部の 社会主義 国での ように、 国家 資本主義の よ 
うな 形態を とる 必要は ない と 考えた。 

国が 中小 商工業者に わざわざ 資金を 貸し あたえ、 かれらを 大 資本家に 育ててから 改造 するとい う 無駄骨を おる 必 
要はなかった。 

首相は、 資本主義 的 商工業者を 生産 協同組合に ひきいれる 際に も、 かれらの 経済的 状態と 意識 水準を よく 考慮 
し、 それに ふさわしい 具体的な 方針を しめした。 

首相は、 資本主義 的 商工業者の 協同 化に おいて、 自発性の 原則と かれらの 相互の 利益を 守る 原則を 堅持し、 生産 
手段と 資金を 統合して 共同経営を 運営す る ものの、 労働に よる 分配を 基本に しながら、 かれらが 組合に 投じた 出資 
金に 応じても 分配を うける、 半 社会主義 形態を ひろく 適用す るよう にした。 

そして 組合員の 意識 程度と 組合の 経済的 状態に 適する ようこれ をし だいに 高い 形態、 すなわち 生産 手段と 資金を 
全 的に 組合員の 共同 所有に し、 労働に よっての み 分配を うける 完全な 社会主義 的 経営 形態へ と 導いて いくように し 
た。 もちろんこう した 場合で も、 それぞれの 組合員が 投じた 生産 手段と 資金にたい する 補償を 支払うよう にした。 

また 個人 商工業者の 社会主義 的 改造の ためには 、工業 生産と 商業 活動を かねる 生産 販売 協同組合 という 過渡的な 
形態を 利用 させた。 そうして 生産の 比重を 高めて いき、 しだいに 生産 協同組合に 改編して、 商工業者たち を 生産 勤 
労 者に 改造して いった。 

こうした 各種の 形態を とおして、 私的 所有を 社会化して いく 方法は、 資本主義 的 商工業者 個人の 利益と 組合の 共 
同 利益を むすびつけた ものであった ために、 かなり 資金の 多い 工業 企業家 や 商人まで も 生産 協同組合に たやすく 加 
入す る ことができた。 

しかし、 ひきつづき 人民を 搾取す る 資本家に とどまろうと しながら、 破壊と 謀略 行為を おこなう ごくわず かの 悪 
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質 分子にたい しては、 国家の 断固たる 制裁が くわえられた e 

金 日 成 首相は 生産 協同組合に 国家の ばく 大な 物的、 財政 的 援助を あたえ、 これを 経済的に 強化す る 措置を とる 一 
方、 党と 大衆 団体を して 商工業者の 古い 思想 意識を 新しい 社会主義 的 思想に 改造す るよう 思想 教育 活動を 強めた。 

このように、 困難な 革命 課題の 一つであった 手工業と 資本主義 的 商工業にたい する 社会主義 的 改造は、 首相の 正 
しい 方針と、 それを 徹底的に つらぬく 党と 国家の 積極的な 指導と 援助に よって 短期間に 順調に おこなわれ、 農業 協 
同化の 勝利と ほぼと きを 同じく してみ ごとに 完成され た。 

こうして 都市で 古い 生産 関係は 完全に なくなり、 全 一 的な 社会主義 生産 関係が 確立され、 人間に よる 人間の 摔取 
と 貧困の 根源は 永遠に なくなった。 

かつては 生きる よろこび も 希望 ももて なかった 貧しい 個人 手工業 者たち が、 創造と 幸福が 約束され た 社会主義 的 
勤労者と なった。 中小 商工業者の なかで おこった 変革は、 いっそう 劇的であった。 金の ためには 自分の 良心と 幼な 
い 子どもまで あざむいて 他人を 搾取して きた かれらは、 その 恥ず べき 生活と きっぱり 訣別した。 かれらは 勤労者と 
なった ので ある。 

物を 生産し、 創造す ると いう ことは、 なんと 大きな よろこびであろう / 集団と 国の 繁栄の なかに 幸福を もとめ 
るよう になった かれらは、 いまや この 世に 恥じる ものはなかった し、 幼い 子どもの 澄んだ 目を 見ても 心の やすらぎ 
を おぼえる のだった。 かれらは 国と 領袖の 配慮を うけ、 社会主義への 道を 歩んだ。 

金 日 成 首相は、 協同 経営を いっそう 発展 させ、 組合員の 思想 水準を 高める ために ひきつづき 大きな 関心を はらっ 
た。 ときには 直接、 組合を たずねて かれらの 生産と 生活に 心を くばり、 かれらの 小さな 成果を も 高く 評価した。 

一九 五 九 年 六月 五日、 元 山 鉄工 生産 協同組合を 現地 指導 L ていたと きのこと である。 首相は、 組合の 作業場を 見 
てまわり、 出 銃 作業 中の 小型 溶鉱炉の まえで 足を とめた。 首相は、 組合員が たいへん 有益な 仕事を している とほめ 
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たたえた あと、 一 作業班 長に、 無煙炭で 鉱石を 溶かす 方法を 研究して みて はどう かとたず ねた。 敬愛す る 首相から 
仕事の 成果を 賞賛され たうえ、 研究課題まで 直接 あたえられた かれは、 よろこびの あまり ことばに つまって しまっ 
た。 

金 日 成 首相は この 日の 夕刻、 ふたたび 多くの 組合員と 席を ともに して、 かれらの 仕事が. 国と 人民に どれほど 役 だ 
ってい るかを こんこんと 説きき かせた。 

首相は 鉄材 協同組合で つくった 小刀 一つを 見た とき も、 「あなたがたは 本当に りっぱな 仕事を しています 。りっ 
ばです。 たいへん りっぱです」 とほめ た。 それば かりで なく、 組合の 生産 条件を 改善し、 収入を 高める 方法 や、 住 
み ごこち のよ い アバ ー トを 建てる 問題に いたる まで、 じつの 親の ように 気を くばった。 組合員たち は 領袖の あたた 
かい 愛情につつ まれ、 人間と しても っと も 貴い、 しあわせな 社会主義 勤労者と しての 高い 栄誉を おぼえた。 

金 日 成 首相は、 すべての 人び とが 自発的に 働き、 だれもが 自分の のぞみどおりに 供給を うける ことので きる 共産 
主義 社会に ついて 説明して から、 力を こめて こう 語った。 「わたしは、 みなさんを 共産主義 社会まで つれてい くで 
しょう」 。だれもが 感激に 目を うるませた。 首相は その 場所に いた 作業班 長を 見ながら、 ふたたび 語った。 「きみの 
息子 も、 一人の こらず つれていこう/.」 

作業班 長は 生まれて はじめて うれし 涙を 流した。 かれは、 かつて 二十 余 名の 労働者を やとって 铸物 工場を 経営し 
ていたが、 旧 貨幣で 三十 万 ゥオン もの 金を 出資して 組合員に なった 人だった。 

その 夜、 かれは 息子と 娘に 金 日 成 首相の 感激 的な ことばを きかせながら、 ふたたび 涙を 流した。 かつての 恥ず ベ 
き 生活は 永遠に 消え去り、 領袖の 愛につつ まれ 幸福な 新しい 人間に 生まれ かわったので ある。 かれは 首相が 教えた 
とおり、 無煙炭で 鉄鉱石を 溶かす 方法を 研究し ようと、 寝食を 忘れて 実験を くりかえした。 七十 二回 も 失敗を かさ 
ねながら も 屈しなかった かれは、 ついに それに 成功した。 その 日、 家に 帰った かれは、 虎の子の ように 大切に しま 
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って おいた 三十 万 ゥオンの 証書を タン スの ひきだしから とりだした。 それは 組合に 投資した 個人 企業 当時の 債券で 
あった。 かれは 組合 事務所に かけつけ、 三十 万 ゥオンの 債券を 党 委員長の まえに さしだしながら こういった。 
「首相の 教え どおりに、 共産主義 社会へ すすもうと 思います」 

かれは、 首相の 恩恵を 回想した その 手記の なかで、 当時の 心情を こうつ づっ ている。 

「わたしは、 わたしの すべて —— 、生命と 財産と 知恵の すべてを ささげて、 党と 人民の ため、 革命の ために 最後 
までた たかいぬ くこと を 党の まえに 誓った」 

これが どうして 一 組合員 だけの 決心であった ろうか。 すべての 組合員が 新しい 人間に 生まれ かわった。 かれらは 
誇りを も. って、 すべての 人民と 同じ 隊列に たち、 世界で もっとも 多くの 恩恵と 権利を 享受す る 人間に、 もっとも 神 
聖な 義務で ある 社会主義 建設を 遂行す る 人間に なった ので ある。 

世界の 革命運動の 歴史は、 搾取 階級で ある 民族 資本家まで も、 このような 社会主義 勤労者に 教育、 改造して 党の 
まわりに かたく 結束 させ、 かれらを 共産主義 へと ゆるぎなく 導いて いる 実例を まだ 知らない。 

金 日 成 首相の 創造的な 方針と 配慮が かれらの なかで まきおこした 変革は、 このように 徹底的で 根本的な もので あ 

った。 

革命とは、 まさに このように おこなう ものである / 

政治とは、 まさに このように ほどこす ものである/ 

4 すべての 人び とを 一つの 大家 庭に 

一九 五八 年は、 共和国 北半 部で 社会主義 制度が しっかりと 築かれた 歴史的な 年で ある。 
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部 市と 農村で、 ながい 生活を へて きた 個人 農 経営と 手工業 おょび 資本主義 的 商工業が 社会主義 的に 完全に 改造 さ 
れた 結果、 北半 部では 生産 手段の 私的 所有が なくなり、 社会主義 的 所有 制度が 全 一 的に 確立され た。 

金 日 成 首相は もっとも 正しく 早い 道へ 党と 人民を 導き、 複雑で 歴史的な 革命的 課題を 戦後わず か 四〜 五 年の あい 
だに 輝かしく 完遂した。 

これは、 社会主義 制度の 確立と 社会主義 祖国の 創建を 意味した。 社会主義 制度は、 資本主義 制度とは くらべよう 
もない ほどす ぐれた、 もつ とも 先進 的な 社会制度 である。 

金 日 成 首相は つぎのようにの ベた。 


「？@%1主翥匍度2'|人民大衆_か政権をに^0<>^-生産手段 ^ 4^する ^ 会的所有に4とづ：^て1 人民の！？|^系統 
_ 増進 さ - 51 る 目的 OI も i/ に.. 肩い 科学的 t 技 * 的- | 1 の？ぇで_と一産をたぇず， 1 1的に || || ゴ气老らゅる榨取と 


資本主義の もとでは 人民 大衆が 政治的 自由と 権利を もたない が、 社会主義の もとでは 人民 大衆が 国家の 主権を 行 
使し、 自分の 能力と 技術に したがって 職業を 選択し、 心 ゆく まで 学び、 自由と 権利を 実質的に 保障され る。 

資本主義の もとでは 生産 手段が 資本家の 私的 所有に なって いるた め、 労働者は どぅしても 資本家に 労働力を 売 
り、 搾取され るが、 社会主義の もとでは 生産 手段が 社会的 所有と なって いるた め、 労働者は だれに も 搾取され る こ 
となく、 1 社 ^ と 自分自身の ために 生産す る。 

また 資本主義の もとでは、 生産 手段が 資本家の 私的 所有に なって いるた め、 生産が 無政府 的に 発展し、 経済 恐慌 
がくり かえし おこり、 経済を 沈滞と 破 錠に 追い やる。 しかし 社会主義の もとでは、 全 生産 手段が 社会的 所有と なっ 
ている ために、 人民 経済が 計画的に、 つりあいを たもって 発展し、 経済 恐慌 もな く、 たえず 早い 速度で 発展す るょ 
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うになる。 

さらに 資本主義 社会では、 生産物を 資本家が 独占す るた め、 生産が 発展 すれば する ほど 生産者は 暮らしに くくな 
るが、 社会主義の もとでは 生産物が すべて 社会と 勤労者 自身に 属する ので、 生産が 発展す るに したがって 勤労者の 
生活が 系統的に 高まって いく。 

こうして 北半 部では、 数千 年に わたって うけつがれて きた 人間に よる 人間の 摔 取と 貧困の 根源が 永遠に 一掃 さ 
れ 、生産力は 古い 生産 関係から 完全に ぬけだし、 発展の みが 約束され た 無限の 大路を 歩む ようになった ので ある。 
血と 汗で 社会の 富を 生産す る 人民 大衆が、 かえって 遊んで 暮らす 棒 取 階級に おさえつけられ、 略奪され、 貧困に あ 
えがなければ ならなかった 時代は、 いまやむ かしがたり となった。 国の 主人で ある 勤労大衆は、 すべての 生産 手段 
の 完全な 主人と なった ので ある。 

しかし 南 朝鮮では、 人民のう えに あぐらをかいた 棒 取 者、 反逆者の 最上 層 部に アメリヵ 帝国主義 侵略者が いすわ 
り、 わがもの 顔に ふるまって いる。 人民は ほら 穴の ような わらぶき 小屋で 貧困と 飢えに 苦しんで いるが、 略奪 者は 
宮殿の ような 大 邸宅で 人民の 血と 汗で こえふとり、 夜ごと 酒宴を くりひろげて いる。 権力と 金力を にぎった 支配者 
は 悪法と 銃剣を ふりかざし、 解放と 統一の ためにた たかう 人民を 手 あたりし だいに 弾圧しながら、 南 朝鮮を 修羅場 
にかえて いる。 

金 日 成 首相の 賢明な 指導の もとに 北半 部で 社会主義 制度が 樹立され た 結果、 個人 農、 手工業 者は いうまでもな 
く、 資本主義 的 商工業者まで も 社会主義 的 勤労者に 改造され、 ただ、 社会主義と 共産主義 建設で 利害関係を ともに 
する 労働者階級と 協同 農民、 勤労 ィンテリの みがの こった。 

摔取 階級と 被摔取 階級、 支配階級と 被 支配階級との 敵対 的 対立と 闘争が 社会 関係の 基本と なって いる 資本主義 社 
会とは 異なって、 北半 部では 勤労者の 団結と 協力が 社会 関係の 基本と なり、 すべての 人び とが 主人と なって 集団と 
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社会の ために 働き、 国の 繁栄の なかで あらゆる 政治的 権利と 幸福を 享受す るょう になった C 

そして、 苦難に みちた 抗日 武装 闘争の 炎の なかで、 金 日 成 将軍と 抗日 闘士たち が あれほどまでに 念願し、 そのた 
めに 血み どろの M 争を 展開した その 偉大な 理想が、 ついに 祖国の 北半 部で りっぱに 実現され たので ある。 これは、 
金 日 成 首相の 指導の もとに、 朝鮮の 共産主義者と 人民が おさめた もっとも 偉大な 業績の 一つで あり、 朝鮮の 歴史に 
永遠に 輝く 勝利であった。 

，金 日 成 首相は 勝利した 社会主義 制度を 強固に しながら、 人民の 政治的、 思想 的 統一を いっそう 強化し、 北半 部を 
単一の 政治的 力量に かえるた めに 大きな 力を そそいだ。 北半 部を 単一の 政治的 力量に かえる 課題は、 金 日 成 首相が 
解放 直後に うちだした 祖国 統一と 朝鮮 革命 勝利の ための 戦略 的 方針の 重要な 構成要素と なって いた。 

首相は、 アメリカ 帝国主義 者が 南 朝鮮を 占領して いる 状況の もとで、 南 朝鮮を 解放して 国を 統一す るた めには、 
朝鮮 革命の 基地で ある 北半 部で 強力な 経済的 おょび 軍事的な 力を つちかう だけでなく、 全人 民を 党の まわりに 結集 
し、 一つの 強力な 政治的 力量に かえなければ ならない とのべた。 革命と 建設は 大衆 自身の ための 活動で ある。 した 
がって 首相は、 マルクス •レ 丨-1 ン 主義 党の 指導の もとに 広 はんな 大衆が 積極的に 動員され てこ そ、 革命は 成功 裏 
に 遂行され うると いう 立場を つねに 守りと おした。 北半 部を 単一の 政治的 力量に かえると いう ことは、 生産 関係の 
社会主義 的 改造が 完成され た 条件の もとで、 人民の 政治的、 思想 的 統一を さらに 高い 段階へ ひきあげる ことを 意味 
した 0 

しかし これは、 国が 分 断され、 世界 反動の 元凶 アメリカ 帝国主義 者と 直接 対峙して いる 状況の もとで、 きわめて 
複雑 かつ 困難な 革命的 任務であった。 アメリカ 帝国主義 者と その 手先 どもは、 北半 部の 社会主義 制度に 反対して あ 
ら ゆる ブル ジョア 反動 宣伝を おこない、 スパィ、 破壊 分子、 謀略 分子 どもを 潜入 させ、 党と 人民を 離間させる ため 
の 悪らつな 策動を おこなった。 くつがえされた 搾取 階級の 残存 分子ら も アメリカ 帝国主義 者と むすびついて、 むか 
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L の 地位を とりもどそうと さまざまな 離間策 動を つづけた。 

また、 社会主義 制度が 確立され たばかりの 条件の もとで、 勤労者の 意識の なかには、 敵が よりどころと しうる 最 
後の 地盤と なる 古い 思想の のこり かすが 少なからずの こって いた。 これにく わえ て 住民の 社会的、 政治的 構成 も複 
雑であった。 しかし、 長期に わたる 革命 闘争の 過程で 洗練され、 きたえられた 革命の すぐれた 指導者で ある 金 日 成 
首相は、 これらす ベての 障害を たくみに 克服し、 すべての 人び とを 一つの 赤い 大家 庭に 結束 させた。 

金 日 成 首相は、 国の 社会的、 政治的 関係を 綿密に 分析し、 党を 組織的、 思想 的に しっかりと かため、 大衆を めざ 
めさせて 革命の 側に 完全に ひきよせ、 長期に わたる 革命 闘争で きたえられた 共産主義者を 中核と して 全 党員を 革命 
家に 育て、 党員を 中核と して 全人 民を 革命 精神で 武装 させ、 階級 路線と 大衆 路線を 正しくむ すび つけて、 ごくわず 
かの 敵対 分子を 孤立 させ 鎮圧 するとと もに、 広 はんな 大衆を 教育、 改造して 党の まわりに かたく 団結させる 方針を 
たてた C 

こうして、 革命の 中核 的な 勢力を 強化す る ことを 基礎と して、 各階 層の 大衆を 教育、 改造して 党の まわりに 結集 
させた。 そして、 かつて 政治 生活が 複雑であった 人び とまで も あたたかく 教育し、 導いて 社会主義 勤労者に 育て、 
全社 会の 人び とが 党の まわりに 結束し、 たがいにた すけ あいなが らまえ へと すすむ 大家 庭を つくりあげて いった。 

金 日 成 首相は、 全社 会を 一つの 政治的 力量に しっかり かためる うえで、 なによりも その 中核 的 勢力で ある 党を 強 
化する 活動を もっとも 重要視した。 

首相は、 革命の 指導 的 力量で ある 党が 強力であって こそ、 複雑な 階層まで ふくむ 広 はんな 大衆を 党の ふところに 
いだき、 人民の 政治的、 思想 的 統一を いっそう 強化し、 人民 大衆を りっぱに 教育し 改造す る ことができ ると 考え 
た。 首相は 革命と 建設を 力強く 発展 させながら、 つねに 実践 闘争の なかで 党を 組織 思想 的に 強め、 党 負を すぐれた 
革命家に 育て あげて いった。 そして 国際 舞台で 帝国主義 者の 悪らつな 「反共」 さわぎが くりひろげられ、 これに 足 
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なみを そろえて 現代 修正主義 者が マルクス •レ ー ーー ン 主義に 挑戦して いた 環境の もとで、 修正主義と あらゆる 反動 
的 ブルジ ョア 思想の 浸透に 反対し、 分派主義、 事大主義、 教条主義に 反対す る 強力な 思想 闘争を くりひろげた。 

金 日 成 首相の 賢明な 方針に よって、 党は 社会主義 革命と 社会主義 建設の 実践 闘争の なかで いっそうき たえられ、 
歴史的に つづいて きた 分派の 汚物を 一掃し、 首相の 革命 思想に よって 団結し、 どんな 風波に も ゆるがない 革命的で 
戦闘的な 党に 強化され 発展した。 

首相は 党を 組織的、 思想 的に 強化す る 基礎のう えで、 すべての 勤労者を 共産主義 思想で 教育す る 活動を 強めた。 

勤労者にたい する 共産主義 教育の 強化は、 社会主義 経済 体系が 全面的に うちたてられた 条件の もとで、 人び との 
意識の 領域から も 資本主義を 終局 的に 一掃し、 世紀 的に ひきつがれた あらゆる 古い 思想の のこり かすと 遗習 から、 
人民 大衆を 完全に 解放す るた めの 深刻な 思想 革命であった。 

金 日 成 首相は 一九 五八 年 十一月、 全国の 市、 郡 党 委員会 扇動 員の ための 講習会で おこなった 演説 『共産主義 教育 
について』 のなかで、 共産主義 教育の 必要性と その 中心 内容を 全面的に 明らかにした。 

「われわれが おこなって いる 革命は、 すなわち いっさいの 古い ものを うちくだき、 新しい ものを 創造す るた たか 
いであります。 新しい ものと 古い ものとの たたかい、 進歩と 保守の たたかい、 積極的な ものと 消極的な ものとの た 
たかい、 集団 主義と 個人主義との たたかい、 総体 的に 社会主義と 资本 主義との たたかい、 これが われわれの おこな 
ってい る 革命 闘争の 内容であります。 …… 古い 資本主義 思想の のこり かすを なくし、 革命の 高揚を さらに 高い 段階 
へと 発展させる ためには、 全 勤労者を 共産主義 思想で 武装させる ことが もっともたい せつであります」 

首相は、 共産主義 教育の 必要性に ついて このように のべた のち、 その 中心 内容を つぎのように 明らかにした。 

—— 南北 朝鮮で たがいに 異なる この 二つの 制度が 対立して おり、 社会主義に 反対して アメリヵ 帝国主義 とその 手 
先たち が 悪らつに 策動して いる 条件の もとで、 勤労者を 搾取 制度と 搾取 階級に， たいする 非 妥協 的な 敵愾心で， 武装 さ 
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せ、 かれらに 資本主義に だ ^ する 社会主義、 共産主義 制度の 優越性と、 新しい ものは 必ず 勝利し、 古い % I のは 滅亡 
す'^ どい う 真理を 掬く M 識さ せる こ' と.。 

—— 勝利し， だ 社会主義 制度を 強固に し、 社会主義、 共産， 由 義 建設を 促進す るた 办に 、勤労者の なかで 個人主義と 
利己主義， を 一掃し" .集団 主義 精神、‘ 国家 財産と 協同 財産を 愛護し、 労働を 愛する 精神を つちかう こと。 

—— 勤労者を 自分の 郷土、 いいかえれば、 自分の 農村、 自分の 漁村、 自分の 都市を 愛ず る ことから 出発して 自分 
, <D' a: 会— 主義 祖国を 愛し、 自分の 祖国を 愛する ことから 出発して 社会主義 陣営の すべての 国ぐ にと、 自由と 幸福の た 
めめ に§か う 世界の すべての 勤労者を 愛する 社会主義 的 愛国主義と プロレタリア 国際主義 精神で 教育す る こと。 

—— !!;• 労 者を 継続 革命の 思想 —— 、継続 前進、 継続 革新の 思想で 教育す る こと。 

このょうに 金 日 成 首相は、 社会主義の もとで 勤労者が 必ず 所有すべき 共産主義 的 世界観と 道徳の 本質を 理論的に 
深く 説き あかした。 首相の 演説は、 社会主義が 樹立され たのち にお こな わるべき 共産主義 教育に かんする 理論を、 
世界では じめ て 明らかにした 思想 革命の 偉大な 綱領であった。 

首相は、 共産主義 教育に かんする 理論を 創造す るう えで も 独創性を しめした。 それは、 共産 主 者 教育で 階級 教育 
を 基本と した ことで ある。 革命の 狴 得物と 社会主義 制度を あくまで 守り、 帝国主義と 搾取 者に 反対して 非 妥協 的に 
たたかう 階級意識は、 共産主義者と 革命的 人民に とって、 もっとも 基本的な 精神的 特質な ので ある。 

首相は、 こうした 階級意識に ょる 勤労者の 教育を 共産主義 教育の 基本と して、 出発点と してし めし、 複雑な 大衆 
教育 活動で 堅持すべき 革命的 原則を はじめて 明らかにした。 

金 日 成 首相の 共産主義 教育 理論に おける 独创 的な ものの いま 一つは、 党の 政策にたい する 教育と 革命 伝統の 教育 
を 強化す る 基礎のう えで 共産主義 教育の 目的を 達成 するとい う 理論で ある。 

それぞれの 国の 共産主義者たち は、 まず 自国の 革命に 忠実で なければ ならない。 そうして こそ 世界 革命に も 貢献 
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しうる という ことが、 首相の 徹底した 革命的 信条で ある。 

首相は、 わが国に おける 共産主義 教育の 目的は、 朝鮮 革命に 忠実な 朝鮮の 革命家、 朝鮮の 共産主義者を 育てる こ 
とに あると 説き、 朝鮮 革命の 唯一の 指針で ある 朝鮮 労働党の 政策で 武装す るた めの 党 政策 教育と、 朝鮮 革命の 根本 
を はっきり 認識し、 抗日 遊擊 隊員の 生きた 模範に 見習い、 その 偉業を うけつぐ 革命 伝統 教育の 強化に もとづいて 共 
産 主義 教育を おこなうょう にした。 

これは、 大衆の 思想 教育 活動で 主体性の 確立を 明示した ものである。 

首相は、 共産主義 教育 活動を 全 党 的、 大衆 的 活動と してし めし、 共産主義 教育の 独創的な 方法を 創造した。 

首相は、 微 ^ &上 る 感化 教育の 方 勘を、 共産主義 教育の もっとも 効果的な 方法の 一つと してう ち だし 
た。 社会主義が 勝利した 北半 部では、 勤労者の なかで 多くの 共産主義者 的 美風と 肯定的な 模範が 生み だされた。 

首相は、 こうした 肯定的な 模範で 人び とを 感化す るなら ば、 古くて 否定的な ものを たやすく 克服す る ことが で 
き、 共産主義 思想で 教育す る ことができ ると 教えた。 

首相は また、 勤労者が 井 厠で 働き、 生活す る 生 度 11 */ ダ 拠点に し， て 4 K 産 主義 教育を おこなわなければ ならない と 
教えた。 肯定的な 模範を とおした 教育と 実践的 闘争を とおした 教育 方法は、 党の 大衆 教育 活動に 形式主義を なく 
し、 勤労者の 思想 意識を かえる 威力 ある 方法と なった。 共産主義 教育に かんする 首相の 教えは、 困難で 複雑な 大衆 
教育 活動で 偉大な 生命力を 発揮した。 

共産主義 教育は、 勤労者の なかで 革命と 領袖にたい する つきない 忠誠 心、 社会主義 制度にたい する 熱烈な 愛、 社 
会 主義、 共産主義 建設にたい する 炎の ょうな 志向、 継続 前進、 継続 革新と 自力 更生の 革命 精神を 燃えた ぎら せた。 
そうして 全社 会が 党の まわりに 団結し、 たがいにた すけ あい 導き あいなが ら 、社会主義、 共産主義 建設の ために 力 
強く 前進す る 明朗で むつまじい 一つの 革命的な 大家 庭に かわって いった。 
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首相は、 人民の 政治的、 思想 的 統一を 強化す るに あたって、 社会 政治 生活が 複雑な 大衆を 教育し 改造して、 党の 
まわりに 団結させる 活動に 深い 関心を はらった。 

首相は この 活動で、 革命の ために 献身的に たたかう 労働者、 農民、 勤労 ィンテリ、 そして 愛国 烈士の 遺家族、 犠 
牲者の 家族、 戦死者 家族、 人民 軍隊の 留守 家族な ど 革命の 中核 勢力に 依拠した。 そして この 活動を 全 党 的、 大衆 的 
な 活動と して おしすすめる 方針を しっかり 守った。 

長期に わたる 日本 帝国主義の 植民地 支配と 国の 分裂、 祖国 解放 戦争の時 期に おこなわれた アメリヵ 帝国主義 者の 
離間策 動な どに よって、 北半 部の 住民の 社会、 政治的 構成は きわめて 複雑であった。 住民の なかには、 日本 帝国 主 
義 植民地 支配の 時期に 生活の ため 日本の 機関に 服務した 人 も おり、 戦争の時 期に 共和国 北半 部へ 一時 侵入した 敵の 
威嚇と 恐喝、 デマ 宣伝に よって あれこれの 反動 団体に くわわって いた 人たち と、 敵が 逃走 するとき かれらが 南に 連 
行して いった 人たち の 家族 もいた。 

首相は、 人民の 政治的、 思想 的 統一を 強化す るた めには、 この 複雑な 階層との 活動を 正しく おこなわなければ な 
らな いと 教えた。 

金 日 成 首相は つぎのようにの ベた 0 

「もし、 あれこれの 条件を みな 詮索 すれば、 まともな 人間は 一人 もい ないで しょう …… 。あれこれの 条件を みな 
詮索して 大衆を 失って しまうならば、 共産主義へ すすむ 人は 何人もの こらないで し ょう。 こうな っては、 共産主義 
を 建設す る ことができません。 われわれは、 なんの 条件に も ひっかからない 何人 かを つれて、 どこかの 島へ でもい 
って、 われわれ だけで 共産主義を 建設す る ことは できません 。われわれは 必ず 大衆と ともに、 かれらの 力に 依拠し 
て、 この 大地に 新しい 生活を 建設し なければ なりません。 

そうする ために、 あれこれの 問題の ある 人び とを みな 改造し、 かれらと 手を とりあって ゆかなければ なりません」 
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金 日 成 首相は、 人び との 階級 的 出身 成分 や 思想は 固定 不変の ものでは なく、 かつてよ くなかった 人で もこん にち 
はよ くな りうる という こと、 複雑な 階層の 人び とのな かで 意識的な 敵対 分子は 事実上 ごく 少数に すぎず、 絶対多数 
は 朝鮮 労働党に ついて くる ことので きる 勤労大衆 であると いう こと、 すでにす ベての 人が 古い 生産 関係から ぬけ •た 
し 社会主義 的 勤労者に なった ばかりでなく、 社会主義 制度が もたらした しあわせな 生活を 体験し、 社会主義と 共産 
主義に 自分たち の 明るい 未来を はっきり 見と おせる ようになった という こと、 朝鮮 労働党は どんなに 複雑な 階層で 
も 十分に 包容し、 教育し 改造で きる 強力な 党に なった という ことな どを 科学的に 分析し、 社会、 政治 生活の 複雑な 
階層を 大胆に 包容し、 積極的に 教育し 改造す る 方針を しめした。 

「社会、 政治 生活の いきさつの 複雑な 人び ととの 活動で わが 党が 堅持して いる 一貫した 原則は、 あくまでも 本人 
の 現在の 動向を 基本に して それぞれの 人び とを 評価し、 敵対 分子を 最大限に 孤立 させ、 一人で も 多く 革命の 側に か 
ちとる ようにす る ことであります- 

金 日 成 首相は こうした 原則を しめし、 ごくわず かの 意識的な 掉取 階級 出身の 敵対 分子を のぞいた すべての 人び と 
を 教育し、 •改造して 社会主義の ふところに いだいた。 

首相は、 すべての 党 団体が 社会、 政治 生活の 複雑な 大衆との 活動で 階級 路線と 大衆 路線を 正しく 結合し、 大衆の 
なかに 深く はいり、 すべての 人び とを あたたかく 包容し、 信頼し、 かれらが 社会主義 建設で その 才能と 積極性を 十 
分に 発揮で きる よう 極力た すけ、 根気 強く 教育し なければ ならない と 教え、 みずから その 実践的な 模範を しめし 
た 。 

戦後 復興 建設の 力強い 闘争が くりひろげられて いたと きのこと である。 

清津 製鋼所で 働いて いた ある 技師 長は、 つねに 保守主義、 技術 神秘主義に とらわれ、 労働者 や 技術者の 創意 的な 
意見を ききいれなかった。 そのうちに 生産で 多くの 不良品を だし、 戦後 復興 建設で 切実に 要求され ていた 鉄の 生産 
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に 大きな 支障を きたした。 

かれは 古い ィンテリ として、 日本 帝国主義 支配 
時期には ゆたかに 暮らし、 祖国 解放 戦争のと きに 
は 一時 動揺して、 北半 部 地域を 占領した 敵が 逃走 
するとき には かれらに ついて 渙浪 まで いったが、 
ふたたび 帰って きた 人であった。 

かれが 仕事の 過程で おかした 重大な 誤りを どう 
みるべき か、 故意なら ば 当然、 制裁を うけるべき 
であった。 

しかし この 事実を 知った 金 日 成 首相は、 かれに 
ついての すべての 資料に 目を とおして 寛大に ゆる 
した。 

そして、 かれに 親しく 使いの ものを やり、 絶対に 
萎縮せ ず 勇気を だして 働く ょうにと はげました。 

首相は、 たとえ 誤りが 重大であって も、 それは 
かれが 古い 社会の 影響を 多分に うけてき たため、 
思想 的に 未熟な ところから 生まれた もので、 決し 
て 故意では ない とみな した。 そして 戦争の時 期に 
一時 動揺した ことは あるが、 アメリヵ人が 悪い と 
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いう ことを 悟り、 ふたたび 党を たよって きた ことを 考慮して、 今後 かれを 教育し 改造す る ことができる とみな した 
ので ある。 

首相は、 その後 もこの 製鋼所を たずねる たびに かれに 深い 関心を はらい、 はげました。 

技師 長は 首相の 厚い 信任に かぎりなく 感激し、 すべての 力 や 情熱を か. たむ けて 期待に 報いようと かたく 決意し 
た。 事実 その後の かれは、 党と 領袖に 忠実な ィンテリに、 積極的な 技術革新 者と なった。 

金 日 成 首相の 愛の 手は、 南 朝鮮に 連行され た 人たち の 家族に もさし のべられた。 

一九 五 九 年 五月 十二 日の ことだった。 金 日 成 首相は 黄海 南 道延安 郡に たちより、 親しく 郡 内の 越南 者 家族と 会っ 
た 0 

彼女たち の 夫の 大部分は、 かつての 戦争の時 期、 人民軍の 反撃に あって 一時的に 占領した 北半 部から 逃亡す るア 
メリ ヵ 侵略者の おどかしと デマ 宣伝に よって 南に つれていかれた 人び とで あり、 貧しい 生活を していた 人たち であ 
った。 しかし かれらは、 階級 的 境遇から みて 決して アメリヵ人 や 李承晩に ついていく 人び とではなかった。 

延安 郡が 新しい 解放 地区と して 共和国 北半 部の 地域に なった とき、 越南 者 家族は 党の 教育と 生活 体験を とおし 
て、 自分たち の 夫が 敵の デマ 宣伝に だまされた ことを 悟る ようになった。 彼女たち は、 なにも 知らずに 南に いった 
夫を ひきとめなかった 自身を くやみ、 夫が 敵に ついていった という ことで 心が 重く、 いつも ひけめを 感じながら 暮 
らして きた。 子どもたちが 大きくな って 物心が つき、 お 父. さんは どこへ いったの かとたず ねる とき、 彼女たち の 胸 
はしめ つけられる 思いが した。 

こうした 越南 者の 家族たち に、 金 日 成 首相の 愛の 手が さしのべられた ので ある。 

自分たち を 父なる 愛情で 幸福の 道に 導いて くれる 金 日 成 首相、 夢にまで みた 首相に 直接 会った 越南 者 家族は、 み 
な 形容し がたい 感激につつ まれた。 
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金 日 成 首相は、 かれらと 席を ともに し、 主人の いない 家に 暮らす 彼女たち を あたたかくな ぐ さめ、 彼女たち の 生 
活に こまごまとした 気を くばった。 

感激した ある 婦人 ば、 つぎのように 語った。 

「首相 さま/. 首相 さまに お会いで きて ほんとうに 光栄です。 首相 さま、 ほんとうに 夢の ようです . 。このよ 

ろ こびを どういい あらわしたら よいの かわかり ません . 」 

「みなさんの ご主人を つれて 帰れば うれしいで しょうが、 わたしを 見たところで、 なにが うれしいで しょう」 
感激に むせぶ 主婦たち にこう 語った 金 日 成 首相は、 池の ほとりに 歩み よって 一輪の 花を 手 折った。 首相は その 花 
びら を 一 ひら 一 ひら 池の 水面に おとしながら 深い 思いに ふけっていた が、 しばらくして 言葉を つづけた。 

「ほんとうに、 祖国の 平和的 統一は 朝鮮人 民の 切実な ねがいです。 いまみ なさん は、 一家で ともに 暮らせないで 
います。 しかし、 祖国 統一は かならずや 実現され るでしょう —— J 
金 日 成 首相は 祖国 統一の 見と おしにつ いてく わしく 語り、 彼女たち に 希望と 信念を いだかせ、 南に つれていかれ 
た 人び とと その 家族にたい する 党の 政策に ついての ベた。 

「一 部の 人び とは、 共和国の 政治が よいと いう ことを 知らずに 南へ いったの です。 南 朝鮮に いった あなたがたの 
ご主人の なかには、 空 缶を 手に 物乞いし ている 人 もい るでしょう し、 また 李承晩 一味に 反対して たたかって いる 人 
もいて、 そのたた かいで 勲功を たてて 帰って くる 人 もい るでしょう。 おおよそ 北半 部からで ていった 人たち が、 共 
和 国の 政治が よいと いう 言葉を 一番 多く 口に している という ことを わたしたちは 知っています 。それゆえ、 越南 者 
の 家族 だからといってみ な 悪い とはいえ ません。 わが 党は そのよう に 考えて はいません …… 。なにも 知らずに 越南 
した 人び とにたい しては いうに およばず、 ここで 罪を 犯して いったから といって、 みな 悪い 人たち であるとは 考え 
ません。 かれらの なかには、 いいこと をして 帰って くる 人 もい るでしょう。 ね ^ . ii 分 
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ち ^. 做. い あら ■ため、 わたしたちと， い ^ しょに やろうと いう 人は みな ゆるし、 手を i, っです >む ことなの一 で！-」 
これほどまでに 信じて くれる 領袖の まえで、 越南 者の 家族は みな 感激と よろこびに ひたった。 

金 日 成 首相は、 つづけて 語った。 

「みなさんは、 子どもたちが お父さんの ことを たずねたら はっきり こたえて やるべき です。 悪い ことを していっ 
たなら ば、 わたしたちの 階級の 敵であった という ことを 教え、 たとえ お父さんは そうした 道を 歩んだ としても、 お 
まえたち は 正しい 道を 歩んで 革命家に な るんだ よと 教える ことです。 もし、 お父さんが なにも 知らずに いったの な 
ら 、お父さんには 罪が なく、 知らずに は 南へ いったと いう ことを 教え、 お父さんに 会えない のは、 アメリヵ 帝国 主 
義と 李承晩 一味の ためで あると いいきかせる ことです。 こうして、 アメリヵ 帝国主義と 李承晩 一味 こそ、 わたした 
ちの 不俱戴 天の 敵で ある ことを 教えて やらなければ なりません。 そして、 『おまえたち に 罪は ない。 おまえたち は 
共和国の 公民と L て 同じ 待遇を うける。 越南 者の 家族 だからといって 決して 差別は しない。 安心して よく 勉強し、 
よく 働き、 労働 革新 者になる のです よ』 と 教えるべき です」 

さらに 金 日 成 首相は、 越南 者 家族の 今後の 問題に ついても 語った。 

r わが 党 や 国家では、 みなさんの 前途を 切り ひらいて います。 みなさんは 自分の 力で 自身の 運命を 切り ひらかな 
ければ なりません。 そして 勉学に はげみ、 仕事に も 精を だして 共和国を ゆたかな 国に しなければ なりません。 今後 
あなたがたは 仕事を よくして 党に も 入党し、 また 幸福に 荘ら さなければ なりません。 政治 生活に もよ く 参加して、 
越南 者 家族の なかから 社会 活動家 も 生まれ、 労働 英雄 も あらわれる ようにし なければ なりません」 

金 日 成 首が 話を 終える と、 しばらく 沈黙が 流れた。 このと き ある 婦人が 席を たち、 いまにも あふれでそう な 涙を 
こらえながら いつた 0 

「首相 さま/首相 さまの おこと ばを きくと、 わたしたちの 輝かしい 前途が 目に 見える ような 気がします。 必ず 
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首相 さまの おこと ば どおりに いたします。 首相 さまが 教えられた とおりに、 わたし も 労働 革新 者に なり、 子どもた 
ち も りっぱな 革命家に 宵て て ゆきます」 

これは、 そこに 集まって いたす ベての 越南 家族の 一致した 心情であった。 

人民の 不幸を 自身の 不幸と みなし、 人民の 苦しみを 自身の 苦痛と みなす 偉大な 領袖を 見 おくる 彼女たち は、 こみ 
あげる 感激を おさえ きれず むせび 泣いた。 

その後、 越南 者 家族の 生活には 大きな 変化が おこった。 みなが こぞって 国事に 参加し、 活気に みちた 日々 を おく 
るよう になった。 

こうした 金 日 成 首相の 直接的な 指導に よって、 複雑な 階層の 人び とが 希望に みちた 道を 歩む ようになった 実例は 
数え きれない。 

恥ず べき 過去を 悔やんで いた 人び とは、 金 日 成 首相の 賢明な 方針と あたたかい 配慮に かぎりなく はげまされ、 生 
きがいの ある 社会主義 建設に 力の かぎりを つくす ようになった。 

このように、 金 日 成 首相が 明らかにした 党の 正しい 方針と あたたかい 配慮に よって、 社会の すべての 成員が 党の 
まわりに 団結す るに つれ、 北半 部 全人 民の 政治的、 思想 的 統一は 鉄壁の ように 強化され た。 

人び との 政治 思想 意識には 一大 変革が おき、 党と 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相にたい する 人民の 信頼と 敬慕の 念は こ 
のうえ なく 高まって いった。 こうして 北半 部は、 金 日 成 首相が 教えた ように、 おた がいに いたわり あい、 愛 L あい、 
「一人は みんなの ために、 みんなは 一人の ために」 働き、 学び、 たのしく 暮らす 勤労者の むつまじく 明るい 大家 庭 
になった。 

北半 部の 革命 基地を 一つの 政治的 勢力に 築く、 金 日 成 首相の 遠大な 戦略 的 路線は 勝利 L た。 これは 北半 部で 社会 
主義 建設を うながし、 朝鮮人 民の 最大の 民族的 課題で ある 祖国 統一の 偉業と 朝鮮 革命の 終局 的 勝利を 達成す る 決定 
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的な ぅらづけと なる ので ある。 
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1 きびしい 試練を へて 

共和国 北半 部に おける 社会主義 革命と 建設は、 世界を おどろかせた 有名な 千里 馬 運動の 過程で、 非常な 速度です 
すみ、 いま もす すんで いる。 

けわしい 山な みや 広野を 一気には ばた き、 雲 や 霧を ついて 日に 千里を 駆けた といぅ 伝説に もとづく 神秘な 千里 
馬 —— 、朝鮮に おける 社会主義 建設の 速度と 革命の 意気 ごみを その 千里 馬に たとえて、 勤労者の 集団 的な 革新 運動 
である 千里 馬 運動が おこった。 世界に 類例の ない この 誇るべき 運動は、 すぐれた 指導者で ある 金 日 成 首相に ょって 
生み だされ 発展した ものである。 

それは 自然を 改造し 社会を 改革す るぱ かりで なく、 人間まで も 一新す る 運動で あり、 苦難の なかで 育ち、 たたか 
いのな かで きたえられた 朝鮮人 民が、 世界の 面前で 革命と 建設の 本領を しめした 驚異的な 運動であった。 だから こ 
そこの 運動は、 それを 創造して 導いた 金 日 成 首相の すぐれた 指導 芸術を、 社会生活の 生き生きとした 動きの なかで 
感銘 深く しめして いるので ある。 

千里 馬 運動は、 生産 関係の 社会主義 的な 改造が 完成の 段階には いり、 人民の 絶対多数が 社会主義 勤労者と なった 


437 


第 七 章 朝鮮を 千里 馬の 国に 


条件の もとで、 一九 s' 六 年末から 一九 五 七 年のは じめ にお こった。 

それは 発生す ると 同時に、 革命と 建設を 非常な 速度で おしすすめる 力と なった。 その後 この 運動は 経済と 文化、 
思想と 道徳な ど、 社会 おょび 経済 生活の あらゆる 分野に わたって たちおくれを なくして た ゆみな く 前進す る 一大 革 
命運 動と なり、 自然 ■と 社会を 変革す る だけでなく、 人間 そのものまで も 教育し 改造す る 運動に 発展し、 ついには 社 
会 主義 建設に おける 党の 総 路線と なった。 

しかし 千里 馬 運動は、 決して 平穏な 環境から 発生した わけではなかった。 むしろ その 当時は、 国内で も 国際的に 
も 帝国主義 勢力と 革命の K 切り 者ら が一 大騷 動を おこし、 社会主義 建設が きびしい 試練に さらされて いたと きで あ 

った。 

したがって、 一般的な 論理から すれば、 千里 馬 運動は おこりえなかった。 しかし 金 日 成 首相は、 たびかさなる 難 
関と 敵の 挑戦の まっただなかで この 運動を おこした のであった。 

ここに 金 日 成 首相の すぐれた 革命的な 展開 力と 指導 芸術の 威力が あった ので ある。 

朝鮮 労働党 第三 回 大会が ひらかれた 一九 五六 年の 慕れ であった。 北半 部の 人民は 火花の 散る 労力 闘争に ょって、 
この 年の 生産 課題を 超過 完遂して いた。® 村と 都市では 生産 関係の 社会主義 的 改造が 完成の 段階には いり、 革命は 
あらゆる 分野に おいて 高揚して いた。 戦後の たびかさなる 難関を のりこえながら きたえられた 人民は、 高い 自負心 
と 勝利への 確信を もって、 国を 社会主義 工業 =煶 業 国家に 一変させる 新しい 五 か 年 計画の 輝かしい 未来を めざして 
いた。 

だが、 未来へ つうじる 道は けわしかった。 国の 経済状態と 人民の 生活が まだ ゆたかでなかった うえに、 ぼう 犬な 
計画を 内部の 源泉と 蓄積 だけで やりとげなければ ならなかった。 とりわけ 最大の 難関は、 革命の 敵と 異色 分子ら が 
死物 狂いに 反抗して きた ことであった。 終局 的な 敗北に 直面した かれらは、 是が非でも 朝鮮 革命の 前途に さまざま 
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な 障害を もうけ、 わなを しかけようと した。 しかも それが、 当時、 国際的に くりひろげられた 騷動 とつな がりを も 
っていた ため、 問題は いっそう 深刻であった.。 

国際的には、 世界 反動の 元凶 アメリヵ 帝国主義を はじめと する 帝国主義 者たち が 社会主義 国家 間の 団結を 弱め、 
国際 共産主義 運動の 隊列を 分裂 させようと 血 まなこに なり、 社会主義 国家を 一つず つ 切りく ずそうと 悪らつな 策動 
をつ づけて いた。 

国際 反動 どもは ハン ガリ I 事件を ひきおこし、 共産主義は 滅亡す ると わめきたてながら 「反共」 騷動 にやっ きと 
なって いた。 

ときを 同じく して、 国際 共産主義 運動の 内部で 頭を もたげて きた 現代 修正主義 者たち は、 帝国主義 者と 妥協して 
革命に 反する 誤った 路線を ひろめ、 傲慢に も 兄弟 諸国の 党と 内政にまで 干渉し はじめた。 

一方、 南 朝鮮を 占領して いた アメリヵ 帝国主義 侵略者と その 手先 李承晩 一味は、 「武力 以外に 国土 統一の 方法は 
ない」 とわめ きちら し、 「北進」 騒動に やっきと なって いた 0 

こうした 情勢に 乗じ、 北半 部で も、 すでにく つがえ された 階級の 敵が 頭を もたげは じめ た。 ながいあいだ 分派 的 
陰謀を つづけながら 機を うかがって いた 崔昌 益を 頭目と する 反 党 反革命 分派 分子と 頑固な 教条主義 者ら は、 修正 
主義の もとに むすびつき、 大国主義 的な 外部 勢力を かつぎだし、 ときをえ たと ばかりに 頭を もたげて 策動し はじめ 
た 0 

.かれらは、 修正主義 的な 路線を 国際 共産主義 運動の 「共同 綱領」 として かかげようと していた 現代 修正主義 者た 
ちの 策動に 同調し、 修正主義を 「国際 思潮」 であると さわぎたてながら、 これを ひろめようと くわだてた。 現代 修 
正 主義者と 結託した かれらの 真の 目的は、 党と その 指導部を くつがえし、 朝鮮 革命を 失敗させる ことに あった。 
おろかで 卑劣な かれらは、 金 日 成 首相が 政府 代表団を ひきいて 社会主義 諸国を 親善 訪問して いたす きをう かが 
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い、 党と 革命を 破壊し ようと さまざまな 陰謀を たくらんだ。 

こうして 党と 革命は、 内外の あらゆる 敵からの はげしい 攻擊を うけた。 

だが、 革命の 敵と 裏切り者 どもは まったく 誤算して いた。 

かれらは、 金 日 成 首相が 現代史の もっともは げしい 風波を のりこえ、 鋼鉄の 闘志と すぐれた 政治的 手腕に よって 
党を 不敗の 隊列に 築き あげた こと、 そして 金 日 成 首相の まわりに 全 党員と 人民が かたく 団結して いると いう 厳然た 
る 事実を 忘れて いた。 

かれらは また、 金 日 成 首相に 忠実な 朝鮮 労働党 員と 朝鮮人 民の 革命 精神を おしはかる ことができなかった。 

敵は 決して、 金 日 成 首相と 朝鮮人 民を 微動 だに させる ことができなかった。 おじ 気づいた のは かえって 革命の 裏 
切り 者たち であった。 

金 日 成 首相が 社会主義 諸国を 親善 訪問して 空路 帰国した ときの ことで ある。 飛行機から おりた 金 日 成 首相は、 明 
るい 微笑を うかべて 出迎えの 幹部たち と あいさつを かわした。 そのと き、 首相の 視線が 崔昌 益に そそがれた。 金 日 
成 首相は とっさに、 かれの 表情から ただごとなら ぬ ものを 感じと って 注意 深く 見つめて いた。 

その 瞬間、 かれはび くっと して 生気な くう ちしおれ てし まった。 その 顔面は 蒼白で 目には 落着きがなかった。 指 
導 者が 他国を 訪問して いる あいだに 反革命を くわだてた かれは、 いざ 首相を 目の まえにす ると 恐怖に おそわれ、 血 
の 気が ひいて しまったの である。 

金 日 成 首相は 崔昌 益の 腹黒い 性根を 見ぬ いていた が、 なお も 明るい 表情で 自動車に 乗った。 車中で 首相は、 崔昌 
益が どうして ああい う 表情を する のかと たずねた。 すると だれかが、 事情を 知らないで、 体で も 悪い のでしょう 
と、 見当ち がいな 返事を した。 

ほかの 車に のった 崔昌 益は、 まるで 死罪で も おかして 裁判所に 引 立ら れる 罪人 さながらであった。 だが、 ぶる ぶ 
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るふる えなが らも 強情で、 絶望しながら も 死物 狂いに 反抗す るの が 反革命 分派 分子の つねであった。 

金 日 成 首相と 人民は、 確信を もって 敵の 策動を うちくだいて いった。 

首相は 反帝 反米 闘争の 旗を いっそう 高く かかげて アメリヵ 帝国主義の 侵略 策動に 反対して たたかい、 現代 修正 主 
義 者と 大国主義 者の 策動を 徹底的に 排撃し、 国際 共産主義 運動と 労働運動の 団結を 守って 反 党 反革命 分派 分子との 
たたかいを 強力に くりひろげた。 

もともと 崔昌 益を はじめ この 一味は、 解放 前からの 悪質な 分派 集団で ある rM • L 派」 その他の 派閥に くわわっ 
て、 朝鮮 共産主義 運動に 多くの 害毒を およぼして きた 連中で、 骨の 髄 まで 分派 的 習性が こびり ついている 革命の 裏 
切り 者で あり、 偶然 分子であった。 金 日 成 首相は 解放 後、 かれらが 自分たち の あやまちを 悔い あらためて 革命に 忠 
実で あるよう 忍耐強く さとし、 党と 政府の 要職まで あたえた ので ある。 しかし かれらは、 うわべは 金 日 成 首相と 党 
に 忠実で あるかの ように ふるまいながら、 裏に まわって はなお も 策動を つづけて きた。 

金 日 成 首相は かれらの こうした 動きを いち 早く とらえ、 その 背信 的な 行為に 激怒した が、 ただちに 策動を やめる 
ようい ましめ、 かれらの 「中傷」 にたい しても 忍耐強く 説得した。 

しかし 分派 分子は 恩を 仇で かえし、 一九 五六 年 八月の 党 中央委員会 総会を 契機に、 大国主義 者を 後楯 として あく 
まで も 党' に 反対して 正面から いどんで きた。 

反 党 反革命 分派 分子ら は、 社会主義 革命と 社会主義 建設に おける 党の 指導 的 役割を 否定す る 反 マルクス主義 的 主 
張を となえた。 

かれらは、 党内に 無政府主義 的な 混乱を ひきおこして 党を 私物 化しようと こころみ、 党の 唯一の 思想 体系を くず 
し、 きびしい 革命 H 争で 点検され きたえられた 党の 幹部 隊列を 切りく ずし、 党を 何人 かの. 分派 分子を 中心とした 小 
ブルジ ョア 集団に かえようと ねらった。 
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反革命 分子ら はさら に、 人民 大衆の なかで 党と 政府の 威信を 失墜 させ、 党と 人民が 悪戦苦闘の すえに かちとった 
社会主義 建設の 輝かしい 成果に 悪 どい 誹 誘を くわえた。 

そしてつ いには、 兄弟 党との 国際主義 的な 親善 団結まで も 破壊し ようと 卑劣な 策動を おこなった。 かれらは ァメ 
リヵ 帝国主義の スパィと 結託して 党と 政府を くつがえす 暴動の 陰謀まで くわだて、 はては 朝鮮民主主義人民共和国 
を 社会主義 陣営から 切りは なし、 親米 的な 「中立国」 にかえようと さえした。 

しかし、 反革命 分子の こうした 最後 的な あがきは、 ついに 金 日 成 首相の 断固と した 処置を うける 破目に おちいっ 
た。 

首相は 党と 革命と 人民の ために、 反革命 分派 分子に 決定的な 打撃を くわえる 一方、 かれらを 手先と して 内政に く 
ちばしを いれて いた 大国主義 者、 修正主義 者の 策動を 完膚なきまでに うちくだいた。 

首相に とっては、 この 問題は、 決して 全力を そそがなければ ならない ような 重大 事ではなかった。 すぐれた 戦略 
家で ある 首相は、 このし いられた たたかいを 契機に、 かえって 主体性を 確立し、 国際的には 修正主義と 大国主義と 
たたかい、 国内では 自力 更生の 精神を 高めて 革命を 一大 高揚へ と 導いた のであった。 

金 日 成 首相は さらに、 党内の 分派 分子の 罪状を あばき、 分派を 根 こそぎ にす るた めの 思想 闘争を 力強く おしす す 
めた。 

分派 分子が 真っ向から 党に いどんで きた ことを 知った 人民は はげしい 怒りに 燃えた。 だれもが 金 日 成 首相の 心中 
を 思い、 領袖と 党を 死守す る 決意を 強く した。 

緊迫した 日々 にもつね に 人民の なかに あった 金 日 成 首相は、 大衆の こうした 気勢に じかに ふれ、 かぎりなく 勇気 
づけら れた。 

金 日 成 首相が 現地 指導の 亡め 平安 南 道の 南 浦へ むかう 途中、 江 西 郡 台 城 里に しばらくたち よった ときの ことで あ 
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る 0 

人民軍の 連隊長を つとめていた 息子を たたかいで なくした という 一人の 老婆が、 金 日 成 首相の 手を にぎって 目に 
いっぱい 涙を うかべながら こういった。 

「首相 さま、 お 顔色が たいそう 悪う ございます が、 あまり ご 心配な さらないで ください まし。 な あに、 分派 分子 
めが じたばたして みたところで、 いま じ やみん なしっ かりして ますから 大丈夫で すよ 0 

なんと いっても、 わたしら が 勝つ にき まっています 。分派 分子め が 勝てる もんです か。 ご 心配には および ませ 
ん 。わたしたちは みんな 首相 さまを 支持して います、 味方です よ」 

素朴な なかに も 真実の こもった この 老婆の ことばは、 最上級の 美辞麗句を ならべたてた 賛辞よりも 金 日 成 首相を 
大きくはげまし、重大な使命感を感じさせたのであった。それはまさに名誉も報酬ものぞまず、ひたすら偉大な領 
袖と ともに、 労働と たたかいの けわしい 道を 力強く 切り ひらいて きた 人民 大衆の 心の奥底から ほと ぱしりで た 声で 
あった。 

金 日 成 首相は、 全 党と 人民の あいだで いちだんと 高まった 革命的 情熱と 内外の 敵にたい する はげしい 闘志を はっ 
きりとよ みとり、 その 情熱と 力を そのまま 社会主義 革命と 建設に 集中 させて いった。 

こうして 金 日 成 首相は、 たちはだかる 困難と 試練を 契機と して、 かえって 社会 主# 革命と 建設を 大きく 飛躍 さ 
せ、 その 勢いで 分派 分子を 完全に 一掃して しまう 決意を かためた。 

これは 革命の 弁証法を 深く 知り、 いかなる 状況の もとで も、 それに 適応す る 政策を 自由自在に 駆使す るす ぐれた 
指導 芸術を そなえた 偉大な 領袖 だけが もつ 決断力であった。 

金 日 成 首相は のちに、 この 当時の ことを 回想して こう 語った。 

r われわれは ただ ひたすら、 党員と 人民に たよる 以外に なかった。 わが 党は 党員と 人民 大衆を 信じ、 かれらの 力 


443 


第 七 章 朝鮮を 千里 馬の 国に 


を 結集して、 たびかさなる 難関と 試練を 切りぬ けて ゆく 決意を かためた」 

革命的な 大衆に 依拠し、 かれらから 学び、 かれらを 革命的に 教育し、 かれらを ふるいたたせて 革命を 前進 させ、 
難関を 突破して いくことは、 金 日 成 首相が 抗日 武装 闘争のと きから 守って きた 原則であった。 

首相は、 当時こう 語っ た。 

「革命と いう ものは もともと 古い ものを くつがえし、 新しい ものを つくりだす ものであるから、 古い 勢力の 反抗 
がつ きまとう ものです。 

われわれが 日本 帝国主義 侵略者と たたかって いたと き、 日本 帝国主義 侵略者と 地主ら はわれ われを 匪賊と よび、 
人民は 革命軍と よびました。 悪者たち がわれ われに 悪口を いったから とて、 おどろく には あたりません。 したがっ 
て われわれは、 必ず 世論の 階級 的 基盤を よく 分析して みる 必要が あります。 

われわれは、 革命を 遂行す る 過程で 決して 動揺 分子の 世論に たよって はならず、 農村に おいては 貧農と 雇 農の い 
うこと に 耳を かたむけなければ ならない し、 都市では 労働者の ことばに 耳を かたむけなければ なりません。 

こういう 人たち は、 つねに われわれを 支持して くれます。 

いまでも、 生活が 悪い の、 なにが どうのと いって 不平を ならべ、 世論を あおろう とする ものは 古く さい ブル ジョ 
ァ 思想の 持ち主です。 かれらは きまって、 むかし 裕福に 暮らした ものたち です。 こういう 連中は 機会 さえ あれば 不 
平を ならべ、 ちょっとした 困難に もす ぐ 動揺して しまいます。 しかし、 かつて 裕福に 暮らせなかった 労働者 や 農民 
は、 いまでは 生活が よく なった ために 満足して おり、 かれらには 不満が ありませ ん 。かれらは 困難に うちかつ すべ 
を 知って おり、 革命を 最後まで 遂行す るた め 力強く たたかって います。 われわれは 必ず、 £. うした 大衆に たよらな 
ければ なち ません」 

金 日 成 首相は このように、 革命と 建設に おいてつ ねに 階級 的 立場と 原則を 守らなければ ならない と 教えた ばかり 
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でな く、 革命を 前進させる ためには 強力な 政治 思想 闘争を くりひろげ、 それを とおして 革命的 高揚を おこし、 経済 
建設に おいては 大衆 路線を つらぬく ことによって 難関を 切りぬ けて いくす ベを 明らかに した。 

一九 五六 年 一二 月に ひらかれた 朝鮮 労働党 中央委員会 総会は、 国際的 および 国内 的に たちはだかって いた 多くの 
難関を 一挙に 解決し、 金 日 成 首相の すぐれた 指導 芸術を しめした 歴史的な 会議であった。 

この 総会で 首相は 五 か 年 計画の 最初の 一年の 課題を 提示した 。工業 生産を 一九 五六 年に くらべて 一ニ ニ％ に 高め 
る ことを みこした 一九 五 七 年度 人民 経済 計画は、 じつにぼう 犬な ものであった。 

総会では、 鋼材、 •日用品、 穀物な ど 一部の 重要 生産物の 不足を 解決す るた めの 課題の ほかに、 四十 億〜 五十 億円 
(旧 朝鮮 貨幣) の 商品を 増産し、 各種 鋼材を 五 -〜 一万 トン、 穀物を 五 万 トン 多く 生産す る 決定を 採択して、 全 党員 
と 勤労者に 訴えた。 

すると 一部では、 五 か 年 計画が あまりに もぼう 大 であると 動揺し はじめた。 もちろん 北半 部の 人民は、 非常に 困 
難な 状況の もとでぼう 大な 計画を おしすすめなければ ならなかった。 人民 経済を すみやかに 発展 させ、 人民 生活を 
向上させる ためには より 多くの 物資と 資金が 必要であった が、 その 源泉は 十分で なく、 五 か 年 計画の ぼう 大な 要求 
にくらべて 人民 経済の 内部 蓄積 も 多くはなかった。 兄弟 諸国の 援助 もの ぞ めず、 すべてを 自力で 解決し なければ な 
らな かった。 これにく わえ て 内外の 敵が なお も 策動を つづけ、 党内では 反 党 反革命 分派 分子の 残党との たたかいが 
つづいて いた。 

すべてが 緊張し 困難を きわめていた。 だが 金 日 成 首相は 保守主義 者と 消極 分子の 不平 や 誹 誘を 排し 、人民 経済を 
ひきつづき 早い 速度で 発展させる 方針を かたく 守り、 計画を 完遂す るた めの 決定的な 環を、 生産 内部の 予備を 十分 
に 利用して 設備 利用 率を 高める ことのな かに 見いだ した。 

首相は、 「最大限の 増産と 節約」 という 戦闘的な ス P 1 ガンを かかげた。 
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首相が 信じた のは、 ただつ きる ことのない 力の 所有者で ある 人民 大衆で あり、 いかなる 逆境に も かわらぬ 党に た 
いする かれらの 忠誠 心であった。 

金 日 成 首相は この 総会の あと、 党と 政府の 指導 幹部を 各地の 重要な 工場 や 企業 所、 農村 や 漁村に 派遣し、 みず か 
らも 一九 五六 年 一二 月 二十 八日、 降 仙 製鋼所の 労働者を たずねた。 

首相が はいった ひろい 室内は、 いましがた 仕事を 終えて きた 製鋼所の 幹部 や 作業服の ままの 労働者で いっぱいだ 
った。 その 目は 誇りに かがやき、 赤銅色の 顔は 明るい 笑みにつつ まれて いた。 しかし 金 日 成 首相が 話し だすと 笑い 
が 消え、 きびしい 表情に かわって いった。 

首相は 最初から、 党が もっとも 困って いる 問題を、 それ も 少しも 格式 ばらずに 胸襟を ひらいて 話した。 

首相は 期待と 愛情の こもった まなざしで 一人ひとりを 見つめて いた。 

「現在の われわれの 状況は まことに 苦しい 0 …… ある 国の 人び とは 自分たち の 分派を おくりこみ、 また 別の 国で 
はこの 国に 同調して、 われわれを おさえつけようと している。 わが国の 分派 どもは それぞれ 自己の 主人を 後楣 にし 
ており、 李承晩は アメリカを たよりに して われわれに 襲い かかろうと している。 われわれは だれを たよりに したら 
いいのだろう。 みなさんの ほかに、 たよる 人は いないの だ」 

場内は ざわめき、 空気が けわしくな った。 領袖と 革命に 反抗す る 敵への 憤りが みち あふれた。 朝鮮人 民の 誇りで 
あり 希望で ある 領袖と 党に、 いったいだ れが 危害を くわえようと いうの か。 赤銅色の 顔は 闘志に 輝き だした。 

そして 金 日 成 首相が、 「われわれは だれを たよりに したら いいのだろう か。 みなさんの ほかにた よる 人は いない 
の だ」 というと、 労働者たち は いっせいにたち あがり、 「金 日 成 同志 万歳/.」 とさ けんだ。 これは、 心の底から ほ 
とばしり でた 金 日 成 首相にたい する かれらの かぎりない 忠誠の 声であった。 

首相は 手を あげて これに こたえた。 心なし か 目が うるんで いた。 幸福感と 崇高な 使命 感が金 日 成 首相の 心を ゆ さ 
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ぶった のであろう か。 

労働者たち は、 めいめい どんな 困難な ことで もやり と 
げる ことを かたく 決意し、 分派 分子ら を 熔鉱炉の なかに 
たたきこんで しまう から、 かれらを 自分たち に ひきわた 
して ほしいと こぶしを ふるわせた。 

泰山を も ゆり 動かさん ばかりの 気勢と 溶鉱炉の ように 
にえたぎる 朝鮮 労働者階級の この 熱意 こそ、 つきない 財 
富を 生む 力で あり、 敵を 容赦な く 切りた おす するどい 刃 
であった。 

金 日 成 首相は この 戦闘的な 部隊を さらに ふるいたた 
せ、 かれらを 先頭に たてて 新しい 奇跡を 創造し ようと 決 
心した。 

首相は 問題の 核心に ついて、 つぎの ような 意味の こと 
ばを のべた。 

「われわれは 来年から 第一 次 五 か 年 計画には いる。 

ところで、 この 計画を りっぱに おしすすめる ためには 
多くの 資金と 労力と 資材が 必要で ある。 しかし われわれ 
には、 すべてが 不足して いる。 なかで も 鋼鉄と 鋼材が 非 
常に 急を 要して いる。 …… 『一人の こらず 節約し、 増産 
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しよう / 』 これが いま、 わが 党が かかげた スロ ー ガンで ある。 われわれは すべての 難関に うちかち、 社会主義 建 
設を 最大限に おしすすめなければ ならない。 過去の われわれの 生活は 苦しかった し、 また、 たらない ものが 多い。 
であるから、 他人が 一歩す すめば、 われわれは 十 歩す すまねば ならず、 他人が 十 歩す すめば、 われわれは 百 歩す すま 
ねばならない。 そうして こそ、 他人が 共産主義に 到達 するとき、 われわれ も いっしょに 共産主義に 到達す る ことが 
できる ので ある」 

首相は、 愛情の こもった まなざしで 労働者たち を 見 まわし、 なお も 話を つづけた。 

「この 困難な 時期に、 このす ベての 困難に うちかちながら、 党の 路線と 政策の 正し さを 確証すべき ものは ほかで 
もない、 みなさん 自身な の だ。 党は 革命の 主力 軍で ある 労働者階級の 力を かたく 信じて いる。 …… ところが 保守 主 
義者は 、『公称 能力』 だけに こだわって われわれの 前進を はばんで いる。 保守主義を うちやぶり、 緊張して いる 人民 
経済の 環を とく 人 も、 ほかならぬみ なさん なの だ。 みなさんは 停戦 後、 自分たち の 力で この 工場を 復旧した ではな 
ぃか」 

首相の この ことばは、 労働者たち の 心を 強く とらえた。 ある 労働者は、 そのと きの 感動を こう 回想して いる。 

「首相の ことばを 一言 ひとこと かみしめながら きいて いたわた しの 胸は、 熱い 血潮で たぎり たつよう でした。 そ 
れま でも わたしは、 自分が 革命の 指導 階級の 一人で ある ことに 誇りを いだいて いました。 しかし わたしは このと き 
まで、 わたしたちにたい する 党と 領袖の 期待と 信頼が、 それほど 大きく 厚い もの だとは 知らなかった のです」 

首相の 話が おわる と、 労働者たち は 先を あらそって 革新を おこす 決意を のべた。 年間計画より 多くの 鋼鉄を 生産 
するとい う 決意 や、 3 丨 クスの かわりに 無煙炭を つかって 外貨を 節約 するとい う 決意、 また 炉の増 補修 時間を 半分 
に ちぢめ、 溶解 時間を 二 時間の あいだに 四十 分 短縮す ると. いう 決意な どが つぎつぎとの ベら れた。 

首相は 満足そう にこう いった。 


448 


1 きびしい 試練を へて 


「労働者の みなさんと 相談した かいが ありました。 予備は みなさんの 頭の なかに あります。 みなさんの 決意は ど 
れも 正しい ものです」 

首相が 降 仙の 労働者の 胸に ともした 火は、 全国 律々 浦々 に 力強く 燃え ひろがって いった。 生産 や 建設は 戦闘と 化 
した。 

「公称 能力」 はく ずれ、 保守主義 者は 労働者階級の 砲火を うけて あわてふためいた。 とくに 領袖の 訴えを 直接う 
け、 領袖の 面前で かたい 決意を のべた 降 仙 製鋼所の 労働者たち の 気勢は 天を も衝 かんば かりであった。 だれもが こ 
ぶしを ふりあげ、 テ ー プルを たたきながら 決死の たたかいに のぞむ 兵士が 戦場で 入党を 餐 うとき のように、 これ ま 
では 考えられなかった 多くの 生産 課題を うけもった。 英雄的で 勇敢な 労働者階級は、 高鳴る 革命の 進軍 ラッパに 熱 
血を たぎら せ、 領袖が よびかける 大 革新 運動の 戦場へは せ 参 じた。 

鉄鋼 職場の 労働者は 五 か 年 計画の 最初の 日の出 鋼で、 溶解 時間を 三時 間 五分 も 短縮す る 記録を うちたてた。 

飛躍は 連鎮 反応を おこし、 すべての 作業班が 高い 生産 記録を つぎつぎと 更新して いった。 

このような おどろく べき 労働 闘争は 前例の ない もので あり、 新しい 運動の 発端と なった。 まさに この 英雄的な 革 
新 運動が、 こんにち 朝鮮の 異名と なった 世界的に 有名な 偉大な 千里 馬 運動の 発端であった ので ある。 

千里 馬 運動は、 領袖と 党の まわりに かたく 団結した 人民 大衆の 偉大な 創造力の あらわれで あり、 社会主義 建設を 
最大限の 速度で おしすすめる 全人 民 的 運動で ある。 

金 日 成 首相は ときを 移さず 全国の あらゆる 工場、 企業 所を 大 革新 運動に ふるいたたせた。 

首相は、 一九 五 七 年の 新しい 年が 明けた 一月 三日には、 もうす でに 黄海 製鉄所の 労働者たち のなかに いた。 首相 
は そこの 労働者に 二十 五 万 トン 能力の 第一 号 溶鉱炉と、 三十 万 トン 能力を もつ 解 炭炉の 建設を 促進させる など 戦闘 
的な 課題を あたえながら、 かれらを 力強く はげました。 労働者たち は 熱烈に これに こたえた。 領袖と 党の よびかけ 
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であれば 水火を もい とわぬ ことを 誓い あった。 

首相は、 全 党を はげしい 増産 闘争に ふるいたたせながら、 自身は なお も 全国 各地の 数多くの 農村 や 工場、 企業 所 
を 直接 指導し、 いたるところで 新しい 奇跡を 生み だした。 

首相の 情熱と 高い 志は 大衆の なかに 深く 浸透し、 大衆 自身の 意志と 思想に なった。 労働者、 農民を はじめす ベて 
の 勤労者は、 金 日 成 首相の 思想を 具現した 党の 政策と 路線を 自分自身の 死活 的な 問題と してう けと め、 その 遂行の 
ためには 骨身を おしまなかった。 

これは 決して、 偶然で も 一時的な 現象で もなかった。 かつて 亡国の 民の 苦しみと 屈辱を いやというほど 体験した 
朝鮮人 民は、 自分たち を 主人に して くれた この 制度を どんな ことがあっても 守りと おし、 国中を 世界が うらやむ 一 
大 楽園に 築こうと 決意した。 

朝鮮人 だからといって、 なぜ 他人より 貧しく暮らさなければ ならない のか？ 他人が 一歩す すめば、 われわれは 
百 歩を も 千 歩を も 駆けよう / . 党と 領袖の よびかけで あれば 泰山を も 動かし、 海を もうめ よう / これが 領袖の ま 
わりに 一枚岩の ように 団結した 朝鮮 労働党と 人民の 意志で あり 誓いであった。 

長期 間に わたって 蓄積され たこの ような 革命的 情熱の なかで、 その 情熱を 燃やし ふるいおこしながら、 威力を 発 
揮 させた 金 日 成 首相の すぐれた 指導 芸術から 伝説 的な 千里 馬が 生まれ、 千里 馬 運動の 歴史が はじまった ので ある。 

平穏で おちついた ゆりかごからで はなく、 革命の 暴風雨の なかから 生まれた 千里 馬/ その 千里 馬には いま 勇猛 
な 騎手 ♦かまた がり、 炎の ような たてがみを なびかせて 天空 高く 駆けは じめ たので ある。 朝鮮 革命に 真っ向から 反対 
していた 敵 やべ テン 師ど もは、 千里 馬に 足蹴に されて 千尋の谷 間へ つきおとされて しまった。 

このように 金 日 成 首相は、 内外の 敵が 襲い かかる きびしい 状況の もとで、 いささか も ひるむ ことなく 偉大な 千里 
馬 運動を おこす ことによって かれらに 痛烈な 打繫を あたえ、 社会主義 革命と 社会主義 建設を 高揚させる という、 文 
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字 どおりの 奇跡を もたらした ので ある。 

この 輝かしい 勝利は、 時代を 切り ひらく 金 日 成 首相の 偉容を、 いま 一度 全世界に しめした ものであった。 

2 世界を 驚嘆 させた 千里 馬の 大 進軍 

きびしい 革命の 熱風の なかで うまれた 千里 馬は 力強く、 そして 疾風の ごとく 駆けた。 

それまで、 まえと かわらぬよう な 暮らしを していた 人び とは、 いつのまにか 自分たち が 千里 馬の 騎手たち から 遠 
くひき はなされて いるのに 気がつき おどろいた。 

千里 馬の 騎手 も、 たちおくれた 人 も、 社会的 境遇 や 革命 課題の 遂行のう えでは みなおな じであった。 ちがいが あ 
ると すれば、 それは 革命的な 熱意と 実践 上の 展開 力に あった。 たちおくれた 人び とは だれもが この ことに 気がつい 
た。 と 建設で、 安逸と 自己満足が どれほど % I 害で あを かとい うこと がい まや 明白と なった。 

われわれと てたち おくれて はいられない、 われわれ も 革新の ための 可能性と 予備を さがしだそう。 われわれ も 千 
里 馬に 乗り、 歳月を たぐりよ せよう、 こうした ねがいが どの 勤労者の 胸に も 芽 ばえ はじめた。 

こうした 願望と 社会的の なりゆきを 全面的に とらえた 金 日 成 首相は、 まだ 工業の 重要 部門で しか おこって いない 
千里 馬 運動を、 全 社会的に 一般化す る ことが 現実的に 可能で ある ことを よみとった。 朝鮮 全体を 千里 馬の 国と する 
ことは、 時代と 革命の さしせまっ た 要求で あった。 

首相は 全 党に よびかける 一方、 みずから 勤労者の なかには いって かれらを 革命的な 飛躍へ とふる いたた せた。 

こうして 千里 馬は 日 ましに 大きく なって いった。 国中が わきたった。 勤労者の 心は おどり 血は 燃えた ぎった。 ど 
の 顔に も、 朝鮮が たちおくれて いる ことへの 憤りで みちみちていた。 そして、 短期間のう ちに 社会主義 強国を 建設 
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しなければ ならない し、 また 建設で きる の だとい う 覚悟と 自信に みち あふれて いた。 

金 日 成 首相は 昼夜を とわず、 このような 勤労者たち のなかへ 、すべてが 英雄になる ことを 決心した 人び とのな か 
へは いって ゆき、 知恵と 勇気を あたえた。 

金 日 成 首相の ゆく ところでは かならず 革新の 火花が 散り、 それにと も なって 全国 津々 浦々 で、 また 社会主義 建設 
の あらゆる 戦線で 世人を おどろかせる 奇跡が 生み だされた。 いたるところで 時代 おくれの 基準と これまでの 「公尔 
能力」 が 葬り去られ、 新しい 技術、 新しい 基準が うまれた。 

降 仙 製鋼所の 分 塊 職場の 労働者たち は、 既存の 設備では 六 万 トン 以上は 絶対に 不可能 だとい われて いた 鋼片 生産 
を 一躍 九 万 トンに 高める 決意を し、 実際には 二倍の 十二 万 トン も 生産した 。また 金策 製鉄所の 労働者たち は、 年産 
十九 万 トンし か 生産で きないと いわれて いた 銑鉄を 二十 五 万 トンに する 決意を かため、 実際には 二十 七 万 トン も 生 
産した のであった。 

こうした 革新に よって、 一九 五 七 年の 工業 部門に おける ぼう 大な 計画は、 一一 七 パー セント も 超過 遂行され た 0 
これは 前年の 一四 四 パー モントに あたる ものであった。 

いたるところで 飛躍と 革新が 生まれた。 海 州 - T- ■間の 八十 余キ ロメ  I トル 広軌 鉄道 敷設 工事で おさめた おど 

ろくべき 成果 も その ひとつで ある 0 

一九 五八 年 六月 十九 日、 金 日 成 首相の 現地 指導を うけた ここの 建設者たち は、 領袖の 信頼と 激励に 力 づけら れヽ 
一年 計画であった この 工事を、 わずか 七十 五日で 完成す る ことを 決意した。 

青年 建設者たち は 集団 的な 革新 運動に よって、 ふるい 基準 量を すべて うちこわし 、新しい 記録を つぎつぎとう ち 
たてて いった。 難関に ぶつかる たびに かれらは ますます 気勢を あげ、 責任 量の 四〜 五倍で も満 M せず、 十倍の 作 
業 量を 目標に かかげた。 鉄道 敷設 工事 場は、 まるで 一つの 大きな 職場の ようであった o ff-? 7CJ が 裏山を 二十 五メ ー 
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トルの 深さで くりぬいて いく 大切 土 場 工事を うけもった 「一、 一一 一 一 高地 突撃 隊 / 鉄橋 建設を ひきうけ、 水中 掘 
削と 水中 コンク リ ー ト エ事に とりくんだ 「李 寿 福 英雄 突撃 隊」 をは じめ とする 数多くの 突撃 隊が 組織され、 山を 切 
りくず し、 鉄橋を かけ、 鉄道を 敷いて いった。 

七月の 炎天 も、 党と 領袖にたい する 忠誠 心に 燃える 青春の 情熱には かてなかった。 

「李 寿 福 英雄 突撃 隊」 の ある 隊員は、 水中に 二十 九 時間 も ひたり、 七十 キ P グラムの 土のうを 五 百 八十 個 もつ み 
あげて 洪水を 未然に ふせぎ、 四十 日間の 予定であった 水中 掘削と 水中 コンク リー ト エ事を わずか 五日 間で 終えた。 

全 工事のう ちで もっとも 土 量が 多く、 難 工事の 一つであった 七 万 山の 切りく ずし 工事を うけもった ある 建設 事業 
所の 若い 建設者たち は、 先進 的 技術を 導入し、 大胆に も 三十 トンの 火薬で 大 発破 作業を おこない、 行く手を ふさい 
ていた 七 万 山を 一気に ふっとばして しまった。 

かれらは 八十 八万メ ー トルの 土を 掘り、 五 千 六 百 余 平方 メー トルの コンク リート をう ち、 数十 個の 橋を かけ、 駅 
舎 や 線路 班、 機関 区 そして 二百 余世 帯の 住宅を 建設した。 こうして 建設者たち は、 領袖に 誓った 計画を りっぱに な 
しとげた ので ある。 

普通 三〜 四 年は かかる このぼう 大な 工事を、 かれらは わずか 七十 五日 間で りっぱに やっての け、 世界の 鉄道 敷設 
史上 類例の ない 奇跡を つくりだした ので ある。 

こうした 奇跡は、 九十 日 以上の 日照りが あった にもかかわらず、 前年ょりも 多く 収穫を あげた 農業 面に おいて 
も、 また、 おどろくべき 「ピョンヤン 速度」 を 生んだ 基本 建設 面に おいても おこった。 

金 日 成 首相は、 生産 関係の 社会主義 的 改造に ょって 千里 馬 運動の 社会経済 的 基盤を しっかりと 築く 一方、 この 運 
動を さらに 発展させる ための 積極的な 方針を うちだした。 

首相は 消極性と 保守主義に 反対す る 強力な 思想 闘争を おしすすめ、 すべての 活動家と 勤労者が 大胆に 考え、 大诅 


453 


第 七 章 朝鮮を 千里 馬の 国に 


に 実践し、 あらゆる 面で 政治 活動を 先行 させ、 党 政策の 教育、 革命 伝統の 教育、 共産主義 教育を 強化して 勤労者の 
熱意と 献身 性を 自発的に 発揮させる 方針を さししめした 0 

金 日 成 首相は、 勤労者の 意識を、 社会と 子 S ための たたかい のなかで 自身 Q 幸福を も 見いだ す 思想に、 継続 革 
新、 継続 前進す る 思想に、 革命的な 共産主義 思想に かえ、 集団 的 革新 運動の 思想 的 基盤を しっかりと 築いた ので あ 
る。 そして、 こうした 思想 教育と ともに 社会主義 的 分配 原則を ただしく 実施し、 勤労者の 物質的 関心を 高めて いっ 
た。 

また 首相は、 労働 生産 能率を 高める ための 重要な 環の 一つで ある 科学と 技術を 発展 させ、 これを 生産に 積極的に 
導入して 大衆の 政治的 および 労力 的 熱意と むすびつけ、 た ゆみな く 革新を おこして いく 方針を うちだした。 

金 日 成 首相が 明らかにした この 方針は、 社会主義 建設に おける 人民 大衆の 革命的 熱意と 創造力を 最大限に 発揮 さ 
せる きわめて 正確な 方針であった。 

首相は こう 語った。 

「わが国に おける 社会主義 建設の 大 高揚 や 千里 馬の 進軍は、 党の まわりに 一枚岩の ように 団結し、 党を かぎりな 
く 信頼し、 党の さししめす 道に むかって あらゆる 難関を のりこえて 新しい 生活を つくりあげよう とする、 わが 勤労 
者の 髙まっ た 革命的 熱意を ぬきにして は 想像 さえで きない ことであります」 

首相は 千里 馬 運動を 飛躍的に 発展させる ため、 なによりも 勤労者の 革命的 熱意を 高める 政治 思想 活動に 大きな 関 
心を はらった。 これは 千里 馬 運動 自体の 本質と、 革命と 建設で 勤労者の 思想 意識が はたす 能動的な はたらきを 科学 
的に 分析した ところから だされた 結論であった。 

首相は 生産力を 軍隊の 武装 力に たとえながら、 軍隊が 戦闘で 勝利を おさめる ためには、 もちろん 武装 もす ぐれて 
いなければ ならない が、 戦闘 意欲と 思想 意識が 高く、 技術水準 も髙 くなければ ならない と 同様に、 労働 生産 能率を 
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高める ために も 勤労者の 思想 意識が 決定的な 役割を はたす という ことを し 定式化した。 

首相は つぎのように 語った。 

を 高める うえ - 0 決定的 ^ 萬 義を もつ，^ は、 a f 人民の fc' めに ヽ. みずから， の 幸 sr の */ $; に、 a' 
分の 全 »/ 力— と M 萬を がた むけ -t ただ かお. う j とする 労働者の 薄！ t. い 思想で. あ W まず」 

金 日 成 首相は、 勤労者の 革命的な 情熱を たかめ、 あらゆる 沈滞と 保守性を うちくだき、 千里 馬 運動を いちだんと 
発展させる ために、 全国 革新 者 大会を ひらく ことを 提案した。 

一九 五八 年 九月、 ビョン ヤンの 国立 芸術 劇場で 金 日 成 首相の 参 席の もとに 全国 生産 革新 者 大会が ひらかれた。 こ 
れは 千里 馬 騎手たち の 最初の 大会であった。 

首相は この 大会で、 r 社会主義 建設に おける 消極性と 保守主義に 反対して』 と 題す る 歴史的な 演説を おこなっ 
た。 

「社会主義を 完全に 建設す るた めには、 国の 社会主義 的な 工業化を 実現し なければ なりません。 …… 社会主義 的 
工業化を なしとげて こそ、 わが国を 先進 的な エ柒 国に かえる ことができます。 そう なれば、 わが国の 工業は 現代的 
な 工業へ と いっそう 発展し、 農業で も 凶作が なくなり、 食べる もの、 着る ものが 豊富に なって、 文化 住宅が どこに 
でも 建ちなら ぶようになる でありましょう。 これは また 祖国の 平和 統一を 促進し、 南半 部の 人民を たすけ、 かれら 
の® らしを われわれと 同じく よい S らしに する 道であります。 それゆえ、 社会主義 工業化を はやく 実現す る ことが 
なにより もたいせ つであります」 

このように 金 日 成 首相は、 社会主義 建設の 重要な 任務に ついて 強調し、 千里 馬 連 励を いっそう 商い 段階へ 発展 さ 
せる ことを 生産 革新 者たち に 訴えた。 

「こんにち、 生産と 建設の 分野で まきおこって いる 技術革新 運動を さらに 一歩前進 させ、 いっそう 高い 段階に 引 
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き あげる ことが 必要であります。 

われわれは、 たえず 革新を おこさなければ なりません。 いまよりも っと よい ものを つくりだし、 それを もとにし 
て、 さらにす ぐれた ものを つくりだす、 というよう にたえず 革新を おこさなくて はなり ません。 …… 一人 だけでは 
なく、 おおぜいの 人が 英雄に ならなければ なりません。 …… 朝鮮人が すべて 千里 馬を 駆り、 だれもが 英雄になる な 

らば これ 以上よ ろ こばし いことは ないで ありまし ょう。 . それゆえ、 党は 集団 的 革新 運動を ひろくく りひ ろげ る 

ことを 要求して いるので す。」 

つづいて 首相は、 社会主義 建設で 保守主義と 消極性を 決定的に うちくだかなければ、 千里 馬 連動を 発展させる こ 
とはで きないと 強調した。 

「革新が おこる ときは、 かならずたち おくれた ものが これを 妨害す る ものです。 だから 革新 そのものが すでに、 
たちおくれた ものとの 闘争を ともなう のです。 たちおくれた もの、 保守主義 的な ものとの 闘争を せずに 革新を おこ 
す ことは 不可能です。 これは 生活の 法則です」 

首相は 演説を おえながら、 生産 革新 者たち に、 革命 活動 や 革新 運動で なによりも 重要な ことは、 すべての 行動の 
指針で ある 党の 政策、 党の 決定に 忠実で ある ことで あり、 それを 徹底的に 実行す るた め 水火を もい とわず たたかう 
ことで あると 教えた 0 

首相の この 大きな 期待には げま された 生産 革新 者たち は、 領袖の 教え どおり、 たちおくれた もの、 保守的な もの 
と あくまでた たかって 革新を おこす 決意を いっそう かたくした。 

この 大会の 直後に ひらかれた、 朝鮮 労働党 中央委員会 九月 総会では、 金 日 成 首相の 発起に よって 全 党員に おくる 
赤い 手紙を 採択し、 千里 馬大 進軍の 前途を はばむ 保守主義、 消極性、 技術 神秘主義を うちやぶり、 大胆に 考え、 大 
胆に 実践して 社会主義 建設に 大 高揚を もたらす ことを 訴えた。 
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赤い 手紙に こめられた 領袖と 党の 戦 脚 的な 訴えを 実践す る 過程で、 保守主義と 消極性は ぅちくだかれ、 千里 馬 運 
動は 社会主義 建設の あらゆる 戦線で 新しい 飛躍を なしとげた。 

金 日 成 首相は 千里 馬大 進軍の 先頭に たって、 党と 国家 事業を 力強く おしすすめて いった。 

首相は できるだけ 多くの 時間を さいて 勤労者と ともに すごし、 つぎつぎと 大胆な 構想 や 独創的な 提案を だして 大 
衆の 創造力を 最大限に 発揮 させた。 


一 a h 


こぅした 過程で、 戦後 小さな 71 機械工 場 

として 発足し、 中小 農 機械を つくって いた 

1 にす ぎなかった 岐陽 機械工 場が りっぱな 卜 

郎 ラ クタ ー エ場に かわり、 自動 ili 付 M 品 工場 

M として 発足 以来 一年に もなら ない 徳川 自動 

U 屯 修理工場は、 いつのまにか 貨物自動車を 
話 

と 大量生産 する 自動車 工場に 姿を かえた。 

ち 

允  実際、 自動車 一つを とってみ て も、 設備 
者 

ii も 設計図 もない ところから 生産の 段階まで 
労 

£  こぎつける といぅ ことは、 なみ 大抵の こと 

-nr 

嫌ではなかった。 しかし 発展 途上の 経済、 と 
M  くに II 業では 冬く の自励 IIT- をい ますぐに も 
必要と していた。 

金 日 成 首相は さしせまった この 要求を 解 
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決する ため、 自動車を 自力で 生産す る ことを 決心し、 この 至難の 任務を 徳川の 労働者たち にあた えたので ある。 

徳 川の 労働者たち は、 領袖の 信頼と 期待の あらわれ である この 任務を うける と、 ただちに 自動車 試 製品の 生産に 
とりくんだ。 かれらの まえには 数多くの 難関 や あい 路が よこたわって いた。 設計図 一枚 もな く、 なくて はならない 
特殊 機械 や 建物の 設備 もなかった。 また 自動車を 製作した 経験がなかった ため、 数千 種に およぶ 付属品を 生産す る 
のに、 どんな 技術 装備が 必要な のか さえ わからなかった。 一部の 人たち は、 こういう 実情の もとで 自動車が つくれ 
る わけがない し、 たとえで きたと しても 採算が あわない といっ てとり あわな かった。 

こうした とき、 一九 五八 年 十月 三十日、 金 日 成 首相が 徳川 自動車 工場を たずねた。 首相は まず 工場の すみずみを 
見て まわり、 自動車 試 製品の 生産 状況を くわしくき いたのち、 労働者と ひざを まじえ、 自動車 生産に ついて 熱心に 
論議した。 

首相は、 自動車を 生産す るう えで なによりも 重要な ことは、 自力 更生の 革命 精神で あると 考えた。 

首相は 労働者にたい し、 社会主義 建設で 自動車 生産が いかに 重要で あるかと いう こと、 農村の 機械化の ためには 
二 万 五 千 台の 自動車が 必要な のに、 外国から 毎年 二 千 五 百 台を 輸入 するとしても 十 年は かかる という こと、 したが 
って 自動車は かならず われわれの 手で 生産し なければ ならない こと、 などに ついて 説いた。 

「われわれ 自身の 力で 自動車を つくりださな ければ なりません。 生産す ると、 輸入に くらべて 採算が あわない と 
いう 人 もい るが、 たとえ 原価が 少し 高くても、 われわれ 自身の 力で つくった 方が 有益 だと 思います。 もちろん、 は 
じめ のうちは 他国の ものより 原価が 高く つく かもしれ ない が、 技術 技能が 高まり、 労働 生産 能率が あがれば 原価 も 
自然と 低下す るだろう し、 また 自動車の ような 現代的 機械を 生産して こそ、 はじめて 工業 も 自立 的に 発展す るので 
す C われわれは 特殊 機械を はじめ、 あらゆる 機械を すべて われわれ 自身で つくれる よう 努力し なければ なりません。 

ほかの 国の 人たち が 自動車を つくれる のに、 われわれ 朝鮮人が つくれない はずが ありましょう か。 抗日 パル チ ザ 
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ンの 隊員たち は、 満足な 道具 さえない 仕事場で、 爆弾を つくり 敵を うちやぶりました。 自動車 も われわれの 力で つ 
くらなければ なりません。 

われわれは、 他人よりも たちおくれて いたから、 もっと 早くす すまなければ なりません。 だれかが われわれの 生 
活を よくして くれる だろうと、 手を こまねいて いては いけません。 われわれの 手で 築き あげるべきな のです。 困難 
にう ちかたなければ なりません。 強力な 重工業 基地が 創設され た 現在の 条件の もとでは、 われわれが 革命 思想で 武 
装 さえ すれば 不可能な ことは ない のです。 …… ハン マ ーでた たきながら でも、 自動車を われわれの 手で つくりださ 
なければ なりません」 

首相の この ことばは、 労働者たち に 勇気と 勝利への 確信を もたらした。 

徳 川の 労働者、 技術者たち は、 小さな 仕事場で 爆弾を つくりあげた 抗日 遊撃隊員の ように、 かならず 自動車の 生 
産を 成功 させて みせる という 決意を かためて、 自動車 試 製品 生産に 突進した。 設計図 もない かれらは 自動車を 分解 
し、 それを 見本と して 付属品を 一つ一つつ くって ゆき、 鉄板を ハン マ ーで たたいて 車体を つくった。 

組立て ながら 付属品が あわない と、 何回も 何回も 削って は あわせて いった。 こうして、 領袖に 忠誠を 誓った 労働 
者たち は、 ついに この 栄え ある 任務を なしとげた ので ある。 

貨物自動車 「勝利 五八 型 第一 号」 は、 ついにつ くられた。 これは 工業の 発展と 技術 革命に おける 大きな 勝利で あ 

った。 

楽 元 機械工 場で も 同じであった。 金 日 成 首相が みずからたず ねて いき、 H クス ヵべ ー タ ー 生産の 課題を しめす 
と、 楽 元 機械工 場の 旁 働 者たち も 保守主義、 消極性を うちやぶり、 悪戦苦闘の すえつ いた H クス ヵべ ー タ ー の 製作 
に 成功した ので ある。 

こうした 奇跡は、 いたるところで おこった。 首相の 直接の 指導の もとに、 千里 馬 号 トラクタ—、 勝利 五八 型 貨物 
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自動車、 赤い 星 五八 型 ブル ト ー ザ ー、 H クス ヵべ ータ ー など、 威力 ある 機械が つぎつぎと 生産され ていった。 

千里 馬の 騎手たち は 生産と 建設の テンポを 早めながら、 新しい 技術の 要塞め ざして 大胆に すすんで いった。 そし 
て かれらの すばらしい 先駆者 的 役割に よって、 数千 数万の 新しい 千里 馬 騎手が 誕生した。 これは 革命的な 先進 思想 
が 保守的 思想を 一掃す る 過程で あり、 先を すすむ ものが 自分の 模範に よってたち おくれた ものを 感化 させ、 改造し 
ていく 過程であった。 

こうして 千里 馬 運動は、 いっそう 深化 発展し、 千里 馬 作業班 運動へ と 移って いった。 

すなわち、 生産の 基本単位 である 作業班で 集団 的な 革新を おこし、 生産を 急速に 高める 一方、 党 政策の 教育と 共 
産 主義 教育を 力強く すすめ、 たちおくれた 者を 先進 者に かえ、 新しい 共産主義 的 人間に 改造す る 活動と 密接に むす 
びつ けた もっとも 高い かたちの 社会主義 競争の 運動に 発展した ので ある。 

首相が 火を ともした 千里 馬 作業班 運動の のろし も、 やはり 降 仙 製鋼所の 鋼鉄 戦士たち によって 高 だかと かかげら. 
れた 。そして この 炎は、 やがて 全国の すべての 工業 分野に ひろがって いった。 

ピョンヤン 製糸 工場の ある 女性 作業班 長は、 仕事に あまり 熱中し ない 造 糸エた ちを しんぼう 強く 教育して、 この 
作業班を 模範的な 作業班に つくりあげた。 

だが この 作業班 長は、 それだけに 満足し なかった。 

彼女は 賃金が 減る の も かまわず、 たちおくれた 作業班に すすんで 移り、 作業班 員たち を 忍耐 づ よく 教育し、 身を 
もって 手本を しめして、 ついに この 作業班を も 千里 馬 作業班に かえた。 

金 日 成 首相は 彼女の 気高い 共産主義 的 気風を 高く 評価し、 父親の ような 愛情で 彼女を はげました。 

三 •八 国際 婦人 デ ー 五十 周年を 記念す る ピョンヤン 市 報告 大会に 参 席した 金 日 成 首相は、 大会の のち 休憩室で 数 
名の 千里 馬 騎手たち と 会った。 そして、 そのな かにいた ピョンヤン 製糸 工場の 千里 馬 作業班 長に こういった。 
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「どうです か？ 人間を 教育し、 改造 するとい うことは ほんとうにたい へんな ことでしょう？ しかし 一人の こ 
らず 教育、 改造して、 共産主義 社会に ともに すすまなければ なりません。 **^?11"5!-^?^^^貝い %| |73 は-<^ 
'^1!^1^義者 «| 、人間を愛する*^^知ら *) <| てはならな^^^。 われわれが S 主 1会を讓 し 
ようとい うの も 大衆の ためで あり、 すべての 人を しあわせに する ためな のです。 …… だから われわれは すべての 人 
びと を 一人の こらず 教育、 改造して、 人間の 最高の 理想で ある 共産主義 社会にまで いっしょにい かなくて はなら な 
いのです。 もちろん、 大衆の なかにはたち おくれた 人 もい ます。 しかし 生まれつきの 落後者と いう ものは いない も 
のです。 したがって、 改造で きる 期間が 早かったり おそかった りする ことは あります が、 改造で きない 人間は いな 
いのです。 …… 人間を 共産主義 的に 改造 すれば すべての 問題が 解決され るので す。 大衆 全体を 教育し 改造す る こと 
は 人間の 意識を かえる 深刻な 思想 革命で あり、 困難で 長期的な 革命です。 だが われわれは、 最後まで やりとげな け 

ればな りません。 . 自信が あります か？」 

「はい、 自信が あります。 必ずやり とげて みます」 

彼女の こたえを きくと、 首相は 満足そう に 微笑を うかべて、 大衆を 教育、 改造す るには どう すれば よい かにつ い 
てく わしく 話した。 

「千里 馬 作業班では、 大衆を 共産主義 的に 教育、 改造す る ことを 重要な 活動と しなければ なりません。 千里 馬 作 
業 班では 共産主義 教育、 とくに 革命 伝統の 教育を 強めなければ なりません。 人間を 教育、 改造す るた めには、 まず 
その 人を 心の底から 信じ、 愛し、 またよ く 知らなければ ならない のです。 人び とを よく 知る には 大衆と ともに 働き、 
生活し、 同じように 呼吸し、 苦楽を わかちあわなければ なりません。 共産主義者は 大衆の なかにはい り、 実際の 行 
動に よって 模範を しめし、 大衆が めざめる まで 忍耐強く 説かなければ ならない のです。 欠点の ある 人には もっと あ 
たたかく 接し、 なやみごとが あれば 親身に なって 解決して やり、 その 人たち が 正しく 生きて いくように たすけて や 
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らな ければ ならない のです。 こうした た ゆみない 努力な しには、 人を 感化す る ことは できない し、 人を 教育、 改造 
する 複雑で 困難な 革命の 任務を やりとげる ことは できない のです。 339 
定盼な I もの^ いく 感化 教育^ ■もっともよ い 方 人間が もっている 肯定的な ものを 最大限に 生かし、 
毎日の ように 各地で おこって いる りっぱな 模範に ならうよう にし、 否定的な 面を 克服す るよう にしなければ ならな 
いのです。 これが こんにち、 社会主義の もとで 大衆を 教育し 改造す る 基本的な 方法です」 

首相は、 つづけて こう 語った。 

「われわれと いっしょ にす すもうと する 人たち は、 だれでも 教育し 改造して ともに いかなければ なりません。 し 
かし 意識的に われわれに 反対す る 階級 的な 敵対 分子には、 徹底的な 打擊を あたえなければ ならない のです。 つねに 
この ことを 忘れて はなり ません」 

首相は、 作業班 内には 孤児が 多い かと 班長に たずねて、 こうつ づけた。 

「アメリヵ 帝国主義 者に 父母を 奪われた その子たち は、 ほんとうに 貴重な 子どもたちです。 父 や 母が いれば、 ど 
んなに かその 子たち を かわいがる ことでしょう。 ところが その子たち はい ま 父母の 愛を うける ことができない。… 
… 子どもたちに 必要な のは 愛情と いつくしみです。 父親の 深いい つくしみ と、 母親の あたたかい 愛情を もとめて い 
るので す。 だれが その子たち に、 そうしたい つくしみ と 愛を あたえる ことができる でしょう。 それは、 あなたたち 
がしなくて はならない のです。 …… あなた 方が その子たち のよ い 姉さんと なり、 やさしい 母親と なって あげな けれ 
ばなら ない のです 。わたしは、 あなたが そうして くれる ことを 心からね がって います。 そうして、 うらみを のこし 
てこの 世を 去った 父母の 分まで あわせて、. その子たち がし あわせに 暮らせる ようにして あげなければ なりません」 
作業班 長は 首相の この ことばを 胸に 深く 刻み、 作業班 長で ある まえに 班員たち の 姉と なり、 母と なる ようにつ と 
めた。 
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彼女は 作業班 員たち を 深く 愛した。 

そして みんなが 正しく 生きて いける ように 全力を つくした。 

金 日 成 首相は、 数千 数万に のぽる 千里 馬の 騎手たち を このように 育てた。 生産を 建設で 革新 者で ある ばかりで な 
く、 才能 ある 管理人に、 練達した 組織 者と 政治 活動家に、 真の 共産主義 教育者に 育て あげた。 全国いた ると ころ 
で、 生産と 建設で 大衆 的な 革新が おこり、 共産主義 的 人間の 赤い 花が 咲き こぽれ た。 

本宮 化学 工場の ある 爾 動員は、 一人の 作業班 員が 戦時中に 別れた 姉の 消息が わからず 困って いる ことを 知り、 各 
地に 数百 通 もの 手紙を 書いて おくった。 しかし それでも 消息が わからなかった ので、 今度は 休暇を もらい、 遠くの 
まちにまで でかけ、 じつに 百 七十 三 か 所を たずね 歩いて やっと さがしあてた ので ある。 

それば かり か、 かれは その 姉弟に 自分の 住居まで あたえた のであった。 

また 慈 江 道 第 四 建設 事務所の 二重 千里 馬 裁断 作業班 員たち も、 数年間 分の 休暇と 休日を さき、 数十 回 もたず ね 歩 
いて 戦時中に 生き別れと なって いた 班員の 肉親を さがしだした。 

このように 、工業 分野で くりひろげられた 千里 馬 作業班 運動は、 人び とを 教育、 改造しながら 生産で つぎつぎと 
飛躍を もたらして いった。 

こうした とき、 共和国 北半 部では、 第一 次 五 か 年 計画を 成功裏に 遂行し、 社会主義 建設で 決定的な 前進を もたら 
す 七 か 年 計画の ぽう大 な 任務の 遂行へ とす すんで いった。 これを 成功させる ためには、 千里 馬 作業班 運動を 工業 だ 
けで なく、 経済と 文化 そして 思想 生活の あらゆる 分野に わたって くりひろげなければ ならなかった。 

首相は、 社会主義 建設と 千里 馬 運動 発展の 合法 則 的な 要求を みてとり、 千里 馬 作業班 運動を さらに 拡大し 発展 さ 
せる ための 措置を とった。 

首相の 発起に よって 一九 六〇年 八月、 ピョンヤンでは 第一 次 全国 千里 馬 作業班 運動 先駆者 大会が ひらかれた。 
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首相は 大会で、 『千里 馬 騎手は われわれの 時代の 英雄で あり、 党の 赤い 戦士で ある』 と 題す る 演説を おこなった。 

首相は この 演説の なかで、 千里 馬 騎手は 社会主義 建設を これまでに ない 早い 速度で 前進させる 栄光に 輝く 先駆者 
であり、 社会主義の 高い 峰に むかって、 共産主義の 光明に かがやく 未来に むかって 力強く 前進す る 党の 赤い 戦士で 
あると 評価しながら、 千里 馬 作業班 運動の 本質と 特性、 その 政治、 経済的 意義を 科学的に 明らかにした。 

そして、 千里 馬 作業班 運動を いっそう 拡大 発展させる ために つぎのようにの ベた。 

「千里 馬 作業班 運動を より 拡大し 発展させる ことは、 社会主義 および 共産主義へ むかう わが 人民の 前進運動を い 
ち だんと 促進させる ことになります。 われわれは この 運動を いっそう 広 はんに、 いっそう 全面的に くりひろげな け 
ればな りません。 すべての 勤労者と すべての 作業班は この 運動に 参加し なければ ならない のです。 工業 部門 だけで 
なく 農業、 建設、 運輸、 商業、 教育、 保健、 科学、 文学、 芸術な ど、 経済と 文化の あらゆる 分野で この 運動を ひろ 
くくり ひろげなければ なりません」 

つづけて 首相は、 こう 訴えた。 

「われわれは 千里 馬 作業班の 隊列を たえず ひろげ、 この 運動を いちだんと 高めて 千里 馬 作業班から 千里 馬 職場へ 
発展 させなければ ならない」 

首相の 教え どおり、 千里 馬 作業班 運動は、 社会主義 建設の すべての 戦線と 社会生活の あらゆる 領域に ひろがって 
いった。 すなわち 、工業 ばかりでなく、 農業、 運輸、 科学、 教育、 文化、 保健、 商業 流通な ど、 人民 経済の すべて 
の 部門と 生産、 技術、 文化、 思想 および 道徳の あらゆる 領域に わたって 全面的に ひろがって いった。 この 過程で、 
人民 経済の すべての 部門では 生産 革新 者、 才能 ある 管理人、 練達した 組織 活動家、 真の 共産主義者の 隊列が 拡大し 
ていった。 生産と 文化、 思想と 道徳の あらゆる 分野で 革新が あいついで おこり、 世人を 驚嘆 させた。 

肥料 工場 病院の 医療 集団は、 全身の 四 八 パ ーセ ントに 三度 火傷を おって 入院した 九歲 の龙 *" 莠少 年を 救うた め 
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寝食を わすれて 治療に あた -3- た® 

あらゆる 手段と 方法を 講じて みたが、 患者の 熱は 依然として 四十 度を さがらず、 昏睡状態が つづいた。 

人間の 生命を かぎりなく 貴ぶ かれらは、 古今東西、 いまだ かつて だれも おこなった ことのない 同種 皮 ) t 移植 手術 
を おこなう ことを 大胆に 決心し、 少年 ' 〇 全身を おおうため の 皮膚を 自分たち の 体から 切りと る ことにした。 この こ 
とはたち まち 全国に 知れ わたり、 病院は 感動と 興奮の るつぼと 化した。 

生命を 救う 貴い 壮挙を 外科医 だけに まかせて おけようかと、 多くの 人び とが 先を あらそって かけつけた。 

手術室は たちまち 興奮した 人び とで いっぱいに なった。 そのな かには 病院の 院長を はじめ 医師、 看護婦、 看病 員 
たち も おり、 入院患者 である 興 南 肥料 工場の 労働者 もいた。 かれらは われ 先にと 皮膚の 提供と 輸血を 申しで た。 か 
れらの 目は 淚で うるんで いた。 

この 感動 的な 事実を 知った 金 日 成 首相は、 ただちに その 医療 集団に 熱烈な はげましの 手紙を おくった。 

文面には、 つぎの ような ことばが したためられて いた。 

「みなさんは 人間を かぎりなく 愛し、 人間の 生命を なによりも 貴び、 他人の 苦しみを 自分の 苦しみと し、 あくま 
で 人民に 奉仕し、 人民の 幸福の たのた めには、 自分の すべてを なげうつ 共産主義者の 気高い 思想を、 実際の 行動で 
しめしました . 」 

首相の この 手紙は、 ラジオを つうじて 放送され た。 

人民は こぞって 方夏秀 少年の ために 胸を 痛め、 医療 集団に 熱烈な 声援を おくった。 

直接、 病院を たずねて 皮膚と 血を 提供した 人 もたく さんいた。 方夏秀 少年は 千里 馬 騎手の 献身的な 愛情に よっ 
て、 少しずつ 危機を 脱して いった。 少年は その後、 数回に およぶ 皮膚移植 手術に よってつ いに 大地を 歩ける ように 
なり、 人び との 胸に いだかれて 笑える ようになった。 うたがい もな く 方夏秀 少年は、 この 世で もっとも 美しい 共産 
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主義 的な 愛情に よってよ みが えった 一輪の 花であった。 

人の 胸を うつ このような 美談は、 いたるところで きくこと がで きた。 まさに 共産主義 的な 新しい 人間と 英雄が、 
群れを なして ぞくぞくと 生まれる 時代であった。 

自分の 命を も かえりみず 雨期に 敵の 敷設した 機雷を とりのぞきながら、 ふりしきる 雨の なかで 堤防 工事を 期限 内 
に 完成し、 人民の 生命と 財産を 守った 建設 事務所の 千里 馬 小隊 員たち。 人間にたい する かぎりない 愛情に よって、 
自分 ばかりでなく 家族の 皮膚 や 骨まで 切りと り、 十 余 年 もの あいだた つ こと さえで きなかった 患者に 大地を 歩か 
せ、 このす ばらしい 社会を 見る ことができない、 目の みえない 数百 名の 気の毒な 人たち に 光明を あたえた 医師： た 
ち。 困難な ことは いつもす すんで ひきうけ、 功績は 他人に ゆずる 労働者たち。 人の 寝 しずまった 真夜中に こっそり 
冷 床 苗床に むしろを あんで かぶせ、 薪 木を はこんだ 農民たち。 研究の かたわら 生産 現場を おとずれて 労働者と とも 
に 働き、 技術を 教えた 科学者たち。 まことに これらの 人び とは、 金 日 成 首相の いつくしみの なかで 育った 新しい 共 
産 主義 的な 人び とであった。 

これは 千里 馬 作業班 運動の 貴い 結実であった。 金 日 成 首相が 導いた 千里 馬 作業班 運動は、 このように 勤労者を 集 
団的 英雄主義と 共産主義 的に 教育す る 全人 民 的な 運動であった。 

千里 馬 作業班 運動は、 首相の 正しい 指導に よって その 範囲を 急速に ひろげて いった。 この 運動は 作業班 単位を は 
なれ、 職場 や 工場 も 千里 馬 職場、 千里 馬 工場へ とます ます 高い 段階に 発展して いった。 

このように、 千里 馬 運動は 飛躍に 飛躍を かさね、 経済と 文化、 思想と 道徳の あらゆる 分野で、 古い ものを 一掃し 
ながら 革新を つづけ、 社会主義 建設を よりす ばらしく、 より 早く おしし すすめる ための 数百 万 勤労者の 一大 革命 運 
動に 発展した。 金 日 成 首相は、 千里 馬 運動の 本質と 巨大な 意義に もとづいて 朝鮮 労働党 第 四 回 大会では、 この 運動 
を 社会主義 建設に おける 朝鮮 労働党の 総 路線で あると 規定した。 
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首相は、 この 路線の 本質と 生活力に ついて こうのべ た。 

「この 路線の 本質は、 すべての 勤労者を 共産主義 思想で 教育、 改造して 党の まわりに いっそう かたく 団結 させ、 
かれらの 革命的 熱意と 創造的 才能を 大きく 発揚 させ、 社会主義を より いっそうす ばらしく、 より 早く 建設す る こと 
にあります。 この 路線の 不敗の 生活力は、 それが 人民 大衆に よって 生み だされ、 党が 大衆の 意志を 反映して か、 
れらの 実際の 闘争 経験を 一般化して うちだした 路線で あり、 したがって 大衆が それを 熱烈に うけいれた ことに あり 
ます」 

千里 馬 運動の 基本的な 目的は、 首相が のべた ように、 「資本主義から 社会主義へ 移行す る 過渡期に、 すべての 人 
を 教育、 改造して 消極 分子を 積極 分子に かえ、 たちおくれた 人が 一人 もい ないように し、 だれもが 大衆 的 英雄主義 
を 発揮して 社会主義、 共産主義を 早く 建設し ようとす ると ころに」 ある。 

このような 目的を もった 千里 馬 運動は、 いうまでもなく 金 日 成 首相の 主体 思想、 自力 更生の 革命 精神に よって お 
こった もので あり、 これは また 党の 伝統的な 大衆 路線が もたらした 結実で も あった。 この 偉大な 運動の 強 じんな 力 
の 源泉は、 まさに ここに ある 0 

この 運動の 力強い 流れの なかで、 革命と 建設の 分野では 巨大な 変革が おこった。 

千里 馬大 進軍の なかで、 工業 総 生産額を 二 •六 倍に 高める ことを みこんだ 五 か 年 計画の 課題は、 わずか 二 年たら 
ずで 完遂され、 一九 五 七 年〜 一九 六〇 年までの 四 年間に 工業 総 生産高は 三 •五倍に 成長し、 年 平均 成長率は 三十 
六 •六 パー セントに 達した。 社会主義 的 工業化の しっかりした 基礎が 築かれた ことによって、 共和国 北半 部は 強力 
な 自立 的 経済 土台を もった 社会主義 工業 = 農業国 家に かわった。 

じつに 数千 年来の 歴史を つうじて 想像 もで きなかった ことが、 千里 馬の 大 進軍の なかで なしとげられ、 生活は す 
ベて 革命的に かわって いった。 国の 様相は 一新され、 山河 も 人間 も おどろく ほどか わった。 
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戦争の 爪 あとは あとかたもなく 消え、 現代的な 都市 や 文化的な 農村、 大きな 工場 や 企業 所が 林立した。 また 田野 
には 五穀が みのり、 人の 寿命は 二十 年 ものび て 九十 歳が 還暦と いわれる ようになった。 

そして 世界の 人び とは、 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 指導す る 朝鮮民主主義人民共和国を 社会主義 
の 模範と して、 「千里 馬 朝鮮」 として 高く 賞賛して いる 0 

千里 馬 運動は、 国際的に も 大きな 意義を もっている。 

この 運動は、 なによりも 国際 革命運動の すぐれた 指導者の ひとりで ある 金 日 成 首相に よって 創造され、 社会主義 
革命と 建設に かんする 独創的な 思想と 理論が、 いかに 実践的 威力を もつ ものである かを、 全世界に あます ところな 
くしめ した。 そして これは、 金 日 成 首相にたい する すべての 進歩的 人民と 革命家たち の、 尊敬と 敬慕の 情を いっそ 
う 深い ものにした。 その反面、 帝国主義 者たち には、 偉大な 領袖と 英雄的 人民に よって おこなわれる 社会主義 革命 
と 建設は、 いかなる 力に よつ て もさえ ぎる ことができない という ことを しめした。 

千里 馬 運動は また、 社会主義、 共産主義 建設は、 領袖と 党に よって、 共産主義 思想で 武装した 人民の 集団 的 革新 
運動に よって、 はじめて 成功す る もので あり、 また、 それを 最大限に 早める ことができる という ことを しめした。 

それば かりで なく、 この 運動は、 社会主義 制度が 資本主義 制度よりも くらべよう もない ほどす ぐれて おり、 その 
優越性に よって 発揮され る 威力は、 じつに かぎりない ものである ことを しめした。 

千里 馬は 朝鮮の 象徴と なった。 ピョンヤンの 美しい 牡丹 峰と むかいあって いる 万寿 台の 丘には、 朝鮮人 民の 革命 
的な 気概を あらわす、 世界最大 級の 千里 馬 銅像が 空 高く そびえ たって いる。 前脚で 天空を かき、 後脚で 雲を けり、 
一気に 千里を 駆けめ ぐる 翼の 千里 馬 —— 、保守主義と 神秘主義を 一掃し、 新たな 飛躍へ と 全人 民を ふるいたたせた、 
領袖の 偉大な 訴えで ある 党の 赤い 手紙を、 片手に 高く かかげて、 手綱を しっかりと にぎった 労働者が まえに またが 
り、 そのうし ろには、 実 もた わ わな 稲 束を かかえた 婦人が のって いる 千里 馬の 像は、 社会主義、 共産主義に むかっ 
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てまっ し ぐらに すすむ 英雄 朝鮮の 気概を しめし 大空 高く はばたいて いる。 

千里 馬は 万代に わたって 永遠に 空 高く そびえたち、 われわれの 時代の 雄大な 偉業が、 いかにき びし いたた かいの 
なかで なしとげられた かを 想起 させ、 朝鮮人 民は 一人の こらず、 英雄になる べき 栄誉と 義務を になって いる ことを 
つたえずに はおかないで あろう。 

3 降 仙の 労働者と ともに 

千里 馬 運動の 先頭には、 つねに 労働者階級が たのもしくたって いた。 

きびしい 革命の なかで きたえられた かれらは、 身体 も 精神 も強靱 であった。 安逸と 私利 私欲を きらう かれらは 労 
働を 戦闘と みなし、 おた がいが 戦友と なって 領袖の 教えに したがい、 艱難辛苦を のりこえ、 全力を ふるって 革命を 
前進 させ、 そのな かで かれら 自身 もたく ましい 革命家に 成長した。 

もちろん、 いかなる 国の 労働者階級 でも 革命的な 気質を もっている。 しかし、 その 気質が どの 程度の 強靱 さと 社 
会 的な 威力を 発揮す るかは、 かれらの 前衛 的な 党と その 指導者の 政策、 そして その 指導 芸術に 左右され る。 

したがって われわれは、 もっとも 革命的で 気高い 朝鮮の 労働者階級に ついて 考える とき、 なにを おいても 金 日 成 
首相の 偉大な 指導を 思い おこし、 また その 指導に ついて 考える たびに、 それを 実践す る 最前線に たつ 労働者階級の 
雄々 しい 姿を 思いう かべる ので ある。 

そこには、 国際 革命運動の 貴重な 模範と なる 叙事詩 的な 歴史が ある。 金 日 成 首相は 労働者階級を どのょうに 見た 
か、 革命の 各 段階と 難関を のりこえながら 労働者階級を どのょうに きたえ、 はぐくんで きた か、 首相が 朝鮮の 労働 
者 階級の なかで、 もっとも 大切に 育てて きた 気質は なんであった か、 などの 点を 概略 的では あるが、 具体的な 事実 


469 


第 七 章 朝鮮を 千里 馬の 国に 


にもとづいてい ま それを 思い おこす ことは 大きな 意義を もっている C 

われわれは 無数の 工場 や 企業 所の なかで も、 降 仙 製鋼所の 労働者た ちが 歩んで きた 道のりを その実 例の 一つに え 
らんで みた。 なぜなら、 降 仙 製鋼所は 千里 馬の ふるさと であると いう 点で 重要で ある ばかりでなく、 この 地の 労働 
者たち は ピョンヤンの もっとも 近くに ある 党の たのもしい 近衛 隊と して、 金 日 成 首相から もっとも 多くの 現地 指導 
と 配慮を うけ、 革命の 最 先頭に たって たたかいながら 成長した からで ある。 

ふりかえって みると、 解放 直後に おける 降 仙 製鋼所の 労働者たち の 境遇は、 きわめて 困難であった。 降 仙 製鋼所 
は 他の すべての 工場と 同様に、 敗走す る 日本 帝国主義 者に よって 無残に も 破壊し つくされて いた。 そのため ここの 
労働者たち は、 いったいなにから どうは じめ るべき かに まよい、 暗く うち 沈んで いた。 都市 や 農村に 住居を もつ 一 
部の 労働者は 考え あぐねた あげく 工場を はなれ、 故郷に むかって 帰りは じめ た。 これは、 非常に 悲しむべき ことで 
あった。 

ちょうど このと き、 祖国を 解放して 凱旋した 金 日 成 将軍は、 二十 年ぶりに 見る ふるさと 万景 台に もたち よらず、 
真っ先に ここ 降 仙 製鋼所を たずねた ので ある。 

この 日、 金 日 成 将軍は 労働者たち に 新しい. 朝鮮に ついて こう 語った。 

「解放され た 朝鮮の 労働者階級は、 工場と 国家の 主人と して、 工場を 敵の 破壊と 略奪行為から 守りぬ き、 われ わ 
れの 力で それを 建設 拡張し、 わが国の 大 鋼鉄 工場に しなければ ならない。 …… もちろん われわれの まえには 多くの 
難関と あい 路が よこたわって いる。 しかし、 労働者が 一つに 団結した 力です すむならば、 どのような もので も 占領 
できない ことは ない。 このような 大きな 工場を 建設して 運営した 経験の ある 人は いないが、 技術 技能を 学びながら 
克服 すれば 必ず 運営す る ことができる。 朝鮮 民族は むかしから 才能の ある 民族で ある。 われわれは 輝かしい 民族 文 
化と 悠久な 歴史を もっている。 ゆたかで 強力な 自主 独立国 家の 建設の ために、 すべての 同胞が 団結して すすもう」 
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将軍の ことばは、 朝鮮の 新しい 時代の 予告で あり、 各地の 労働者と ともに、 降 仙の 労働者たち を 新しい 歴史の 創 
造へ とたち あがらせる 領袖の 最初の よびかけであった。 

労働者たち は、 金 日 成 将軍の 教えと 熱烈な 期待に 深く 感動した。 

ある 労働者は、 仲間たち にこう さけんだ。 

「見て くれ、 われわれが 待ちに 待った 金 日 成 将軍が こられた ではない か/. これで われわれの 生きる 道が ひらけ 
たの だ / 」 

工場が あまりに も ひどく 破壊され たため、 いつ 仕事が できる かわからない といいながら、 故郷に 帰る ことば かり 
を 考えて いた 人び とも 手に ハン マ ー をに ぎり、 すでに 故郷に 帰って いた 人 もい つの まに か 消息を きいて 先を あらそ 
って 工場へ かけつけて きた。 降 仙 だけでなく、 どの 工場で もこう した 変化が 生まれた。 国が 解放され たの だから、 
これからは 故郷に 帰って 父母 妻子と ともに 自分の 暮らしで もたて ようと 考えて いたかれ らの 胸に、 祖国と いうかけ 
がえ のない 大きな 存在が しっかりと 根を おろした ので ある。 かれらは、 金 日 成 首相の 教えから、 鋼鉄で 新しい 国の 
柱を たて、 礎石を うちかため なければ ならない 重大な 任務が 自分たち の 双肩に かかって おり、 そして それが いかに 
重大で 栄誉 ある 任務で あるかを 深く 悟った。 

このように 金 日 成 首相は、 解放 直後から 労働者たち に 確固と した 階級 的 自覚と 栄誉 ある 歴史的 使命に めざめさ 
せ、 難関の まえで どうしてい いかわから ずに 気を おとす か、 散り ぢり になった かも 知れない かれらを、 革命と 建設 
C のた の もしい 前衛と して 団結 させた ので ある。 これは、 階級 関係と 政治 情勢が きわめて 複雑であった 解放 直後の 環 
境では、 とくに 重要な 意義を もっていた。 

降 仙の 労働者たち は 領袖の 最初の 教えを 実践す るた めに、 たちはだかる 難関を つぎつぎとの りこえ、 奮闘に つぐ 
奮闘の 日々 を おくった。 解放 直後であった ため 暮らしむ きは 苦しかった が、 かれらは、 わが 家の 生計を 考える より 
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もこ われた 加熱 炉をな おすれん がの ことを もっと 心配し、 無残に 破壊され た 圧延機を どう すれば 早く 復旧で きる か 
という ことにい つそう 深い 関心を しめした 0 

日本の 侵略者たち は、 製鋼所の 技術的 構造が 朝鮮の 労働者には 「永遠の 秘密」 として 残る だろうと うそぶいた 
が、 領袖の 教えに 忠実な 降 仙の 労働者たち は、 大胆で 革命的な 方法に よってわず か 数 か 月間に 工場を 復旧し、 新し 
い 祖国 建設に 必要な 鋼鉄を 生産し はじめた。 

かれらは、 三年 間に わたる 祖国 解放 戦争のと きに も 身を もって 党と 領袖を 守りぬ き、 最後まで 勇敢に たたかっ 
た。 アメリヵ 帝国主義 者が 挑発した 戦争は、 かれらに とっても きびしい 試練の 連続であった。 しかし 降 仙の 労働者 
たちは、 戦時 生産を 保障す る ことにかん する 領袖の よびかけに こたえ、 弾雨の なかで も 工場を はなれず、 生産を と 
めなかった。 爆撃で クレ ー ンから 墜落して 重傷を 負った 労働者 も 職場を はなれようと はしなかった。 また かれら 
は、 雨の ようにと びかう 弾丸の なかで 犠牲者を だしながら も、 領袖の 高い 志を かかげて 分 塊 圧延機 やクレ ーンを 守 
り 決死 的に 働いた。 

かれらは、 £E 延機を 破壊し なければ ならなかった 戦略 的 後退のと きも、 「だめ だ、 絶対に だめ だ/ おれが 生き 
ている かぎりは、 だれも 圧延機に 手を ふれさせない ぞ /.」 と 叫び、 安全な 場所へ 圧延機を 移してから 後退した ので 
ある。 

そして 後退から 帰って きた かれらは、 生死を 知る よし もない 家族の 安否を たずねる まえに、 まず 工場の 設備を う 
めた 場所へ かけつけて いった。 ある 庄延 H は、 圧延機の 心臓部で ある モータ ー を 自分の 家の 近くに うめ、 毎晩の よ 
うに チゲで 土を はこんで は 盛り あげて 小山を つくり、 それでも 気が 休まらずに 掘 立 小屋を 建て、 停戦の 日まで そこ 
に すんだ という 0 

祖国 解放 戦争に おける 偉大な 勝利は、 国中 もそう であった が、 降 仙の 地を も かえた。 その 変革は やはり、 偉大な 
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領袖 金 日 成 首相に よっても たらされた。 

首相は 一九 五三 年 八月 三日、 まだ 硝煙が 消え やらぬ まえに 降 仙 製鋼所を たずねた。 ここ も 例外な くひ どく 破壊 さ 
れ ていた。 三 万 余の 機械 設備の 残骸と 一万 数千 発の 爆弾の 穴し か 見あたらない 工場の 構内は、 まるで 蜂の巣の よう 
だった。 しかし 首相は、 ためらいな く 雑草を かきわけて すすんだ。 

このように、 満足に 足の 踏み場 もない 危険な 場所へ 歩みを 移す 首相の 姿を 見て、 労働者たち ははら はらした。 一 
人の 労働者が 道を つくろうと、 鎌で 雑草を 刈りは じめ た。 しかし 首相は それを おしとどめた。 首相は 微笑を うかべ 
ながら、 「鎌で 道を つくる のです か。 労働者階級は 鋼鉄で 大路を 切り ひらく ものです」 といった。 

金 日 成 首相は 分 塊 圧延 職場まで くると、 圧延機の 心臓で ある モータ ー が 動く のを 見て 非常に よろこんだ。 そして 
モ！ 夕 I が 破壊され なかった いきさつを 知る と、 圧延機に ひめられた 労働者たち のかぎ りない 情熱に 思いを はせ な 
がら、 なんども モータ ー をな でまわした。 首相は 労働者たち の 手を かたくに ぎりし めながら、 傷ついた 人は いない 
かと 心配し、 なにより もまず 労働者の 住宅から 建てなければ ならない とのべた。 

さらに 首相は、 ある 労働者の 顔色が 非常によ くないのを 見て、 病を なおす よう 治療の 対策まで たてて くれた。 

慈愛に みちた 首相が 労働者たち の 荒れた手を 固く にぎりしめながら、 たいへん 苦労した でしょう とや さしく 声を 
かけ、 暮らしの すみずみまで 気を くばった とき、 犠牲の 多かった 戦火の なかで も 涙を 見せなかった 労働者たち も、 
ついに こらえ きれず 声を しのんで 泣いた。 岩の ような かたい 意志の 持ち主であった かれらは、 泣くまい として ii を 
かみしめた が、 熱い 涙が ほおを つたう のを どうす る こと もで きなかった。 かれらは 数多くの 難関に とりかこまれて 
はいたが、 春の 太陽の ような 領袖を いただいて いたから こそ、 そして 未来にたい する 楽天的な 確信と 希望が あった 
からこ そ、 さらに 金 日 成 首相の 戦士と して 生き、 たたかう よろこびが あった からこ そ、 胸の 奥底から こみあが る 熱 
い 涙を おさえる ことができなかった。 
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ある 労働者が いった。 

「首相 同志、 ご 心配には および ま. せん。 わたしたちは たたかいぬきます。 あの 凄惨な 火の 海の なかで さえ 生きて 
きたでの すから …… 。これから も、 首相 同志の 教え どおりに 工場を 建てて 鋼鉄を 生産 すれば、 わたしたちの 生活 も 
きっとよ くなる にち がいありません」 

かれらは、 製鋼所を 復旧せ よと いう 命令を 早くく だして ほしいと 首相に 嘆願した。 

この 日、 金 日 成 首相 ぱ分塊 圧延 職場 だけでなく、 破壊され た 製鋼所の すみずみまで 見て まわった。 ながい 時間に 
わたって 足の ふみ 場 もない 構内を こまかく 視察した 首相は、 労働者たち と いっしょに 腰をおろして、 工場の 復旧に 
ついて 話し あおうと 提案した。 労働者たち は、 首相を むかえいれる に ふさわしい 部屋 一つ 満足に ない ことに 心を 痛 
めた。 しかし 首相は、 焼けの こった 一本の 白 楊の 木の したに いくと、 くずれた 壁土に 腰をおろした 。そして 首相 
は、 まわりに 集まった 労働者たち とともに 復旧の 方法に ついて 話し あった。 

首相は まず、 工場の 復旧にたい する 労働者たち の 意見を たずねた。 このと き 一部の 労働者と 技術者たち は、 铸 
造、 工務 職場から 復旧し、 つぎに 鋼鉄、 造 鋼、 分 塊 職場を 復旧 すれば どうで しょうかと 話した。 

首相は かれらの 意見を 注意 深く きいた のち、 それだけの 力が あるか どうか、 労力は 全部で どれく らい あるだろう 
かとたず ね、 つぎの ような 意味の ことを 話した。 

「みなさんの 気持ちは よく わかります。 しかし わたしの 意見では、 まず 鋼鉄 職場を 復旧す る ことに 力を 集中す る 
方が よいと 思います。 鋼鉄が 生産され てこ そ、 それを 処理す るつ ぎの 工程が 円満に 解決され るので す。 鋼鉄が 生産 
されない のに、 つぎの 工程から 復旧して なんに なりましょう」 

そして 首相は、 黄海 製鉄所の 労働者たち に 平炉から 復旧すべき だとの ベた ように、 ここで もたと え 一台の 電気炉 
でも 早く 復旧して、 鉄を 生産す る ことに 力を 集中すべき だと 強調した。 
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鉄 こそ 国の 宝であった。 首相は まさに 鉄を、 鋼鉄を 鍵と みなし、 廃墟の なかから 大工 業の 道を 切り ひらこうと 考 
え、 鉄、 鋼鉄を もって 社会主義への 近道を 切り ひらこうと 決心した ので ある。 

首相は また、 製鋼所を 復旧す るに しても 元 どおりでは なく、 より 現代的な 大冶 金工 場に 復旧 発展 させなければ な 
らな いとの ベながら、 工場の 復興 建設は われわれ 自身の 力で、 われわれの 設備と われわれの 資材、 われわれの 技術 
で 遂行し なければ ならない と 強調した。 

そして、 まず 鋼鉄 職場から 復旧し、 朝鮮人では 百年 かかっても 復旧で きないとう そぶ いた アメリヵ 帝国主義の 頭 
上に、 真っ赤な 溶 鉄を ふりそそいで やらなければ ならない とのべた。 

そして 首相は、 どの 工場より もまず 製鋼所を 復旧し、 鉄を 生産して こそ、 これに もとづいて 人民 経済の すべての 
部門を 急速に 発展させる ことができ ると 強調した。 

首相は 革命と 建設で あたらしい 課題 や 難関が 生じる たびに、 まず 労働者階級、 なかで も 鋼鉄 基地 や 機械 製作 基地 
の 労働者たち をたず ね、 つねに、 党の もっとも 革命的な 前衛 部隊と しての 高い 使命と 戦闘的な 威力を 発揮す べきで 
ある ことを 強調し、 党は かれらの 力を もっ とも 深く 信頼して いるとの ベた。 

自国の 人民と 子孫の ための 革命と 建設は、 決して 他人が して くれる ものでは ない という こと、 したがって 労働者 
階級は その 先頭に たって、 あらゆる ものを われわれの 設備、 われわれの 資材、 われわれの 技術で やりとげな ければ 
ならない という こと、 革命は 階級の 敵と 難関との たえまない はげしい 闘争を つうじて こそ、 輝かしい 勝利を える こ 
とがで きる という 教えは、 首相が 解放 直後から 一貫して 強調して きた 自力 更生の 精神と 主体 思想の 具現であった。 

金 日 成 首相は、 このように 労働者階級を 闘争の なかで きたえながら 革命的に 教育した。 

朝鮮の 労働者階級の 歴史は 浅い が、 かれらは きわめて 戦闘的であった。 かれらは 日和見主義の 潮流に 汚れた こと 
がなかった ため、 金 日 成 首相が 形容した ように、 かれらの 頭は まったく 白紙の ようにき れいであった。 首相は、 こ 
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うした 朝鮮 労働者階級の 純潔 性を 財宝の ように 大切に したば かりで なく、 そこに もっとも 革命的な 赤い 思想を ふか 
くう えつけ たので ある。 これは 首相の 指導に おける、 じつに 貴重で 偉大な 勝利であった。 

だから こそ 降 仙の 労働者たち は、 戦後の 困難な 時期に も 首相の 教えから かぎりない 力を えて、 復旧 建設の 荘厳な 
たたかいの 場に とびこんで いったの である。 かれらの まえに 提起され た 戦闘的な 課題は、 一日 も 早く 鉄を 生産す る 
ことで あり、 自力 更生の 精神に よって 現代的な 大鋼 鉄工 場を 建設す る ことであった。 

金 日 成 首相は かれらに、 降 仙は 自力 更生の 模範に ならなければ ならない と 教えた。 かれらは この 教えを 信念と し 
て、 名誉と して 前進に 前進を かさねた。 

全国 津々 浦々 でもそう であった ように、 降 仙の 労働者たち がくり ひろげた 復旧 建設は、 まさに 前例の ない はげし 
い 戦闘であった。 労働者たち は 現場で 生活し、 食事を はこんでも らいながら 建設に 熱中した 。工作機械 もな く、 銬 
物 工場 さえなかった。 かれらは すべてを 手で 削り、 ハン マ ー でた たいて つくりあげた。 製 管エた ちは 保安 鏡がない 
ため、 カ ー バィトの 煙で ガラスを いぶしても ちい、 おどろくべき 成果を あげた。 

荒れは てた 廃墟のう えに 雄大な 降 仙 製鋼所が そびえた った 過程には、 数かず の 感動 的な H ピソ ー ドが ひめられて 
いる 。そのな かには、 こんな こと も あった。 

炉のな かに 不発弾が くいこんで おり、 これを とりのぞく ことが 問題と なった。 

かれらが この 問題に 頭を痛めて いたと き、 敬愛す る 首相から 製鋼所に 電話が かかり、 復旧 建設の 状況は どうか、 
労働者たち の 健康は どうかと 気づかって いたと いう 話が つたえられた。 その 瞬間、 一人の 溶解 エが 鉄の 棒を わ しづ 
かみに すると 炉の なかえと びこん だ。 

「同志たち/ 百メ ー トル さがって くれ / 」 

しかし、 炉から はなれる 仲間は いなかった。 かえって、 炉のな かへ とびこむ 労働者たち が 続出した。 かれらは 先 
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を あらそい、 たとえ 一命を 失った としても、 領袖に 誓った 電気炉の 復旧を おくらせる ことは できない と、 いつ 爆発 
する かも 知れない 不発弾を かかえて 一歩一歩、 大同 江め ざして 歩きは じめ た。 そして、 革命に 身を ささげる 決心を 
した この 英雄たち は、 ついに 危険な 不発弾の 処理に 成功した。 

かれらは 夜に 日を ついで 汗 まみれに なって あらゆる 困難を のりこえ、 停戦 後わず か 四十 日で 最初の 鉄を 生産す る 
ことに 成功した。 

こうして、 火花 散る 溶 鉄の 流れを 見つめた 瞬間、 労働者たち は、 たがいに だきあって ぐるぐ る まわりながら、 
「金 日 成 同志 万歳/.」 を 叫んだ。 

金 日 成 首相は 全国の 革命と 建設を 導び いていく 多忙な 身で ありながら、 いくど もこの 製鋼所を たずね、 生産と 建 
設で 提起され る 問題を 解決し、 労働者たち を 力強く はげました。 りっぱに 建設され た 工場を 見 まわる とき、 首相は 
つねに はげましの ことばを あたえて 労働者たち の 自負心を 高めた。 

r 炉が 復旧され たね / ここへ くると 力が わいて くるょ / .」 、「あの 炎を 見る と 力が でる/」 、「きみたちと いると 
きが 一番し あわせ だ / 」 

これは、 溶解 エた ちに 語った 首相の ことばで ある。 首相は 労働者たち を 革命家と して、 親友と して あつかい、 か 
ぎりな く 愛した。 かれらを 革命的に きたえながら 教育した の も、 この 大きな 愛から うまれた ので あり、 この 偉大な 
愛に ょっ て 国事まで かれらと 討論し、 重大な 任務を ためらう ことなく あたえた ので ある。 

党と 領袖を もっとも 近いと ころで 守って いる 降 仙の 労働者階級は、 領袖の 教えで あれば 水火を もい とわず、 必ず 
最後まで やりとげる たのもしい 首都 防衛 部隊であった。 

だから こそ 金 日 成 首相は、 五 か 年 計画が はじまって まもない 試練のと きで も、 ふたたび 降 仙の 労働者階級を たず 
ね、 かれらを たたかいの 最 先頭に ふるいたたせた ので ある。 
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首相が 複雑な 情勢と 難関に ついて 説き、 労働者たち に 新しい 功績を よびかけた とき、 かれらは 領袖と 党を 熱烈に 
擁護して 誓った。 

「首相 同志/かならず 鋼鉄を 増産して みせます。 分派 分子 どもを 真っ赤な 鉄で 焼きつ くし、 わたしたちの 土 姓 
骨を 見せて やります」 

首相が 帰った 日の 夜、 分 塊 圧延 職場の 労働者たち は、 仲間の ひとりを 批判して いた。 批判され たのは この 日、 首 
相と ひざをまじえて 話した 労働者であった。 

かれは、 鋼板を より 多く 生産す る 予備が どれく らい あるかを 知らなかった ため、 一万 トンの 鋼材 さえ 余分に あれ 
ば 国は ひと 息つ くだろうと いう 首相の ことばを 耳に しても、 鋼板を それだけ 増産し ますと すぐ こたえられなかった 
ので ある 

「なるほど、 予備が どれく らい あるの かわからなかった というの かね。 それにしても 首相 同志が、 あれほどまで 
に 鋼鉄の ことを 心配な さって いるのに、 たとえ 何百 回た おれよう とも、 必ずやり とげて みせます という、 われわれ 
労働者階級の 決心ぐ らいは 申し あげる ことは できた はず だでは ないか」 

だれかが こういうと、 数多くの 労働者たち が こぶしで ひざを たたきながら それに 賛成した。 批判され た 労働者は 
顔を あげる ことができなかった。 かれらは 戦火を ともに かいくぐり、 戦後 復旧 建設の きびしい 日々 にもた すけ あ 
い、 はげまし あいながら 生死を ともに してきた 戦友で あり、 同志たち であった。 だから こそ かれらは、 同志の 弱さ 
に 心を 痛め、 歯に 衣を きせない きびしい 批判を くわえた ので ある。 

その 当時、 保守主義と 消極性に とらわれた 一部の 人び とは 「公称 能力」 だけに こだわり、 鋼鉄 増産の 予備を さが 
し だす ことを さまたげて いた。 ある 人び とは、 予備は 二 か 年 計画のと きに みなつ かいはた してし まった から、 これ 
以上の 力は なく、 生産を 増大させる ことは むずかし いと 主張し、 また ある 人び とは、 製鋼 時間を これ 以上 ちぢめる 
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ことは できない し、 分 塊 圧延機では 絶対に 六 万 トンの 「公称 能力」 を こえる ことは できない といい はつた。 しか 
し、 金 日 成 首相に つねに 忠実な 降 仙の 労働者たち は、 保守主義と 消極性を 打破し、 革新の のろしを うちあげた。 

会議では だれもが、 それまでは 想像 もつかなかつた 生産と 建設 課題を ひきうけた。 しかし、 かれらの 前進を はば 
んだ のは、 三日 もたたない うちに 灰で つまつて しまう 加熱 炉の 煙突であつた。 

この 問題 さえ 解決 すれば、 圧延 や 切断が 二、 三倍は 高まる はずだつた が、 炉の 稼動を とめなければ 灰を のぞく こ 
とがで きないと いう 古い 考えが、 かれらの 前途を ふさいで いたので ある。 そのため、 かれらは しばし ぱ炉を とめな 
ければ ならなかつた。 

こうした とき、 ー トンで も 多くの 鋼鉄を 増産し ようとい う 情熱に 燃え たつた かれらは、 体に かんたんな 装具を つ 
け、 髙熱 の炉に とびこんで またたくまに 灰を とりのぞく ことに 成功した。 こうした 英雄的な 働きに よつて、 加熱 炉 
は 休む ことなく 稼動し つづけた ので ある。 

金 日 成 首相は つねに、 継続 前進、 継続 革新の 革命 思想で 労働者を 教育し、 かれらは 力と 知恵を 一つに して 生産と 
技術を たえず 発展 させて いつた。 

首相は 自身の 貴重な 経験から、 革命と 建設で 大衆 路線 つらぬく ことが どれほど 重要な ことで あるかに ついて、 指 
導 的な 幹部たち につぎ のようにの ベた。 

「労働者たち とともに 話し あい、 かれらの 集団 的な 知恵を うけいれて 発展させる ならば、 そこから かならず 増産 
と 節約の 予備が 生まれる はず だ。 これは 社会主義 思想を 知らない 人び とには、 絶対に 理解で きない ことで ある」 

一九 五 七 年 六月に も、 金 日 成 首相は 千里 馬の 大 高揚に わく 降 仙の 労働者たち のなかに いた。 労働者たち の 士気が 
きわめて 高い ことを 知つ た 首相は、 かれらを はげましながら こうのべ た 0 

「みなさんは つねに、 党の 政策を つらぬく ために 先頭に たちました。 士 一月 総会の 決定を 実行す るに あたり、 『最 
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大限の 増産と 節約』 をよ びかけ た 党の 戦闘的な スロー ガンを かかげ、 全国を ふるいたたせました が、 つねに 先頭に 
たって こそ 威信が あると いう ものです。 りっぱに やりとげなければ なりません。 降 仙 製鋼所は ほかの 工場と ちがっ 
て、 党 中央委員会を もっとも 近いと ころで 守って いる 近衛 隊 です。 集団 的な 革命運動を おこさなければ なり ませ 
ん。 …… 一つの 作業班、 一つの 職場 だけでなく、 工場 全体が ふるいたたなければ なりません」 

首相は ある 溶解 H の 肩を たたきながら はげました。 

「きみたちが 中核な のです。 国の 主人は みなさんです。 国が より ゆたかになる かどう かは、 きみたちが 鋼鉄を ど 
れだけ 多く 生産す るかに かかって いるので す」 

こう 語った 首相は、 溶解 エた ちが どんな 高熱の なかで 働いて おり、 かれらに なにを より 多く あたえるべき かを 知 
るた めに、 二 千度の 高熱で 灼けた だれた 炉の そばに 近より、 火 陥と 火花を ものともせず 視察を つづけた、 ■■首相は 深 
いもの 思いに とらわれて いた あと、 高熱の まえで 働く 人は 寒さを 余計に 感じる もの だが、 風が 吹き こまない ように 
し、 作業服は もっと 厚くて よい ものを あたえる ようにと いいながら、 工場の 指導 幹部たち にこう 話した。 

「溶解 X たちの 建康 状態に ついて、 もっと 気をつけなければ なりません。 炉の まえに 扇風機を つける ことが 必要 
です。 また 栄養剤 も 十分に あたえ、 休養と 静養に も ゆかせ、 労働法 令に したがって 休暇 も 存分に あたえる べきで 
す。 中核が むりを しないよう にしなければ なりません」 

首相は 一 労働者の 建康 まで 心配し、 みずから その 治療 対策まで たてたり、 溶解 H たちの 飲料水から ベットな ど、 
生活の すみずみまで 肉親の ような 愛を そそいだ。 

首相は 降 仙を おとずれる たびに、 いつも 労働者の 家庭 や 宿舎、 そして 商店を 見て まわり、 かれらの 暮らしむ きに 
気を くばり、 どう すれば かれらが、 すこしの 不便 も 心配 もな く、 しあわせに くらす ことができる かにつ いて 心を く 
だいた。 
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こうした 配盧 は、 かれらの 生活を いっそう 明るい ものに、 より 楽天的な ものに かえ、 戦闘的な 気勢を ますます 高 
めた a 

かれらは ひきつづき 千里 馬の 勢いで 駆け、 困難 だとい われた I 九 五 七 年度の 工業 生産を みごとに 超過 完遂した。 

創造と 奇跡が つぎつぎと 生まれた。 

領袖の 革命 思想で 武装した 降 仙の 労働者階級には、 占領で きない 高地な どはなかった。 だから こそ 金 日 成 首相は、 
千里 馬 運動を 大衆 的な 革新 運動と 人間 改造 運動が むすびついた より 高い 大衆運動へ 深化、 発展させる 構想を いだい 
て、 まず 降 仙の 労働者階級を たずね、 かれらに 最初の のろしを かかげさせた ので ある。 

降仙の労働者たちは、領袖のこのような深い志を胸に、「一人は全体のために、全体は一人のため ^ /1 」「共産主 
義 的に 働き、 学び、 生活し よう / 」 という ス 12 丨ガ ンの もとに、 集団 的な 舉新 運動を くりひろげた。 

かれらは 作業班を 拠点に、 集団 的 革新 運動と 自身を いっそう 革命 化する 努力を 密接に むすびつけ、 おた がいに た 
すけ あい、 はげまし あいながら 前進す る 気高い 共産主義 的 品性を 発揮した。 そして これが 千里 馬 作業班 運動の 発端 
となった ので ある。. 

かれらに とっては、 領袖の 革命 思想が 具現され た 党の 政策と 教え、 『抗日 パルチザン 参加者たち の 回想 記 J など 
が、 共産主義 的に 働き、 学び、 生活す るう えでの 唯一の 教科書と なった。 かれらは、 領袖の 革命 思想を しっかりと 
身に つけ、 領袖に かぎりなく 忠実だった 抗日 闘士の 崇高な 革命 精神と 品性に 学び、 それを 自分の 生活に 具現す るた 
めに 努力を かさねた 

かれらの なかには 報酬もう けず、 おくれた 作業班を たすけながら 百日を 一日の ごとく 働きぬ いた 人び ともいた。 
また かれらは、 同志の 苦しみを なくす ためなら 自分の 血 や 肉を ささげる こと も 惜しまなかった し、 すすんで 高熱の 
電気炉の なかに 身を投じ、 炉を 修理して 正常な 生産を 保障した。 かれらは、 こうした 革命 思想を 集団 的 革新 運動に 
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V ぐ./ の ユぐ 


よって、 五 か 年 計画の 高い 目標を 二 年間 も 早く 遂行す る 奇跡を 生み だした ので ある。 

こうして 降 仙の 労働者たち は、 全国の 労働者階級と ともに 金 日 成 首相と 朝鮮 労働党の 近衛 隊、 決死隊と してつね 
に 千里 馬 運動の 先頭に たって すすみ、 自分たち の 工場を いっそう 大きな 見と おしを もつ ゆるぎない 主体の 工場に つ 
くりあげた。 

じつに、 降 仙の 労働者たち が あゆんで きた 勝利の 歴史は、 金 日 成 首相の 直接的な 教育と 原則的な 愛情には ぐく ま 
れた 闘士、 革命家の 勝利の 歴史で あり、 かれらの 誇り高い 姿は、 たたかいながら 前進す る 全 労働者階級の 輝かしい 
社会的 典型であった。 

いかなる 民族 も、 真に 強力で 宰福な 民族と なる ためには、 こうした 勇敢な 労働者階級を もたねば ならない。 ま 
た、 いかなる 国の 党と 指導者 も、 真に りっぱな 社会主義 •共産主義 社会を 建設し ようとす るなら ば、 金 日 成 首相の 
ように 労働者階級を きたえ 教育す る ことを 知らなければ ならず、 かれらを 深く 大きく、 そして 原則的に 愛する こと 
を 知らねば ならない ので ある。 


482 


金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


金 日 成 首相の 主要 活動 年表 

(一九 一二 年 四月〜 一九 五 七 年 十二月) 

一九 一二 年 四月 十五 日  ピョンヤン 市 万景台 区域 万 景台里 (当時、 平安 南 道 大同 郡 古平 面 南 

里) において、 金亨稷 先生と 康 盤石 女史の 長男と して 誕生。 

一九 一七 年 三月 二十 三日  金亨稷 先生が 反日 地下組織 である 朝鮮 国民 会を 組織。 

一九 一七 年の 秋〜 一九 一八 年の 秋  金亨稷 先生が ピョンヤンの 監獄に おいて 獄中 闘争を 展開。 

一九 一九 年の 夏〜 一九二 三年 一月  中江鎮 、臨 江を へて 八道 溝の 小学校で 学ぶ。 

金亨稷 先生が 中江鎮 、臨 江、 八道 溝に おいて 反日 闘争を 継轉 
一九二 三年 二月〜 一九二 五 年のは じめ 故郷の 彰徳 学校で 学ぶ。 

一九二 五 年のは じめ (十四 歳)  祖国 解放の 大志を いだき 鴨 緑 江を わたる。 

一九二 六 年 六月 五日  金亨稷 先生 逝去。 

一九二 六 年の 夏〜 秋  樺 甸県華 成 義塾に 入学し 非合法 組織 E  •  U  (打倒 帝国主義 同盟) を 

組織。 秋に 華 成 義塾を 中退し 撫 松で セナ ル 少年 同盟を 組織。 
吉林敏 文中 学校 入学。 ここで マルクス •レ i ーン 主義を 探求 0 
吉 林では じめ て 共産主義 青年 同盟を 組織。 反帝 青年 同盟を 組織。 
朝鮮人 留吉 学友会を 指導。 吉 林で おこなわれた 安昌 浩の 民族 改 
良 主義 的 演説を 論駿。 

康 盤石 女史、 撫 松で 婦女 会主 任と して 活動。 

一九二 八 年 十月〜 十一月  吉会線 鉄道 敷設 反対 闘争を 組織 指雩 


九 二 七 年の 春 

九 二 七 年の 春〜 一九二 八 年 
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一九二 九 年の 春  「南満 青 総 大会」 に 参加した が、 柳 河 県 三 源 浦で 民族主義 者の 

分裂 行動を 糾弾す る 弾劾 文 発表。 

一九二 九 年  満州 反動 軍閥に 反対す る！！ yjj- 学生の 同盟休校 闘争を 組織 指導。 
一九二 九 年下 半期〜 一九 三〇 年の 春 吉林 監獄で 獄中 闘争。 植民地 民族 解放 問題、 朝鮮 革命 路線な ど 

を 研究。 

一九 三 〇 年の 夏〜 一九 三 一年のは じめ 朝鮮 革命に かんする 主体的な マルクス. レ i ーン 主義 的 革命 路 

線を 提示。 抗日 武装 闘争の ために 共産主義者たち の 武装 組織で 
ある 朝鮮 革命軍を 組織。 吉東 地区で 共 青 組織を 指 ST 卡 倫、 孤 
楡樹 、五家 子、 教化、 安 図 地方の 農民 大衆の なかで 活動。 農村 
青少年の なかで 軍事訓練を 実施。 

一九 三 〇 年 八月  武装 闘争の 最初の 試みと して 国内に 武装 グル ー プを 派遣。 武装 

グル ー プ 責任者の 叔父 金亨権 先生は、 豊 山、 洪原な どで 活動 
中、 日本 帝国主義 者に 逮捕され 一九 三 五 年、 ソゥル 西 大門 刑務 
所で 獄死。 

一九 三 一 年の 秋  九. 一八 「満州事変」 のの ちに 開催され た 安 図 地方 革命 組織 責 

任 者 集会で、 抗日 武装 闘争 路線を 具体化。 

明月 溝 会議に 参加し、 抗日 遊 擊隊の 組織 問題を 討議。 

間 島 朝鮮 農民の 秋収 暴動と 春慌 暴動に 農民 大衆を 組織 動員。 
抗日 遊 擊隊を 創建。 

民族主義 者たち の 武装 力で ある 独立 軍の 司令 梁 世 奉と 談判、 民 
族 団結を ょびかける。 

九 三 二 年 七月 三十 一日  康 盤石 女史 逝去。 


一九 三 一年 十一月 
一九 三 一年の 秋〜 一九 三 二 年の 春 
一九 三 二 年 四月 二十 五日 
一九 三 二 年の 夏 
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一九 三 二 年の 夏〜 一九 三 五 年  東満 各県に 遊撃 根拠地 —— 解放 地区を 創設。 根拠地 内に 人民 革 

命 政府を 樹立。 土地改革を はじめと する 社会経済 改革を 指導。 

1 九 三 三年 六月  「反日 部隊」 の 頭目 呉義 成と 談判。 

一九 三 三年 九月  東 寧 県 城 進攻 戦闘を 指揮。 

一九 三 三年 十二月〜 一九 三 四 年 一月  小汪 清遊 擊 根拠地の 防御 戦闘を 指揮。 

一九 三 五 年 二月〜 三月  大荒嵐 会議、 腰 営 溝 会議で 反 「民生 団」 闘争の 左翼 偏向 路線な 

どを 批判。 

1 九 三 五 年 六月〜 一九 三 六 年 二月  老 黒山 戦闘を 指揮。 北満 遠征 おこなわれる。 各 部隊が 南 満洲、 

東 満州、 国内 各地に 進出。 

一九 三 六 年 二月  南 湖 頭 会議を ひらき、 反日 民族 統一戦線、 党 創建 準備のょり 槙 

極 的な 推進 おょび 遊撃隊の 鴨掾江 沿岸、 白 頭 山 西南 部 地帯への 
進出 方針を 提示。 

一九 H 六 年 五月  東崗 会議で 南 湖 頭 会議の 方針を 具体化。 

一九 三 六 年 五月 五日  祖国 光復会 創建。 十大 綱領を 発表。 機関誌と して 『三 •一月 

刊』 の 発刊 決定。 金 日 成 将軍が 祖国 光復会 会長に 推戴 さる。 

一九 三 六 年 八月 十七 日  撫松県 城 進攻 戦闘を 指揮。 

一九 三 六 年下 半期  白 頭 山 根拠地 創設。 

一九 三 七 年 一月  甲 山 一帯の 祖国 光復会 下部組織の 一つ 朝鮮 民族 解放 同盟 結成。 

一九 三 七 年 六月 四日  普天堡 戦闘を 指揮。 朝鮮人 民に つげる 布告 文を 発表。 

一九 三 七 年 六月 三十日  間 三 峰 戦闘を 指揮。 

一九 三 七 年 九月  日本 帝国主義の 中日 戦争 挑発 一 七. 七 事変と 関連し 国内 人民 

につげ る アビ— ルを 発表。 
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一九 三 七 年 十一月〜 I 九 三 八 年 三月  馬塘 溝で 軍政 学習を 指導。 

一九 三 八 年 十一月  南 牌 子 会議で 極左 冒険 主義 路線で ある 熱 河 遠征を 批判。 三 個の 

方面 軍を 編成。 

一九 三 八 年 十二月〜 一九 三 九 年 四月  南 牌 子から 長 白への 苦難の 行軍。 

一九 三 九 年 五月 一日  長 白 県小徳 水で おこなわれた メ—デ If 大会で 演説。 

一九 三 九 年 五月 十八 日〜 二 十三 日  茂 山地 区 戦闘を 指揮。 

一九 三 九 年の 秋〜 一九 四 〇 年のは じめ 白 頭 山 東北 部 一帯で 大 旋回 作戦を 指揮。 

一九 四〇年 八月  第二次世界大戦の 勃発と 関連し、 教化 県 小 爾巴嶺 会議を 召集、 

会議で 最後の 決戦に 対処す る 方針を 提示。 小 部隊 活動へ 移行。 
一九 四 一年の 春  注 清、 延吉 、東 寧な ど 各県と 国内に おける 小 部隊 おょび 武装 グ 

ル— プの 軍事 政治 活動を 指揮。 武装 グル— ブは 羅津 、雄 基 一帯 
で 活動。 

日本 帝国主義の 太平洋戦争 開始に 対応した 人民 革命軍の 活動 方 
針を 提示。 

戦争 情勢の 新たな 転換と 関連し、 最後の 決戦に 対処す る 準備 活 
動を 推進。 武装 グル— ブが東 満州と ピョンヤン、 会 寧、 雄 基、 
清津 、羅津 一帯で 活動を 展開。 

ソ連の 対日 宣戦 $ 口を 契機に、 朝鮮人 民 革命軍に 日本 帝国主義 
にたいする 最後の 攻撃 命令を くだす。 

朝鮮人 民 革命軍が 雄 基 郡 一帯での 戦闘を はじめ、 羅津 、清 律、 
羅 南、 元 山 解放 戦闘な どを 展開。 

一九 四 五 年 八月 十五 日  朝鮮人 民、 日本 帝国主義の 植民地 支配から 解放され る。 朝鮮人 


九 四 五 年 八月 八日 
九 四 五 年 八月 九日〜 十五 日 


一九 四 一年 十二月 

一九 四 二 年〜 一九 四 五 年 八月 
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民 革命軍の 祖国 凱旋。 

一九 四 五 年 八月 十五 日  金 日 成 将軍が 指導した 栄え ある 抗日 武装 闘争の 偉大な 勝利。 日 

本 帝国主義の 敗亡。 朝鮮 解放。 絶世の 愛国者で あり、 民族的 英 
雄で ある 朝鮮 _ の 偉大な 指導者 金 日 成 将軍の 祖国 凱旋。 

一九 四 五 年 十月 十日  朝望鮮 共産党を 創®* •党の 政治 路線と 組織 路線を 提示。 

一九 四 五 年 十月 十三 日  各 道 党 責任 幹部たち のまえ で 『新 朝鮮 建設と 民族 統一戦線に つ 

いて』 演説。 

一九 四 五 年 十月 十四日  ビョン ヤン 市民 衆 大会で 祖国 凱旋を 内外に 宣布。 

一九 四 五 年 十一月 一日  編 関 紙 『正路』 発刊。 

一九 四 五 年 十一月 十五 日  党 中央 組織 w* 会 第二 回 拡大 執行委員 会を 指 Jr 

一九 四 五 年 ± 一 月 十七 日〜 十八 日  .党 中央 組織 委員会 第三 回 拡大 執行委員 会を 指 

1 九 四 五 年 十一月〜 一九 四 六 年 一月  大衆 社会 団体な どの 結成を 指} r 北朝鮮 民主 女性 総 同盟 結成 

(一九 四 五 年 二月 一八 日)。 北朝鮮 職業 総 同盟 結成 (一九 四 五 
年 二月 三 〇日) 。北朝鮮 民主 青年 同盟 結成 (一九 四 六 年 一月 一 
七日)。 北朝鮮 農民 同盟 結成 (一九 四 六 年 一月 三 一日)。 

一九 四 六 年 二月 八日  北朝鮮 臨時 人民委員 会を 樹立し、 その 首班に 推戴され る。 

一九 四 六 年 三月 四日  党 中央 組織 委員会 第五 回 拡大 執行委員 会を 指 JT 
一九 四 六 年 三月 五日  土地 肇法 令を 発布。 

一九 四 六 年 三月 二十 三日  二十 か条 政綱のを 発# r 

一九 四 六 年 五月 二十 一日  普通 江 改修工事 着工 式に 参 席し 最初の シャベルを とる。 

一九 四 六 年 六月 二十四日  労働法 令を 発布。 

一九 四 六 年 七月 二十 二日  北朝鮮 民主主義 民族 統一戦線を 結成。 
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r 九 四 六 年 七月 三十日  男女 平 専権 法令を 発布。 

一九 四 六 年 八月 十日  重要産業 国有化 法令を 発布。 

一. 九 四 六 年 八月 二十 八日〜 三十日  北朝鮮 労働党 創立 大会で 『勤労大衆の 統一的 党の 創建の ため 

に』 を 報告。 北朝鮮 労働党を 創立。 i 関 紙 『労働 新聞』、 雑誌 
『勤労者』 発刊を 決定。 

一九 四 六 年 九月〜 十月  南朝 鮮労磡 者たち の 九月 ゼネスト。 十月 人民 抗争。 

一. 九 四 六 年 十一月 三日  朝鮮での 最初の 民主 選挙で ある 北朝鮮 道、 市、 郡 人民委員 会委 

員 選挙を 実施。 平安 南 道 江 東 郡 選挙区で、 平安 南 道 人民委員 会 
委員に えらばれる。. 

一九 四 六 年 十一月 二十 五日  建国 思想 総動員 運動 —— 思想 意識の 変革の ための たたかいを 展 

開す る 方針を 提示。 

一九 四 七 年 二月 二士 百  北朝鮮 人民委員 会を 組織。 その 首班に 推される。 北半 部で 社会 

主義への 過渡期は じ まる。 自立 的 民族 経済 建設 路線を 明示。 

一九 四 七 年 三月 十五 日  北朝鮮 労働党 中央委員会 第三 回 会議を 指* r 

一 九 四 八 年 二月 八日  不敗の f 武力 一 ^ 英雄的な 朝鮮 人民軍を 創建。 閲兵 式で 『朝 

鮮 人民軍 創建に 際して』 演轉 

一. 九 四 八 年 三月 二十 七日〜 三十日  北朝鮮 労働党 第二 回 大会を 指導。 

一九 四 八 年 四月 二十日〜 二十四日 

― 九 四 八 年 九月 九日  栄え ある 朝鮮民主主義人民共和国を 創建し、 その 首班に 推戴 さ 

れ る。 

一九 四 九 年 二月 十二 日〜 十三 日  北朝鮮 労働党 中央委員会 第五 回 会議を 指 IT 

一九 四 九 年 六月 二十 五日  祖国 統一 民主主義 戦線を 結^" 
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一九 四 九 年 六月 三十日  南北 朝鮮 労働党の 合 i ^ その 委員長と なる。 

一九 四 九 年 十二月 五日〜 十八 日  党 中央委員会 第二 回 総会を 指 

一九 五〇年 六月 二十 五日  アメリカ 帝国主義と その 手先 李承晩 一味の 共和国 北半 部にたい 

する 武力 侵攻。 祖国 解放 戦争 開始。 

一九 五〇年 六月 二十 六日  朝鮮 人民軍 最高 司令官で あり、 百戦百勝の 鋼鉄の 統帥 者で ある 

金 日 成 首相が、 『すべての 力を 戦争 勝利の ために』 を 放送 演吗 
軍事 委員会を 組織し、 その 委員長に 推される。 

一九 五〇年 六月 二十 八日  ソウル 解放 戦闘を 指揮。 

I 九 五〇年 七月 八日  演説 『アメリカ 帝国主義 者の 武力 侵攻を 断固 粉碎 しょぅ』 を 放 

送。 

一九 五〇年 七月 二十日  大田 解放 戦闘を 指揮。 

一九 五〇年 十一月 二十日  朝鮮 人民軍の 禿魯江 軍政 幹部 会議を 指 ST 

一九 五 〇年士 一月 二十 一日〜 二十 三日 党 中央委員会 第三 回 総会を 指煢 

一九 五一 年 九〜  一、 二 一一 高地 戦闘を 指揮。 

一九 五一 年 十一月 一日〜 四日  党 中央委員会 第 四 回 総会を 指 琴 

一九 五一 一年 二月 一日  道、 市、 郡 人民委員 長 おょび 党指毳 部 連 席 会議で、 『現段階 

における 地方 政権 機関の 任務と 役割』 にたいして 演辑 

一九 五 一 一年 六月 こ 十一 日  楽 元 機械工 場を 現地 指！ r 

一九 五 二 年 十二月 五日〜 十八 日  歴史的な 党 中央委員会 第五 回 総会を 指 

一九 五三 年 七月 二十 七日  金 日 成 首相の すぐれた 指導の もとに、 祖国 解放 戦争で 朝鮮人 民 

が 偉大な 勝利を 達成。 アメリカ 帝国主義の 敗北。 

一九 五三 年 八月 三日  降 仙 製 銅 所を 現地 指 ^ 
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一九 五三 年 八月 五日〜 九日  軟 後の 社会主義 基礎 建設の 総 的 課題と、 独創的な 社会主義 経済 

建設の 基本 路線を 提示。 党 中央委員会 第 六 回 総会を 指！ T 
党 中央委員会 第 七 回 総会を 指} T 
党 中央委員会 三月 総会を 指} T 
党 中央委員会 十一月 総会を 指 W 
党 中央委員会 四月 総会を 指} T 

朝鮮 f の 性格と 課題に かんする テーゼ 『すべての 力を 祖国の 
統一 独立と 共和国 北半 部に おける 社会主義 建設の ために』 を 発 

考 

一九 五 五 年 十二月 二〜 三日  党 中央委員会 十二月 総会を 指} r 

一九 五 五 年 十二月 二十 八日  党の 宣伝 扇動 活動家たち のまえ で、 『思想 活動に おいて 教条 主 

義と 形式主義を 一掃し、 主体を 確立す る ことにつ いて』 演説。 
一九 五六 年 四月 二十 三日〜 二十 九日  朝鮮 労働党 第三 回 大会を 指 ST 
一九 五六 年 八月 一日  東方で 最初の 全般的 初等 義務教育 制を 実 ir 
一九 五六 年 八月 三十日〜 三十 一日  党 中央委員会 八月 総会を 指 JT 
一九 五六 年士 一月 十一 日〜 十三 日  歴史的な 党 中央委員会 十二月 総会を 指咢 

金 日 成 首相が 創造した 社会主義 建設に おける 朝鮮 労働党の 総路 
線 —— 千里 馬 運動 はじまる。 

一九 五 七 年 四月 十八 日〜 十九 日  党 中央委員会 四月 総会を 指 
一九 五 七 年 十月 十七 日〜 十九 日  党 中央委員会 十月 総会を 指 
一九 五 七 年 ± 1 月 五日〜 六日  党 中央委員会 十二月 拡大 総会を 指？ T 


一九 五三 年士 一月 十八 日〜 十九 日 
一九 五 四 年 三月 二十 一日〜 二十 三日 
一九 五 四 年 十一月 一日〜 三日 
一九 五 五 年 四月 一日〜 四日 
一九 五 五 年 四月 
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この 本は、 先に 出版され た® X 著 『民族の 太陽紀 0i 啦 将軍』 の 日本語訳 『金 日 成 伝』 の 第二 部に あたる* 

第一 部では、 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 生い立ちから、 初期 革命 活動を へて、 祖国の 解放と 民族の 独立 
を もたらした 栄え ある 抗日 武装 闘争を とりあげて いる。 

この 第二 部では、 さらに 筆を すすめて、 祖国への 凱旋と、 民主 革命、 偉大な 祖国 解放 戦争、 戦後 経済 復旧と 社会 
主義 革命と 社会主義 建設を 墨し 指導す る 金 日 成 首相の 英雄的な 姿が 格調 高く 描かれて いる。 

じつに、 少年 時代から こんにちまでの 金 日 成 首相の 半生は、 かつて 歴史上に その 名を とどめた、 どの 詩人 も 描く 
ことので きなかった すぐれた 大 英雄 敍事詩 である。 

世界には、 その 名を とどろかせた 英雄 も 数多い。 

しかし、 いかなる 民族的 英雄と いえ ども、 抗日 武装 闘争を 組織 指導して 祖国を 解放し、 三十 六 年間に わたる 日本 
帝国主義の 植民地 支配で 荒廃し きっていた 祖国の 地に 民主 基地を 建設し、 また それを 破壊し ようとして 侵入して き 
た アメリカ 帝国主義と その 手先 どもを 相手に 三年 有余の 困難な 戦いを 勝利へ と 導き、 戦後 復旧 建設を 輝かしく おし 
すすめ、 りっぱな 「社会主義の 模範」、 「千里 馬の 国」、 「社会主義 強国」 とよ ばれる 朝鮮に 築き あげた 四千 万 朝鮮人 
民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相の ような すぐれた 英雄を、 われわれは 知らない。 

この 本は、 そういった 意味では、 たぐいまれな 大 英雄 敍事 文学と もい えよう。 

そして また、 この 本は、 当然の ことながら、 朝鮮人 民の 勝利への たたかいを 描いた すぐれた 朝鮮人 民の 歴史で も 
ある。 

金 日 成 首相は、 朝鮮人 民を 勝利へ と 導く にあたって、 つねに 主体性を 徹底的に 堅持した。 これは すでに、 抗日 武 
装 闘争の 時期に 築き あげた 輝かしい 伝統で ある。 

首相は、 これにつ いてつぎ のように のべて いる。 

「主体性を 確立 するとい うことは、 革命と 建設の すべての 問題を 独自 的に、 自国の 実情に あうよう に、 そして 主 
として 自己の 力に 依処 して 解決す る 原則を 堅持す る ことを 意味す る。 これは 教条主義に 反対し、 マルクス. レーニ 
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ン 主義の 一般的 真理と 国際 革命運動の 経験を、 自国の 歴史的 条件と 民族的 特性に あうよ ラに 適用して すすむ 現実的 
で 創造的な 立場で ある。 これは 他人にたい する 依存 心に 反対し、 自力 更生の 精神を 発揚し、 自己の 問題を あくまで 
も 自分自身が 責任を もって 解決して いく 自主的な 立場で ある」 

金 日 成 首相は、 思想に おいては 主体、 政治に おいては 自主、 経済に おいては 自立、 国防に おいては 自衛の 立場を 
つねに しっかりと 堅持した。 

金 日 成 首相は すべての 政策を 作成す るに あたり、 つねに このような 主体 思想から 出発した。 じつに こんにち、 朝 
鮮の 北半 部に 築かれた すべての 成果と 偉大な 変革は、 まさに 金 日 成 首相の 主体 思想と それに もとづく 政策の 巨大な 
結実で ある。 

千里 馬の 国 朝鮮は、 いま 意気 天を 衝き 、毎日の ように 奇跡が 生まれる 国と なり、 社会主義の 真っ赤な 花が 咲き こ 
ぼれ る 楽園と なった。 

栄光に みちた 輝かしい 生活に よって 世界の 模範と なって いる 社会主義 朝鮮の こんにちの 姿は、 そのまま 偉大なる 
朝鮮人 民の 領袖 金 日 成 首相に よって 母なる 祖国 朝鮮の 大地のう えに うたいあげられた 雄大な 大 交響曲で あり、 大敍 
事 詩と もい えよう。 

さいわいに して この 本の 第一 部は、 広 はんな 日本国民の あいだで 大きな 反響を よびおこし、 深い 感動を もってむ 
かえられて いる。 

わたしたちは、 この 第二 部 も 第 一 部と 同様、 日本国民の あいだに 金 日 成 首相の 偉大な 人となり や 革命 思想を 正し 
くつた え、 朝 •日 両国 人民の 友好と 親善に 寄与す る ものと かたく 信じて いる。 

ひきつづき わたしたちは、 『民族の 太陽 金 日 成 将軍』 第二 部 第 八 章 以下を、 『金 日 成 伝』 第三 部と して 近く おと 
どけしたい と 思う。 

一九 六 九 年 九月 九日 

朝鮮民主主義人民共和国 創建 二十 一周年 記念日に 

金 日 成伝飜 訳 委員会 
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白峯 著. 金 日 成 伝 翻訳 委員会 訳 
金 日 或 伝 〈第二 部 > 
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